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訳
者
序

　
一
九
〇
九
年
、
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス
の
七
十
五
歳
の
齢





を
記
念
し
て
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
は
〔m

e'daillon

〕

を
作
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
次
の
銘
が
刻
ん
で
あ
る
。

　
〔"A

Le'on
W

alras,ne'a`Evreux
en

1834,professeura`l'A
cade'm

ie
eta`l'U

niversite'de
Lausanne,q

uile
prem

iera
e'tablilesconditionsge'ne'ralesde

l'e'quilibre
e'conom

ique,fondantainsil'e'cole
de

Laus

anne.Pourhonorercinquante
ansde

travailde'sinte'resse'."

〕

（
一
八
三
四
年
にEvreux

に
生
れ
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
〔A

cde'm
ie

〕
並
び
に
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
の
教
授
で
あ
り
、

経
済
均
衡
の
一
般
的
条
件
を
論
証
し
た
最
初
の
人
で
あ
り
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
学
派
の
開
祖
で
あ
る
レ
オ
ン
・
ワ
ル

ラ
ス
に
。
利
慾
を
離
れ
た
五
十
年
の
研
究
生
活
に
敬
意
を
表
す
る
た
め
に
。
）

　
こ
の
銘
こ
そ
は
ワ
ル
ラ
ス
の
学
問
的
業
績
を
最
も
明
確
に
表
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
経
済
学
説

史
家
は
、
メ
ン
ガ
ー
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
と
共
に
限
界
利
用
説
を
作
り
あ
げ
た
こ
と
、
ま
た
は
数
学
を
経
済
学
に

応
用
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
ワ
ル
ラ
ス
の
学
問
的
功
績
と
な
そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
こ
の
点
に
関
す
る

ワ
ル
ラ
ス
の
業
績
は
、
時
間
的
に
見
れ
ば
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
と
メ
ン
ガ
ー
と
に
後



れ
て
は
い
る
が
、
立
論
の
精
緻

な
こ
と
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
学
者
の
及
ぶ
所
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
ワ
ル
ラ
ス
の
業
績
の
第
一
次
的
意
義
を

こ
こ
に
求
め
よ
う
と
す
る
ほ
ど
、
彼
に
対
す
る
理
解
の
浅
薄
を
示
す
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
ワ
ル
ラ
ス
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自
身
さ
え
も
第
一
次
的
意
義
の
あ
る
も
の
を
意
識
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
学
派
に
属
す
る
有
力

な
一
人
で
あ
るG

.Sensini

の
一
句
、
「
ワ
ル
ラ
ス
は
、
一
八
七
三
年
か
ら
一
八
七
六
年
の
間
に
、
有
名
な
四

箇
の
論
文
を
書
い
た
。
　
　
彼
の
学
問
的
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
こ
れ
ら
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
　
　
し

か
し
彼
は
、
こ
れ
ら
の
論
文
に
述
べ
ら
れ
た
先
人
未
発
の
思
想
の
稀
有
の
重
要
さ
を
解
し
な
か
っ
た
。
彼
の
頭

脳
と
性
質
と
、
そ
し
て
一
部
に
は
偶
然
と
が
、
彼
を
し
て
、
経
済
学
に
と
り
す
こ
ぶ
る
豊
沃
な
方
途
に
向
わ
し

め
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
不
幸
に
も
、
彼
は
、
社
会
改
良
家
と
し
て
の
性
質
に
支
配
さ
れ
て
、
ま
も
な
く
こ

の
研
究
領
域
を
捨
て
て
、
空
想
的
応
用
方
面
に
進
ん
で
い
っ
た
（
一
）
。
」
は
、
こ
の
事
情
を
明
快
に
指
摘
し

て
、
余
蘊





が
な
い
。
ワ
ル
ラ
ス
が
意
識
せ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
業
績
の
客
観
的
独
自
性
は
、
経
済

現
象
の
相
互
依
存
の
関
係
（
〔m

utuelle
de'pendance

〕
）
を
認
識
し
た
点
に
あ
る
。
一
切
の
経
済
現
象
は
各

々
独
立
な
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
密
接
に
作
用
し
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
経
済
現
象
中
の
い
ず
れ
の
一
つ
に

起
る
変
化
も
他
の
す
べ
て
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
こ
れ
ら
の
影
響
は
ま
た
逆
に
こ
の
一
つ
の
現
象
に
影
響
を
及
ぼ

す
。
従
っ
て
経
済
現
象
は
互





に
原
因
結
果
の
関
係
に
よ
っ
て
結
び
付
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
相
互
依
存
の
関

係
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ワ
ル
ラ
ス
以
前
に
も
経
済
現
象
が
互
に
こ
の
依
存
の
関
係
を
も
っ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
た
者
が
な
い
で
は
な
い
。
だ
が
こ
れ
ら
の
現
象
が
同
時
に
か
つ
相
互
に
（
〔ensem

ble
etre'

ciproquem
ent

〕
）
決
定
し
合
う
こ
と
を
証
明
し
た
最
初
の
人
が
ワ
ル
ラ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
争
う
余
地
が

な
い
（
二
）
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
相
互
依
存
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
パ
レ
ー
ト
が
い
っ
て
い
る
よ
う

に
、
通
常
の
論
理
は
無
力
で
あ
り
、
数
学
の
力
に
拠

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
三
）
。
ワ
ル
ラ
ス
が
、
経
済
学
に
数
学
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を
用
い
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
経
済
学
が
量
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
主
た
る
理
由
は
、

数
学
の
み
が
こ
れ
ら
経
済
現
象
の
相
互
依
存
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ワ
ル
ラ
ス
の
業
績

の
独
自
性
と
偉
大
さ
と
は
、
一
に
、
こ
の
点
に
の
み
存
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
事
の
先
駆
者
に
お
い
て

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
経
済
現
象
の
相
互
依
存
の
関
係
を
発
見
し
た
ワ
ル
ラ
ス
に
も
、
こ
れ
ら
現
象
の
間
に
因

果
関
係
を
認
め
て
い
る
が
如
き
見
解
が
残
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
い
ず
れ
の
先
駆
者
に
も
除
き
尽

す
こ
と
の
出
来
な
い
古
い
物
の
残
滓





で
あ
る
。

　
こ
の
残
滓
は
パ
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
除
き
去
ら
れ
て
、
ワ
ル
ラ
ス
の
一
般
均
衡
理
論
は
、
後
期
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
学

派
の
純
粋
な
る
一
般
均
衡
理
論
と
な
っ
た
。
今
日
〔de'sinte'resse'

〕
の
経
済
科
学
者
に
と
っ
て
は
、
主
観
的

価
値
説
も
な
け
れ
ば
、
労
働
価
値
説
も
な
い
。
ひ
と
り
一
般
均
衡
理
論
あ
る
の
み
で
あ
る
。
経
済
現
象
の

〔de'sinte'resse'

〕
な
研
究
を
な
そ
う
と
志
す
人
々
は
、
ワ
ル
ラ
ス
と
パ
レ
ー
ト
と
の
研
究
か
ら
始
め
ね
ば
な

ら
な
い
。
誤
訳
な
ど
も
多
く
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
の
「
純
粋
経
済
学
要
論
」
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
と
っ
て

い
く
ら
か
の
役
に
立
ち
得
る
な
ら
ば
、
訳
者
の
こ
の
仕
事
は
無
駄
に
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
も
、

R
.G

ibrat

が
〔LesIne'galite'se'conom

iques,Paris.1931.

〕
の
表
紙
に
引
用
し
たC

arver

の
一
句
は
、
記

憶
の
う
ち
に
止
め
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　"The
authorhopesthatthe

readerw
ho

takesup
thisvolum

e
m

ay
do

so
w

ith
the

understanding
thateco

nom
icsisa

science
ratherthan

a
branch

ofpolite
literature,and

w
ith

the
expectation

ofputting
asm

uch

m
entaleffortinto

the
reading

ofitashe
w

ould
into

the
reading

ofa
treatise

on
physics,chem

istry,orbio
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logy.

（
四
）"

　
こ
の
飜
訳
に
際
し
て
も
、
「
国
際
貿
易
政
策
思
想
史
研
究
」
の
場
合
と
同
様
に
、
高
垣
寅
次
郎
先
生
の
御
指

導
と
御
尽
力
を
忝





く

し
た
。
け
れ
ど
も
出
来
上
が
っ
た
も
の
は
、
か
く
も
拙
劣
で
あ
る
。
こ
の
点
、
切
に
先
生

の
御
容
赦
を
乞
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
一
九
三
三
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
塚
壽
郎

　
註
一
　Sensini:La

teoria
della

"rendita,"
1912,pp.407-8.

　
註
二
　
〔A

ntonelli:Le'on
W

alras,dansla
R

evue
d'histoire

desdoctrinese'conom
iquesetsociales,19

　
　
　10,p.187.

　
註
三
　
〔V

.Pareto:M
anueld'e'conom

ie
politique

trad.de
l'italien

parA
l.B

onnet,1909.pp.160,247

　
　
　.

　
註
四
　T.N

.C
arver:The

D
istribution

ofW
ealth,1899,Preface.
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凡
例

　
一
　
こ
の
書
物
は
、
〔Le'on W

alras: Ele'm
ents d'e'conom

ie politique pure ou The'orie de la richesse s

ociale. Paris et Lausanne.

〕 

を
、
一
九
二
六
年
版
に
拠
っ
て
、
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
厳
密
に
訳
せ
ば
、

書
名
は
「
純
粋
経
済
学
要
論
　
　
社
会
的
富
の
理
論
」
と
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
が
、
称
呼
上
の
簡

便
を
期
す
る
た
め
、
単
に
「
純
粋
経
済
学
要
論
」
と
し
て
お
い
た
。
一
九
二
六
年
版
は
、
三
箇
所
に
加
え
ら
れ

た
僅
少
の
修
正
を
除
け
ば
、
決
定
版
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
第
四
版
す
な
わ
ち
一
九
〇
〇
年
版
と
異
る
所
が
無

い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
二
箇
所
は
ワ
ル
ラ
ス
が
一
九
〇
二
年
付
の
註
を
も
っ
て
一
九
二
六
年
版
に
断
っ
て
い
る

が
（
本
訳
書
下
巻
、
第
三
二
六
、
三
六
二
節
）
、
他
の
一
箇
所
は
断
っ
て
な
い
。
し
か
し
こ
の
一
箇
所
は
旧
版

の
当
該
部
分
を
よ
り
容
易
に
理
解
せ
し
め
よ
う
と
し
て
な
さ
れ
た
修
正
で
あ
っ
て
、
重
要
な
修
正
で
は
な
い
。

第
八
二
節
が
こ
の
部
分
で
あ
る
。

　
二
　
原
著
の
叙
述
は
、
ほ
と
ん
ど
全
部
条
件
法
を
用
い
、
原
著
者
が
そ
の
主
張
に
い
か
に
謙
譲
で
あ
っ
た
か

を
よ
く
示
し
て
い
る
。
だ
が
訳
文
に
は
、
必
要
な
場
合
の
ほ
か
、
大
部
分
直
接
法
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
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レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス
の
略
伝

　
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス
（
〔M

arie-Esprit-Le'on
W

alras

〕
）
は
、
一
八
三
四
年
十
二
月
十
六
日
、
パ
リ
を
西

北
に
百
粁






ほ

ど
隔
て
る
エ
ヴ
ル
ー
（Evreux

）
の
町
に
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ワ
ル
ラ
ス
（A

ntoine-A
uguste

W

alras

）
を
父
と
し
て
生
れ
た
。
父
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
（
一
八
〇
一
　
一
八
六
六
）
は
南
仏
の
モ
ン
ペ
リ
エ
（M

on

tpellier

）
市
の
人
で
あ
っ
た
が
、
一
八
三
〇
年
に
エ
ヴ
ル
ー
の
中
学
校
の
修
辞
学
の
教
師
と
な
り
、
一
八
三
三

年
に
は
同
校
の
校
長
と
な
っ
た
。
一
八
三
四
年
に
、
こ
の
町
でLouise-A

line
de

Sainte-B
euve

と
結
婚
し
た

（
一
）
。
こ
の
同
じ
年
に
レ
オ
ン
が
生
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
は
一
八
三
五
年
十
一
月
ま
で
こ
の

職
に
あ
っ
た
が
、
辞
職
の
後
、
大
学
教
授
を
目
指
し
て
パ
リ
に
移
り
、
一
八
三
九
年
ま
で
こ
こ
で
教
授
資
格
試

験
の
受
験
準
備
を
し
た
。
こ
の
年
、
リ
ー
ユ
（Lille

）
の
中
学
校
の
哲
学
教
授
と
な
り
、
一
八
四
〇
年
に
は
、

カ
ー
ン
（C

aen

）
の
中
学
校
に
転
じ
、
一
八
四
六
年
に
、
カ
ー
ン
大
学
の
文
学
部
の
フ
ラ
ン
ス
修
辞
学
（

〔e'loquence
franc,aise

〕
）
の
講
師
と
な
っ
た
。
一
八
四
七
年
、
学
位
論
文
〔Le

C
id,esquisse

litte'raire

〕

に
よ
っ
て
、
文
学
博
士
（
〔D

octeur-e`s-lettres

〕
）
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
視
学
官
と
し
て
、N

ancy,

C
aen,D

ouai,Pau

等
に
転
任
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
生
活
を
通
じ
て
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
が
専
門
と
し
た
学
問
は

フ
ラ
ン
ス
語
学
・
文
学
・
哲
学
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
エ
ヴ
ル
ー
の
教
師
時
代
か
ら
経
済
学
の
研
究
が
常
に

彼
の
大
な
る
興
味
を
ひ
き
つ
け
て
い
た
。
そ
の
間
、
か
な
り
多
数
の
経
済
学
上
の
論
文
を
公
に
し
て
い
る
の
み
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な
ら
ず
、
一
八
三
一
年
に
は
、
「
富
の
性
質
及
び
価
値
の
源
泉
に
つ
い
て
」
（D

e la nature de la richesse et 

de l'origine de la valeur. Paris.

）
を
公
刊
し
、
一
八
四
九
年
に
は
「
社
会
的
富
の
理
論
、
経
済
学
の
基
本
原

理
の
要
約
」
（
〔The'orie de la richesse sociale, ou R

e'sum
e' des principes fondam

entaux de l'e'conom
ie 

politique. Paris.
〕
）
を
公
刊
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二
書
は
、
レ
オ
ン
の
思
想
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

も
の
と
し
て
、
重
要
視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
レ
オ
ン
自
身
も
こ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
二
）
。
単
に
価
値

の
心
理
的
観
方
を
な
し
た
点
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
経
済
学
を
数
理
的
科
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考

え
た
点
に
お
い
て
も
、
父
の
思
想
は
そ
の
ま
ま
レ
オ
ン
の
思
想
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
三
）
（
四
）
。

　
レ
オ
ン
は
、
一
八
五
一
年
、
文
科
大
学
入
学
資
格
者
（
〔B

achelier e`s lettres

〕
）
と
な
り
、
一
八
五
三
年
、

理
科
大
学
入
学
資
格
者
（
〔B

achelier e`s sciences

〕
）
と
な
り
、
砲
工
学
校
（Ecole Polytechnique

）
の

入
学
試
験
を
受
け
た
が
、
失
敗
し
た
。
こ
の
頃
彼
は
微
積
分
学
や
理
論
力
学
を
勉
強
し
て
い
た
が
、
そ
れ
の
み

で
な
く
、
ク
ー
ル
ノ
ー
の
「
富
の
理
論
の
数
学
的
原
理
に
関
す
る
研
究
」
（
〔R

echerches sur les principes 

m
athe'm

atiques de la the'orie des richesses. 1838.

〕
）
を
も
初
め
て
読
ん
だ
と
い
う
（
五
）
。
一
八
五
四
年
、

鉱
山
学
校
（Ecole des M

ines

）
に
入
学
し
た
が
、
ま
も
な
く
退
学
し
て
、
文
学
な
ど
に
熱
中
し
た
。

　
一
八
五
八
年
、
レ
オ
ン
は
小
さ
な
小
説 Francis Sauveur 

を
公
に
し
て
い
る
。
し
か
し
父
は
彼
に
経
済
学
の

勉
強
を
熱
心
に
す
す
め
た
。
レ
オ
ン
が
経
済
学
者
と
し
て
立
つ
に
至
る
べ
き
動
機
は
こ
こ
に
発
す
る
と
、
彼
自

ら
い
っ
て
い
る
。
「
私
の
全
生
涯
の
最
も
決
定
的
な
時
は
、
一
八
五
八
年
の
夏
の
あ
る
美
し
い
夜
で
あ
っ
た
。

そ
の
夜 G

ave de Pau 

河
の
河
辺
を
散
歩
し
て
い
た
と
き
、
父
は
、
一
九
世
紀
中
に
な
さ
る
べ
き
二
つ
の
大
な
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る
仕
事
　
　
歴
史
を
書
き
上
げ
る
こ
と
と
、
社
会
科
学
を
建
設
す
べ
き
こ
と
　
　
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
力
説

し
た
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
仕
事
の
う
ち
の
第
一
に
つ
い
て
は
、
ル
ナ
ン
（R

enan

）
が
充
分
に
父
を
満
足
せ
し

め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
父
は
知
ら
な
か
っ
た
。
第
二
の
仕
事
は
、
父
が
終
生
念
願
し
て
い
た
所
で
あ
り
、
こ

の
仕
事
に
特
に
父
は
感
激
を
も
っ
て
い
た
。
父
は
、
私
が
こ
の
仕
事
を
継
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
、
力
強
く
い
っ
て

い
た
。LesR

oseaux

と
い
う
農
場
の
入
口
ま
で
来
た
と
き
、
私
は
、
文
学
や
文
芸
批
評
を
放
擲
し
て
、
父
の

仕
事
を
承

け
継
ぐ
こ
と
に
専
心
し
よ
う
と
、
父
に
堅
く
誓
っ
た
（
六
）
。
」

　
一
八
五
九
年
に
、
レ
オ
ン
はJournaldesEconom

istes

の
記
者
と
な
り
、
一
八
六
〇
年
に
、Presse

の
記

者
と
な
っ
た
。
ま
も
な
く
こ
れ
を
も
や
め
た
。
こ
の
年
「
経
済
学
と
正
義
、
プ
ル
ー
ド
ン
の
経
済
学
説
の
吟
味

と
駁
論
」
（
〔L'Econom

ie
politique

etla
justice.Exam

en
critique

etre'futation
desdoctrinese'conom

iq

uesde
M

.P.-J.Proudhon.Paris.
〕
）
を
公
に
し
た
。
ま
た
同
年
七
月
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
開
か
れ
た
国
債
租
税

会
議
に
列
席
し
た
。
ま
た
同
年
ヴ
ォ
ー
（V

aud

）
州
が
募
集
し
た
租
税
に
関
す
る
懸
賞
論
文
に
応
じ
た
。
一

八
六
一
年
に
出
版
さ
れ
た
「
租
税
理
論
批
判
」
（
〔The'orie

critique
de

l'im
po^t.Paris.

〕
）
が
そ
れ
で
あ

る
。
プ
ル
ー
ド
ン
の
「
租
税
理
論
」
（
〔The'orie

de
l'im

po^t.Paris.

〕
）
が
第
一
等
賞
と
な
り
、
レ
オ
ン
は

第
四
等
と
な
っ
た
。

　
レ
オ
ン
は
一
八
六
五
年
に
至
る
も
な
お
一
定
の
職
業
を
得
な
か
っ
た
が
、
こ
の
頃
盛





に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
協

同
組
合
運
動
に
加
わ
り
、
同
年
「
庶
民
組
合
割
引
銀
行
」
（C

aisse
d'escom

pte
desassociationspopulaires

）

の
理
事
と
な
り
、
こ
れ
が
一
八
六
八
年
に
破
産
す
る
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
に
従
事
し
た
。
そ
の
間
、
あ
る
い
は
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協
同
組
合
運
動
に
関
す
る
公
開
講
演
を
な
し
、
あ
る
い
は 

〔Le'on Say

〕 

と
共
に
こ
の
運
動
の
週
刊
雑
誌

「
労
働
」
（Le Travail

）
を
発
刊
し
た
。
ひ
と
た
び
こ
の
雑
誌
に
公
に
さ
れ
た
一
八
六
七
年
と
八
年
の
公
開

講
演
「
社
会
理
想
の
研
究
」
（
〔R

echerche de l'ide'al social

〕
）
は
一
八
六
八
年
、
単
行
書
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
そ
の
後
銀
行
員
と
な
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
一
八
七
〇
年
六
月
、
レ
オ
ン
は
ル
イ
・
リ
ュ
シ
ョ
ネ

ー
（Louis R

uchonnet

）
の
来
訪
を
受
け
た
が
、
氏
は
近
く
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
に
経
済
学
講
座
が
開
設
せ
ら
れ

る
べ
き
こ
と
を
報
じ
、
か
つ
そ
の
教
授
候
補
者
と
な
る
こ
と
を
レ
オ
ン
に
す
す
め
た
。
レ
オ
ン
は
こ
の
す
す
め

に
応
じ
、
こ
の
受
験
準
備
の
た
め
、
八
月
七
日
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に
赴
き
、
静
か
な
環
境
の
う
ち
に
勉
強
し
た
。

試
験
官
は
州
の
名
士
三
名
と
経
済
学
者
四
名
か
ら
成
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
三
人
の
名
士
は
ワ
ル
ラ
ス
の
採
用
に

賛
成
し
た
が
、
四
人
の
経
済
学
者
の
う
ち
三
人
は
こ
れ
に
反
対
し
た
。
残
る
一
人
で
あ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
教

授
で
あ
っ
た
経
済
学
者
ダ
メ
ト
（D

am
eth

）
は
、
ワ
ル
ラ
ス
の
数
理
経
済
学
を
正
し
い
と
は
思
わ
な
い
が
、

し
か
し
か
よ
う
な
思
想
を
発
展
せ
し
め
講
義
せ
し
め
て
み
る
の
は
、
学
問
の
進
歩
の
た
め
に
有
益
で
あ
ろ
う
と

い
っ
て
、
ワ
ル
ラ
ス
の
採
用
に
賛
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
ワ
ル
ラ
ス
は
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
の
教
授
に
任
命
せ
ら

れ
、
同
年
十
二
月
十
六
日
開
講
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、
一
八
九
二
年
に
パ
レ
ー
ト
が
彼
の
講
座
を
継
ぐ
ま
で
、

ワ
ル
ラ
ス
は
数
理
経
済
学
の
建
設
に
全
努
力
を
傾
倒
し
た
。
そ
の
間
、
一
八
七
三
年
に
ま
ず
「
交
換
の
数
学
的

理
論
の
原
理
」
（
〔Principes d'une the'orie m

athe'm
atique de l'e'change

〕
）
が
公
に
せ
ら
れ
、
一
八
七
五

年
に
「
交
換
の
方
程
式
」
（
〔Equations de l'e'change

〕
）
が
、
一
八
九
六
年
に
「
生
産
の
方
程
式
」
（Equ

ations de la production

）
及
び
「
資
本
化
の
方
程
式
」
（Equations de la capitalisation

）
が
公
に
せ
ら
れ
、
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そ
れ
ら
が
綜
合
せ
ら
れ
て
「
純
粋
経
済
学
要
論
」
（
〔Ele'm

entsd'e'conom
ie

politique
pure

〕
）
の
第
一
版

第
一
分
冊
が
一
八
七
四
年
に
、
第
二
分
冊
が
一
八
七
七
年
に
出
版
せ
ら
れ
、
第
二
版
が
一
八
八
九
年
に
、
第
三

版
が
一
八
九
六
年
に
出
版
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
出
版
の
事
情
と
各
版
の
相
異
と
は
原
著
第
四
版
の
序
文
に
明
ら

か
に
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
相
異
の
う
ち
、
貨
幣
の
価
値
に
関
す
る
第
一
版
と
第
二
版
と
の
そ
れ
は
、
我

々
の
注
意
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
マ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
（A

.W
.M

arget

）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
一

版
に
見
ら
れ
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
流
の
貨
幣
数
量
説
は
、
第
二
版
に
お
い
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
学
派
の
数
量
説
に
変

化
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
七
）
。

　
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
を
退
い
て
後
も
、
ワ
ル
ラ
ス
の
学
問
的
活
動
は
停
止
し
て
い
な
い
。
一
八
九
六
年
に
は
論

文
集
「
応
用
経
済
学
研
究
」
（
〔Etudesd'e'conom

ie
applique'e

〕
）
を
、
一
八
九
八
年
に
は
論
文
集
「
社

会
経
済
学
研
究
」
（
〔Etudesd'e'conom

ie
sociale

〕
）
を
出
版
し
た
ほ
か
、
大
小
の
論
文
を
公
に
し
て
い
る
。

　
翌
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
目
指
し
て
、
著
作
を
志
し
て
い
る
。
一
九
〇
七
年
の
〔Q

uestionspratiquesde
l

e'gislation
ouvrie`re

etd'e'conom
ie

politique
〕
に
公
に
さ
れ
た
論
文
「
社
会
的
正
義
と
自
由
交
換
に
よ
る

平
和
」
（
〔La
Paix

parla
justice

sociale
etle

libre
e'change

〕
）
は
そ
の
一
端
で
あ
る
と
い
う
。

　
一
九
一
〇
年
一
月
五
日
ク
ラ
ラ
ン
（C

larens

）
に
逝
っ
た
。

　
註
一
　
〔L.W

alras:U
n

initiateuren
e'conom

ie
politique:A

.A
.W

alras,dansla
R

evue
du

m
ois,aou^t

　
　
　1908,p.173.

〕
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註
二
　
本
書
原
著
第
四
版
の
序
、
二
一
頁
参
照
。

　
註
三
　
〔E. A

ntonelli: U
n e'conom

iste de 1830: A
uguste W

alras, dans la R
evue d'histoire e'conom

iqu
　
　
　e et sociale, 1923, p. 529.

〕

　
註
四
　
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
と
ク
ー
ル
ノ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、L. H

echt: A
 C

ournot und L. W
alras, H

e

　
　
　idelberg, 1930, p. 23 

以
下
を
参
照
。

　
註
五
　
〔A

ntonelli: Le'on W
alras, dans la R

evue d'histoire des doctrines e'conom
iques, 1910, p. 170. 

　
　
　C

f. B
om

paire: D
u Principe de liberte' e'conom

ique dans l'oe&
uvre de C

ournot et dans celle de l'E

　
　
　cole de Lausanne, p. 238.

〕

　
註
六
　
〔A

ntonelli: Principes d'e'conom
ie pure, pp. 24-5.

〕

　
註
七
　
〔A

. W
. M

arget: Le'on W
alras and the "C

ash-B
alance A

pproach" to Problem
 of the V

alue of 

　
　
　M

oney, in the Journal of Political Econom
y, O

ctober 1931, pp. 569-600.

〕
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原
著
第
四
版
の
序

「
純
粋
経
済
学
要
論
」
の
こ
の
第
四
版
は
最
終
版
で
あ
る
（
一
）
。
一
八
七
四
年
の
六
月
、
初
版
の
巻
頭
に
、

私
は
今
こ
こ
に
転
載
し
よ
う
と
す
る
次
の
文
を
書
い
た
。

「
一
八
七
〇
年
、
ヴ
ォ
ー
州
（V

aud

）
の
参
事
院
は
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
の
法
学
部
に
経
済
学
の
一
講
座
の
開

設
を
計
画
し
、
か
つ
そ
の
開
設
の
準
備
と
し
て
教
授
候
補
者
を
募
っ
た
。
私
が
今
日
あ
る
の
は
こ
の
見
識
あ
る

発
案
の
賜




で

あ
る
。
こ
と
に
、
教
育
宗
教
局
長
で
同
時
に
ス
イ
ス
国
聯
邦
参
事
院
の
一
員
で
あ
る
ル
イ
・
リ
ュ

シ
ョ
ネ
ー
氏
（LouisR

uchonnet
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
氏
は
、
私
に
こ
の
講
座
の
教
授
候
補
者
と

な
る
こ
と
を
す
す
め
、
ま
た
私
が
こ
の
講
座
を
占
め
て
か
ら
は
、
絶
え
ず
私
を
激
励
し
て
、
経
済
学
及
び
社
会

経
済
学
の
基
礎
的
概
論
の
公
刊
を
始
め
る
こ
と
を
得
せ
し
め
た
。
こ
の
概
論
は
独
創
的
方
法
に
よ
っ
て
仕
上
げ

ら
れ
た
新
し
い
プ
ラ
ン
に
基





い
て
組
み
立
て
ら
れ
、
そ
の
結
論
も
ま
た
　
　
あ
え
て
い
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ

が
　
　
あ
る
点
に
お
い
て
現
在
の
経
済
学
の
結
論
と
同
一
で
は
な
い
。

「
こ
の
概
論
は
三
部
に
分



た
れ
、
各
部
は
一
巻
二
分
冊
と
し
て
出
版
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
は
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
部
　
純
粋
経
済
学
要
論
す
な
わ
ち
社
会
的
富
の
理
論
。

　
第
一
編
　
経
済
学
及
び
社
会
経
済
学
の
目
的
と
分
け
方
。
第
二
編
　
交
換
の
数
学
的
理
論
。
第
三
編
　
価
値
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尺
度
財
並
び
に
貨
幣
に
つ
い
て
。
第
四
編
　
富
の
生
産
及
び
消
費
の
自
然
的
理
論
。
第
五
編
　
経
済
的
進
歩
の

条
件
と
結
果
。
第
六
編
　
社
会
の
経
済
組
織
の
諸
形
態
の
自
然
的
必
然
的
結
果
。

　
第
二
部
　
応
用
経
済
学
要
論
す
な
わ
ち
農
工
商
業
に
よ
る
富
の
生
産
の
理
論
。

　
第
三
部
　
社
会
経
済
学
要
論
す
な
わ
ち
所
有
権
と
租
税
と
に
よ
る
富
の
分
配
の
理
論
（
二
）
。

「
今
こ
こ
に
現
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
第
一
巻
の
第
一
分
冊
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
任
意
数
の
商
品
相

互
の
交
換
の
場
合
に
お
け
る
市
場
価
格
決
定
の
問
題
の
数
学
的
解
法
と
需
要
供
給
法
則
の
科
学
的
方
式
と
が
含

ま
れ
て
い
る
。
私
が
そ
こ
で
用
い
た
記
号
法
は
、
当
初
に
は
、
や
や
複
雑
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
読

者
は
こ
の
複
雑
さ
に
辟
易
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
複
雑
さ
は
問
題
に
内
在
し
て
止
む
を
得
な
い

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
ほ
か
に
難
解
な
数
学
は
少
し
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
。
ひ
と
た
び
こ
れ
ら

の
記
号
の
シ
ス
テ
ム
が
理
解
せ
ら
れ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
、
経
済
現
象
の
シ
ス
テ
ム
は
自
ら
理
解
せ
ら
れ

る
。

「
今
か
ら
一
ヵ
月
ほ
ど
前
私
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
経
済
学
教
授
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
氏
が
私
の
問
題
と
同

じ
問
題
に
つ
い
て
書
い
た
「
経
済
学
の
理
論
」
（The

Theory
ofPoliticalEconom

y

）
と
題
せ
ら
れ
る
著
作

が
、
一
八
七
一
年
に
、
ロ
ン
ド
ン
マ
ク
ミ
ラ
ン
会
社
か
ら
出
版
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
だ
が
そ
の
と
き

に
は
私
の
第
一
分
冊
は
全
く
稿
を
了

え
、
か
つ
大
方
印
刷
を
も
お
え
て
い
た
し
、
ま
た
そ
の
理
論
の
概
要
は
パ

リ
の
精
神
学
及
び
政
治
学
学
士
院
に
報
告
せ
ら
れ
、
解
説
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
三
）
。
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス

氏
は
私
と
同
じ
く
、
数
学
的
解
析
法
を
純
粋
経
済
学
、
特
に
交
換
の
理
論
に
応
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
氏
の
こ
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の
応
用
の
一
切
は
、
氏
が
交
換
方
程
式
と
名
付
け
る
基
本
方
程
式
の
上
に
立
っ
て
い
る
が
、
こ
の
交
換
方
程
式

は
、
私
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
て
私
が
最
大
満
足
の
条
件
と
呼
ぶ
所
の
も
の
に
全
く
相
等
し
い
。
こ
れ
は
ま
こ

と
に
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

「
ま
た
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
氏
は
特
に
こ
の
新
方
法
の
一
般
的
哲
学
的
解
説
を
な
そ
う
と
努
力
し
、
か
つ
こ
れ
を
交

換
理
論
、
労
働
理
論
、
地
代
理
論
、
資
本
理
論
へ
応
用
す
べ
き
基
礎
を
作
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
私
は
こ
の

分
冊
で
は
特
に
交
換
の
数
学
的
理
論
を
深
奥
な
方
法
に
拠
っ
て
解
説
し
よ
う
と
努
め
た
。
だ
か
ら
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン

ス
氏
の
方
式
の
先
駆
性
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
若
干
の
重
要
な
演
繹
に
つ
い
て
は
、
私
は
私
の
権
利
を
主
張

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
に
は
こ
れ
ら
の
点
を
い
ち
い
ち
挙
げ
な
い
。
有
能
な
読
者
は
こ
れ
ら
の
点
を
よ
く

認
め
得
る
で
あ
ろ
う
。
私
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
氏
の
著
書
と
私
の
著
書
と
は
互
に
他
を
妨
げ
な
い
で
、

か
え
っ
て
互
に
補
充
し
合
い
、
不
思
議
に
も
互
に
他
の
価
値
を
増
加
し
合
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
ば
足
り
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
私
の
確
信
で
あ
る
。
私
は
、
こ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
の

勝


れ
た
経
済
学
者
の
こ
の
好
著
を
ま
だ
読
ま
な
い
す
べ
て
の
人
々
に
熱
心
に
す
す
め
る
。
」

　
第
一
版
の
第
二
分
冊
は
一
八
七
七
年
に
出
版
せ
ら
れ
た
。
私
は
こ
の
中
で
生
産
的
用
役
の
価
格
（
賃
銀
、
地

代
、
利
子
）
の
決
定
の
理
論
と
純
収
入
の
率
の
決
定
の
理
論
と
を
説
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
の
そ

れ
と
は
著
し
く
異
っ
て
い
る
（
四
）
。

　
一
八
七
九
年
に
、
当
時
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
は
「
経
済
学
の
理
論
」
の
第
二
版
を

公
に
し
、
こ
の
第
二
版
の
序
文
中
で
（Pp.X

X
X

V
-X

LII

）
、
数
理
経
済
学
の
建
設
の
先
駆
性
を
一
部
分
ド
イ
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ツ
人
ゴ
ッ
セ
ン
に
認
め
て
い
る
。
私
が
こ
の
先
駆
性
を
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
に
認
め
た
こ
と
は
、
既
に
読
者
が
知
る

如
く
で
あ
る
。
ゴ
ッ
セ
ン
に
つ
い
て
私
は
、
一
八
八
五
年
四
月
及
び
五
月
の 

〔Journal des e'conom
istes

〕

 

に
、
「
忘
れ
ら
れ
た
経
済
学
者
ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ゴ
ッ
セ
ン
」
と
題
す
る
一
文
を
公
に
し
た
。

そ
の
中
で
私
は
、
ゴ
ッ
セ
ン
の
生
涯
と
著
書
に
つ
い
て
の
解
説
を
与
え
、
併
せ
て
、
二
人
の
先
駆
者
の
著
作
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
理
論
の
う
ち
結
局
私
自
身
の
も
の
と
し
て
残
さ
れ
る
べ
き
部
分
を
定
め
よ
う
と
努

力
し
た
（
五
）
。
こ
の
点
を
、
本
書
の
第
十
六
章
の
末
尾
の
一
節
で
、
再
び
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

所
で
読
者
は
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
交
換
に
お
い
て
稀
少
性
を
考
え
る
こ
と
の
い
か
に
重
要
で
あ
る
か

は
、
一
八
七
二
年
に
私
共
三
人
と
は
独
立
に
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
経
済
学
教
授
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
に
よ
っ
て

も
ま
た
認
め
ら
れ
、
立
証
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
ゴ
ッ
セ
ン
が
利
用
曲
線
に
つ
い
て
の
先
駆
者
で
あ
る
の
を
認
め
、
ま
た
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
が
交
換
に
お

け
る
最
大
利
用
の
方
程
式
に
つ
い
て
の
先
駆
者
で
あ
る
の
を
認
め
る
。
だ
が
私
は
こ
れ
ら
の
思
想
を
借
用
し
た

の
で
は
な
い
。
私
は
私
の
経
済
学
説
の
根
本
原
理
を
父
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ワ
ル
ラ
ス
（A

uguste W
alras

）
か

ら
借
用
し
、
こ
の
学
説
の
解
説
の
た
め
に
函
数
計
算
を
用
い
る
根
本
原
理
を
ク
ー
ル
ノ
ー
か
ら
借
用
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
私
は
最
初
の
論
文
で
明
言
し
、
ま
た
そ
れ
以
後
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
明
言
し
て
い
る
。

今
こ
こ
で
は
、
こ
の
学
説
が
本
書
の
各
版
で
順
次
に
い
か
に
正
確
さ
を
加
え
ら
れ
、
展
開
せ
ら
れ
、
補
充
せ
ら

れ
た
か
を
説
明
し
よ
う
と
思
う
。

　
私
は
交
換
方
程
式
、
生
産
方
程
式
、
資
本
化
及
び
信
用
方
程
式
の
解
法
に
、
そ
の
全
体
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
元
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の
ま
ま
と
し
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
細
か
い
部
分
に
つ
い
て
修
正
を
加
え
た
。

　
交
換
に
関
し
て
は
諸
商
品
の
最
大
利
用
の
定
理
（
六
）
の
基
礎
的
証
明
の
ほ
か
に
、
次
の
二
つ
の
証
明
を
加

え
た
。

（
一
）
利
用
曲
線
が
連
続
な
場
合
に
つ
き
、
微
分
学
の
通
常
の
記
号
法
に
よ
る
証
明
　
　
こ
の
証
明
は
後
に
新

資
本
の
最
大
利
用
の
定
理
を
証
明
す
る
に
必
要
で
あ
る
。
（
二
）
利
用
曲
線
が
不
連
続
な
場
合
の
証
明
。

　
生
産
に
関
し
て
は
、
均
衡
の
成
立
の
た
め
の
予
備
的
摸
索
を
仮
定
し
、
か
つ
こ
の
運
動
は
有
効
に
な
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
取
引
証
書
に
よ
っ
て
（surbons

）
な
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
。
そ
し
て
私
は
こ
の
仮
定
を
そ
れ

以
後
に
お
い
て
も
維
持
し
た
。

　
資
本
化
に
つ
い
て
は
、
交
換
方
程
式
と
最
大
満
足
の
方
程
式
と
か
ら
、
貯
蓄
の
函
数
を
理
論
的
に
演
繹
し
、

こ
れ
を
経
験
的
に
導
き
出
す
こ
と
を
避
け
た
。
そ
し
て
、
純
収
入
率
の
均
等
も
ま
た
新
資
本
か
ら
得
ら
れ
る
利

用
の
最
大
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
、
新
定
理
と
し
て
証
明
し
た
。
第
一
版
を
公
に
と
き
に
は
、
私
は
新
資
本
用

役
の
最
大
利
用
に
関
す
る
二
つ
の
問
題
の
た
だ
一
つ
し
か
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
詳
言
す
れ
ば
、
あ

る
個
人
が
そ
の
収
入
を
種
々
の
欲
望
の
間
に
配
分
す
る
に
当
り
資
本
の
量
を
そ
の
当
然
の
性
質
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
た
は
偶
然
に
決
定
せ
ら
れ
て
い
る
と
想
像
す
る
と
き
に
起
る
問
題
、
す
な
わ
ち
私
が
諸

商
品
の
最
大
利
用
の
問
題
と
呼
び
、
数
学
的
に
は
資
本
用
役
の
稀
少
性
が
そ
の
価
格
に
比
例
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
に
よ
っ
て
解
か
れ
る
問
題
し
か
、
第
一
版
で
は
私
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
第
二
版
を
準
備
し
て

い
た
と
き
、
な
お
一
つ
の
問
題
が
あ
る
の
を
認
め
た
。
そ
れ
は
、
社
会
が
そ
の
収
入
の
消
費
に
対
す
る
超
過
部

18純粋経済学要論



分
を
種
々
に
配
分
し
て
種
々
に
資
本
化
す
る
に
当
り
、
新
資
本
用
役
の
有
効
利
用
の
最
大
を
目
的
と
し
て
、
こ

の
資
本
の
量
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
現
わ
れ
る
問
題
、
す
な
わ
ち
、
私
が
新
資
本
の
最
大
利
用
の
問
題

と
呼
び
、
数
学
的
に
は
資
本
の
稀
少
性
が
こ
の
資
本
の
価
格
に
比
例
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
解
か
れ
る

問
題
で
あ
る
。
だ
か
ら
用
役
の
価
格
と
資
本
の
価
格
と
が
比
例
す
る
こ
と
に
よ
り
二
つ
の
最
大
が
生
ず
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
用
役
の
価
格
と
資
本
の
価
格
と
が
比
例
す
る
こ
と
は
、
一
の
留
保
の
下
に
、
ま
さ
し
く
自
由
競

争
に
よ
っ
て
生
ず
る
結
果
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
七
六
年
以
後
一
八
九
九
年
に
至
る
私
の
研
究
に
よ
っ
て
著
し
く
変
化
せ
ら
れ
た
の
は

特
に
貨
幣
理
論
で
あ
る
（
七
）
。
第
一
並
び
に
第
二
版
に
お
い
て
は
、
貨
幣
編
は
純
理
論
と
応
用
論
と
の
二
部

か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
第
三
、
第
四
版
に
お
い
て
は
、
応
用
論
が
除
か
れ
、
従
っ
て
純
理
論
、
特
に
貨
幣
理
論

の
根
本
で
あ
る
貨
幣
価
値
の
問
題
の
解
法
し
か
研
究
し
な
か
っ
た
。
第
一
版
で
は
こ
の
解
法
は
、
私
が
一
般
の

経
済
学
者
か
ら
借
り
て
き
た
「
流
通
に
役
立
っ
た
現
金
」
（
〔circulation a` desservir

〕
）
の
思
想
を
基
礎

と
し
て
い
る
。
第
二
版
に
お
い
て
は
こ
の
解
法
は
、
拙
著
（
〔The'orie de la m

onnaie

〕
）
に
用
い
ら
れ
た

「
所
望
の
現
金
」
（
〔encaisse de'sire'e

〕
）
（
訳
者
註
）
の
思
想
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
だ
が
こ
の
第
二
版

に
お
い
て
も
第
三
版
に
お
い
て
も
、
第
一
版
に
お
け
る
よ
う
に
、
別
に
私
は
貨
幣
の
需
要
供
給
の
均
等
方
程
式

を
経
験
的
に
立
て
た
。
こ
の
第
四
版
で
は
そ
れ
は
、
流
動
資
本
の
需
要
供
給
の
均
等
方
程
式
と
共
に
、
交
換
方

程
式
及
び
最
大
満
足
の
方
程
式
か
ら
理
論
的
に
演
繹
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
流
通
及
び
貨
幣
の
理

論
は
、
交
換
の
理
論
、
生
産
の
理
論
、
資
本
化
の
理
論
、
信
用
の
理
論
の
よ
う
に
、
そ
れ
に
相
応
す
る
シ
ス
テ
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ム
の
方
程
式
の
定
立
と
解
法
と
を
含
む
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
流
通
論
を
組
成
す
る
六
章
は
、
純
粋
経
済
学

の
大
き
な
問
題
の
第
四
で
あ
る
所
の
流
通
の
問
題
の
解
法
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
問
題
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
章
編
の
数
、
順
序
、
表
題
に
少
し
く
変
更
を

加
え
た
。
こ
と
に
流
通
理
論
を
資
本
化
の
理
論
の
直
後
に
置
き
、
そ
の
次
に
一
編
を
設
け
、
経
済
的
進
歩
の
研

究
及
び
純
粋
経
済
学
の
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
こ
の
中
に
入
れ
た
。
ま
た
限
界
生
産
力
説
す
な
わ
ち
問
題
の
所
与

と
し
て
で
は
な
く
未
知
数
と
考
え
ら
れ
た
製
造
係
数
の
決
定
理
論
を
も
、
こ
の
編
の
中
に
加
え
た
。

　
こ
れ
ら
の
変
化
の
結
果
と
し
て
、
本
書
の
概
要
は
次
の
如
く
な
っ
た
。

　
純
粋
経
済
学
要
論
す
な
わ
ち
社
会
的
富
の
理
論

　
第
一
編
　
経
済
学
及
び
社
会
経
済
学
の
対
象
と
分
け
方
　
　
第
二
編
　
二
商
品
相
互
の
間
の
交
換
の
理
論
　

　
　
第
三
編
　
多
数
の
商
品
相
互
の
間
の
交
換
の
理
論
　
　
第
四
編
　
生
産
の
理
論
　
　
第
五
編
　
資
本
化
及

　
び
信
用
の
理
論
　
　
第
六
編
　
流
通
及
び
貨
幣
の
理
論
　
　
第
七
編
　
経
済
的
進
歩
の
条
件
と
結
果
、
純
粋

　
経
済
学
の
シ
ス
テ
ム
の
批
評
　
　
第
八
編
　
公
定
価
格
・
独
占
・
租
税
に
つ
い
て

　
附
録
第
一
　
価
格
決
定
の
幾
何
学
的
理
論

　
附
録
第
二
　
ア
ウ
ス
ピ
ッ
ツ
氏
と
リ
ー
ベ
ン
氏
の
価
格
理
論
の
原
理
に
つ
い
て
の
考
察

　
こ
の
版
は
か
く
変
化
せ
ら
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
先
に
い
っ
た
よ
う
に
一
八
七
四
年
　
一
八
七
七
年
の
も

の
の
最
終
版
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
い
う
意
味
は
、
私
の
今
の
学
説
が
、
数
学
者
に
し
て
同
時
に
経
済
学
者
で
あ

っ
た
少
数
の
人
々
が
解
し
て
く
れ
た
よ
う
な
私
の
原



の
学
説
と
全
く
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
私
の
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学
説
は
次
の
よ
う
に
要
約
し
得
ら
れ
る
。

　
純
粋
経
済
学
は
、
本
質
的
に
は
、
絶
対
的
自
由
競
争
を
仮
定
し
た
制
度
の
下
に
お
け
る
価
格
決
定
の
理
論
で

あ
る
（
八
）
。
稀
少
で
あ
る
た
め
に
、
す
な
わ
ち
利
用
が
あ
る
と
共
に
限
ら
れ
た
量
し
か
な
い
た
め
に
、
価
格

を
も
つ
こ
と
の
出
来
る
有
形
無
形
の
一
切
の
物
の
総
体
は
、
社
会
的
富
を
構
成
す
る
。
純
粋
経
済
学
が
ま
た
社

会
的
富
の
理
論
で
あ
る
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
社
会
的
富
を
組
成
す
る
物
の
う
ち
に
、
一
回
以
上
役
立
つ
物
す
な
わ
ち
資
本
ま
た
は
持
続
財
と
、
一
回
し
か

役
立
た
な
い
物
す
な
わ
ち
収
入
ま
た
は
消
耗
財
（biensfongibles

）
と
を
区
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
資
本
は
土

地
、
人
的
能
力
及
び
狭
義
の
資
本
を
含
む
。
収
入
は
第
一
に
消
費
の
目
的
物
及
び
原
料
を
含
む
。
こ
れ
ら
は
多

く
の
場
合
有
形
の
物
で
あ
る
。
次
に
収
入
は
い
わ
ゆ
る
用
役
（services

）
す
な
わ
ち
資
本
の
継
続
的
使
用
を

含
む
。
こ
れ
ら
の
用
役
は
多
く
の
場
合
無
形
の
も
の
で
あ
る
。
資
本
の
用
役
で
直
接
的
利
用
を
有
す
る
も
の
は
、

消
費
的
用
役
（servicesconsom

m
ables

）
と
称
せ
ら
れ
、
消
費
目
的
物
に
結
合
す
る
。
間
接
的
利
用
し
か
も

た
な
い
資
本
の
用
役
は
、
生
産
的
用
役
（servicesproducteurs

）
と
称
せ
ら
れ
、
原
料
と
結
合
す
る
。
私
は
、

こ
こ
に
こ
そ
純
粋
経
済
学
全
体
の
鍵
が
あ
る
と
思
う
。
も
し
資
本
と
収
入
と
の
区
別
を
看
過
し
、
あ
る
い
は
こ

と
に
、
社
会
的
富
の
う
ち
に
有
形
の
収
入
と
併



ん
で
無
形
の
資
本
用
役
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
す
れ

ば
、
科
学
的
な
価
格
決
定
理
論
を
建
設
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
反
対
に
も
し
、
右
の
区
別
と
分
類
と
を
承
認

す
れ
ば
、
交
換
の
理
論
に
よ
っ
て
消
費
目
的
物
及
び
消
費
的
用
役
の
価
格
決
定
を
、
次
に
資
本
化
の
理
論
に
よ

っ
て
固
定
資
本
の
価
格
の
決
定
を
、
流
通
の
理
論
に
よ
っ
て
流
動
資
本
の
価
格
の
決
定
を
、
す
る
こ
と
が
出
来

21



る
。
そ
の
理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
ま
ず
消
費
目
的
物
と
消
費
的
用
役
と
の
み
が
売
買
せ
ら
れ
る
市
場
、
換
言
す
れ
ば
そ
れ
ら
の
も
の
の
み
が
交

換
せ
ら
れ
る
市
場
を
想
像
し
、
か
つ
そ
こ
で
は
用
役
の
販
売
が
資
本
の
賃
貸
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
想
像
す
る
。

こ
れ
ら
の
も
の
の
う
ち
か
ら
価
値
尺
度
財
と
し
て
採
択
せ
ら
れ
た
物
で
表
わ
し
た
こ
れ
ら
の
物
ま
た
は
用
役
の

価
格
す
な
わ
ち
交
換
比
率
が
偶
然
に
叫
ば
れ
る
と
、
各
交
換
者
は
、
自
ら
あ
る
一
定
期
間
の
消
費
に
比
較
的
に

過
剰
に
所
有
し
て
い
る
と
信
ず
る
物
ま
た
は
用
役
を
、
こ
れ
ら
の
価
格
で
供
給
し
、
自
ら
不
充
分
で
あ
る
と
信

ず
る
物
ま
た
は
用
役
を
需
要
す
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
各
商
品
の
有
効
に
需
要
せ
ら
れ
る
量
と
供
給
せ
ら
れ

る
量
は
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
需
要
が
供
給
を
超
え
る
物
の
価
格
は
騰
貴
せ
し
め
ら
れ
、
供
給
が
需
要
を

超
え
る
物
の
価
格
は
下
落
せ
し
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
叫
ば
れ
た
新
し
い
価
格
に
対
し
て
、
各
交
換
者

は
新





な
量
を
需
要
し
、
供
給
す
る
。
そ
し
て
人
々
は
な
お
も
価
格
の
騰
貴
ま
た
は
下
落
を
生
ぜ
し
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
物
ま
た
は
用
役
の
需
要
と
供
給
と
が
相
等
し
く
な
っ
た
と
き
、
こ
れ
を
停
止
す
る
。
そ
の
と
き
価
格
は
均

衡
市
場
価
格
と
な
り
、
交
換
が
現
実
に
行
わ
れ
る
。

　
次
に
交
換
の
問
題
の
中
に
、
消
費
の
目
的
物
が
生
産
的
用
役
の
相
互
の
結
合
に
よ
っ
て
生
ず
る
所
の
ま
た
は

生
産
的
用
役
を
原
料
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
所
の
生
産
物
で
あ
る
と
い
う
事
情
を
導
き
入
れ
て
、

我
々
は
生
産
の
問
題
を
提
出
す
る
。
こ
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
に
は
、
用
役
の
売
手
で
あ
る
と
同
時
に
消
費

的
用
役
及
び
消
費
の
目
的
物
の
買
手
で
あ
る
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
の
面
前
に
、
生
産
物
の
売
手
と
し
て
の

ま
た
生
産
的
用
役
及
び
原
料
の
買
手
と
し
て
の
企
業
者
を
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
企
業
者
の
目
的
は
、
生
産
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的
用
役
を
生
産
物
に
変
化
し
て
利
益
を
得
る
に
あ
る
。
生
産
物
は
、
彼
ら
企
業
者
が
相
互
に
売
買
し
合
う
原
料

で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
彼
ら
企
業
者
に
生
産
的
用
役
を
売
っ
た
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
に
販
売
せ
ら
れ
る

消
費
の
目
的
物
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
現
象
を
よ
く
了
解
す
る
た
め
に
は
、
一
つ
の
市
場
の
代

り
に
、
用
役
の
市
場
（
〔m

arche' des services

〕
）
と
生
産
物
の
市
場
（
〔m

arche' des produits

〕
）
と
を

想
像
す
る
が
よ
い
。
用
役
の
市
場
で
は
こ
れ
ら
の
用
役
は
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
の
み
に
よ
っ
て
供
給
せ
ら

れ
、
消
費
的
用
役
は
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
に
よ
っ
て
需
要
せ
ら
れ
、
生
産
的
用
役
は
企
業
者
に
よ
っ
て
需

要
せ
ら
れ
る
。
生
産
物
の
市
場
で
は
生
産
物
は
企
業
者
の
み
に
よ
っ
て
供
給
せ
ら
れ
、
原
料
は
こ
の
同
じ
企
業

者
に
よ
っ
て
需
要
せ
ら
れ
、
消
費
の
目
的
物
は
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
に
よ
っ
て
需
要
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

二
つ
の
市
場
に
お
い
て
は
、
偶
然
に
叫
ば
れ
た
価
格
で
、
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
で
あ
っ
て
同
時
に
消
費
者

で
あ
る
者
が
用
役
を
供
給
し
、
消
費
的
用
役
と
消
費
の
目
的
物
と
を
需
要
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
考
え
ら
れ
た
期

間
中
に
出
来
る
だ
け
多
く
の
利
用
を
得
よ
う
と
し
、
生
産
者
で
あ
る
企
業
者
は
生
産
物
を
供
給
し
、
ま
た
生
産

的
用
役
で
表
わ
し
た
製
造
係
数
の
割
合
に
従
っ
て
同
じ
期
間
中
に
処
分
す
べ
き
生
産
的
用
役
ま
た
は
原
料
を
需

要
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
生
産
者
で
あ
る
企
業
者
は
、
生
産
物
の
販
売
価
格
が
生
産
的
用
役
か
ら
成
る
生
産

費
に
超
過
す
る
場
合
に
は
生
産
を
拡
張
し
、
反
対
に
生
産
的
用
役
か
ら
成
る
生
産
費
が
生
産
物
の
販
売
価
格
を

超
え
る
と
き
は
生
産
を
縮
小
す
る
。
各
市
場
で
は
人
々
は
、
需
要
が
供
給
を
超
え
る
と
き
は
、
価
格
を
騰
貴
せ

し
め
、
供
給
が
需
要
を
超
過
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
下
落
せ
し
め
る
。
均
衡
市
場
価
格
は
、
各
用
役
ま
た
は
生

産
物
の
需
要
と
供
給
と
を
等
し
か
ら
し
め
る
価
格
で
あ
り
、
ま
た
各
生
産
物
の
販
売
価
格
を
生
産
的
用
役
か
ら
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成
る
生
産
費
に
等
し
か
ら
し
め
る
価
格
で
あ
る
。

　
資
本
化
の
問
題
を
解
く
に
は
、
貯
蓄
を
す
る
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
す
な
わ
ち
自
ら
供
給
す
る
用
役
の
価

値
の
全
部
を
あ
げ
て
消
費
的
用
役
及
び
消
費
目
的
物
を
需
要
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
価
値
の
一
部
を
も
っ
て
新

資
本
を
需
要
す
る
換
言
す
れ
ば
貯
蓄
す
る
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
の
存
在
を
仮
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
こ
れ
ら
貯
蓄
創
造
者
に
相
対
し
て
、
原
料
ま
た
は
消
費
の
目
的
物
を
製
造
す
る
こ
と
な
く
新
資
本
を
製
造
す

る
企
業
者
の
存
在
を
仮
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
一
方
に
お
い
て
は
あ
る
額
の
貯
蓄
と
他
方
に
お
い
て
は
あ
る
額
の

新
資
本
と
を
与
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
貯
蓄
と
新
資
本
と
は
新
資
本
の
市
場
に
お
い
て
、
せ
り
上
げ

せ
り
下
げ
の
機
構
に
従
い
、
交
換
理
論
と
生
産
理
論
と
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
た
、
新
資
本
の
消
費
的
用
役
ま

た
は
生
産
的
用
役
の
価
格
に
応
じ
て
互
に
交
換
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
収
入
の
あ
る
一
定
の
率
が
成
立
し
、
各
新

資
本
の
販
売
価
格
は
そ
の
用
役
の
価
格
と
収
入
の
率
の
比
に
等
し
く
な
る
。
新
資
本
の
企
業
者
は
、
生
産
物
の

企
業
者
と
同
じ
く
、
販
売
価
格
が
生
産
費
を
超
え
る
か
ま
た
は
生
産
費
が
販
売
価
格
を
超
え
る
か
に
従
い
、
そ

の
生
産
を
あ
る
い
は
拡
張
し
、
あ
る
い
は
縮
小
す
る
。

　
一
度
収
入
の
率
が
得
ら
れ
る
と
、
た
だ
に
新
固
定
資
本
の
価
格
の
み
で
な
く
、
ま
た
旧
固
定
資
本
す
な
わ
ち

既
に
存
在
す
る
土
地
、
人
的
能
力
、
狭
義
の
資
本
の
価
格
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
は
旧
資
本
の
用
役
の
価
格
で
あ

る
地
代
、
賃
銀
、
利
子
を
こ
の
率
で
除
す
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
残
る
の
は
流
動
資
本
の
価
格
を
見
出
す

こ
と
と
、
価
値
尺
度
財
が
貨
幣
で
あ
る
場
合
に
こ
れ
ら
す
べ
て
の
価
格
が
い
か
な
る
も
の
と
な
る
か
を
知
る
こ

と
と
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
流
通
及
び
貨
幣
の
問
題
で
あ
る
。
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読
者
は
こ
の
第
四
版
に
お
い
て
私
が
「
所
望
の
現
金
」
の
考
察
に
よ
り
、
い
か
に
し
て
静
学
的
観
点
を
離
れ

る
こ
と
な
く
、
先
の
問
題
を
取
扱
っ
た
と
同
じ
条
件
と
方
法
と
を
も
っ
て
、
右
の
問
題
を
提
出
し
、
解
決
す
る

こ
と
が
出
来
た
か
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
問
題
の
提
出
と
解
決
の
た
め
に
は
、
流
動
資
本
を
物
ま
た

は
貨
幣
の
形
態
を
と
る
所
の
予
備
（approvisionnem

ent

）
の
用
役
を
果
す
も
の
と
考
え
、
か
つ
こ
れ
ら
の
用

役
を
、
資
本
家
に
よ
っ
て
の
み
供
給
せ
ら
れ
、
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
に
よ
っ
て
は
消
費
的
用
役
と
し
て
需

要
せ
ら
れ
、
企
業
者
に
よ
っ
て
は
、
予
備
の
用
役
で
表
わ
し
た
製
造
係
数
の
割
合
に
従
っ
て
、
生
産
的
用
役
と

し
て
需
要
せ
ら
れ
る
と
考
え
れ
ば
足
る
。
か
く
て
こ
れ
ら
予
備
の
用
役
の
市
場
価
格
は
狭
義
の
用
役
の
市
場
価

格
の
如
く
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
流
動
資
本
及
び
貨
幣
の
価
格
も
ま
た
予
備
の
用
役
の
価
格
の
純
収

入
率
に
対
す
る
比
と
し
て
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
貨
幣
の
価
格
は
、
貨
幣
が
貨
幣
で
あ
る
限
り
、
そ
の
量
の
反

比
例
函
数
と
し
て
成
立
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
全
理
論
は
数
学
的
理
論
で
あ
る
。
語
を
換
え
て
い
え
ば
そ
の
説
明
が
通
常
の
語
で
な
さ
れ
得

る
と
し
て
も
、
そ
の
証
明
は
数
学
的
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
全
く
交
換
理
論
の
基
礎
の
上
に
立
つ
の

で
あ
り
、
交
換
理
論
は
す
べ
て
市
場
の
均
衡
状
態
に
お
け
る
二
つ
の
事
実
に
約
言
さ
れ
る
。
ま
ず
交
換
者
が
利

用
の
最
大
を
得
る
事
実
、
次
に
す
べ
て
の
交
換
者
が
需
要
す
る
各
商
品
の
量
と
供
給
す
る
量
と
は
相
等
し
い
と

の
事
実
に
要
約
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
ひ
と
り
数
学
に
よ
っ
て
の
み
我
々
は
利
用
の
最
大
の
条
件
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
数
学
に
よ
っ
て
、
各
交
換
者
に
つ
き
、
各
消
費
の
目
的
物
ま
た
は
消
費
的
用
役
に

対
し
、
そ
れ
ら
の
充



さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
ま
た
は
稀
少
性
を
そ
れ
ら
の
消
費
量
の
減
少
函
数
と
し
て
表

25



わ
す
方
程
式
ま
た
は
曲
線
を
作
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
数
学
に
よ
っ
て
各
交
換
者
が
そ
の
欲
望
の
最
大
満
足
を

得
ら
れ
る
の
は
、
あ
る
叫
ば
れ
た
価
格
に
お
い
て
、
交
換
後
に
お
け
る
各
商
品
の
稀
少
性
が
そ
れ
ら
の
価
格
に

比
例
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
量
を
需
要
し
供
給
す
る
と
き
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
た

だ
に
交
換
に
お
い
て
の
み
で
な
く
ま
た
生
産
、
資
本
化
、
流
通
に
お
い
て
も
、
何
故






に
か
つ
い
か
に
し
て
我
々

は
需
要
が
供
給
に
超
過
す
る
用
役
、
生
産
物
、
新
資
本
の
価
格
を
騰
貴
せ
し
め
、
供
給
が
需
要
に
超
過
す
る
そ

れ
ら
の
価
格
を
下
落
せ
し
め
て
、
均
衡
の
市
場
価
格
を
得
る
の
で
あ
る
か
。
ひ
と
り
数
学
の
み
が
こ
れ
を
教
え

得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
教
え
る
に
数
学
は
、
ま
ず
稀
少
性
の
函
数
、
欲
望
の
最
大
満
足
を
目
的
と
す
る
用
役

の
供
給
を
表
わ
す
函
数
、
用
役
、
生
産
物
、
新
資
本
の
需
要
と
供
給
と
の
均
等
を
表
わ
す
方
程
式
を
導
き
出
す
。

次
に
こ
れ
ら
の
方
程
式
を
、
生
産
費
及
び
新
資
本
の
販
売
価
格
と
生
産
費
と
の
均
等
を
表
わ
し
、
ま
た
す
べ
て

の
新
資
本
の
収
入
率
の
均
等
を
表
わ
す
所
の
他
の
方
程
式
に
結
び
付
け
る
。
最
後
に
数
学
は
、
（
一
）
か
よ
う

に
し
て
提
出
さ
れ
た
交
換
、
生
産
、
資
本
化
、
流
通
の
問
題
は
不
能
の
問
題
で
な
い
こ
と
す
な
わ
ち
未
知
数
に

ま
さ
に
等
し
い
数
の
方
程
式
を
与
え
る
問
題
で
あ
る
こ
と
、
（
二
）
市
場
に
お
け
る
価
格
の
騰
貴
下
落
の
機
構

は
、
企
業
者
が
損
失
の
あ
る
企
業
か
ら
利
益
の
あ
る
企
業
へ
転
向
す
る
と
い
う
事
実
と
相
結
合
し
て
、
こ
れ
ら

の
問
題
の
方
程
式
を
摸
索
に
よ
っ
て
解
く
方
法
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
る
。

　
右
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
本
書
に
お
い
て
出
来
る
限
り
入
念
で
詳
細
な
説
明
を
与
え
よ
う
と
思
う
。

し
か
し
私
は
こ
れ
を
既
に
一
八
七
三
年
か
ら
一
八
七
六
年
に
亙
っ
て
「
社
会
的
富
の
数
学
的
理
論
」
（
〔The'

orie
m

athe'm
atique

de
la

richesse
sociale

〕
）
の
初
め
の
四
章
に
解
説
し
、
ま
た
一
八
七
四
年
と
一
八
七
七
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年
と
に
純
粋
経
済
学
理
論
の
第
一
版
に
解
説
し
、
証
明
し
た
。
私
は
こ
の
全
理
論
の
原
理
を
得
る
や
否
や
、
こ

れ
を
パ
リ
ー
の
精
神
科
学
及
び
政
治
学
学
士
院
に
報
告
す
る
の
を
私
の
義
務
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
右
に
挙
げ
た

四
論
文
の
第
一
を
草



し
、
二
商
品
相
互
の
交
換
の
場
合
に
つ
き
、
各
交
換
者
の
欲
望
の
最
大
満
足
の
問
題
の
解

法
を
、
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
が
交
換
価
値
に
比
例
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
、
か
つ
ま
た

二
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
価
格
の
決
定
の
問
題
の
解
法
を
、
需
要
が
供
給
に
超
過
す
る
場
合
に
は
騰
貴
に
よ

り
、
供
給
が
需
要
に
超
過
す
る
場
合
に
は
下
落
に
よ
っ
て
与
え
た
。
だ
が
学
士
院
が
こ
の
報
告
を
受
け
る
に
当

っ
て
示
し
た
態
度
は
私
に
快
い
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
私
の
勇
気
を
増
す
よ
う
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
私
は
こ
の
学
者
の
団
体
に
対
し
て
は
憤
慨
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
あ
え
て
い
う
が
、
学
士
院
は
既
に
カ

ナ
ー
ル
（C

anard

）
に
賞
を
与
え
な
が
ら
、
ク
ー
ル
ノ
ー
（C

ournot

）
の
価
値
を
認
め
な
い
で
、
二
重
の
誤






を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
学
士
院
は
自
ら
の
名
誉
の
た
め
に
、
機
会
を
捕
え
て
経
済
学
上
の
そ
の
力

量
を
も
う
少
し
華
々
し
く
確
立
し
て
お
く
が
よ
か
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
私
の
場
合
に
は
学
士
院
の
冷
遇
は
む

し
ろ
幸




と

な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
私
が
二
十
七
年
前
に
主
張
し
た
学
説
は
、
そ
れ
以
来
、
そ
の
内
容
の
点
で
も
そ

の
形
式
の
点
で
も
、
著
し
い
進
歩
を
な
し
た
か
ら
。

　
事
情
に
通
暁
し
た
す
べ
て
の
人
々
が
よ
く
知
る
よ
う
に
、
価
格
は
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
す
な
わ
ち

FinalD
egree

ofU
tility

あ
る
い
はG

renznutzen

に
比
例
す
る
と
の
学
説
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
と
メ
ン
ガ
ー
氏

と
私
と
が
ほ
と
ん
ど
時
を
同
じ
ゅ
う
し
て
考
え
出
し
た
理
論
、
全
経
済
学
の
基
礎
を
作
っ
た
こ
の
理
論
は
、
イ

ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
の
ほ
か
純
粋
経
済
学
が
研
究
せ
ら
れ
教
授
せ
ら
れ
る
諸
国
に
お
い
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て
、
経
済
学
上
の
定
説
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
交
換
理
論
の
原
理
が
経
済
学
に
入
っ
て
か
ら
、
生
産
理
論
の
原
理
も
ま
た
ま
も
な
く
経
済
学
に
入

っ
て
こ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
事
実
に
お
い
て
入
っ
て
き
た
。
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
は
「
経
済
学
の
理
論
」
の
第

二
版
に
お
い
て
、
第
一
版
に
認
め
な
か
っ
た
も
の
を
認
め
た
。
そ
れ
は
、
利
用
の
最
終
度
が
生
産
物
の
価
格
を

決
定
す
る
瞬
間
か
ら
、
こ
れ
が
ま
た
生
産
的
用
役
の
価
格
す
な
わ
ち
地
代
、
賃
銀
、
利
子
を
決
定
す
る
と
い
う

に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
自
由
競
争
の
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
生
産
物
の
販
売
価
格
は
生
産
的
用
役
か
ら
成
る
生

産
費
に
等
し
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
は
、
彼
の
著
書
の
第
二
版
の
序
文
の
終
り
の
は
な
は
だ
興

味
深
い
十
頁
（Pp.X

LIII-LV
II

）
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
派
の
方
式
ま
た
は
少
く
と
も
リ
カ
ル
ド
・
ミ
ル
派

の
方
式
を
全
く
変
え
て
、
生
産
的
用
役
の
価
格
に
よ
り
生
産
物
の
価
格
を
決
定
す
る
代
り
に
、
生
産
物
の
価
格

に
よ
り
生
産
的
用
役
の
価
格
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
大
き
な
発
展
の
可
能
で
あ
る
指

示
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
直
ち
に
追
随
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
か
え
っ
て
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
の
思
想
に
対
す
る
反
動
が
起

っ
て
、
リ
カ
ル
ド
の
生
産
費
理
論
が
有
力
と
な
っ
た
。
し
か
る
に
自
ら
限
界
利
用
の
概
念
を
把
握
し
た
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
経
済
学
も
ま
た
、
こ
の
結
果
を
論
理
的
に
生
産
理
論
の
う
ち
に
押
し
つ
め
て
、
生
産
物
の
価
値
と
生

産
手
段
の
価
値
と
の
間
に
、
私
が
生
産
物
の
価
値
と
原
料
及
び
生
産
的
用
役
の
価
値
と
の
間
に
導
き
入
れ
た
関

係
と
全
く
同
じ
関
係
を
導
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
我
々
の
一
致
は
、
資
本
化
の
理
論
に
関
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
完
全
で
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

メ
ン
ガ
ー
氏
は
〔Jahrbu:cherfu:rN

ationalo:konom
ie

und
Statistik,tom

e
X

V
II

〕
中
に
彼
の
研
究
「
資
本
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理
論
に
つ
い
て
」
（ZurTheorie

desK
apitals

）
を
公
に
し
、
ま
た
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
（Innsbruck

）
の
教
授

ベ
ェ
ー
ム
＝
バ
ウ
ェ
ル
ク
氏
は
そ
の
著
書
「
資
本
と
利
子
」
（K

apitalund
K

apitalzins

）
（
一
八
八
四
年
、

一
八
八
九
年
）
を
完
成
し
た
。
ベ
ェ
ー
ム
＝
バ
ウ
ェ
ル
ク
氏
は
こ
の
書
物
の
中
で
、
資
本
利
子
の
事
実
を
現
在

財
の
価
値
と
将
来
財
の
価
値
と
の
差
か
ら
引
き
出
し
た
（
九
）
。
私
は
、
こ
こ
で
は
ベ
ェ
ー
ム
＝
バ
ウ
ェ
ル
ク

氏
と
意
見
を
同
じ
ゅ
う
し
な
い
こ
と
を
言
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
か
つ
何
故






に
私
が
氏
の
理
論
に
賛
成
し
得
な

い
か
を
、
簡
単
に
説
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が
こ
れ
は
、
こ
の
理
論
ま
た
は
少
く
と
も
こ
の
理
論
が
含
む
所
の

利
子
率
決
定
の
理
論
を
数
学
的
に
築
き
上
げ
た
上
で
な
く
て
は
、
な
さ
れ
得
な
い
（
一
〇
）
。

「
ｎ
年
の
後
に
し
か
引
渡
さ
れ
な
い
で
Ａ
な
る
価
値
を
も
つ
べ
き
物
を
想
像
し
、
こ
の
物
が
今
直
ち
に
引
渡
さ

れ
る
と
す
る
と
、
利
子
の
年
率
が
ｉ
で
あ
る
と
き
、
そ
れ
は
現
在

　
　
　
　

だ
け
の
価
値
し
か
も
た
な
い
。
こ
の
こ
と
は
商
業
算
術
書
を
開
け
ば
直
ち
に
解
る
。
し
か
し
こ
の
方
式
の
上
に

利
子
率
決
定
の
経
済
理
論
を
立
て
る
に
は
、
ま
ず
い
か
に
し
て
Ａ
’
が
決
定
す
る
か
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
し
、
次
に
右
に
与
え
ら
れ
た
方
程
式
に
従
っ
て
ｉ
が
Ａ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
所
の
市
場
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

私
は
こ
の
市
場
を
求
め
て
も
、
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
れ
、
私
が
（
償
却
費
と
保
険
料
と
を
捨
象
し
て
）

ｉ
を
方
程
式

　
　
　
　

か
ら
導
き
出
す
こ
と
を
主
張
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
こ
でpk,pk',pk''

は
新
資
本
（K

）
、
（K

'

）
、
（K

''

）
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の
用
役
の
価
格
で
あ
り
、
交
換
及
び
生
産
理
論
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。D

k,D
k',D

k''

…
…
は
製
造
せ
ら

れ
た
新
資
本
の
量
で
あ
っ
て
、
そ
の
販
売
価
格
と
生
産
費
と
の
均
等
を
条
件
と
し
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
語
を
換

え
て
い
え
ば
そ
れ
ら
は
収
入
率
の
均
一
を
条
件
と
し
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
条
件
は
ま
た
新
資
本
の

量
の
最
大
の
利
用
の
条
件
で
も
あ
る
。
ま
た

　
　
　
　

は
貯
蓄
の
額
で
あ
っ
て
、
各
貯
蓄
者
が
、
用
役
及
び
生
産
物
の
市
場
価
格
に
お
い
て
直
ち
に
消
費
す
べ
き
１
と

毎
年
消
費
す
べ
き
ｉ
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
に
つ
い
て
な
し
た
比
較
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
方
程
式
の
第
一

項
は
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
た
新
資
本
の
供
給
を
示
し
、
明





か
に
ｉ
の
減
少
函
数
で
あ
る
。
第
二
項
は
価
値
尺

度
財
で
表
わ
し
た
新
資
本
の
需
要
を
構
成
し
、
ｉ
の
初
め
増
加
次
に
減
少
の
函
数
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
需
要

は
あ
る
い
は
貯
蓄
者
自
ら
に
よ
り
、
ま
た
は
貨
幣
資
本
の
形
を
と
っ
た
こ
れ
ら
の
貯
蓄
を
借
り
入
れ
る
企
業
者

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
故
に
需
要
が
供
給
よ
り
大
で
あ
る
か
ま
た
は
供
給
が
需
要
よ
り
大
で
あ
る
か
に
従
っ
て
、

人
々
は
、
ｉ
を
あ
る
い
は
下
落
せ
し
め
あ
る
い
は
高
騰
せ
し
め
て
、
新
資
本
の
価
格
を
あ
る
い
は
騰
貴
せ
し
め

あ
る
い
は
下
落
せ
し
め
、
方
程
式
の
両
辺
を
相
等
し
か
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
注
意
深
い
読
者
は
、
証
券
と
な

っ
て
現
わ
れ
る
新
資
本
が
、
騰
貴
下
落
の
機
構
に
よ
り
、
そ
の
収
入
に
比
例
し
た
価
格
で
貯
蓄
と
交
換
せ
ら
れ

る
と
き
に
、
取
引
所
の
市
場
に
お
い
て
現
わ
れ
る
現
象
は
、
ま
さ
し
く
右
に
説
い
て
き
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
注
意
深
い
読
者
は
、
繰
り
返
し
て
い
う
が
交
換
及
び
生
産
に
関
し
先
に
述
べ

た
理
論
を
基
礎
と
す
る
私
の
資
本
化
の
理
論
は
、
こ
の
種
の
理
論
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
所
の
も
の
す
な
わ
ち
現
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実
の
現
象
の
抽
象
的
表
現
で
あ
り
、
合
理
的
説
明
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
点
に
関
し
、

も
し
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
新
資
本
の
最
大
利
用
に
関
す
る
私
の
理
論
が
私
の
純
粋
経
済
学
の
全
体
系
の
妥
当
性

を
い
か
に
よ
く
証
明
し
て
い
る
か
を
、
読
者
は
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
低
い
利
子
し

か
生
ま
な
い
用
途
か
ら
資
本
を
引
き
上
げ
て
、
こ
れ
を
、
高
い
利
子
を
生
む
用
途
に
も
っ
て
い
く
の
が
、
社
会

に
対
し
利
用
を
増
加
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
は
、
大
な
る
発
見
で
は
な
い
。
だ
が
か
く
も
も
っ

と
も
ら
し
い
、
否
か
く
も
明
白
な
真
理
を
数
学
的
に
証
明
し
得
た
こ
と
は
、
こ
の
証
明
の
基
礎
と
な
っ
た
所
の

定
義
と
分
析
と
が
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
私
に
は
見
え
る
。
」

　
数
学
者
は
そ
れ
を
判
断
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
既
に
今
か
ら
私
の
立
場
を
示
し
て
お
い
て
も
よ
い
も
の
が

あ
る
。
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
の
理
論
と
私
の
理
論
と
は
、
現
わ
れ
る
と
ま
も
な
く
ヒ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
（W

hew
ell

）
及

び
ク
ー
ル
ノ
ー
の
古
い
試
み
と
共
に
イ
タ
リ
ア
語
に
訳
出
さ
れ
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
で
は
、
初
め
忘
れ
ら
れ
な
が

ら
も
ゴ
ッ
セ
ン
の
著
作
が
、
既
に
知
ら
れ
て
い
た
チ
ュ
ー
ネ
ン
や
マ
ン
ゴ
ル
ト
ら
の
著
作
に
加
え
ら
れ
た
。
そ

の
後
ま
た
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
数
理
経
済
学
の
多
数

の
文
献
が
現
わ
れ
た
（
一
一
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
せ
ら
れ
る
学
派
は
、
す
べ
て
の
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
で
、

真
に
科
学
を
構
成
す
べ
き
シ
ス
テ
ム
と
し
て
異
彩
を
放
つ
で
あ
ろ
う
。
数
学
を
知
ら
ず
、
数
学
が
い
か
な
る
も

の
で
あ
る
か
を
さ
え
正
確
に
知
ら
な
い
で
、
数
学
は
経
済
学
の
原
理
の
解
明
に
役
立
た
ぬ
と
き
め
込
ん
で
い
る

経
済
学
者
に
至
っ
て
は
、
「
人
間
の
自
由
は
方
程
式
に
表
わ
す
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
か
、
「
数
学
は
す
べ
て

の
精
神
科
学
に
存
す
る
摩
擦
を
捨
象
す
る
」
と
か
、
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
様
の
力
し
か
無
い
他
愛
も
な
い
こ
と
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を
繰
り
返
し
て
去
っ
て
い
く
が
よ
か
ろ
う
。
彼
ら
は
、
自
由
競
争
に
お
け
る
価
格
決
定
の
理
論
が
数
学
的
理
論

に
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
努
め
て
い
る
。
だ
か
ら
彼
ら
は
数
学
を
避
け
て
、
純
粋
経
済
学
の
基
礎
な
く
し
て
応
用
経

済
学
を
構
成
し
て
い
く
か
、
そ
れ
と
も
必
要
な
根
底
も
な
く
純
粋
経
済
学
を
構
成
し
て
、
は
な
は
だ
悪
い
純
粋

経
済
学
ま
た
は
は
な
は
だ
悪
い
数
学
を
構
成
す
る
か
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は

第
四
十
章
で
私
の
理
論
の
よ
う
に
数
学
的
理
論
で
あ
る
所
の
理
論
の
標
本
を
あ
げ
た
。
こ
れ
ら
の
理
論
と
私
の

理
論
と
の
相
異
は
、
私
が
私
の
問
題
に
お
け
る
未
知
数
だ
け
の
方
程
式
を
得
よ
う
と
努
め
た
の
に
反
し
、
こ
れ

ら
の
人
々
は
二
つ
の
方
程
式
に
よ
っ
て
一
つ
の
未
知
数
を
決
定
し
よ
う
と
し
た
り
、
二
つ
、
三
つ
ま
た
は
四
個

の
未
知
数
を
決
定
す
る
の
に
一
つ
の
方
程
式
を
用
い
る
点
に
あ
る
。
私
は
、
人
々
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
こ
の

よ
う
な
方
法
を
、
純
粋
経
済
学
を
精
密
科
学
と
し
て
構
成
す
る
方
法
に
全
く
相
反
す
る
も
の
と
し
て
、
疑
わ
れ

る
こ
と
を
望
む
者
で
あ
る
。

　
精
密
科
学
と
し
て
の
経
済
学
が
遠
か
ら
ず
樹
立
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
は
遠
い
将
来
に
お
い
て
し
か

樹
立
せ
ら
れ
る
に
至
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
私
の
問
題
で
は
な
く
、
こ
こ
に
論
ず
る
を
要
し
な
い
。

今
日
で
は
た
し
か
に
経
済
学
は
天
文
学
の
如
く
、
力
学
の
如
く
、
経
験
的
で
あ
り
同
時
に
合
理
的
な
科
学
で
あ

る
。
我
々
は
経
済
学
の
経
験
的
性
質
で
こ
の
合
理
的
性
質
を
蔽



い
か
く
し
て
い
た
こ
と
が
久
し
い
が
、
何
人
も

こ
れ
を
批
難
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
ケ
プ
レ
ル
の
天
文
学
、
ガ
リ
レ
ー
の
力
学
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
天
文
学
と
な

り
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
と
ラ
グ
ラ
ン
ジ
の
力
学
と
な
る
に
は
、
百
年
な
い
し
百
五
十
年
二
百
年
を
要
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
る
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
著
書
の
出
現
と
ク
ー
ル
ノ
ー
、
ゴ
ッ
セ
ン
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
と
私
の
試
み

34純粋経済学要論





と
の
間
に
は
、
一
世
紀
を
経
過
し
て
い
な
い
。
故
に
我
々
は
、
そ
の
持
場
に
あ
っ
て
我
々
の
職
務
を
果
し
た
の

で
あ
る
。
純
粋
経
済
学
の
発
祥
地
で
あ
る
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
が
こ
れ
に
全
く
無
関
心
で
あ
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
狭

隘







な
見
解
、
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
を
、
哲
学
、
倫
理
学
、
歴
史
、
経
済
学
の
知

識
の
な
い
計
算
者
を
作
り
出
す
領
域
と
、
少
し
の
数
学
的
知
識
も
な
い
文
学
者
を
出
す
領
域
の
二
つ
に
分
け
た

智
的
教
養
、
に
基
い
た
見
解
に
よ
る
の
で
あ
る
。
来
る
べ
き
二
十
世
紀
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
も
ま
た
、
社
会

科
学
を
、
一
般
的
教
養
が
あ
っ
て
、
帰
納
と
演
繹
、
推
理
と
経
験
と
を
共
に
操
る
の
に
馴
れ
た
人
の
手
に
委
ね

る
必
要
を
感
ず
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
数
理
経
済
学
は
、
数
理
天
文
学
、
数
理
力
学
と
並
ん
で
そ
の
地
位
を

占
め
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
我
々
が
な
し
た
こ
と
の
正
し
さ
は
そ
の
と
き
に
こ
そ
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
、
一
九
〇
〇
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス

　
註
一
　
こ
の
書
の
印
刷
用
の
紙
型
が
出
来
上
っ
て
か
ら
、
第
三
七
六
頁
と
第
四
一
四
頁
と
に
わ
ず
か
の
修
正

　
　
　
を
加
え
、
か
つ
一
九
〇
二
年
日
付
の
二
つ
の
註
を
添
え
た
。
（
一
九
〇
二
年
記
す
）

　
註
二
　
こ
れ
ら
第
二
、
第
三
部
に
代
え
て
、
〔E'tudesd'e'conom

ie
sociale

〕
（1896

）
と
〔E'tudesd'e'

　
　
　conom

ie
applique'e

〕
（1898

）
と
の
二
巻
を
公
に
し
た
。
こ
れ
で
私
の
仕
事
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
わ
け

　
　
　
で
あ
る
。

　
註
三
　
〔C

om
pte-rendu

desse'ancesettravaux
de

l'A
cade'm

ie
dessciencesm

oralesetpolitiques,jan
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　vier 1874.

〕 

ま
た
は 

〔Journal des e'conom
istes, avril et juin 1874.

〕 

参
照
。

　
註
四
　
純
粋
経
済
学
要
論
の
第
一
版
の
第
一
分
冊
は
、
〔Principe d'une the'orie m

athe'm
atique de l'e'cha

　
　
　nge
〕 

及
び 

〔Equation de l'e'change

〕 

と
題
せ
ら
れ
る
二
箇
の
論
文
に
要
約
せ
ら
れ
、
一
は
一
八

　
　
　
七
三
年
パ
リ
の 

〔A
cade'm

ie des sciences m
orales et politiques

〕 

に
、
他
は
一
八
七
五
年
十
二
月

　
　
　
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の 

〔Socie'te' vaudoise des sciences naturelles

〕 

に
報
告
せ
ら
れ
た
。
第
二
分
冊
は E

　
　
　quation de la production 

及
び 

〔Equation de la capitalisation et du cre'dit

〕 

と
題
す
る
二
論
文
に

　
　
　
要
約
せ
ら
れ
、
出
版
前
に
、
一
は
一
八
七
六
年
一
月
と
二
月
、
他
は
七
月 

〔Socie'te' vaudoise

〕 

に

　
　
　
報
告
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
四
箇
の
論
文
は Teoria m

atem
atica della richezza sociale

（B
iblioteca de

　
　
　ll'econom

ista. 1878.

）
と
い
う
書
名
の
下
に
イ
タ
リ
ー
語
に
訳
さ
れ
、
ま
た 

〔M
athem

atische Theo

　
　
　rie der Preisbestim

m
ung der w

irtschaftlichen G
u:ter

〕
（Stuttgart. V

erlag von Ferdinand Enke. 1

　
　
　881

）
と
い
う
書
名
の
下
に
ド
イ
ツ
語
に
訳
出
さ
れ
た
。
（
邦
訳
、
早
川
三
代
治
訳
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ

　
　
　
ア
ス
純
粋
経
済
学
入
門
。
）

　
註
五
　
こ
の
論
文
は 

〔E'tudes d'e'conom
ie sociale

〕 

中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
註
六
　
私
は m

axim
a

（
複
数
）
と
い
っ
て
、m

axim
um

（
単
数
）
と
い
わ
な
い
。
〔The'orie de la m

onna

　
　
　ie

〕 

の
初
め
の
二
編
を
、La R

evue scientifique 
の
一
八
八
六
年
四
月
号
に
公
に
し
た
と
き
、
こ
の
雑

　
　
　
誌
の
校
正
係
で
あ
る
パ
リ
人
は
、
ラ
テ
ン
語
の
形
容
詞 m

axim
um

 

を
名
詞
に
一
致
せ
し
め
る
べ
き
も

　
　
　
の
と
考
え
、
こ
れ
を
訂
正
し
た
。
私
は
こ
の
校
正
係
の
処
置
は
普
通
の
用
法
に
一
致
す
る
も
の
と
考
え
、
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そ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
註
七
　
こ
れ
ら
の
研
究
の
う
ち
、
〔N

otessurle
15

1/2
le'gal;The'orie

m
athe'm

atique
du

bim
e'tallism

e;
　
　
　D

e
la

fixite'de
valeurde

l'e'talon
m

one'taire

〕
（
〔Journaldese'conom

istes.

〕
一
八
七
六
年
十

　
　
　
二
月
、
一
八
八
一
年
五
月
、
一
八
八
二
年
十
月
所
載
）;

〔E'quationsde
la

circulation

（B
ulletin

de

　
　
　la

Socie'te'vaudoise
dessciencesnaturelles.

〕
一
八
九
九
年
所
載
）
は
純
理
論
の
研
究
で
あ
っ
て
、

　
　
　
こ
れ
ら
は
本
書
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
〔D

'une
m

e'thode
de

re'gularisation
de

la
variation

de
val

　
　
　eurde

la
m

onnaie
〕
（
一
八
八
五
年
）;

〔The'orie
de

la
m

onnaie

〕
（
一
八
八
六
年
）;

〔Le
probl

　
　
　e'm

e
m

one'taire

〕
（
一
八
八
七
年
　
一
八
九
五
年
）
は
応
用
論
の
研
究
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
〔E't

　
　
　udesd'e'conom

ie
politique

applique'e

〕
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
訳
者
註
）
　
〔"encaisse

de
‘sire
’e"

〕
は
ケ
イ
ン
ズ
の
交
換
方
程
式
に
お
け
る
ｋ
と
等
し
い
意
味
を

　
　
　
も
っ
て
い
る
。

　
註
八
　
こ
こ
で
自
由
競
争
の
制
度
と
い
う
の
は
、
用
役
を
せ
り
下
げ
つ
つ
売
る
者
及
び
生
産
物
を
せ
り
上
げ

　
　
　
つ
つ
買
う
者
の
自
由
競
争
の
制
度
を
意
味
す
る
。
企
業
者
の
自
由
競
争
の
場
合
に
は
、
一
八
八
節
に
説

　
　
　
明
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
の
み
が
価
値
を
生
産
費
の
高
さ
に
一
致
せ
し
め
る
唯
一
の
方
法
で
は
な
い
。
ま

　
　
　
た
応
用
経
済
学
は
、
こ
の
制
度
が
常
に
最
良
の
制
度
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
註
九
　
メ
ン
ガ
ー
の
論
文
と
ベ
ェ
ー
ム
＝
バ
ウ
ェ
ル
ク
氏
の
著
書
と
は
、
〔R

evue
d'e'conom

ie
politique

〕

　
　
　
（
一
八
八
八
年
十
一
、
十
二
月
、
一
八
八
九
年
、
三
、
四
月
）
に
よ
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。
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註
一
〇
　
次
の
一
節
は
本
書
第
二
版
（
一
八
八
九
年
五
月
）
の
序
文
の
一
節
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
た
と
い
私

　
　
　
が
、
私
の
著
書
の
う
ち
で
は
、
貯
蓄
の
函
数
を
経
験
的
に
導
き
出
し
て
い
て
も
、
既
に
こ
の
序
文
の
う

　
　
　
ち
で
、
あ
る
い
は
純
収
入
率
の
増
加
函
数
と
し
て
あ
る
い
は
そ
の
減
少
函
数
と
し
て
、
演
繹
的
に
こ
れ

　
　
　
を
導
き
出
す
方
法
を
示
し
て
い
る
の
を
、
読
者
は
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
註
一
一
　
こ
れ
ら
数
理
経
済
学
の
文
献
は
、
古
い
数
理
経
済
学
文
献
と
共
に
、M

.T.N
.B

acon

が
英
訳
し

　
　
　
た
ク
ー
ル
ノ
ー
の
訳
書
の
巻
末
にI.Fisher

が
載
せ
た
数
理
経
済
学
文
献
中
に
詳




か

で
あ
る
。
こ
の
訳

　
　
　
書
はEconom

ic
C

lassics

中
の
一
冊
と
し
て
一
八
九
七
年
に
公
に
さ
れ
た
。
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第
一
編
　
経
済
学
及
び
社
会
経
済
学
の
目
的
と
分
け
方

41
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第
一
章
　
ス
ミ
ス
の
定
義
と
セ
イ
の
定
義

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
　
定
義
の
必
要
。
二
　
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
。
三
　
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
経
済
学

　
　
　
　
　
　
　
　
に
課
せ
ら
れ
た
二
つ
の
目
的
。
（
一
）
人
民
に
収
入
す
な
わ
ち
豊
富
な
生
活
を
得
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
。
（
二
）
国
家
に
充
分
な
収
入
を
与
え
る
こ
と
。
四
　
第
一
の
観
察
。
二
つ
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
的
は
等
し
く
重
要
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
来
の
科
学
の
目
的
で
は
な
い
。
経
済
学
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
は
別
の
見
解
が
あ
る
。
五
　
第
二
の
観
察
。
二
つ
の
活
動
は
等
し
く
重
要
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
異
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
前
者
は
利
益
、
後
者
は
公
正
。
六
　
セ
イ
が
考
察
し
た
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
学
は
富
が
形
成
せ
ら
れ
、
分
配
せ
ら
れ
、
消
費
せ
ら
れ
る
方
法
の
単
な
る
記
述
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
自
然
主
義
者
の
見
解
は
社
会
主
義
の
排
撃
を
容
易
な
ら
し
め
る
が
部
分
的
に
不
正
確

　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
富
の
生
産
ま
た
は
分
配
に
つ
い
て
は
人
は
最
も
有
用
な
ま
た
は
最
も
公
正
な
組

　
　
　
　
　
　
　
　
合
せ
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
八
　
経
験
的
な
分
け
方
。
九
　
ブ
ラ
ン
キ
及
び
ガ
ル
ニ
エ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
不
完
全
な
訂
正
。

　
一
　
経
済
学
の
講
義
ま
た
は
概
論
の
当
初
に
ま
ず
、
経
済
学
そ
れ
自
身
、
そ
の
目
的
、
そ
の
分
け
方
、
そ
の

性
格
、
そ
の
限
界
を
限
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
こ
の
義
務
を
回
避
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
だ
が
断
っ
て
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お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
の
義
務
は
、
人
々
が
お
そ
ら
く
想
像
す
る
で
あ
ろ
う
以
上
に
、
果
す
に
困
難
で
あ
り
、

簡
単
で
は
な
い
。
経
済
学
の
正
し
い
定
義
は
未
だ
に
な
い
の
で
あ
る
。
既
に
経
済
学
に
与
え
ら
れ
た
す
べ
て
の

定
義
の
う
ち
で
、
科
学
上
に
獲
得
さ
れ
た
真
理
の
象
徴
で
あ
る
所
の
一
般
的
で
決
定
的
な
承
認
を
得
て
い
る
も

の
は
、
一
つ
と
し
て
無
い
。
私
は
そ
れ
ら
の
う
ち
比
較
的
に
最
も
興
味
あ
る
も
の
を
引
用
し
批
評
し
、
し
か
る

後
私
の
定
義
を
示
す
に
努
め
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
な
す
間
に
、
我
々
が
知
っ
て
お
か
ね
ば

な
ら
ぬ
若
干
の
著
者
名
や
著
作
名
や
時
日
等
を
挙
げ
る
機
会
を
作
る
で
あ
ろ
う
。

　
二
　
最
初
の
重
要
な
経
済
学
者
の
集
団
は
ケ
ネ
ー
と
そ
の
弟
子
達
で
あ
る
。
彼
ら
は
共
通
の
学
説
を
も
ち
、

一
つ
の
学
派
を
作
っ
た
。
彼
ら
は
自
ら
こ
の
学
説
を
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
（
社
会
の
自
然
的
統
治
を
意
味
す
る
）

と
呼
ん
だ
。
今
日
彼
ら
を
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
の
理
由
に
基





く
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ

ッ
ト
の
主
な
者
は
「
経
済
表
」
の
著
者
ケ
ネ
ー
の
ほ
か
、
「
自
然
的
秩
序
と
政
治
的
社
会
の
本
質
」
（
〔L'O

r

dre
nature

etessentieldessocie'te'spolitiques,1767

〕
）
の
著
者
メ
ル
シ
エ
・
ド
・
ラ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル

（
〔M

ercierde
la

R
ivie`re

〕
）
、
「
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
ま
た
は
人
類
に
最
も
有
利
な
統
治
の
自
然
的
構
成
」

（Physiocratie
ou

constitution
naturelle

du
gouvernem

entle
plusavantageux

au
genre

hum
ain,1767,17

68

）
、
著
者
デ
ュ
ポ
ン
・
デ
ュ
・
ヌ
ム
ー
ル
（D

upontdu
N

em
ours

）
、
ボ
ー
ド
ー
僧
正
（
〔L'A

bbe'B
aud

eau

〕
）
、
ル
・
ト
ロ
ー
ヌ
（Le

Trosne

）
で
あ
る
。
チ
ュ
ル
ゴ
ー
は
こ
の
派
の
人
で
は
な
い
。
フ
ィ
ジ
オ
ク

ラ
ッ
ト
は
、
彼
ら
の
著
作
の
書
名
で
解



る
よ
う
に
、
経
済
学
の
領
域
を
制
限
せ
ず
む
し
ろ
拡
張
し
た
。
社
会
の

自
然
的
統
治
の
理
論
は
、
経
済
学
よ
り
は
む
し
ろ
社
会
科
学
に
属
す
る
。
故
に
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
語
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を
も
っ
て
経
済
学
を
表
わ
す
の
は
、
広
汎
に
過
ぎ
る
定
義
で
あ
ろ
う
。

　
三
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
一
七
七
六
年
に
公
に
し
た
国
富
論
に
お
い
て
、
初
め
て
経
済
学
の
材
料
を
結
合

し
て
統
一
体
と
な
す
の
に
成
功
し
た
。
と
こ
ろ
で
ス
ミ
ス
が
経
済
学
の
定
義
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

「
経
済
学
の
体
系
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
第
四
編
の
序
説
の
当
初
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
が
下
し
て
い

る
定
義
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
経
済
学
、
立
法
者
ま
た
は
政
治
家
の
知
識
の
一
分
枝
と
し
て
考
え
ら
れ
る
経

済
学
は
二
つ
の
異
っ
た
目
的
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
人
民
に
豊
富
な
収
入
す
な
わ
ち
豊
富
な
生
活
を
得

せ
し
め
る
こ
と
、
よ
り
適
切
な
言
葉
で
い
え
ば
、
人
民
を
し
て
自
ら
豊
富
な
収
入
す
な
わ
ち
豊
富
な
生
活
を
得

る
こ
と
の
出
来
る
地
位
に
置
く
こ
と
に
あ
る
。
他
の
一
つ
は
国
家
ま
た
は
公
共
団
体
に
公
務
に
必
要
な
収
入
を

得
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
一
言
に
い
え
ば
、
経
済
学
は
人
民
と
主
権
者
と
を
富
ま
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」

こ
の
定
義
は
経
済
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
人
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
、
か
つ
ま
た
彼
の
著
作
の
当
初

に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
自
ら
問
題
の
内
容
を
充
分
に
知
り
得
た
後
に
、
そ
の
中
央
部
に
取
扱
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
充
分
な
研
究
に
値
す
る
。
そ
れ
に
は
考
慮
せ
ら
れ
る
べ
き
二
つ
の
点
が
含
ま
れ

て
い
る
と
思
う
。

　
四
　
人
民
に
豊
富
な
収
入
を
得
せ
し
め
、
国
家
に
充
分
な
収
入
を
得
せ
し
め
る
こ
と
、
そ
れ
ら
は
た
し
か
に

は
な
は
だ
重
要
な
二
つ
の
目
的
で
あ
る
。
そ
し
て
経
済
学
が
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
せ
し
め
る
と
す
れ
ば
、
経
済

学
は
著
し
く
我
々
の
役
に
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
私
は
い
わ
ゆ
る
科
学
の
目
的
が
そ
こ
に
あ
る
と
は
思

わ
な
い
。
実
際
本
来
の
科
学
の
特
質
は
有
益
な
ま
た
は
有
害
な
結
果
に
無
関
心
に
、
純
粋
の
真
理
を
追
求
し
て
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い
く
所
に
あ
る
。
だ
か
ら
幾
何
学
が
二
等
辺
三
角
形
は
二
等
角
三
角
形
で
あ
る
と
の
命
題
を
立
言
す
る
と
き
、

ま
た
天
文
学
が
遊
星
は
太
陽
が
中
心
を
な
し
て
い
る
楕
円
の
軌
道
を
め
ぐ
る
と
の
命
題
を
立
言
す
る
と
き
、
こ

れ
ら
幾
何
学
や
天
文
学
は
本
来
の
科
学
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
真
理
の
第
一
が
他
の
幾
何
学
上
の
真
理
と
同

じ
く
建
築
の
骨
組
に
、
石
材
の
切
り
方
に
、
家
屋
の
建
設
に
、
貴
い
結
果
を
齎



ら
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま

た
こ
れ
ら
二
つ
の
真
理
の
第
二
が
天
文
学
上
の
す
べ
て
の
真
理
と
共
に
、
航
海
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
大
工
も
石
工
も
建
築
家
も
航
海
者
も
、
ま
た
大
工
の
理
論
家
、
石
切
の
理
論
家
、
建
築
、
航

海
の
理
論
家
さ
え
も
、
学
者
で
は
な
く
、
真
の
意
味
の
科
学
者
と
し
て
科
学
を
研
究
し
て
い
る
の
で
は
無
い
。

と
こ
ろ
で
ス
ミ
ス
が
い
っ
た
二
つ
の
操
作
は
、
幾
何
学
者
天
文
学
者
が
な
す
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
は
な
く
、

建
築
家
航
海
家
の
そ
れ
に
似
て
い
る
。
故
に
も
し
経
済
学
が
ス
ミ
ス
の
い
っ
た
通
り
の
も
の
で
、
そ
の
他
の
も

の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
た
し
か
に
は
な
は
だ
興
味
あ
る
研
究
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
本
来
の
科
学
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
経
済
学
は
ス
ミ
ス
が
い
っ
た
も
の
と
は
別
な
も
の
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

人
民
に
豊
富
な
収
入
を
得
せ
し
め
よ
う
と
思
う
前
に
、
ま
た
国
家
に
充
分
な
収
入
を
得
せ
し
め
よ
う
と
思
う
前

に
、
経
済
学
者
は
純
粋
に
科
学
的
な
真
理
を
追
求
し
、
把
握
す
る
の
で
あ
る
。
物
の
価
値
は
、
需
要
せ
ら
れ
る

量
が
増
加
し
、
供
給
せ
ら
れ
る
量
が
減
少
す
る
と
き
に
増
大
す
る
と
い
い
、
反
対
の
二
つ
の
場
合
に
は
こ
の
価

値
は
減
少
す
る
と
い
い
、
利
子
率
は
進
歩
的
社
会
に
お
い
て
は
低
下
す
る
と
い
い
、
地
代
に
課
せ
ら
れ
る
租
税

は
す
べ
て
地
主
の
負
担
に
帰
し
、
土
地
の
生
産
物
の
価
格
を
変
化
せ
し
め
な
い
と
い
う
と
き
、
経
済
学
は
純
粋

の
科
学
的
研
究
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
自
身
も
こ
の
よ
う
な
純
粋
の
科
学
的
研
究
を
し
て
い
る
。
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彼
の
弟
子
マ
ル
サ
ス
は
「
人
口
論
」
（
一
七
九
八
年
）
に
お
い
て
、
リ
カ
ル
ド
は
「
経
済
学
及
び
課
税
の
原
理
」

（
一
八
一
七
年
）
に
お
い
て
、
よ
り
多
く
純
粋
科
学
的
研
究
を
な
し
て
い
る
。
故
に
ス
ミ
ス
の
定
義
は
、
本
来

の
科
学
と
し
て
考
え
ら
れ
た
経
済
学
の
目
的
を
指
示
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
不
完
全
で
あ
る
。
ま

こ
と
に
経
済
学
が
人
民
に
豊
富
な
収
入
を
得
せ
し
め
、
国
家
に
充
分
な
収
入
を
得
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
と
い
う
の
は
、
幾
何
学
が
堅
牢
な
家
屋
を
建
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
い
い
、
あ
る
い
は
天
文
学
は
海

上
を
安
全
に
航
海
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
に
等
し
い
。
一
言
に
い
え
ば
そ
れ
は
科
学
を
応
用
の
方
面

か
ら
定
義
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
五
　
ス
ミ
ス
の
定
義
に
つ
い
て
の
右
の
考
察
は
、
科
学
の
目
的
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
そ
の
性
質
に

つ
い
て
も
同
様
に
重
大
な
考
察
を
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
人
民
に
豊
富
な
収
入
を
得
せ
し
め
か
つ
国
家
に
充
分
な
収
入
を
得
せ
し
め
る
こ
と
は
、
共
に
重
要
に
し
て
微

妙
な
活
動
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
全
く
異
る
性
質
の
活
動
で
あ
る
。
前
者
は
農
業
工
業
商
業
を
一
定
の
状
態
に

置
こ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
成
立
つ
。
こ
れ
ら
の
状
態
が
有
利
な
も
の
で
あ
る
か
ま
た
は
不
利
で
あ
る
か
に
従
い
、

農
業
・
商
業
・
工
業
の
生
産
は
あ
る
い
は
豊
富
と
な
り
、
あ
る
い
は
減
少
す
る
。
だ
か
ら
既
に
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
職
人
組
合
、
同
業
組
合
、
親
方
の
制
度
、
厳
重
な
干
渉
制
限
の
制
度
、
公
定
価
格
制
度
等
の
下
に
お

い
て
は
、
産
業
は
悩
み
続
け
、
空
し
く
時
を
過
し
た
。
今
日
で
は
労
働
の
自
由
と
交
換
の
自
由
の
制
度
の
下
に

産
業
は
繁
栄
し
て
い
る
。
条
件
は
前
の
場
合
に
は
有
利
で
あ
り
、
後
の
場
合
に
は
不
利
で
あ
る
。
だ
が
二
つ
の

場
合
と
も
に
不
利
と
な
り
ま
た
は
有
利
と
な
っ
た
も
の
は
、
個
人
の
利
益
の
み
で
あ
る
。
冒
さ
れ
た
も
の
ま
た
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は
尊
重
せ
ら
れ
た
も
の
は
正
義
で
は
な
い
。
国
家
に
充
分
な
収
入
を
得
せ
し
め
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
こ
れ
と

異
る
。
そ
こ
に
は
国
家
の
収
入
を
構
成
す
る
に
必
要
な
も
の
を
、
個
人
の
収
入
か
ら
徴
収
す
る
活
動
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
よ
い
条
件
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
悪
い
条
件
で
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

条
件
が
よ
い
か
ま
た
は
悪
い
か
に
よ
っ
て
、
国
家
の
収
入
が
充
分
と
な
り
ま
た
は
不
充
分
と
な
る
の
み
で
な
く
、

ま
た
個
人
が
公
正
に
取
扱
わ
れ
る
か
ま
た
は
不
公
正
に
取
扱
わ
れ
る
か
の
結
果
が
生
じ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
各

人
の
負
担
が
公
正
に
な
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
不
公
正
の
た
め
に
あ
る
者
が
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
、
他
の
者
が
特
権

を
得
て
い
る
か
の
結
果
が
起
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
社
会
の
あ
る
階
級
が
租
税
の
負
担
を
免
れ
、
そ
れ
が
あ

る
他
の
階
級
に
の
み
課
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
白
な
不
正
義
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
認
め
ら
れ

て
い
る
所
で
あ
る
。
要
す
る
に
人
民
に
豊
富
な
収
入
を
得
せ
し
め
る
こ
と
は
有
益
な
仕
事
を
な
す
こ
と
で
あ
り
、

国
家
に
充
分
な
収
入
を
供
給
す
る
こ
と
は
公
正
の
仕
事
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。
利
用
と
公
正
、
利
益
と
正
義
と

は
は
な
は
だ
し
く
異
る
種
類
の
観
点
で
あ
る
。
従
っ
て
ス
ミ
ス
は
例
え
ば
経
済
学
の
目
的
は
ま
ず
第
一
に
社
会

的
収
入
を
豊
富
な
ら
し
め
る
生
産
条
件
を
示
す
に
あ
り
、
次
に
作
ら
れ
た
生
産
物
を
個
人
と
国
家
と
の
間
に
分

配
す
る
条
件
を
示
す
に
あ
る
と
い
っ
て
、
こ
の
区
別
を
明
ら
か
に
し
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の
定
義
の
方

が
よ
り
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
な
お
、
経
済
学
の
真
に
科
学
的
な
部
分
は
依
然
と
し
て

明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
六
　
歴
史
的
順
序
か
ら
は
ス
ミ
ス
の
後
に
来
る
ジ
・
ベ
・
セ
イ
（Jean-B

aptiste
Say

）
は
経
済
学
上
最
も

有
名
な
名
の
一
つ
で
あ
る
が
、
彼
は
ス
ミ
ス
の
定
義
に
つ
い
て
次
の
如
く
い
う
。
「
経
済
学
は
、
富
が
形
成
せ
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ら
れ
、
分
配
せ
ら
れ
、
消
費
せ
ら
れ
る
道
行
を
知
ら
し
め
る
も
の
だ
、
と
私
は
言
い
た
い
。
」
彼
の
著
書
は
一

八
〇
三
年
に
第
一
版
を
出
し
、
第
二
版
は
執
政
政
府
の
検
閲
に
基
き
発
売
を
禁
止
せ
ら
れ
、
第
一
帝
国
の
転
落

後
に
し
か
公
に
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
経
済
学
概
論
、
ま
た
は
富
が
形
成
せ
ら
れ
、
分
配
せ
ら
れ
、

消
費
せ
ら
れ
る
方
法
の
簡
単
な
解
説
」
（
〔Traite'd'e'conom

ie
politique,ou

sim
ple

exposition
de

la
m

ani

e`re
dontse

form
ent,se

distribuentetse
consom

m
entlesrichesses

〕
）
と
題
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
定
義

と
こ
の
書
物
が
採
っ
た
分
け
方
と
は
、
経
済
学
者
が
一
般
に
承
認
し
、
追
随
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

た
し
か
に
、
人
々
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
定
義
で
あ
り
、
分
け
方
で
あ
る
。
だ
が
私
は
、
こ

れ
に
従
い
得
な
い
と
主
張
す
る
の
を
許
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
そ
の
理
由
は
、
こ
の
定
義
と
分
け

方
と
を
成
功
せ
し
め
た
そ
の
点
に
ま
さ
し
く
あ
る
の
で
あ
る
。

　
七
　
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
セ
イ
の
定
義
は
ス
ミ
ス
の
そ
れ
と
異
る
の
み
で
な
く
、
あ
る
意
味

に
お
い
て
は
そ
れ
と
正
反
対
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
を
信
ず
る
限
り
全
経
済
学
は
科
学
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
技
術

で
あ
り
（
第
四
節
）
、
セ
イ
に
従
え
ば
そ
れ
は
自
然
科
学
で
あ
る
。
セ
イ
に
よ
れ
ば
、
富
は
全
く
自
然
的
で
は

な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
人
間
の
意
志
と
は
独
立
の
態
様
で
形
成
せ
ら
れ
、
分
配
せ
ら
れ
、
消
費
せ
ら
れ
る

の
で
あ
り
、
全
経
済
学
は
こ
の
態
様
の
単
純
な
る
解
説
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
セ
イ
が
こ
の
定
義
の
う
ち
で
経
済
学
に
与
え
た
自
然
科
学
的
色
彩
は
、
経
済
学
者
を
魅

き
つ
け
た
。
実
際
に

経
済
学
者
は
、
社
会
主
義
者
と
の
闘
争
に
お
い
て
、
こ
の
考
え
方
の
助
け
を
借
り
た
こ
と
が
大
で
あ
る
。
経
済

学
者
は
労
働
組
織
改
造
の
す
べ
て
の
プ
ラ
ン
、
所
有
権
制
度
の
改
造
の
す
べ
て
の
プ
ラ
ン
を
先
験
的
に
排
斥
し
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た
。
換
言
す
れ
ば
何
ら
の
議
論
を
な
す
こ
と
な
く
、
す
な
わ
ち
経
済
的
利
益
に
反
す
る
も
の
と
し
て
で
も
な
く
、

ま
た
社
会
的
正
義
に
反
す
る
も
の
と
し
て
で
も
な
く
、
た
だ
人
為
的
結
合
を
自
然
的
結
合
に
代
え
る
も
の
と
し

て
排
斥
し
た
。
セ
イ
は
こ
の
自
然
主
義
的
な
見
方
を
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
に
借
り
、
か
つ
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト

が
工
業
及
び
商
業
生
産
に
関
し
自
ら
の
学
説
を
要
約
し
た
方
式
「
自
由
放
任
」
（Laissez

faire,laissez
passer

）

に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
た
。
プ
ル
ー
ド
ン
は
自
由
主
義
派
の
経
済
学
者
に
宿
命
論
者
と
い
う
形
容
詞
を
冠



せ
た
が
、

こ
れ
は
セ
イ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
派
の
学
者
が
い
か
な
る
程
度
ま
で
こ
の
見
方
を
押
し
つ
め
て
い
っ
た
か

は
、
我
々
の
想
像
も
及
ば
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
る
に
は
経
済
学
辞
典
（
〔D

ictionnaire
d'e'conom

ie

politique,2
vol.,1851-3

〕
）
中
の
記
事
、
例
え
ば
シ
ャ
ー
ル
・
コ
ッ
ク
ラ
ン
（C

harlesC
oquelin

）
が
執
筆

し
た
競
争
、
経
済
学
、
産
業
、
コ
ッ
シ
ュ
ー
（C

ochut

）
が
執
筆
し
た
道
徳
等
を
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に

は
最
も
意
味
深
い
諸
句
が
見
出
さ
れ
る
。

　
不
幸
に
し
て
こ
の
見
方
は
は
な
は
だ
便
利
で
は
あ
る
が
、
は
な
は
だ
し
く
誤




で

も
あ
る
。
も
し
人
間
が
高
等

な
動
物
に
過
ぎ
ず
、
例
え
ば
本
能
的
に
働
き
本
能
的
に
風
習
を
作
っ
て
い
る
蜜
蜂
の
如
く
で
あ
る
と
し
た
ら
、

社
会
現
象
一
般
特
に
富
の
生
産
、
分
配
、
消
費
の
解
説
と
説
明
と
は
、
た
し
か
に
自
然
科
学
に
過
ぎ
ず
、
博
物

学
の
一
分
科
、
蜜
蜂
の
博
物
学
の
続
編
を
な
す
人
間
の
博
物
学
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
事
実
は
こ
れ
と

全
く
異
る
。
人
間
は
理
性
と
自
由
と
を
有
し
、
独
創
力
を
有
し
、
進
歩
を
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
富
の
生
産
と

分
配
に
関
し
て
は
、
一
般
に
社
会
組
織
の
す
べ
て
の
事
柄
に
お
い
て
と
同
じ
く
、
人
間
は
善
と
悪
と
の
選
択
を

な
し
得
て
、
悪
か
ら
次
第
に
善
へ
向
い
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
々
は
組
合
制
度
、
統
制
の
制
度
、
公
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定
価
格
の
制
度
か
ら
、
商
工
業
自
由
の
シ
ス
テ
ム
、
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
、
レ
ッ
セ
・
パ
ッ
セ
の
シ
ス
テ
ム
に
、

奴
隷
制
度
か
ら
賃
銀
制
度
に
移
っ
て
き
た
。
最
近
の
制
度
は
古
い
制
度
に
優
っ
て
い
る
が
、
こ
う
な
っ
た
の
は
、

こ
れ
ら
が
古
い
制
度
よ
り
も
よ
り
自
然
的
で
あ
る
が
故
で
は
な
く
（
こ
れ
ら
は
共
に
人
為
的
で
あ
り
、
前
者
は

後
者
よ
り
人
為
的
で
あ
る
。
け
だ
し
新
し
い
制
度
は
古
い
制
度
の
後
に
し
か
現
わ
れ
な
い
か
ら
）
、
利
益
と
正

義
と
に
よ
り
多
く
合
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
自
由
放
任
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
合
致
の
証
明
を
な

し
た
後
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
社
会
主
義
的
制
度
が
排
斥
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
利
益
と

正
義
と
に
相
反
す
る
制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
八
　
ス
ミ
ス
の
定
義
は
不
完
全
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
セ
イ
の
定
義
は
こ
れ
に
劣
り
、
不
正
確
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
定
義
か
ら
出
て
く
る
分
け
方
も
全
く
経
験
的
で
あ
る
と
、
私
は
附
言
し
て
お
く
。
所
有
権
の
理
論
、

租
税
の
理
論
は
実
は
ま
ず
孤
立
し
て
考
え
ら
れ
た
社
会
人
の
間
の
、
次
に
国
家
と
し
て
集
団
的
に
考
え
ら
れ
た

人
の
間
の
富
の
分
配
の
唯
一
の
理
論
の
各
半
面
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
か
つ
二
つ
は
共
に
道
徳
の
原
理
に
密
接

に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
分



た
れ
て
一
方
所
有
権
の
理
論
は
生
産
理
論
に
、
他
方
租
税
の
理

論
は
消
費
理
論
に
投
げ
込
ま
れ
、
共
に
全
く
経
済
的
な
観
点
か
ら
そ
の
理
論
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
反
対
に
明

ら
か
に
自
然
現
象
の
研
究
と
し
て
の
性
質
を
具



え
て
い
る
交
換
理
論
は
分
配
理
論
の
一
部
を
な
し
て
い
る
。
も

っ
と
も
彼
の
弟
子
ら
は
こ
れ
ら
の
勝
手
な
分
類
を
自
由
に
解
釈
し
て
、
あ
る
者
は
交
換
価
値
の
理
論
を
生
産
理

論
の
中
に
、
あ
る
者
は
所
有
権
の
理
論
を
分
配
の
理
論
の
中
に
、
任
意
に
組
み
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
今
日
の
経
済
学
は
形
成
せ
ら
れ
教
授
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
枠
が
破
れ
て
い
て
、
た
だ
表
面
的
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に
維
持
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
か
か
る
状
態
に
お
い
て
は
、
経
済
学
者
の
権
利
と

義
務
と
は
、
ま
ず
入
念
に
科
学
の
哲
学
を
研
究
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
九
　
セ
イ
の
弟
子
ら
の
あ
る
者
は
、
セ
イ
の
定
義
の
欠
点
を
知
っ
て
い
た
が
、
あ
え
て
修
正
し
な
か
っ
た
。

ア
ド
ル
フ
・
ブ
ラ
ン
キ
（A

dolphe
B

lanqui

）
は
い
っ
て
い
る
。
「
ド
イ
ツ
並
び
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
今
日
経

済
学
は
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
領
域
を
脱
出
し
て
い
る
。
あ
る
経
済
学
者
は
経
済
学
を
普
遍
的
科
学
と
な

そ
う
と
し
、
他
の
人
は
狭
い
か
つ
通
俗
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
範
囲
に
限
ろ
う
と
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

こ
れ
ら
両
極
端
の
意
見
の
間
に
存
す
る
争




は

、
経
済
学
は
あ
る
所
の
も
の
の
説
明
で
あ
る
か
ま
た
は
あ
る
べ
き

所
の
も
の
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
。
他
の
言
葉
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
自
然
科
学
で
あ
る

か
規
範
科
学
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
。
私
は
、
経
済
学
が
そ
れ
ら
の
二
つ
の
性
質
を
具
え
た
も
の
で

あ
る
と
思
う
。
」
ブ
ラ
ン
キ
は
か
か
る
動
機
か
ら
セ
イ
の
定
義
を
支
持
し
た
が
こ
の
動
機
は
か
え
っ
て
こ
れ
を

弱
か
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

　
ブ
ラ
ン
キ
に
次
い
で
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ガ
ル
ニ
エ
（Joseph

G
arnier

）
は
い
っ
て
い
る
。
「
経
済
学
は
自
然

科
学
で
あ
り
、
同
時
に
規
範
科
学
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、
経
済
学
は
、
あ
る
所
の
も
の
と
、

物
の
自
然
的
流
れ
に
従
い
正
義
の
観
念
に
一
致
し
て
あ
る
べ
き
所
の
も
の
と
を
証
明
す
る
。
」
そ
こ
で
ガ
ル
ニ

エ
は
セ
イ
の
定
義
に
少
し
く
附
け
加
え
て
、
そ
れ
を
修
正
し
よ
う
と
し
た
。
曰
く
、
「
経
済
学
は
富
の
科
学
で

あ
る
」
す
な
わ
ち
い
か
に
し
て
富
が
、
個
人
及
び
社
会
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
、
最
も
合
理
的
に
（
も
ち
ろ
ん

正
義
に
合
す
る
よ
う
に
）
生
産
せ
ら
れ
、
分
配
せ
ら
れ
、
消
費
せ
ら
れ
る
か
、
ま
た
は
せ
ら
れ
る
べ
き
か
を
決
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定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
科
学
で
あ
る
」
と
。
こ
こ
で
ガ
ル
ニ
エ
は
彼
の
学
派
の
軌
道
か
ら
離
れ
よ
う
と
し

て
、
真
剣
で
か
つ
賞
讃
す
べ
き
努
力
を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
二
つ
の
定
義
を
接
ぎ
合
し
て
作
っ
た
合
金
が
、

い
か
に
奇
妙
で
支
離
滅
裂
で
あ
る
か
を
不
思
議
に
も
彼
は
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
経
済
学
者
に
哲
学
が
な

い
こ
と
の
好
例
で
あ
っ
て
、
明
快
と
正
確
と
を
主
な
特
質
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
経
済
学
者
の
精
神
の
美
点
を
打
ち

消
し
て
し
ま
う
。
経
済
学
は
い
か
に
し
て
自
然
科
学
で
あ
り
、
同
時
に
規
範
科
学
で
あ
り
得
る
か
。
い
か
に
し

て
か
か
る
科
学
を
考
え
得
る
か
。
一
方
に
お
い
て
い
か
に
し
て
富
が
最
も
公
正
に
分
配
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か

を
研
究
の
目
的
と
す
る
科
学
が
、
他
方
に
お
い
て
い
か
に
し
て
富
が
最
も
自
然
的
に
生
産
せ
ら
れ
る
か
を
研
究

の
目
的
と
す
る
自
然
科
学
と
な
り
得
る
か
。
ま
た
こ
の
自
然
科
学
は
富
を
豊
富
に
生
産
す
べ
き
技
術
に
も
な
ら

ね
ば
な
る
ま
い
。
要
す
る
に
セ
イ
の
定
義
も
ス
ミ
ス
の
そ
れ
に
帰
す
る
の
で
あ
っ
て
、
経
済
学
の
真
の
自
然
科

学
的
性
質
は
依
然
と
し
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
私
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
必
要
な
ら
ば
経
済
学
を
自
然
科
学
、
規
範
科
学
、
政
策
に
分
け
よ

う
。
そ
し
て
そ
れ
が
た
め
、
我
々
は
ま
ず
あ
ら
か
じ
め
、
科
学
と
政
策
と
道
徳
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
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第
二
章
　
科
学
と
政
策
と
道
徳
と
の
区
別

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
〇
　
政
策
は
忠
告
し
、
命
令
し
、
指
導
す
る
。
科
学
は
観
察
し
、
記
述
し
、
説

　
　
　
　
　
　
　
　
明
す
る
。
一
一
　
科
学
と
政
策
の
区
別
と
理
論
と
実
際
の
区
別
と
は
全
く
別
で
あ
る
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
科
学
は
政
策
に
光
を
与
え
る
。
政
策
は
科
学
を
利
用
す
る
。
一
三
　
一
つ
の
科
学
に

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
理
論
は
多
く
の
政
策
に
光
を
与
え
得
る
。
一
つ
の
政
策
は
多
く
の
科

　
　
　
　
　
　
　
　
学
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
理
論
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
四
、
一
五
　
区
別
は
優

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
が
不
充
分
で
あ
る
。
一
六
　
科
学
は
事
実
の
研
究
で
あ
る
。
一
七
　
第
一
の
区

　
　
　
　
　
　
　
　
別
。
自
然
力
の
働
き
を
そ
の
起
源
と
す
る
自
然
的
事
実
。
人
間
の
意
志
の
作
用
に
そ
の
起

　
　
　
　
　
　
　
　
源
を
も
つ
人
間
的
事
実
。
自
然
的
及
び
人
間
的
事
実
は
純
粋
科
学
（
狭
義
の
科
学
と
歴
史
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の
対
象
で
あ
る
。
一
八
　
第
二
の
区
別
。
産
業
上
の
人
間
的
事
実
、
す
な
わ
ち
人
格
と
物

　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
関
係
。
道
徳
上
の
人
間
的
事
実
、
す
な
わ
ち
人
格
と
人
格
と
の
関
係
。
一
九
　
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
的
事
実
は
応
用
科
学
す
な
わ
ち
政
策
の
対
象
で
あ
る
。
道
徳
的
事
実
は
精
神
科
学
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
道
徳
学
の
対
象
で
あ
る
。
二
〇
　
真
。
利
用
。
善
は
そ
れ
ぞ
れ
科
学
、
政
策
、
道
徳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
規
準
で
あ
る
。
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一
〇
　
既
に
幾
年
か
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
好
著
「
信
用
及
び
銀
行
概
論
」
（
〔Traite' du cr

e'dit et des banques

〕
）
の
著
者
で
ま
た
「
経
済
学
辞
典
」
（
〔D

ictionnaire d'e'conom
ie politique

〕
）
の

執
筆
者
中
最
も
活
動
的
な
か
つ
尊
敬
す
べ
き
人
の
一
人
で
あ
っ
た
シ
ャ
ー
ル
・
コ
ッ
ク
ラ
ン
（C

harles C
oque

lin

）
は
、
こ
の
辞
典
の
う
ち
経
済
学
（
〔E'conom

ie politique

〕
）
と
題
す
る
項
に
お
い
て
、
経
済
学
の
定

義
は
未
だ
に
完
成
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
。
こ
の
主
張
を
助
け
る
た
め
に
彼
は
、
私
が
既
に
述
べ
た
ス
ミ
ス
、

セ
イ
の
定
義
や
シ
ス
モ
ン
ジ
、
ス
ト
ル
ク
（Storch

）
、
ロ
ッ
シ
（R

ossi

）
ら
の
定
義
を
示
し
、
そ
れ
ら
の
い

ず
れ
も
他
を
排
し
て
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
際
立
っ
て
優
れ
て
い
な
い
と
断
言
し
、
か
つ
ま
た
こ
れ
ら
の
人
は

自
分
の
著
書
に
お
い
て
自
分
の
定
義
に
従
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
次
に
彼
は
、
経
済
学
を
定
義
し
よ
う

と
す
る
者
は
ま
ず
そ
れ
が
科
学
で
あ
る
か
、
ま
た
は
政
策
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
両
者
で
あ
る
か
を

問
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
と
に
政
策
と
科
学
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
注
意
し
て
い
る
。
こ
れ
は

ま
こ
と
に
明
敏
な
注
意
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
彼
が
述
べ
て
い
る
考
察
は
目
立
っ
て
正
し
く
、
か
つ
問
題

は
常
に
同
じ
点
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
そ
れ
を
繰
り
返
す
ほ
か
は
な
い
。
彼
は
い
う
、
「
政
策
は
従

わ
れ
る
べ
き
命
令
ま
た
は
規
則
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
科
学
は
、
あ
る
現
象
ま
た
は
観
察
せ
ら
れ
た
ま
た
は

明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
関
係
の
知
識
か
ら
成
立
す
る
。
政
策
は
忠
告
を
与
え
、
命
令
し
、
指
導
す
る
。
科
学
は
観

察
し
記
述
し
、
説
明
す
る
。
天
文
学
者
が
天
体
の
運
行
を
観
察
し
記
述
す
る
と
き
に
は
、
科
学
を
研
究
し
て
い

る
。
し
か
し
一
度
こ
の
観
察
が
終
了
す
れ
ば
、
天
文
学
者
は
、
航
海
に
応
用
せ
ら
れ
る
規
則
を
導
き
出
す
で
あ

ろ
う
が
、
こ
の
場
合
に
は
政
策
を
研
究
し
て
い
る
…
…
か
よ
う
に
現
実
の
現
象
を
観
察
し
記
述
す
る
所
に
科
学
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が
あ
る
。
命
令
を
下
し
、
規
則
を
規
定
す
る
所
に
政
策
が
あ
る
。
」

　
一
一
　
著
者
は
な
お
註
と
し
て
一
つ
の
注
意
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
科
学
と
政
策
と
の
区
別
を
完
成
し

た
も
の
で
、
こ
こ
に
引
用
す
る
価
値
が
あ
る
。
彼
は
い
う
、
「
我
々
が
科
学
と
政
策
と
の
間
に
立
て
る
真
の
区

別
は
、
人
々
が
理
論
と
実
践
と
の
間
に
な
す
区
別
と
は
何
ら
共
通
な
も
の
は
な
い
。
政
策
の
理
論
も
あ
れ
ば
科

学
の
理
論
も
あ
る
。
そ
し
て
実
践
と
矛
盾
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
と
い
い
得
る
の
は
、
政
策
の
理
論

に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
政
策
は
規
則
を
命
令
す
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
規
則
は
一
般
的
で
あ
る
。
従
っ
て

こ
れ
ら
の
命
令
は
、
た
と
い
正
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
特
別
な
場
合
に
実
践
と
調
和
し
得
な
い
と
考
え

て
も
不
合
理
で
は
な
い
。
だ
が
何
も
の
を
も
命
ぜ
ず
、
何
も
の
を
も
す
す
め
ず
、
た
だ
観
察
し
説
明
す
る
に
止

ま
る
科
学
に
あ
っ
て
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
科
学
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
実
践
と
衝
突
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
」

　
一
二
　
コ
ッ
ク
ラ
ン
は
政
策
と
科
学
と
を
か
く
区
別
し
た
後
、
そ
れ
ら
各
々
の
職
分
と
重
要
さ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
彼
は
い
う
、
「
科
学
的
真
理
が
一
度
よ
く
認
識
せ
ら
れ
、
導
き
出
さ
れ
た
と
き
、
人
間
の
事
業
の
経

営
に
適
用
せ
ら
れ
る
べ
き
規
則
を
、
こ
れ
ら
か
ら
導
き
出
そ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
私
共
は
不
平
で
も
な
け

れ
ば
、
ま
た
こ
の
企




を

奇
妙
だ
と
も
思
わ
な
い
。
科
学
的
真
理
が
何
ら
の
役
に
も
立
た
ぬ
の
は
、
よ
い
こ
と
で

は
な
い
。
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
唯
一
の
方
法
は
、
こ
れ
ら
か
ら
政
策
を
演
繹
す
る
こ
と
に
あ
る
。
既
に
い
っ
た

よ
う
に
、
科
学
と
政
策
と
の
間
に
は
密
接
な
親
族
関
係
が
あ
る
。
科
学
は
政
策
に
光
明
を
与
え
、
政
策
の
方
法

を
正
し
か
ら
し
め
、
そ
の
行
手
を
照
し
指
示
す
る
。
科
学
の
援
助
が
無
け
れ
ば
、
政
策
は
一
歩
ご
と
に
躓





き
な
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が
ら
跚





き
歩
む
こ
と
し
か
出
来
な
い
。
他
方
、
科
学
が
発
見
し
た
真
理
を
価
値
あ
ら
し
め
る
も
の
も
政
策
で
あ

っ
て
、
こ
の
政
策
が
無
け
れ
ば
、
科
学
の
真
理
も
無
益
で
あ
る
。
ま
た
科
学
的
研
究
の
主
な
動
機
は
ほ
と
ん
ど

常
に
政
策
で
あ
る
。
人
が
、
知
る
た
め
の
興
味
の
み
で
科
学
的
研
究
を
な
す
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
一
般
に
人
は
、

役
立
つ
と
い
う
目
的
を
研
究
に
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
目
的
を
充



し
得
る
の
は
、
政
策
に
よ
っ
て
の
み
で

あ
る
。
」

　
一
三
　
し
か
し
彼
は
科
学
と
政
策
と
の
間
に
置
く
べ
き
区
別
を
同
様
に
強
く
主
張
し
、
か
つ
こ
の
区
別
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
最
後
の
注
意
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
引
用
の
価
値
が
あ
る
。
彼
は
い
う
、
「
科

学
と
政
策
と
は
し
ば
し
ば
多
数
の
接
触
点
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
政
策
と
科
学
の
範
囲
と
輪
廓
と
が
同
一

で
あ
る
の
に
は
、
よ
ほ
ど
多
く
の
接
触
点
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
に
右

に
述
べ
て
き
た
区
別
が
強
調
せ
ら
れ
る
。
科
学
が
提
供
す
る
理
論
は
種
々
の
政
策
に
よ
っ
て
利
用
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
得
る
。
広
が
り
の
関
係
の
学
問
で
あ
る
幾
何
学
は
、
測
量
師
・
技
師
・
砲
術
家
・
航
海
家
・
建
築
家

の
仕
事
を
照
し
指
導
す
る
。
化
学
は
薬
剤
師
・
染
物
屋
・
多
数
の
工
業
に
援
助
を
与
え
て
い
る
。
物
理
学
が
提

供
し
て
く
れ
た
一
般
的
理
論
を
、
種
々
の
政
策
が
い
か
に
利
用
し
つ
つ
あ
る
か
を
誰
が
正
確
に
い
い
得
る
で
あ

ろ
う
か
。
反
対
に
政
策
は
、
多
く
の
科
学
に
よ
っ
て
提
供
せ
ら
れ
る
べ
き
理
論
か
ら
光
明
を
得
る
こ
と
が
出
来

る
。
た
だ
一
つ
の
例
だ
け
を
引
け
ば
医
学
す
な
わ
ち
治
療
の
技
術
は
解
剖
学
・
生
理
学
・
化
学
・
物
理
学
・
植

物
学
の
理
論
と
結
果
を
利
用
し
て
い
る
。
」

　
一
四
　
最
後
に
コ
ッ
ク
ラ
ン
は
、
科
学
と
政
策
と
の
区
別
が
い
か
に
経
済
学
の
定
義
と
そ
の
内
容
の
分
け
方
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に
応
用
せ
ら
れ
る
の
に
適
し
か
つ
有
益
で
あ
る
か
を
、
人
々
に
感
知
せ
し
め
よ
う
と
努
力
し
、
次
い
で
附
言
し

て
い
う
、
「
科
学
と
政
策
と
の
間
に
今
か
ら
更
に
純
粋
な
区
別
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
各
々
に
異
る
名
称
を
与
え

る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
か
、
否
。
私
に
は
、
こ
の
区
別
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
足
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
以
上
の
こ
と
は
、
こ
の
問
題
を
よ
り
よ
く
知
悉





し
た
者
に
よ
っ
て
、
い
つ
か
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
こ
の
遠
慮
は
意
外
で
あ
る
。
極
め
て
正
当
な
思
想
を
も
っ
て
い
る
こ
の
著
者
が
、
こ
の
思
想
を
実
行
に
移
せ

ば
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
所
の
愉
快
と
名
誉
と
を
、
か
く
も
故





ら
に
捨
て
た
の
は
、
奇
異
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ

に
も
増
し
て
奇
妙
な
の
は
、
著
者
が
、
何
と
い
お
う
と
実
際
に
お
い
て
、
経
済
政
策
と
経
済
学
の
区
別
を
な
し
、

経
済
学
の
真
の
目
的
を
決
定
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
成
功
し
な
い
で
、
政
策
の
要
素
と
科
学
の
要
素
と

を
混
同
し
、
か
つ
私
が
セ
イ
に
つ
い
て
批
評
し
て
お
い
た
そ
し
て
彼
の
弟
子
ら
も
脱

け
切
れ
な
か
っ
た
自
然
主

義
的
重
農
主
義
的
見
方
（
第
七
節
）
を
経
済
社
会
に
つ
い
て
も
っ
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
こ
の
見
方
を
消
散
せ

し
め
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
自
ら
指
摘
し
非
難
し
た
混
同
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
「
経
済
科
学

の
目
的
を
な
す
も
の
は
、
富
か
そ
れ
と
も
富
の
根
源
で
あ
る
産
業
か
」
と
問
い
、
ま
た
、
「
経
済
学
の
研
究
の

目
的
と
し
て
、
人
々
が
人
間
の
産
業
よ
り
は
む
し
ろ
富
を
と
っ
た
の
は
い
か
な
る
理
由
か
ら
来
て
い
る
か
」
を

考
え
、
ま
た
「
こ
の
誤
謬
の
結
果
」
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
、
更
に
ま
た
経
済
科
学
は
、
結
局
、

人
間
の
自
然
史
の
一
分
科
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
と
き
、
彼
は
ま
さ
し
く
こ
の
混
同
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
も
綿
密
な
注
意
を
払
い
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
迷
路
に
入
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
一
五
　
こ
の
結
果
は
、
科
学
と
政
策
と
を
区
別
す
る
思
想
さ
え
も
、
一
見
見
え
る
よ
う
に
は
現
在
の
事
情
に
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適
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
信
ぜ
し
め
る
性
質
を
真
に
帯
び
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
は
こ
の
区
別
は
経
済

学
に
は
完
全
に
適
用
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
科
学
で
あ
る
所
の
富
の
理
論
す
な
わ
ち
交
換
価
値
及
び
価
値
の
理
論

の
あ
る
こ
と
及
び
政
策
で
あ
る
所
の
富
の
生
産
論
す
な
わ
ち
農
業
・
工
業
・
商
業
の
理
論
の
あ
る
こ
と
を
信
ず

る
に
は
、
学
派
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
わ
ず
か
に
反
省
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ

で
直
ち
に
い
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
の
区
別
に
基
礎
が
あ
る
と
し
て
も
、
同
時
に
こ
の
区
別
は
富
の
分

配
を
度
外
す
る
故
に
、
不
充
分
で
あ
る
。

　
直
ち
に
こ
の
確
信
を
得
る
た
め
、
経
済
学
は
あ
る
所
の
も
の
の
説
明
で
あ
る
と
同
時
に
あ
る
べ
き
所
の
も
の

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
考
え
得
ら
れ
る
と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
キ
の
所
説
を
想
い
起
し
て
み
る
。
と
こ
ろ
で
あ
る

べ
き
所
の
も
の
は
、
あ
る
い
は
利
用
ま
た
は
利
益
の
観
点
か
ら
、
あ
る
い
は
公
正
の
ま
た
は
正
義
の
観
点
か
ら

の
そ
れ
な
の
で
あ
る
。
利
益
の
観
点
か
ら
あ
る
べ
き
所
の
も
の
は
応
用
科
学
ま
た
は
政
策
の
対
象
で
あ
り
、
正

義
の
観
点
か
ら
あ
る
べ
き
所
の
も
の
は
道
徳
学
ま
た
は
道
徳
の
対
象
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
キ
や
ガ
ル
ニ
エ
が
取
扱

っ
て
い
る
の
は
、
正
義
の
観
点
か
ら
見
て
あ
る
べ
き
所
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
、
経
済
学
は

道
徳
学
で
あ
る
と
い
い
、
法
や
正
義
の
概
念
を
論
じ
、
富
を
最
も
公
平
に
分
配
す
べ
き
方
法
を
論
じ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
（
第
九
節
）
。
反
対
に
コ
ッ
ク
ラ
ン
は
こ
の
見
方
を
明
ら
か
に
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ

氏
は
政
策
と
科
学
の
区
別
を
指
摘
し
な
が
ら
、
政
策
と
道
徳
と
の
区
別
を
指
摘
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。
我

々
は
い
か
な
る
も
の
を
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
は
合
理
的
に
完
全
に
決
定
的
に
区
別
を
な
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
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一
六
　
我
々
は
科
学
と
政
策
と
道
徳
と
を
相
互
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
他
の
言
葉
で
い
え
ば
、
特
に

経
済
学
、
社
会
経
済
学
の
哲
学
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
科
学
一
般
の
哲
学
の
概
要
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

　
科
学
は
本
体
を
研
究
す
る
の
で
な
く
し
て
、
本
体
を
場
面
と
し
て
現
わ
れ
る
事
実
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
既
に
プ
ラ
ト
ー
ン
の
哲
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
体
は
去
り
、
事
実
は
永
く
残
っ

て
い
る
。
事
実
と
そ
の
関
係
と
そ
の
法
則
と
が
す
べ
て
の
科
学
的
研
究
の
目
的
で
あ
る
。
そ
し
て
科
学
は
、
そ

れ
が
研
究
す
る
目
的
す
な
わ
ち
事
実
の
差
異
に
よ
っ
て
の
み
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
科
学
を
分
け
よ
う

と
す
れ
ば
、
事
実
が
分
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
七
　
と
こ
ろ
で
ま
ず
世
界
に
発
生
す
る
事
実
は
二
種
あ
る
と
考
え
ら
れ
得
る
。
そ
の
一
は
盲
目
的
で
如
何





と
も
な
し
難
い
自
然
力
の
働
き
を
そ
の
起
源
と
す
る
し
、
他
は
人
間
の
聡
明
で
自
由
な
意
志
に
そ
の
根
源
を
も

つ
。
第
一
種
の
事
実
の
場
面
は
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
我
々
が
自
然
的
事
実
と
呼
ぶ
の
は
こ
の
理
由

に
よ
る
。
第
二
種
の
事
実
の
場
面
は
人
間
社
会
で
あ
る
。
我
々
が
こ
れ
ら
の
事
実
を
社
会
的
事
実
（faitshum

anitaires

）
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
の
理
由
に
よ
る
。
宇
宙
に
は
盲
目
的
で
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
力
と
並
ん

で
、
自
ら
知
り
自
ら
抑
制
す
る
力
が
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
意
志
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
こ
の
力
は
、
自
ら
信

じ
て
い
る
ほ
ど
に
は
、
自
ら
を
知
り
、
自
ら
を
抑
制
し
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
力
の
研

究
だ
け
が
理
解
せ
し
め
て
く
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
当
面
の
問
題
で
は
な
い
。
今
重
要
な
の
は
、
こ
の
力
は

自
ら
を
知
り
ま
た
ま
た
少
く
と
も
あ
る
限
度
の
中
で
は
抑
制
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
が
、
こ
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の
力
の
効
果
と
他
の
力
の
効
果
と
の
間
に
深
い
差
異
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。
自
然
力
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

我
々
は
こ
れ
を
認
識
し
、
識
別
し
、
説
明
す
る
こ
と
よ
り
ほ
か
に
為
し
得
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
人

間
の
意
志
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
こ
れ
を
認
識
し
識
別
し
、
説
明
し
、
更
に
こ
れ
を
支
配
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
ゆ
え
ん
は
、
自
然
力
は
行
動
の
意
識
を
も
た

ず
、
従
っ
て
な
お
更
に
必
然
的
に
動
く
よ
り
ほ
か
に
働
き
よ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
反
対
に
人
の
意
志
は
行

動
の
意
識
を
も
ち
、
か
つ
種
々
な
態
様
に
働
き
得
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
自
然
力
の
効
果
は
、
純
粋
自
然
科
学

ま
た
は
狭
義
の
科
学
と
呼
ば
れ
る
研
究
の
対
象
と
な
る
。
人
間
の
意
志
の
効
果
は
ま
ず
純
粋
精
神
科
学
ま
た
は

歴
史
と
称
せ
ら
れ
る
研
究
の
対
象
と
な
り
、
次
に
他
の
名
称
例
え
ば
政
策
、
道
徳
等
の
名
を
冠
せ
ら
れ
る
所
の

既
に
我
々
が
述
べ
て
き
た
よ
う
な
研
究
の
対
象
と
な
る
。
だ
か
ら
コ
ッ
ク
ラ
ン
が
科
学
と
政
策
と
の
間
に
な
し

た
区
別
（
第
十
節
）
は
正
当
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
「
政
策
は
忠
告
を
与
え
、
命
令
し
、
指
揮
す
る
。
」
な
ぜ

か
と
い
う
に
、
そ
れ
は
人
間
の
意
志
の
働
き
を
根
源
と
す
る
事
実
を
対
象
と
す
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
人
間
の

意
志
は
少
く
と
も
あ
る
点
ま
で
は
聡
明
で
自
由
な
力
で
あ
っ
て
、
人
の
意
志
に
忠
告
を
与
え
、
あ
る
行
動
を
命

じ
こ
れ
を
指
導
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
科
学
は
「
観
察
し
、
解
明
し
、
説
明
す
る
。
」
な
ぜ
な
ら
、

科
学
は
自
然
の
力
の
働
き
を
原
因
と
す
る
事
実
を
対
象
と
す
る
か
ら
で
あ
り
、
自
然
の
力
は
盲
目
で
如
何





と
も

な
し
難
い
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
は
こ
れ
ら
の
効
果
を
観
察
し
、
解
明
し
説
明
す
る
ほ
か
何
事
を
も
な
し
得
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
一
八
　
か
よ
う
に
し
て
私
は
、
コ
ッ
ク
ラ
ン
の
よ
う
に
経
験
的
に
で
は
な
く
、
人
間
の
意
志
の
聡
明
と
自
由
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と
の
考
察
か
ら
、
科
学
と
政
策
と
の
区
別
を
理
論
的
に
見
出
し
た
。
今
は
政
策
と
道
徳
と
の
区
別
を
見
出
す
こ

と
が
問
題
で
あ
る
。
だ
が
人
間
の
意
志
の
聡
明
と
自
由
と
を
考
察
し
ま
た
は
少
く
と
も
こ
の
事
実
の
一
つ
の
結

果
を
考
察
す
れ
ば
、
社
会
的
事
実
を
二
つ
の
範
疇
に
分
つ
原
理
を
得
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
人
間
の
意
志
が
聡
明
で
あ
り
自
由
で
あ
る
事
実
に
よ
っ
て
、
宇
宙
の
す
べ
て
の
存
在
は
、
人
格
と
物
と
の
二

大
種
類
に
分
れ
る
。
自
ら
を
識

ら
な
い
も
の
、
自
ら
を
抑
制
し
な
い
す
べ
て
の
も
の
は
物
で
あ
る
。
自
ら
を
識

り
自
ら
を
抑
制
す
る
者
は
人
格
で
あ
る
。
人
間
の
み
が
人
格
で
あ
り
、
鉱
物
、
植
物
、
動
物
は
物
で
あ
る
。

　
物
の
目
的
は
人
格
の
目
的
に
合
理
的
に
従
属
し
て
い
る
。
自
覚
を
有
せ
ず
自
ら
を
抑
制
し
な
い
物
は
、
そ
の

目
的
の
追
求
に
対
し
、
ま
た
そ
の
使
命
の
実
現
に
対
し
責
任
を
も
た
な
い
。
ま
た
物
は
悪
事
も
善
事
も
な
し
得

な
い
の
で
あ
っ
て
、
常
に
全
く
罪
が
無
い
。
そ
れ
は
純
粋
の
機
械
装
置
と
同
一
視
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
動
物

も
鉱
物
、
植
物
と
異
ら
な
い
。
動
物
の
衝
動
は
す
べ
て
の
自
然
力
の
如
く
盲
目
的
で
如
何





と
も
し
難
い
力
に
過

ぎ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
人
格
は
自
覚
を
有
し
自
ら
を
抑
制
す
る
と
い
う
事
実
の
み
に
よ
っ
て
自
ら
そ
の
目
的
を

追
求
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
負
担
を
負
わ
さ
れ
、
そ
の
使
命
の
実
現
の
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
使

命
を
実
現
す
れ
ば
、
人
格
は
価
値
が
あ
る
の
で
あ
り
、
も
し
こ
の
使
命
を
実
現
し
な
け
れ
ば
人
格
は
無
価
値
な

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
格
は
物
の
目
的
を
自
己
の
目
的
に
従
属
せ
し
め
る
能
力
と
自
由
と
を
も
っ
て
い
る
。
こ

の
能
力
と
自
由
と
は
特
別
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
道
徳
的
力
で
あ
り
、
権
利
で
あ
る
。
こ

れ
が
物
に
対
す
る
人
格
の
権
利
の
基
礎
で
あ
る
。

　
し
か
し
す
べ
て
の
物
の
目
的
は
す
べ
て
の
人
格
の
目
的
に
従
属
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
あ
る
人
格
の
目
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的
は
、
他
の
い
か
な
る
人
格
の
目
的
に
も
従
属
し
て
い
な
い
。
も
し
地
上
に
た
だ
一
人
の
人
間
し
か
い
な
い
と

し
た
ら
、
彼
は
す
べ
て
の
物
を
支
配
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
人
は
地
上
に
一
人
で
は
な
い
。
地
上
に
あ

る
す
べ
て
の
人
間
は
互





に
相
等
し
く
人
格
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
様
に
自
ら
の
目
的
を
追
求
す
る
責
任
を
有
し
、

自
ら
の
使
命
を
実
現
す
る
責
任
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
目
的
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
使
命
は
互
に
そ

れ
ぞ
れ
そ
の
処
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
人
格
相
互
の
間
の
権
利
と
義
務
の
相
互
関
係
の
根
源
が
あ
る

の
で
あ
る
。

　
一
九
　
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
と
、
社
会
事
実
の
う
ち
に
深
い
区
別
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
解
る
。

一
方
自
然
力
に
対
し
て
働
き
か
け
た
人
間
の
意
志
と
活
動
か
ら
来
る
所
の
も
の
、
す
な
わ
ち
人
格
と
物
と
の
関

係
を
区
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
他
方
他
人
の
意
志
ま
た
は
活
動
に
対
し
て
働
く
人
の
意
志
ま
た
は
活
動
か
ら
来
る

所
の
も
の
、
す
な
わ
ち
人
格
と
人
格
と
の
関
係
を
区
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
ら
二
つ
の
範
疇
の
事
実
の
法
則

は
本
質
的
に
異
る
。
自
然
力
に
対
し
て
働
く
人
間
の
意
志
の
目
的
、
人
格
と
物
と
の
関
係
の
目
的
は
、
物
の
目

的
を
人
格
の
目
的
に
従
属
せ
し
め
る
に
あ
る
。
他
人
の
意
志
の
領
域
に
影
響
を
及
ぼ
す
人
間
の
意
志
の
目
的
、

人
格
と
人
格
と
の
目
的
は
、
人
の
使
命
の
相
互
の
調
整
に
あ
る
。

　
故
に
、
お
そ
ら
く
便
利
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
私
は
こ
の
区
別
を
定
義
に
よ
っ
て
定
め
、
第
一
の
範
疇

の
事
実
の
全
体
を
産
業
（industrie

）
と
呼
び
、
第
二
の
範
疇
の
事
実
の
総
体
を
道
徳
現
象
（m

oeurs

）
と
呼

ぶ
。
産
業
の
理
論
は
応
用
科
学
ま
た
は
政
策
と
呼
ば
れ
、
道
徳
現
象
の
理
論
は
精
神
科
学
ま
た
は
道
徳
学
と
呼

ば
れ
る
。
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従
っ
て
一
つ
の
事
実
が
産
業
の
範
疇
に
属
す
る
に
は
、
ま
た
こ
の
事
実
の
理
論
が
何
ら
か
の
政
策
を
構
成
す

る
に
は
、
こ
の
事
実
が
人
間
の
意
志
の
働
き
に
そ
の
起
源
を
有
し
、
か
つ
物
の
目
的
を
人
格
の
目
的
に
従
属
せ

し
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
人
格
と
物
と
の
関
係
を
構
成
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
ま
た
こ
れ
だ
け
で
足
る

の
で
あ
る
。
読
者
は
私
が
先
に
引
用
し
た
政
策
の
例
を
再
び
採
っ
て
み
る
な
ら
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
こ
の

性
質
が
あ
る
こ
と
が
解
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
既
に
述
べ
た
建
築
は
家
の
建
築
要
素
と
し
て
木
材
及
び
石
材
を
、

造
船
は
船
舶
建
造
の
要
素
と
し
て
木
材
及
び
鉄
を
、
航
海
は
綱
具
の
製
造
、
帆
の
据
え
附
け
ま
た
は
操
縦
の
材

料
と
し
て
大
麻
を
用
い
る
。
海
洋
は
船
舶
を
支
え
、
風
は
帆
を
膨
脹
せ
し
め
、
空
と
星
と
は
航
海
者
に
航
路
を

指
示
す
る
。

　
一
つ
の
事
実
が
道
徳
現
象
の
範
疇
に
属
す
る
に
は
、
そ
し
て
こ
の
事
実
の
理
論
が
道
徳
学
の
一
部
門
で
あ
る

た
め
に
は
、
こ
の
事
実
が
常
に
人
間
の
意
志
の
働
き
に
そ
の
起
源
を
発
し
、
人
格
の
使
命
の
相
互
の
調
整
と
い

う
点
か
ら
見
て
の
人
格
と
人
格
と
の
関
係
を
成
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
ま
た
そ
れ
だ
け
で
足
り
る
。
例

え
ば
結
婚
ま
た
は
家
族
等
に
関
し
、
夫
と
妻
、
親
と
子
の
職
分
と
地
位
を
定
め
る
も
の
は
道
徳
で
あ
る
。

　
二
〇
　
科
学
、
政
策
、
道
徳
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
準
は
真
、
利
用
ま

た
は
利
益
、
善
ま
た
は
正
義
で
あ
る
。
さ
て
社
会
的
富
及
び
そ
れ
に
関
係
の
あ
る
事
実
の
完
全
な
研
究
の
う
ち

に
、
こ
の
種
の
知
的
研
究
の
一
つ
ま
た
は
二
つ
が
材
料
と
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
三
つ

と
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
私
が
富
の
概
念
を
分
析
し
つ
つ
次
章
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
問
題
で
あ
る
。
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第
三
章
　
社
会
的
富
に
つ
い
て
。
稀
少
性
か
ら
生
ず
る
三
つ
の
結
果
。

　
　
　
　
　
　
　
　
交
換
価
値
の
事
実
と
純
粋
経
済
学
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
二
一
　
社
会
的
富
は
稀
少
な
物
、
す
な
わ
ち
（
一
）
利
用
が
あ
り
、
量
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
限
り
が
あ
る
物
の
総
体
で
あ
る
。
二
二
　
稀
少
性
は
科
学
的
用
語
で
あ
る
。
二
三
、
二
四
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
稀
少
な
物
の
み
が
、
ま
た
す
べ
て
の
稀
少
な
物
は
（
一
）
占
有
せ
ら
れ
（
二
）
価

　
　
　
　
　
　
　
　
値
を
有
し
交
換
し
得
ら
れ
（
三
）
産
業
に
よ
り
生
産
し
得
ら
れ
増
加
し
得
ら
れ
る
。
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
学
、
交
換
価
値
の
理
論
、
産
業
の
理
論
、
所
有
権
の
理
論
。
二
七
　
交
換
価
値
の

　
　
　
　
　
　
　
　
事
実
。
市
場
に
お
い
て
生
ず
る
。
二
八
「
小
麦
は
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
二
四
フ
ラ
ン
の
価

　
　
　
　
　
　
　
　
値
が
あ
る
。
」
こ
れ
は
自
然
的
事
実
で
あ
る
。
二
九
　
こ
れ
は
数
学
的
事
実
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　5vb=600va

三
〇
　
交
換
価
値
は
評
価
さ
れ
得
る
大
き
さ
で
あ
る
。
交
換
価
値
と
交
換

　
　
　
　
　
　
　
　
の
理
論
す
な
わ
ち
社
会
的
富
の
理
論
は
物
理
数
学
的
科
学
で
あ
る
。
合
理
的
方
法
。
代
数

　
　
　
　
　
　
　
　
的
用
語
。

　
二
一
　
物
質
的
な
ま
た
は
非
物
質
的
な
物
（
物
が
物
質
で
あ
る
か
非
物
質
で
あ
る
か
は
何
ら
関
す
る
所
で
は

な
い
）
で
あ
っ
て
稀
少
な
も
の
、
す
な
わ
ち
我
々
に
と
っ
て
利
用
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
量
に
限
り
が
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あ
っ
て
我
々
が
自
由
勝
手
に
獲
得
出
来
な
い
す
べ
て
の
物
を
社﹅
会﹅
的﹅
富﹅
（richesse

sociale

）
と
呼
ぶ
。

　
こ
の
定
義
は
重
要
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
に
含
ま
れ
た
言
葉
を
明
確
に
し
て
お
く
。

　
物
は
何
ら
か
の
使
用
に
役
立
ち
得
る
と
き
か
ら
、
す
な
わ
ち
何
ら
か
の
欲
望
に
適



い
こ
れ
を
満
足
し
得
る
と

き
か
ら
利
用
が
あ
る
と
い
う
。
だ
か
ら
、
通
常
の
会
話
で
は
必
要
と
贅
沢
と
の
間
に
快
適
と
列



べ
て
有
用
を
分

類
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
問
題
と
し
な
い
。
必
要
・
有
用
・
快
適
・
贅

沢
こ
れ
ら
す
べ
て
は
我
々
に
と
っ
て
は
程
度
を
異
に
す
る
利
用
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
は
、

利
用
の
あ
る
物
が
対
応
し
、
こ
れ
が
満
足
す
る
こ
と
の
出
来
る
欲
望
が
、
道
徳
的
で
あ
る
か
ま
た
は
不
道
徳
的

で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。
あ
る
物
が
病
人
の
治
療
の
目
的
の
た
め
に
医
師
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
か
、
ま
た
は

人
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
殺
人
者
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
か
は
、
私
共
の
観
点
か
ら
は
全
く
興
味
の
な
い
問
題

で
あ
る
が
、
他
の
観
点
か
ら
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
物
は
こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
に
共
に
利
用
が
あ
る
の

み
で
な
く
、
後
の
場
合
に
利
用
が
よ
り
多
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
我
々
の
各
々
が
あ
る
物
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
欲
望
を
欲
す
る
ま
ま
に
満
足
し
得
る
ほ
ど
多
く
の
こ
の
物
の

量
が
存
在
し
な
い
と
き
、
こ
の
物
は
我
々
の
処
分
に
対
し
限
ら
れ
た
量
し
か
な
い
と
い
う
。
世
に
は
、
全
く
無

い
場
合
を
除
け
ば
、
常
に
無
限
量
が
我
々
の
処
分
に
委



せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
若
干
の
利
用
が
あ
る
。
例
え
ば

大
気
、
太
陽
が
上
っ
て
い
る
と
き
の
太
陽
の
光
線
と
熱
、
湖
水
の
岸
辺
の
水
、
河
川
の
岸
の
水
等
は
、
何
人
に

も
不
足
の
無
い
程
度
に
存
在
し
、
何
人
も
欲
す
る
ま
ま
の
量
を
採
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
物
は
利
用
を

有
す
る
が
一
般
に
稀
少
で
は
な
く
、
社
会
的
富
を
成
さ
な
い
。
例
外
的
に
こ
れ
ら
の
物
も
稀
少
と
な
る
こ
と
が
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あ
る
が
、
そ
の
と
き
に
は
こ
れ
ら
の
物
も
社
会
的
富
の
一
部
を
成
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
二
二
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
稀﹅
少﹅
（rare

）
と
稀﹅
少﹅
性﹅
（
〔rarete'

〕
）
と
い
う
語
が
こ
こ
で
い
か
な
る
意
味

の
も
の
で
あ
る
か
が
解
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
は
、
力
学
に
お
け
る
速
度
、
物
理
学
に
お
け
る
熱
と
い
う
語

の
意
味
の
如
く
科
学
的
で
あ
る
。
数
学
者
や
物
理
学
者
に
と
っ
て
は
速
度
は
緩
徐






に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、

熱
は
寒
さ
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
緩
徐
は
数
学
者
に
と
っ
て
は
よ
り
少
い
速
度
に
過
ぎ
な
い
し
、
寒
さ

は
物
理
学
者
に
と
っ
て
よ
り
少
い
熱
に
過
ぎ
な
い
。
科
学
上
の
用
語
で
は
、
物
体
は
動
き
始
め
れ
ば
速
度
を
も

ち
、
何
ら
か
の
温
度
を
も
ち
始
め
れ
ば
熱
を
も
つ
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
稀
少
性
と
豊
富
と
は
互
に
矛
盾
し

な
い
。
い
か
に
豊
富
に
存
在
す
る
物
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
物
に
利
用
が
あ
り
、
量
に
お
い
て
限
ら
れ
て
い
る
な

ら
、
経
済
学
上
で
は
稀
少
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
る
物
体
が
あ
る
時
間
中
に
あ
る
空
間
を
通
過
す
れ
ば
、

こ
の
物
は
力
学
上
で
は
速
度
を
も
つ
と
い
わ
れ
る
の
と
全
く
異
る
所
が
な
い
。
し
か
ら
ば
あ
た
か
も
、
通
過
せ

ら
れ
た
空
間
の
こ
れ
を
通
過
す
る
に
要
し
た
時
間
に
対
す
る
比
、
ま
た
は
一
単
位
時
間
に
の
う
ち
に
通
過
せ
ら

れ
た
空
間
が
速
度
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
稀
少
性
と
は
、
利
用
の
量
に
対
す
る
比
、
ま
た
は
一
単
位
の
量
の
う

ち
に
含
ま
れ
る
利
用
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
ば
ら
く
私
は
こ
の
点
に
対
す
る
断
定
を
下
す
の
を
差
控
え
、

後
に
再
び
こ
の
論
究
に
立
ち
帰
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
利
用
の
あ
る
物
は
そ
の
量
の
制
限
せ
ら
れ
て
い
る
事

実
に
よ
っ
て
稀
少
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
と
し
て
三
つ
の
事
情
が
生
れ
る
。

　
二
三
　
（
１
）
量
に
お
い
て
限
ら
れ
か
つ
利
用
の
あ
る
物
は
、
専
有
せ
ら
れ
る
。
無
用
の
物
は
、
専
有
せ
ら

れ
な
い
。
何
ら
の
用
途
に
も
役
立
た
な
い
物
は
、
何
人
も
こ
れ
を
専
有
し
よ
う
と
思
わ
な
い
。
ま
た
利
用
の
あ
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る
物
で
あ
っ
て
も
無
限
の
量
の
あ
る
も
の
は
専
有
せ
ら
れ
な
い
。
ま
ず
こ
の
よ
う
な
物
は
、
無
理
に
押
し
付
け

る
こ
と
も
出
来
ね
ば
ま
た
差
押
え
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
人
々
は
こ
れ
ら
の
物
を
共
有
の
状
態
か
ら
取
り
去
っ

て
し
ま
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
無
限
の
量
が
あ
る
か
ら
、
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
大
部
分
を
各
自
の
処
分
の

下
に
置
き
得
る
の
な
ら
と
に
か
く
、
わ
ず
か
一
部
分
を
所
有
し
貯
え
て
お
い
て
、
何
に
な
る
か
。
何
か
に
こ
れ

を
利
用
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
だ
が
、
何
人
も
常
に
こ
れ
を
獲
得
出
来
る
の
に
、
誰
が
こ
れ
を
需
要
す
る
の
か
。

そ
れ
と
も
自
ら
こ
れ
を
使
用
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
か
。
だ
が
常
に
い
つ
で
も
こ
れ
を
獲
得
出
来
る
こ
と
が
確

実
で
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
を
貯
蔵
し
て
何
の
役
に
立
つ
か
。
空
気
は
誰
に
も
与
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の

で
、
ま
た
自
ら
呼
吸
す
る
必
要
を
感
ず
る
場
合
に
は
、
口
を
開
け
ば
こ
れ
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
空
気
の

貯
蔵
を
し
て
お
く
必
要
は
な
い
（
通
常
の
場
合
を
い
う
の
で
あ
る
）
。
こ
れ
に
反
し
限
ら
れ
た
量
し
か
存
在
し

な
い
利
用
の
あ
る
物
は
、
専
有
せ
ら
れ
得
る
物
で
あ
り
、
専
有
せ
ら
れ
る
。
ま
ず
そ
れ
ら
は
、
強
制
的
に
押
し

つ
け
る
こ
と
も
出
来
れ
ば
、
差
押
え
さ
れ
る
こ
と
も
出
来
る
。
あ
る
数
の
個
人
の
み
が
、
こ
の
物
の
存
在
す
る

量
を
集
め
て
、
共
有
の
領
域
に
こ
れ
を
残
し
て
お
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
た
し
か
に
可
能
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
操
作
を
行
え
ば
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
は
二
重
の
利
益
が
あ
る
。
第
一
に
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
物
の
貯
蔵

を
確
保
し
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
自
ら
の
欲
望
を
充
す
に
役
立
た
せ
る
可
能
性
を
準
備
し
て
お
く
。
第
二
に
も

し
彼
ら
が
そ
の
貯
蔵
の
一
部
し
か
消
費
し
よ
う
と
欲
し
な
い
か
ま
た
は
消
費
し
得
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
過
剰

量
と
交
換
に
、
そ
の
代
り
と
し
て
消
費
す
べ
き
か
つ
量
に
お
い
て
限
ら
れ
た
他
の
利
用
を
獲
得
す
る
能
力
を
保

留
し
て
お
く
。
し
か
し
こ
れ
は
ま
た
私
共
が
別
に
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
の
異
る
事
実
と
な
っ
て
く
る
。
今
こ
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こ
で
は
専
有
（
従
っ
て
合
法
的
な
ま
た
は
正
義
に
一
致
せ
る
専
有
で
あ
る
所
有
権
も
ま
た
）
は
社
会
的
富
に
し

か
存
在
せ
ず
、
ま
た
す
べ
て
の
社
会
的
富
に
存
在
す
る
と
認
め
て
お
く
に
止
め
る
。

　
二
四
　
（
２
）
利
用
が
あ
っ
て
量
に
お
い
て
限
ら
れ
た
物
は
、
先
に
一
言
触
れ
た
よ
う
に
、
価
値
が
あ
り
か

つ
交
換
せ
ら
れ
得
る
。
稀
少
な
物
が
一
度
専
有
せ
ら
れ
る
と
（
そ
し
て
稀
少
な
も
の
の
み
が
専
有
せ
ら
れ
、
ま

た
専
有
せ
ら
れ
る
物
は
す
べ
て
稀
少
で
あ
る
）
こ
れ
ら
す
べ
て
の
物
の
間
に
一
つ
の
関
係
が
成
立
す
る
。
こ
の

関
係
と
は
、
こ
れ
ら
稀
少
な
物
の
各
々
は
、
そ
れ
に
固
有
な
直
接
的
利
用
と
は
独
立
に
、
特
別
な
性
質
と
し
て
、

一
定
の
比
例
で
他
の
各
々
と
交
換
せ
ら
れ
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
人
が
こ
れ
ら
稀

少
な
物
の
一
つ
し
か
も
っ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
こ
れ
を
譲
渡
し
て
こ
れ
と
交
換
に
、
自
ら
も
っ
て
い
な
い
他

の
稀
少
な
物
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
人
が
こ
の
稀
少
な
物
を
も
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
自
ら
所
有

し
て
い
る
稀
少
な
他
の
物
を
与
え
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
し
か
、
こ
れ
と
交
換
に
こ
の
稀
少
な
物
を
得
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
も
し
こ
の
物
を
も
所
有
せ
ず
、
ま
た
こ
れ
と
交
換
に
与
え
る
べ
き
何
も
の
も
有

た
な
い
と
す
れ

ば
、
こ
の
ま
ま
で
済
ま
す
ほ
か
は
な
い
。
交
換
価
値
の
事
実
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
所
有
権
の
事
実

と
同
じ
く
、
社
会
的
富
に
し
か
存
在
せ
ず
、
ま
た
す
べ
て
の
社
会
的
富
の
上
に
存
在
す
る
。

　
二
五
　
（
３
）
利
用
が
あ
っ
て
量
に
お
い
て
限
ら
れ
た
物
は
産
業
に
よ
り
生
産
せ
ら
れ
得
る
物
で
あ
り
、
ま

た
は
増
加
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
規
則
的
組
織
的
努
力
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
生
産
し
、
そ
の
数
を

出
来
る
だ
け
多
く
増
加
す
る
の
が
利
益
で
あ
る
。
世
の
中
に
は
雑
草
や
何
ら
の
役
に
も
立
た
な
い
動
物
の
よ
う

な
利
用
の
無
い
物
（
有
害
な
物
ま
で
も
い
わ
ぬ
と
し
て
も
）
が
あ
る
。
人
々
は
こ
れ
ら
の
物
の
う
ち
に
、
こ
れ
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ら
の
物
を
無
用
の
範
疇
か
ら
有
用
の
範
疇
に
移
さ
し
め
得
る
性
質
が
な
い
か
と
、
注
意
深
く
探
索
す
る
。
ま
た

利
用
は
あ
る
が
量
に
お
い
て
限
り
無
く
存
在
す
る
物
も
あ
る
。
人
々
は
こ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
は
す
る
が
、
そ

の
量
を
増
加
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
最
後
に
利
用
が
あ
っ
て
量
に
お
い
て
限
ら
れ
た
物
す
な
わ
ち
稀
少
な
物
が

あ
る
。
こ
の
最
後
の
も
の
の
み
が
、
現
在
の
限
ら
れ
た
量
を
よ
り
多
く
す
る
目
的
を
も
つ
研
究
ま
た
は
行
動
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
最
後
の
物
は
例
外
無
く
か
か
る
研
究
ま
た
は
行

動
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
の
も
明
ら
か
で
あ
る
。
故
に
も
し
既
に
呼
ん
だ
よ
う
に
、
稀
少
な
物
の
総
体

を
社
会
的
富
と
呼
べ
ば
、
産
業
的
生
産
（production industrielle

）
ま
た
は
産
業
（industrie

）
は
、
社
会
的

富
だ
け
に
そ
し
て
す
べ
て
の
社
会
的
富
に
行
わ
れ
る
。

　
二
六
　
交
換
価
値
、
産
業
、
所
有
権
、
こ
れ
ら
は
物
の
量
の
制
限
す
な
わ
ち
稀
少
性
に
よ
っ
て
生
ず
る
三
つ

の
一
般
的
事
実
で
あ
り
、
三
つ
の
系
列
ま
た
は
種
類
の
特
種
的
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
三
種
の
事
実
が

動
く
場
面
は
す
べ
て
の
社
会
的
富
で
あ
り
、
ま
た
社
会
的
富
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
は
、
例
え
ば
ロ
ッ
シ
の

よ
う
に
、
経
済
学
は
社
会
的
富
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
た
と
え
不
正
確
で
な
い
と
し
て
も
い
か

に
不
明
瞭
で
粗
雑
で
非
哲
学
的
で
あ
る
か
が
解
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
経
済
学
は
い
か
な
る
観
点
か
ら
社
会
的

富
を
研
究
す
る
の
で
あ
る
か
。
そ
の
交
換
価
値
の
観
点
、
す
な
わ
ち
社
会
的
富
に
行
わ
れ
る
売
買
の
現
象
の
観

点
か
ら
か
。
ま
た
は
産
業
的
生
産
の
観
点
す
な
わ
ち
社
会
的
富
を
増
加
す
る
こ
と
が
有
利
で
あ
る
か
不
利
で
あ

る
か
の
条
件
の
観
点
か
ら
で
あ
る
か
。
最
後
に
社
会
的
富
を
目
的
と
す
る
所
の
所
有
権
す
な
わ
ち
専
有
を
合
法

的
ま
た
は
非
合
法
的
な
ら
し
め
る
条
件
の
観
点
か
ら
で
あ
る
か
。
我
々
は
そ
れ
を
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が
特
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に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
こ
れ
ら
三
つ
ま
た
は
二
つ
の
観
点
か
ら
同
時
に
研
究
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
容
易
に
解
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
観
点
は
各
々
全
く
異
っ
て
い
る
か
ら
。

　
二
七
　
稀
少
な
物
が
一
度
専
有
せ
ら
れ
る
と
き
、
い
か
に
し
て
交
換
価
値
を
得
る
か
を
、
私
共
は
先
験
的
に

認
め
た
（
第
二
四
節
）
。
一
般
的
事
実
の
う
ち
に
交
換
の
事
実
を
経
験
的
に
認
め
よ
う
と
思
え
ば
、
我
々
は
た

だ
眼
を
開
き
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。

　
我
々
は
皆
日
々
、
特
種
な
一
系
列
の
行
為
と
し
て
、
交
換
す
な
わ
ち
売
と
買
と
を
な
し
て
い
る
。
我
々
の
あ

る
者
は
土
地
ま
た
は
土
地
の
使
用
ま
た
は
土
地
の
果
実
を
売
る
。
あ
る
者
は
家
ま
た
は
家
の
使
用
を
売
る
。
あ

る
者
は
大
量
に
獲
得
し
た
工
業
生
産
物
ま
た
は
商
品
を
細
分
し
て
売
る
。
あ
る
者
は
診
療
・
弁
護
・
芸
術
作
品

・
あ
る
日
数
ま
た
は
時
間
の
労
働
を
売
る
。
こ
れ
ら
を
売
っ
て
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
貨
幣
を
受
け
る
。
か
く
し

て
得
た
貨
幣
で
人
々
は
、
あ
る
と
き
は
パ
ン
・
肉
・
葡
萄
酒
を
購





い
、
あ
る
と
き
は
衣
服
を
購
い
、
あ
る
と
き

は
住
居
を
購
い
、
あ
る
と
き
は
家
具
・
宝
石
・
馬
車
を
購
い
、
あ
る
と
き
は
原
料
ま
た
は
労
働
を
購
い
、
あ
る

と
き
は
商
品
・
家
屋
・
土
地
を
購
い
、
あ
る
と
き
は
種
々
の
企
業
の
株
式
ま
た
は
債
券
を
購
う
。

　
交
換
は
市
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
あ
る
特
種
な
交
換
が
行
わ
れ
る
場
所
を
、
我
々
は
特
種
な
市
場
と
考
え

る
。
例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
・
フ
ラ
ン
ス
市
場
・
パ
リ
市
場
、
な
ど
と
い
う
。
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
（Le

H
avre

）

は
棉
花





市
場
で
あ
り
、
ボ
ル
ド
ー
は
葡
萄
酒
の
市
場
で
あ
り
、
食
品
市
場
（leshalles

）
と
い
え
ば
果
実
・
野

菜
・
小
麦
・
そ
の
他
の
穀
物
の
市
場
で
あ
り
、
証
券
取
引
所
（la

bourse

）
は
商
業
証
券
の
市
場
で
あ
る
。

　
小
麦
の
市
場
を
と
れ
ば
、
そ
こ
で
与
え
ら
れ
た
時
に
お
い
て
五
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
小
麦
が
一
二
〇
フ
ラ
ン
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す
な
わ
ち
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
銀
六
百
グ
ラ
ム
と
交
換
せ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
「
小
麦
の
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル

は
二
四
フ
ラ
ン
の
価
値
が
あ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
が
交
換
価
値
の
事
実
で
あ
る
。

　
二
八
　
小
麦
の
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
は
二
四
フ
ラ
ン
の
価
値
が
あ
る
。
ま
ず
こ
の
事
実
は
自
然
的
事
実
の
性

質
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
銀
で
表
わ
し
た
小
麦
の
こ
の
価
値
す
な
わ
ち
小
麦
の
こ
の
価

格
は
、
売
手
の
意
志
か
ら
生
ず
る
の
で
も
な
く
、
買
手
の
意
志
か
ら
生
ず
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
こ
れ
ら
の
二

つ
の
意
志
の
合
致
か
ら
生
ず
る
の
で
も
な
い
。
売
手
は
よ
り
高
く
売
ろ
う
と
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
な
し
得

な
い
。
な
ぜ
な
ら
小
麦
は
こ
れ
以
上
の
価
値
が
無
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
売
手
が
こ
の
価
格
で
売
ら
な
け
れ
ば
、

買
手
は
、
こ
の
価
格
で
売
ろ
う
と
し
て
い
る
他
の
あ
る
数
の
売
手
を
見
出
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
買
手
は

よ
り
安
く
買
お
う
と
す
る
が
そ
れ
を
な
し
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
小
麦
の
価
値
は
こ
れ
以
下
で
は
な
い
か
ら
で
あ

り
、
ま
た
買
手
が
こ
の
価
格
で
買
お
う
と
し
な
け
れ
ば
、
売
手
は
こ
の
価
格
で
買
お
う
と
す
る
あ
る
数
の
買
手

を
見
出
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
故
に
交
換
価
値
の
事
実
は
、
一
度
成
立
す
れ
ば
、
自
然
的
事
実
の
性
質
を
も
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
そ
の
起
源

に
お
い
て
も
自
然
で
あ
り
、
そ
の
現
わ
れ
に
お
い
て
も
自
然
で
あ
り
、
そ
の
存
在
の
様
式
に
お
い
て
も
自
然
で

あ
る
。
小
麦
や
銀
が
価
値
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
物
が
稀
少
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
利

用
が
あ
り
、
か
つ
量
に
お
い
て
制
限
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
事
情
は
共
に
自
然
的
で

あ
る
。
そ
し
て
小
麦
と
銀
と
が
互
に
比
較
せ
ら
れ
て
、
し
か
じ
か
の
価
値
を
有
つ
の
は
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

稀
少
の
程
度
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
言
葉
で
い
え
ば
、
利
用
の
程
度
及
び
量
に
お
い
て
制
限
せ
ら
れ
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る
程
度
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
事
情
は
右
に
述
べ
た
そ
れ
ら
と
同
じ
く
自
然
現
象
で
あ

る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
、
我
々
が
価
格
に
対
し
何
ら
の
働
き
を
も
加
え
得
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
重
さ
が

自
然
法
則
に
従
う
自
然
的
事
実
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
を
袖

手







傍
観
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
我
々
の
便
利
に
な
る
よ
う
に
こ
れ
に
抵
抗
し
た
り
、
こ
れ
を
自
由
に
働
か
せ
た
り
す
る
。
し
か

し
こ
の
性
質
も
法
則
も
変
化
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
我
々
は
い
わ
ば
こ
れ
に
従
っ
て
し
か
、
こ
れ
を
支
配
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
価
値
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
小
麦
に
つ
い
て
い
え
ば
、
小
麦
の
在
荷
貯
蔵
量

の
一
部
を
破
棄
し
て
そ
の
価
格
を
騰
貴
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
小
麦
に
代
え
て
、
米
、
馬
鈴
薯
、
ま

た
は
そ
の
他
の
物
を
食
し
て
、
こ
の
価
格
を
下
落
せ
し
め
る
こ
と
も
出
来
る
。
ま
た
小
麦
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル

の
価
値
は
二
四
フ
ラ
ン
で
は
な
く
、
二
〇
フ
ラ
ン
で
あ
る
べ
し
と
法
律
で
定
め
る
こ
と
さ
え
も
出
来
る
。
前
の

場
合
に
は
我
々
が
価
値
の
原
因
に
働
き
を
加
え
た
の
で
あ
っ
て
、
自
然
的
価
値
を
、
他
の
自
然
的
価
値
に
置
き

換
え
た
に
過
ぎ
な
い
。
第
二
の
場
合
に
は
我
々
は
事
実
そ
の
も
の
に
働
き
を
加
え
た
の
で
あ
っ
て
、
自
然
的
価

値
に
人
為
的
価
値
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
厳
密
に
い
え
ば
、
交
換
を
廃
止
し
て
、
価
値
を
廃
止
す
る
こ

と
も
出
来
る
。
し
か
し
も
し
交
換
を
行
う
も
の
と
し
て
、
在
庫
貯
蔵
量
と
消
費
量
と
の
あ
る
状
態
、
一
言
に
い

っ
て
稀
少
性
の
状
態
が
与
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
あ
る
価
値
が
生
じ
ま
た
は
生
じ
よ
う
と
す
る
傾
向

を
我
々
は
妨
げ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
二
九
　
小
麦
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
は
二
四
フ
ラ
ン
の
価
値
が
あ
る
。
だ
が
こ
の
場
合
に
こ
の
事
実
は
数
学
的
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性
質
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
銀
で
表
わ
し
た
小
麦
の
価
値
す
な
わ
ち
小
麦
の
価
格
は
、

昨
日
、
二
二
ま
た
は
二
三
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
先
刻
は
二
三
・
五
〇
フ
ラ
ン
ま
た
は
二
三
・
七
五
フ
ラ
ン
で
あ

っ
た
。
し
ば
ら
く
の
後
に
は
二
四
・
二
五
フ
ラ
ン
ま
た
は
二
四
・
五
〇
フ
ラ
ン
と
な
り
、
明
日
は
、
二
五
ま
た

は
二
六
フ
ラ
ン
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
今
日
の
現
在
で
は
二
四
フ
ラ
ン
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
で
も
無
け

れ
ば
、
そ
れ
以
下
で
も
無
い
。
こ
の
事
実
は
明
白
に
数
学
的
事
実
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ

て
直
ち
に
こ
れ
を
方
程
式
で
表
わ
す
こ
と
が
出
来
、
ま
た
こ
の
表
わ
し
方
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
真
の
表
現
を

な
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
は
小
麦
の
量
の
尺
度
の
単
位
と
し
て
許
容
せ
ら
れ
、
グ
ラ
ム
は
銀
の
量
の
尺
度
の
単
位
と

し
て
許
容
せ
ら
れ
た
と
し
て
、
も
し
小
麦
五
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
が
銀
六
百
グ
ラ
ム
と
交
換
せ
ら
れ
る
と
す
る
と
、

正
確
に
は
「
小
麦
五
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
は
銀
六
百
グ
ラ
ム
に
等
し
い
価
値
を
有
す
る
」
と
い
う
こ
と
も
出
来
れ

ば
、
「
小
麦
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
交
換
価
値
の
五
倍
は
、
銀
一
グ
ラ
ム
の
交
換
価
値
の
六
百
倍
に
等
し
い
」

と
い
う
こ
と
も
出
来
る
。

　
そ
こ
で
、vb

」
は
縦
中
横
﹈ 

を
小
麦
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
交
換
価
値
で
あ
る
と
し
、 va

」
は
縦
中
横
﹈

 

を
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
銀
一
グ
ラ
ム
の
交
換
価
値
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
ら
ば
数
学
の
普
通
の
記
号
法
に
よ

っ
て
、
方
程
式

　
　[1] 5vb=600va

が
得
ら
れ
、
ま
た
両
辺
を
５
で
除
せ
ば
、
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　vb=120va

が
得
ら
れ
る
。

　
も
し
ま
た
、
既
に
述
べ
た
例
の
中
で
仮
定
し
た
よ
う
に
、
一
グ
ラ
ム
の
銀
の
交
換
価
値
の
代
り
に
、
九
〇
パ

ー
セ
ン
ト
の
銀
五
グ
ラ
ム
の
交
換
価
値
を
価
値
の
尺
度
と
し
て
採
用
し
、
か
つ
こ
の
銀
五
グ
ラ
ム
の
交
換
価
値

を
フ
ラ
ン
と
呼
べ
ば
、
換
言
す
れ
ば
、

　
　
　
　5va=1
フ
ラ
ン

で
あ
る
と
す
れ
ば
、

　
　[2]vb=24

フ
ラ
ン

と
な
る
。

　
し
か
し
﹇
１
﹈
の
形
式
を
と
ろ
う
が
、
﹇
２
﹈
の
形
式
を
と
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
方
程
式
は
、
「
小
麦
一
ヘ

ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
価
値
は
二
四
フ
ラ
ン
で
あ
る
」
と
い
う
句
の
正
確
な
飜
訳
　
　
私
は
あ
え
て
こ
の
事
実
の
科

学
的
表
現
で
あ
る
と
い
い
た
い
　
　
で
あ
る
。

　
三
〇
　
故
に
交
換
価
値
は
一
つ
の
大
き
さ
で
あ
り
、
評
価
せ
ら
れ
得
る
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
を
、
私
共
は
今

か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
一
般
に
数
学
が
こ
の
種
の
大
き
さ
の
研
究
を
目
的
と
す
る
と
し
た
ら
、
た

し
か
に
こ
こ
に
、
今
ま
で
数
学
者
が
忘
れ
て
い
て
充
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
数
学
の
一
分
科
、
交
換
価

値
の
理
論
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
私
は
、
こ
の
科
学
が
経
済
学
の
全
部
で
あ
る
と
は
い
わ
な
い
。
こ
れ
は
既
に
人
々
が
熟
知
し
て
い
る
所
で
あ
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る
。
力
、
速
度
は
評
価
し
得
る
力
で
あ
る
が
、
力
と
速
度
の
数
学
的
理
論
が
力
学
の
全
部
で
は
な
い
。
し
か
し

こ
の
純
粋
力
学
が
応
用
力
学
に
先
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
同
様
に
応
用
経
済
学
に
先
行
す
る

純
粋
経
済
学
が
あ
り
、
こ
の
純
粋
経
済
学
は
物
理
数
学
的
科
学
に
全
く
相
類
す
る
科
学
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は

全
く
斬
新
で
あ
り
、
奇
異
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
既
に
こ
の
主
張
を
証
明
し
た
。
私
は
こ
れ

を
更
に
よ
く
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
純
粋
経
済
学
す
な
わ
ち
交
換
価
値
と
交
換
の
理
論
、
更
に
換
言
す
れ
ば
抽
象
的
に
考
え
ら
れ
た
社
会
的
富
の

理
論
が
、
力
学
・
水
力
学
の
如
く
、
物
理
数
学
的
科
学
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
に
数
学
的
方
法
と
用
語
と
を

用
い
る
の
に
、
何
ら
の
躊
躇
を
す
る
必
要
は
な
い
。

　
数
学
的
方
法
は
経
験
的
方
法
で
は
な
く
、
合
理
的
方
法
で
あ
る
。
狭
義
の
自
然
科
学
は
、
自
然
を
純
粋
に
単

純
に
記
述
す
る
に
止
ま
り
、
経
験
の
領
域
外
に
出
な
い
も
の
で
あ
る
か
。
私
は
、
こ
の
問
題
に
答
え
る
労
を
自

然
科
学
者
に
委
せ
て
お
く
。
だ
が
た
し
か
な
の
は
、
物
理
数
学
的
科
学
は
狭
義
の
数
学
の
如
く
そ
の
内
容
の
タ

イ
プ
を
経
験
に
借
り
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
を
借
り
た
そ
の
と
き
か
ら
経
験
の
領
域
を
離
れ
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
科
学
は
現
実
の
タ
イ
プ
か
ら
理
念
的
タ
イ
プ
を
定
義
し
、
引
出
し
て
く
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

定
義
の
基
礎
の
上
に
、
先
験
的
に
定
理
と
証
明
の
足
場
を
作
る
。
そ
し
て
後
そ
の
結
論
を
応
用
し
よ
う
と
し
て

経
験
に
帰
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
論
を
確
証
し
よ
う
と
し
て
経
験
の
う
ち
に
入
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
。
幾
何

学
を
多
少
で
も
学
ん
だ
者
は
何
人
も
熟
知
す
る
よ
う
に
、
円
の
半
径
は
互
に
相
等
し
く
、
三
角
形
の
内
角
の
和

は
二
直
角
に
等
し
い
。
だ
が
こ
れ
は
抽
象
的
理
念
的
円
ま
た
は
三
角
形
に
お
い
て
の
み
真
理
で
あ
る
。
実
在
は
、
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こ
れ
ら
の
定
義
や
証
明
を
近
似
的
に
し
か
確
証
し
な
い
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
定
義
と
証
明
と
は
充
分
に
実
在
に

応
用
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
従
い
、
純
粋
経
済
学
は
、
交
換
、
需
要
、
供
給
、
市
場
、
資
本
、
収

入
、
生
産
的
用
役
、
生
産
物
等
の
タ
イ
プ
を
経
験
に
借
り
ね
ば
な
ら
ぬ
。
純
粋
経
済
学
は
、
こ
れ
ら
の
現
実
的

形
態
か
ら
、
定
義
に
よ
っ
て
理
念
的
形
態
を
抽
象
し
、
こ
れ
ら
理
念
的
形
態
の
上
に
推
論
を
行
い
、
科
学
が
成

立
し
て
か
ら
応
用
を
目
的
と
し
て
再
び
現
実
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
よ
う
に
し
て
理
念
的
市
場
に
お

い
て
、
理
念
的
需
要
供
給
と
厳
密
な
関
係
を
も
つ
所
の
理
念
的
価
格
が
得
ら
れ
る
。
他
も
す
べ
て
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
純
粋
な
真
理
は
し
ば
し
ば
応
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
厳
密
に
い
え
ば
、
科
学
の
た
め
に
科

学
を
研
究
す
る
の
は
、
科
学
者
の
権
利
で
あ
る
。
あ
る
奇
怪
な
図
形
の
奇
怪
な
性
質
が
不
思
議
な
ら
ば
、
幾
何

学
者
は
こ
れ
を
研
究
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
（
ま
た
日
々
こ
の
権
利
を
行
使
し
て
い
る
）
。
け
れ
ど
も
純
粋

経
済
学
の
こ
れ
ら
の
真
理
も
、
応
用
経
済
学
及
び
社
会
経
済
学
の
上
の
最
も
重
要
で
最
も
論
争
が
あ
っ
た
か
つ

最
も
不
分
明
な
問
題
に
解
決
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
後
に
明
ら
か
に
す
る
如
く
で
あ
る
。

　
用
語
に
関
し
て
は
、
数
学
上
の
用
語
を
用
い
れ
ば
少
数
の
語
で
最
も
正
確
に
最
も
明
快
に
表
現
出
来
る
こ
と

を
ば
、
リ
カ
ル
ド
が
し
ば
し
ば
な
し
た
よ
う
に
、
ま
た
ミ
ル
が
経
済
原
論
の
到
る
所
に
な
し
た
よ
う
に
、
通
常

の
用
語
を
用
い
て
す
こ
ぶ
る
不
正
確
に
す
こ
ぶ
る
困
難
に
説
明
す
る
こ
と
に
人
々
が
執

著








し
て
い
る
の
は
、

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
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第
四
章
　
産
業
の
事
実
と
応
用
経
済
学
と
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
所
有
権
の
事
実
と
社
会
経
済
学
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
三
一
　
産
業
の
事
実
。
直
接
的
利
用
、
間
接
的
利
用
。
利
用
の
増
加
。
間
接
的
利

　
　
　
　
　
　
　
　
用
の
直
接
的
利
用
へ
の
変
形
。
三
二
　
産
業
の
二
系
列
の
活
動
。
（
一
）
技
術
的
活
動
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
分
業
の
結
果
生
ず
る
経
済
的
活
動
。
三
三
　
二
重
の
問
題
。
三
四
　
産
業
的
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
的
生
産
の
事
実
は
社
会
的
事
実
で
自
然
的
事
実
で
は
な
く
、
産
業
的
事
実
で
道
徳
的
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
な
い
。
社
会
的
富
の
生
産
の
理
論
は
応
用
科
学
で
あ
る
。
三
五
　
専
有
の
事
実
は
社

　
　
　
　
　
　
　
　
会
的
事
実
で
あ
っ
て
、
自
然
的
事
実
で
は
な
い
。
自
然
は
占
有
せ
ら
れ
得
る
状
態
を
作
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
人
間
が
専
有
を
な
す
。
三
六
、
三
七
　
道
徳
的
事
実
で
あ
っ
て
、
産
業
的
事
実
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
所
有
権
は
合
法
的
な
専
有
で
あ
る
。
三
八
　
共
産
主
義
と
個
人
主
義
。
社
会
的
富
の
分
配

　
　
　
　
　
　
　
　
の
理
論
は
道
徳
科
学
で
あ
る
。
三
九
　
道
徳
と
経
済
学
の
関
係
の
問
題
。

　
三
一
　
量
に
お
い
て
限
ら
れ
て
利
用
が
あ
る
物
の
み
が
産
業
に
よ
り
生
産
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ

れ
ら
は
す
べ
て
産
業
に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
れ
る
（
第
二
五
節
）
。
そ
し
て
事
実
に
お
い
て
確
か
に
、
産
業
は
稀

少
な
物
し
か
生
産
し
よ
う
と
努
力
し
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
ら
は
稀
少
な
す
べ
て
の
物
を
生
産
し
よ
う
と
努
力
す
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る
。

　
私
は
、
こ
の
産
業
的
生
産
の
事
実
を
、
今
か
ら
、
多
少
の
正
確
さ
を
も
っ
て
明
白
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

量
に
お
い
て
限
ら
れ
て
利
用
が
あ
る
物
は
、
こ
の
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
不
便
の
ほ
か
（
こ
れ
は
一
つ
の
不
便

で
あ
る
）
、
往
々
に
し
て
な
お
他
の
不
便
す
な
わ
ち
直
接
的
利
用
を
有
し
な
い
で
た
だ
間
接
的
利
用
を
も
っ
て

い
る
と
い
う
不
便
を
有
し
て
い
る
。
羊
の
毛
は
無
論
利
用
が
あ
る
物
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
欲
望
の
充
足
例

え
ば
衣
服
の
た
め
の
欲
望
充
足
に
用
い
る
に
先
立
っ
て
、
我
々
は
こ
れ
に
、
羊
毛
を
布
と
す
る
操
作
と
、
布
を

衣
服
と
す
る
操
作
と
の
二
つ
の
予
備
的
な
産
業
上
の
操
作
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
で
利
用
が
あ
る

が
そ
れ
が
間
接
で
あ
り
量
に
お
い
て
限
ら
れ
た
物
の
数
は
す
こ
ぶ
る
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
わ
ず
か

に
一
瞬
間
の
熟
考
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
産
業
的
生
産
は
、
量
に
お
い
て
限
ら
れ
て
し
か
存
在
し
な

い
利
用
が
あ
る
物
の
量
を
増
加
す
る
目
的
と
、
間
接
的
利
用
を
直
接
的
利
用
に
変
化
す
る
目
的
と
の
、
二
つ
の

目
的
を
追
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
く
る
。

　
先
に
産
業
は
、
物
の
目
的
を
人
格
の
目
的
に
従
属
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
人
格
と
物
と
の
関
係
の

総
体
で
あ
る
と
、
極
め
て
一
般
的
に
定
義
し
て
お
い
た
が
、
産
業
の
目
的
は
か
く
し
て
、
正
確
に
な
っ
て
く
る
。

人
間
が
す
べ
て
の
物
と
関
係
を
も
っ
て
く
る
の
は
、
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
物
を
利
用
す
る
が
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
関
係
の
不
変
の
目
的
が
、
社
会
的
富
の
増
加
及
び
変
形
に
あ
る
こ
と
も
ま
た
た
し
か
で
あ
る
。

　
三
二
　
こ
の
二
重
の
目
的
は
、
全
く
異
る
二
系
列
の
活
動
を
通
じ
て
、
人
間
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
。

　
一
、
産
業
活
動
の
二
系
列
の
一
つ
は
、
狭
義
の
産
業
活
動
す
な
わ
ち
技
術
的
操
作
か
ら
成
る
。
例
え
ば
農
業
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は
、
食
物
、
衣
服
に
役
立
つ
動
植
物
の
量
を
増
加
し
、
鉱
業
は
、
道
具
や
機
械
を
作
る
鉱
物
の
量
を
増
加
す
る
。

製
造
工
業
は
、
繊
維
を
絹
布
、
毛
織
物
、
綿
布
に
変
じ
、
鉱
物
を
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
機
械
に
変
化
す
る
。
土
木

建
築
業
は
工
場
、
鉄
道
を
建
設
す
る
。
た
し
か
に
そ
れ
ら
は
、
物
の
目
的
を
人
格
の
目
的
に
従
属
せ
し
め
よ
う

と
す
る
人
と
物
と
の
関
係
の
性
質
を
明
ら
か
に
も
つ
活
動
で
あ
り
、
ま
た
社
会
的
富
の
増
加
と
変
形
を
目
的
と

す
る
よ
り
限
ら
れ
た
か
つ
よ
り
確
定
せ
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
活
動
で
あ
る
。
故
に
そ
れ
ら
は
応
用
科
学
ま
た

は
政
策
の
対
象
の
第
一
系
列
を
構
成
す
る
産
業
事
実
の
第
一
系
列
す
な
わ
ち
技
術
で
あ
る
。

　
二
、
産
業
活
動
の
第
二
は
、
狭
義
の
産
業
の
経
済
的
組
織
に
関
す
る
操
作
か
ら
成
る
。

　
上
に
述
べ
た
第
一
系
列
の
活
動
は
、
第
二
系
列
の
活
動
に
見
る
よ
う
な
事
実
す
な
わ
ち
人
の
生
理
が
分
業
に

適
す
る
事
実
が
な
い
も
の
と
し
て
も
、
産
業
全
体
を
構
成
し
技
術
全
体
の
対
象
を
構
成
し
得
よ
う
。
も
し
す
べ

て
の
人
の
運
命
が
互
に
独
立
し
て
そ
の
欲
望
を
充
足
す
る
も
の
だ
と
し
た
ら
、
我
々
は
各
々
孤
立
し
て
各
自
の

目
的
を
追
求
し
、
無
限
に
存
在
し
な
い
で
利
用
の
あ
る
物
を
、
自
ら
必
要
と
認
め
る
程
度
に
増
加
し
、
ま
た
自

ら
適
当
と
考
え
る
所
に
従
い
、
間
接
的
利
用
を
直
接
的
利
用
に
変
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
各
人
は
あ
る
い
は
百

姓
と
な
り
、
あ
る
い
は
製
糸
職
工
と
な
り
、
パ
ン
屋
と
も
な
り
、
洋
服
屋
と
も
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
の
状

態
は
動
物
の
そ
れ
に
近
づ
い
て
く
る
。
け
だ
し
狭
義
の
産
業
す
な
わ
ち
工
業
は
、
分
業
に
負
う
発
展
が
な
い
と

し
た
ら
、
些
細
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
ら
。
し
か
し
厳
密
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
も
第
一
系
列
に
属
す
る

産
業
は
存
在
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
経
済
的
産
業
生
産
が
存
在
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
実
際
に
お
い
て
は
、
今
私
共
が
想
像
し
た
如
く
で
は
な
い
。
人
は
た
だ
に
生
理
的
に
分
業
に
適
す
る
の
み
な
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ら
ず
、
ま
た
後
に
見
る
如
く
、
こ
の
適
性
は
人
間
の
生
存
と
生
計
と
に
必
要
な
条
件
で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
の

運
命
は
、
欲
望
の
充
足
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
独
立
で
は
な
く
し
て
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
今
こ
こ
で

は
分
業
の
事
実
を
、
そ
の
性
質
ま
た
は
起
源
に
つ
い
て
は
研
究
し
な
い
。
先
に
、
人
の
道
徳
的
自
由
と
人
格
の

事
実
を
認
め
た
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
研
究
に
入
ら
な
か
っ
た
如
く
、
こ
こ
で
も
今
は
し
ば
ら
く
右
の
事
実
の

存
在
を
認
め
て
お
く
に
止
め
る
。
こ
の
事
実
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
各
人
が
稀
少
な
物
を
自
ら
増
加
す
る
こ

と
な
く
、
ま
た
は
自
己
に
た
め
に
間
接
利
用
を
直
接
利
用
に
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
仕
事
を
各
々
特
種
の

職
業
に
よ
っ
て
分
割
し
て
行
わ
し
め
る
と
き
に
、
こ
の
事
実
は
成
立
す
る
。
あ
る
者
は
特
に
百
姓
で
あ
っ
て
百

姓
以
外
の
も
の
で
は
な
い
し
、
あ
る
者
は
特
に
製
糸
職
工
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外
の
者
で
は
な
い
し
、
他
の
者
も

こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
分
業
の
事
実
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
々
が
社
会
に
一
瞥






を
投
ず
れ
ば
、

直
ち
に
明
ら
か
に
存
在
を
認
め
ら
れ
る
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
事
実
の
み
が
経
済
的
産
業
生
産
の
事
実

を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
三
三
　
そ
こ
で
こ
の
こ
と
か
ら
二
つ
の
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

　
ま
ず
分
業
の
無
い
場
合
と
同
じ
く
、
分
業
が
行
わ
れ
る
場
合
に
も
、
社
会
的
富
の
産
業
的
生
産
は
単
に
豊
富

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
み
で
な
く
、
ま
た
よ
く
釣
合
を
保
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
稀
少
な
あ
る
物
が
過
剰

に
増
加
せ
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
他
の
物
の
量
が
不
充
分
に
増
加
せ
ら
れ
て
い
て
は
な
ら
ぬ
。
あ
る
間
接
的
利
用

が
大
規
模
に
直
接
的
利
用
に
変
化
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
他
の
間
接
的
利
用
が
不
充
分
な
程
度
に
し
か
直
接
的
利

用
に
変
形
せ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
も
し
我
々
の
各
々
が
自
ら
百
姓
の
仕
事
も
、
大
工
の
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仕
事
も
、
技
師
の
仕
事
も
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
自
ら
必
要
と
信
ず
る
だ
け
す
る
で
あ

ろ
う
。
同
様
に
職
業
が
分
化
し
て
い
る
場
合
に
も
、
製
造
工
業
家
が
多
過
ぎ
て
、
他
方
百
姓
が
少
な
過
ぎ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
分
業
が
行
わ
れ
な
い
場
合
と
同
じ
く
、
分
業
が
行
わ
れ
る
場
合
に
も
、
社
会
に
お
け
る
人
々
の
間
に

行
わ
れ
る
社
会
的
富
の
分
配
が
、
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
経
済
的
秩
序
が
乱
れ
て
い
て
は
な
ら
ぬ
よ
う
に
、

道
徳
的
秩
序
が
乱
れ
て
い
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
我
々
の
各
々
が
、
自
ら
消
費
す
る
一
切
の
物
を
自
ら
生
産
し
、

自
ら
生
産
す
る
物
し
か
消
費
し
な
い
と
す
れ
ば
、
生
産
が
消
費
の
必
要
を
目
的
と
し
て
規
制
せ
ら
れ
る
の
み
な

ら
ず
、
消
費
も
ま
た
そ
の
生
産
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
職
業
の
分
化
が
あ

っ
た
か
ら
と
て
、
あ
る
者
が
僅
少
な
生
産
を
な
し
な
が
ら
、
多
量
の
消
費
を
な
し
、
あ
る
他
の
者
が
多
く
の
多

く
の
生
産
を
な
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
の
消
費
し
か
な
し
得
な
い
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
か
く
て
こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
の
重
要
さ
も
了
解
せ
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
ら
の
問
題
に
与
え
ら
れ
た
種
々
な
る
解

答
の
意
味
も
了
解
せ
ら
れ
得
よ
う
。
同
業
組
合
、
職
工
組
合
、
親
方
の
制
度
は
、
特
に
生
産
の
釣
合
の
条
件
を

充
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
商
工
業
自
由
の
制
度
す
な
わ
ち
普
通
に
レ
ッ
セ
・
フ
ェ

ー
ル
、
レ
ッ
セ
・
パ
ッ
セ
の
制
度
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
釣
合
の
条
件
と
、
富
を
豊
富
な
ら
し
め
る
条
件
と
を

よ
く
調
和
し
よ
う
と
す
る
主
張
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
先
行
し
た
奴
隷
制
度
、
農
奴
の
制
度
は
、
社
会

の
あ
る
階
級
を
あ
る
他
の
階
級
の
利
益
の
た
め
に
労
働
せ
し
め
た
と
い
う
不
便
を
明
ら
か
に
も
っ
て
い
た
。
現

在
見
る
如
き
所
有
権
及
び
租
税
の
制
度
は
、
人
間
に
よ
る
人
間
の
搾
取
を
完
全
に
廃
止
し
た
と
い
わ
れ
る
。
私
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共
は
後
に
そ
れ
を
検
し
よ
う
。

　
三
四
　
今
は
た
だ
二
つ
の
問
題
の
存
在
を
認
め
、
次
に
そ
れ
ら
の
目
的
を
確
定
し
た
後
、
そ
れ
ら
の
性
質
を

精
確
に
す
る
と
い
う
一
つ
の
事
を
な
す
に
止
め
る
。
さ
て
コ
ッ
ク
ラ
ン
と
そ
の
派
の
経
済
学
者
が
い
か
に
い
お

う
と
、
社
会
的
富
の
生
産
問
題
に
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
分
配
問
題
に
も
、
自
然
科
学
の
問
題
の
性
質
を
与
え
る

こ
と
は
ま
ず
も
っ
て
不
可
能
で
あ
る
。
人
の
意
志
は
、
社
会
的
な
生
産
の
事
実
に
対
し
て
も
、
分
配
の
事
実
に

対
し
て
も
、
自
由
に
働
く
。
た
だ
分
配
の
場
合
に
は
、
人
の
意
志
は
正
義
を
考
慮
し
て
働
き
、
生
産
の
場
合
に

は
利
益
を
考
慮
し
て
働
く
。
実
際
技
術
的
産
業
の
事
実
と
私
が
右
に
定
義
し
た
よ
う
な
経
済
的
生
産
の
事
実
と

の
間
に
は
、
性
質
の
相
異
は
な
い
。
二
つ
の
事
実
は
相
互
に
関
係
を
も
っ
て
い
て
、
一
方
は
他
方
を
補
完
す
る
。

二
つ
は
共
に
人
間
的
事
実
で
あ
っ
て
自
然
的
事
実
で
は
な
い
。
か
つ
二
つ
は
共
に
産
業
的
事
実
で
あ
っ
て
道
徳

的
事
実
で
は
な
い
。
け
だ
し
二
つ
は
共
に
、
物
の
目
的
を
人
格
の
目
的
に
従
属
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

人
格
と
物
と
の
関
係
か
ら
成
立
し
て
い
る
か
ら
。

　
故
に
社
会
的
富
の
経
済
的
生
産
の
理
論
す
な
わ
ち
分
業
を
基
礎
と
す
る
産
業
組
織
の
理
論
は
応
用
科
学
で
あ

る
。
我
々
が
そ
れ
を
名
附
け
て
応﹅
用﹅
経﹅
済﹅
学﹅
（
〔e'conom

ie
politique

applique'e

〕
）
と
い
う
ゆ
え
ん
は
こ

こ
に
あ
る
。

　
三
五
　
既
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
量
に
お
い
て
限
ら
れ
て
利
用
が
あ
る
物
の
み
が
専
有
せ
ら
れ
、
ま
た

こ
の
よ
う
な
物
は
す
べ
て
専
有
せ
ら
れ
る
（
第
二
三
節
）
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
物
の
み
が
専
有
せ
ら
れ
、
ま

た
こ
の
よ
う
な
物
が
す
べ
て
専
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
た
だ
我
々
の
周
囲
を
眺
め
れ
ば
、
直
ち
に
認
め
ら
れ
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る
。
利
用
の
無
い
物
は
見
捨
て
ら
れ
、
利
用
が
あ
っ
て
も
量
に
お
い
て
無
限
な
物
は
、
共
有
の
領
域
に
見
捨
て

ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
稀
少
な
物
は
引
込
め
ら
れ
て
い
て
、
最
初
に
来
る
人
と
い
え
ど
も
も
は
や
こ
れ
を
自
由

に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　
稀
少
な
物
す
な
わ
ち
社
会
的
富
の
専
有
は
人
間
的
事
実
で
あ
っ
て
、
自
然
的
事
実
で
は
な
い
。
そ
の
起
源
は

人
間
の
意
志
と
行
動
に
あ
っ
て
、
自
然
力
の
活
動
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

　
利
用
が
あ
っ
て
量
に
お
い
て
無
限
な
物
が
専
有
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
我
々
に
よ

る
の
で
は
な
い
。
ま
た
利
用
が
あ
っ
て
量
に
お
い
て
限
ら
れ
た
物
が
専
有
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
も

ち
ろ
ん
そ
れ
は
我
々
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
専
有
の
自
然
的
条
件
が
一
度
充
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
専
有
は

あ
る
仕
方
で
行
わ
れ
、
他
の
仕
方
で
は
行
わ
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
我
々
に
よ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ

は
個
々
の
人
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
我
々
の
全
体
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
人
の
個
人
的
意
志
に
そ
の

起
源
を
有
す
る
人
間
的
事
実
で
あ
る
。
実
に
人
の
創
意
は
、
専
有
の
事
実
を
欲
す
る
ま
ま
に
修
正
す
る
よ
う
に
、

こ
の
事
実
に
対
し
過
去
に
お
い
て
働
い
た
の
で
あ
り
、
現
在
働
き
つ
つ
あ
り
、
ま
た
働
く
で
あ
ろ
う
。
社
会
の

成
立
の
当
初
に
お
い
て
は
分
業
を
行
っ
た
人
々
の
間
の
物
の
専
有
す
な
わ
ち
社
会
的
富
の
分
配
は
、
合
理
的
条

件
を
全
く
離
れ
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
お
お
む
ね
力
に
制
せ
ら
れ
、
策
略
に
制
せ
ら
れ
、
偶
然
に

制
せ
ら
れ
て
行
わ
れ
た
。
最
も
大
胆
な
者
、
最
も
強
い
者
、
最
も
巧
妙
な
者
、
最
も
好
運
な
者
が
最
も
よ
い
分

け
前
を
得
、
他
の
者
は
そ
の
残
部
を
、
す
な
わ
ち
僅
少
な
物
を
得
た
か
、
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
全
く
何
も
の
も
得

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
政
治
と
同
じ
よ
う
に
所
有
権
も
ま
た
、
当
初
の
無
秩
序
な
事
実
か
ら
、
秩
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序
あ
る
最
後
の
原
理
へ
と
、
徐
々
に
進
ん
で
き
た
。
要
す
る
に
自
然
は
専
有
せ
ら
れ
得
る
状
態
を
作
っ
た
の
に

止
り
、
専
有
の
状
態
を
作
っ
た
の
は
人
間
で
あ
る
。

　
三
六
　
か
つ
ま
た
、
人
間
に
よ
る
物
の
専
有
す
な
わ
ち
社
会
の
人
々
の
間
に
お
け
る
社
会
的
富
の
分
配
は
、

道
徳
的
事
実
で
あ
っ
て
、
産
業
的
事
実
で
は
な
い
。
人
格
と
人
格
と
の
関
係
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
我
々
は
、
稀
少
な
物
を
専
有
し
よ
う
と
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
物
と
の
関
係
に
入
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
長
い
継
続
的
努
力
の
後
に
し
か
、
こ
の
専
有
の
目
的
を
達
し
得
な
い
場
合
も
少
く
な
い
。
し

か
し
こ
の
観
点
、
既
に
述
べ
た
所
の
こ
の
観
点
を
こ
こ
で
は
採
ら
な
い
。
今
は
た
だ
予
備
的
事
情
や
自
然
的
条

件
に
関
係
な
く
、
社
会
に
お
け
る
人
間
の
間
の
社
会
的
富
の
分
配
の
事
実
を
考
え
よ
う
。

　
私
は
、
野
蛮
人
の
一
族
と
森
林
中
に
い
る
一
匹
の
鹿
と
を
想
像
す
る
。
こ
の
鹿
は
量
に
お
い
て
限
ら
れ
て
利

用
が
あ
る
物
で
あ
り
、
従
っ
て
専
有
せ
ら
れ
る
。
私
は
こ
の
点
を
疑
の
無
い
も
の
と
考
え
て
論
じ
な
い
。
し
か

し
い
わ
ゆ
る
専
有
を
な
す
に
先
立
っ
て
、
こ
の
鹿
を
追
い
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
問
題
の
第
二
面
で
あ
る
こ

の
点
も
論
じ
な
い
。
こ
れ
は
狩
猟
の
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
の
鹿
を
切
断
し
煮
焼
す
る
の
が
料
理
の
問
題
で
あ
る

の
に
等
し
い
。
だ
が
鹿
と
の
こ
れ
ら
の
関
係
を
捨
象
し
て
も
、
な
お
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
森
林
中

に
鹿
が
い
た
と
き
、
ま
た
は
死
ん
だ
と
き
、
誰
が
こ
れ
を
専
有
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、

こ
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
専
有
の
事
実
で
あ
る
。
ま
た
人
と
人
と
の
関
係
を
構
成
す
る
も
の
は
、
こ
の
よ
う
に
見

ら
れ
た
専
有
の
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
に
一
歩
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、
我
々
は
直
ち
に
次
の
事
実
を
信

ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
「
一
族
中
の
若
年
の
機
敏
な
一
人
が
い
う
。
鹿
は
、
こ
れ
を
殺
し
た
者
が
専
有
す
べ

86純粋経済学要論



き
で
あ
る
。
諸
君
が
呑
気





で
あ
っ
た
た
め
、
ま
た
は
よ
く
見
当
を
付
け
な
か
っ
た
た
め
に
鹿
を
殺
す
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
諸
君
が
悪
い
の
だ
と
。
老
い
た
無
力
な
一
人
は
い
う
、
鹿
は
我
々
の
す
べ
て
に
よ
っ

て
平
等
に
分
配
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
森
林
中
に
一
匹
の
鹿
し
か
い
な
い
と
し
て
、
君
が
第
一
番
に
そ
れ
を
発

見
し
た
所
で
、
そ
の
事
は
我
々
が
こ
れ
を
食
わ
な
い
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
。
」

　
　
直
ち
に
解
る
よ
う
に
こ
れ
は
本
質
上
道
徳
的
事
実
で
あ
り
、
正
義
の
問
題
で
あ
り
、
人
々
の
使
命
の
相
互

関
係
の
問
題
で
あ
る
。

　
三
七
　
か
よ
う
に
し
て
専
有
の
形
態
は
我
々
の
決
断
に
依
存
す
る
の
で
あ
り
、
採
ら
れ
た
決
断
が
よ
い
か
悪

い
か
に
従
っ
て
、
専
有
の
形
態
は
あ
る
い
は
よ
い
も
の
と
な
り
、
あ
る
い
は
悪
い
も
の
と
な
る
。
よ
い
形
態
で

あ
れ
ば
、
人
々
の
使
命
を
こ
れ
ら
の
人
々
の
間
に
よ
く
調
和
せ
し
め
、
正
義
の
要
求
を
満
足
せ
し
め
る
で
あ
ろ

う
。
悪
い
形
態
で
あ
れ
ば
、
あ
る
人
の
使
命
を
あ
る
他
の
人
々
の
そ
れ
に
従
属
せ
し
め
、
不
正
義
を
生
ぜ
し
め

る
で
あ
ろ
う
。
い
か
な
る
形
態
が
良
い
も
の
で
あ
っ
て
か
つ
正
当
な
の
で
あ
る
か
。
い
か
な
る
形
態
の
専
有
が
、

道
徳
的
人
格
の
要
求
に
合
う
も
の
と
し
て
理
性
に
よ
っ
て
推
薦
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
。
こ
こ
に
所
有
権
の

問
題
が
あ
る
。
所
有
権
は
公
正
で
合
理
的
な
専
有
で
あ
り
、
合
法
的
な
専
有
で
あ
る
。
専
有
は
純
粋
に
し
て
単

純
な
事
実
で
あ
る
。
所
有
権
は
合
法
的
事
実
で
あ
り
、
権
利
で
あ
る
。
事
実
と
権
利
と
の
間
に
は
、
道
徳
論
の

余
地
が
あ
る
。
こ
こ
に
本
質
的
な
点
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
専
有
の
自
然
的

状
態
を
明
ら
か
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
所
と
時
に
お
い
て
社
会
の
人
々
の
間
に
社
会
的
富
の
分
配
が
行
わ
れ
て
い
る

種
々
な
形
態
を
枚
挙
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
何
も
の
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
形
態
を
、
道
徳
的
人
格
の
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事
実
か
ら
出
て
く
る
正
義
の
観
点
か
ら
、
ま
た
平
等
と
不
平
等
の
観
点
か
ら
批
評
し
、
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
点

に
常
に
欠
陥
が
あ
っ
た
か
を
指
摘
し
、
唯
一
の
良
い
形
態
を
示
す
こ
そ
、
す
べ
て
で
あ
る
。

　
三
八
　
社
会
的
富
と
、
社
会
を
作
っ
て
い
る
人
と
が
現
れ
て
以
来
、
社
会
の
人
々
の
間
に
お
け
る
社
会
的
富

の
分
配
の
問
題
は
論
議
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
常
に
正
し
い
、
そ
し
て
そ
の
上
に
分
配
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
基
礎
を
問
題
と
し
て
き
た
。
考
え
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
で
最
も
有
名
な
の
は
、
古
代

の
最
大
の
哲
学
者
プ
ラ
ト
ー
ン
と
ア
リ
ス
ト
ー
ト
を
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
す
る
共
産
主
義
と
個
人
主
義
で
あ
る
。

だ
が
共
産
主
義
と
い
い
、
個
人
主
義
と
い
い
、
そ
れ
ら
は
何
を
意
味
す
る
か
。
共
産
主
義
者
は
い
う
、
「
財
は

共
同
に
専
有
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
は
財
を
す
べ
て
の
人
に
与
え
た
。
単
に
現
に
生
存
し
て
い
る
人
に
の

み
な
ら
ず
、
将
来
生
存
す
る
で
あ
ろ
う
人
々
に
も
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
個
々
の
人
々
の
間
に
分
つ
の
は
、

現
存
の
社
会
と
後
世
の
社
会
の
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
分
割
後
に
生
れ
る
人
々
を
し

て
、
神
が
準
備
し
て
く
れ
た
資
源
を
利
用
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
目
的
の
追

求
と
そ
の
使
命
の
実
現
を
妨
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
こ
れ
に
対
し
個
人
主
義
者
は
答
え
る
。
「
財
は
個
人
に
よ

っ
て
専
有
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
は
人
々
を
、
各
々
の
徳
に
つ
き
、
技
倆






に
つ
き
、
不
平
等
に
作
っ
た
。

勤
勉
な
者
、
巧
妙
な
者
、
倹
約
な
者
の
労
働
の
成
果
、
貯
蓄
の
成
果
を
共
同
の
所
有
と
し
よ
う
と
強
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
人
々
の
手
か
ら
こ
れ
ら
を
奪
っ
て
、
懶
惰





な
者
、
巧
妙
で
な
い
者
、
浪
費
者
の
た
め
に
与
え
る
も
の

で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々
か
ら
、
各
自
の
目
的
の
追
求
が
適
当
で
あ
っ
た
か
否
か
の
責
任
を
奪
う
も
の
で
あ
り
、

各
自
の
使
命
の
遂
行
が
道
徳
的
で
あ
っ
た
か
否
か
の
責
任
を
奪
う
も
の
で
あ
る
。
」
　
　
私
は
こ
れ
だ
け
の
記
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述
し
か
し
な
い
。
共
産
主
義
が
正
し
い
か
。
個
人
主
義
が
正
し
い
か
。
そ
れ
と
も
共
に
誤
で
あ
る
の
か
。
ま
た

は
共
に
理
由
が
あ
る
も
の
な
の
か
。
我
々
は
未
だ
に
こ
の
論
争
を
尽
し
て
い
な
い
。
私
は
今
こ
れ
ら
の
学
説
に

評
価
を
下
さ
な
い
し
、
よ
り
詳
細
な
解
説
も
加
え
な
い
。
た
だ
、
所
有
権
問
題
の
目
的
を
広
汎
で
完
全
な
立
場

か
ら
見
た
な
ら
ば
、
そ
れ
が
正
確
に
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
を
理
解
せ
し
め
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
目
的
は
、
本
質
的
に
は
、
社
会
的
富
の
専
有
に
関
し
て
人
格
と
人
格
と
の
関
係
を
定
め
る
の
に
、

理
性
と
正
義
と
に
合
致
す
る
よ
う
に
諸
人
格
の
使
命
を
調
和
す
る
こ
と
に
あ
る
。
故
に
専
有
の
事
実
は
、
本
質

的
に
は
道
徳
的
事
実
で
あ
り
、
従
っ
て
所
有
権
の
理
論
は
、
本
質
的
に
は
道
徳
科
学
に
属
す
る
。Jus est suu

m
 cuinque tribuere. 

正
義
と
は
、
各
人
に
属
す
る
物
を
、
各
人
に
得
せ
し
め
る
に
あ
る
。
だ
か
ら
各
人
に
属

す
る
物
を
各
人
に
得
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
正
義
を
原
理
と
す
れ
ば
、
そ
の
科
学
は
社
会
的
富
の
分
配

の
科
学
で
あ
り
、
私
が
呼
ぶ
所
の
社﹅
会﹅
経﹅
済﹅
学﹅
（
〔e'conom

ie sociale

〕
）
で
あ
る
。

　
三
九
　
だ
が
こ
こ
に
一
つ
の
困
難
が
あ
る
。
私
は
そ
れ
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
所
有
権
の
理
論
は
、
道
徳
的
人
格
と
し
て
の
人
間
と
人
間
と
の
間
に
存
在
す
る
社
会
的
富
に
関
す
る
関
係
、

す
な
わ
ち
社
会
に
お
け
る
人
々
の
間
の
社
会
的
富
の
公
正
な
分
配
の
条
件
を
決
定
す
る
。
産
業
の
理
論
は
、
特

種
な
職
業
に
従
事
し
て
労
働
者
と
考
え
ら
れ
る
人
と
物
と
の
関
係
を
、
社
会
的
富
の
増
加
と
変
形
の
観
点
か
ら

決
定
す
る
、
す
な
わ
ち
社
会
の
人
々
の
間
に
社
会
的
富
を
豊
富
な
ら
し
め
る
条
件
を
決
定
す
る
。
前
者
の
条
件

は
、
正
義
の
観
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
べ
き
道
徳
的
条
件
で
あ
る
。
後
者
の
条
件
は
、
利
益
の
観
点
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
べ
き
経
済
的
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
同
じ
く
社
会
的
条
件
で
あ
り
、
社
会
の
組
織
を
目
的
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と
す
る
手
引
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
二
つ
の
種
類
の
考
察
は
互
に
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
反

対
に
相
互
に
支
持
し
合
う
の
で
あ
る
か
。
例
え
ば
所
有
権
の
理
論
と
産
業
の
理
論
と
が
共
に
奴
隷
制
度
ま
た
は

共
産
主
義
を
拒
否
し
た
と
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
よ
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
理
論
の
一
つ
が
、
正
義
の
名
に
よ
っ

て
奴
隷
制
度
を
拒
否
し
、
ま
た
は
共
産
主
義
を
吹
聴
し
、
他
の
一
つ
は
、
利
益
の
名
を
も
っ
て
、
奴
隷
制
度
を

賞
讃
し
、
ま
た
は
共
産
主
義
を
拒
否
し
た
と
想
像
す
れ
ば
、
道
徳
科
学
と
応
用
科
学
と
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
矛
盾
は
可
能
で
あ
る
か
。
こ
の
矛
盾
が
現
れ
た
と
し
た
ら
、
い
か
に
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
我
々
は
こ
の
問
題
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
問
題
に
、
そ
れ
が
も
つ
べ
き
地
位
を
与
え
た
い
と

思
う
。
こ
れ
は
特
に
プ
ル
ー
ド
ン
と
バ
ス
チ
ア
と
の
間
に
、
一
八
四
八
年
の
頃
、
道
徳
と
経
済
学
の
関
係
に
つ

い
て
行
わ
れ
た
論
争
の
問
題
で
あ
っ
た
。
プ
ル
ー
ド
ン
は
「
経
済
的
矛
盾
」
に
お
い
て
、
正
義
と
利
益
と
の
間

に
矛
盾
が
あ
る
と
主
張
し
、
バ
ス
チ
ア
は
「
経
済
的
調
和
」
に
お
い
て
反
対
の
説
を
主
張
し
た
。
私
は
二
人
が

共
に
そ
の
証
明
を
完
全
に
果
し
た
と
は
考
え
な
い
。
そ
し
て
私
は
バ
ス
チ
ア
の
説
を
採
る
が
、
し
か
し
バ
ス
チ

ア
と
は
異
る
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
弁
じ
た
い
と
思
う
。
と
に
か
く
、
問
題
が
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
を

解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
全
く
異
る
道
徳
科
学
で
あ
る
所
有
権
の
理
論
と
、
応
用
科
学
で
あ
る
産
業
の
理
論
と

を
混
同
し
て
、
こ
の
問
題
を
隠
蔽






し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
二
編
　
二
商
品
間
に
行
わ
れ
る
交
換
の
理
論

91



92純粋経済学要論



　
　
　
　
第
五
章
　
市
場
と
競
争
と
に
つ
い
て
。
二
商
品
間
に
行
わ
れ
る
交
換
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
四
〇
　
社
会
的
富
は
価
値
が
あ
り
か
つ
交
換
し
得
ら
れ
る
物
の
す
べ
て
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
交
換
価
値
は
互
に
あ
る
割
合
の
分
量
で
受
け
ま
た
は
与
え
ら
れ
る
物
が
も
つ
性
質

　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
市
場
は
交
換
が
行
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
競
争
の
機
構
の
分
析
。
四
二
、
四
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
券
市
場
。
有
効
な
需
要
と
供
給
。
供
給
と
需
要
の
均
等
、
静
止
的
な
流
通
価
格
。
需

　
　
　
　
　
　
　
　
要
が
供
給
に
超
過
す
れ
ば
騰
貴
す
る
。
供
給
が
需
要
に
超
過
す
れ
ば
下
落
す
る
。
四
四
　

　
　
　
　
　
　
　
　
商
品
Ａ
及
び
Ｂ
。
方
程
式m

va=nvb.

価
格pa

及
びpb.

四
五
　
有
効
な
需
要
と
供
給
、

　
　
　
　
　
　
　
　D

a,O
a,D

b,O
b.

定
理O

b=D
apa,O

a=D
bpb.

需
要
が
主
要
な
事
実
で
あ
り
、
供
給
は
附

　
　
　
　
　
　
　
　
随
的
な
事
実
で
あ
る
。
四
六
　
定
理.

四
七
　
供
給
と
需
要
の
均
等
す
な
わ
ち
均
衡
の
仮

　
　
　
　
　
　
　
　
説
。
四
八
　
供
給
と
需
要
の
不
均
等
の
仮
説
。
価
格
の
騰
貴
ま
た
は
下
落
は
需
要
を
減
少
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
は
増
加
せ
し
め
る
。
供
給
に
つ
い
て
は
如
何





。

　
四
〇
　
第
二
一
節
に
な
し
た
基
礎
的
一
般
的
考
察
の
中
で
、
私
は
、
社
会
的
富
を
、
稀
少
な
物
す
な
わ
ち
利

用
が
あ
る
と
同
時
に
量
に
お
い
て
限
ら
れ
た
有
形
ま
た
は
無
形
の
物
の
総
体
で
あ
る
と
定
義
し
、
か
つ
稀
少
な

物
は
す
べ
て
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
み
が
価
値
が
あ
り
、
交
換
せ
ら
れ
得
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
れ
と
は
別
に
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こ
こ
で
は
、
社
会
的
富
を
価
値
が
あ
っ
て
交
換
せ
ら
れ
得
る
有
形
無
形
の
物
の
総
体
で
あ
る
と
定
義
し
、
か
つ

価
値
が
あ
っ
て
交
換
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
物
が
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
み
が
利
用
が
あ
る
と
同
時
に
量
に
お
い
て

限
ら
れ
て
い
る
物
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
。
先
の
定
義
で
は
、
私
は
原
因
か
ら
結
果
に
赴
い
て
い
る
わ
け

で
あ
り
、
今
与
え
た
定
義
で
は
、
結
果
か
ら
原
因
に
遡
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
稀
少
性
と
交
換
価
値
と

の
二
つ
の
事
実
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
行
き
方
を
し
よ
う
と
、

自
由
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
私
は
、
交
換
価
値
の
よ
う
な
一
般
的
事
実
の
組
織
的
研
究
に
あ
っ

て
は
、
性
質
の
研
究
が
起
源
の
研
究
に
先
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
の
み
で
あ
る
。

　
四
一
　
交﹅
換﹅
価﹅
値﹅
は
あ
る
物
が
も
つ
性
質
で
あ
り
、
無
償
で
獲
得
せ
ら
れ
る
こ
と
も
無
償
で
譲
渡
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
し
て
売
り
買
い
せ
ら
れ
る
性
質
、
す
な
わ
ち
他
の
物
を
与
え
ま
た
は
受
け
る
の
に
あ
る
割
合
の
分
量

で
受
け
ま
た
は
与
え
ら
れ
る
性
質
で
あ
る
。
一
つ
の
物
の
売
手
は
、
そ
れ
と
交
換
に
受
け
る
物
の
買
手
で
あ
る
。

一
つ
の
物
の
買
手
は
、
そ
れ
と
交
換
に
与
え
る
物
の
売
手
で
あ
る
。
他
の
言
葉
で
い
え
ば
、
二
つ
の
物
の
相
互

の
交
換
は
す
べ
て
二
つ
の
売
り
と
買
い
と
か
ら
成
り
立
つ
。

　
価
値
が
あ
っ
て
交
換
せ
ら
れ
る
物
は
、
ま
た
商﹅
品﹅
（m

archandises

）
と
呼
ば
れ
る
。
市
場
は
商
品
が
交
換

せ
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。
故
に
交
換
価
値
と
い
う
現
象
は
市
場
に
生
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
交
換
価
値
の
研
究
は

市
場
に
お
い
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
自
由
に
放
任
せ
ら
れ
る
限
り
、
交
換
価
値
は
自
由
競
争
の
支
配
を
受
け
て
い
る
市
場
に
お
い
て
自
然
に
発
生

す
る
。
交
換
を
な
す
者
は
、
買
手
と
し
て
は
互
に
よ
り
高
く
需
要
し
よ
う
と
し
、
売
手
と
し
て
は
互
に
よ
り
安
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く
供
給
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
競
り
合
い
か
ら
、
あ
る
い
は
上
向
の
、
あ
る
い
は
下
向
の
、
あ
る
い
は
静

止
す
る
商
品
の
交
換
価
値
が
生
れ
る
。
こ
の
競
争
が
充
分
に
働
く
か
否
か
に
よ
っ
て
、
交
換
価
値
は
、
あ
る
い

は
正
確
に
、
あ
る
い
は
不
正
確
に
現
わ
れ
る
。
競
争
の
点
か
ら
見
て
最
も
よ
く
組
織
化
さ
れ
た
市
場
は
、
売
買

が
例
え
ば
仲
買
人
・
才
取
等
の
よ
う
な
売
買
を
集
中
す
る
仲
介
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
市
場
で
あ
る
。
従
っ
て

こ
の
よ
う
な
市
場
で
は
、
い
か
な
る
交
換
も
、
そ
の
条
件
が
公
に
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
し
て
は
行
わ
れ
ず
、
売

手
が
互
に
よ
り
安
く
売
ろ
う
と
し
、
買
手
が
互
に
よ
り
高
く
買
お
う
と
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
行
わ
れ
な
い
。

株
式
取
引
所
・
商
品
取
引
所
・
穀
類
取
引
所
・
魚
市
場
等
は
、
実
に
こ
の
よ
う
な
働
き
方
を
す
る
市
場
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
市
場
の
ほ
か
に
、
多
少
は
制
限
せ
ら
れ
て
い
て
も
競
争
が
と
も
か
く
も
相
応
に
か
つ
満
足
な

程
度
に
行
わ
れ
る
市
場
が
あ
る
。
蔬
菜





市
場
、
家
禽
市
場
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
小
売
商
店
・
パ
ン
屋
・
肉
屋

・
乾
物
屋
・
服
屋
・
靴
屋
等
の
並
列
し
た
街
は
、
競
争
の
点
か
ら
見
る
と
充
分
に
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
市
場

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
こ
で
は
か
な
り
の
程
度
ま
で
競
争
が
行
わ
れ
る
。
医
師
・
弁
護
士
の
仕
事

の
価
値
、
音
楽
家
の
興
行
の
価
値
の
決
定
を
支
配
す
る
も
の
も
ま
た
競
争
で
あ
る
こ
と
は
争
い
得
な
い
。
更
に

ま
た
全
世
界
は
、
社
会
的
富
の
売
買
が
行
わ
れ
る
一
つ
の
広
大
な
一
般
的
市
場
で
、
そ
れ
を
個
々
の
特
種
な
市

場
が
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
市
場
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
売
買
は
い
か
に
し
て
自
ら
成
立
し
て
い

く
か
。
そ
の
法
則
を
知
る
こ
と
が
我
々
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
目
的
を
も
っ
て
常
に
私
は
、
競
争
の
点
か
ら
見

て
完
全
な
組
織
を
も
っ
て
い
る
市
場
を
仮
定
す
る
。
こ
れ
は
、
純
粋
力
学
に
お
い
て
摩
擦
の
な
い
機
械
を
仮
定

す
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
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四
二
　
と
こ
ろ
で
よ
く
組
織
せ
ら
れ
た
市
場
に
お
い
て
競
争
が
い
か
に
働
く
か
を
見
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る

が
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
、
パ
リ
ま
た
は
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
な
資
本
の
大
市
場
に
お
け
る
証
券
取
引
所
に
入
っ

て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
場
所
で
人
々
が
売
買
し
て
い
る
物
は
、
社
会
の
富
の
う
ち
で
、
証
券
に
よ
っ
て
表
わ
さ

れ
て
い
る
重
要
な
富
の
一
部
分
で
あ
る
。
例
え
ば
国
家
そ
の
他
の
公
共
団
体
に
対
す
る
債
権
の
一
部
分
・
鉄
道

・
運
河
・
重
工
業
工
場
等
の
一
部
分
で
あ
る
。
我
々
が
こ
の
市
場
に
入
る
と
き
、
聞
き
得
る
も
の
は
、
取
り
と

め
の
な
い
喧
騒
の
み
で
あ
り
、
見
得
る
も
の
は
、
無
秩
序
の
運
動
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
一
度
私
共
が
そ
の
内

容
に
通
暁
す
る
に
至
る
な
ら
ば
、
こ
の
喧
騒
と
こ
の
活
動
と
の
意
味
が
極
め
て
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
。

　
今
例
え
ば
パ
リ
の
取
引
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
三
分
利
付
フ
ラ
ン
ス
国
債
の
取
引
を
、
他
の
取
引
か
ら
引
離

し
て
観
察
し
て
み
る
。

　
三
分
利
付
公
債
は
六
〇
フ
ラ
ン
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
六
〇
フ
ラ
ン
ま
た
は
そ
れ
以
下
に
売
っ
て
よ
い
と

の
指
図
を
受
け
た
仲
買
人
は
、
三
分
利
付
の
公
債
の
あ
る
量
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
国
家
に
対
す
る
三
分
の
利
子

の
要
求
証
券
の
あ
る
量
を
六
〇
フ
ラ
ン
の
価
格
で
供
給
す
る
。
か
く
の
如
く
一
定
の
価
格
で
あ
る
量
の
商
品
が

供
給
せ
ら
れ
た
と
き
、
こ
の
供
給
を
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
（offre effective

）
と
呼
ぶ
。
反
対
に
六
〇
フ
ラ
ン
ま
た
は
そ

れ
以
上
で
買
っ
て
も
よ
い
と
の
指
図
を
受
け
た
仲
買
人
は
、
三
分
利
付
公
債
の
あ
る
量
を
六
〇
フ
ラ
ン
の
価
格

で
需
要
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
価
格
で
あ
る
量
の
商
品
が
需
要
せ
ら
れ
る
と
き
、
こ
の
需
要
を
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅

（dem
ande effective

）
と
名
づ
け
る
。

　
さ
て
こ
の
需
要
が
供
給
に
等
し
い
か
、
こ
れ
よ
り
多
い
か
ま
た
は
少
い
か
に
従
っ
て
、
我
々
は
三
箇
の
仮
定
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を
設
け
る
。

　
仮
定
一
。
六
〇
フ
ラ
ン
で
需
要
せ
ら
れ
る
量
が
、
こ
の
価
格
で
供
給
せ
ら
れ
る
量
に
等
し
い
場
合
。
こ
れ
は

売
手
ま
た
は
買
手
で
あ
る
仲
買
人
が
い
わ
ば
そ
の
相
手
方
を
他
の
買
手
ま
た
は
売
手
で
あ
る
仲
買
人
に
正
確
に

見
出
す
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
交
換
が
行
わ
れ
、
相
場
は
六
〇
フ
ラ
ン
を
維
持
し
、
市
場
の
静
止
状
態

す
な
わ
ち
市
場
の
均
衡
（
〔e'quilibre

〕
）
が
現
わ
れ
る
。

　
仮
定
二
。
買
手
で
あ
る
仲
買
人
が
そ
の
相
手
方
を
見
出
し
得
な
い
場
合
。
こ
の
場
合
に
は
六
〇
フ
ラ
ン
の
価

格
で
需
要
せ
ら
れ
る
三
分
利
付
公
債
の
量
は
、
こ
の
価
格
で
供
給
せ
ら
れ
る
量
を
超
過
し
て
い
る
。
理
論
上
交

換
は
中
止
せ
ら
れ
る
。
六
〇
・
〇
五
フ
ラ
ン
ま
た
は
そ
れ
以
上
で
買
っ
て
も
よ
い
と
の
指
図
を
受
け
た
仲
買
人

が
こ
の
価
格
で
需
要
す
る
。
彼
ら
は
せ
り
上
げ
る
。
こ
の
せ
り
は
二
つ
の
結
果
を
生
ぜ
し
め
る
。
（
一
）
六
〇

・
〇
五
フ
ラ
ン
で
の
買
手
と
な
り
得
な
い
所
の
六
〇
フ
ラ
ン
の
買
い
手
は
退
く
。
（
二
）
六
〇
フ
ラ
ン
で
の
売

手
と
な
り
得
な
い
所
の
六
〇
・
〇
五
フ
ラ
ン
に
お
い
て
の
売
手
が
加
わ
っ
て
く
る
。
も
し
彼
ら
が
既
に
指
図
を

与
え
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
新
に
指
図
を
与
え
る
。
か
く
二
つ
の
動
因
に
よ
っ
て
、
有
効
需
要
と
有
効

供
給
と
の
間
に
存
す
る
隔
り
は
減
少
す
る
。
両
者
の
均
等
が
再
び
出
現
す
れ
ば
、
価
格
の
騰
貴
は
そ
こ
で
停
止

す
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
六
〇
・
〇
五
フ
ラ
ン
か
ら
六
〇
・
一
〇
フ
ラ
ン
に
、
六
〇
・
一
〇
フ
ラ
ン
か
ら

六
〇
・
一
五
フ
ラ
ン
に
と
、
供
給
と
需
要
と
の
均
等
が
成
立
す
る
ま
で
、
価
格
は
騰
貴
す
る
。
そ
し
て
高
い
相

場
で
、
新
し
い
静
止
状
態
が
現
わ
れ
る
。

　
仮
定
三
。
売
手
で
あ
る
仲
買
人
が
そ
の
相
手
方
を
見
出
し
得
な
い
場
合
。
こ
の
場
合
に
は
六
〇
フ
ラ
ン
の
価
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格
で
供
給
せ
ら
れ
る
三
分
利
付
公
債
の
量
は
、
同
じ
価
格
で
需
要
せ
ら
れ
る
量
よ
り
大
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に

も
交
換
は
停
止
す
る
。
五
九
・
九
五
フ
ラ
ン
ま
た
は
そ
れ
以
下
で
売
っ
て
も
よ
い
と
の
指
図
を
受
け
た
仲
買
人

は
、
こ
の
価
格
で
供
給
す
る
。
彼
ら
は
互
に
せ
り
下
げ
る
。

　
こ
れ
か
ら
二
つ
の
結
果
が
生
ず
る
。
（
一
）
五
九
・
九
五
フ
ラ
ン
に
お
い
て
売
手
と
な
り
得
な
い
所
の
六
〇

フ
ラ
ン
に
お
い
て
の
売
手
は
退
く
。
（
二
）
六
〇
フ
ラ
ン
に
お
い
て
買
手
と
な
り
得
な
い
所
の
五
九
・
九
五
フ

ラ
ン
に
お
い
て
の
買
手
が
現
わ
れ
る
。
そ
こ
で
供
給
と
需
要
と
の
隔
り
が
減
少
す
る
。
そ
し
て
供
給
と
需
要
と

の
均
等
が
再
び
現
わ
れ
る
ま
で
、
価
格
は
五
九
・
九
五
フ
ラ
ン
か
ら
五
九
・
九
〇
フ
ラ
ン
へ
、
五
九
・
九
〇
フ

ラ
ン
か
ら
五
九
・
八
五
フ
ラ
ン
へ
と
下
落
す
る
。

　
こ
の
三
分
利
付
フ
ラ
ン
ス
国
債
に
行
わ
れ
た
と
同
じ
作
用
が
、
す
べ
て
の
公
債
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
等
の
公
債
に
も
、
ま
た
鉄
道
・
港
湾
・
運
河
・
鉱
山
・
瓦

斯

事
業
・
銀

行
そ
の
他
の
信
用
機
関
等
の
株
式
及
び
社
債
に
も
行
わ
れ
、
そ
の
変
化
は
証
券
の
如
何





に
よ
り
〇
・
〇
五
フ
ラ

ン
、
〇
・
二
五
フ
ラ
ン
、
一
・
二
五
フ
ラ
ン
、
五
フ
ラ
ン
、
二
五
フ
ラ
ン
等
で
あ
る
と
想
像
し
、
ま
た
現
物
取

引
の
ほ
か
に
定
期
取
引
が
行
わ
れ
、
そ
の
定
期
取
引
中
に
も
単
純
定
期
取
引
、
歩
金





取
引
等
が
行
わ
れ
る
と
想

像
せ
よ
。
か
く
て
取
引
所
の
喧
騒
は
あ
た
か
も
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を
受
持
っ
て
い
る
演
奏
会
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

　
四
三
　
私
共
は
、
こ
れ
か
ら
か
か
る
競
争
状
態
に
お
い
て
生
ず
る
交
換
価
値
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
。
一
般

に
経
済
学
者
は
、
例
外
的
な
事
情
の
下
に
現
わ
れ
る
よ
う
な
交
換
の
み
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
。
彼
ら
は
ダ
イ
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ヤ
モ
ン
ド
や
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
絵
画
、
流
行
の
音
楽
会
の
み
を
研
究
す
る
。
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル

の
引
用
に
よ
れ
ば
、
ド
・
ク
ィ
ン
シ
ー
（D

e
Q

uincey

）
氏
は
、
汽
船
に
乗
っ
て
ス
ー
ペ
リ
オ
ー
ル
湖
（
〔La

c
Supe'rieur

〕
）
を
旅
行
す
る
二
人
を
想
像
す
る
。
一
人
は
楽
器
を
所
有
し
、
他
の
一
人
は
「
文
明
か
ら
八
百

哩

も

遠
ざ
か
っ
て
い
る
無
人
の
地
へ
の
移
住
の
途
中
で
あ
り
」
、
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
す
る
に
際
し
楽
器
を
購
う

の
を
忘
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
に
と
っ
て
楽
器
は
心
の
不
安
を
和





げ
る
神
秘
な
力
を
も
っ
て
い
る
。
下
船

し
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
の
人
は
他
の
一
人
が
所
有
す
る
楽
器
を
六
〇
ギ
ニ
ー
の
価
格
で
購
っ
た
と
い
う
。
も

ち
ろ
ん
理
論
は
か
か
る
特
殊
な
場
合
を
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
市
場
に
行
わ
れ
る
一
般
的
法
則
は
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
市
場
に
も
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
絵
画
の
市
場
に
も
、
楽
器
の
市
場
に
も
適
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
ま
た
ク
ィ
ン
シ
ー
が
考
え
た
よ
う
な
一
人
の
売
手
と
一
人
の
買
手
と
一
箇
の
物
と
一
瞬
間
と
か
ら
成
る

市
場
に
も
適
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
論
理
的
に
は
一
般
の
場
合
か
ら
特
殊
の
場
合
に
進
む
の
が
よ

い
の
で
あ
り
、
特
殊
の
場
合
か
ら
一
般
の
場
合
に
進
む
べ
き
で
は
な
い
。
天
文
学
者
が
天
体
を
観
測
す
る
の
に
、

雲
の
無
い
夜
を
利
用
し
な
い
で
、
雲
の
多
い
時
を
選
ぶ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

　
四
四
　
交
換
の
現
象
と
競
争
の
機
構
の
基
本
概
念
を
与
え
る
た
め
、
私
は
、
株
式
市
場
に
お
い
て
金
銀
貨
幣

と
交
換
せ
ら
れ
る
証
券
の
売
買
を
例
に
と
っ
た
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
証
券
は
全
く
特
殊
な
種
類
の
商
品
で
あ

り
、
交
換
に
貨
幣
が
介
在
す
る
の
も
ま
た
交
換
の
特
殊
の
場
合
で
あ
る
。
私
は
後
に
貨
幣
が
介
在
す
る
交
換
の

研
究
を
す
る
が
、
当
初
に
は
こ
れ
を
交
換
価
値
の
一
般
的
事
実
の
研
究
と
混
同
せ
ぬ
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。
そ

こ
で
私
共
の
本
道
に
立
ち
帰
り
、
か
つ
私
共
の
観
察
に
科
学
的
性
質
を
与
え
る
た
め
、
任
意
の
二
商
品
の
み
を
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と
る
こ
と
と
す
る
。
今
こ
れ
ら
の
二
商
品
を
、
燕
麦
と
小
麦
で
あ
る
と
仮
定
し
て
も
よ
け
れ
ば
、
ま
た
は
抽
象

的
に
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
と
仮
定
し
て
も
よ
い
。
私
は
Ａ
、
Ｂ
を
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
の
よ
う
に
括
弧
に
収
め
、
量

を
表
わ
す
文
字
と
の
混
同
を
避
け
た
い
。
量
を
表
わ
す
文
字
は
方
程
式
に
組
み
込
ま
れ
る
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、

（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
す
も
の
は
量
で
は
な
く
し
て
、
種
類
で
あ
り
、
哲
学
上
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
、
本
質

で
あ
る
。

　
そ
こ
で
今
、
一
市
場
を
想
像
し
、
そ
こ
に
（
Ａ
）
を
携
え
な
が
ら
そ
の
一
部
分
を
与
え
て
（
Ｂ
）
を
得
よ
う

と
す
る
人
々
が
一
方
か
ら
到
着
し
、
（
Ｂ
）
を
所
有
し
そ
の
一
部
分
を
与
え
て
（
Ａ
）
を
得
よ
う
と
し
て
い
る

人
々
が
他
方
か
ら
到
着
し
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
せ
り
の
基
礎
と
な
る
も
の
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
今
は
例

え
ば
、
あ
る
仲
買
人
が
、
前
回
の
取
引
の
相
場
通
り
、
（
Ａ
）
の
ｍ
単
位
に
対
し
（
Ｂ
）
の
ｎ
単
位
を
与
え
る

と
想
像
す
る
。
こ
の
交
換
は
次
の
方
程
式
で
表
わ
さ
れ
る
。

　
　
　
　m

va=nvb

こ
こ
で
（
Ａ
）
の
一
単
位
の
交
換
価
値
を va 
と
呼
び
、
（
Ｂ
）
の
一
単
位
の
交
換
価
値
を vb 

と
呼
ん
で
お
く

（
第
二
九
節
）
。

　
交
換
価
値
の
比
す
な
わ
ち
相
対
的
交
換
価
値
を
価﹅
格﹅
（prix

）
と
一
般
的
に
呼
び
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た

（
Ｂ
）
の
価
格
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
を
、
そ
れ
ぞ
れ pb, pa 

で
一
般
的
に
表
わ
し
、
比
及
び

の
値
を
特
に
そ
れ
ぞ
れ
μ
及
び
で
表
わ
せ
ば
、
こ
の
第
一
の
方
程
式
か
ら
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を
得
べ
く
、
か
つ
ま
た
こ
れ
ら
の
二
つ
の
方
程
式
か
ら

　
　
　
　

が
得
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、

　
価﹅
格﹅
す﹅
な﹅
わ﹅
ち﹅
交﹅
換﹅
価﹅
値﹅
の﹅
比﹅
は﹅
、
交﹅
換﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
た﹅
商﹅
品﹅
の﹅
量﹅
の﹅
反﹅
比﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
。

　
各﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
互﹅
に﹅
逆﹅
数﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。

　
も
し
（
Ａ
）
が
燕
麦
で
あ
っ
て
、
（
Ｂ
）
が
小
麦
で
あ
る
と
し
、
仲
買
人
が
五
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
小
麦
を

一
〇
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
燕
麦
と
交
換
し
よ
う
と
申
込
ん
だ
と
す
れ
ば
、
燕
麦
で
表
わ
し
た
小
麦
の
申
込
価
格

は
２
で
あ
っ
て
、
小
麦
で
表
わ
し
た
燕
麦
の
申
込
価
格
は
で
あ
る
。
先
に
い
っ
た
よ
う
に
、
一
つ
の
交
換
に
は

常
に
二
つ
の
売
と
二
つ
の
買
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
く
二
つ
の
価
格
が
あ
る
。
常
に
存
在
す
る
こ
の
相
互

の
逆
数
関
係
は
、
交
換
の
事
実
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
最
も
重
大
な
事
項
で
あ
り
、
代
数
記
号
の
使
用
は
こ
れ

を
極
め
て
明
瞭
な
ら
し
め
る
か
ら
、
は
な
は
だ
便
利
で
あ
る
。
そ
の
上
代
数
記
号
の
使
用
は
、
一
般
的
命
題
を

簡
潔
明
瞭
な
式
で
表
わ
し
得
る
利
益
を
も
っ
て
い
る
。
私
が
そ
れ
を
用
い
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。

　
四
五
　
価
格
に
お
け
る
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ
）
の
有
効
需
要
及
び
有
効
供
給
を
、
そ
れ
ぞ
れD

a,O
a,D

b,O
b

と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
需
要
量
と
供
給
量
と
価
格
と
の
間
に
は
、
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要

な
関
係
が
あ
る
。

　
先
に
い
っ
た
よ
う
に
、
有
効
需
要
及
び
有
効
供
給
は
一
定
の
価
格
に
お
け
る
一
定
商
品
量
の
需
要
及
び
供
給

で
あ
る
。
故
にpa

の
価
格
に
お
い
て
、
（
Ａ
）
のD

a

量
の
需
要
が
あ
る
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、D

apa

に
等
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し
いO

b

量
の
（
Ｂ
）
が
供
給
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
例
え
ば
小
麦
で
表
わ
し
た
価
格

で
二
〇
〇
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
燕
麦
が
需
要
せ
ら
れ
る
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
小
麦
の
一
〇
〇
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル

の
供
給
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
故
に
一
般
に
、D
a,pa

及
びO

b

の
間
に
は
、
方
程
式

　
　
　
　O

b=D
apa

が
成
立
す
る
。

　
同
様
にpa

の
価
格
でO

a

量
の
（
Ａ
）
の
供
給
が
あ
る
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、O

apa

に
等
し
いD

b

量
の

（
Ｂ
）
が
需
要
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
例
え
ば
小
麦
で
表
わ
し
た
価
格
で
一
五
〇
ヘ
ク
ト

リ
ッ
ト
ル
の
燕
麦
の
供
給
が
あ
る
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
小
麦
の
七
五
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
需
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
。
故
に
一
般
にO

a,pa,D
b

の
間
に
は
、
次
の
方
程
式
が
成
り
立
つ
。

　
　
　
　D

b=O
apa

　
同
様
にD

b,O
b,pb,O

a,D
a

の
間
に
、
次
の
方
程
式
が
成
立
す
る
の
を
証
明
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　O

a=D
bpb

　
　
　
　D

a=O
bpb

こ
れ
ら
二
つ
の
式
は
、
先
の
二
つ
の
方
程
式
と
方
程
式papb=1

と
か
ら
も
導
き
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
関
係

な
く
証
明
せ
ら
れ
得
る
。

　
よ
っ
て
、
あ﹅
る﹅
商﹅
品﹅
を﹅
反﹅
対﹅
給﹅
付﹅
と﹅
す﹅
る﹅
一﹅
商﹅
品﹅
の﹅
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
供﹅
給﹅
は﹅
、
こ﹅
の﹅
あ﹅
る﹅
商﹅
品﹅
の﹅
有﹅
効﹅
供﹅

給﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
と﹅
、
こ﹅
の﹅
一﹅
商﹅
品﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
さ﹅
れ﹅
た﹅
こ﹅
の﹅
あ﹅
る﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
と﹅
の﹅
積﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
。
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こ
こ
で
、
こ
れ
ら
四
つ
の
量D

a,O
a,D

b,O
b

の
う
ち
、
二
つ
は
他
の
二
つ
か
ら
決
定
せ
ら
れ
る
こ
と
を
、

知
る
こ
と
が
出
来
る
。
私
共
は
、
後
に
新
し
い
説
明
を
加
え
る
ま
で
、
供
給
量O

b

及
びO

a

は
、
需
要
量D

a
及
びD

b
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
需
要
量
が
供
給
量
か
ら
生
ず
る
も
の
と
は
考
え
な
い
で
お
く
。

実
際
二
つ
の
商
品
の
相
互
の
物
々
交
換
の
現
象
に
お
い
て
は
、
需
要
は
根
本
的
な
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
し
、
供
給
は
附
随
的
な
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人
は
供
給
の
た
め
に
、
供
給
す
る

の
で
は
な
い
。
供
給
を
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
需
要
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
故
に
、
供
給
を
す
る
の
で
あ

る
。
供
給
は
需
要
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
ま
ず
我
々
は
、
供
給
と
価
格
と
の
間
に
間
接
的
関
係
を
認
め
る

だ
け
で
満
足
し
、
需
要
と
価
格
と
の
間
に
の
み
直
接
の
関
係
を
求
め
よ
う
と
思
う
。
こ
れ
故
、pa,pb

の
価
格

に
お
い
て
、D

a,D
b

の
需
要
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
供
給
は

　
　
　
　O

a=D
bpb,

　O
b=D

apa

と
な
る
。

　
四
六
　
と
こ
ろ
で
、

　
　
　
　D

a=

αO
a

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
α=1

で
あ
る
か
、
α
＞1

で
あ
る
か
、
α
＜1

で
あ
る
か
の
三
つ
の
仮
定
を
設
け
る
こ
と

が
出
来
る
。
だ
が
ま
ず
最
後
の
定
理
を
述
べ
て
お
く
。

　
上
記
の
方
程
式
に
、

　
　
　
　D

a=O
bpb
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　O

a=D
bpb

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
たD

a,O
a

の
値
を
代
入
す
れ
ば
、

　
　
　
　O

b=

αD
b

と
な
る
。

　
よ
っ
て
、
二﹅
つ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
を﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
た﹅
と﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
一﹅
つ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
の﹅
そ﹅
の﹅
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
に﹅
対﹅
す﹅
る﹅

比﹅
は﹅
、
他﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
の﹅
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
に﹅
対﹅
す﹅
る﹅
比﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
。

　
こ
の
定
理
は
次
の
よ
う
に
証
明
せ
ら
れ
る
こ
と
も
出
来
る
。

　
　
　
　D

a=O
bpb

　
　
　
　D

b=O
apa

　
　
　D

aD
b=O

aO
b

　
ま
た
は
、

　
　
　
　O

a=D
bpb

　
　
　
　O

b=D
apa

　
　
　
　O
aO

b=D
aD

b

　
結
局
、
い
ず
れ
の
考
え
方
に
よ
る
も

　
　
　
　

と
な
る
。
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故
に
（
Ａ
）
の
有
効
需
要
と
供
給
と
が
等
し
け
れ
ば
、
（
Ｂ
）
の
有
効
供
給
と
需
要
と
も
ま
た
等
し
い
こ
と

が
解
る
。
も
し
（
Ａ
）
の
有
効
需
要
が
そ
の
有
効
供
給
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
（
Ｂ
）
の
有
効
供
給
は
同
じ
比
例

で
有
効
需
要
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
最
後
に
も
し
（
Ａ
）
の
有
効
供
給
が
有
効
需
要
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、

（
Ｂ
）
の
有
効
需
要
は
同
じ
比
例
で
そ
の
有
効
供
給
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
こ
れ
が
右
の
定
理
の
意
味

で
あ
る
。

　
四
七
　
さ
て
α=1,D

a=O
a,O

b=D
b

で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
二
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の

価
格
で
需
要
せ
ら
れ
る
量
、
供
給
せ
ら
れ
る
量
は
相
等
し
い
。
各
々
の
買
手
及
び
売
手
は
売
手
ま
た
は
買
手
に

ち
ょ
う
ど
そ
の
相
手
方
を
見
出
す
。
従
っ
て
市
場
の
均
衡
が
現
わ
れ
る
。
均
衡
価
格
及
び
μ
に
お
い
て
、

（
Ａ
）
の
量D

a=O
a

は
（
Ｂ
）
の
量O

b=D
b

に
交
換
せ
ら
れ
る
。
市
場
は
終
結
し
、
二
商
品
の
所
持
者
は
相

去
る
の
で
あ
る
。

　
四
八
　
し
か
し
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
ら
ば
こ
れ
ら
二
商
品
の
各
々
の
供
給
と
需
要
と
の
均
等
は
い
か
に
し

て
生
ず
る
か
。
一
見
す
る
と
、
先
に
例
示
し
た
取
引
所
に
お
け
る
公
債
に
つ
い
て
な
し
た
推
論
を
、
そ
の
ま
ま

こ
こ
で
繰
り
返
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
大
な
る
誤
で
あ
る
。
取
引
所
で
は
公
債
の
買
手

と
売
手
と
が
あ
る
が
、
こ
の
証
券
の
価
値
は
、
そ
れ
ら
の
特
定
の
収
入
の
金
額
と
資
本
に
対
す
る
収
入
率
と
に

依
存
す
る
。
後
に
述
べ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
も
ち
ろ
ん
公
債
の
価
格
の
騰
貴
は
需
要
を
減
じ
、
供
給
を
増
加

せ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
そ
の
下
落
は
需
要
を
増
加
し
、
供
給
を
減
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
今
こ
こ
で
は
、

交
換
者
が
交
換
す
る
物
は
直
接
に
利
用
を
存
す
る
商
品
と
仮
定
せ
ら
れ
て
い
る
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
と
で
あ
り
、
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（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
の
交
換
者
の
み
が
市
場
で
相
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
情
が
す
べ
て
を
修
正

す
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、D

a

がO
a

よ
り
大
で
あ
れ
ば
、pa

は
騰
貴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
す
な
わ
ちpb

は
下
落
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
）
ま
た
反
対
に
も
し
、D

b

がO
b

よ
り
大
で
あ
る
と
す
れ
ば
、pb

は
高
騰
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（pa

は
下
落
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
）
需
要
に
つ
い
て
も
同
様
の
推
論
を
な
し
得
る
。
す
な
わ
ち
価
格
が
騰
貴
す
れ
ば
、

需
要
は
増
加
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
減
少
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
実
際
例
え
ば
一
〇
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
燕
麦

に
対
し
、
五
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
小
麦
を
供
給
す
る
交
換
者
、
す
な
わ
ち
小
麦
で
表
わ
し
た
価
格0.50

で
一

〇
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
燕
麦
を
需
要
す
る
交
換
者
が
、
一
二
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
小
麦
の
所
有
者
で
あ
る
と
す

る
。
小
麦
で
表
わ
し
た
燕
麦
の
価
格0.50

で
は
、
こ
の
交
換
者
は
二
四
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
燕
麦
を
買
い
得

る
。
し
か
し
彼
は
、
小
麦
に
対
す
る
欲
望
の
事
情
で
、
一
〇
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
し
か
買
わ
な
い
と
す
る
。
価
格

が0.60

だ
と
す
る
と
、
二
〇
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
燕
麦
し
か
買
い
得
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
彼
は
、
小
麦

に
対
す
る
欲
望
の
事
情
で
、
た
か
だ
か
一
〇
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
　
　
彼
が
更
に
富
ん
だ
と
き
に
は
こ
の
量
に
達

し
得
よ
う
が
　
　
ま
た
は
そ
れ
以
下
に
こ
れ
を
限
る
で
あ
ろ
う
と
、
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
の
如
く
、

pa

の
高
騰
す
な
わ
ちpb

の
下
落
は
、D

a

を
減
じ
、D

b
を
増
加
せ
し
め
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
。
反
対
にpb

の
騰
貴
す
な
わ
ちpa

の
下
落
は
、D

b

を
減
じ
、D

a

を
増
加
す
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
。
し
か
しO

a

とO
b

と
は
い
か
に
変
化
す
る
か
。
こ
の
問
に
答
え
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。O

a

はD
b

とpb

と
の
積
に
等
し
い
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
二
つ
の
因
子
の
一
方
のpb

が
減
じ
ま
た
は
増
大
す
れ
ば
、
他
方
の
因
子
のD

b

は
、
こ
の
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こ
と
だ
け
で
増
加
し
ま
た
は
減
少
す
る
。
同
様
にO

b

はD
a

とpa

と
の
積
に
等
し
い
。
と
こ
ろ
でpa

が
増

加
す
る
か
減
少
す
る
か
に
従
っ
て
、D

a

は
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
、
減
少
し
ま
た
は
増
加
す
る
。
従
っ
て
、
交

換
者
が
均
衡
を
実
現
す
る
か
否
か
を
、
い
か
に
し
て
知
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
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第
六
章
　
有
効
需
要
曲
線
と
有
効
供
給
曲
線
。
需
要
と
供
給
と
の
均
等
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
四
九
　
価
格
の
増
加
に
応
じ
て
有
効
需
要
が
減
少
す
る
と
い
う
事
実
。
五
〇
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
五
二
　
価
格
の
函
数
と
し
て
の
部
分
的
需
要
の
曲
線
ま
た
は
方
程
式
。
五
三
　
需
要

　
　
　
　
　
　
　
　
曲
線
は
同
時
に
供
給
曲
線
で
あ
る
。
五
四
　
存
在
量
の
双
曲
線
。
五
五
　
座
標
軸
と
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
量
の
双
曲
線
と
の
間
に
お
け
る
需
要
曲
線
の
中
間
的
位
置
。
五
六
　
二
商
品
相
互
間
の
交

　
　
　
　
　
　
　
　
換
の
問
題
の
解
。
五
七
　
需
要
曲
線
の
中
に
底
辺
が
互
に
逆
数
で
あ
り
、
高
さ
が
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
の
面
積
に
反
比
例
す
る
矩
形





を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
る
幾
何
学
的
解
。
五
八
　
代
数
的

　
　
　
　
　
　
　
　
解
。
五
九
　
価
格
の
関
数
と
し
て
の
供
給
曲
線
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
る
二
つ
の
解
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
合
。
六
〇
、
六
一
　
有
効
需
要
供
給
の
法
則
す
な
わ
ち
均
衡
価
格
成
立
の
法
則
。

　
四
九
　
こ
こ
で
は
、
価
格
と
有
効
供
給
と
の
間
に
は
間
接
の
関
係
し
か
な
く
、
価
格
と
有
効
需
要
と
の
間
に

の
み
直
接
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
が
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
後
者
で
あ
る
。

　
こ
の
研
究
の
た
め
に
、
こ
こ
に
小
麦
の
所
持
者
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
人
は
小
麦
を
所
有
す
る
が
、
燕
麦
を

所
有
し
な
い
。
そ
こ
で
自
分
の
消
費
の
た
め
に
、
若
干
量
の
小
麦
を
保
留
し
、
他
の
若
干
量
の
小
麦
を
提
供
し

て
、
自
家
の
馬
を
養
う
た
め
の
燕
麦
と
交
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
彼
が
保
留
し
よ
う
と
す
る
量
及
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び
提
供
し
よ
う
と
す
る
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
燕
麦
の
価
格
と
、
こ
の
価
格
で
彼
が
需
要
し
よ
う
と
す
る
燕
麦
の
量

に
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
依
存
す
る
か
。
私
は
そ
れ
を
見
よ
う
と
思
う
。
価
格
零
の
と
き
（
燕
麦
の
一

ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
を
得
る
た
め
に
、
小
麦
の
ゼ
ロ
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
を
与
え
る
こ
と
を
要
す
る
と
き
、
す
な
わ

ち
燕
麦
が
無
償
で
あ
る
と
き
）
、
こ
の
人
は
欲
す
る
だ
け
の
燕
麦
を
需
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
自

分
が
所
有
す
る
一
切
の
馬
、
否
飼
料
が
無
償
で
得
ら
れ
る
と
き
に
養
わ
れ
る
べ
き
一
切
の
馬
を
飼
養
す
る
に
充

分
な
量
を
需
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
彼
は
、
こ
れ
と
交
換
に
小
麦
を
与
え
る
の
で
は
な
い
。
次

に
価
格
が
順
次
に
だ
と
す
る
と
（
燕
麦
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
を
得
る
た
め
に
、
小
麦
を
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す

る
と
）
、
彼
は
次
第
に
そ
の
需
要
を
減
ず
る
で
あ
ろ
う
。
価
格
が1,2,5,10

（
燕
麦
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
を

得
る
た
め
に
小
麦1,2,5,10
を
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
）
と
な
れ
ば
、
彼
は
更
に
そ
の
需
要
を
減
ず
る

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
と
交
換
に
彼
が
供
給
す
る
小
麦
の
量
は
、
彼
が
需
要
す
る
燕
麦
の
量
と

こ
の
燕
麦
の
価
格
の
積
に
常
に
等
し
い
。
更
に
ま
た
価
格
が100

と
い
う
よ
う
な
高
い
も
の
と
な
れ
ば
（
一
ヘ

ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
燕
麦
を
得
る
た
め100
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
小
麦
を
与
え
る
こ
と
を
要
す
る
と
す
れ
ば
）
彼

は
少
し
の
燕
麦
を
も
需
要
し
な
い
よ
う
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
価
格
に
お
い
て
は
二
頭
の
馬
を
も
飼
養
し
得

な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
飼
養
す
る
を
欲
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
か
ら
。
こ
の
と
き
に
は
、
彼
は
、
交
換
に
何
ら
の
小

麦
を
も
供
給
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
故
に
燕
麦
の
有
効
需
要
は
、
価
格
が
増
加
す
る

に
従
っ
て
減
少
す
る
。
そ
れ
は
価
格
零
に
お
い
て
の
あ
る
数
字
に
始
ま
り
、
あ
る
価
格
に
お
い
て
零
に
終
る
。

こ
れ
に
相
応
ず
る
小
麦
の
有
効
供
給
は
零
か
ら
出
発
し
、
次
第
に
増
加
し
、
最
大
に
達
し
、
再
び
零
に
帰
る
。
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五
〇
　
小
麦
の
す
べ
て
の
所
有
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
た
一
方
の
こ
れ
ら
小
麦
の
す
べ
て
の
所
有
者
の
み
な
ら

ず
、
他
方
の
燕
麦
の
す
べ
て
の
所
有
者
も
ま
た
、
同
一
の
性
質
と
は
い
い
得
な
い
と
し
て
も
、
同
様
の
傾
向
を

も
っ
て
い
る
。
一
般
に
商
品
を
所
有
し
て
こ
れ
を
他
の
商
品
と
交
換
し
よ
う
と
し
て
市
場
に
現
わ
れ
る
者
は
、

せ
り
上
げ
の
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
可
能
的
（virtuelle

）
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
有
効
（effecti

ve

）
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
精
密
に
決
定
せ
ら
れ
得
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
（
Ｂ
）
のqb
量
の
所
有
者
（
１
）
が
　
　
以
下
代
数
記
号
で
呼
ぶ
　
　
市
場
に
現
わ
れ
、
そ
の
う
ち
の
あ

る
量ob

を
供
給
し
て
、
自
分
が
需
要
す
る
（
Ａ
）
のda

量
と
交
換
す
る
と
す
れ
ば
、
方
程
式

　
　
　
　dava=obvb

に
よ
り
、
彼
は
（
Ａ
）
のda
量
と
（
Ｂ
）
の
を
所
持
し
て
帰
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
い
か
な
る
場
合

に
も
、
量qb,

す
な
わ
ちpa,da

及
びy
の
間
に
は
、
常
に
次
の
関
係
が
あ
る
。

　
　
　
　qb=y+dapa

　qb

の
所
有
者
がqb

を
知
っ
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
市
場
に
到
着
し
て
み
な
け
れ
ば
、

す
な
わ
ちpa

が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
こ
に
到
着
す
れ
ば
、
こ

れ
を
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
確
実
で
あ
り
、
ま
たpa

の
値
が
一
度
知
ら
れ
る
な
ら
ば
、
彼
は
直
ち
にda

の
値
を
定
め
る
こ
と
が
出
来
、
右
の
方
程
式
に
よ
り
、y
の
値
が
直
ち
に
決
定
す
る
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。

　qb

の
所
有
者
が
自
ら
市
場
に
現
わ
れ
る
場
合
に
は
、
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
有
効
な
ら
し
め
な
い
で
、
可
能

的
な
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
他
の
言
葉
で
い
え
ば
、
価
格pa
が
決
定
し
た
後
に
至
っ
て
初
め
て
、
需
要
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da

を
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
に
も
せ
り
上
げ
の
傾
向
は
も
ち
ろ
ん
働
く
。
ま
た
も
し

例
え
ば
彼
が
自
ら
市
場
に
現
わ
れ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
あ
る
理
由
に
よ
り
、
あ
る
友
人
ま
た
は
仲
買
人
に
指
図

を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
彼
はpa

の
可
能
な
値
を
零
か
ら
無
限
大
ま
で
予
想
し
、
そ
れ
ら
に
相
応
す
るda

の
す

べ
て
の
値
を
決
定
し
、
こ
れ
を
何
ら
か
の
方
法
で
表
現
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
で
、
計
算
に
少
し
く

馴
れ
た
人
々
は
右
の
事
実
の
数
学
的
表
現
を
な
す
の
に
二
つ
の
方
法
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
五
一
　
第
一
図
に
お
い
て
、
横
軸O

p

を
価
格
を
示
す
軸
と
し
、
縦
軸O

d

を
需
要
を
示
す
軸
と
す
る
。
原

点
Ｏ
か
ら
横
軸
上
に
と
ら
れ
た
長
さO

pa',O
pa''

…
…
は
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
、
例
え
ば
小

麦
で
表
わ
し
た
燕
麦
の
可
能
な
種
々
の
価
格
を
示
す
も
の
と
す
る
。
同
じ
原
点
Ｏ
か
ら
縦
軸
に
と
っ
た
長
さO

ad,1

は
、
価
格
が
０
の
と
き
、
小
麦
ま
た
は
（
Ｂ
）
の
所
有
者
が
需
要
す
る
燕
麦
ま
た
は
（
Ａ
）
の
量
を
示
す

も
の
と
す
る
。
点p'a,p''a

…
…
を
通
っ
て
需
要
軸
に
平
行
線
を
引
い
て
、
こ
れ
ら
の
平
行
線
の
上
に
こ
れ
ら

の
点p'a,p''a

…
…
か
ら
と
っ
た
長
さp'aa'1,p''aa''1

は
、
そ
れ
ぞ
れp'a,p''a

の
価
格
で
需
要
せ
ら
れ
る
燕
麦

ま
た
は
（
Ａ
）
の
量
を
示
す
。
長
さO

ap,1
は
小
麦
ま
た
は
（
Ｂ
）
の
所
有
者
が
燕
麦
ま
た
は
（
Ａ
）
を
も
は

や
需
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
価
格
を
示
す
。

　
そ
う
と
す
れ
ば
、
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
の
せ
り
上
げ
る
傾
向
は
、
幾
何
学
的
に
は
、
点ad,1,a'1,a''1

…ap,1

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
曲
線ad,1

ap,1

に
よ
り
、
代
数
的
に
は
、
こ
の
曲
線
の
方
程
式

　
　
　
　da=fa,1(pa)

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
曲
線ad,1ap,1

と
方
程
式da=fa,1(pa)
と
は
経
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
同
様
に
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し
て
、
（
Ｂ
）
の
す
べ
て
の
所
有
者
（
２
）
、
（
３
）
…
…
の
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
、
幾
何
学
的
に
は
曲
線a

d,2ap,2,ad,3ap,3

…
…
に
よ
り
、
代
数
的
に
は
、

　
　
　
　da=fa,2(pa),da=fa,3(pa)

…
…

に
よ
っ
て
表
わ
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
五
二
　
さ
て
、
同
じ
横
坐
標
の
上
に
あ
る
す
べ
て
の
縦
坐
標
を
加
え
て
、
い
わ
ば
こ
れ
ら
の
部
分
的
曲
線

（courbespartielles
）ad,1ap,1,ad,2ap,2,ad,3ap,3

…
を
合
計
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
同
一
の
横
坐
標
に
お
け

る
す
べ
て
の
縦
坐
標
を
加
え
れ
ば
、
（
Ｂ
）
の
す
べ
て
の
所
有
者
の
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
幾
何
学
的
に
示
す
全

部
曲
線A

dA
p

（
第
二
図
）
が
得
ら
れ
る
。
同
様
に
す
べ
て
の
部
分
的
方
程
式
を
加
え
れ
ば
、
同
じ
せ
り
上
げ

の
傾
向
を
代
数
的
に
示
す
全
部
方
程
式

　
　
　
　D

a=fa,1(pa)+fa,2(pa)+fa,3(pa)+

…=Fa(pa)

が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
の
函
数
と
し
て
の
（
Ａ
）
の
（（
Ｂ
）
を
反

対
給
付
と
す
る
）
需﹅
要﹅
曲﹅
線﹅
（courbe

de
dem

ande

）
ま
た
は
需﹅
要﹅
方﹅
程﹅
式﹅
（
〔e'quation

de
dem

ande

〕
）

で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
の
函
数
と
し
て
の
（
Ｂ
）
の
（（
Ａ
）
を
反
対

給
付
と
す
る
）
需
要
曲
線
ま
た
は
需
要
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
部
分
的
曲
線ad,1ap,1

ま
た
は
部
分
的
方
程
式

　
　
　
　da=fa,1(pa)

を
初
め
と
し
、
他
の
部
分
的
曲
線
及
び
方
程
式
が
連﹅
続﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
こ
と
、
す
な
わ
ちpa

の
無
限
小
の
増
加
がda
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の
無
限
小
の
減
少
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
を
、
何
も
の
も
示
し
て
い
な
い
。
否
反
対
に
、
こ
れ
ら
の
函
数
は
し

ば
し
ば
不
連
続
で
あ
る
。
例
え
ば
燕
麦
に
つ
い
て
い
え
ば
、
小
麦
の
所
有
者
の
第
一
人
は
価
格
が
騰
貴
す
る
に

従
っ
て
、
燕
麦
の
需
要
を
減
ず
る
の
で
は
な
く
、
た
し
か
に
、
彼
が
畜
舎
に
飼
養
す
る
馬
を
減
じ
よ
う
と
す
る

と
き
に
、
断
続
的
に
そ
の
需
要
を
減
ず
る
の
で
あ
る
。
故
に
彼
の
部
分
的
需
要
曲
線
は
、
実
際
に
お
い
て
は
、

a

点
を
通
る
階
段
形
の
曲
線
の
形
（
第
一
図
）
を
と
る
の
で
あ
る
。
他
の
す
べ
て
の
人
の
曲
線
も
い
ず
れ
も
同

様
で
あ
る
。
し
か
し
全
部
曲
線A

dA
p

（
第
二
図
）
は
、
い
わ
ゆ
る
大﹅
数﹅
の﹅
法﹅
則﹅
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
連
続
で
あ

る
と
考
え
得
ら
れ
る
。
ま
こ
と
に
、
価
格
の
極
め
て
小
さ
い
騰
貴
が
起
る
と
き
に
は
、
多
数
の
人
々
の
う
ち
お

そ
ら
く
一
人
く
ら
い
は
、
今
ま
で
飼
養
し
て
い
た
馬
の
う
ち
一
頭
を
手
放
す
よ
う
な
極
限
に
立
っ
て
い
て
、
需

要
を
減
ず
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
減
少
は
全
需
要
中
の
極
め
て
小
な
る
部
分
の
減
少
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
五
三
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
曲
線A

dA
p

は
、
（
Ａ
）
の
価
格
の
函
数
と
し
て
の
（
Ａ
）
の
有
効
に
需
要
せ

ら
れ
る
量
を
示
す
。
例
え
ばA

m

点
の
横
坐
標O

pa,m

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
価
格pa,m

に
お
け
る
有
効
需

要
は
、
同
じ
点A

m

の
縦
坐
標O

D
a,m

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
るD

a,m

で
あ
る
。
そ
し
て
（
Ｂ
）
を
も
っ
て

す
る
（
Ａ
）
の
有
効
需
要
が
、
価
格pa,m

で
あ
る
と
き
、D

a,m

で
あ
れ
ば
、
（
Ａ
）
と
交
換
に
提
供
せ
ら
れ

る
（
Ｂ
）
の
有
効
供
給
は
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
、

　
　
　
　O

b,m
=D

a,m
pa,m

（
第
四
五
節
）

と
な
る
。
こ
れ
は
縦
坐
標O

D
a,m

と
横
坐
標O

pa,m

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
矩
形O

D
a,m

A
m

pa,m

に
よ
っ
て

表
わ
さ
れ
る
。
だ
か
ら
曲
線A

dA
p

は
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
の
函
数
と
し
て
の
（
Ａ
）
の
需
要
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と
（
Ｂ
）
の
供
給
と
を
同
時
に
示
し
て
い
る
。
同
様
に
曲
線B

dB
p

は
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
の

函
数
と
し
て
の
（
Ｂ
）
の
需
要
と
（
Ａ
）
の
供
給
と
を
同
時
に
示
す
の
で
あ
る
。

　
五
四
　
（
Ｂ
）
を
所
有
す
る
多
数
者
の
手
中
に
あ
っ
て
市
場
に
現
わ
れ
た
総
量
をQ

b

と
し
、
点Q

b

を
通

る
曲
線
を
、xy=Q

b

を
方
程
式
と
す
る
直
角
双
曲
線
で
あ
る
と
す
る
。
直
線pa,m

A
m

を
、
こ
の
双
曲
線
と

の
交
点Q

b
ま
で
延
長
し
、
ｘ
軸
す
な
わ
ち
価
格
の
軸
に
平
行
線
βQ

b

を
引
け
。
し
か
ら
ば
矩
形O

βQ
bpa,

m

の
面
積Q

b

は
、
市
場
に
齎



ら
さ
れ
た
（
Ｂ
）
の
総
量
を
表
わ
し
、
矩
形O

D
a,m

A
m

pa,m

の
面
積D

a,m

pa,m

は
、
価
格pa,m
に
お
い
て
（
Ａ
）
と
交
換
に
提
供
せ
ら
れ
る
部
分
を
表
わ
す
。
従
っ
て
矩
形D

a,m

β

Q
bA

m

の
面
積
Ｙ
す
な
わ
ち

　
　
　
　Q

b-D
a,m

pa,m

は
、
同
じ
価
格pa,m

に
お
い
て
市
場
か
ら
持
ち
か
え
っ
て
所
有
者
が
保
留
す
る
で
あ
ろ
う
部
分
を
示
す
。
一

般
に
、Q

b,pa,D
a

及
び
Ｙ
の
間
に
は
、
次
の
関
係
が
あ
る
。

　
　
　
　Q

b=Y
+D

apa

そ
し
てxy=Q

b

す
な
わ
ちQ

b

点
を
通
る
曲
線
は
、
（
Ｂ
）
の
存
在
量
を
表
わ
す
双
曲
線
で
あ
る
か
ら
、A

d

A
p

は
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
の
如
何





に
よ
っ
て
、
こ
の
（
Ｂ
）
の
量
を
、
（
Ａ
）
と
交
換
に

与
え
る
べ
き
部
分
と
保
留
し
て
お
く
べ
き
部
分
と
に
分
け
る
曲
線
で
あ
る
。
曲
線B

dB
p

と
、

　
　
　
　xy=Q

a

を
方
程
式
と
す
る
（
Ａ
）
の
存
在
量
の
双
曲
線
と
の
間
に
も
、
同
様
の
関
係
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
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五
五
　
故
に
需
要
曲
線
は
、
量
の
双
曲
線
の
う
ち
に
包
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
需
要
曲
線
は
一
般
に

坐
標
軸
を
切
り
、
こ
れ
ら
の
軸
と
漸
近
線
を
な
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
一
般
に
需
要
曲
線
は
、
需
要
の
軸
を
切
る
。
な
ぜ
な
ら
価
格
零
に
お
い
て
あ
る
個
人
に
よ
っ
て
需
要
せ
ら
れ

る
あ
る
商
品
の
量
は
、
一
般
に
有
限
で
あ
る
か
ら
。
例
え
ば
燕
麦
が
無
償
で
与
え
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
あ
る
人

は
十
頭
、
あ
る
人
は
百
頭
の
馬
を
飼
養
す
る
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
彼
ら
は
無
限
数
の
馬
を
飼
養
せ
ぬ
で
あ
ろ

う
し
、
従
っ
て
無
限
量
の
燕
麦
を
需
要
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
価
格
零
に
お
け
る
需
要
の
総
計
は
有
限
量

の
合
計
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
自
身
も
有
限
量
で
あ
る
。

　
需
要
曲
線
は
一
般
に
価
格
の
軸
を
切
る
。
実
際
価
格
が
無
限
大
に
達
し
な
く
て
も
充
分
に
高
け
れ
ば
、
あ
る

商
品
が
そ
の
無
限
小
量
を
も
何
人
に
よ
っ
て
も
需
要
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
、
我
々
は
想
像
し

得
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
絶
対
的
に
は
い
い
得
な
い
。
（
Ｂ
）
が
い﹅
か﹅
な﹅
る﹅
価﹅
格﹅
で﹅
で﹅
も﹅
全
部
供
給

せ
ら
れ
得
て
、
従
っ
て
需
要
曲
線A

dA
p

がQ
b

を
通
る
双
曲
線
と
合
致
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
し
、
ま
た

（
Ｂ
）
の
一
部
が
い
か
な
る
価
格
で
で
も
供
給
せ
ら
れ
得
て
、
従
っ
て
需
要
曲
線A

dA
p

がQ
b

を
通
る
双
曲

線
の
内
側
の
双
曲
線
と
合
致
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
だ
か
ら
架
空
の
臆
説
を
し
な
い
よ
う
に
、
需
要
曲
線
が

坐
標
軸
と
存
在
量
の
双
曲
線
と
の
間
の
す
べ
て
の
地
位
を
と
り
得
る
と
考
え
て
お
く
。

　
五
六
　
か
く
て
我
々
は
、
一
つ
の
商
品
の
有
効
需
要
と
他
の
商
品
で
表
わ
し
た
そ
の
価
格
と
の
間
の
直
接
的

関
係
を
知
り
、
ま
た
こ
の
関
係
の
数
学
的
表
現
を
知
り
得
た
わ
け
で
あ
る
。

　
例
え
ば
（
Ａ
）
商
品
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
関
係
は
幾
何
学
的
に
は
、
曲
線A

dA
p

に
よ
り
、
ま
た
代
数
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的
に
は
、
こ
の
曲
線
の
方
程
式

　
　
　
　D

a=Fa(pa)
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
（
第
五
二
節
）
。

　
（
Ｂ
）
商
品
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
関
係
は
、
幾
何
学
的
に
は
曲
線B

dB
p

に
よ
り
、
代
数
的
に
は
、
こ

の
曲
線
の
方
程
式

　
　
　
　D

b=Fb(pb)

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

　
そ
の
上
、
我
々
は
、
あ
る
他
の
商
品
と
交
換
に
提
供
せ
ら
れ
る
一
つ
の
商
品
の
有
効
供
給
と
、
後
者
で
表
わ

し
た
前
者
の
価
格
と
の
間
に
存
す
る
間
接
的
関
係
の
性
質
を
知
り
得
た
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
関
係
の
数
学

的
表
現
を
知
り
得
た
わ
け
で
あ
る
。

　
例
え
ば
（
Ａ
）
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
関
係
は
、
幾
何
学
的
に
は
曲
線B

dB
p

で
包
ま
れ
た
一
連
の
矩
形

に
よ
り
、
ま
た
代
数
的
に
は
、
こ
の
曲
線
の
方
程
式

　
　
　
　O

a=D
bpb=Fb(pb)pb

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
（
第
五
三
節
）
。

　
（
Ｂ
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
幾
何
学
的
に
は
、
曲
線A

dA
p

に
包
ま
れ
た
一
連
の
矩
形
に
よ
り
、
代
数
的

に
は
、
方
程
式

　
　
　
　O

b=D
apa=Fa(pa)pa
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に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
方
程
式
か
ら
、
各
商
品
の
有
効
供
給
と
他
の
商
品
で
表
わ
し
た
こ
の
商
品
の
価
格
と

の
関
係
を
表
わ
す
方
程
式
を
導
き
出
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
二
つ
の
方
程
式
に
お
い
て
、

価
格pb
を
に
よ
り
、
価
格pa

を
に
よ
り
置
き
換
え
れ
ば
よ
い
。
な
ぜ
な
らpapb=1

で
あ
る
か
ら
。

　
よ
っ
て

　
　
　
　

と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
素
を
も
っ
て
私
共
は
、
二
商
品
の
交
換
の
一
般
的
問
題
　
　
二﹅
商﹅
品﹅
（
Ａ﹅
）
、
（
Ｂ﹅
）
を﹅
与﹅
え﹅

ら﹅
れ﹅
、
ま﹅
た﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
二﹅
商﹅
品﹅
相﹅
互﹅
の﹅
需﹅
要﹅
曲﹅
線﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
曲﹅
線﹅
の﹅
方﹅
程﹅
式﹅
を﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
れ﹅
ば﹅
、
そ﹅
れ﹅
ぞ﹅
れ﹅

の﹅
均﹅
衡﹅
価﹅
格﹅
は﹅
い﹅
か﹅
に﹅
定﹅
ま﹅
る﹅
か﹅
の﹅
問﹅
題﹅
　
　
を
、
数
学
的
に
解
く
こ
と
が
出
来
る
。

　
五
七
　
幾
何
学
的
に
は
、
問
題
は
、
二
つ
の
曲
線A

dA
p,B

dB
p

の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
底
辺
（
こ
れ
ら
は

互
に
逆
数
で
あ
る
）
上
に
矩
形O

daA
pa,O

D
bB

pb

を
作
り
、
こ
れ
ら
一
方
の
高
さO

D
a

が
他
方
の
面
積O

D
b

×O
pb

に
等
し
く
な
る
よ
う
に
、
ま
た
反
対
に
こ
の
他
方
の
矩
形
の
高
さO

D
a

が
一
方
の
矩
形
の
面
積

O
D

a

×O
pa

に
等
し
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
矩
形
の
底
辺O

pa,O
pb

は
均
衡
価

格
を
示
す
。
け
だ
し
こ
れ
ら
の
価
格
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
高
さO

D
a

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
（
Ａ
）
の

需
要
は
、
面
積O

D
a

×O
pa

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
（
Ｂ
）
の
供
給
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
（
第
四
七
節
）
。

　
こ
こ
に
用
い
た
「
各
一
方
の
矩
形
の
高
さ
が
他
方
の
矩
形
の
面
積
に
等
し
く
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
表
現
は
、
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等
質
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
は
こ
の
等
質
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
。
な
ぜ
な

ら
底
辺
が
互
に
逆
数
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
二
曲
線
の
構
成
に
役
立
っ
た
共
通
な
単
位O

1

の
存

在
を
予
想
し
て
い
る
か
ら
。
だ
が
も
し
こ
の
単
位
を
顕



わ
さ
し
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
各
矩
形
の
高
さ
は
、
他
方

の
矩
形
の
面
積
を
構
成
し
て
い
る
単
位
数
と
同
数
の
単
位
数
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
る
か
、
ま
た
は
各
矩
形
の

面
積
は
、
他
方
の
矩
形
の
高
さ
と
底
辺
の
単
位
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
矩
形
の
面
積
に
等
し
い
と
考
え
ね
ば
な
ら

ぬ
。
と
こ
ろ
で
こ
の
問
題
の
与
件
に
お
い
て
は
、
当
然
、
各
矩
形
の
底
辺
は
高
さ
の
反
比
に
等
し
く
、
ま
た
面

積
の
比
に
等
し
い
わ
け
で
あ
る
。

　
五
八
　
代
数
的
に
は
、
問
題
は
、
二
つ
の
方
程
式

　
　
　
　Fa(pa)=Fb(pb)pb,
　
　papb=1

に
お
け
る
二
つ
の
根pa,pb

を
求
め
、
ま
た
は
二
つ
の
方
程
式

　
　
　
　Fa(pa)pa=Fb(pb),

　
　papb=1

に
お
け
る
二
つ
の
根pa,pb

を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。
更
に
い
い
換
え
れ
ば
、
問
題
は
、

　
　
　
　D

a=O
a

を
表
わ
す
方
程
式

　
　
　
　

及
び

　
　
　
　O

b=D
b
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を
表
わ
す
方
程
式

　
　
　
　

の
二
つ
の
根pa,pb

を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。

　
五
九
　
な
お
ま
た
、
こ
れ
ら
の
解
法
を
一
つ
に
結
合
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
我
々
は
既
に
曲
線

　
　
　
　D

a=Fa(pa),

　
　D

b=Fb(pb)

を
知
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
曲
線A

dA
p,B

dB
p

で
あ
る
。
今
曲
線

　
　
　
　

を
作
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
曲
線K

LM
,N

PQ

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
曲
線
とA

dA
p,B

dB
p

と
の
交
点

Ａ
及
び
Ｂ
は
、
先
に
述
べ
た
矩
形
を
ち
ょ
う
ど
与
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
曲
線K

LM
,N

PQ

は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
図
に
点
線
で
表
わ
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
曲
線
の

構
造
の
形
状
を
知
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

　
ま
ず
曲
線K

LM

は
（
Ａ
）
の
供
給
曲
線
で
あ
っ
て
、
（
Ｂ
）
の
需
要
曲
線
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
（
Ｂ
）
の
需
要
曲
線
の
坐
標
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
矩
形
の
面
積
は
、
価
格pb

の
函
数
と
し
て
の
（
Ａ
）

の
供
給
を
示
し
て
い
る
の
に
反
し
、
（
Ａ
）
の
供
給
曲
線
の
縦
坐
標
の
長
さ
は
、
価
格pa

の
函
数
と
し
て
の

（
Ａ
）
の
供
給
を
示
し
て
い
る
か
ら
。

　
こ
の
曲
線
は
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
が
無
限
大
で
あ
る
と
き
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た

（
Ｂ
）
の
価
格
が
無
限
小
で
あ
る
と
き
、
零
の
値
か
ら
出
発
し
、
従
っ
て
価
格
の
軸
に
漸
近
線
を
な
す
。
そ
し
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て
そ
れ
は
、
原
点
に
近
づ
く
に
従
い
、
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
が
減
少
す
る
に
従
い
、

す
な
わ
ち
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
増
加
す
る
に
従
っ
て
、
上
向
し
、
つ
い
に
最
高
点
Ｌ
に
達
す

る
。
こ
の
点
の
横
坐
標
は
、
曲
線B

dB
p

に
包
ま
れ
る
矩
形
の
面
積
を
最
大
な
ら
し
め
るB

m

点
の
横
坐
標O

pb,m

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
るpb,m

す
な
わ
ち
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
の
逆
数
、
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）

で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
を
示
し
て
い
る
。
次
に
こ
の
曲
線
は
、
原
点
に
近
づ
く
に
従
い
高
さ
を
減
じ
、
つ

い
に
零
と
な
る
。
こ
れ
が
零
と
な
る
の
は
、
曲
線B

dB
p

が
価
格
の
軸
を
切
るB

p

点
の
横
坐
標O

B
p

に
よ
っ

て
表
わ
さ
れ
る
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
の
逆
数
に
お
い
て
で
あ
る
、
す
な
わ
ちO

K

で
示
さ
れ
る

（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
同
様
に
曲
線N

PQ

は
（
Ｂ
）
の
供
給
曲
線
で
あ
っ
て
、
（
Ａ
）
の
需
要
曲
線
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
Ａ
）
の
需
要
曲
線
の
坐
標
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
矩
形
の
面
積
は
、
価
格pa

の
函
数
と
し
て
の
（
Ｂ
）
の
供

給
を
示
し
て
い
る
の
に
反
し
、
（
Ｂ
）
の
供
給
曲
線
の
縦
坐
標
の
長
さ
は
、
価
格pb

の
函
数
と
し
て
の
（
Ｂ
）

の
供
給
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
曲
線
は
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
無
限
大
で
あ
る
と
き
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た

（
Ａ
）
の
価
格
が
無
限
小
で
あ
る
と
き
、
零
の
値
か
ら
出
発
し
、
従
っ
て
価
格
の
軸
に
漸
近
線
を
な
す
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
原
点
に
近
づ
く
に
従
い
、
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
減
少
す
る
に
従
い
、

す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
が
増
大
す
る
に
従
い
、
上
向
し
、
つ
い
に
最
高
点
Ｐ
に
達
す
る
。

こ
の
点
の
横
坐
標
は
、
曲
線A

dA
p

に
包
ま
れ
た
矩
形
の
面
積
を
最
大
な
ら
し
め
るA

m

点
の
横
坐
標O

pa,m
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に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
るpa,m

の
逆
数
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
を
示
す
。
次
に
こ
の
曲

線
は
、
原
点
に
近
づ
く
に
従
い
、
高
さ
を
減
じ
、
つ
い
に
零
と
な
る
。
こ
れ
が
零
と
な
る
点
は
、
曲
線A

dA
p

が
価
格
の
軸
を
切
るA

p

点
の
横
坐
標O

A
p

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
の

逆
数
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ちO

N

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
に
お
い
て

で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
曲
線K

LM
,N

PQ

の
形
状
は
全
く
曲
線B

dB
p,A

dA
p

の
形
状
如
何





に
よ
る
。B

dB
p

,A
dA

p

が
図
に
示
さ
れ
た
も
の
と
は
異
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、K

LM
,N

PQ

も
ま
た
全
く
異
っ
た
も
の
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、
今
私
共
に
与
え
ら
れ
た
条
件
に
お
い
て
は
、
曲
線B

dB
p

は
最
大
矩
形
点

B
m

を
過
ぎ
た
後
、
下
向
し
て
、
点
線N

PQ

に
交
わ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
交
点
は
、N

PQ

が
零
か
ら
最
高

点
Ｐ
に
向
っ
て
上
向
し
つ
つ
あ
る
所
に
あ
る
。
従
っ
て
、
曲
線A

dA
p

も
ま
た
、
下
向
す
る
と
き
、
最
大
矩
形

点A
m

を
通
る
以
前
に
点
線K

LM

に
交
わ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
交
点
は
、
こ
の
曲
線
が
そ
の
最
高
点
Ｌ
か

ら
零
に
下
向
す
る
所
に
あ
る
。

　
六
〇
　
だ
か
ら
、
も
し
Ａ
点
に
お
い
て
二
曲
線A

dA
p,K

LM

が
交
わ
る
と
し
た
ら
、
こ
の
点
の
右
に
お
い

て
は
曲
線A
dA

p

は
曲
線K

LM

よ
り
小
で
あ
り
、
左
に
お
い
て
は
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
Ｂ
点
に
お
い
て
二
曲
線B

dB
p,N

PQ

が
交
わ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
の
右
に
お
い
て
は
、
曲
線B

dB
p

は
曲
線N

PQ

よ
り
小
で
あ
り
、
左
に
お
い
て
は
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
価
格
は
、
仮
定
に
よ
っ
て
、D

a=O
a,D

b=O
b

な
ら
し
め
る
価
格
で
あ
る
か
ら
、pa

よ
り
大
な
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る
す
べ
て
の
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
に
お
い
て
は
、
す
な
わ
ちpb

よ
り
小
な
る
す
べ
て
の
（
Ａ
）

で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
に
お
い
て
は
、O

a

＞D
a

で
あ
り
、D

b

＞O
b

で
あ
る
。
反
対
にpa

よ
り
小
な
る

す
べ
て
の
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
に
お
い
て
は
、
す
な
わ
ちpb

よ
り
大
な
る
（
Ａ
）
で
表
わ
し

た
（
Ｂ
）
の
価
格
に
あ
っ
て
は
、D

a

＞O
a

で
あ
り
、
同
時
にO

b

＞D
b

で
あ
る
。
前
の
場
合
に
はpb

の
高

騰
す
な
わ
ちpa
の
下
降
に
よ
っ
て
し
か
、
均
衡
価
格
が
現
わ
れ
得
な
い
し
、
後
の
場
合
に
はpa

の
高
騰
す
な

わ
ちpb

の
下
落
に
よ
っ
て
し
か
、
均
衡
価
格
は
現
わ
れ
得
な
い
。

　
そ
こ
で
、
二
商
品
相
互
の
間
の
交
換
に
お
け
る
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
供﹅
給﹅
の﹅
法﹅
則﹅
（loide

l'offre
etde

la
dem

ande
ef

fectives

）
す
な
わ
ち
均﹅
衡﹅
価﹅
格﹅
成﹅
立﹅
の﹅
法﹅
則﹅
（
〔loid'e'stablissem

entd'e'quilibre

〕
）
を
、
次
の
よ
う
に
表

現
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
　
二﹅
商﹅
品﹅
が﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
、
そ﹅
れ﹅
ら﹅
に﹅
つ﹅
い﹅
て﹅
市﹅
場﹅
の﹅
均﹅
衡﹅
す﹅
な﹅
わ﹅
ち﹅
そ﹅
れ﹅
ぞ﹅
れ﹅
一﹅

方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
他﹅
方﹅
の﹅
価﹅
格﹅
の﹅
静﹅
止﹅
状﹅
態﹅
が﹅
あ﹅
り﹅
得﹅
る﹅
た﹅
め﹅
に﹅
は﹅
、
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
各﹅
﹅々
の﹅
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
が﹅
そ﹅

の﹅
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
こ﹅
と﹅
を﹅
必﹅
要﹅
と﹅
し﹅
、
ま﹅
た﹅
こ﹅
れ﹅
だ﹅
け﹅
の﹅
条﹅
件﹅
が﹅
充﹅
さ﹅
れ﹅
る﹅
だ﹅
け﹅
で﹅
充﹅
分﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。
こ﹅
の﹅

均﹅
等﹅
が﹅
存﹅
在﹅
し﹅
な﹅
い﹅
と﹅
す﹅
る﹅
と﹅
、
均﹅
衡﹅
価﹅
格﹅
に﹅
達﹅
す﹅
る﹅
た﹅
め﹅
に﹅
は﹅
、
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
が﹅
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
よ﹅
り﹅
大﹅
な﹅
る﹅
商﹅
品﹅

の﹅
価﹅
格﹅
が﹅
高﹅
騰﹅
せ﹅
ね﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
し﹅
、
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
が﹅
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
よ﹅
り﹅
大﹅
な﹅
る﹅
商﹅
品﹅
が﹅
下﹅
落﹅
せ﹅
ね﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
。

　
こ
の
法
則
は
、
先
に
取
引
所
の
市
場
の
研
究
の
す
ぐ
後
で
表
明
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
が
（
第
四
二

節
）
、
し
か
し
そ
の
厳
密
な
証
明
が
必
要
で
あ
っ
た
（
第
四
八
節
）
。

　
六
一
　
我
々
は
今
や
、
市
場
に
お
け
る
競
争
の
機
構
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
よ
く
理
解
し
了

え
た
。

実
際
に
お
い
て
も
交
換
の
問
題
は
、
価
格
の
高
騰
及
び
下
落
に
よ
っ
て
解
か
れ
て
い
る
。
私
が
こ
こ
に
示
し
た
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の
は
、
こ
の
問
題
の
数
学
的
、
純
理
論
的
解
法
で
あ
る
。
私
の
目
的
が
、
実
際
の
解
き
方
に
、
私
の
解
法
を
置

き
換
え
よ
う
と
す
る
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
実
際
の
解
き
方
は
、
理
想
通
り
に
、
迅

速
で
あ
り
、
正
確
で
あ
る
。
例
え
ば
大
市
場
で
は
、
仲
買
人
や
せ
り
売
人
が
な
く
て
も
、
そ
の
時
々
の
均
衡
価

格
は
数
分
の
間
に
決
定
し
、
三
四
十
分
の
間
に
巨
額
の
商
品
が
取
引
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
理
論
的
解
法

は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
に
、
行
わ
れ
難
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
交
換
の
曲
線
を
画



き
ま
た
は
そ

の
方
程
式
を
作
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
根
拠
の
な
い
批
難
を
私
共
に
加
え
よ
う
と
す
る
者
で
あ

る
。
あ
る
商
品
の
需
要
ま
た
は
供
給
曲
線
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
作
っ
て
、
あ
る
場
合
に
利
益
が
得
ら
れ
る
か

否
か
、
こ
れ
ら
の
曲
線
を
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
、
そ
れ
ら
は
こ
こ
に
問
お
う
と
す
る
こ
と
で
は

な
い
。
今
は
た
だ
交
換
の
一
般
的
問
題
を
研
究
す
る
の
で
あ
っ
て
、
我
々
に
と
っ
て
は
、
交
換
曲
線
の
純
粋
な

抽
象
的
な
概
念
が
得
ら
れ
れ
ば
充
分
な
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
把
握
が
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
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第
七
章
　
二
商
品
相
互
の
間
に
行
わ
れ
る
交
換
の
問
題
の
解
法
の
吟
味

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
六
二
、
六
三
　
供
給
曲
線
が
唯
一
の
極
大
に
お
い
て
連
続
で
あ
る
場
合
に
論
議
を

　
　
　
　
　
　
　
　
局
限
す
る
。
六
四
　
供
給
曲
線
は
需
要
曲
線
と
交
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
合
価
格
は
成
立
し
な
い
。
六
五
　
供
給
曲
線
は
需
要
曲
線
と
三
点
に
お
い
て
交
わ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
も
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
三
つ
の
価
格
が
あ
り
得
る
。
六
六
、
六
七
、
六
八
　
こ
の
内
二

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
均
衡
価
格
は
安
定
で
あ
り
、
一
つ
の
均
衡
価
格
は
不
安
定
で
あ
る
。
六
九
　
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
需
要
曲
線
の
内
一
つ
が
存
在
量
の
双
曲
線
と
一
致
す
る
場
合
。
七
〇
　
二
つ
共
一
致
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
場
合
。

　
六
二
　
以
上
述
べ
て
き
た
所
を
要
約
す
れ
ば
、
二
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
有
効
需
要
と

価
格
と
の
関
係
が
、
方
程
式

　
　
　
　D
a=Fa(pa),

　D
b=Fb(pb)

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
と
す
る
と
、
均
衡
価
格
は
方
程
式

　
　
　
　D

ava=D
bvb

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
そ
し
てD

a,D
b

に
そ
の
値
を
代
入
す
れ
ば
、
均
衡
価
格
は
方
程
式
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　Fa(pa)va=Fb(pb)vb

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
だ
が
し
か
し
、pa

を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
更
に
右
の
方
程
式
を
次
の
﹇
１
﹈

の
形
と
す
る
こ
と
も
出
来
、
ま
たpb

を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
﹇
２
﹈
の
形
と
す
る
こ
と
も
出

来
る
。

　
　

前
者
はD

a=O
a

を
表
わ
し
、
後
者
はO

b=D
b

を
表
わ
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
形
の
方
程
式
を
、
曲
線

　
　
　
　

の
交
点
に
よ
り
、
ま
た
は
曲
線

　
　
　
　

の
交
点
に
よ
っ
て
解
い
た
（
第
五
九
節
）
。
今
こ
の
解
法
を
吟
味
し
よ
う
と
思
う
。

　
六
三
　
け
れ
ど
も
今
は
、
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
つ
い
て
こ
の
解
法
を
吟
味
す
る
の
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ

る
場
合
に
つ
い
て
こ
の
解
法
を
吟
味
す
る
の
は
、
多
大
の
時
を
要
し
、
ま
た
こ
こ
は
そ
の
機
会
で
は
な
い
。
た

だ
示
し
た
図
に
関
す
る
よ
う
な
極
め
て
簡
単
な
一
般
的
場
合
の
み
を
吟
味
す
る
。
第
二
図
に
お
い
て
は
、
私
は
、

曲
線A
dA

p,B
dB

p

が
連
続
で
あ
る
と
考
え
、
か
つ
ま
た

　
　
　
　D

a=O
A

d,pa=0

な
る
点
と

　
　
　
　pa=O

A
p,D

a=0

な
る
点
と
の
間
に
、
及
び
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　D

b=O
B

d,pb=0

な
る
点
と

　
　
　
　pb=O

B
p,D

b=0

な
る
点
と
の
間
に
、
こ
れ
ら
曲
線
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
坐
標
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
矩

形D
apa,D

bpb

が
も
ち
得
る
極
大
は
そ
れ
ぞ
れ
た
だ
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
い
た
。
の
み
な
ら
ず
第
二
図

に
つ
い
て
は
、
正
の
坐
標
が
作
る
角
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
曲
線
の
部
分
、
し
か
も
こ
の
角
の
う
ち
で
も
、
点A

d

とA
p

と
の
間
に
含
ま
れ
た
曲
線
の
部
分
と
、
点B

d

とB
p

と
の
間
に
含
ま
れ
た
曲
線
の
部
分
と
を
考
察
す

れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
交
換
と
い
う
事
実
の
性
質
上
当
然
に
出
て
く
る
。
こ
の
仮
定

に
お
い
て
は
、
曲
線K

LM
,N

PQ

は
連
続
曲
線
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
坐
標
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る

矩
形
の
面
積
は
、
た
だ
一
つ
の
極
大
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
か
く
限
定
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
吟
味

せ
ら
れ
る
べ
き
興
味
あ
る
問
題
が
あ
る
。

　
六
四
　
私
の
推
論
中
で
は
、
一
方A

dA
p

及
びK

LM

、
他
方B

dB
p

及
びN

PQ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
唯
一
点
Ａ

及
び
Ｂ
に
お
い
て
し
か
交
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
ま
ず
こ
れ
ら
の
曲
線
は
ど
こ
で
も
交
わ
ら
な

い
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
、
も
し
曲
線B

dB
p

が
Ｎ
点
の
手
前
に
位
す
る

点
に
お
い
て
価
格
の
軸
に
達
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
曲
線N

PQ

と
は
交
わ
ら
な
い
。
か
つ
こ
の
場
合
に
は

曲
線K

LM

はA
p

点
よ
り
も
遠
い
点
に
お
い
て
価
格
の
軸
を
去
り
、
曲
線A

dA
p

に
は
交
わ
ら
な
い
。
従
っ

て
問
題
は
こ
の
場
合
に
は
解
け
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
驚
く
に
足
ら
な
い
。
こ
の
場
合
は
、
（
Ｂ
）
の
い
ず
れ
の
所
有
者
も
（
Ａ
）
の
１
に
対
し
て

（
Ｂ
）
のA

p

を
、
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
の
に
対
し
（
Ｂ
）
の
１
を
、
与
え
る
こ
と
を
欲
し
な
い
場
合
で
あ
り
、
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他
面
か
ら
い
え
ば
、
（
Ａ
）
の
い
ず
れ
の
所
有
者
も
（
Ｂ
）
の
１
に
対
し
、
（
Ａ
）
の
を
、
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）

のA
p

に
対
し
（
Ａ
）
の
１
を
、
与
え
よ
う
と
欲
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
せ
り
上
げ
が
、
市
場
に

対
し
何
ら
の
影
響
を
生
ぜ
し
め
得
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
と
し
てA

p

以
下
の
価
格
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
と
し
て
以
上
の
価
格
を
成
立
せ
し
め
れ
ば
、

（
Ａ
）
の
需
要
者
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
の
供
給
者
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
（
Ｂ
）
の
需
要
者
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
の

供
給
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
も
し
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
と
し
て
以
下
の
価
格
を
作

れ
ば
、
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
と
し
てA

p

よ
り
以
上
の
価
格
を
成
立
せ
し
め
れ
ば
、

（
Ｂ
）
の
需
要
者
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
の
供
給
者
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
（
Ａ
）
の
需
要
者
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
の

供
給
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
六
五
　
次
に
、
曲
線
の
形
状
を
注
意
し
て
観
察
す
れ
ば
、
二
曲
線
の
間
に
多
数
の
交
点
が
あ
る
場
合
が
あ
り

得
る
こ
と
が
解
る
。
ま
こ
と
に
も
し
二
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
に
つ
い
て
、
（
Ｂ
）
を
も
っ
て
す
る
（
Ａ
）
の

需
要
が
曲
線A

dA
p

を
示
し
、
（
Ａ
）
を
も
っ
て
す
る
（
Ｂ
）
の
需
要
が
曲
線B

d'B
p'

を
示
す
と
す
れ
ば
、

こ
の
曲
線B

d'B
p'

は
曲
線N

PQ

と
三
つ
の
点B

,B
',B

''

に
お
い
て
交
わ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、

（
Ｂ
）
と
交
換
せ
ら
れ
る
（
Ａ
）
の
供
給
曲
線K

LM
は
、
曲
線K

'L'M
'

と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
三
つ

の
点A
,A

',A
''

に
お
い
て
曲
線A

dA
p

に
交
わ
る
で
あ
ろ
う
。A

,A
',A

''

は
そ
れ
ぞ
れB

,B
',B

''

点
に
対
応

す
る
。
こ
の
場
合
に
は
二
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
の
相
互
の
交
換
の
問
題
に
三
つ
の
解
が
あ
り
得
る
。
な
ぜ
な

ら
曲
線A

dA
p,B

d'B
'p

に
包
ま
れ
て
互
に
逆
数
で
あ
る
底
辺
を
も
ち
か
つ
高
さ
が
互
に
他
方
の
面
積
に
等
し
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い
二
つ
の
矩
形
の
三
組
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
三
つ
の
解
は
、
い
ず
れ
も
同
一
の
価
値
を
も

つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
六
六
　
三
つ
の
組
の
う
ち
、
ま
ず
、
点A

'

とB
'

の
組
、
及
び
点A

''

と
点B

''

の
組
を
検
討
す
れ
ば
、
そ
れ

ら
は
、
た
だ
一
つ
の
解
し
か
あ
り
得
な
い
場
合
に
お
け
る
点
Ａ
及
び
Ｂ
の
組
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
こ
と
が
解

る
（
第
六
〇
節
）
。
曲
線A

dA
p

はA
'

点
す
な
わ
ち
二
曲
線A

dA
p,K

'L'M
'

の
交
点
の
右
方
で
あ
る
か
ま
た

は
左
方
で
あ
る
か
に
よ
り
、
曲
線K

'L'M
'

よ
り
小
で
あ
る
か
ま
た
は
大
で
あ
る
。
同
様
に
曲
線B

'dB
'p

は
、

B
'

点
す
な
わ
ち
二
曲
線B

'dB
'p

とN
PQ

と
が
交
わ
る
点
の
右
方
で
あ
る
か
ま
た
は
左
方
で
あ
る
か
に
よ
り
、

曲
線N

PQ

よ
り
小
で
あ
る
か
ま
た
は
大
で
あ
る
。
ま
た
曲
線A

dA
p

は
、A

''

点
の
右
方
で
あ
る
か
ま
た
は

左
方
で
あ
る
か
に
よ
り
曲
線K

'L'M
'

よ
り
小
で
あ
る
か
ま
た
は
大
で
あ
る
。
同
様
に
ま
た
曲
線B

'dB
'p

は
、

B
''

点
の
右
方
で
あ
る
か
ま
た
は
左
方
で
あ
る
か
に
よ
り
、
曲
線N

PQ

よ
り
小
で
あ
る
か
ま
た
は
大
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
均
衡
点
の
彼
方
に
お
い
て
、
商
品
の
供
給
は
そ
の
需
要
を
超
え
、
価
格

の
下
落
す
な
わ
ち
均
衡
点
へ
の
復
帰
を
生
ず
る
。
ま
た
均
衡
点
の
此
方
に
お
い
て
、
商
品
の
需
要
は
そ
の
供
給

を
超
え
、
価
格
の
騰
貴
す
な
わ
ち
均
衡
点
へ
の
前
進
が
生
ず
る
。
だ
か
ら
こ
の
均
衡
を
、
私
共
は
、
垂
直
線
上

に
あ
る
重
心
の
上
方
に
懸

吊







点
を
有
す
る
物
体
が
、
垂
線
上
か
ら
離
れ
る
と
き
、
重
力
に
よ
っ
て
自
ら
均
衡

点
に
落
ち
付
く
所
の
均
衡
に
、
比
べ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
均
衡
は
安﹅
定﹅
均﹅
衡﹅
（
〔e'quilibre

stable

〕
）

で
あ
る
。

　
六
七
　
点A

,B

は
同
様
で
は
な
い
。
Ａ
点
の
右
に
お
い
て
は
曲
線A

dA
p

は
曲
線K

'L'M
'

よ
り
大
で
あ
り
、
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左
に
お
い
て
は
小
で
あ
る
。
同
様
に
Ｂ
点
の
右
に
お
い
て
は
、
曲
線B

'dB
'p

は
曲
線N

PQ

よ
り
大
で
あ
り
、

左
に
お
い
て
は
よ
り
小
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
場
合
に
は
、
均
衡
点
の
彼
方





に
お
い
て
、
商
品
の
需
要
は
そ
の

供
給
よ
り
大
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
価
格
の
騰
貴
を
生
ぜ
し
め
る
。
換
言
す
れ
ば
、
均
衡
点
を
離
れ
し
め
る
。
そ

し
て
こ
の
場
合
に
も
ま
た
均
衡
点
の
此
方





に
お
い
て
は
、
商
品
の
供
給
は
そ
の
需
要
よ
り
大
で
あ
り
、
こ
れ
は

価
格
の
下
落
を
生
ぜ
し
め
る
。
す
な
わ
ち
均
衡
点
を
離
れ
し
め
る
。
故
に
こ
の
均
衡
は
、
支
点
が
縦
線
上
の
重

心
よ
り
下
に
あ
る
物
体
の
均
衡
に
比
す
べ
き
も
の
で
、
も
し
重
心
が
縦
線
を
離
れ
る
と
す
る
と
、
ま
す
ま
す
こ

れ
を
遠
ざ
か
り
、
こ
れ
を
支
点
の
下
に
置
く
の
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
重
力
に
よ
っ
て
は
復
帰
を
し
な
い
。
こ
れ

は
不﹅
安﹅
定﹅
均﹅
衡﹅
（
〔e'quilibre

instable

〕
）
で
あ
る
。

　
六
八
　
故
に
実
の
と
こ
ろ
、A

',B
'

の
組
とA

'',B
''

の
組
と
が
こ
の
問
題
の
二
つ
の
解
法
を
成
す
も
の
で
あ

り
、A

,B

の
組
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
解
法
の
各
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
分
岐
点
と
極
限
と
を
示
す
に
過
ぎ

な
い
。pb=

μ
の
彼
方
で
は
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
は
、
均
衡
価
格p''b

す
な
わ
ちB

''

点
の
横

坐
標
に
近
づ
い
て
い
く
。
そ
の
此
方
で
は
、
価
格p'b

す
な
わ
ちB

'

点
の
横
坐
標
に
近
づ
い
て
い
く
。
こ
れ

と
相
関
的
に
、
の
此
方
に
お
い
て
は
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
は
、
均
衡
価
格p''a

す
な
わ
ちA

'

'

の
横
坐
標
に
近
づ
い
て
い
く
。
こ
の
彼
方
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
、
価
格p'a

す
な
わ
ちA

'

点
の
横
坐
標
に

近
づ
い
て
い
く
。

　
容
易
に
認
め
得
る
よ
う
に
、
こ
の
事
実
は
、
商
品
の
性
質
に
よ
り
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
が

小
さ
い
と
き
需
要
せ
ら
れ
る
大
な
る
量
の
（
Ａ
）
が
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
大
な
る
と
き
需
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要
せ
ら
れ
る
小
な
る
量
の
（
Ｂ
）
に
等
価
で
あ
り
得
る
と
同
時
に
、
ま
た
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格

が
大
な
る
と
き
需
要
せ
ら
れ
る
小
な
る
量
の
（
Ａ
）
が
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
小
な
る
と
き

需
要
せ
ら
れ
る
大
な
る
量
の
（
Ｂ
）
に
等
価
と
な
り
得
る
場
合
に
現
わ
れ
る
。
そ
こ
で
せ
り
が
、
（
Ｂ
）
で
表

わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
の
小
な
る
も
の
と
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
の
大
な
る
も
の
と
を
も
っ
て

始
ま
る
か
、
ま
た
は
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
の
小
な
る
も
の
と
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の

価
格
の
大
な
る
も
の
と
を
も
っ
て
始
ま
る
か
に
従
い
、
こ
れ
ら
二
つ
の
均
衡
の
第
一
に
終
る
か
ま
た
は
第
二
に

終
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
多
数
の
商
品
が
価
値
尺
度
財
ま
た
は
貨
幣
の
仲
介
に
よ
り
互
に
交
換
せ
ら
れ
る

場
合
に
も
、
な
お
こ
の
事
実
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
。
私
は
後
に
こ
れ
を
考
察
し
よ
う
。

　
六
九
　
以
上
の
研
究
に
あ
っ
て
は
、
需
要
曲
線A

dA
p,B

dB
p,B

'dB
p'

は
二
つ
の
坐
標
軸
を
切
る
と
仮
定
せ

ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
需
要
曲
線
が
存
在
量
の
双
曲
線
と
一
致
し
、
こ
れ
ら
の
坐
標
軸
に
漸
近
線
を
な
す
極

端
な
場
合
を
も
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
例
え
ばA

dA
p

が
双
曲
線D

apa=Q
b

と
一
致
し
、
（
Ｂ
）
は
あ
ら
ゆ
る
価
格
に
お
い
て
す
べ
て
供
給
せ
ら

れ
る
と
す
る
と
、
方
程
式
〔
１
〕
は
、

　
　
　
　

と
な
る
。
こ
れ
は
点Q

b

を
通
る
曲
線
と
曲
線K

LM

と
が
交
点
πa

に
お
い
て
交
わ
る
こ
と
を
示
す
。
た
だ

し　
　
　
　
す
な
わ
ち
　pa=

∞
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な
る
場
合
の
解
を
考
慮
外
に
置
く
。

　
そ
し
て
、
方
程
式
〔
２
〕
は
、

　
　
　
　Q

b=Fb(pb)

と
な
る
。
こ
れ
は
、
曲
線B

dB
p

と
、O

N
'=Q

b

の
距
離
を
保
っ
て
価
格
の
軸
に
平
行
に
引
い
た
直
線N

'P'Q
'

と
の
交
点
が
πb
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
七
〇
　
最
後
に
、
も
し
二
商
品
が
す
べ
て
の
価
格
で
供
給
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
同
時
に

　
　
　
　

と
な
る
べ
く
、
こ
れ
ら
はpa,pb

を
次
の
よ
う
な
値
と
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

だ
か
ら
、
こ
の
最
後
の
場
合
に
は
、
二
商
品
は
純
粋
に
単
純
に
存
在
量
に
反
比
例
し
て
交
換
せ
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
次
の
方
程
式
に
従
っ
て
交
換
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　Q

ava=Q
bvb

そ
し
て
容
易
に
認
め
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
存
在
量
と
交
換
量
と
が
相
等
し
い
の
は
、
二
商
品
の
有
効
需
要
と
有

効
供
給
と
が
相
等
し
い
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
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第
八
章
　
利
用
曲
線
ま
た
は
欲
望
曲
線
。
商
品
の
利
用
の
最
大
の
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
七
一
　
部
分
的
需
要
曲
線
の
出
発
点
を
決
定
す
る
事
情
。
外
延
利
用
。
七
二
　
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
斜
と
到
達
点
を
決
定
す
る
事
情
。
強
度
利
用
。
七
三
　
所
有
量
の
影
響
。
七
四
　
利
用
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
た
は
欲
望
の
測
定
単
位
の
仮
説
。
利
用
曲
線
ま
た
は
欲
望
曲
線
の
構
成
。
七
五
　
そ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
は
有
効
利
用
及
び
稀
少
性
を
所
有
量
の
函
数
と
し
て
表
示
し
た
曲
線
で
あ
る
。
七
六
　
交

　
　
　
　
　
　
　
　
換
は
欲
望
の
最
大
満
足
の
見
地
か
ら
行
わ
れ
る
。
七
七
　
Ｂ
の
量O

b

と
Ａ
の
量da

と

　
　
　
　
　
　
　
　
の
交
換
は
、
交
換
後
に
お
い
て
Ａ
の
稀
少
性
と
Ｂ
の
稀
少
性
と
の
比
が
価
格pa

に
等
し

　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
き
に
有
利
で
あ
る
。
七
八
、
七
九
　
こ
の
交
換
はO

b

及
びda

よ
り
小
な
る
か
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
た
は
大
な
る
他
の
す
べ
て
の
二
商
品
の
交
換
よ
り
も
有
利
で
あ
る
。
八
〇
　
そ
れ
故
稀
少

　
　
　
　
　
　
　
　
性
の
比
が
価
格
に
等
し
い
と
き
に
、
欲
望
の
最
大
満
足
が
生
ず
る
。
八
一
　
最
大
満
足
の

　
　
　
　
　
　
　
　
条
件
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
需
要
曲
線
の
方
程
式
。
八
二
　
無
限
小
に
よ
る
解
法
。
八
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
欲
望
曲
線
が
不
連
続
の
場
合
。

　
七
一
　
こ
こ
ま
で
は
、
交
換
の
事
実
の
性
質
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
き
た
が
、
こ
の
研
究
に
よ
り
、
ま
た
こ

の
事
実
の
原
因
の
研
究
も
可
能
と
な
る
。
実
際
も
し
価
格
が
需
要
の
曲
線
か
ら
数
学
的
に
出
て
く
る
と
す
れ
ば
、
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需
要
曲
線
の
成
立
及
び
変
化
の
第
一
原
因
と
条
件
と
は
、
ま
た
価
格
の
成
立
及
び
変
化
の
第
一
原
因
と
条
件
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
故
に
今
、
部
分
的
需
要
曲
線
例
え
ば
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
の
（
Ａ
）
の
対
す
る
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
幾

何
学
的
に
示
す
所
のad,1ap,1

（
第
一
図
）
（
第
五
一
節
）
に
立
返
り
、
ま
ず
こ
の
曲
線
が
需
要
の
軸
を
離
れ

て
ゆ
く
点ad,1
の
位
置
を
決
定
す
る
事
情
を
考
察
し
て
み
る
。
長
さO

ad,1

は
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
が

（
Ａ
）
を
、
こ
の
価
格
が
零
で
あ
る
と
き
に
、
有
効
に
需
要
す
る
量
す
な
わ
ち
こ
の
商
品
が
無
償
で
与
え
ら
れ

る
と
き
に
こ
の
人
に
よ
っ
て
消
費
せ
ら
れ
る
量
を
示
す
。
こ
の
量
は
一
般
に
何
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
か
。

そ
れ
は
、
商
品
の
利
用
の
一
種
で
あ
っ
て
私
が
こ
こ
で
外﹅
延﹅
利﹅
用﹅
（
〔utilite'd'extension

〕
ま
た
は
〔utilit

e'extensive

〕
）
と
呼
ぶ
所
の
も
の
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
私
が
こ
こ
で
外
延
利
用
と
い
う
名
辞
を
用
い

た
の
は
、
こ
の
利
用
を
有
す
る
種
類
の
冨
に
よ
っ
て
充
足
せ
ら
れ
る
欲
望
の
普
遍
性
と
数
量
と
が
、
こ
の
欲
望

を
感
ず
る
人
々
の
多
少
及
び
感
ず
る
強
度
の
大
小
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
、

獲
得
の
た
め
に
何
ら
の
犠
牲
を
提
供
す
る
必
要
が
無
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
こ
の
商
品
が
多
量
に
消
費
せ

ら
れ
る
か
ま
た
は
少
量
だ
け
し
か
消
費
せ
ら
れ
な
い
か
が
、
外
延
利
用
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
（
Ａ
）
の
外
延
利

用
は
（
Ａ
）
の
需
要
曲
線
に
し
か
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、
ま
た
同
様
に
（
Ｂ
）
の
外
延
利
用
は

（
Ｂ
）
の
需
要
曲
線
に
し
か
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
第
一
の
事
情
は
簡
単
で
あ
り
、
絶
対
的

で
あ
る
。
か
つ
外
延
利
用
は
価
格
零
に
お
い
て
需
要
せ
ら
れ
る
量
で
あ
る
か
ら
計
量
出
来
る
大
い
さ
で
あ
る
と

い
う
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
第
一
の
事
情
は
計
量
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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七
二
　
だ
が
外
延
利
用
は
利
用
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
一
因
子
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
、

今
曲
線ad,1ap,1

の
傾
斜
を
決
定
す
る
事
情
と
、
こ
の
曲
線
が
価
格
の
軸
に
達
す
る
点ap,1

の
位
置
を
決
定

す
る
事
情
と
を
研
究
す
れ
ば
、
直
ち
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
他
の
利
用
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
曲
線
の
傾
斜
は

二
つ
の
量
す
な
わ
ち
価
格
の
増
大
と
こ
の
増
大
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
る
需
要
の
減
少
と
の
比
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
比
は
一
般
に
何
に
依
存
す
る
か
。
そ
れ
は
私
が
強﹅
度﹅
利﹅
用﹅
（
〔utilite'd'intensite'

〕
ま
た
は
〔utilite'i

ntensive

〕
）
と
名
附
け
る
利
用
の
一
種
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
利
用
を
強
度
利
用
と
名
附
け
る
理
由

は
、
こ
の
利
用
を
有
す
る
富
に
よ
っ
て
満
足
さ
れ
る
欲
望
が
、
価
格
が
高
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人

々
の
間
に
存
す
る
か
ま
た
は
少
数
の
人
々
の
間
に
存
す
る
か
、
ま
た
各
人
に
お
い
て
は
強
く
存
在
す
る
か
ま
た

は
弱
く
存
在
す
る
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
利
用
が
強
い
も
の
で
あ
る
か
ま
た
は
弱
い
も
の
で
あ
る
か
が
明
ら
か
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
こ
の
商
品
を
獲
得
す
る
た
め
に
払
う
犠
牲
の
程
度
が
、
商
品
の
消
費
量

の
大
小
に
影
響
す
る
の
は
、
強
度
利
用
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
事
情
は
、
外
延
利
用
と
異
り
、
（
Ａ
）
の
需
要

曲
線
の
傾
斜
が
、
（
Ｂ
）
の
需
要
曲
線
と
同
じ
く
、
（
Ａ
）
の
強
度
利
用
及
び
（
Ｂ
）
の
強
度
利
用
の
双
方
に

よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
複
雑
で
あ
り
、
相
対
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
需
要
曲
線
の
傾
斜
を
、

需﹅
要﹅
の﹅
減﹅
少﹅
の﹅
価﹅
格﹅
の﹅
増﹅
大﹅
に﹅
対﹅
す﹅
る﹅
比﹅
の﹅
極﹅
限﹅
〔
訳
者
註
、
需
要
を
価
格
に
つ
き
微
分
し
た
微
分
係
数
〕
　

　
こ
れ
は
数
学
的
に
決
定
す
る
こ
と
の
出
来
る
事
情
で
あ
る
が
　
　
と
定
義
す
れ
ば
、
そ
れ
は
二
商
品
の
利
用

の
強
度
の
複
雑
な
関
係
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
七
三
　
な
お
（
Ａ
）
の
需
要
曲
線ad,1ap,1

の
傾
斜
に
影
響
を
有
す
る
他
の
事
情
が
あ
る
。
そ
れ
は
（
Ｂ
）
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商
品
の
所
有
者
（
１
）
の
手
中
に
存
在
す
る
（
Ｂ
）
の
量qb

で
あ
る
。
一
般
に
部
分
的
需
要
の
曲
線
が
部
分

的
存
在
量
の
双
曲
線
よ
り
小
さ
い
の
は
、
総
需
要
の
曲
線
が
全
部
量
の
双
曲
線
よ
り
小
さ
い
如
く
で
あ
る
。
故

に
部
分
量
の
双
曲
線
が
原
点
に
近
づ
き
つ
つ
、
ま
た
は
原
点
を
離
れ
つ
つ
変
化
す
る
か
に
従
っ
て
、
部
分
的
需

要
の
曲
線
も
そ
れ
と
同
様
に
変
化
し
、
あ
た
か
も
強
度
利
用
の
変
化
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
に
お
け
る
こ
の
必
然
的
関
係
を
、
図
は
忠
実
に
示
し
て
い
る
。

　
七
四
　
こ
の
分
析
は
不
完
全
で
あ
り
な
が
ら
、
一
見
こ
れ
以
上
に
こ
の
分
析
を
一
層
深
く
押
し
進
め
る
こ
と

は
不
可
能
の
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ
な
ら
絶
対
的
強
度
利
用
は
、
外
延
利
用
及
び
所
有
量
と
異
り
、
時
間
に
も

ま
た
空
間
に
も
、
直
接
の
か
つ
計
量
し
得
る
関
係
を
有
し
な
い
た
め
、
測
定
し
得
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
困
難
は
越
え
得
な
い
も
の
で
は
な
い
。
今
私
は
、
右
の
よ
う
な
関
係
が
存
在

す
る
と
仮
定
し
、
外
延
利
用
、
強
度
利
用
、
及
び
所
有
量
が
そ
れ
ぞ
れ
価
格
に
及
ぼ
す
影
響
を
正
確
に
数
学
的

に
説
明
し
よ
う
と
思
う
。

　
故
に
私
は
、
欲
望
の
強
度
す
な
わ
ち
強
度
利
用
を
計
量
し
得
る
所
の
、
か
つ
同
種
類
の
富
の
す
べ
て
の
単
位

に
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
富
の
す
べ
て
の
単
位
に
共
通
な
尺
度
の
存
在
を
仮
定
す
る
。
今
縦
軸O

q

横

軸O
r

を
二
つ
の
坐
標
軸
で
あ
る
と
す
る
（
第
三
図
）
。
縦
軸O

q

上
に
、
原
点O

か
ら
順
次
に
長
さO

q',q'q

'',q''q''',

…
…
を
と
り
、
こ
れ
ら
を
も
っ
て
、
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
が
自
ら
現
に
こ
れ
ら
を
所
有
す
る
と

す
れ
ば
、
あ
る
時
間
の
う
ち
に
順
次
に
消
費
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
所
の
単
位
数
を
表
わ
さ
し
め
る
。
か
つ
外
延

利
用
及
び
強
度
利
用
は
、
こ
の
時
間
中
、
各
交
換
者
に
対
し
一﹅
定﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
と
仮
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
利
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用
と
い
う
表
現
の
う
ち
に
、
私
は
時
間
を
暗
黙
の
う
ち
に
だ
け
示
し
て
お
く
に
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
も
し

反
対
に
、
利
用
が
時
間
の
函
数
と
し
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
問
題
の
中
に
時
間
が
明
示
的

に
現
わ
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
に
は
経
済
静
態
を
離
れ
て
、
動
態
（dynam

ique

）
に
入
る
こ

と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
順
次
の
単
位
は
、
所
有
者
（
１
）
に
対
し
、
充
足
要
求
の
最
も
強
い
欲
望
を
充
す
べ
き
第

一
の
単
位
か
ら
、
消
費
す
れ
ば
飽
満
を
感
ぜ
し
め
る
よ
う
な
最
終
の
単
位
ま
で
、
次
第
に
強
さ
を
減
じ
て
い
く

強
度
利
用
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
私
共
は
こ
の
減
少
を
数
学
で
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
商
品
（
Ｂ
）

が
、
例
え
ば
家
具
、
衣
服
の
よ
う
に
、
自
然
に
単
位
ず
つ
消
費
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
横
軸O

r

の
上
、
及
び

点q',q''

…
…
等
を
通
っ
て
横
軸
に
平
行
な
線
の
上
に
、
原
点
及
び
こ
れ
ら
のq',q''

か
ら
長
さO

βr,1,q'r'',

q''r'''

を
と
り
、
こ
れ
ら
で
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
れ
ら
が
表
わ
す
単
位
の
強
度
利
用
を
表
わ
さ
し
め
る
。
ま
た
矩
形O

q'R
'

βr,1,q'q''R
''r'',q''q'''R

'''r'''

を
作
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
曲
線
βr,1R

'r''R
''r'''R

'''

を
得
る
。
こ
の
曲
線
は

連
続
で
は
な
い
。
反
対
に
も
し
（
Ｂ
）
が
、
例
え
ば
食
料
品
の
よ
う
に
、
微
分
小
量
ず
つ
消
費
し
得
ら
れ
る
と

す
る
と
、
利
用
の
強
度
は
、
一
単
位
か
ら
次
の
単
位
へ
と
、
減
少
す
る
の
み
で
な
く
、
各
単
位
の
第
一
部
分
か

ら
最
後
の
部
分
ま
で
順
次
に
減
少
し
、
不
連
続
曲
線
βr,1R

'r''R
''r'''R

'''

は
連
続
曲
線
βr,1r''r'''

…
βq,1

に

変
化
す
る
。
同
様
に
し
て
、
（
Ａ
）
に
つ
い
て
曲
線
αr,1
αq,1

を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
つ
曲
線
が
不
連

続
な
場
合
と
同
じ
く
、
連
続
な
場
合
に
も
、
利
用
の
強
度
は
第
一
単
位
ま
た
は
こ
の
単
位
の
第
一
部
分
の
強
度

か
ら
、
消
費
せ
ら
れ
る
最
後
の
単
位
ま
た
は
こ
の
単
位
の
最
後
の
部
分
の
強
度
ま
で
、
逓
減
す
る
事
実
が
認
め
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ら
れ
る
。

　
長
さO

βq,1,O

αq,1

は
、
所
有
者
（
１
）
に
対
し
商
品
（
Ｂ
）
及
び
（
Ａ
）
が
も
つ
外
延
利
用
す
な
わ
ち

所
有
者
（
１
）
が
商
品
（
Ｂ
）
及
び
（
Ａ
）
に
つ
い
て
も
つ
欲
望
の
外
延
を
示
す
。
面
積O

βq,1

βr,1,O

α

q,1

αr,1
は
、
商
品
（
Ｂ
）
及
び
（
Ａ
）
が
同
じ
所
有
者
（
１
）
に
対
し
て
も
つ
可﹅
能﹅
的﹅
利﹅
用﹅
（
〔utilite'svir

tuelles

〕
）
す
な
わ
ち
所
有
者
（
１
）
が
商
品
（
Ｂ
）
及
び
（
Ａ
）
に
つ
い
て
も
つ
欲
望
の
外
延
及
び
強
度
の

合
計
を
示
す
。
故
に
曲
線
αr,1

αq,1,

βr,1

βq,1

は
、
所
有
者
（
１
）
に
つ
き
、
（
Ｂ
）
及
び
（
Ａ
）
の
利﹅

用﹅
曲﹅
線﹅
（
〔courbesd'utilite's

〕
）
ま
た
は
欲﹅
望﹅
曲﹅
線﹅
（courbesde

besoins

）
を
示
す
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
こ
れ
ら
の
曲
線
は
ま
た
二
面
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

　
七
五
　
あ
る
商
品
の
消
費
せ
ら
れ
た
量
に
よ
り
、
外
延
に
お
い
て
ま
た
強
度
に
お
い
て
、
充
足
せ
ら
れ
た
欲

望
の
合
計
を
有﹅
効﹅
利﹅
用﹅
（
〔utilite'effective

〕
）
と
呼
べ
ば
、
曲
線
βr,1

βq,1

は
、
（
Ｂ
）
の
消
費
量
の

函
数
と
し
て
の
こ
の
人
に
対
す
る
有
効
利
用
の
曲
線
を
示
す
。
例
え
ば
長
さO

qb

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
消

費
量qb

の
こ
の
人
に
対
す
る
有
効
利
用
は
面
積O

qb

ρ
βr,1

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
そ
し
て
商
品
の
消
費

せ
ら
れ
た
量
に
よ
っ
て
充
さ
れ
る
最
後
の
欲
望
の
強
度
を
稀﹅
少﹅
性﹅
（
〔rarete'

〕
）
と
呼
べ
ば
、
曲
線
βr,1

β

q,1

は
（
Ｂ
）
の
消
費
量
の
函
数
と
し
て
の
こ
の
所
有
者
に
対
す
る
稀﹅
少﹅
性﹅
の﹅
曲﹅
線﹅
（
〔courbe

de
rarete'

〕
）

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
長
さO

qb

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
消
費
量qb

の
稀
少
性
は
、
長
さ

　
　
　
　qb

ρ=O

ρb

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
ρb

で
あ
る
。
同
様
に
曲
線ar,1aq,1

は
（
Ａ
）
の
消
費
量
の
函
数
と
し
て
の
有
効
利
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用
の
曲
線
ま
た
は
稀
少
性
曲
線
。
そ
れ
故
に
横
軸
及
び
縦
軸
を
、
そ
れ
ぞ
れ
稀﹅
少﹅
性﹅
の﹅
軸﹅
（
〔axe

desrarete'

s
〕
）
、
量﹅
の﹅
軸﹅
（
〔axe

desquantite's

〕
）
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
繰
り
返
し
て
い
う
が
、

稀
少
性
は
所
有
量
が
減
少
す
る
と
き
に
増
加
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
も
ま
た
真
で
あ
る
こ
と
を
、
我
々
は

認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
代
数
的
に
は
、
有
効
利
用
は
、
消
費
量
の
函
数
と
し
て
、
方
程
式

　
　
　
　u=

Φa,1(q),u=

Φb,1(q)

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
稀
少
性
は
そ
の
微
分
係
数
Φ'a,1(q),

Φ'b,1(q)

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
も
し
ま
た

稀
少
性
を
、
消
費
量
の
函
数
と
し
て
、
方
程
式

　
　
　
　r=

φa,1(q),r=

φb,1(q)

に
よ
っ
て
表
わ
せ
ば
、
有
効
利
用
は0
よ
りq

ま
で
の
定
積
分

　
　
　
　

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
故
にu

とr

の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
は
、
次
の
関
係
が
あ
る
。

　
　
　
　

　
七
六
　
か
よ
う
に
し
て
、
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
に
対
す
る
（
Ａ
）
の
外
延
利
用
及
び
強
度
利
用
は
、
幾

何
学
的
に
は
、
連
続
曲
線
αr,1

αq,1

に
よ
り
、
代
数
的
に
は
、
こ
の
曲
線
の
方
程
式

　
　
　
　r=

φa,1(q)

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
、
こ
の
同
じ
所
有
者
に
対
す
る
（
Ｂ
）
の
外
延
利
用
及
び
強
度
利
用
は
、
幾
何
学
的
に
は
、
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連
続
曲
線
βr,1

βq,1

に
よ
り
、
代
数
的
に
は
、
こ
の
曲
線
の
方
程
式

　
　
　
　r=

φb,1(q)
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
そ
し
て
長
さO

qb

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
量qb

は
、
こ
の
所
有
者
が
所
有
す
る

（
Ｂ
）
の
量
で
あ
る
が
、
あ
る
価
格
が
現
わ
れ
た
と
き
、
こ
の
所
有
者
が
（
Ａ
）
に
対
し
て
も
つ
需
要
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
を
正
確
に
し
得
る
か
否
か
を
見
よ
う
と
思
う
。

　
欲
望
曲
線
を
作
っ
た
方
法
並
び
に
こ
れ
ら
の
曲
線
を
作
る
と
き
認
め
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
曲
線
の
性
質
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
人
が
（
Ｂ
）
のqb

量
を
所
有
し
、
そ
の
す
べ
て
を
消
費
す
る
と
す
れ
ば
、
面
積

O
qb

ρ
βr,1

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
欲
望
の
合
計
量
が
満
足
せ
ら
れ
る
。
だ
が
こ
の
人
は
、
一
般
に
、
こ
の

す
べ
て
を
消
費
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
一
般
に
、
こ
の
人
は
自
分
が
所
有
す
る
こ
の
商
品
の
た
だ
一
部

分
の
み
を
消
費
し
、
他
の
部
分
を
、
市
場
の
価
格
で
、
（
Ａ
）
の
あ
る
量
と
交
換
し
て
、
よ
り
多
い
合
計
量
の

欲
望
を
満
足
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
がpa

で
あ
る
と
き
、O

y

で

表
わ
さ
れ
るy

単
位
数
の
（
Ｂ
）
の
み
を
残
し
、yqb

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
部
分
す
な
わ
ち

　
　
　
　ob=qb-y

を
、O

da

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
るda

単
位
数
の
（
Ａ
）
と
交
換
す
れ
ば
、
こ
の
個
人
は
、
二
つ
の
面
積O

y

β

βr,1

及
びO

da

α
αr,1

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
欲
望
の
合
計
を
満
足
す
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
量
は
先
の
合

計
量
よ
り
大
と
な
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
交
換
を
行
う
に
当
っ
て
こ
の
個
人
は
出
来
得
る
限
り
多
く
の
欲
望
の

合
計
量
を
満
足
し
よ
う
と
す
る
と
仮
定
し
て
み
る
と
、pa

が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、da

は
、
二
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つ
の
面
積O

y

β
βr,1,O

da

α
αr,1

の
合
計
が
最
大
と
な
る
よ
う
な
条
件
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
条
件
は
、
量da

及
びy

に
よ
っ
て
満
足
せ
ら
れ
る
欲
望
の
最
後
の
も
の
の
そ

れ
ぞ
れ
の
強
さra,1

とrb,1

と
の
比
す
な
わ
ち
交
換
後
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
稀
少
性
の
比
がpa

に
等
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
七
七
　
い
ま
こ
の
条
件
が
充
さ
れ
た
と
仮
定
し
、

　
　
　
　ob=qb-y=dapa

　
　
　
　ra,1=parb,1

で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
式
か
らpa

を
消
去
し
、

　
　
　
　dara,1=obrb,1

を
得
べ
く
、da,ob,ra,1,rb,1

を
、
こ
れ
ら
を
表
わ
す
長
さO

da,qby,da

α,y

β
で
置
き
替
え
れ
ば

　
　
　
　O

da

×da

α=qby

×y

β

そ
れ
故
に
二
つ
の
矩
形O

da

αra,1,yqbR
β
の
面
積
は
相
等
し
い
。
し
か
る
に
曲
線
αr,1

αq,1,

βr,1

βq,1

の
性
質
に
よ
っ
て
、
一
方
に
お
い
て

　
　
　
　
面
積O

da

α
αr,1

＞O
da

×da

α

で
あ
り
、
他
方

　
　
　
　qby

×y

β
＞
面
積yqb

ρ
β

で
あ
る
。
故
に
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面
積O

da

α
αr,1

＞
面
積yqb

ρ
β

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
（
Ｂ
）
のob

量
と
（
Ａ
）
のda

量
と
の
交
換
は
我
が
（
Ｂ
）
の
所
有
者
に
と
っ
て
有

利
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
満
足
を
表
わ
す
面
積
は
、
こ
の
交
換
を
斥





け
る
と
き
に
得
ら

れ
る
満
足
を
表
わ
す
面
積
よ
り
大
で
あ
る
か
ら
。
だ
が
こ
れ
だ
け
の
説
明
で
は
足
り
な
い
。ob

よ
り
小
な
る

（
Ｂ
）
とda
よ
り
小
な
る
（
Ａ
）
と
を
交
換
し
て
も
、
ま
た
はob

よ
り
大
な
る
（
Ｂ
）
とda

よ
り
大
な
る

（
Ａ
）
を
交
換
し
て
も
、
い
か
な
る
他
の
交
換
を
行
っ
て
も
、
右
に
述
べ
た
交
換
よ
り
有
利
で
な
い
こ
と
を
証

明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
七
八
　
こ
の
証
明
を
な
す
た
め
、
（
Ｂ
）
のob

量
と
（
Ａ
）
のda

量
と
の
交
換
の
全
過
程
が
、
相
等
し
く

て
か
つ
順
次
に
系
列
を
な
す
ｓ
個
の
部
分
的
交
換
か
ら
成
立
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
し
か
ら
ば
交
換
方
程
式

　
　
　
　

に
よ
り
、
（
Ｂ
）
の
所
有
者
は
、
（
Ｂ
）
の
を
ｓ
回
だ
け
順
次
に
売
渡
し
、
（
Ａ
）
の
を
ｓ
囘
だ
け
順
次
に
購

入
し
つ
つ
、
（
Ａ
）
の
稀
少
性
を
減
少
し
、
（
Ｂ
）
の
稀
少
性
を
増
加
す
る
。
初
め
価
格pa

よ
り
大
で
あ
っ

た
稀
少
性
の
比
は
、
か
く
し
て
、
こ
の
価
格
に
相
等
し
く
な
る
。
従
っ
て
第
一
の
部
分
的
交
換
よ
り
最
後
の
ｓ

番
目
の
部
分
的
交
換
へ
と
、
次
第
に
有
利
の
度
は
減
じ
て
い
く
け
れ
ど
も
、
部
分
的
交
換
は
い
ず
れ
も
有
利
で

あ
る
。

　O
d'a

を
、
Ｏ
の
点
よ
り
上
方
に
向
っ
て
、O

da

か
ら
切
り
と
っ
た
長
さ
と
し
、qby'

を
、qb

よ
り
下
方
に

向
っ
てqby

か
ら
切
り
と
っ
た
長
さ
と
し
、
か
つ
こ
れ
ら
の
長
さ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
の
部
分
的
交
換
に
お
い
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て
交
換
さ
れ
る
（
Ａ
）
の
量
及
び
（
Ｂ
）
の
量
を
表
わ
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
第
一
次
の
部
分
的
交
換
を
行
っ

た
後
に
は
、
稀
少
性
の
比
は
減
少
す
る
け
れ
ど
も
、
な
お
仮
定
に
よ
っ
て
価
格
よ
り
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
稀

少
性
をra,rb

と
名
づ
け
れ
ば
、

　
　
　
　ra
＞parb

で
あ
る
。
故
に
前
の
方
程
式
に
よ
り
、

　
　
　
　

で
あ
る
。,,ra,rb

を
、
そ
れ
ぞ
れ
長
さO
d'a,qby',d'a

α',y'

β'

で
置
き
換
え
れ
ば
、

　
　
　
　O

d'a

×d'a

α'

＞qby'
×y'

β'

と
な
る
。
だ
が
欲
望
曲
線
の
性
質
に
よ
っ
て
、
一
方
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
面
積O

d'a

α'

αr,1

＞O
d'a

×d'a

α'

で
あ
り
、
他
方
、

　
　
　
　qby'

×y'

β'

＞
面
積y'qb

ρ
β'

で
あ
る
。
故
に

　
　
　
　
面
積O

d'a

α'

αr,1

＞
面
積y'qb

ρ
β'

で
あ
る
。
だ
か
ら
（
Ｂ
）
の
と
（
Ａ
）
の
と
の
第
一
交
換
は
（
Ｂ
）
の
所
有
者
に
と
り
有
利
で
あ
る
。
同
様
に
、

順
次
に
行
わ
れ
て
い
く
第
二
部
分
以
下
の
交
換
は
、
稀
少
性
の
比
を
減
少
す
る
け
れ
ど
も
、
な
お
こ
の
比
は
仮

定
に
よ
っ
て
価
格
よ
り
大
で
あ
る
か
ら
、
有
利
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
得
る
。
こ
の
利
益
が
、
稀
少
性
の
比
の
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減
少
に
伴
い
、
減
少
し
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
更
に
、dad''a

を
、da

点
か
ら
下
方
に
向
っ
てdaO

か
ら
切
り
と
っ
た
長
さ
と
し
、yy''

を
ｙ
点
か
ら
上
方

に
向
いyqb

か
ら
切
り
と
っ
た
長
さ
と
し
、
こ
れ
ら
の
長
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
後
の
部
分
的
交
換
に
お
い
て
交

換
せ
ら
れ
た
（
Ａ
）
の
量
及
び
（
Ｂ
）
の
を
表
わ
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
最
後
の
交
換
が
行
わ
れ
る
と
、
稀
少

性
の
比
は
減
少
し
、
つ
い
に
、
仮
定
に
よ
り
、
価
格
に
相
等
し
く
な
る
。
よ
っ
て
、

　
　
　
　ra,1=parb,1

で
あ
り
、
交
換
方
程
式
に
よ
り

　
　
　
　

で
あ
る
。,,ra,1,rb,1

を
、
そ
れ
ぞ
れ
長
さdad''a,yy'',da

α,y

β
で
置
き
換
え
れ
ば
、

　
　
　
　dad''a

×da

α=yy''

×y

β

し
か
る
に
欲
望
曲
線
の
性
質
に
よ
り
、
一
方
に
お
い
て

　
　
　
　
面
積d''ada

α
α''

＞dad''a

×da
α

で
あ
り
、
他
方

　
　
　
　yy''

×y

β
＞
面
積yy''

β''

β

こ
の
よ
う
に
し
て
、
（
Ｂ
）
の
と
（
Ａ
）
の
と
の
最
後
の
交
換
も
な
お
有
利
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ｓ
は
い
か
ほ

ど
に
も
大
き
く
仮
定
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
部
分
的
交
換
は
、
例
外
な
く
、
従
っ
て
想
像
し
得
ら

れ
る
限
り
小
さ
い
最
後
の
部
分
的
交
換
も
、
有
利
で
あ
る
。
た
だ
最
初
の
部
分
的
交
換
は
よ
り
有
利
で
あ
り
、
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ｓ
番
目
の
部
分
的
交
換
ま
で
、
有
利
の
程
度
が
次
第
に
減
少
す
る
。
だ
か
ら
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
はob

よ
り
小
な
る
（
Ｂ
）
の
量
を
供
給
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
し
、
ま
たda

よ
り
小
な
る
（
Ａ
）
の
量
を
需
要
も
せ
ぬ
で

あ
ろ
う
。

　
七
九
　
同
様
に
し
て
、ob

よ
り
大
な
る
（
Ｂ
）
の
量
を
供
給
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
ま
たda

よ
り
大

な
る
（
Ａ
）
の
量
を
需
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
証
明
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
限
度
を

超
え
る
部
分
的
交
換
は
、
い
か
に
小
な
る
部
分
的
交
換
で
あ
っ
て
も
、
た
と
い
想
像
し
得
る
限
り
小
さ
い
最
初

の
部
分
的
交
換
で
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
不
利
益
で
あ
り
、
ま
た
各
部
分
的
交
換
は
ま
す
ま
す
不
利
益
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
証
明
は
先
の
証
明
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
交
換
の
限
度
す
な
わ
ち
（
Ａ
）

の
稀
少
性
と
（
Ｂ
）
の
稀
少
性
と
の
比
が
価
格pa

に
相
等
し
く
な
っ
た
点
を
越
え
て
更
に
、
（
Ａ
）
の
あ
る

量
と
（
Ｂ
）
の
あ
る
量
と
を
交
換
し
、
（
Ａ
）
の
稀
少
性
を
減
少
し
続
け
、
（
Ｂ
）
の
稀
少
性
を
増
加
し
続
け

れ
ば
、ra

＜parb

と
な
る
。
す
な
わ
ちrb
＞pbra

と
な
る
。
だ
か
ら
先
に
行
っ
た
証
明
に
よ
っ
て
、
極
限

　
　
　
　rb,1=pbra,1

　
す
な
わ
ち
　ra,1=parb,1

に
達
す
る
ま
で
、
（
Ａ
）
の
あ
る
量
と
（
Ｂ
）
の
あ
る
量
と
を
交
換
す
れ
ば
、
満
足
の
最
大
に
近
づ
く
こ
と
は
、

確
か
で
あ
る
。

　
八
〇
　
故
に
（
Ｂ
）
に
よ
っ
て
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格pa
に
お
い
て
、
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
が
供

給
す
る
で
あ
ろ
う
（
Ｂ
）
の
量
と
、
需
要
す
る
で
あ
ろ
う
（
Ａ
）
の
量
と
が
、
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　ra,1=parb,1

の
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
量ob

とda

と
は
、
こ
の
価
格
に
お
い
て
供
給
せ
ら

れ
る
べ
き
量
に
等
し
く
、
こ
れ
ら
よ
り
少
く
も
な
け
れ
ば
、
多
く
も
な
い
。

　
一
般
に
、
市﹅
場﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
二﹅
商﹅
品﹅
が﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
て﹅
い﹅
る﹅
と﹅
す﹅
る﹅
と﹅
、
欲﹅
望﹅
満﹅
足﹅
の﹅
最﹅
大﹅
す﹅
な﹅
わ﹅
ち﹅
有﹅
効﹅
利﹅
用﹅

の﹅
最﹅
大﹅
は﹅
、
各﹅
所﹅
有﹅
者﹅
に﹅
と﹅
り﹅
、
充﹅
足﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
た﹅
最﹅
後﹅
の﹅
各﹅
満﹅
足﹅
の﹅
強﹅
度﹅
の﹅
比﹅
す﹅
な﹅
わ﹅
ち﹅
稀﹅
少﹅
性﹅
の﹅
比﹅
が﹅
、
価﹅

格﹅
に﹅
等﹅
し﹅
く﹅
な﹅
っ﹅
た﹅
と﹅
き﹅
に﹅
現﹅
わ﹅
れ﹅
る﹅
。
こ﹅
の﹅
均﹅
等﹅
が﹅
達﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
な﹅
い﹅
限﹅
り﹅
、
交﹅
換﹅
者﹅
は﹅
、
稀﹅
少﹅
性﹅
が﹅
自﹅
ら﹅
の﹅

価﹅
格﹅
と﹅
他﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
稀﹅
少﹅
性﹅
と﹅
の﹅
積﹅
よ﹅
り﹅
小﹅
さ﹅
い﹅
商﹅
品﹅
を﹅
売﹅
り﹅
、
稀﹅
少﹅
性﹅
が﹅
、
自﹅
ら﹅
の﹅
価﹅
格﹅
と﹅
右﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅

稀﹅
少﹅
性﹅
と﹅
の﹅
積﹅
よ﹅
り﹅
大﹅
な﹅
る﹅
商﹅
品﹅
を﹅
買﹅
う﹅
の﹅
が﹅
、
有﹅
利﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。

　
だ
か
ら
、
交
換
者
は
、
二
商
品
の
う
ち
、
自
分
が
所
有
す
る
一
商
品
の
全
量
を
供
給
す
る
の
が
、
利
益
で
あ

る
こ
と
も
あ
り
得
べ
く
、
ま
た
相
手
の
商
品
を
全
く
需
要
せ
ぬ
の
が
利
益
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
説
明
し
よ
う
。

　
八
一
　
方
程
式

　
　
　
　ra,1=parb,1

の
中
のra,1

及
びrb,1

に
、
そ
れ
ら
の
値
を
置
き
換
え
れ
ば
、
こ
の
方
程
式
は

　
　
　
　
φa,1(da)=pa

φb,1(y)=pa

φb,1(qb-ob)

　
　
　
　
　
　
　=pa

φb,1(qb-dapa)

と
な
る
。
こ
の
方
程
式
は
、pa

の
函
数
と
し
て
のda

を
与
え
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
方
程
式
が
こ
れ
ら
二
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つ
の
変
数
の
第
二
〔
訳
者
註
、da

〕
に
関
し
て
解
か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
方
程
式
は

　
　
　
　da=fa,1(pa)

と
い
う
形
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
所
有
者
（
１
）
が
（
Ｂ
）
で
（
Ａ
）
を
需
要
す
る
場
合
の
需
要
曲

線ad,1ap,1
の
方
程
式
を
、
ま
さ
し
く
表
わ
し
て
い
る
。
故
に
、
方
程
式

　
　
　
　r=
φa,1(q)

　
及
び
　r=

φb,1(q)

が
数
学
的
に
確
定
し
得
ら
れ
れ
ば
、
前
の
方
程
式
も
ま
た
数
学
的
に
確
定
す
る
。
た
だ
右
に
記
し
た
方
程
式
が

数
学
的
に
は
確
定
し
て
い
な
い
た
め
に
、
方
程
式

　
　
　
　da=fa,1(pa)

は
経
験
的
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
か
く
て
、
問
題
　
　
二﹅
商﹅
品﹅
（
Ａ﹅
）
、
（
Ｂ﹅
）
と﹅
各﹅
交﹅
換﹅
者﹅
に﹅
対﹅
す﹅
る﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
利﹅
用﹅
曲﹅
線﹅
す﹅
な﹅
わ﹅

ち﹅
欲﹅
望﹅
曲﹅
線﹅
、
ま﹅
た﹅
は﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
曲﹅
線﹅
の﹅
方﹅
程﹅
式﹅
、
及﹅
び﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
商﹅
品﹅
の﹅
交﹅
換﹅
者﹅
の﹅
各﹅
﹅々
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
所﹅
有﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅

る﹅
量﹅
を﹅
与﹅
え﹅
て﹅
、
需﹅
要﹅
曲﹅
線﹅
を﹅
決﹅
定﹅
す﹅
る﹅
問﹅
題﹅
　
　
は﹅
解﹅
け﹅
る﹅
の﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。

　
八
二
　
以
上
の
解
法
の
方
式
を
、
既
に
用
い
た
微
分
法
の
記
号
に
よ
っ
て
表
わ
す
こ
と
は
、
無
意
義
で
は
あ

る
ま
い
。

　
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
がpa

で
あ
る
と
き
、
需
要
せ
ら
れ
る
べ
き
（
Ａ
）
の
量
をda

と
し
、

供
給
せ
ら
れ
る
べ
き
（
Ｂ
）
の
量
をob=dapa

で
あ
る
と
し
、
従
っ
て
保
留
せ
ら
れ
る
べ
き
（
Ｂ
）
の
量
はq

b-ob

で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
てqb

は
、
所
有
者
（
１
）
が
所
有
す
る
（
Ｂ
）
の
量
で
あ
る
か
ら
、
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　[1]dapa+(qb-ob)=qb

　
ま
たu=

Φa,1(q),u=

Φb,1(q)

を
そ
れ
ぞ
れ
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ
）
が
消
費
量
の
函
数
と
し
て
こ
の
人
に
対
し

て
も
つ
有
効
利
用
を
表
わ
す
式
で
あ
る
と
し
、
従
っ
て

　
　
　
　
Φa,1(da)+

Φb,1(qb-ob)

は
、
最
大
な
ら
し
め
る
べ
き
有
効
利
用
の
合
計
で
あ
る
と
す
る
。
函
数
Φ
の
微
分
係
数
は
本
質
的
に
逓
減
す
る

か
ら
、
我
が
交
換
者
の
求
め
る
最
大
利
用
は
、
二
商
品
の
各
消
費
量
に
よ
っ
て
生
ず
る
利
用
の
微
分
増
加
量
の

代
数
和
が
零
で
あ
る
と
き
に
得
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
の
微
分
増
加
量
が
互
に
相
等
し
く
な
く
、
か
つ
互

に
正
負
相
反
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
微
分
増
加
量
の
よ
り
強
い
商
品
を
よ
り
多
く
需
要
し
て
、
微
分
増
加
量
の

よ
り
弱
い
商
品
を
よ
り
少
く
需
要
し
、
ま
た
は
微
分
増
加
量
の
よ
り
弱
い
商
品
を
よ
り
多
く
供
給
し
、
微
分
増

加
量
の
よ
り
強
い
も
の
を
よ
り
少
く
供
給
す
る
の
が
利
益
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
欲
望
の
最
大
満
足
を
与

え
る
条
件
は
、
次
の
方
程
式
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

　
　
　
　
Φ'a,1(da)dda+

Φ'b,1(qb-ob)d(qb-ob)=0

　
と
こ
ろ
で
一
方
に
お
い
て
消
費
量
の
函
数
と
し
て
の
有
効
利
用
の
函
数
の
導
函
数
は
、
稀
少
性
に
他
な
ら
な

い
し
、
他
方
に
お
い
て
方
程
式
﹇
１
﹈
か
ら
生
ず
る
方
程
式

　
　
　
　padda+d(qb-ob)=0

に
よ
り
、
二
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
量
の
微
分
と
二
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
他
方
で
表
わ
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
価

格
と
の
積
の
代
数
和
は
零
で
あ
る
。
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故
に

　
　
　
　
φa,1(da)=pa

φb,1(qb-dapa)
私
は
微
分
法
に
通
暁
し
な
い
読
者
の
た
め
に
こ
れ
を
説
明
し
た
。
し
か
し
そ
の
他
の
読
者
は
次
の
よ
う
に
し
て

直
ち
に
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
次
の
二
式
の
一
方
ま
た
は
他
方
をda

に
つ
い
て
微
分
せ
よ
。

　
　
　
　
Φa,1(da)+

Φb,1(qb-dapa)

　
　
　
　

そ
し
て
そ
の
導
函
数
を
０
と
置
け
ば
、

　
　
　
　
φa,1(da)-pa

φb,1(qb-dapa)=0

す
な
わ
ち

　
　
　
　
φa,1(da)=pa

φb,1(qb-dapa)

と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
方
程
式
の
根
は
極
大
を
示
し
、
極
小
を
示
さ
な
い
。
け
だ
し
、
函
数
Φ'a,1(q)

す
な

わ
ち
φa,1(q),

Φ'b,1(q)

す
な
わ
ち
φb,1(q)
は
本
質
的
に
減
少
函
数
で
あ
る
か
ら
、
第
二
次
導
函
数

　
　
　
　
φ'a,1(da)+p2a

φ'b,1(qb-dapa)

は
必
然
的
に
負
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
八
三
　
右
に
与
え
た
私
の
証
明
は
、
欲
望
曲
線
の
連
続
を
前
提
と
す
る
。
だ
が
我
々
は
、
欲
望
曲
線
が
不
連

続
で
あ
る
場
合
を
も
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
（
一
）
連
続
曲
線
を
も

つ
商
品
と
不
連
続
曲
線
を
も
つ
商
品
と
の
交
換
、
（
二
）
不
連
続
曲
線
を
も
つ
商
品
と
連
続
曲
線
を
も
つ
商
品
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と
の
交
換
、
（
三
）
不
連
続
曲
線
を
も
つ
商
品
と
、
同
じ
く
不
連
続
曲
線
を
も
つ
商
品
と
の
交
換
の
三
箇
の
場

合
が
あ
り
得
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
後
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
我
々
は
す
べ
て
の
商
品
の
価
値
を
そ
の
価
値

と
関
係
せ
し
め
そ
し
て
す
べ
て
の
商
品
を
購
い
得
る
商
品
、
従
っ
て
連
続
的
な
欲
望
曲
線
を
も
ち
得
る
し
も
た

ね
ば
な
ら
ぬ
所
の
一
つ
の
商
品
を
選
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
の
場
合
だ
け
を
研
究
す
れ
ば
よ
い
。

　
常
例
に
よ
り
、
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
に
対
す
る
（
Ｂ
）
の
利
用
曲
線
を
βr,1

βq,1

（
第
三
図
）
と
し
、

こ
の
人
が
所
有
す
る
（
Ｂ
）
の
量
をqb

と
す
る
。
そ
し
て
点a

及
びa'''

を
通
る
階
段
形
の
曲
線
を
、
こ
の
交

換
者
に
対
す
る
（
Ａ
）
の
利
用
曲
線
で
あ
る
と
す
る
。
（
Ａ
）
は
単
位
ず
つ
に
よ
っ
て
し
か
買
い
得
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
てpa
は
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
で
あ
る
か
ら
、
（
Ｂ
）
はpa

に
等
し
い

量
に
よ
っ
て
し
か
売
ら
れ
な
い
。
も
し
長
さdad''a

及
びdad'''a

が
そ
れ
ぞ
れ
（
Ａ
）
の
買
わ
れ
た
最
後
の
単

位
と
買
わ
れ
な
い
最
初
の
単
位
と
を
表
わ
し
、
ま
た
長
さyy''

及
びyy'''

が
そ
れ
ぞ
れ
（
Ｂ
）
の
売
ら
れ
た
最

後
の
量
と
売
ら
れ
な
い
最
初
の
量
と
を
表
わ
す
も
の
と
す
れ
ば
、
交
換
者
が
最
大
満
足
を
得
る
と
き
に
は
、
次

の
二
つ
の
不
等
式
が
成
り
立
つ
。

　
　
　
　
面
積yy''

β''

β
＜daa

　
　
　
　
面
積yy'''

β'''

β
＞d'''aa'''

　
今m
''

とm
'''

と
で
、
そ
れ
ぞ
れy

β
とy''

β''

と
の
中
間
の
長
さ
及
びy

β
とy'''

β'''

と
の
中
間
の
長
さ

を
表
わ
す
こ
と
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
Ｂ
）
の
売
ら
れ
た
最
後
の
量
の
利
用
の
平
均
強
度
及
び

売
ら
れ
な
い
最
初
の
量
の
利
用
の
平
均
強
度
を
示
す
。
こ
れ
ら
に
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　yy''=yy'''=pa

を
乗
ず
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れyy''

β''

β
及
びyy'''

β'''

β
に
等
し
い
二
つ
の
面
積
が
得
ら
れ
る
。
そ
こ
で
相
合
し

て
（
Ａ
）
の
需
要
す
な
わ
ちda

を
決
定
す
る
二
つ
の
不
等
式
を
次
の
形
に
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　daa=pam

''+

ε''

　
　
　
　d'''aa'''=pam

'''-

ε'''

こ
れ
ら
二
つ
の
方
程
式
か
ら
、
容
易
に
次
の
結
果
を
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　

と
こ
ろ
で
、m

''+m
'''

は2y
β
に
極
め
て
近
い
量
で
あ
り
、
か
つ
は
は
な
は
だ
小
さ
い
量
で
あ
る
。
故
に
容
易

に　
　
　
　

が
得
ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
連﹅
続﹅
的﹅
欲﹅
望﹅
曲﹅
線﹅
を﹅
も﹅
つ﹅
商﹅
品﹅
と﹅
不﹅
連﹅
続﹅
的﹅
欲﹅
望﹅
曲﹅
線﹅
を﹅
も﹅
つ﹅
商﹅
品﹅
と﹅
の﹅
交﹅
換﹅
の﹅
場﹅
合﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
、

最﹅
大﹅
満﹅
足﹅
が﹅
現﹅
わ﹅
れ﹅
る﹅
と﹅
き﹅
に﹅
は﹅
、
買﹅
わ﹅
れ﹅
た﹅
商﹅
品﹅
の﹅
充﹅
さ﹅
れ﹅
た﹅
最﹅
後﹅
の﹅
欲﹅
望﹅
の﹅
強﹅
度﹅
と﹅
充﹅
さ﹅
れ﹅
な﹅
い﹅
最﹅
初﹅
の﹅

欲﹅
望﹅
の﹅
強﹅
度﹅
と﹅
の﹅
平﹅
均﹅
の﹅
、
売﹅
ら﹅
れ﹅
た﹅
る﹅
商﹅
品﹅
の﹅
充﹅
さ﹅
れ﹅
た﹅
最﹅
後﹅
の﹅
欲﹅
望﹅
の﹅
強﹅
度﹅
に﹅
対﹅
す﹅
る﹅
比﹅
は﹅
、
価﹅
格﹅
に﹅
ほ﹅

ぼ﹅
等﹅
し﹅
い﹅
。

　
私
は
ほ
ぼ
等
し
い
と
あ
え
て
い
う
。
な
ぜ
な
ら
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
と
、
（
Ｂ
）
の
充
さ
れ

た
最
後
の
欲
望
の
強
度
と
の
積pa

×y

β
は
、
（
Ａ
）
の
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
さ
と
充
さ
れ
な
い
最
初
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の
欲
望
の
強
さ
の
平
均
に
等
し
く
な
い
こ
と
が
あ
り
得
る
の
み
で
な
く
、
ま
た
、
こ
れ
ら
二
つ
の
量
各
々
よ
り

大
で
あ
る
こ
と
も
、
小
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
必
然
的
に

　
　
　
　
面
積yy''

β''

β
＜pa

×y

β

で
あ
り
、

　
　
　
　daa
＞
面
積yy''

β''

β

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
必
然
的
に
は

　
　
　
　daa

＞pa

×y
β

で
は
な
い
。
そ
し
て
も
し
反
対
に

　
　
　
　daa

＜pa

×y

β

で
あ
る
と
す
る
と
、daa

及
び
こ
のdaa
よ
り
小
さ
いd'''aa'''

は
、
い
ず
れ
もpa

×y

β
よ
り
小
で
あ
る
。
同

様
に
、
必
然
的
に
、

　
　
　
　
面
積yy'''

β'''

β
＞pa

×y

β

で
あ
り
、

　
　
　
　d'''aa'''

＜
面
積yy'''

β'''

β

で
あ
る
。
し
か
し
必
然
的
に
は
、

　
　
　
　d'''aa'''

＜pa

×y

β

で
は
な
い
。
そ
し
て
も
し
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　d'''aa'''

＞pa

×y

β

で
あ
る
と
す
る
と
、d'''aa'''

及
び
こ
のd'''aa'''

よ
り
大
な
るdaa

は
、
い
ず
れ
もpa

×y

β
よ
り
大
で
あ
る
。

　
八
四
　
再
び
二
つ
の
不
等
式

　
　
　
　
面
積yy''

β''

β
＜daa

　
　
　
　
面
積yy'''

β'''

β
＞d'''aa'''

を
見
よ
う
。pa
が
減
少
す
る
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
不
等
式
の
最
初
の
項
は
共
に
減
少
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

第
一
式
の
不
等
関
係
に
は
変
化
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
第
二
式
の
不
等
関
係
が
反
対
と
な
り
、da

が
少
く
と

も
一
単
位
だ
け
増
加
す
る
時
が
来
る
。pa

が
増
加
す
る
と
、
二
つ
の
方
程
式
の
初
項
は
増
加
す
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
第
二
式
の
不
等
関
係
は
変
化
し
な
い
。
し
か
し
第
一
式
の
不
等
関
係
が
反
対
と
な
り
、da

が
少
く

と
も
一
単
位
だ
け
減
少
す
る
時
が
来
る
。
故
に
（
Ａ
）
の
需
要
曲
線
は
逓
減
し
か
つ
不
連
続
で
あ
る
。

　
解
析
的
に
は
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
任
意
の
価
格pa

が
叫
ば
れ
る
と
き
、
（
Ｂ
）
の
所
有
者
は
、

欲
望
強
度r1,r2

…
…
を
充
す
所
の
（
Ａ
）
の
一
、
二
単
位
を
需
要
し
、
こ
の
同
じr1,r2

…
…
量
で
計
量
せ

ら
れ
た
（
Ａ
）
の
有
効
利
用
を
得
れ
ば
、
保
留
せ
ら
れ
る
（
Ｂ
）
の
量
は
、qb-pa,qb-2pa

…
…
と
な
り
、
定

積
分

　
　
　
　

で
計
ら
れ
る
（
Ｂ
）
の
有
効
利
用
が
捨
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
大
満
足
を
与
え
る
需
要da

は
次
の
二
つ
の
不

等
式
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、pa

の
す
べ
て
の
値
に
対
応
す
るda

が
数
学
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
（
Ｂ
）

を
も
っ
て
す
る
（
Ａ
）
の
需
要
　
　
価
格
の
函
数
と
し
て
の
　
　
の
逓
減
的
な
不
連
続
曲
線
が
構
成
せ
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
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第
九
章
　
需
要
曲
線
論
。
二
商
品
間
に
お
け
る
交
換
の
問
題
の
数
学
的
解
法
の
一
般
的
方
式

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
八
五
　
価
格
零
に
お
け
る
需
要
。
そ
れ
は
外
延
利
用
に
等
し
い
。
八
六
　
（
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の
需
要
が
零
の
場
合
の
価
格
。
八
七
　
（
Ｂ
）
の
供
給
が
所
有
量
に
等
し
い
場
合
の
価
格
。

　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
供
給
が
所
有
量
に
等
し
い
条
件
、
所
有
量
の
双
曲
線
と
需
要
曲
線
と
が
交
わ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
と
。
八
九
　
双
曲
線
は
交
点
の
間
で
は
需
要
曲
線
と
な
る
。
九
〇
　
所
有
量
の
減
少
。
九

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
増
加
。
九
二
　
一
般
の
場
合
は
二
商
品
の
所
有
者
の
場
合
で
あ
る
。
部
分
的
有
効
需

　
　
　
　
　
　
　
　
要
の
二
つ
の
方
程
式
ま
た
は
曲
線
。
九
三
、
九
四
、
九
五
　
各
商
品
の
需
要
方
程
式
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
た
は
曲
線
は
同
じ
商
品
の
供
給
を
価
格
の
函
数
と
し
て
表
わ
す
式
ま
た
は
曲
線
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
二
商
品
間
の
交
換
の
場
合
に
お
け
る
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
表
わ
す
方
程
式
の
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
体
系
。
九
七
、
九
八
　
方
程
式
の
解
法
。

　
八
五
　
部
分
的
需
要
の
方
程
式

　
　
　
　da=fa,1(pa)

は
、

　
　
　
　
φa,1(da)=pa

φb,1(qb-dapa)
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をda

に
関
し
て
解
い
た
と
仮
定
し
た
方
程
式
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
我
々
は
、
部
分
的
需
要
の
方
程
式
を
、

こ
の
後
の
形
に
お
い
て
論
究
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ま
ず
、pa=0

と
す
れ
ば
、
こ
の
方
程
式
は

φa,1(da)=0

と
な
り
、
そ
の
根
はda=

αq,1=O
ad,1

と
な
る
。

　
よ
っ
て
、
二﹅
商﹅
品﹅
が﹅
市﹅
場﹅
に﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
、
そ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
一﹅
方﹅
の﹅
価﹅
格﹅
（
他﹅
方﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
）
が﹅
ゼ﹅
ロ﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
と﹅

き﹅
は﹅
、
他﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
各﹅
所﹅
有﹅
者﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
需﹅
要﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
量﹅
は﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
人﹅
﹅々
が﹅
欲﹅
す﹅
る﹅
ま﹅

ま﹅
に﹅
自﹅
分﹅
の﹅
全﹅
欲﹅
望﹅
を﹅
充﹅
足﹅
す﹅
る﹅
に﹅
必﹅
要﹅
な﹅
量﹅
す﹅
な﹅
わ﹅
ち﹅
外﹅
延﹅
利﹅
用﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
。

　
こ
れ
が
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
第
七
一
節
の
説
明
に
よ
っ
て
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。
曲
線a

d,1ap,1

は
点
αq,1

か
ら
出
発
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
八
六
　
次
に
、
需
要
の
方
程
式
に
お
い
て
、da=0

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
需
要
の
方
程
式
は

　
　
　
　
φa,1(0)=pa

φb,1(qb)

と
な
り
、
そ
の
根
は
　
と
な
る
。

　
よ
っ
て
、
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
一﹅
方﹅
の﹅
所﹅
有﹅
者﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
需﹅
要﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
他﹅
商﹅
品﹅
の﹅
量﹅
は﹅
、
こ﹅
の﹅
他﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
が﹅
、

こ﹅
の﹅
他﹅
商﹅
品﹅
に﹅
対﹅
す﹅
る﹅
欲﹅
望﹅
の﹅
最﹅
大﹅
な﹅
も﹅
の﹅
の﹅
強﹅
度﹅
と﹅
供﹅
給﹅
す﹅
べ﹅
き﹅
商﹅
品﹅
の﹅
保﹅
留﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
べ﹅
き﹅
量﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅

充﹅
さ﹅
れ﹅
得﹅
る﹅
最﹅
後﹅
の﹅
欲﹅
望﹅
強﹅
度﹅
と﹅
の﹅
比﹅
に﹅
等﹅
し﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
、
ま﹅
た﹅
は﹅
こ﹅
の﹅
比﹅
よ﹅
り﹅
大﹅
で﹅
あ﹅
れ﹅
ば﹅
、
ゼ﹅
ロ﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。

　
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
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に
よ
っ
て
消
費
せ
ら
れ
る
（
Ｂ
）
の
最
後
の
部
分
例
え
ば
に
よ
っ
て
、
こ
の
所
有
者
は
の
満
足
を
得
ら
れ
る
の

に
反
し
、
こ
の
最
後
の
部
分
を
価
格pa

で
（
Ａ
）
の
量
と
交
換
す
れ
ば
、
前
の
場
合
に
等
し
い
か
ま
た
は
よ

り
小
な
る
満
足

　
　
　
　

し
か
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
八
七
　
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
が
（
Ａ
）
を
需
要
し
な
い
た
め
に
必
要
な
価
格
の
条
件
を
知
っ
た
私
共
は
、

更
に
（
Ｂ
）
を
保
留
し
な
い
た
め
に
必
要
な
価
格
の
条
件
を
研
究
し
よ
う
。
そ
れ
に
は
、
方
程
式

　
　[1]

φa,1(da)=pa

φb,1(qb-dapa)

に
お
い
て
、

　
　[2]dapa=qb

と
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
る
と
き
は
、

　
　[3]

φa,1(da)=pa

φb,1(0)

と
な
り
、
そ
の
根
は

　
　
　
　

で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
う﹅
ち﹅
一﹅
商﹅
品﹅
の﹅
所﹅
有﹅
者﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
供﹅
給﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
そ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
量﹅
は﹅
、
需﹅
要﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅

べ﹅
き﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
が﹅
、
こ﹅
の﹅
後﹅
の﹅
商﹅
品﹅
に﹅
よ﹅
り﹅
充﹅
さ﹅
れ﹅
る﹅
べ﹅
き﹅
最﹅
後﹅
の﹅
欲﹅
望﹅
の﹅
強﹅
度﹅
と﹅
供﹅
給﹅
す﹅
べ﹅
き﹅
商﹅
品﹅
の﹅
欲﹅
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望﹅
の﹅
最﹅
大﹅
強﹅
度﹅
と﹅
の﹅
比﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
か﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
こ﹅
れ﹅
よ﹅
り﹅
小﹅
な﹅
る﹅
と﹅
き﹅
、
所﹅
有﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
量﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
。

　
こ
れ
も
、
ま
た
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
け
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
に
よ
っ

て
消
費
せ
ら
れ
る
（
Ｂ
）
の
最
初
の
部
分
例
え
ば
に
よ
り
、
こ
の
所
有
者
は
だ
け
の
満
足
し
か
得
ら
れ
な
い
が
、

こ
れ
を
価
格pa

で
（
Ａ
）
の
と
交
換
す
れ
ば
、
同
じ
に
よ
っ
て
、
前
の
場
合
と
等
し
い
ま
た
は
よ
り
大
な
る

満
足

　
　
　
　

が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
八
八
　
方
程
式
﹇
２
﹈
、
﹇
３
﹈
の
各
辺
を
互
に
相
乗
じ
、pa

を
消
去
す
る
た
め
、
そ
れ
をpa

で
除
せ
ば
、

　
　
　
　da

φa,1(da)=qb

φb,1(0)

と
な
る
。qb

と
φb,1(0)=

βr,1
と
を
、
こ
れ
ら
を
表
わ
す
長
さO

qb,O

βr,1

で
置
き
換
え
れ
ば
、

　
　
　
　da

φa,1(da)=O
qb

×O

βr,1

と
な
る
。

　
こ
の
方
程
式
は
、
次
の
言
葉
で
い
い
表
わ
し
得
る
条
件
を
も
っ
て
い
る
方
程
式
で
あ
る
。
　
　
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
う﹅

ち﹅
の﹅
一﹅
商﹅
品﹅
の﹅
供﹅
給﹅
が﹅
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
所﹅
有﹅
量﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
た﹅
め﹅
に﹅
は﹅
、
需﹅
要﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
商﹅
品﹅
の﹅
欲﹅
望﹅
曲﹅
線﹅
の﹅
う﹅
ち﹅

に﹅
、
供﹅
給﹅
す﹅
べ﹅
き﹅
商﹅
品﹅
の﹅
所﹅
有﹅
量﹅
を﹅
高﹅
さ﹅
と﹅
し﹅
、
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
満﹅
足﹅
の﹅
最﹅
大﹅
強﹅
度﹅
を﹅
底﹅
辺﹅
と﹅
し﹅
て﹅
作﹅
ら﹅
れ﹅
た﹅
矩﹅

形﹅
の﹅
面﹅
積﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
矩﹅
形﹅
を﹅
作﹅
り﹅
得﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
条
件
は
常
に
必
ず
し
も
満
足
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
私
の
例
に
あ
っ
て
は
、
特
に
そ
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う
で
あ
る
。
右
の
条
件
は
、
ま
た
、
こ
の
条
件
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
の
所
有
量
の
双
曲
線dapa=qb

と
（
Ａ
）
の

部
分
的
需
要
曲
線da=fa,1(pa)

と
は
相
交
わ
る
こ
と
を
要
す
る
と
の
条
件
に
よ
っ
て
表
わ
し
得
る
。
け
だ
し
、

方
程
式
﹇
１
﹈
と
﹇
２
﹈
と
の
二
つ
を
満
足
す
る
に
は
、
右
の
二
曲
線
が
交
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
こ
れ
ら
の
曲
線
は
常
に
必
ず
し
も
交
わ
ら
な
い
。
特
に
、
私
の
例
に
お
け
る
所
有
者
の
場
合
に
は
、
交
わ

ら
な
い
。

　
八
九
　
こ
の
観
察
は
ま
た
他
の
重
要
な
結
果
を
齎



ら
す
。
今
、
条
件
の
方
程
式
が
充
さ
れ
た
と
し
、
か
つ
需

要
曲
線
が
所
有
量
の
双
曲
線
と
点q'b

及
びq''b

（
第
一
図
）
に
お
い
て
交
わ
る
と
想
像
し
て
み
る
。
（
Ｂ
）

の
供
給
は
、
点q'b

及
びq''b
の
横
坐
標
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
価
格
に
お
い
て
、
所
有
量qb

に
等
し
い
。
こ

の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
価
格
の
中
間
の
価
格
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
方
程
式
の
組
合
せ

ま
た
は
曲
線
の
組
合
せ
に
よ
る
と
、
中
間
の
価
格
に
お
い
て
は
、
（
Ｂ
）
の
供
給
は
所
有
量qb

よ
り
大
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
所
有
者
は
自
ら
所
有
す
る
以
上
の
量
を
供
給
す
る
こ
と
が
不
可
能
で

あ
る
か
ら
、qb-dapa

は
負
の
量
で
あ
り
得
な
い
と
い
う
制
限
を
、
導
き
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
。
こ
の
条
件
は
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
。
　
　
二﹅
商﹅
品﹅
中﹅
の﹅
一﹅
商﹅
品﹅
の﹅
供﹅
給﹅
が﹅
所﹅
有﹅
量﹅
と﹅
等﹅
し﹅
く﹅
あ﹅
り﹅

得﹅
る﹅
た﹅
め﹅
に﹅
は﹅
、
こ﹅
の﹅
所﹅
有﹅
量﹅
の﹅
双﹅
曲﹅
線﹅
と﹅
他﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
需﹅
要﹅
曲﹅
線﹅
と﹅
が﹅
交﹅
わ﹅
ら﹅
ね﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
。
量﹅
の﹅
双﹅
曲﹅

線﹅
は﹅
、
右﹅
の﹅
交﹅
点﹅
の﹅
間﹅
に﹅
あ﹅
っ﹅
て﹅
は﹅
、
需﹅
要﹅
曲﹅
線﹅
と﹅
な﹅
る﹅
。

　
九
〇
　
も
し
、
曲
線
αr,1

αq,1

及
び
βr,1

βq,1

（
第
三
図
）
が
変
化
し
な
い
で
、qb

が
減
少
す
れ
ば
、

ρb

は
増
加
し
、
従
っ
て
は
減
少
す
る
。qb=0

と
な
る
と
き
は
、
ρb=
βr,1

で
あ
っ
て
、
比
は
に
一
致
す
る
。
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そ
の
と
き
に
は
、
需
要
曲
線ad,1ap,1

は
、
坐
標
軸
の
一
部ad,1O

π
と
な
る
。

　
よ
っ
て
、
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
利﹅
用﹅
が﹅
そ﹅
の﹅
一﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
所﹅
有﹅
者﹅
に﹅
と﹅
っ﹅
て﹅
変﹅
化﹅
せ﹅
ず﹅
、
か﹅
つ﹅
こ﹅
の﹅
所﹅
有﹅
量﹅
が﹅
減﹅
少﹅

し﹅
た﹅
と﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
他﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
需﹅
要﹅
曲﹅
線﹅
と﹅
価﹅
格﹅
の﹅
軸﹅
と﹅
の﹅
交﹅
点﹅
は﹅
坐﹅
標﹅
の﹅
原﹅
点﹅
に﹅
近﹅
づ﹅
く﹅
。
こ﹅
の﹅
所﹅
有﹅
量﹅

が﹅
ゼ﹅
ロ﹅
と﹅
な﹅
る﹅
と﹅
き﹅
は﹅
、
需﹅
要﹅
曲﹅
線﹅
は﹅
、
需﹅
要﹅
の﹅
軸﹅
に﹅
と﹅
ら﹅
れ﹅
た﹅
需﹅
要﹅
せ﹅
ら﹅
る﹅
る﹅
商﹅
品﹅
の﹅
外﹅
延﹅
利﹅
用﹅
と﹅
、
価﹅
格﹅

の﹅
軸﹅
に﹅
と﹅
ら﹅
れ﹅
た﹅
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
欲﹅
望﹅
の﹅
最﹅
大﹅
の﹅
強﹅
度﹅
の﹅
比﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
長﹅
さ﹅
と﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
作﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
坐﹅
標﹅
軸﹅
の﹅
部﹅
分﹅

に﹅
一﹅
致﹅
す﹅
る﹅
。

　
九
一
　
反
対
に
も
し
、qb

が
増
加
す
る
と
、
ρb

は
減
少
し
、
従
っ
て
は
増
加
す
る
。qb=

βq,1

で
あ
る

と
き
は
、
ρb=0

と
な
り
、
比
は
無
限
大
と
な
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
点ap,1

は
Ｏ
点
よ
り
無
限
に
隔
っ
て
く

る
。

　
よ
っ
て
、
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
利﹅
用﹅
が﹅
そ﹅
の﹅
一﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
所﹅
有﹅
者﹅
に﹅
と﹅
っ﹅
て﹅
変﹅
化﹅
せ﹅
ず﹅
、
か﹅
つ﹅
こ﹅
の﹅
所﹅
有﹅
量﹅
が﹅
増﹅
加﹅

す﹅
れ﹅
ば﹅
、
他﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
需﹅
要﹅
曲﹅
線﹅
と﹅
価﹅
格﹅
の﹅
軸﹅
と﹅
の﹅
交﹅
点﹅
は﹅
、
坐﹅
標﹅
の﹅
原﹅
点﹅
か﹅
ら﹅
遠﹅
ざ﹅
か﹅
る﹅
。
こ﹅
の﹅
所﹅
有﹅
量﹅

が﹅
外﹅
延﹅
利﹅
用﹅
に﹅
等﹅
し﹅
く﹅
な﹅
れ﹅
ば﹅
、
需﹅
要﹅
曲﹅
線﹅
は﹅
価﹅
格﹅
の﹅
軸﹅
に﹅
漸﹅
近﹅
線﹅
を﹅
な﹅
す﹅
。

　
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
完
全
に
説
明
せ
ら
れ
得
る
。
ま
た
全
部
需
要
の
曲
線
の
形
状
に
つ
い

て
早
計
に
何
ら
の
断
定
を
下
さ
な
か
っ
た
（
第
五
五
節
）
の
が
、
充
分
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
も
解
る
で
あ
ろ

う
。
今
は
、
右
の
曲
線
は
常
に
需
要
の
軸
を
切
る
と
断
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
い
か
な
る
商
品
も
、
無
限
な

全
部
外
延
利
用
を
も
つ
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
右
の
曲
線
が
価
格
の
軸
に
漸
近
線
を
な
す
こ
と

は
、
普
通
で
か
つ
頻
繁
な
事
実
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
一
商
品
の
所
有
者
の
中
に
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自
由
勝
手
に
全
欲
望
を
充
す
に
充
分
な
量
の
こ
の
商
品
を
も
つ
人
が
、
一
人
で
も
あ
れ
ば
、
生
ず
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
こ
で
全
供
給
の
曲
線
は
原
点
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ
り
得
る
（
一
）
。

　
九
二
　
こ
こ
ま
で
、
私
は
、
す
べ
て
の
交
換
者
が
一
商
品
の
み
の
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
ま
た
は
（
Ｂ
）
の
み
の

所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
仮
定
し
て
き
た
。
し
か
し
同
一
の
人
が
二
商
品
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ
）
の
所
有
者
で
あ
る

特
別
の
場
合
を
考
え
、
こ
の
人
の
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
数
学
的
に
表
わ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
べ
て
を
取
扱
う
と

い
う
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
場
合
を
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
こ
そ
が
一
般
的
場
合
で

あ
っ
て
、
第
一
の
場
合
は
、
二
商
品
の
所
有
量
の
一
方
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
想
像
せ
ら
れ
た
場
合
に
過
ぎ
な
い
。

推
論
が
複
雑
と
な
る
の
を
恐
れ
て
、
私
は
、
最
初
に
は
右
の
場
合
を
、
二
商
品
の
交
換
の
問
題
の
中
に
入
れ
な

か
っ
た
。
だ
が
今
は
、
最
大
満
足
の
定
理
に
よ
っ
て
、
こ
の
場
合
を
簡
単
に
容
易
に
取
扱
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
故
に
、
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
が
、
欲
望
曲
線
αr,1

αq,1

及
び
βr,1

βq,1

の
二
つ
の
方
程
式r=

φa,

1(q),r=

φb,1(q)

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ
）
に
対
す
る
欲
望
を
持
っ
て
、
市
場
に
現
わ
れ
る

と
き
、
（
Ａ
）
の
ゼ
ロ
量
と
、O

qb

（
第
三
図
）
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
（
Ｂ
）
のqb

量
を
持
っ
て
く
る
代

り
に
、O

qa,1

（
第
四
図
）
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
（
Ａ
）
のqa,1

量
と
、O

qb,1

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る

（
Ｂ
）
のqb,1

を
持
っ
て
く
る
と
仮
定
し
、
価
格pb
の
函
数
と
し
て
の
（
Ｂ
）
の
需
要
と
、
価
格pa

の
函

数
と
し
て
の
（
Ａ
）
の
需
要
と
を
表
わ
し
て
み
よ
う
。

　
も
し
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格pb

を
長
さqb,1pb

で
表
わ
し
、
こ
の
価
格
に
お
い
て
こ
の
人

が
、
長
さqb,1db

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
（
Ｂ
）
のdb

量
を
需
要
す
る
と
す
れ
ば
、
長
さqa,1oa

に
よ
っ
て
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表
わ
さ
れ
る
（
Ａ
）
のoa

量
で
同
時
にpb,db,oa

の
間
に
方
程
式

　
　
　
　oa=dbpb

を
成
立
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
所
の
量
を
供
給
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
こ
の
と
き
に
は
、
（
Ｂ
）
の
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
は
長
さdb

β
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る

rb

で
あ
り
、
（
Ａ
）
の
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
は
長
さoa

α
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
るra

で
あ
る
か

ら
、
最
大
満
足
の
定
理
に
よ
り
（
第
八
〇
節
）
、

　
　
　
　rb=pbra

で
あ
る
。rb

とra

と
に
そ
の
値
を
代
入
す
れ
ば

　
　[4]

φb,1(qb,1+db)=pb
φa,1(qa,1-oa)=pb

φa,1(qa,1-dbpb)

と
な
る
。
こ
れ
は
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
の
函
数
と
し
て
の
（
Ｂ
）
の
需
要
を
、
軸qb,1q,qb

,1p

の
上
に
表
わ
し
た
需
要
曲
線bd,1bp,1
の
方
程
式
で
あ
る
。

　
同
様
に
も
し
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格pa

に
お
い
て
、
こ
の
個
人
が
（
Ａ
）
のda

量
を
需
要

す
れ
ば
、pa,da,ob

の
間
に
方
程
式

　
　
　
　ob=dapa

を
成
立
せ
し
め
る
よ
う
な
（
Ｂ
）
の
量ob

を
供
給
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
そ
の
と
き
に
は
、
（
Ａ
）
の
充

さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
はra

で
あ
り
、
（
Ｂ
）
の
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
はrb

で
あ
る
か
ら

　
　
　
　ra=parb
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で
あ
り
、

　
　[5]

φa,1(qa,1+da)=pa

φb,1(qb,1-ob)=pa

φb,1(qb,1-dapa)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
の
函
数
と
し
て
の
（
Ａ
）
の
需
要
を
、
軸qa,1q,qa

,1p

の
上
に
表
わ
し
た
需
要
曲
線
の
方
程
式
で
あ
る
。

　
九
三
　
価
格
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
き
の
需
要
の
場
合
、
需
要
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
き
の
価
格
の
場
合
、
所
有
量
に

等
し
い
供
給
が
な
さ
れ
る
場
合
、
所
有
量
が
減
少
し
た
場
合
、
こ
れ
が
増
加
し
た
場
合
等
に
つ
い
て
、
﹇
４
﹈
、

﹇
５
﹈
の
二
つ
の
方
程
式
を
吟
味
す
れ
ば
、
先
に
な
し
た
論
述
と
全
く
相
似
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か

ら
私
は
そ
れ
を
し
な
い
。
た
だ
確
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
な
特
別
な
点
に
つ
い
て
の
み
論
じ
て
お
く
。

　
も
し
、
方
程
式
﹇
４
﹈
に
お
い
て
、db=0

で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
程
式
は

　
　
　
　
φb,1(qb,1)=pb

φa,1(qa,1)

と
な
る
。
そ
し
て
常
にpapb=1

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
程
式
は

　
　
　
　
φa,1(qa,1)=pa

φb,1(qb,1)

の
形
と
せ
ら
れ
得
る
。
方
程
式
﹇
５
﹈
に
お
い
て
、da=0

で
あ
る
と
し
て
、
得
ら
れ
る
の
も
ま
た
こ
れ
で
あ

る
。

　
よ
っ
て
、
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
う﹅
ち﹅
の﹅
一﹅
商﹅
品﹅
の﹅
需﹅
要﹅
が﹅
、
あ﹅
る﹅
価﹅
格﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
ゼ﹅
ロ﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
と﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
他﹅
の﹅
一﹅
方﹅

の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
需﹅
要﹅
は﹅
、
同﹅
じ﹅
価﹅
格﹅
に﹅
相﹅
応﹅
す﹅
る﹅
そ﹅
の﹅
価﹅
格﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
ま﹅
た﹅
ゼ﹅
ロ﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。

　
九
四
　
し
か
し
こ
の
命
題
は
よ
り
一
般
的
な
定
理
の
系
に
過
ぎ
な
い
。
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（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
の
函
数
と
し
て
の
（
Ｂ
）
の
需
要
の
方
程
式
﹇
４
﹈
を
、
（
Ｂ
）
で
表
わ

し
た
（
Ａ
）
の
価
格
の
函
数
と
し
て
の
（
Ａ
）
の
供
給
の
方
程
式
に
変
化
す
る
た
め
に
は
、db

をoapa

に
よ

っ
て
、pb
を
に
よ
っ
て
置
き
換
え
れ
ば
よ
い
。
よ
っ
て
そ
れ
は

　
　
　
　
φa,1(qa,1-oa)=pa

φb,1(qb,1+oapa)

と
な
る
。
こ
れ
は
方
程
式
﹇
５
﹈
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
た
だda

が-oa

に
置
き
換
え
ら
れ
た
だ
け

で
あ
る
。
よ
っ
て
（
Ａ
）
の
需
要
方
程
式
﹇
５
﹈
は
、da

が
負
の
値
を
と
る
と
き
の
（
Ａ
）
の
供
給
方
程
式

で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、
（
Ｂ
）
の
需
要
方
程
式
﹇
４
﹈
は
、db

が
負
で
あ
る
と
き
の
（
Ｂ
）
の
供
給
方
程

式
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
得
る
。
と
こ
ろ
で
価
格
は
本
質
上
正
で
あ
る
か
ら
、db

が
正
で
あ
れ
ば
、oa=dbpb

は
正
で
あ
り
、
従
っ
てda=-oa
は
負
で
あ
る
。db

が
負
で
あ
る
と
き
は
、oa=dbpb

は
負
で
あ
り
、
従
っ
て

da=-oa

は
正
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、da

が
正
で
あ
る
と
き
は
、db

は
負
で
あ
り
、da

が
負
で
あ
る
と
き
は
、

db

は
正
で
あ
る
こ
と
も
証
明
出
来
よ
う
。

　
よ
っ
て
、
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
一﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
需﹅
要﹅
が﹅
あ﹅
る﹅
価﹅
格﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
正﹅
で﹅
あ﹅
れ﹅
ば﹅
、
同﹅
じ﹅
価﹅
格﹅
に﹅
相﹅
応﹅
す﹅
る﹅
他﹅

方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
に﹅
お﹅
け﹅
る﹅
こ﹅
の﹅
他﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
需﹅
要﹅
は﹅
負﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
、
す﹅
な﹅
わ﹅
ち﹅
そ﹅
の﹅
供﹅
給﹅
は﹅
正﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。

　
そ
し
て
二
商
品
の
所
有
者
は
、
一
方
の
商
品
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
他
方
の
商
品
を
需
要
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
逆
も
正
し
い
。
だ
か
ら
も
し
、
一
方
の
商
品
を
需
要
も
せ
ず
供
給
も

せ
ぬ
と
す
れ
ば
、
他
方
の
商
品
を
供
給
も
せ
ね
ば
需
要
も
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
容
易
に
認
め
得
る
よ
う
に
、

こ
れ
は
、
二
商
品
の
稀
少
性
の
比
が
、
他
方
の
商
品
で
表
わ
し
た
一
商
品
の
価
格
に
ま
さ
し
く
等
し
く
て
、
交
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換
を
し
な
い
で
有
効
利
用
の
最
大
が
生
ず
る
場
合
で
あ
る
。

　
九
五
　
故
に
曲
線
は
、ad,1

か
らap,1

ま
で
は
、
ま
たbd,1

か
らbp,1

ま
で
は
、
需
要
曲
線
で
あ
る
。
け

だ
し
点ap,1

とbp,1

と
は
互
に
逆
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
曲
線
は
、ap,1

か
らao,1

ま
で
、bp,1

か
ら

bo,1

ま
で
、
す
な
わ
ち
図
に
軸qa,1p,qb,1p

以
下
に
点
線
で
示
し
た
部
分
に
お
い
て
、
供
給
曲
線
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
合
し
て
、
軸O

r

上
に
と
れ
ば
、
曲
線
の
各
々
は
、
二
商
品
の
各
々
の
保
留
せ
ら
れ
獲
得
せ
ら
れ
る

合
計
量
を
価
格
の
函
数
と
し
て
示
す
曲
線
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
最
小
量
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
他
方
の
商
品

と
交
換
に
提
供
せ
ら
れ
る
供
給
量
最
大
の
場
合
に
相
当
す
る
。

　
九
六
　
要
す
る
に
、
交
換
者
（
１
）
が
、
自
ら
所
有
す
る
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ
）
の
量qa,1,qb,1

に
対
し
、

価
格
の
如
何





に
よ
っ
て
附
加
す
る
で
あ
ろ
う
所
の
こ
れ
ら
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量
を
、
正
負
を
問
わ
ず
、
簡
単

にx,y

で
表
わ
せ
ば
、
こ
の
人
の
せ
り
上
げ
の
傾
向
は
、
交
換
方
程
式
と
最
大
満
足
の
方
程
式
の
二
つ

　
　
　
　x1va+y1vb=0

　
　
　
　

か
ら
生
ず
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
、pa

の
函
数
と
し
てx1

を
表
わ
す
た
め
にy1

を
消
去
す
る
こ
と
も
出
来
、

ま
たpb

の
函
数
と
し
てy1

を
表
わ
す
た
め
にx1
を
消
去
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
消
去
し

て
得
ら
れ
る
方
程
式

　
　
　
　
φa,1(qa,1+x1)=pa

φb,1(qb,1-x1pa)

　
　
　
　
φb,1(qb,1+y1)=pb

φa,1(qa,1-y1pb)
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は
一
般
的
方
式
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
後
に
多
数
の
商
品
の
間
の
交
換
に
お
け
る
同
じ
人
の
せ
り
上
げ
の
傾
向

を
表
わ
す
場
合
に
も
、
私
は
こ
れ
ら
の
方
式
を
適
当
に
展
開
す
る
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
注
意
を
要
す
る
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
方
程
式
の
第
一
はpa

の
値
が
負
のx1

をqa,1

よ
り

大
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
方
程
式

　
　
　
　x1=-qa,1

に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
と
き
に
は
、y1

は
方
程
式

　
　
　
　y1pb=qa,1

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
同
様
に
第
二
方
程
式
は
、
負
のy1

をqb,1

よ
り
大
な
ら
し
め
る
所
のpb

の
値
に

お
い
て
は
、
方
程
式

　
　
　
　y1=-qb,1

に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、x1

は
方
程
式

　
　
　
　x1pa=qb,1

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。

　
九
七
　
こ
れ
ら
の
方
程
式
を
、x1

及
びy1

に
つ
い
て
解
き
、
先
の
条
件
を
満
足
す
る
よ
う
に
適
当
に
処
理

す
れ
ば
、
次
の
形
を
と
る
。

　
　
　
　x1=fa,1(pa),

　y1=fb,1(pb)

同
様
に
、
交
換
者
（
２
）
、
（
３
）
の
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
、
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　x2=fa,2(pa),

　y2=fb,2(pb)
　
　
　
　x3=fa,3(pa),

　y3=fb,3(pb)
　
　
　
　
…
…
…
…
…
　
…
…
…
…
…

を
得
る
。
そ
し
て
二
商
品
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ)

の
各
々
の
有
効
需
要
と
有
効
供
給
と
の
均
等
は
、
次
の
二
方
程

式
の
一
方
ま
た
は
他
方
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

　
　
　
　X

=fa,1(pa)+fa,2(pa)+fa,3(pa)+

…
…=Fa(pa)=0

　
　
　
　Y

=fb,1(pb)+fb,2(pb)+fb,3(pb)+

…
…=Fb(pb)=0

　
と
こ
ろ
で
例
え
ばpa
を
こ
の
方
程
式
の
第
一
か
ら
導
き
出
し
、pb

を
方
程
式

　
　
　
　papb=1

か
ら
導
き
出
せ
ば
、
こ
のpb

の
値
は
、
必
ず
、
第
二
方
程
式
を
満
足
す
る
。
け
だ
し
、
明
ら
か
に

　
　
　
　X

va+Y
vb=0

で
あ
る
か
ら
。
そ
こ
で
、
も
しpa

が
あ
る
値
を
と
っ
た
と
き
、Fa(pa)=0

と
な
れ
ば
、
こ
の
価
格
に
対
応
す

るpb

の
値
に
お
い
て
、Fb(pb)=0

と
な
る
。

　
こ
の
解
法
は
解
析
的
解
法
で
あ
る
。
私
共
は
、
こ
れ
に
幾
何
学
的
形
式
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
正
の
ｘ

の
合
計
は
（
Ａ
）
の
需
要
曲
線
を
与
え
、
正
の
ｙ
の
合
計
は
（
Ｂ
）
の
需
要
曲
線
を
与
え
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ

の
需
要
曲
線
か
ら
、
二
商
品
の
供
給
の
二
曲
線
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
負
の
ｘ
及
び
ｙ
を
正
に
と
り
、
そ

れ
ぞ
れ
を
合
計
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
市
場
価
格
は
、
こ
れ
ら
の
曲
線
の
交
点
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。

232純粋経済学要論





　
九
八
　
以
上
が
数
学
的
解
法
で
あ
る
。
市
場
に
お
け
る
解
法
は
次
の
如
く
に
な
さ
れ
る
。

　
あ
る
二
つ
の
互
に
逆
数
の
価
格pa,pb

が
叫
ば
れ
る
と
、
計
算
こ
そ
し
な
い
が
し
か
し
最
大
満
足
の
条
件
に

一
致
す
る
よ
う
にx1,x2,x3

…
…y1,y2,y3

…
…
が
決
定
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
、
Ｘ
と
Ｙ
も
決

定
せ
ら
れ
る
。
も
しX

=0

な
ら
ば
、Y

=0

と
な
り
、
価
格
は
均
衡
価
格
と
な
る
。
し
か
し
一
般
に
は
で
あ
り
、

従
っ
て
で
あ
る
。
正
の
ｘ
の
合
計
をD

a

と
呼
び
、
負
の
ｘ
の
合
計
を
符
号
を
変
え
てO

a

と
呼
べ
ば
、
右
の

第
一
の
不
等
式
は
と
な
る
。
そ
し
てD

a

とO
a

と
を
等
し
か
ら
し
め
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

　D
a

に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
量
は
、pa=0

で
あ
る
と
き
、
正
で
あ
り
、pa

が
増
加
す
れ
ば
、
無
限
に
減
少

し
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ
は
、pa

が0

と
無
限
の
中
間
の
あ
る
値
を
と
る
と
き
、
ゼ
ロ
で
あ
る
。O

a

に
つ
い

て
い
え
ば
、
こ
の
量
は
、pa=0
と
な
る
と
き
、
ゼ
ロ
で
あ
り
、pa

が
正
の
あ
る
値
を
と
っ
て
も
な
お
、
ゼ
ロ

で
あ
る
。
し
か
し
な
おpa

が
増
加
す
れ
ば
、
こ
の
量
も
増
加
す
る
け
れ
ど
も
、
無
限
に
は
増
加
し
な
い
。
そ

れ
は
、
少
く
と
も
あ
る
最
大
の
値
に
達
し
、pa

が
な
お
増
加
す
れ
ば
、
減
少
す
る
。pa=

∞
と
な
れ
ば
、
そ
れ

は
ゼ
ロ
と
な
る
。
だ
か
ら
、O

a

が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
を
止
め
る
以
前
に
、D

a

が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
、
解
法
不
能

と
な
る
の
で
な
け
れ
ば
、O

a

とD
a

と
を
相
等
し
か
ら
し
め
るpa

の
あ
る
値
が
存
在
す
る
。
こ
の
値
を
見
出

す
に
は
、
も
しD

a

＞O
a

な
ら
ばpa

を
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
も
し
ま
たD

a

＜O
a

な
ら
ば
、pa

を
減
少

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
共
は
こ
こ
に
も
有
効
供
給
及
び
有
効
需
要
の
法
則
を
認
め
る
。

　
註
一
　
需
要
曲
線
及
び
供
給
曲
線
の
こ
の
吟
味
を
、
利
用
曲
線
の
逓
減
か
ら
演
繹
せ
ら
れ
た
二
つ
の
事
実
の
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説
明
に
よ
っ
て
補
充
す
る
の
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
事
実
の
一
つ
は
、
一
種
の
仮
説
と

　
　
　
し
て
採
ら
れ
た
も
の
で
（
第
四
八
節
）
、
需
要
の
曲
線
は
常
に
逓
減
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

　
　
　
二
は
、
第
一
か
ら
演
繹
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
供
給
曲
線
は
、
価
格
の
増
加
す
る
に
伴
い
、
初
め
ゼ
ロ
か

　
　
　
ら
逓
増
し
、
次
に
逓
減
し
て
ゼ
ロ
（
無
限
遠
点
に
お
い
て
）
に
帰
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
第
四
九
節

　
　
　
）
。
私
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
証
明
を
、
一
般
化
し
て
、
任
意
数
の
商
品
の
所
有
者
間
の
任
意
数
の
交
換

　
　
　
の
場
合
に
つ
い
て
行
っ
て
、
附
録
第
一
、
価
格
決
定
の
幾
何
学
的
理
論
、
第
一
節
、
多
数
の
商
品
間
の

　
　
　
交
換
に
つ
い
て
、
の
う
ち
に
述
べ
て
お
い
た
。
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第
十
章
　
稀
少
性
す
な
わ
ち
交
換
価
値
の
原
因
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
九
九
　
二
商
品
間
の
交
換
の
解
析
的
な
定
義
。
一
〇
〇
　
交
換
価
値
と
稀
少
性
と

　
　
　
　
　
　
　
　
の
比
例
性
。
欲
望
曲
線
が
不
連
続
な
場
合
に
関
す
る
留
保
。
一
〇
一
　
交
換
価
値
の
原
因

　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
の
稀
少
性
。
交
換
価
値
は
相
対
的
事
実
で
あ
り
、
稀
少
性
は
絶
対
的
事
実
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
個
人
的
稀
少
性
し
か
存
在
し
な
い
。
平
均
的
稀
少
性
。
一
〇
二
　
二
商
品
の
相
対
的
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
の
変
動
。
変
動
の
四
原
因
。
こ
れ
ら
の
原
因
を
証
明
す
る
可
能
性
。
一
〇
三
　
均
衡
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
の
変
動
の
法
則
。

　
九
九
　
か
く
の
如
く
、
分
析
を
お
し
詰
め
れ
ば
、
利
用
曲
線
と
所
有
量
と
が
市
場
価
格
の
成
立
す
な
わ
ち
均

衡
価
格
の
成
立
に
必
要
に
し
て
か
つ
充
分
な
る
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
か
ら
、
ま
ず
部
分
的
並
び
に
全

部
需
要
曲
線
が
数
学
的
に
出
て
く
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
各
人
に
自
己
の
欲
望
の
最
大
満
足
を
得
よ
う
と
努
め

る
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
部
分
的
及
び
全
部
需
要
曲
線
か
ら
、
市
場
価
格
す
な
わ
ち
均
衡
価
格
が
数

学
的
に
出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
市
場
に
は
唯
一
の
価
格
す
な
わ
ち
全
部
有
効
需
要
と
全
部
有

効
供
給
と
を
相
等
し
か
ら
し
め
る
価
格
し
か
あ
り
得
な
い
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
各
人
は

自
ら
与
え
る
所
の
物
に
比
例
し
て
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
し
ま
た
受
け
る
所
の
物
に
比
例
し
て
与
え
ね
ば
な
ら
な
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い
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
自﹅
由﹅
競﹅
争﹅
の﹅
行﹅
わ﹅
れ﹅
る﹅
市﹅
場﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
間﹅
に﹅
行﹅
わ﹅
れ﹅
る﹅
交﹅
換﹅
は﹅
、
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
い﹅
ず﹅
れ﹅
か﹅

一﹅
方﹅
の﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
所﹅
有﹅
者﹅
な﹅
り﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
双﹅
方﹅
の﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
所﹅
有﹅
者﹅
な﹅
り﹅
が﹅
、
共﹅
通﹅
に﹅
し﹅
て﹅
同﹅
一﹅
の﹅
比﹅
率﹅
で﹅
、
売﹅

る﹅
所﹅
の﹅
商﹅
品﹅
を﹅
与﹅
え﹅
買﹅
う﹅
所﹅
の﹅
商﹅
品﹅
を﹅
受﹅
け﹅
る﹅
条﹅
件﹅
の﹅
下﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
、
各﹅
人﹅
の﹅
欲﹅
望﹅
の﹅
最﹅
大﹅
満﹅
足﹅
を﹅
得﹅
る﹅
こ﹅
と﹅

の﹅
出﹅
来﹅
る﹅
行﹅
動﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。

　
社
会
的
富
の
理
論
の
主
な
目
的
は
、
こ
の
命
題
を
一
般
化
し
、
こ
れ
が
ま
た
、
二
商
品
間
の
交
換
と
同
様
に
、

多
数
の
商
品
間
の
交
換
に
も
相
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
交
換
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
生
産
の
自
由
競
争
の

場
合
に
も
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
る
。
社
会
的
富
の
生
産
の
理
論
の
主
な
目
的
は
、

こ
の
命
題
か
ら
帰
結
を
導
き
出
し
、
農
業
工
業
及
び
商
業
の
組
織
の
法
則
が
こ
の
命
題
か
ら
い
か
に
し
て
出
て

く
る
か
を
示
す
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
命
題
は
純
粋
経
済
学
、
応
用
経
済
学
の
す
べ
て
を
貫
く
も
の
で
あ
る

と
、
い
い
得
よ
う
。

　
一
〇
〇
　va,vb

は
商
品
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ
）
の
交
換
価
値
で
あ
り
、
そ
の
比
は
均
衡
市
場
価
格
を
示
し
、

ra,1,rb,1,ra,2,rb,2,ra,3,rb,3

…
…
は
交
換
者
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
…
…
に
お
け
る
交
換
後
の
稀
少

性
す
な
わ
ち
充
足
せ
ら
れ
た
最
終
の
欲
望
の
強
度
で
あ
る
か
ら
、
最
大
満
足
の
定
理
に
よ
り
、
交
換
者
（
１
）

に
と
っ
て
は
、

　
　
　
　

で
あ
り
、
交
換
者
（
２
）
に
と
っ
て
は
、
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で
あ
り
、
交
換
者
（
３
）
に
と
っ
て
は
、

　
　
　
　

で
あ
る
。
…
…
故
に

　
　
　
　

で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
た
次
の
よ
う
に
表
わ
す
こ
と
も
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　va:vb

　
　
　
　::ra,1:rb,1

　
　
　
　::ra,2:rb,2

　
　
　
　::ra,3:rb,3

　
　
　
　::

…
…
…
…

　
な
お
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
も
し
商
品
が
あ
る
一
定
の
単
位
で
消
費
せ
ら
れ
、
従
っ
て
欲
望
曲
線
が
不
連

続
で
あ
れ
ば
、
稀
少
性
の
表
の
中
に
既
に
知
っ
た
よ
う
に
（
第
八
三
節
）
、
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
と

充
さ
れ
な
い
最
初
の
欲
望
の
平
均
に
ほ
ぼ
近
い
比
例
項
を
特
に
目
立
つ
よ
う
に
記
入
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
ま
た
、
稀
少
性
の
比
の
う
ち
一
つ
ま
た
は
多
く
に
お
い
て
、
比
の
二
項
中
の
一
方
が
欠
け
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
例
え
ば
所
有
者
（
２
）
は
、
価
格
がpa

で
あ
る
と
き
は
、
（
Ａ
）
の
需
要
者
で
な
い
こ
と
が
あ
り
得

よ
う
。
こ
の
場
合
に
は
こ
の
人
に
と
っ
て
（
Ａ
）
の
稀
少
性
は
あ
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
らra,2

の
項
は
、
こ
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の
所
有
者
が
感
ず
る
（
Ａ
）
の
最
初
の
欲
望
の
強
度
αr,2

よ
り
大
な
る
項parb,2

に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
（
第
八
六
節
）
。
ま
た
例
え
ば
所
有
者
（
３
）
が
、pa

の
価
格
に
お
い
て
は
す
べ

て
を
投
じ
て
（
Ａ
）
を
需
要
す
る
人
で
あ
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
の
所
有
量
ま
た
は
存
在
の

全
量
の
供
給
者
で
あ
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
こ
の
人
に
と
っ
て
は
、
（
Ｂ
）
の
稀
少
性
は
な

い
、
充
さ
れ
た
欲
望
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
項rb,3

は
こ
の
所
有
者
が
感
ず
る
（
Ｂ
）
の
最
初
の
欲
望
の
強

度
βr,3

よ
り
大
な
る
項pbra,3

に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
（
第
八
七
節
）
。
も
っ
と
もparb,2

,pbra,3

の
項
を
括
弧
に
入
れ
て
、
上
の
表
の
中
に
記
す
こ
と
も
出
来
よ
う
。
そ
の
と
き
は
稀
少
性
は
充﹅
さ﹅
れ﹅

た﹅
ま
た
は
充﹅
さ﹅
れ﹅
ね﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
最
後
の
欲
望
の
強
さ
と
定
義
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
留
保
を
す
れ
ば
、
私
共
は
次
の
命
題
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
市﹅
場﹅
価﹅
格﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
均﹅
衡﹅
価﹅
格﹅
は﹅
稀﹅
少﹅
性﹅
の﹅
比﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
。
他
の
言
葉
で
い
え
ば
、

　
交﹅
換﹅
価﹅
値﹅
は﹅
稀﹅
少﹅
性﹅
に﹅
比﹅
例﹅
す﹅
る﹅
。

　
一
〇
一
　
二
商
品
の
間
に
行
わ
れ
る
交
換
に
関
し
、
交
換
の
数
学
的
理
論
の
研
究
の
当
初
に
、
私
は
一
つ
の

目
的
を
定
め
た
（
第
四
〇
節
）
。
そ
れ
は
、
経
済
学
及
び
社
会
経
済
学
の
目
的
と
分
け
方
を
取
扱
っ
た
第
一
編

で
な
し
た
よ
う
に
、
稀
少
性
か
ら
出
発
し
て
交
換
価
値
に
到
ら
な
い
で
、
交
換
価
値
か
ら
出
発
し
て
稀
少
性
に

到
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
私
は
こ
こ
に
こ
の
目
的
を
達
し
た
。
実
際
、
こ
こ
に
見
る
よ
う
な
稀
少
性

す
な
わ
ち
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
は
、
先
に
私
が
利
用
と
限
ら
れ
た
量
と
の
二
条
件
を
も
っ
て
定
義
し

た
稀
少
性
（
第
二
一
節
）
に
全
く
相
一
致
す
る
。
も
し
あ
る
物
に
欲
望
が
無
く
、
外
延
利
用
も
強
度
利
用
も
な
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く
、
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
物
が
利
用
の
な
い
無
益
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
と
い
う

も
の
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
物
が
利
用
曲
線
を
も
っ
て
い
て
も
、
外
延
利
用
よ
り
大
な
る
量
に
お
い
て
存
在
し
、

す
な
わ
ち
量
に
お
い
て
無
限
で
あ
る
な
ら
ば
、
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
は
あ
り
得
な
い
。
だ
か
ら
、
こ

こ
で
い
う
稀
少
性
は
、
先
に
い
っ
た
稀
少
性
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
稀
少
性
が
評
価
し
得

ら
れ
る
大
さ
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
交
換
価
値
が
そ
れ
に
伴
う
の
み
で
な
く
必
然
的
に
そ
れ
に
比
例
す
る
こ
と
が

あ
た
か
も
重
量
が
質
量
と
比
例
す
る
如
く
で
あ
る
場
合
に
の
み
、
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
稀
少
性
と

交
換
価
値
と
が
、
同
時
に
存
在
し
比
例
を
保
つ
二
つ
の
現
象
で
あ
る
こ
と
が
た
し
か
だ
と
し
た
ら
、
た
し
か
に

稀
少
性
は
交
換
価
値
の
原
因
で
あ
る
。

　
交
換
価
値
は
重
量
の
よ
う
に
相﹅
対﹅
的﹅
事
実
で
あ
り
、
稀
少
性
は
質
量
の
よ
う
に
絶﹅
対﹅
的﹅
事
実
で
あ
る
。
二
商

品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
が
あ
り
、
そ
の
一
方
が
無
利
用
と
な
り
、
ま
た
は
利
用
が
あ
っ
て
も
量
に
お
い
て
無
限
と

な
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
稀
少
で
は
な
く
、
交
換
価
値
を
も
た
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
他
方
の
商
品
も
交
換

価
値
を
も
た
な
く
な
る
。
し
か
し
こ
の
商
品
は
稀
少
で
な
く
な
り
は
し
な
い
。
所
有
者
で
あ
る
人
々
の
各
々
に

お
い
て
種
々
の
程
度
に
稀
少
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
稀
少
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　
私
は
こ
こ
に
所
有
者
で
あ
る
人
々
の
各
々
に
お
い
て
と
い
っ
た
。
ま
こ
と
に
、
（
Ａ
）
商
品
ま
た
は
（
Ｂ
）

商
品
の
稀
少
性
と
い
う
よ
う
な
一
般
的
な
も
の
は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
（
Ａ
）
の
稀
少
性
の
（
Ｂ
）
の
稀
少

性
に
対
す
る
一
般
的
比
、
ま
た
は
（
Ｂ
）
の
稀
少
性
の
（
Ａ
）
の
稀
少
性
に
対
す
る
一
般
的
比
な
る
も
の
も
、

も
ち
ろ
ん
あ
り
得
な
い
。
（
Ａ
）
ま
た
は
（
Ｂ
）
の
所
有
者
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
…
…
に
対
す
る
こ
れ
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ら
商
品
の
多
数
の
稀
少
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
所
有
者
に
対
す
る
（
Ａ
）
の
稀
少
性
の
（
Ｂ
）
の
稀
少
性
に
対
す

る
多
数
の
比
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
稀﹅
少﹅
性﹅
は
個
人
的
で
あ
り
、
主﹅
観﹅
的﹅
で
あ
る
。
交
換
価
値
は
現﹅
実﹅
的﹅
で
あ

り
、
客﹅
観﹅
的﹅
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
稀
少
性
、
有
効
需
要
、
所
有
量
を
速
力
、
通
過
し
た
空
間
、
通
過
に
要
し
た

時
間
に
対
比
し
、
ま
た
速
力
を
あ
る
空
間
を
通
過
す
る
に
用
い
ら
れ
た
時
間
に
対
す
る
通
過
距
離
の
導
函
数
と

定
義
す
る
よ
う
に
、
稀
少
性
を
も
、
所
有
量
に
対
す
る
有
効
利
用
の
導
函
数
と
定
義
し
得
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
々
の
人
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
も
し
（
Ａ
）
商
品
の
稀
少
性
一
般
ま
た
は
（
Ｂ
）
商
品
の
稀
少
性
一
般
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
よ
う
と
す
れ

ば
、
交
換
後
の
各
人
に
お
け
る
こ
れ
ら
商
品
の
各
々
の
稀
少
性
の
算
術
平
均
で
あ
る
平
均
稀
少
性
を
と
る
よ
り

他
は
な
い
。
こ
の
概
念
は
あ
た
か
も
与
え
ら
れ
た
国
に
お
け
る
平
均
身
長
、
平
均
寿
命
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
、

少
し
も
異
常
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
場
合
に
は
は
な
は
だ
有
益
な
こ
と
さ
え
あ
る
。
こ
れ
ら
の
平
均
稀
少
性

も
ま
た
交
換
価
値
に
比
例
す
る
。

　
一
〇
二
　
経
済
学
の
理
論
家
が
、
均
衡
価
格
の
成
立
の
法
則
を
立
て
る
に
必
要
な
時
間
の
間
、
価
格
の
要
素

を
不
変
で
あ
る
と
仮
定
す
る
の
は
、
理
論
家
と
し
て
の
権
利
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
ひ
と
た
び
こ
の
仕
事
が
終
れ

ば
、
価
格
の
要
素
は
本
質
的
に
は
な
は
だ
し
く
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
い
起
し
、
従
っ
て
均
衡
価
格

の
変
化
の
法
則
を
立
て
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
理
論
家
の
義
務
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
こ
に
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
残

さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
か
つ
先
の
第
一
の
仕
事
は
直
ち
に
こ
の
第
二
の
仕
事
に
導
く
。
け
だ
し
価
格
成
立
の
要

素
は
ま
た
価
格
変
動
の
要
素
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
価
格
成
立
の
要
素
は
商
品
の
利
用
と
、
こ
れ
ら
商
品
の
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所
有
量
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
れ
ら
は
ま
た
価
格
変
動
の
第
一
原
因
で
あ
り
、
条
件
で
あ
る
。

　
同
一
の
市
場
で
、
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
と
の
交
換
が
、
ま
ず
、
上
述
の
市
場
価
格
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
で
表
わ
し

た
（
Ａ
）
の
価
格
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
μ
で
行
わ
れ
、
次
に
、
別
な
価
格
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）

で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
μ'

で
行
わ
れ
た
と
想
像
す
れ
ば
、
こ
の

価
格
の
変
化
は
、
次
の
四
つ
の
原
因
の
一
つ
ま
た
は
数
箇
、
ま
た
は
全
体
か
ら
来
て
い
る
と
い
い
得
よ
う
。

　
一
、
（
Ａ
）
商
品
の
利
用
の
変
化
。

　
二
、
（
Ａ
）
商
品
の
所
有
者
の
一
人
ま
た
は
多
数
が
所
有
す
る
こ
の
商
品
の
量
の
変
化
。

　
三
、
（
Ｂ
）
商
品
の
利
用
の
変
化
。

　
四
、
（
Ｂ
）
商
品
の
所
有
者
の
一
人
ま
た
は
多
数
が
所
有
す
る
こ
の
商
品
の
量
の
変
化
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
は
絶
対
的
で
あ
っ
て
、
正
確
に
決
定
し
得
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
実
際
に
お
い
て
は
こ
の
決
定

は
多
少
困
難
で
あ
る
が
、
理
論
的
に
は
、
こ
れ
を
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
理
由
は
な
い
。
す
べ
て
の
交
換
者
に

つ
き
、
そ
の
部
分
的
需
要
曲
線
の
要
素
の
観
点
か
ら
調
査
を
行
え
ば
、
問
題
は
直
ち
に
解
け
る
。
そ
し
て
価
格

変
動
の
主
原
因
の
み
が
、
観
察
者
の
注
意
を
引
く
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
（
Ｂ
）
商
品
の
あ
る
著
し
い
性
質
が

発
見
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
価
格
が
μ
か
ら
μ'

に
騰
貴
す
る
と
想
像
し
、
ま
た
は
こ
の
商
品
の
存
在
量
の

一
部
が
あ
る
偶
然
的
事
故
に
よ
っ
て
破
壊
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
価
格
が
μ
か
ら
μ'

に
変
化
す
る
と
想
像

す
れ
ば
、
私
共
は
こ
れ
ら
二
つ
の
出
来
事
の
各
々
を
突
発
的
に
来
た
価
格
騰
貴
の
原
因
と
な
さ
ざ
る
を
得
な
い

で
あ
ろ
う
。
人
々
が
欲
し
な
い
で
何
事
か
を
な
す
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
価
格
変
動
の
主
原
因
と
条
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件
の
決
定
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
か
よ
う
な
場
合
が
あ
る
。

　
一
〇
三
　
均
衡
が
成
立
し
、
各
交
換
者
は
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
市
場
価
格
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た

（
Ｂ
）
の
市
場
価
格
μ
に
お
い
て
、
最
大
満
足
を
与
え
る
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量
の
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ
）
を
所

有
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
状
態
は
稀
少
性
の
比
と
価
格
と
が
相
等
し
い
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
す
る
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
が
相
等
し
く
な
い
よ
う
に
な
れ
ば
、
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
最
大
満
足
の
状
態
が
い
か
に
し
て
利

用
と
所
有
量
の
変
化
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
か
、
ま
た
こ
の
妨
害
は
い
か
な
る
結
果
を
齎
ら
す
か
を
見
よ
う
。

　
利
用
の
変
化
は
種
々
な
有
様
で
行
わ
れ
得
る
。
強
度
利
用
が
増
加
し
、
外
延
利
用
が
減
少
す
る
こ
と
も
あ
り

得
れ
ば
、
ま
た
そ
の
反
対
も
あ
り
得
る
。
…
こ
の
点
に
つ
い
て
一
般
的
命
題
を
立
て
る
に
は
、
多
少
の
注
意
を

要
す
る
。
だ
か
ら
私
共
は
、
利﹅
用﹅
の﹅
増﹅
加﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
減﹅
少﹅
と
い
う
表
現
を
、
交
換
後
に
お
け
る
充
さ
れ
た
最
後
の

欲
望
の
強
度
す
な
わ
ち
稀
少
性
の
増
減
の
結
果
を
生
ぜ
し
め
る
欲
望
曲
線
の
移
動
を
意
味
せ
し
め
る
た
め
に
の

み
用
い
た
い
と
思
う
。
こ
れ
だ
け
を
了
知
し
て
、
あ
る
交
換
者
達
に
対
す
る
（
Ｂ
）
の
利
用
の
増
加
す
な
わ
ち

（
Ｂ
）
の
稀
少
性
の
増
加
を
生
ぜ
し
め
る
（
Ｂ
）
の
欲
望
曲
線
の
移
動
が
あ
っ
た
と
想
像
す
る
。
こ
の
と
き
に

は
、
も
は
や
こ
れ
ら
の
交
換
者
に
と
り
最
大
満
足
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
人
に
と
っ
て
は
、
互
に
逆
な

市
場
価
格
及
び
μ
に
お
い
て
、
（
Ａ
）
を
供
給
し
、
（
Ｂ
）
を
需
要
す
る
の
が
利
益
で
あ
る
。
先
に
は
価
格

及
び
μ
に
お
い
て
二
商
品
の
需
要
と
供
給
と
が
等
し
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
は
こ
れ
ら
の
価
格
に
お
い

て
は
、
（
Ｂ
）
の
需
要
は
供
給
よ
り
大
で
あ
り
、
（
Ａ
）
の
供
給
は
需
要
よ
り
大
で
あ
る
。
そ
こ
でpb

は
騰

貴
し
、pa

は
下
落
す
る
。
だ
が
こ
の
と
き
か
ら
、
他
の
交
換
者
に
と
っ
て
も
最
大
満
足
で
は
あ
り
得
な
い
。

252純粋経済学要論





こ
れ
ら
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
μ
よ
り
大
で
あ
り
、
（
Ｂ
）
で
表
わ

し
た
（
Ａ
）
の
価
格
が
よ
り
小
で
あ
る
な
ら
ば
、
（
Ｂ
）
を
供
給
し
て
、
（
Ａ
）
を
需
要
す
る
の
が
有
利
で
あ

る
。
均
衡
が
成
立
す
る
の
は
、
μ
よ
り
大
な
る
（
Ｂ
）
の
価
格
に
お
い
て
、
ま
た
よ
り
小
な
る
（
Ａ
）
の
価

格
に
お
い
て
、
二
商
品
の
需
要
と
供
給
と
が
相
等
し
い
と
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
先
の
あ
る
人
々
に
対
す
る
（
Ｂ
）

の
利
用
の
増
加
は
そ
の
結
果
と
し
て
（
Ｂ
）
の
価
格
を
騰
貴
せ
し
め
る
。

　
（
Ｂ
）
の
利
用
の
減
少
が
そ
の
結
果
と
し
て
（
Ｂ
）
の
価
格
を
下
落
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　
所
有
量
の
増
加
ま
た
は
減
少
が
そ
の
結
果
と
し
て
稀
少
性
を
減
少
し
ま
た
は
増
加
す
る
の
を
見
る
に
は
、
欲

望
曲
線
を
見
れ
ば
よ
い
。
そ
し
て
稀
少
性
が
減
少
し
ま
た
は
増
加
す
れ
ば
、
価
格
は
下
落
し
ま
た
は
騰
貴
す
る

こ
と
は
既
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
だ
か
ら
所
有
量
の
変
化
の
影
響
は
、
利
用
の
変
化
の
影
響
に
純
粋
に
か
つ

単
純
に
反
対
で
あ
る
。
故
に
私
共
は
、
求
め
る
法
則
を
次
の
言
葉
で
い
い
表
わ
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
市﹅
場﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
二﹅
商﹅
品﹅
が﹅
均﹅
衡﹅
状﹅
態﹅
に﹅
お﹅
か﹅
れ﹅
、
か﹅
つ﹅
他﹅
の﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
事﹅
情﹅
が﹅
同﹅
一﹅
に﹅
止﹅
ま﹅
り﹅
な﹅
が﹅
ら﹅
、
こ﹅

れ﹅
ら﹅
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
一﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
利﹅
用﹅
が﹅
所﹅
有﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
対﹅
し﹅
増﹅
加﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
減﹅
少﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
他﹅

方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
値﹅
と﹅
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
値﹅
と﹅
の﹅
比﹅
す﹅
な﹅
わ﹅
ち﹅
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
高﹅
騰﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
下﹅
落﹅
す﹅
る﹅
。

　
も﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
事﹅
情﹅
が﹅
同﹅
一﹅
で﹅
、
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
中﹅
の﹅
一﹅
商﹅
品﹅
の﹅
量﹅
が﹅
所﹅
有﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
お﹅
い﹅

て﹅
増﹅
加﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
減﹅
少﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、﹅
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
下﹅
落﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
高﹅
騰﹅
す﹅
る﹅
。

　
な
お
、
他
の
問
題
に
移
る
に
先
立
っ
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
価
格
の
変
化
は
こ
れ
ら
価
格
の
要
素
の
変
化
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を
必
然
的
に
示
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
と
反
対
に
、
価
格
に
変
化
が
な
い
の
は
価
格
の
要
素
に
変
化
が
な

い
こ
と
を
必
然
的
に
示
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
我
々
は
、
別
に
証
明
を
す
る
こ
と
な
く
、

次
の
二
つ
の
命
題
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
二﹅
商﹅
品﹅
が﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
、
も﹅
し﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
中﹅
の﹅
一﹅
方﹅
の﹅
交﹅
換﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
所﹅
有﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
対﹅

す﹅
る﹅
利﹅
用﹅
及﹅
び﹅
量﹅
が﹅
変﹅
化﹅
し﹅
て﹅
も﹅
、
稀﹅
少﹅
性﹅
が﹅
変﹅
化﹅
せ﹅
ぬ﹅
と﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
他﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
値﹅
と﹅
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
値﹅

と﹅
の﹅
比﹅
す﹅
な﹅
わ﹅
ち﹅
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
い﹅
。

　
ま﹅
た﹅
も﹅
し﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
交﹅
換﹅
者﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
所﹅
有﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
対﹅
す﹅
る﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
利﹅

用﹅
と﹅
量﹅
と﹅
が﹅
変﹅
化﹅
し﹅
て﹅
も﹅
、
稀﹅
少﹅
性﹅
の﹅
比﹅
が﹅
変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
、﹅
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
い﹅
。
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第
三
編
　
多
数
の
商
品
の
間
に
行
わ
れ
る
交
換
の
理
論
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第
十
一
章
　
多
数
の
商
品
の
間
に
行
わ
れ
る
交
換
の
問
題
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
均
衡
の
定
理

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
〇
四
　
二
商
品
間
の
交
換
の
場
合
に
関
す
る
記
号
の
一
般
化
。
一
〇
五
　
三
商

　
　
　
　
　
　
　
　
品
間
の
交
換
。
一
〇
六
　
部
分
的
需
要
の
方
程
式
と
総
需
要
の
方
程
式
。
一
〇
七
　
交
換

　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
程
式
。
一
〇
八
　
ｍ
商
品
間
の
交
換
。
需
要
方
程
式
。
一
〇
九
　
交
換
の
方
程
式
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
多
数
商
品
間
の
交
換
の
問
題
は
代
数
学
的
に
提
示
さ
れ
る
が
、
幾
何
学
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
提
示
さ
れ
な
い
。
一
一
一
　
一
般
均
衡
の
条
件
。
一
一
二
、
一
一
三
、
一
一
四
　
及
び 

　
　
　
　
　
　
　
　
α
＞1 

の
仮
定
。
裁
定
（
Ｂ
、
Ａ
、
Ｃ
）
、
（
Ａ
、
Ｃ
、
Ｂ
）
、
（
Ｃ
、
Ｂ
、
Ａ
）
。pa,

　
　
　
　
　
　
　
　b 

の
下
落
。pb,a 

の
下
落
。pc,a 

の
騰
貴
。
一
一
五
　
α
＞1

、
逆
の
操
作
と
結
果
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
般
均
衡
方
程
式
。
一
一
六
　
他
の
す
べ
て
の
商
品
を
反
対
給
付
と
す
る
各
商
品
の
需
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
供
給
の
均
等
の
方
程
式
を
、
他
の
商
品
の
各
々
を
反
対
給
付
と
す
る
各
商
品
の
需
要
と
供

　
　
　
　
　
　
　
　
給
の
均
等
の
方
程
式
に
置
き
換
え
る
こ
と
。

　
一
〇
四
　
今
、
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
二
商
品
の
間
の
交
換
の
研
究
か
ら
、
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
等
の
多
数
の
商
品
の
間
の
交
換
の
研
究
に
移
ろ
う
。
こ
の
研
究
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
交
換
者
が
一
商
品
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の
所
有
者
に
過
ぎ
な
い
場
合
を
考
え
、
次
に
こ
の
場
合
の
方
程
式
を
適
当
に
一
般
化
す
れ
ば
よ
い
。

　
今
後
、
（
Ｂ
）
を
も
っ
て
す
る
（
Ａ
）
の
有
効
需
要
をD

a,b

と
呼
び
、
（
Ａ
）
を
も
っ
て
す
る
（
Ｂ
）
の

有
効
需
要
をD

b,a

と
呼
び
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
をpa,b

と
呼
び
、
ま
た
（
Ａ
）
で
表
わ
し

た
（
Ｂ
）
の
価
格
をpb,a

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
し
か
ら
ば
四
個
の
未
知
数D

a,b,D
b,a,pa,b,pb,a

の
間
に
、

有
効
需
要
の
二
個
の
方
程
式

　
　
　
　D

a,b=Fa,b(pa,b)

　
　
　
　D

b,a=Fb,a(pb,a)

と
、
有
効
需
要
と
有
効
供
給
の
均
等
を
示
す
二
つ
の
方
程
式

　
　
　
　D

b,a=D
a,bpa,b

　
　
　
　D

a,b=D
b,apb,a

と
が
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
前
の
二
式
は
、
幾
何
学
的
に
は
、
二
つ
の
曲
線
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
後

の
二
式
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
曲
線
の
う
ち
に
二
つ
の
矩
形
を
画
き
、
そ
の
底
辺
を
高
さ
の
比
の
逆
比
に
等
し
か

ら
し
め
、
ま
た
は
面
積
の
比
に
等
し
か
ら
し
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
（
第
五
七
節
）
。

　
一
〇
五
　
さ
て
こ
れ
ら
二
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
の
場
合
か
ら
、
ま
ず
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
三
商
品

の
場
合
に
転
じ
よ
う
。
こ
の
た
め
に
私
は
、
一
方
か
ら
商
品
（
Ａ
）
を
携
え
、
そ
の
一
部
を
譲
渡
し
て
（
Ｂ
）

商
品
を
得
よ
う
と
し
、
ま
た
他
の
一
部
を
譲
渡
し
て
（
Ｃ
）
商
品
を
得
よ
う
と
す
る
人
々
が
到
着
し
、
他
方
か

ら
（
Ｂ
）
商
品
を
所
有
し
、
そ
の
一
部
を
譲
渡
し
て
（
Ａ
）
を
得
よ
う
と
し
、
ま
た
他
の
一
部
を
譲
渡
し
て
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（
Ｃ
）
商
品
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
が
来
り
、
更
に
他
の
一
方
か
ら
（
Ｃ
）
商
品
を
所
有
し
、
そ
の
一
部

を
譲
渡
し
て
（
Ａ
）
商
品
を
得
よ
う
と
し
、
ま
た
他
の
一
部
を
譲
渡
し
て
（
Ｂ
）
商
品
を
得
よ
う
と
し
て
い
る

人
々
が
来
る
所
の
一
つ
の
市
場
を
考
え
て
み
る
。

　
こ
れ
だ
け
を
前
提
と
し
て
、
多
く
の
人
々
の
う
ち
例
え
ば
（
Ｂ
）
の
一
所
有
者
を
と
り
、
先
に
な
し
た
推
論

（
第
五
〇
節
）
を
展
開
す
る
と
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
こ
の
個
人
の
せ
り
上
げ
の
傾
向
が
厳
密
に
確
定
せ
ら
れ
得

る
と
い
い
得
よ
う
。

　
実
際
、
（
Ｂ
）
のqb
量
を
所
有
し
、
こ
の
う
ち
の
あ
る
量ob,a

を
（
Ａ
）
の
あ
る
量da,b

と
方
程
式

　
　
　
　da,bva=ob,avb

に
従
っ
て
交
換
し
よ
う
と
し
、
ま
た
他
の
あ
る
量ob,c

を
（
Ｃ
）
の
あ
る
量dc,b

と
方
程
式

　
　
　
　dc,bvc=ob,cvb

に
従
っ
て
交
換
し
よ
う
と
し
て
市
場
に
現
わ
れ
る
人
は
、
（
Ａ
）
のda,b

量
と
（
Ｃ
）
のdc,b

量
と
を
得
る

と
共
に
、
（
Ｂ
）
の
ｙ
量
す
な
わ
ち

　
　
　
　

を
残
し
て
帰
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
量qb,
ま
た
はpa,b,da,b,

ま
た
はpc,b,dc,b

とy

と
の
間
に
は
、

常
に
、

　
　
　
　qb=y+da,bpa,b+dc,bpc,b

の
関
係
が
あ
る
。
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こ
の
（
Ｂ
）
の
所
有
者
は
、
市
場
に
到
着
す
る
以
前
に
は
、
す
な
わ
ちpa,b

及
び
す
な
わ
ちpc,b

が
い
か

な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
。
だ
が
市
場
に
到
着
す
る
と
同
時
に
こ
れ
を
知
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
一
度pa,b

及
びpc,b

の
値
が
知
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、da,b,dc,b

の
値
が
決
定
せ
ら
れ
、
そ
こ
で
先

に
示
し
た
方
程
式
に
よ
っ
て
、
ｙ
の
値
も
ま
た
決
定
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、pa,b

の
み
で
な

くpc,b

を
知
ら
な
け
れ
ばda,b

を
決
定
し
得
な
い
し
、
ま
たpc,b

の
み
で
な
くpa,b

を
も
知
ら
な
け
れ
ばdc

,b

を
決
定
し
得
な
い
。
私
共
は
こ
れ
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
ま
た
、pa,b

とpc,b

と
が
知
ら
れ
れ
ば
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、da,b
とdc,b

と
が
決
定
せ
ら
れ
る
こ
と
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
一
〇
六
　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
も
ま
た
、da,b

及
びdc,b

と
こ
れ
ら
商
品
の
価
格
と
の
直
接
関
係
、
す
な

わ
ち
（
Ｂ
）
を
も
っ
て
す
る
（
Ａ
）
の
有
効
需
要
及
び
（
Ｃ
）
の
有
効
需
要
とpa,b,pc,b

と
の
直
接
関
係
を
、

数
学
で
表
わ
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
こ
の
人
の
せ
り
上
げ
の
傾
向
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
二
つ
の
方
程
式

　
　
　
　da,b=fa,b(pa,b,pc,b)

　
　
　
　dc,b=fc,b(pa,b,pc,b)

に
よ
っ
て
厳
密
に
表
わ
さ
れ
る
。
同
様
に
し
て
、
（
Ｂ
）
の
他
の
所
有
者
の
（
Ａ
）
及
び
（
Ｃ
）
に
対
す
る
せ

り
上
げ
の
傾
向
を
表
わ
す
方
程
式
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
部
分
的
需
要
の
こ
れ
ら
の
方
程

式
を
単
純
に
合
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
（
Ｂ
）
の
す
べ
て
の
所
有
者
の
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
示
す
総
需
要
の

二
つ
の
方
程
式
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　D

a,b=Fa,b(pa,b,pc,b)
　
　
　
　D

c,b=Fc,b(pa,b,pc,b)
が
得
ら
れ
る
。

　
同
様
に
し
て
（
Ｃ
）
の
所
有
者
の
全
部
の
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
表
わ
す
総
需
要
の
二
つ
の
方
程
式

　
　
　
　D

a,c=Fa,c(pa,c,pb,c)

　
　
　
　D

b,c=Fb,c(pa,c,pb,c)

が
得
ら
れ
る
。

　
同
様
に
し
て
、
最
後
に
（
Ａ
）
の
所
有
者
の
全
部
の
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
表
わ
す
総
需
要
の
二
つ
の
方
程
式

　
　
　
　D

b,a=Fb,a(pb,a,pc,a)

　
　
　
　D

c,a=Fc,a(pb,a,pc,a)

が
得
ら
れ
る
。

　
一
〇
七
　
そ
の
外
に
、
（
Ｂ
）
と
（
Ａ
）
ま
た
は
（
Ｃ
）
と
の
交
換
の
二
つ
の
交
換
方
程
式

　
　
　
　D

b,a=D
a,bpa,b

　
　
　
　D
b,c=D

c,bpc,b

が
得
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
（
Ｃ
）
と
（
Ａ
）
ま
た
は
（
Ｂ
）
の
交
換
の
二
つ
の
交
換
方
程
式

　
　
　
　D

c,a=D
a,cpa,c
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　D

c,b=D
b,cpb,c

が
得
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
ま
た
は
（
Ｃ
）
と
の
交
換
の
二
つ
の
交
換
方
程
式

　
　
　
　D

a,b=D
b,apb,a

　
　
　
　D

a,c=D
c,apc,a

が
得
ら
れ
る
。

　
結
局
、
三
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
で
表
わ
し
た
価
格
六
個
と
、
相
互
に
交
換
せ
ら
れ
る
三
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
交

換
合
計
量
六
個
と
合
せ
て
、
十
二
個
の
未
知
数
の
間
に
、
十
二
の
方
程
式
が
成
り
立
つ
。

　
一
〇
八
　
い
ま
あ
る
市
場
に
、
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
等
ｍ
種
の
商
品
が
あ
る
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
も
、
二
商
品
及
び
三
商
品
の
場
合
に
な
し
た
と
同
じ
推
論
　
　
こ
れ
を
繰
り
返
し
述
べ
る
の
は
無

用
で
あ
ろ
う
　
　
に
よ
っ
て
、
ま
ず
（
Ａ
）
を
も
っ
て
す
る
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
有
効
需
要
の

方
程
式m

-1

個

　
　
　
　D

b,a=Fb,a(pb,a,pc,a,pd,a

…
…)

　
　
　
　D
c,a=Fc,a(pb,a,pc,a,pd,a

…
…)

　
　
　
　D

d,a=Fd,a(pb,a,pc,a,pd,a

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
（
Ｂ
）
を
も
っ
て
す
る
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
有
効
需
要
の
方
程
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式m
-1

個

　
　
　
　D

a,b=Fa,b(pa,b,pc,b,pd,b

…
…)

　
　
　
　D

c,b=Fc,b(pa,b,pc,b,pd,b

…
…)

　
　
　
　D

d,b=Fd,b(pa,b,pc,b,pd,b

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

を
得
る
。
更
に
ま
た
（
Ｃ
）
を
も
っ
て
す
る
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
有
効
需
要
の
方
程
式m

-1

個　
　
　
　D

a,c=Fa,c(pa,c,pb,c,pd,c

…
…)

　
　
　
　D

b,c=Fb,c(pa,c,pb,c,pd,c

…
…)

　
　
　
　D

d,c=Fd,c(pa,c,pb,c,pd,c
…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
更
に
ま
た
（
Ｄ
）
を
も
っ
て
す
る
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
…
…
の
有
効
需
要
の

方
程
式m

-1

個

　
　
　
　D
a,d=Fa,d(pa,d,pb,d,pc,d

…
…)

　
　
　
　D

b,d=Fb,d(pa,d,pb,d,pc,d

…
…)

　
　
　
　D

c,d=Fc,d(pa,d,pb,d,pc,d

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

312純粋経済学要論





が
得
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
総
数m

(m
-1)

個
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
一
〇
九
　
他
方
、
新
し
い
説
明
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
と
の
交

換
の
交
換
方
程
式m

-1

個

　
　
　
　D

a,b=D
b,apb,a

　
　
　
　D

a,c=D
c,apc,a

　
　
　
　D

a,d=D
d,apd,a

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…

を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
（
Ｂ
）
と
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
と
の
交
換
方
程
式m

-1

個

　
　
　
　D

b,a=D
a,bpa,b

　
　
　
　D

b,c=D
c,bpc,b

　
　
　
　D

b,d=D
d,bpd,b

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…

を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
更
に
ま
た
（
Ｃ
）
と
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
交
換
の
方
程
式m

-1

個　
　
　
　D

c,a=D
a,cpa,c

　
　
　
　D

c,b=D
b,cpb,c

　
　
　
　D

c,d=D
d,cpd,c
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…
…
…
…
…
…
…

を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
更
に
ま
た
（
Ｄ
）
と
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
…
…
の
交
換
の
方
程
式 m

-1 
個　

　
　
　D

d,a=D
a,dpa,d

　
　
　
　D

d,b=D
b,dpb,d

　
　
　
　D

d,c=D
c,dpc,d

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…

が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
総
数 m

(m
-1) 

個
の
交
換
方
程
式
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
れ
ら m

(m
-1) 

個
の
交
換
方
程
式
と m

(m
-1) 

個
の
有
効
需
要
の
方
程
式
と
を
合
せ
、2m

(m
-1) 

個
の
方
程

式
が
得
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
未
知
数
も
ま
た 2m

(m
-1) 

個
で
あ
る
。
け
だ
し
二
つ
ず
つ
互
に
交
換
せ
ら
れ
る

ｍ
種
の
商
品
に
対
し
て
は
、m

(m
-1) 

個
の
価
格
と m

(m
-1) 

個
の
交
換
合
計
量
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
一
〇
　
交
換
の
特
殊
の
場
合
で
あ
る
二
商
品
間
の
交
換
の
場
合
及
び
三
商
品
相
互
間
の
交
換
の
場
合
に
は
、

問
題
は
、
幾
何
学
的
に
も
、
代
数
的
に
も
、
解
か
れ
得
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
に
は
、
需
要
の
函

数
が
幾
何
学
的
に
表
現
せ
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
二
商
品
の
交
換
の
場
合
に
は
、
需
要
函
数
は
一
変
数
の
函

数
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
曲
線
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
得
る
。
三
商
品
の
交
換
の
場
合
に
は
、
需
要
函
数
は
二
つ
の

変
数
の
函
数
で
あ
っ
て
、
六
個
の
面
積
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
得
る
。
前
の
場
合
の
幾
何
学
的
解
法
は
、
曲
線
の

う
ち
に
単
に
矩
形
を
画
く
こ
と
に
あ
る
し
、
後
の
場
合
の
そ
れ
は
曲
面
と
平
面
と
を
交
わ
ら
し
め
て
得
る
曲
線
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の
う
ち
に
矩
形
を
画
く
こ
と
に
あ
る
。

　
し
か
る
に
一
般
的
な
場
合
に
は
、
需
要
の
函
数
はm

-1

個
の
変
数
の
函
数
で
あ
っ
て
、
空
間
の
う
ち
に
は

表
わ
し
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
場
合
の
問
題
が
、
幾
何
学
的
に
で
は
な
く
、
代
数
的
に
提
出
し
、
解
か
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
（
一
）
。
し
か
し
こ
こ
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
問
題
を
提
出
し
、
こ

れ
を
解
く
こ
と
は
、
与
え
ら
れ
る
い
か
な
る
場
合
に
も
、
問
題
を
実
際
に
解
く
の
で
は
な
く
し
て
、
市
場
に
経

験
的
に
与
え
ら
れ
か
つ
解
か
れ
て
い
る
問
題
の
性
質
を
科
学
的
に
解
釈
す
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
観
点
か
ら
見
る
と
、
代
数
的
解
法
は
幾
何
学
的
解
法
と
同
等
の
価
値
が
あ
る
と
い
う
以
上
に
、
解
析
的
解
法

を
採
用
す
れ
ば
、
傑



れ
た
一
般
的
で
科
学
的
な
解
法
を
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
一
一
一
　
こ
の
よ
う
に
し
て
多
数
の
商
品
の
間
の
交
換
の
問
題
は
解
け
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
は
半

ば
し
か
解
け
て
い
な
い
。
上
に
限
定
し
た
条
件
の
下
で
は
、
市
場
に
二
つ
ず
つ
の
商
品
の
価
格
の
あ
る
均
衡
が

あ
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
不
完
全
均
衡
に
過
ぎ
な
い
。
市﹅
場﹅
の﹅
完﹅
全﹅
均﹅
衡﹅
（
〔e'quilibre

parfait

〕
）

ま﹅
た﹅
は﹅
一﹅
般﹅
的﹅
均﹅
衡﹅
（
〔e'quilibre

ge'ne'ral
〕
）
は
、
任﹅
意﹅
の﹅
二﹅
つ﹅
ず﹅
つ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
一﹅
方﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
価﹅
格﹅

が﹅
、
任﹅
意﹅
の﹅
第﹅
三﹅
の﹅
商﹅
品﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
そ﹅
れ﹅
ら﹅
そ﹅
れ﹅
ぞ﹅
れ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
の﹅
比﹅
に﹅
等﹅
し﹅
く﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
、
実﹅
現﹅
し﹅

得﹅
な﹅
い﹅
。
こ
れ
を
証
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
例
え
ば
多
く
の
商
品
の
中
の
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、

（
Ｃ
）
の
三
つ
を
採
り
、
価
格pc,b

は
、
価
格pc,a

とpb,a
と
の
比
よ
り
大
で
あ
る
か
ま
た
は
よ
り
小
で
あ

る
と
想
像
し
、
そ
れ
か
ら
い
か
な
る
結
果
が
生
ず
る
か
を
見
よ
う
。

　
推
論
の
正
確
を
期
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
等
の
交
換
が
行
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わ
れ
る
市
場
と
し
て
役
立
つ
場
所
が
、
二
商
品
ず
つ
交
換
せ
ら
れ
る
部
分
的
市
場
に
分
れ
る
と
想
像
す
る
。
他

の
表
現
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
市
場
が
、
交
換
せ
ら
れ
る
商
品
の
名
称
及
び
上
に
記
し
た
方
程
式
の
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
数
学
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
価
格
を
指
示
す
る
標
識
を
も
っ
て
区
別
せ
ら
れ
る
個
の
特
別
の
市
場
に
分
た

れ
る
と
、
想
像
す
る
。
し
か
ら
ば
〝
互
に
逆
数
の
価
格 pa,b, pb,a 

で
行
わ
れ
る
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
、
（
Ｂ
）

と
（
Ａ
）
と
の
交
換
〞
、
〝
互
に
逆
数
の
価
格 pa,c, pc,a 

で
行
わ
れ
る
（
Ａ
）
と
（
Ｃ
）
、
（
Ｃ
）
と
（
Ａ
）

と
の
交
換
〞
、
〝
互
に
逆
数
の
価
格 pb,c, pc,b 

で
行
わ
れ
る
（
Ｂ
）
と
（
Ｃ
）
、
（
Ｃ
）
と
（
Ｂ
）
と
の
交

換
〞
、
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
を
前
提
と
し
、
も
し
、
（
Ｂ
）
及
び
（
Ｃ
）
を
欲
す
る
（
Ａ
）
の
各

所
有
者
が
右
の
第
一
及
び
第
二
の
特
別
市
場
で
、
こ
の
（
Ａ
）
を
（
Ｂ
）
及
び
（
Ｃ
）
と
交
換
す
る
に
止
ま
る

と
す
れ
ば
、
ま
た
も
し
、
（
Ａ
）
及
び
（
Ｃ
）
を
欲
す
る
（
Ｂ
）
の
各
所
有
者
が
右
の
第
一
及
び
第
三
の
特
別

市
場
で
、
こ
の
（
Ｂ
）
を
（
Ａ
）
及
び
（
Ｃ
）
と
交
換
す
る
に
止
ま
る
と
す
れ
ば
、
ま
た
も
し
（
Ａ
）
及
び

（
Ｂ
）
を
欲
す
る
（
Ｃ
）
の
各
所
有
者
が
第
二
及
び
第
三
の
特
別
市
場
で
、
こ
の
（
Ｃ
）
を
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ
）

と
交
換
す
る
に
止
ま
る
と
す
れ
ば
、
均
衡
は
こ
れ
ら
の
状
態
の
下
に
お
い
て
保
た
れ
る
。
だ
が
容
易
に
了
解
し

得
る
よ
う
に
、
（
Ａ
）
の
所
有
者
も
、
（
Ｂ
）
の
所
有
者
も
、
（
Ｃ
）
の
所
有
者
も
、
こ
の
交
換
の
方
法
を
採

用
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、
自
分
に
最
も
有
利
で
あ
ろ
う
所
の
方
法
で
交
換
を
行
う
で
あ
ろ
う
。

　
一
一
二
　
そ
こ
で
、
ま
ず 

α
＞1 

で
あ
る
と
し
、

　
　
　
　

す
な
わ
ち
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で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

　
こ
の
方
程
式
か
ら
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｃ
）
の
真
の
価
格
は
、pc,b

で
は
な
く
し
て
、
で
あ
る
と
い
う

結
果
が
出
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
商
品
（
Ａ
、
Ｂ
）
の
市
場
に
お
い
て
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格

が
で
あ
る
と
き
に
は
、
（
Ｂ
）
の
で
、
（
Ａ
）
の
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
商
品
（
Ａ
、
Ｃ
）
の
市
場
に
お

い
て
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｃ
）
の
価
格
が
で
あ
る
と
き
は
、
（
Ａ
）
の
で
、
（
Ｃ
）
の
が
得
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
ま
た
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
真
の
価
格
もpb,a

で
は
な
く
し
て
、
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
く

る
。
な
ぜ
な
ら
、
商
品
（
Ａ
、
Ｃ
）
の
市
場
に
お
い
て
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｃ
）
の
価
格
が
で
あ
る
と
き

に
は
、
（
Ａ
）
の
で
、
（
Ｃ
）
の
が
得
ら
れ
、
商
品
（
Ｂ
、
Ｃ
）
の
市
場
に
お
い
て
、
（
Ｃ
）
で
表
わ
し
た

（
Ｂ
）
の
価
格
が
で
あ
る
と
き
に
は
、
（
Ｃ
）
の
で
、
（
Ｂ
）
の
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
最
後
に
は
ま
た
、
（
Ｃ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
もpa,c

で
は
な
く
、
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
商
品

（
Ｂ
、
Ｃ
）
の
市
場
に
お
い
て
、
（
Ｃ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
で
あ
る
と
き
、
（
Ｃ
）
の
で
、
（
Ｂ
）

の
が
得
ら
れ
、
商
品
（
Ａ
、
Ｂ
）
の
市
場
に
お
い
て
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
が
で
あ
る
と
き
、

（
Ｂ
）
の
で
、
（
Ａ
）
の
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
一
三
　
こ
の
点
を
具
体
的
数
字
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
、pc,b=4,pc,a=6,pb,a=2

で
あ
る
と
仮

定
す
れ
ば
、
α=1.33

と
な
る
。
し
か
ら
ば
式
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か
ら
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｃ
）
の
真
の
価
格
は
４
で
は
な
く
、
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
く
る
。
な
ぜ

な
ら
、
商
品
（
Ａ
、
Ｂ
）
の
市
場
に
お
い
て
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
が
で
あ
る
と
き
は
、
（
Ｂ
）

の
３
で
、
（
Ａ
）
の3

×2=6

が
得
ら
れ
、
ま
た
商
品
（
Ａ
、
Ｃ
）
の
市
場
に
お
い
て
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た

（
Ｃ
）
の
価
格
が
６
で
あ
る
と
き
に
は
、
（
Ａ
）
の
６
で
、
（
Ｃ
）
の
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
ま
た
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
真
の
価
格
は
２
で
は
な
く
、
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
く
る
。

な
ぜ
な
ら
、
商
品
（
Ａ
、
Ｃ
）
の
市
場
で
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｃ
）
の
価
格
が
６
で
あ
る
と
き
は
、
（
Ａ
）

の1.50

で
、
（
Ｃ
）
の
が
得
ら
れ
、
商
品
（
Ｂ
、
Ｃ
）
の
市
場
に
お
い
て
、
（
Ｃ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の

価
格
が
で
あ
る
と
き
は
、
（
Ｃ
）
の
で
、
（
Ｂ
）
の
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
最
後
に
ま
た
（
Ｃ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
真
の
価
格
は
で
は
な
く
し
て
、
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
く

る
。
な
ぜ
な
ら
、
商
品
（
Ｂ
、
Ｃ
）
の
市
場
に
お
い
て
、
（
Ｃ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
で
あ
る
と
き

は
、
（
Ｃ
）
の
で
、
（
Ｂ
）
の
が
得
ら
れ
、
商
品
（
Ａ
、
Ｂ
）
の
市
場
に
お
い
て
は
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た

（
Ａ
）
の
価
格
が
で
あ
る
と
き
は
、
（
Ｂ
）
の
で
、
（
Ａ
）
の
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
一
四
　
そ
こ
で
、
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
各
所
有
者
の
あ
る
者
は
、
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
と
の
直
接

的
交
換
を
、
躊
躇
な
く
、
（
Ａ
）
と
（
Ｃ
）
及
び
、
（
Ｃ
）
と
（
Ｂ
）
と
の
間
接
的
交
換
に
代
え
、
ま
た
あ
る

他
の
者
は
、
（
Ｂ
）
と
（
Ｃ
）
と
の
直
接
的
交
換
を
、
躊
躇
な
く
、
（
Ｂ
）
と
（
Ａ
）
及
び
（
Ａ
）
と
（
Ｃ
）

と
の
間
接
的
交
換
に
変
化
せ
し
め
、
ま
た
他
の
あ
る
者
は
、
（
Ｃ
）
と
（
Ａ
）
と
の
直
接
的
交
換
を
、
躊
躇
な
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く
、
（
Ｃ
）
と
（
Ｂ
）
及
び
（
Ｂ
）
と
（
Ａ
）
と
の
間
接
的
交
換
に
変
化
せ
し
め
る
。
こ
の
間
接
的
交
換
は
裁

定
（arbitrage

）
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
か
く
し
て
得
ら
る
る
節
約
を
、
思
う
ま
ま
に
種
々
の
欲
望

に
配
分
し
、
出
来
る
だ
け
最
大
量
の
満
足
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
商
品
を
補
足
増
加
す
る
。
私
共
は
、
こ

の
最
大
満
足
の
条
件
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
の
比
が
、
裁
定
か
ら

生
じ
た
真
の
価
格
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
考
察
に
入
る
こ
と
な
く
、
こ
の
補
充
的
需
要

は
主
た
る
需
要
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
意
す
る
の
で
足
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
補

充
的
需
要
の
場
合
に
も
、
（
Ａ
）
の
所
有
者
は
、
（
Ａ
）
と
（
Ｃ
）
、
（
Ｃ
）
と
（
Ｂ
）
と
を
交
換
し
、
（
Ａ
）

と
（
Ｂ
）
と
を
交
換
し
な
い
。
（
Ｂ
）
の
所
有
者
は
、
（
Ｂ
）
と
（
Ａ
）
、
（
Ａ
）
と
（
Ｃ
）
と
を
交
換
し
、

（
Ｂ
）
と
（
Ｃ
）
と
を
交
換
し
な
い
。
（
Ｃ
）
の
所
有
者
は
、
（
Ｃ
）
と
（
Ｂ
）
、
（
Ｂ
）
と
（
Ａ
）
と
を
交

換
し
、
（
Ｃ
）
と
（
Ａ
）
と
を
交
換
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
（
Ａ
、
Ｂ
）
の
市
場
で
は
、
常
に
（
Ａ
）

の
需
要
と
（
Ｂ
）
の
供
給
と
が
あ
る
が
、
（
Ｂ
）
の
需
要
と
（
Ａ
）
の
供
給
と
は
な
い
。
そ
こ
でpb,a

は
下

落
す
る
。
（
Ａ
、
Ｃ
）
の
市
場
で
は
、
常
に
（
Ｃ
）
の
需
要
と
（
Ａ
）
の
供
給
が
あ
る
が
、
（
Ａ
）
の
需
要

（
Ｃ
）
の
供
給
は
な
い
。
そ
こ
でpc,a

は
騰
貴
す
る
。
（
Ｂ
、
Ｃ
）
の
市
場
で
は
、
常
に
（
Ｂ
）
の
需
要
と

（
Ｃ
）
の
供
給
と
が
あ
る
が
、
（
Ｃ
）
の
需
要
と
（
Ｂ
）
の
供
給
と
が
な
い
。
そ
こ
でpc,b

は
下
落
す
る
。

　
一
一
五
　
そ
れ
で
解
る
よ
う
に
、
で
あ
る
場
合
に
は
、
市
場
の
均
衡
は
決
定
的
す
な
わ
ち
一
般
的
で
は
な
い
。

だ
か
ら
裁
定
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果pc,b

は
下
落
し
、pc,a
は
騰
貴
し
、pb,a

は
下
落
す
る
。
ま
た
同
時
に

解
る
よ
う
に
、
で
あ
る
場
合
に
は
、
市
場
に
お
い
て
裁
定
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果pc,b

は
騰
貴
し
、pc,a

は
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下
落
し
、pb,a

は
騰
貴
す
る
。
実
際
こ
の
場
合
に
は
α
＜1

と
す
れ
ば
、

　
　
　
　

す
な
わ
ち

　
　
　
　
αpb,cpa,bpc,a=1

で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
結
果
が
生
ず
る
。
（
Ｃ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
真
の
価
格
は
、
（
Ｃ
）
と
（
Ａ
）
と

を
交
換
し
、
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
と
を
交
換
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
αpb,c

で
あ
り
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た

（
Ａ
）
の
真
の
価
格
は
、
（
Ｂ
）
と
（
Ｃ
）
と
を
交
換
し
、
（
Ｃ
）
と
（
Ａ
）
と
を
交
換
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
αpa,b

で
あ
り
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｃ
）
の
真
の
価
格
は
、
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
と
を
交
換
し
、

（
Ｂ
）
と
（
Ｃ
）
と
を
交
換
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
αpc,a

で
あ
る
。
そ
し
て
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

の
価
格
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
、
任
意
の
三
商
品
の
価
格
に
つ
い
て
も
い
い
得
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

故
に
も
し
、
裁
定
が
起
ら
な
い
こ
と
を
欲
し
、
市
場
に
お
け
る
二
つ
ず
つ
の
商
品
の
均
衡
が
一
般
的
均
衡
と
な

る
こ
と
を
欲
す
れ
ば
、
任
意
の
二
つ
ず
つ
の
商
品
の
価
格
は
、
任
意
の
第
三
の
商
品
で
表
わ
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

価
格
の
比
に
等
し
い
と
い
う
条
件
を
入
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
、
次
の
方
程
式
を
立
て
る
こ

と
が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
合
計(m

-1)(m
-1)

個
の
一
般
均
衡
の
方
程
式
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
逆
数
の
価
格
の
方

程
式
個
が
陰
伏
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
価
格
を
表
わ
す
所
の
商
品
は
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
（
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〔num
e'raire

〕
）
で
あ
る
。

　
一
一
六
　
条
件
の
方
程
式(m

-1)(m
-1)

個
を
導
き
入
れ
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
需
要
方
程
式
と
交
換
方
程
式

の
体
系
か
ら
、
導
入
方
程
式
に
等
し
い
数
の
方
程
式
を
減
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

特
殊
の
個
々
の
市
場
に
一
般
的
市
場
を
換
え
た
場
合
に
、
各
々
の
商
品
の
間
の
個
々
の
相
互
の
需
要
と
供
給
と

の
均
等
を
示
す
交
換
方
程
式
に
、
他
の
す
べ
て
の
商
品
を
反
対
給
付
と
す
る
各
商
品
の
需
要
ま
た
は
供
給
を
示

す
次
の
よ
う
な
方
程
式
を
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
し
く
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　D

a,b+D
a,c+D

a,d+

…
…=D

b,apb,a+D
c,apc,a+D

d,apd,a+

…
…

　
　
　
　D

b,a+D
b,c+D

b,d+
…
…=D

a,bpa,b+D
c,bpc,b+D

d,bpd,b+

…
…

　
　
　
　D

c,a+D
c,b+D

c,d+
…
…=D

a,cpa,c+D
b,cpb,c+D

d,cpd,c+

…
…

　
　
　
　D

d,a+D
d,b+D

d,c+

…
…=D

a,dpa,d+D
b,dpb,d+D

c,dpc,d+

…
…

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

す
な
わ
ち
代
っ
て
現
わ
れ
る
方
程
式
は
ｍ
個
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
ｍ
個
の
方
程
式
は
、
縮
減
す
れ
ば
、m

-1

個
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
均
衡
か
ら
引
出
し
た
価
格
の
値
を
そ
こ
に
導
き
入
れ
、
か
つ
簡
単
に
、

（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
価
格
をpb,pc,pd

…
…
で
示
せ
ば
、
右
の
ｍ
個
の

方
程
式
は

　
　
　
　

と
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
方
程
式
の
終
り
に
位
す
るm

-1

個
の
方
程
式
の
中
の
第
一
の
両
辺
にpb

を
乗
じ
、
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そ
の
第
二
の
両
辺
にpc

を
、
そ
の
第
三
にpd

…
…
を
乗
じ
た
後
、
こ
れ
らm

-1

個
の
方
程
式
を
加
算
し
、

両
辺
か
ら
同
一
の
項
を
省
略
す
れ
ば
、
右
の
シ
ス
テ
ム
の
中
の
最
初
の
式
と
同
じ
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
だ
か

ら
こ
の
最
初
の
式
は
切
り
捨
て
ら
れ
得
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
右
の
方
程
式
の
体
系
はm

-1

個
の
方
程
式
の

体
系
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
方
程
式
はm

-1

個
の
交
換
方
程
式
と
し
て
存
在
し
、
こ
れ
ら
と
、m

(m
-1)

個
の
需

要
方
程
式
と(m

-1)(m
-1)

個
の
一
般
均
衡
の
方
程
式
と
が
加
わ
っ
て
、
合
計2m

(m
-1)

個
の
方
程
式
と
な
る
。

そ
の
根
は
、
ｍ
種
の
商
品
相
互
で
表
わ
し
た
価
格m

(m
-1)

個
と
、
相
互
に
交
換
せ
ら
れ
る
ｍ
種
の
商
品
の
交

換
合
計
量m

(m
-1)

個
で
あ
る
。
需
要
方
程
式
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
価
格
が
数
学
的
に
い
か
に
生
じ
て
く
る

か
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
証
明
が
未
だ
残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
論
的
解
法
を
与

え
ら
れ
た
交
換
問
題
は
、
実
際
に
お
い
て
も
ま
た
市
場
に
お
い
て
自
由
競
争
の
機
構
に
よ
っ
て
同
様
に
解
決
せ

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
は
な
は
だ
重
要
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
証
明
を
す
る
に
先
立
ち
、
交
換

者
が
多
数
の
商
品
の
所
有
者
で
あ
る
場
合
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
も
ま
た
、
最
大
満
足
の
定
理
で
簡

単
に
容
易
に
取
扱
い
得
る
一
般
的
場
合
で
あ
る
。

　
註
一
　
し
か
し
こ
の
幾
何
学
的
解
法
を
私
は
附
録
１
、
価
格
決
定
の
幾
何
学
的
理
論
に
示
し
て
お
い
た
。
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第
十
二
章
　
多
数
の
商
品
の
間
の
交
換
の
問
題
の
数
学
的
解
法
の
一
般
的
方
式
。
商
品
の
価
格
の
成

立
の
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
一
七
　
多
数
の
商
品
の
所
有
者
の
一
般
の
場
合
。
一
一
八
　
交
換
量
の
均
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
方
程
式
、
極
大
満
足
の
方
程
式
、
部
分
的
需
要
ま
た
は
供
給
の
方
程
式
。
一
一
九
、
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
、
一
二
一
、
一
二
二
　
供
給
が
所
有
量
に
等
し
い
条
件
、
そ
の
結
果
。
一
二
三
　
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　
需
要
及
び
供
給
の
均
等
方
程
式
。
一
二
四
　
市
場
に
お
け
る
多
数
商
品
の
交
換
。
一
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
ぶ
価
格
、
価
値
尺
度
財
に
よ
る
価
格
は
一
般
均
衡
を
含
む
。
最
大
満
足
の
条
件
に
適

　
　
　
　
　
　
　
　
合
す
る
部
分
的
需
要
ま
た
は
供
給
の
計
算
に
よ
ら
な
い
決
定
。
一
二
六
、
一
二
七
　
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　
需
要
ま
た
は
供
給
の
不
均
等
。
一
二
八
　
価
格
が
零
か
ら
無
限
大
ま
で
変
化
す
る
と
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
全
部
需
要
ま
た
は
供
給
の
変
化
。
一
二
九
、
一
三
〇
　
需
要
が
供
給
を
超
過
す
る
と
き
価

　
　
　
　
　
　
　
　
格
を
引
上
げ
、
供
給
が
需
要
を
超
過
す
る
と
き
価
格
を
引
下
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
一
一
七
　
二
商
品
相
互
間
の
交
換
の
場
合
と
同
じ
く
、
い
か
な
る
数
の
商
品
間
の
交
換
の
場
合
に
お
い
て
も
、

部
分
的
需
要
の
方
程
式
は
、
欲
望
の
最
大
満
足
の
条
件
に
よ
っ
て
、
数
学
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ

の
条
件
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
常
に
、
任
意
の
二
商
品
の
稀
少
性
の
比
が
、
こ
れ
ら
二
商
品
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の
一
方
で
表
わ
し
た
他
方
の
商
品
の
価
格
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
相
等
し
く
な
い
と
し

た
ら
、
こ
の
両
者
を
交
換
す
れ
ば
利
益
が
得
ら
れ
る
（
第
八
〇
節
）
。
だ
が
各
交
換
者
が
た
だ
一
つ
の
商
品
の

み
を
所
有
し
、
か
つ
裁
定
を
さ
せ
る
目
的
で
、
人
々
がm

個
の
商
品
の
二
つ
ず
つ
のm

(m
-1)

個
の
価
格
を
叫

ん
だ
と
し
、
も
し
こ
れ
ら
が
一
般
均
衡
の
条
件
に
適



っ
た
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
価
格
に
お
い
て
は
、

各
交
換
者
に
最
大
の
満
足
は
生
じ
な
い
。
各
交
換
者
に
最
大
の
満
足
が
生
ず
る
の
は
、
各
交
換
者
が
需
要
す
る

商
品
の
稀
少
性
の
自
分
が
所
有
す
る
商
品
の
稀
少
性
に
対
す
る
比
が
、
裁
定
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
真
の
価
格
に

等
し
い
と
き
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
、
交
換
者
が
多
数
の
商
品
の
所
有
者
で
あ
り
、
裁
定
が
発
生
し
な
い
こ
と

を
欲
し
、
価
値
尺
度
財
と
し
て
採
択
せ
ら
れ
た
第
ｍ
番
目
の
商
品
で
表
わ
し
たm

-1

個
の
商
品
の
価
格m

-1

個
を
叫
ぶ
と
す
れ
ば
、
任
意
の
二
商
品
の
中
の
一
方
で
表
わ
し
た
他
方
の
価
格
は
、
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
た

二
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
の
比
に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
各
交
換
者
に
対
し
最
大
満
足
が
生
ず

る
の
は
、
価
値
尺
度
財
以
外
の
商
品
の
各
々
の
稀
少
性
と
、
こ
の
価
値
尺
度
財
の
稀
少
性
と
の
比
が
、
叫
ば
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
に
等
し
い
と
き
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
一
一
八
　
そ
こ
で
、
交
換
者
（
１
）
は
、
（
Ａ
）
のqa,1

量
、
（
Ｂ
）
のqb,1

量
、
（
Ｃ
）
のqc,1

量
、

（
Ｄ
）
のqd,1

量
…
…
の
所
有
者
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
こ
の
交
換
者
に
対
す
る
、
あ
る
期
間
に
お
け
る
商

品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
利
用
曲
線
す
な
わ
ち
欲
望
曲
線
は
、
そ
れ
ぞ
れr=

φa,1(q),

r=

φb,1(q),r=

φc,1(q),r=

φd,1(q)

…
…
で
あ
る
と
す
る
。
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
の
価
格
は
、
そ
れ
ぞ
れpb,pc,pd

…
…
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
価
格
がpb,pc,pd

…
…
で
あ
る
と
き
、
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こ
の
交
換
者
（
１
）
が
自
分
で
所
有
し
て
い
た
量qa,1,qb,1,qc,1,qd,1

…
に
加
え
る
所
の
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、

（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量
を
、x1,y1,z1,w

1

…
…
と
す
る
。
こ
の
加
え
ら
れ
た
量
は
正
で
あ

る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
は
需
要
量
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ら
は
負
で
あ
り
得
る
が
、
そ
の
場

合
に
は
、
供
給
量
を
示
す
。
そ
し
て
こ
の
交
換
者
が
あ
る
商
品
を
需
要
す
る
に
は
、
等
価
量
の
他
の
商
品
を
供

給
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、x1,y1,z1,w

1

…
…
等
の
量
の
う
ち
で
、
あ
る
も
の
が
＋
で
あ
れ
ば
、
他
は
－
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら
の
間
に
一
般
的
に
方
程
式

　
　
　
　x1+y1pb+z1pc+w

1pd+

…=0

が
成
立
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ま
た
最
大
満
足
の
状
態
が
仮
定
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
量
の
間
に
は
、
次
の
一
組
の
方
程
式
が
明

ら
か
に
存
在
す
る
。

　
　
　
　
φb,1(qb,1+y1)=pb

φa,1(qa,1+x1)

　
　
　
　
　
　
　
　
φc,1(qc,1+z1)=pc

φa,1(qa,1+x1)

　
　
　
　
φd,1(qd,1+w

1)=pd

φa,1(qa,1+x1)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

す
な
わ
ちm

-1

個
の
方
程
式
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
前
式
と
合
せ
て
、
ｍ
個
の
方
程
式
の
一
組
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
方
程
式
の
中
で
、
未
知
数x1,y1,z1,w

1

…
…
のm

-1
個
を
順
次
に
消
去
し
、
第
ｍ
番
目
の
未
知
数

を
諸
価
格
の
函
数
と
し
て
示
す
方
程
式
だ
け
を
残
す
こ
と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
で
、
交
換
者
（
１
）
に
よ
る
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（
Ａ
）
の
需
要
ま
た
は
供
給
は
、
方
程
式

　
　
　
　x1=-(y1pb+z1pc+w

1pd

…
…)

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
ま
た
、
右
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
交
換
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、

（
Ｄ
）
…
…
の
需
要
ま
た
は
供
給
の
次
の
如
き
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　y1=fb,1(pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　z1=fc,1(pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　w

1=fd,1(pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
同
様
に
交
換
者
（
２
）
、
（
３
）
…
…
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
（
Ａ
）
の
需
要
ま
た
は
供
給
は
、
方
程
式

　
　
　
　x2=-(y2pb+z2pc+w

2pd
…
…)

　
　
　
　x3=-(y3pb+z3pc+w

3pd

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
交
換
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
需

要
ま
た
は
供
給
の
次
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　y2=fb,2(pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　z2=fc,2(pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　w

2=fd,2(pb,pc,pd

…
…)
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　y3=fb,3(pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　z3=fc,3(pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　w

3=fd,3(pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
す
べ
て
の
交
換
者
の
せ
り
上
げ
へ
の
傾
向
は
、
諸
商
品
の
こ
れ
ら
の
人
々
の
各
々
に
対

す
る
利
用
と
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
所
有
せ
ら
れ
る
こ
れ
ら
商
品
の
量
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は

と
に
か
く
、
私
共
の
研
究
を
進
行
せ
し
め
る
に
先
立
っ
て
、
こ
こ
に
は
な
は
だ
重
要
な
解
説
を
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。

　
一
一
九
　
価
格pb,pc,pd

…
…
が
あ
る
値
を
と
る
と
き
、y1

が
負
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
こ
れ
は
、

交
換
者
（
１
）
が
商
品
（
Ｂ
）
を
需
要
し
な
い
で
、
供
給
す
る
場
合
で
あ
る
。
ま
たy1

が-qb,1

に
等
し
い

こ
と
さ
え
も
あ
り
得
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
交
換
者
が
商
品
（
Ｂ
）
を
残
し
て
お
か
な
い
場
合
で
あ
る
。y1

の

こ
の
値
を
、
最
大
満
足
のm

-1

個
の
方
程
式
の
体
系
に
入
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
方
程
式
は
、

　
　
　
　
φb,1(0)=pb

φa,1(qa,1+x1)

　
　
　
　
φc,1(qc,1+z1)=pc

φa,1(qa,1+x1)

　
　
　
　
φd,1(qd,1+w

1)=pd

φa,1(qa,1+x1)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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と
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
方
程
式
及
び
方
程
式

　
　
　
　x1+y1pb+z1pc+w

1pd+

…
…=qb,1pb

か
ら
、pb,pc,pd

…
を
消
去
す
れ
ば
、
方
程
式

　
　
　
　x1
φa,1(qa,1+x1)+z1

φc,1(qc,1+z1)+w
1

φd,1(qd,1+w
1)+

…
…=qb,1

φb,1(0)

が
得
ら
れ
る
。

　
こ
の
方
程
式
は
、
次
の
言
葉
に
飜
訳
し
得
べ
き
条
件
方
程
式
で
あ
る
。
　
　
多﹅
数﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
中﹅
の﹅
一﹅
商﹅
品﹅
の﹅

供﹅
給﹅
が﹅
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
所﹅
有﹅
量﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
た﹅
め﹅
に﹅
は﹅
、
需﹅
要﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
諸﹅
商﹅
品﹅
の﹅
欲﹅
望﹅
曲﹅
線﹅
の﹅
包﹅
む﹅
面﹅
積﹅
の﹅
部﹅
分﹅

で﹅
、
既﹅
に﹅
所﹅
有﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
量﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
充﹅
さ﹅
れ﹅
た﹅
欲﹅
望﹅
を﹅
表﹅
わ﹅
す﹅
部﹅
分﹅
よ﹅
り﹅
上﹅
方﹅
に﹅
あ﹅
る﹅
部﹅
分﹅
の﹅
う﹅
ち﹅
に﹅
、
矩﹅

形﹅
を﹅
画﹅
き﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
矩﹅
形﹅
の﹅
面﹅
積﹅
の﹅
合﹅
計﹅
が﹅
、
供﹅
給﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
商﹅
品﹅
の﹅
所﹅
有﹅
量﹅
を﹅
高﹅
さ﹅
と﹅
し﹅
、
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
最﹅

大﹅
の﹅
欲﹅
望﹅
の﹅
強﹅
度﹅
を﹅
底﹅
辺﹅
と﹅
し﹅
て﹅
作﹅
ら﹅
れ﹅
た﹅
矩﹅
形﹅
の﹅
面﹅
積﹅
に﹅
等﹅
し﹅
く﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
。

　
こ
の
条
件
は
、
充
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
充
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
交

換
者
（
１
）
に
よ
る
（
Ｂ
）
の
供
給
は
、
あ
る
場
合
に
は
、
自
分
が
所
有
す
る
量qb,1

に
等
し
い
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
供
給
は
決
し
て
こ
の
量
よ
り
大
で
は
あ
り
得
な
い
。
故
に
、
（
Ｂ
）
の
需
要
ま
た
は

供
給
の
方
程
式
に
お
い
て
、pb,pc,pd

…
…
が
、
負
のy1

をqb,1

よ
り
大
な
ら
し
め
る
よ
う
な
い
か
な
る
値

を
と
る
と
き
も
、
こ
の
方
程
式
は
、
方
程
式

　
　
　
　y1=-qb,1

に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
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一
二
〇
　
だ
が
こ
れ
の
み
で
は
な
い
。
ま
ず
、pb,pc,pd

…
…
が
負
のz1,w

1

…
…
をqc,1,qd,1

…
…
よ

り
大
な
ら
し
め
る
値
を
と
る
場
合
の
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
需
要
ま
た
は
供
給
の
方
程
式
に
も
、
同
じ
こ

と
が
い
わ
れ
得
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
方
程
式
が
、
方
程
式

　
　
　
　z1=-qc,1,

　w
1=-qd,1

に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
に
も
ま
さ
し
く
、
（
Ｂ
）
の
需
要
ま
た
は
供
給
の
方
程
式
は
、
右

の
結
果
と
し
て
修
正
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
よ
っ
て
、
例
え
ばz1=-qc,1

で
あ
る
場
合
に
は
、
交
換
者
（
１
）
に
よ
る
（
Ｂ
）
の
需
要
ま
た
は
供
給
の

方
程
式
の
体
系
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　x1+y1pb+w

1pd+
…
…=qc,1pc

　
　
　
　
φb,1(qb,1+y1)=pb

φa,1(qa,1+x1)

　
　
　
　
φd,1(qd,1+w
1)=pd

φa,1(qa,1+x1)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

す
な
わ
ち
全
部
で
、m

-1

個
の
方
程
式
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
方
程
式
の
中
で
、x1,w

1

…
…
等
のm

-2

個
の
未

知
数
を
順
次
に
消
去
し
、y1

をpb,pc,pd

…
…
の
函
数
と
し
て
示
す
方
程
式
し
か
残
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
出
来
る
。w

1=-qd,1

の
場
合
も
、
同
様
で
あ
る
。
最
後
に
ま
た
、
商
品
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
等
の
中

の
一
商
品
の
み
で
な
く
、
二
個
、
三
個
、
四
個
…
…
等
、
一
般
に
任
意
の
多
数
の
諸
商
品
の
供
給
が
所
有
量
に

等
し
い
場
合
に
も
同
様
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
上
の
解
説
を
俟

た
な
い
で
理
解
し
得
ら
れ
よ
う
。
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一
二
一
　
私
は
、
価
値
尺
度
財
で
あ
る
商
品
（
Ａ
）
の
需
要
及
び
供
給
の
方
程
式
に
つ
い
て
は
、
何
も
い
わ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
特
殊
な
形
を
と
る
。
だ
が
ま
ず
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
の
方
程
式
も
ま
た
、pb,pc,pd

…
…
の
値
が
負
のx1

をqa,1

よ
り
大
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
方
程
式x1=-qa,1

に
よ
っ
て
置
き

換
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
か
つ
こ
の
場
合
に
は
、
交
換
者
（
１
）
に
よ
る
（
Ｂ
）
の
需
要
ま
た
は
供
給
を
示
す

方
程
式
の
体
系
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　y1pb+z1pc+w

1pd

…
…=qa,1

　
　
　
　pb

φc,1(qc,1+z1)=pc

φb,1(qb,1+y1)

　
　
　
　pb

φd,1(qd,1+w
1)=pd

φb,1(qb,1+y1)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

す
な
わ
ちm

-1

個
の
方
程
式
が
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
中
で
、z1,w

1

…
…
等
のm

-2

個
の

未
知
数
を
順
次
に
消
去
し
、pb,pc,pd
…
…
の
函
数
と
し
て
のy1

を
与
え
る
方
程
式
し
か
残
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
一
二
二
　
需
要
ま
た
は
供
給
方
程
式
が
こ
れ
ら
の
制
限
を
満
足
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
方
程
式
を
組
み
立

て
る
こ
と
が
多
少
困
難
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、

（
Ｄ
）
…
…
の
あ
る
価
格p'b,p'c,p'd

…
…
が
叫
ば
れ
た
と
き
、
す
べ
て
の
商
品
の
需
要
量
と
供
給
量
と
は
、

供
給
量
と
所
有
量
と
が
等
し
い
と
の
事
実
の
下
に
、
完
全
に
一
定
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
は
な
は
だ
重
要
で
あ
る
。
私
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
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　q=

ψa,1(r),q=

ψb,1(r),q=

ψc,1(r),q=

ψd,1(r)

…
…
を
交
換
者
（
１
）
に
対
す
る
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、

（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
利
用
方
程
式
で
あ
っ
て
、
量
に
関
し
て
解
か
れ
、
稀
少
性
に
関
し
て
解
か
れ
て
い
な

い
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
ら
ば
、
交
換
の
後
に
は
、
次
の
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　qa,1+x'1=

ψa,1(r'a,1)

　
　
　
　qb,1+y'1=

ψb,1(r'b,1)

　
　
　
　qc,1+z'1=
ψc,1(r'c,1)

　
　
　
　qd,1+w

'1=
ψd,1(r'd,1)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

そ
の
他
交
換
せ
ら
れ
る
量
の
等
価
値
の
条
件
及
び
最
大
満
足
の
条
件
（
第
一
一
八
節
）
の
結
果
と
し
て
、
方
程

式　
　
　
　qa,1+p'bqb,1+p'cqc,1+p'dqd,1+
…
…

　
　
　
　=

ψa,1(r'a,1)+p'b

ψb,1(p'b

ψb,1(p'br'a,1)+p'c

ψc,1(p'cr'a,1)+p'd

ψd,1(p'dr'a,1)+

…
…

が
得
ら
れ
る
。
こ
の
最
後
の
方
程
式
はr'a,1

を
与
え
る
。r'a,1

を
用
い
て
、r'b,1,r'c,1,r'd,1

…
…
が
得
ら
れ
、

従
っ
てx'1,y'1,z'1,w

'1

…
…
が
得
ら
れ
る
。
保
留
せ
ら
れ
ま
た
は
獲
得
せ
ら
れ
る
商
品
は
、
充
さ
れ
る
べ
き

最
初
の
欲
望
の
強
度
が
、
価
格
とr'a,1

と
の
積
よ
り
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
も
しr'a,1

が
（
Ａ
）
の
最
初
の
欲
望
の
強
度
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
交
換
者
（
１
）
は
価
値
尺
度
財
で
あ
る

商
品
を
需
要
も
せ
ね
ば
、
保
留
も
し
な
い
。
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一
二
三
　
交
換
者
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
…
…
に
よ
る
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の

需
要
ま
た
は
供
給
の
方
程
式
は
仮
定
に
よ
っ
て
右
の
制
限
を
満
足
す
る
た
め
に
適
当
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

か
ら
、x1+x2+x3+

…
…
の
合
計
、y1+y2+y3+

…
…
の
合
計
、z1+z2+z3

…
…
の
合
計
、w

1+w
2+w

3+

…

…
の
合
計
を
、
そ
れ
ぞ
れX

,Y
,Z,W

…
…
で
表
わ
し
、
函
数fb,1,fb,2,fb,3

…
…
の
合
計
、
函
数fc,1,fc,

2,fc,3

…
…
の
合
計
、
函
数fd,1,fd,2,fd,3

…
…
の
合
計
を
、
そ
れ
ぞ
れFb,Fc,Fd,

…
…
で
表
わ
そ
う
。
商

品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
需
要
と
供
給
と
の
均
等
条
件
は
、
私
共
が
問
題
と
し
て
い
る

一
般
の
場
合
に
は
、
方
程
式X

=0,Y
=0,Z=0,W

=0

…
…
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
均
衡
価
格
の

決
定
に
対
し
て
、
次
の
方
程
式

　
　
　
　Fb(pb,pc,pd

…
…)=0

　
　
　
　Fc(pb,pc,pd

…
…)=0

　
　
　
　Fd(pb,pc,pd

…
…)=0

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

す
な
わ
ちm

-1

個
の
方
程
式
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、pb,pc,pd

…
…
は
本
質
上
正
で
あ
る
か
ら
、
も
し
こ
れ

ら
の
方
程
式
が
満
足
せ
ら
れ
る
と
、
す
な
わ
ちY

=0,Z=0,W
=0

で
あ
る
と
、
明
ら
か
に

　
　
　
　X

=-(Y
pb+Zpc+W

pd+

…
…)=0

で
あ
る
。

　
一
二
四
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ｍ
商
品
の
中
の
第
ｍ
番
目
の
価
値
尺
度
財
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
た
商
品
で
表
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わ
し
たm

-1

個
の
商
品
のm

-1

個
の
価
格
は
、
次
の
三
つ
の
条
件
に
よ
っ
て
数
学
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
。

（
一
）
各
交
換
者
は
、
彼
の
す
べ
て
の
稀
少
性
の
比
が
価
格
に
等
し
く
て
、
欲
望
の
最
大
満
足
を
得
る
こ
と
、

（
二
）
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
た
各
商
品
の
価
格
で
、
有
効
全
需
要
を
有
効
全
供
給
に
等
し
か
ら
し
め
る
も
の

は
、
た
だ
一
つ
し
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
各
交
換
者
は
与
え
る
も
の
に
比
例
し
て
受
け
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、

受
け
と
る
も
の
に
比
例
し
て
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
（
三
）
二
商
品
の
互
に
他
方
で
表
わ
し
た
均
衡
価
格
は
、

あ
る
第
三
の
商
品
で
表
わ
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
均
衡
価
格
の
比
に
等
し
い
か
ら
、
裁
定
が
起
る
余
地
が
な
い
こ
と
。

そ
こ
で
今
は
、
既
に
科
学
的
解
法
を
見
出
し
た
多
数
の
商
品
間
の
交
換
の
こ
の
問
題
が
、
ま
た
市
場
に
お
い
て

は
競
争
の
機
構
に
よ
っ
て
経
験
的
に
解
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
い
か
よ
う
に
し
て
で
あ
る
か
を
見
よ
う
と
思

う
。

　
一
二
五
　
ま
ず
、
価
値
尺
度
財
を
採
用
す
れ
ば
、
市
場
に
お
い
て
、
ｍ
個
の
商
品
の
相
互
間
の
価
格m

(m
-1

)

個
は
、
減
じ
て
、
ｍ
番
目
の
商
品
で
表
わ
し
たm

-1

個
の
商
品
の
価
格m

-1

個
と
な
る
。
こ
の
ｍ
番
目
の
商

品
は
価
値
尺
度
財
で
あ
る
。
そ
し
て
他
の
商
品
相
互
の
間
の
価
格(m

-1)(m
-1)

個
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
般
均

衡
の
条
件
に
よ
っ
て
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
た
こ
れ
ら
商
品
の
価
格
の
比
に
等
し
い
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。p'b,p'c,p'd

…
…
が
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
価
格m

-1

個
で
あ
っ
て
、

か
つ
偶
然
に
叫
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
か
く
叫
ば
れ
た
こ
れ
ら
の
価
格
に
お
い
て
各
交
換
者
は
、

（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
供
給
ま
た
は
需
要
を
決
定
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
交
換
者
が

別
に
計
算
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
反
省
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
、
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需
要
量
と
供
給
量
と
が
相
等
し
い
こ
と
を
示
す
方
程
式
及
び
最
大
満
足
の
方
程
式
の
体
系
に
よ
り
、
ま
た
先
に

い
っ
た
よ
う
な
制
限
に
よ
っ
て
補
充
せ
ら
れ
た
体
系
に
よ
り
計
算
し
た
の
と
、
全
く
同
じ
よ
う
に
行
わ
れ
る
。

い
ま
、
正
ま
た
は
負
のx'1,x'2,x'3,

…y'1,y'2,y'3,

…z'1,z'2,z'3

…,w
'1,w

'2,w
'3

…
を
価
格
が
、p'b,p

'c,p'd

…
…
で
あ
る
と
き
の
部
分
的
需
要
ま
た
は
供
給
で
あ
る
と
す
る
。
も
し
各
商
品
の
総
需
要
と
総
供
給
と

が
相
等
し
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
直
ち
に
明
か
で
あ
る
よ
う
にY

'=0,Z'=0,W
'=0

と
な
り
、
従
っ
てX

'=0

と
な

れ
ば
、
交
換
は
こ
れ
ら
の
価
格
に
お
い
て
行
わ
れ
、
問
題
は
解
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
一
般
に
各
商
品
の
総

需
要
と
総
供
給
と
は
相
等
し
く
な
く
、
で
あ
り
、
従
っ
て
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
な
場
合
に
は
、
人
々
は
市
場
に

お
い
て
い
か
に
行
動
す
る
か
。
需
要
が
供
給
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
た
こ
の
商
品
の
価
格

を
騰
貴
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
し
、
供
給
が
需
要
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
価
格
を
下
落
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

ら
ば
理
論
的
解
法
と
市
場
の
解
法
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
に
は
い
か
な
る
証
明
を
要
す
る
か
。
そ
の

答
は
簡
単
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
市
場
に
お
け
る
価
格
の
騰
落
が
、
需
要
と
供
給
の
均
等
方
程
式
の
体
系
を
、
摸

索
に
よ
っ
て
解
く
方
法
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
よ
い
。

　
一
二
六
　
こ
こ
で
思
い
起
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
方
程
式

　
　
　
　X
'+Y

'p'b+Z'p'c+W
'p'd+

…
…=0

の
存
在
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
価
格p'b,p'c,p'd

…
…
に
対
応
す
る
正
のx,y,z,w

…
…
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計

をD
'a,D

'b,D
'c,D

'd

…
…
と
呼
び
、
負
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
の
符
号
を
変
え
た
も
の
をO

'a,O
'b,O

'c,O
'd

…

…
と
呼
べ
ば
、
右
の
方
程
式
は
次
の
形
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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　D

'a-O
'a+(D

'b-O
'b)p'b+(D

'c-O
'c)p'c+(D

'd-O
'd)p'd+

…
…=0

そ
し
てp'b,p'c,p'd

…
…
は
本
質
上
正
で
あ
る
か
ら
、
量X

'=D
'a-O

'a,Y
'=D

'b-O
'b,Z'=D

'c-O
'c,W

'=D
'd-O

'

d

…
…
の
あ
る
も
の
が
正
で
あ
れ
ば
、
あ
る
も
の
は
負
で
あ
り
、
そ
の
逆
も
真
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
価
格

がp'b,p'c,p'd

…
…
で
あ
る
と
き
、
あ
る
商
品
の
総
需
要
が
総
供
給
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
他
の
商
品
の
総
供
給

は
総
需
要
よ
り
大
で
あ
り
、
そ
の
逆
も
ま
た
真
で
あ
る
。

　
一
二
七
　
今
、
不
等
式

　
　
　
　

を
と
り
、
こ
れ
を
次
の
形
と
す
る
。

　
　
　
　

こ
こ
で
函
数
Δb

は
正
のy

の
合
計
す
な
わ
ちD

b

を
表
わ
し
、
函
数
Ωb

は
負
のy

の
合
計
の
符
号
を
変
え

た
も
の
す
な
わ
ちO

b

を
表
わ
す
も
の
と
す
る
。pc,pd

…
…
を
捨
象
し
て
、
こ
れ
ら
を
一
定
と
し
、pb

の
み

を
決
定
す
べ
き
価
格
で
あ
る
と
し
て
、
（
Ｂ
）
の
需
要
と
供
給
と
が
相
等
し
く
な
る
に
は
、pb

を
ゼ
ロ
と
無

限
大
と
の
間
に
い
か
に
変
化
せ
し
め
る
こ
と
を
要
す
る
か
を
求
め
て
み
よ
う
。
私
共
は
函
数Fb

も
、
函
数
Δ

b

も
函
数
Ωb

も
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
函
数
に
関
し
て
、
今
の
問
題
と
す
る
操
作
に
お
い
て
、
い

か
に
し
てpb

がFb

を
し
て
ゼ
ロ
を
通
ら
し
め
、
ま
た
は
函
数
Δb

と
Ωb

と
を
等
し
か
ら
し
め
る
値
　
　

も
し
あ
り
と
す
れ
ば
　
　
を
と
る
に
至
る
か
を
示
す
に
充
分
な
指
示
を
、
私
共
は
、
既
に
研
究
し
た
交
換
の
事

実
の
性
質
か
ら
引
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

354純粋経済学要論





　
一
二
八
　
ま
ず
函
数
Δb

に
つ
い
て
見
る
に
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
を
も
っ
て
す
る
（
Ｂ
）
の

需
要
の
函
数
は
、pb=0

で
あ
る
と
き
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価

格
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
き
正
で
あ
る
。
実
際
に
、
こ
れ
ら
の
価
格
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
き
に
は
、
（
Ｂ
）
の
有
効
総

需
要
は
、
総
外
延
利
用
が
所
有
総
量
に
超
過
す
る
量
に
等
し
い
。
こ
の
超
過
す
る
量
は
、
（
Ｂ
）
商
品
が
稀
少

で
あ
っ
て
社
会
的
富
の
一
部
を
成
し
て
い
る
も
の
な
ら
ば
、
常
に
正
で
あ
る
。pb

が
増
大
し
、
そ
れ
と
共
に

（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
す
べ
て
の
価
格
も
そ
れ
に
比
例
し
て
増
大
す
れ
ば
、

函
数
Δb

は
減
少
す
る
。
け
だ
し
こ
れ
は
減
少
函
数
の
合
計
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
（
Ｂ
）

商
品
は
、
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
と
比
較
的
に
は
ま
す
ま
す
高
騰
す
る
わ
け
で
あ
る
。
実
際
に

こ
の
仮
定
に
お
い
て
、
他
の
す
べ
て
の
事
情
を
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
需
要
が
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
こ

と
は
、
許
し
難
い
。
こ
の
需
要
は
減
少
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
需
要
が
ゼ
ロ
と
な
る
に
は
、

pb

は
か
な
り
大
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
無
限
大
で
も
あ
る
と
想
像
し
得
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
か
な
り
高
い
と
き
に
し
か
、
Δb

は
ゼ
ロ
と

は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
と
想
像
せ
ら
れ
る
。

　
次
に
函
数
Ωb

す
な
わ
ち
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
と
交
換
せ
ら
れ
る
（
Ｂ
）
の
供
給
の
函
数
は
、

pb=0

で
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、pb

が
正
の
あ
る
値
を
と
る
と
き
で
も
、
換
言
す
れ
ば
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、

（
Ｄ
）
…
…
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
正
の
あ
る
大
き
さ
を
と
る
と
き

で
も
、
ゼ
ロ
で
あ
る
。
実
際
、
（
Ｂ
）
商
品
の
需
要
が
ゼ
ロ
で
あ
る
た
め
に
は
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
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…
…
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格
が
か
な
り
高
い
と
常
に
想
像
し
得
た
と
同
じ
く
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
に
対
す
る
需
要
が
ゼ
ロ
と
な
り
従
っ
て
（
Ｂ
）
の
供
給
も
ゼ
ロ
と
な
る
に
は
、
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ

）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
価
格
が
か
な
り
高
い
と
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
。pb

が
増
大
し
、
こ
れ
と

比
例
し
て
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
す
べ
て
の
価
格
が
高
く
な
る
と
き
に
は
、

函
数
Ωb

は
、
初
め
に
増
大
し
、
次
に
減
少
す
る
。
け
だ
し
こ
の
函
数
は
初
め
増
大
し
、
次
に
減
少
す
る
函
数

の
合
計
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
は
商
品
（
Ｂ
）
と
比

較
的
に
は
次
第
に
安
く
な
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
商
品
の
需
要
は
、
こ
れ
ら
の
需
要
に
伴
う
（
Ｂ
）

の
供
給
と
同
時
に
順
次
に
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
供
給
は
無
限
に
は
増
加
し
な
い
。
少
く
と
も

そ
れ
は
所
有
全
量
よ
り
大
な
る
こ
と
の
出
来
な
い
一
つ
の
最
大
を
通
過
し
、
次
に
減
少
し
、pb

が
無
限
と
な

れ
ば
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
が
無
償
と
な
れ
ば
、
つ
い
に
ゼ
ロ
に
帰
る
。

　
一
二
九
　
こ
れ
ら
の
条
件
の
う
ち
に
、
そ
し
てO

b

が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
を
已

め
る
以
前
にD

b

が
ゼ
ロ
と

な
っ
て
、
解
法
不
能
と
な
る
の
で
な
け
れ
ば
、
　
　
こ
の
場
合
は
交
換
者
の
間
に
多
数
の
商
品
を
所
有
す
る
者

が
あ
る
場
合
に
は
現
わ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
が
　
　O

b

とD
b

と
を
相
等
し
か
ら
し
め
るpb

の
あ
る
値
が
存

在
す
る
。
こ
の
値
を
見
出
す
に
は
、
も
し
価
格
がp'b
で
あ
る
と
き
、Y

'

＞0

な
ら
ば
、
す
な
わ
ちD

'b

＞O
'b

な
ら
ば
、p'b

を
増
大
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
も
し
ま
た
価
格
がp'b

で
あ
る
と
きY

'

＜0

な
ら
ば
す
な
わ
ちO

'b

＞D
'b

な
ら
ば
、p'b

を
減
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
よ
う
に
し
て
次
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　Fb(p''b,p'c,p'd

…
…)=0
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こ
の
操
作
が
行
わ
れ
る
と
不
等
式

　
　
　
　

は
、

　
　
　
　

と
な
る
。
し
か
し
価
格
がp'c

で
あ
る
と
き
、Z'

＞0

で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ちD

'c

＞O
'c

で
あ
れ
ば
、p'c

を
増

大
し
、
ま
た
価
格
がp'c

で
あ
る
と
き
、Z'

＜0

で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ちO

'c

＞D
'c

で
あ
れ
ば
、p'c

を
減
少
し

て
、
方
程
式

　
　
　
　Fc(p''b,p''c,p'd
…
…)=0

を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
同
様
に
し
て
、
方
程
式

　
　
　
　Fd(p''b,p''c,p''d

…
…)=0

が
得
ら
れ
、
以
下
同
様
で
あ
る
。

　
一
三
〇
　
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
操
作
を
行
え
ば
、

　
　
　
　

が
得
ら
れ
る
。
こ
こ
で
こ
の
不
等
式
が
、
当
初
の
不
等
式

　
　
　
　

よ
り
等
式
に
近
い
こ
と
を
証
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
で
、p'b
か
ら
、
右
の
最
後
の
不
等
式
を
等
式
た
ら
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し
め
るp''b

へ
の
変
化
は
直
接
的
影
響
を
生
じ
、
少
く
と
も
（
Ｂ
）
の
需
要
に
つ
い
て
は
す
べ
て
同
一
方
向
の

直
接
的
影
響
を
生
ず
る
こ
と
を
思
い
、
ま
た
反
対
にp'c,p'd

か
ら
、
先
の
不
等
式
を
等
式
よ
り
遠
か
ら
し
め

るp''c,p''d

へ
の
変
化
は
間
接
的
影
響
を
生
じ
、
少
く
と
も
（
Ｂ
）
の
需
要
に
つ
い
て
は
、
互
に
反
対
の
方
向

を
と
り
つ
つ
あ
る
点
ま
で
相
殺
す
る
影
響
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
え
ば
、
右
の
不
等
式
が
当
初
の
不
等

式
よ
り
均
等
に
よ
り
近
い
こ
と
は
、
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
新
し
い
価
格p''b,p''c,p''d

…

…
の
体
系
は
旧
価
格p'b,p'c,p'd

…
…
の
体
系
よ
り
均
衡
に
近
い
の
で
あ
り
、
同
じ
方
法
を
連
続
す
れ
ば
、
い

よ
い
よ
こ
れ
に
近
づ
く
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
価
値
尺
度
財
を
仲
介
と
し
て
多
数
の
商
品
の
間
に
行
わ
れ
る
交
換
の
場
合
に
お
け
る
均
衡
価
格
の

成
立
の
法
則
を
、
次
の
如
く
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
　
多﹅
数﹅
の﹅
商﹅
品﹅
が﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
、
そ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
交﹅
換﹅
は﹅

価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
の﹅
仲﹅
介﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
行﹅
わ﹅
れ﹅
る﹅
と﹅
し﹅
て﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
商﹅
品﹅
に﹅
関﹅
し﹅
、
市﹅
場﹅
の﹅
均﹅
衡﹅
が﹅
あ﹅
る﹅
べ﹅
き﹅
た﹅
め﹅

に﹅
は﹅
、
換﹅
言﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
静﹅
止﹅
的﹅
価﹅
格﹅
が﹅
存﹅
在﹅
す﹅
る﹅
た﹅
め﹅
に﹅
は﹅
、

こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
価﹅
格﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
、
各﹅
商﹅
品﹅
の﹅
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
と﹅
そ﹅
の﹅
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
と﹅
が﹅
等﹅
し﹅
く﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ず﹅
、
ま﹅
た﹅
等﹅

し﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
足﹅
る﹅
の﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。
こ﹅
の﹅
均﹅
等﹅
が﹅
存﹅
在﹅
し﹅
な﹅
い﹅
場﹅
合﹅
に﹅
、
均﹅
衡﹅
価﹅
格﹅
に﹅
達﹅
す﹅
る﹅
た﹅
め﹅
に﹅
は﹅
、
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅

が﹅
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
よ﹅
り﹅
大﹅
な﹅
る﹅
商﹅
品﹅
に﹅
価﹅
格﹅
の﹅
騰﹅
貴﹅
が﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
し﹅
、
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
が﹅
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
よ﹅
り﹅
大﹅
な﹅
る﹅

商﹅
品﹅
に﹅
価﹅
格﹅
の﹅
下﹅
落﹅
が﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
。
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第
十
三
章
　
商
品
の
価
格
の
変
動
の
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
三
一
　
多
数
商
品
間
の
交
換
の
解
析
的
定
義
。
一
三
二
　
一
般
均
衡
状
態
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
け
る
任
意
の
二
商
品
の
稀
少
性
の
比
率
が
す
べ
て
の
交
換
者
に
つ
い
て
等
し
い
こ
と
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
、
一
三
四
　
交
換
価
値
と
稀
少
性
の
比
例
性
、
欲
望
曲
線
の
不
連
続
性
の
場
合
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
留
保
、
需
要
が
ゼ
ロ
の
場
合
、
ま
た
は
供
給
が
所
有
量
に
等
し
い
場
合
に
関
す
る
留

　
　
　
　
　
　
　
　
保
。
一
三
五
　
平
均
稀
少
性
。
一
三
六
　
交
換
価
値
が
不
定
か
つ
恣
意
的
な
条
件
。
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
利
用
の
変
化
及
び
量
の
変
化
に
よ
る
価
格
の
変
化
、
利
用
及
び
量
の
同
時
的
変
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
価
格
の
固
着
性
。
一
三
八
　
供
給
と
需
要
の
法
則
に
つ
い
て
。

　
一
三
一
　
以
上
に
述
べ
て
き
た
所
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
多
数
の
商
品
が
あ
る
と
き
も
、
二
商
品
し

か
存
在
し
な
い
と
き
と
同
じ
く
、
市
場
価
格
ま
た
は
均
衡
価
格
の
成
立
の
必
要
に
し
て
か
つ
充
分
な
要
素
は
、

所
有
者
が
所
有
す
る
商
品
の
量
と
、
交
換
者
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
商
品
の
利
用
方
程
式
ま
た
は
欲
望
の
方
程
式

と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
方
程
式
は
常
に
曲
線
に
表
わ
さ
れ
得
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
構
成
要
素
か
ら
、
（
一
）

部
分
的
及
び
総
需
要
ま
た
は
供
給
の
方
程
式
、
（
二
）
市
場
価
格
す
な
わ
ち
均
衡
価
格
が
出
て
く
る
。
た
だ
、

一
方
最
大
満
足
の
条
件
と
、
他
方
任
意
の
二
商
品
間
の
価
格
が
た
だ
一
つ
で
あ
っ
て
か
つ
総
需
要
と
総
供
給
と
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が
相
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
条
件
と
の
二
条
件
に
、
価
格
の
一
般
均
衡
の
条
件
を
附
け
加
え
ね
ば
な

ら
ぬ
。

　
だ
か
ら
　
　
自﹅
由﹅
競﹅
争﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
支﹅
配﹅
さ﹅
れ﹅
る﹅
市﹅
場﹅
に﹅
お﹅
け﹅
る﹅
多﹅
数﹅
の﹅
商﹅
品﹅
相﹅
互﹅
の﹅
間﹅
の﹅
交﹅
換﹅
は﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅

商﹅
品﹅
の﹅
一﹅
種﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
種﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
種﹅
類﹅
の﹅
所﹅
有﹅
者﹅
の﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
が﹅
欲﹅
望﹅
の﹅
最﹅
大﹅
満﹅
足﹅
を﹅
得﹅
る﹅
こ﹅
と﹅
の﹅
出﹅

来﹅
る﹅
行﹅
動﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。
た﹅
だ﹅
し﹅
こ﹅
の﹅
欲﹅
望﹅
の﹅
最﹅
大﹅
満﹅
足﹅
と﹅
は﹅
、
任﹅
意﹅
の﹅
二﹅
商﹅
品﹅
が﹅
共﹅
通﹅
で﹅
同﹅
一﹅
な﹅
る﹅
比﹅
率﹅
で﹅
互﹅
に﹅

交﹅
換﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
の﹅
み﹅
で﹅
な﹅
く﹅
、
ま﹅
た﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
二﹅
商﹅
品﹅
が﹅
他﹅
の﹅
任﹅
意﹅
の﹅
第﹅
三﹅
の﹅
商﹅
品﹅
と﹅
交﹅
換﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
て﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅

の﹅
交﹅
換﹅
比﹅
率﹅
の﹅
比﹅
が﹅
最﹅
初﹅
の﹅
二﹅
商﹅
品﹅
間﹅
の﹅
交﹅
換﹅
比﹅
率﹅
に﹅
等﹅
し﹅
く﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
と﹅
い﹅
う﹅
条﹅
件﹅
の﹅
下﹅
に﹅
お﹅
け﹅
る﹅

欲﹅
望﹅
の﹅
最﹅
大﹅
満﹅
足﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。

　
一
三
二
　
も
し
価
格
を
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
て
叫
ぶ
と
す
る
と
、
一
般
均
衡
の
条
件
は
こ
の
事
実
に
よ
っ

て
充
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
一
般
均
衡
の
条
件
が
裁
定
の
方
法
に
よ
っ
て
充
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
今
こ

れ
ら
の
行
動
の
正
確
な
結
果
を
説
明
す
る
の
が
便
利
で
あ
ろ
う
。

　
交
換
者
（
１
）
を
（
Ａ
）
の
所
有
者
と
し
、
交
換
者
（
２
）
を
（
Ｂ
）
の
所
有
者
と
し
、
交
換
者
（
３
）
を

（
Ｃ
）
の
所
有
者
と
し
、ra,1,rb,1,rc,1,rd,1
…
…ra,2,rb,2,rc,2,rd,2,

…
…ra,3,rb,3,rc,3,rd,3,

…
…
を

こ
れ
ら
三
交
換
者
に
対
す
る
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
、
…
…
の
稀
少
性
と
し
、
か
つ
し
ば

ら
く
こ
れ
ら
の
稀
少
性
は
価
格
の
変
化
に
応
じ
て
変
化
す
る
稀
少
性
で
あ
る
と
す
る
。
裁
定
が
起
り
得
な
い
と

の
仮
定
の
下
に
お
い
て
は
、
最
大
満
足
の
条
件
は
次
の
如
く
表
わ
さ
れ
る
。
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次
に
裁
定
が
可
能
で
あ
る
と
仮
定
し
、
た
だ
三
つ
の
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
と
三
人
の
交
換
者

（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
の
み
を
考
え
て
み
る
。
価
格
は
互
に
逆
数
で
あ
る
か
ら
、
裁
定
前
に
は
次
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
。

　
　
　
　

裁
定
後
、
一
般
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
関
係
が
現
わ
れ
る
。

　
　
　
　

　
だ
か
ら
、
三
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
及
び
三
交
換
者
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
に
つ
い
て
の
推

論
が
、
す
べ
て
の
商
品
と
す
べ
て
の
交
換
者
に
も
拡
張
し
得
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
市﹅
場﹅

が﹅
一﹅
般﹅
均﹅
衡﹅
状﹅
態﹅
に﹅
あ﹅
る﹅
と﹅
き﹅
は﹅
、
任﹅
意﹅
の﹅
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
稀﹅
少﹅
性﹅
の﹅
比﹅
は﹅
、
一﹅
方﹅
の﹅
商﹅
品﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
他﹅
方﹅
の﹅
価﹅

格﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
が﹅
、
こ﹅
の﹅
比﹅
は﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
所﹅
有﹅
者﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
も﹅
同﹅
一﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。

　
一
三
三
　va,vb,vc,vd

…
…
を
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
交
換
価
値
と
し
、ra,

1,rb,1,rc,1,rd,1

…
…ra,2,rb,2,rc,2,rd,2
…
…ra,3,rb,3,rc,3,rd,3

…
…
を
交
換
者
（
１
）
、
（
２
）
、

（
３
）
に
対
す
る
交
換
後
に
お
け
る
こ
れ
ら
商
品
の
稀
少
性
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
交
換
後
に
は
、

　
　
　
　

で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
た
次
の
よ
う
に
表
わ
す
こ
と
も
出
来
る
。

　
　
　
　
　va:vb:vc:vd:

…
…

　
　
　
　::ra,1:rb,1:rc,1:rd,1:

…
…
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　::ra,2:rb,2:rc,2:rd,2:

…
…

　
　
　
　::ra,3:rb,3:rc,3:rd,3:

…
…

　
　
　
　::

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
こ
こ
ま
で
は
、
交
換
方
程
式
を
作
り
、
か
つ
解
く
に
当
っ
て
、
無
限
小
の
量
ず
つ
消
費
す
る
こ
と
の
出
来
る

商
品
、
す
な
わ
ち
連
続
的
な
利
用
曲
線
ま
た
は
欲
望
曲
線
を
も
つ
所
の
商
品
し
か
考
え
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

性
質
上
あ
る
単
位
ず
つ
し
か
消
費
さ
れ
得
な
い
商
品
、
す
な
わ
ち
不
連
続
な
利
用
曲
線
ま
た
は
欲
望
曲
線
を
も

つ
商
品
の
場
合
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
場
合
は
す
こ
ぶ
る
多
い
。
例
え
ば
家
具
、
衣
服
の
場
合
な
ど

で
あ
る
。
第
一
の
ベ
ッ
ド
、
第
一
の
衣
服
、
第
一
足
の
靴
等
の
利
用
と
、
同
じ
性
質
の
第
二
の
物
の
利
用
と
の

間
、
ま
た
は
こ
れ
ら
第
二
の
物
の
利
用
と
第
三
の
物
の
利
用
と
の
間
に
は
、
常
に
か
な
り
の
強
度
の
差
が
あ
る
。

こ
の
差
は
時
に
は
著
し
く
大
で
あ
る
。
跛
者
に
と
っ
て
の
第
一
対
の
松
葉
杖
、
近
視
眼
者
に
と
っ
て
の
第
一
対

の
眼
鏡
、
職
業
音
楽
家
に
対
す
る
第
一
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
い
わ
ば
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
第

二
対
の
松
葉
杖
、
第
二
対
の
眼
鏡
、
第
二
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
い
わ
ば
、
余
分
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

す
べ
て
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
商
品
し
か
無
か
っ
た
と
き
と
同
じ
く
、
多
数
の
商
品
に
つ
い
て
も
、
稀
少
性

の
表
の
中
に
、
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
と
充
さ
れ
な
い
最
初
の
欲
望
の
強
度
と
の
平
均
に
ほ
ぼ
等
し
い

比
例
項
を
、
特
に
注
意
線
を
引
い
て
、
記
入
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
そ
の
上
に
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
一
個
ま
た
は
多
数
の
項
が
、
与
え
ら
れ
た
交
換
者
の
諸
稀
少
性
の
う
ち
に
欠

け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
交
換
者
が
あ
る
商
品
を
所
有
し
て
い
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
市
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場
価
格
で
は
こ
れ
を
需
要
し
な
い
場
合
に
、
ま
た
は
こ
れ
を
所
有
し
て
い
る
が
、
所
有
す
る
量
の
全
部
を
供
給

す
る
場
合
に
、
常
に
起
る
こ
と
で
あ
る
。
富
め
る
者
は
、
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
は
多
数
で
あ
っ
て
、
か
つ
こ

れ
ら
の
強
度
は
大
で
は
な
い
。
反
対
に
貧
し
い
者
は
、
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
は
少
数
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
ら

の
強
度
は
大
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
ま
た
、
二
商
品
の
場
合
と
同
じ
く
、
多
数
の
商
品
の
場
合
に
も
、
右

の
表
中
に
、
括
弧
の
中
に
入
れ
て
、
消
費
せ
ら
れ
た
他
の
商
品
で
表
わ
し
た
消
費
せ
ら
れ
な
い
商
品
の
価
格
に

前
者
の
稀
少
性
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
項
を
記
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
二
つ
の
留
保
を
す
れ
ば
、
次
の
命
題
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
　
交﹅
換﹅
価﹅
値﹅
は﹅
稀﹅
少﹅
性﹅
に﹅
比﹅

例﹅
す﹅
る﹅
。

　
一
三
四
　
一
方
に
お
い
て
、
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｄ
）
を
無
限
小
量
ず
つ
消
費
せ
ら
れ
得
る
商
品
で
あ
る

と
し
、
従
っ
て
、
αr,1

αq,1,

αr,2
αq,2,

αr,3

αq,3,

βr,1

βq,1,

βr,2

βq,2,

βr,3

βq,3,

δr,1

δq,1,

δ

r,2

δq,2,

δr,3

δq,3

（
第
五
図
）
を
交
換
者
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
商
品
の
連
続

な
利
用
曲
線
ま
た
は
欲
望
曲
線
で
あ
る
と
す
る
。
他
方
に
お
い
て
、
（
Ｃ
）
は
性
質
上
一
単
位
ず
つ
し
か
消
費

し
得
ら
れ
な
い
商
品
で
あ
る
と
し
、
従
っ
て
、
γr,1
γq,1,

γr,2

γq,2,

γr,3

γq,3

は
交
換
者
（
１
）
、

（
２
）
、
（
３
）
に
対
す
る
こ
の
商
品
の
不
連
続
な
利
用
曲
線
ま
た
は
欲
望
曲
線
で
あ
る
と
す
る
。2,2.5,0.5

を
（
Ａ
）
商
品
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
の
価
格
で
あ
る
と
す
る
。

　
私
の
図
の
例
に
お
い
て
は
、
交
換
者
（
１
）
は
富
め
る
人
で
あ
り
、
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

商
品
を
そ
れ
ぞ
れ7,8,7,6

量
消
費
し
、
そ
の
結
果
そ
れ
ら
の
稀
少
性
は
弱
い
も
の
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ2,4,
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6,1

で
あ
る
と
し
、
か
つ
面
積O

qa,1ra,1

αr,1,O
qb,1rb,1

βr,1,O
qc,1rc,1

γr,1,O
qd,1rd,1

δr,1

に
よ
っ

て
表
わ
さ
れ
る
相
当
に
大
き
い
有
効
利
用
の
合
計
量
を
得
て
い
る
と
す
る
。
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｄ
）

の
稀
少
性2,4,1

は
価
格1,2,0.5

に
正
確
に
比
例
す
る
。
（
Ｃ
）
の
稀
少
性6

は
、
（
Ｃ
）
の
充
さ
れ
た
最

後
の
欲
望
の
強
さ6

と
充
さ
れ
な
い
最
初
の
欲
望
の
強
さ4

と
の
中
間
の
数
、
（
次
の
表
で
下
線
を
引
い
て
お

い
た
）5=2
×2.5
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
交
換
者
（
２
）
は
貧
し
い
人
で
あ
っ
て
、
（
Ａ
）

と
（
Ｄ
）
と
を
そ
れ
ぞ
れ3

と2

の
量
を
消
費
し
、
そ
れ
ら
の
稀
少
性
は
強
く
て6

と3

と
で
あ
り
、
面
積O

qa,2ra,2

αr,2,O
qd,2rd,2

δr,2

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
多
く
な
い
有
効
利
用
の
合
計
量
を
得
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
貧
し
い
人
は
（
Ｂ
）
も
（
Ｃ
）
も
得
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
人
の
稀
少
性
の
系
列
に
現
わ

れ
る
べ
き
数12=6

×2,15=6
×2.5
は
こ
れ
ら
の
商
品
の
充
さ
れ
る
べ
き
最
初
の
欲
望
の
強
さ8

と11

を
超

え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
交
換
者
（
３
）
は
中
産
者
で
あ
っ
て
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｄ
）
を
そ
れ
ぞ
れ5,

4,3

量
消
費
し
、
平
均
稀
少
性
は4,8,2
で
あ
り
、
面
積O

qa,3ra,3

αr,3,O
qb,3rb,3

βr,3,O
qd,3rd,3

δr,3

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
有
効
利
用
の
か
な
り
の
合
計
量
を
得
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
人
は
（
Ｃ
）
を
も
っ
て

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
稀
少
性
の
系
列
中
に
現
わ
れ
る
べ
き
数
字10=4

×2.5

は
こ
の
商
品
の
充
さ
れ
る
べ
き
最

初
の
欲
望
の
強
度8

を
超
え
る
か
ら
で
あ
る
。
有
効
稀
少
性
で
な
い
可
能
的
稀
少
性
（
〔rarete'svirtuelles

〕
）

に
相
当
す
る
数
を
括
弧
の
中
に
入
れ
れ
ば
、
次
の
表
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　1:2:2.5:0.5

　
　
　::2:4:5:1
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　::6:(12):(15):3

　
　
　::4:8:(10):2

　
一
三
五
　
平
均
稀
少
性
の
比
は
、
既
に
知
っ
た
よ
う
に
、
個
人
的
稀
少
性
の
比
と
同
一
で
あ
る
。
た
だ
平
均

を
作
る
に
は
、
下
線
を
引
い
た
比
例
数
と
括
弧
内
の
比
例
数
を
も
考
慮
中
に
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
だ
け
の

条
件
を
付
し
て
、
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
平
均
稀
少
性
をR

a,R
b,R

c,R
d,

…
…
と
呼

べ
ば
、
方
程
式

　
　
　
　

に
、
方
程
式

　
　
　
　

を
置
き
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
方
程
式
は
主
要
な
経
済
問
題
の
解
決
に
全
く
決
定
的
な
役
割
を
演

ず
る
。

　
一
三
六
　
交
換
価
値
の
性
質
は
か
く
も
複
雑
な
事
実
で
あ
り
、
こ
と
に
多
数
の
商
品
が
あ
る
場
合
に
そ
う
で

あ
る
が
、
交
換
価
値
の
性
格
は
こ
こ
に
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。va,vb,vc,vd

…
…
は
い
か
な
る
も

の
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
自
身
は
、
不
定
で
あ
り
任
意
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
項
の
比
例
は
、
均

衡
状
態
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
交
換
者
に
お
け
る
す
べ
て
の
商
品
の
稀
少
性
の
共
通
に
し
て
同
一
な
比
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
項
の
二
つ
ず
つ
の
比
は
、
任
意
の
交
換
者
に
お
け
る
稀
少
性
の
二
つ
ず
つ

の
比
に
等
し
く
、
数
学
的
表
現
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
か
ら
交
換
価
値
は
本
質
的
に
相
対
的
な
事
実
で
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あ
り
、
そ
の
原
因
は
、
常
に
ひ
と
り
絶
対
的
事
実
で
あ
る
所
の
稀
少
性
に
あ
る
（
一
）
。
と
こ
ろ
で
、
各
交
換

者
に
対
し
て
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
商
品
ｍ
個
の
ｍ
個
の
稀
少
性
し
か
あ
り
得
な
い
と
同
じ
く
、
均
衡
状

態
に
あ
る
市
場
に
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
こ
れ
ら
ｍ
個
の
商
品
の
交
換
価
値
ｍ
個
の
不
定
項
し
か
あ
り
得

な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
項
の
二
つ
ず
つ
組
合
わ
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
商
品
相
互
間
のm

(m
-1)

個
の
価
格
が
成

立
す
る
。
こ
の
事
情
が
あ
る
に
よ
り
、
あ
る
場
合
に
は
、
計
算
上
に
項
の
比
を
記
す
代
り
に
、
任
意
項
そ
れ
自

体
を
記
す
こ
と
が
出
来
る
。
あ
る
い
は
更
に
一
歩
を
進
め
て
、
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
、
各
商
品
は
、
市﹅
場﹅
に﹅

お﹅
け﹅
る﹅
他﹅
の﹅
一﹅
切﹅
の﹅
商﹅
品﹅
と﹅
の﹅
関﹅
係﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
、
た﹅
だ﹅
一﹅
つ﹅
の﹅
交﹅
換﹅
価﹅
値﹅
し﹅
か﹅
も﹅
た﹅
な﹅
い﹅
と
い
い
た
い
人
も
あ

ろ
う
。
だ
が
か
か
る
表
現
は
、
価
値
を
絶
対
的
の
も
の
と
考
え
る
見
方
に
偏
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
に
問

題
と
せ
ら
れ
た
事
実
を
表
わ
す
に
は
、
一
般
均
衡
の
定
理
の
中
の
用
語
（
第
一
一
一
節
）
ま
た
は
交
換
の
解
析

的
定
義
の
中
の
用
語
（
第
一
三
一
節
）
を
用
い
る
に
如

く
は
な
い
。

　
一
三
七
　
利
用
と
所
有
量
と
は
常
に
価
格
の
成
立
の
第
一
原
因
で
あ
っ
て
、
ま
た
条
件
で
も
あ
る
。

　
い
ま
均
衡
が
成
立
し
、
商
品
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
商
品
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
の
価
格
はpb,pc,pd

…
…
で
あ
っ
て
、
各
交
換
者
は
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量
を
所
有
、

こ
れ
ら
が
各
交
換
者
に
最
大
満
足
を
与
え
る
と
想
像
す
る
。
か
つ
利
用
の
増
減
と
い
う
表
現
を
、
常
に
欲
望
曲

線
の
移
動
の
意
味
に
の
み
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
移
動
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
交
換
後
に
お
け
る
充
さ

れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
す
な
わ
ち
稀
少
性
を
増
減
す
る
。
こ
れ
だ
け
を
前
提
と
し
て
、
（
Ｂ
）
の
利
用
増
加

す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
の
欲
望
曲
線
の
移
動
が
生
じ
、
そ
の
結
果
あ
る
交
換
者
に
対
す
る
（
Ｂ
）
の
稀
少
性
の
増
加
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が
生
じ
た
と
す
る
。
し
か
ら
ば
こ
れ
ら
の
人
々
に
と
っ
て
は
も
は
や
最
大
満
足
で
は
あ
り
得
な
い
。
こ
れ
ら
の

人
々
は
、
価
格pb,pc,pd

…
…
で
（
Ｂ
）
を
需
要
し
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
を
供
給
す
る
の
が

有
利
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
価
格pb,pc,pd

…
…
で
す
べ
て
の
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
の
需
要
と
供
給
と
が
均
等
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
今
や
こ
れ
ら
の
価
値
で
は
、
（
Ｂ
）
の
需
要
は
そ
の
供

給
を
超
え
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
供
給
は
需
要
を
超
え
る
。
そ
こ
でpb

は
騰
貴
す
る
。
こ
の

と
き
か
ら
、
他
の
交
換
者
に
と
っ
て
も
、
最
大
満
足
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た

（
Ｂ
）
の
価
格
がpb
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
（
Ｂ
）
を
供
給
し
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
を
需
要
す
る
の
が
有
利
で
あ
る
。
す
べ
て
の
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
需
要
と

供
給
と
が
相
等
し
く
な
る
と
き
、
均
衡
は
成
立
す
る
。
だ
か
ら
、
右
に
仮
定
し
た
人
々
に
対
す
る
（
Ｂ
）
の
利

用
の
増
大
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
（
Ｂ
）
の
価
格
を
騰
貴
せ
し
め
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
価
格
を
変
化
せ
し
め
得
る
。
だ
が
ま
ず
、
も
し
（
Ｂ
）
以
外
の
商
品
が
市
場
に
多
数

存
在
し
、
従
っ
て
（
Ｂ
）
と
交
換
せ
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
各
々
の
量
が
極
め
て
小
で
あ
る
と
す
る
と
、
（
Ｃ
）
、

（
Ｄ
）
…
…
等
の
価
格
の
変
化
は
、
（
Ｂ
）
の
価
格
の
変
化
よ
り
著
し
く
な
い
。
か
つ
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…

…
の
価
格
の
こ
れ
ら
の
変
化
が
騰
貴
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
か
ま
た
は
下
落
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
か
は
、
何
も
の

も
示
し
て
く
れ
な
い
。
否
、
騰
貴
ま
た
は
下
落
が
起
る
で
あ
ろ
う
こ
と
さ
え
も
、
何
も
の
も
示
し
て
く
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
補
充
的
交
換
が
行
わ
れ
て
新
し
い
均
衡
が
成
立
し
た
と
き
の
稀
少
性
の
地
位
を
研
究
す
れ
ば
了

解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
補
充
的
な
交
換
に
よ
っ
て
、
（
Ｂ
）
の
稀
少
性
の
（
Ａ
）
の
稀
少
性
に
対
す
る
比
は
、
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す
べ
て
の
交
換
者
に
お
い
て
必
然
的
に
増
加
す
る
。
す
な
わ
ち
各
交
換
者
に
お
け
る
こ
の
比
の
増
加
は
、
（
Ｂ
）

利
用
が
変
化
せ
ず
、
（
Ｂ
）
を
再
び
売
っ
て
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
を
買
い
戻
す
人
に
あ
っ
て
は
、

（
Ｂ
）
の
稀
少
性
の
増
加
と
（
Ａ
）
の
稀
少
性
の
減
少
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
ま
た
こ
の
比
の
増
加
は
、
（
Ｂ
）

の
利
用
が
増
加
し
、
従
っ
て
（
Ｂ
）
を
買
戻
し
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
を
再
び
売
る
人
に
お
い
て

は
、
（
Ａ
）
の
稀
少
性
の
増
加
と
（
Ｂ
）
の
稀
少
性
の
よ
り
強
い
増
加
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
ま
た
各
交
換
者
に

お
け
る
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
稀
少
性
の
（
Ａ
）
の
稀
少
性
に
対
す
る
比
に
つ
い
て
見
る
に
、
こ
れ
ら
の
比

の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
増
加
し
、
他
の
あ
る
比
は
減
少
し
、
ま
た
あ
る
比
は
変
化
し
な
い
。
従
っ
て
、
（
Ｃ
）
、

（
Ｄ
）
…
…
の
価
格
の
う
ち
、
あ
る
も
の
は
騰
貴
し
、
あ
る
も
の
は
下
落
し
、
ま
た
あ
る
も
の
は
変
化
し
な
い
。

要
す
る
に
、
（
Ｂ
）
の
稀
少
性
は
す
べ
て
の
交
換
者
に
お
い
て
増
加
し
、
そ
の
平
均
稀
少
性
は
増
加
す
る
け
れ

ど
も
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
稀
少
性
は
、
あ
る
交
換
者
に
お
い
て
は
増
加
し
、
あ
る
者
に
お
い

て
は
減
少
し
て
、
そ
の
平
均
稀
少
性
は
変
化
し
な
い
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
我
々
は
、
も
し
欲
す
る
な

ら
ば
、
各
型
の
交
換
者
に
つ
き
、
右
に
述
べ
た
減
少
を
グ
ラ
フ
で
表
わ
す
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
第
五
図
に

お
い
て
、
（
Ｂ
）
の
利
用
は
交
換
者
（
１
）
に
お
い
て
増
加
し
た
か
ら
、
こ
の
交
換
者
は
（
Ｂ
）
を
買
戻
し
、

（
Ａ
）
、
（
Ｄ
）
を
売
る
。
交
換
者
（
２
）
は
何
事
も
し
な
い
。
交
換
者
（
３
）
は
（
Ｂ
）
を
再
び
売
っ
て
、

（
Ａ
）
、
（
Ｄ
）
を
買
戻
す
。
こ
れ
ら
が
（
Ｂ
）
の
利
用
の
増
加
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
利
用
の
減
少
は
こ
れ

と
反
対
の
結
果
、
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
の
価
格
の
下
落
と
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
価
格
の
僅
少
な
変
化
を
生
ぜ

し
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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所
有
量
の
増
加
が
そ
の
結
果
と
し
て
稀
少
性
を
減
少
せ
し
め
、
ま
た
こ
の
所
有
量
の
減
少
が
そ
の
結
果
と
し

て
稀
少
性
を
増
加
せ
し
め
る
こ
と
を
知
る
に
は
、
欲
望
曲
線
を
見
る
に
如
く
は
な
い
。
か
つ
稀
少
性
が
減
少
し

ま
た
は
増
加
す
れ
ば
、
価
格
は
下
落
し
ま
た
は
高
騰
す
る
こ
と
は
、
右
に
見
て
き
た
如
く
で
あ
る
。
故
に
所
有

量
の
変
化
の
結
果
は
、
利
用
の
変
化
の
結
果
と
単
純
に
か
つ
全
く
反
対
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
私
共
は
、
求
め

る
法
則
を
次
の
言
葉
で
い
い
表
わ
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
交﹅
換﹅
が﹅
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
の﹅
仲﹅
介﹅
で﹅
行﹅
わ﹅
れ﹅
る﹅
市﹅
場﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
、
多﹅
数﹅
の﹅
商﹅
品﹅
が﹅
均﹅
衡﹅
状﹅
態﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅

た﹅
と﹅
し﹅
て﹅
、
も﹅
し﹅
他﹅
の﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
事﹅
情﹅
が﹅
同﹅
一﹅
で﹅
あ﹅
っ﹅
て﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
中﹅
の﹅
一﹅
商﹅
品﹅
の﹅
利﹅
用﹅
が﹅
交﹅
換﹅
者﹅

の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
対﹅
し﹅
増﹅
加﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
減﹅
少﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
増﹅

大﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
減﹅
少﹅
す﹅
る﹅
。

　
ま﹅
た﹅
も﹅
し﹅
他﹅
の﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
事﹅
情﹅
が﹅
同﹅
一﹅
で﹅
あ﹅
り﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
中﹅
の﹅
一﹅
商﹅
品﹅
の﹅
量﹅
が﹅
所﹅
有﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅

た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
増﹅
加﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
減﹅
少﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
減﹅
少﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
増﹅
加﹅
す﹅
る﹅
。

　
こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
価
格
の
変
化
は
必
然
的
に
こ
れ
ら
の
価
格
の
原
因
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
に
し
て
も
、
価
格
に
変
化
が
無
い
の
は
必
ず
し
も
こ
れ
ら
の
価
格
の
要
因
に
変
化
が
な
い
こ
と
を
示
す

も
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
私
共
は
、
何
ら
の
他
の
証
明
を
し
な
い
で
も
、
直
ち
に
次
の
二
命
題
を
立
言
す
る

こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

　
多﹅
数﹅
の﹅
商﹅
品﹅
が﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
中﹅
の﹅
一﹅
商﹅
品﹅
の﹅
量﹅
が﹅
交﹅
換﹅
者﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
所﹅
有﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅

多﹅
数﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
変﹅
化﹅
し﹅
て﹅
も﹅
、
稀﹅
少﹅
性﹅
が﹅
変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
い﹅
と﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、﹅
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
い﹅
。
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す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
利﹅
用﹅
と﹅
量﹅
と﹅
が﹅
交﹅
換﹅
者﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
所﹅
有﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
変﹅
化﹅
し﹅
て﹅
も﹅
、
稀﹅

少﹅
性﹅
の﹅
比﹅
に﹅
変﹅
化﹅
が﹅
無﹅
い﹅
と﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
い﹅
。

　
一
三
八
　
こ
れ
が
均
衡
価
格
の
変
動
の
法
則
で
あ
る
。
こ
れ
を
均
衡
価
格
成
立
の
法
則
（
第
一
三
〇
節
）
と

結
合
す
れ
ば
、
経
済
学
上
需
要
供
給
の
法
則
と
称
せ
ら
れ
る
法
則
の
科
学
的
形
式
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
法
則
は

最
も
根
本
的
な
法
則
で
あ
り
な
が
ら
、
今
日
ま
で
、
無
意
味
な
ま
た
は
誤
っ
た
表
現
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
あ
る
人
は
「
物
の
価
格
は
需
要
供
給
の
比
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
」
と
い
っ
て
、
特
に
価
格
の
成
立

の
み
を
見
て
い
る
。
ま
た
あ
る
人
は
「
物
の
価
格
は
需
要
に
正
比
例
し
て
変
化
し
、
供
給
に
反
比
例
し
て
変
化

す
る
」
と
い
っ
て
、
む
し
ろ
価
格
の
変
動
を
見
て
い
る
。
だ
が
、
実
は
一
つ
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
所
の
こ
れ
ら

の
二
つ
の
表
現
に
、
何
ら
か
の
意
味
を
与
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま
ず
需
要
と
供
給
と
の
定
義
を
与
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
と
こ
ろ
で
供
給
を
定
義
し
て
有
効
供
給
の
意
味
と
し
て
も
、
ま
た
所
有
量
ま
た
は
存
在
量
と
し
て
も
、

ま
た
需
要
を
定
義
し
て
有
効
需
要
の
意
味
と
し
て
も
、
ま
た
は
外
延
利
用
と
し
て
も
強
度
利
用
と
し
て
も
、
あ

る
い
は
ま
た
外
延
と
強
度
の
双
方
を
含
む
利
用
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
可
能
的
利
用
と
し
て
も
、
比
と
い
う
語

を
商
（quotient

）
と
い
う
数
学
的
意
味
に
解
す
れ
ば
、
価
格
が
需
要
の
供
給
に
対
す
る
比
で
も
な
け
れ
ば
、

ま
た
供
給
の
需
要
に
対
す
る
比
で
も
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
価
格
が
需
要
に
正
比
例
し
供
給
に
反

比
例
し
て
変
化
も
せ
ね
ば
、
供
給
に
正
比
例
し
需
要
に
反
比
例
し
て
変
化
も
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

故
に
経
済
学
の
根
本
法
則
は
、
今
日
ま
で
、
単
に
証
明
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
み
で
な
く
、
ま
た
正
し
く
認
識
せ

ら
れ
ず
、
方
式
化
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
、
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
な
お
附
言
し
て
お
き
た
い
が
、
こ
こ
に
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問
題
と
な
っ
た
法
則
ま
た
は
こ
れ
を
構
成
す
る
二
つ
の
法
則
を
証
明
す
る
に
は
、
有
効
需
要
と
有
効
供
給
と
を

定
義
し
、
有
効
需
要
と
有
効
供
給
と
が
価
格
に
対
し
て
も
つ
関
係
を
研
究
し
、
稀
少
性
の
定
義
を
下
し
、
稀
少

性
と
価
格
と
の
関
係
を
も
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
数
学
的
用
語
と
方
法

と
原
理
に
頼
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
為
し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
結
局
、
数
学
的
形
式
は
純
粋
経

済
学
に
対
し
て
単
に
可
能
な
形
式
に
止
ま
る
の
で
は
な
い
、
必
要
に
し
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
形
式
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
私
に
追
随
し
て
き
た
読
者
は
少
し
の
疑
を
も
挟
ま
な
い
で
あ
ろ
う
と
、

私
は
思
う
。

　
註
一
　
相
対
的
で
客
観
的
な
交
換
価
値
と
絶
対
的
で
主
観
的
な
稀
少
性
と
の
区
別
は
、
交
換
価
値
と
使
用
価

　
　
　
値
と
の
区
別
を
そ
の
ま
ま
正
確
に
表
わ
し
て
い
る
。
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第
十
四
章
　
等
価
値
配
分
の
定
理
。
価
値
測
定
の
手
段
と
交
換
の
仲
介
物
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
三
九
　
交
換
者
間
の
商
品
の
分
配
の
変
化
。
所
有
量
の
等
価
値
の
条
件
。
総
存

　
　
　
　
　
　
　
　
在
量
の
同
一
の
条
件
。
一
四
〇
　
極
大
満
足
の
条
件
に
合
致
す
る
部
分
的
需
要
ま
た
は
供

　
　
　
　
　
　
　
　
給
。
一
四
一
　
各
交
換
者
の
需
要
量
と
供
給
量
は
常
に
等
価
値
で
あ
る
。
一
四
二
　
全
て

　
　
　
　
　
　
　
　
の
商
品
の
総
需
要
と
総
供
給
は
常
に
等
し
い
。
一
四
三
　
こ
の
場
合
所
有
量
の
等
価
値
と

　
　
　
　
　
　
　
　
総
量
の
等
量
と
い
う
二
つ
の
条
件
に
よ
り
市
場
価
格
は
変
化
し
な
い
。
一
四
四
　
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
条
件
の
必
要
。
一
四
五
　
価
値
尺
度
財
、
単
位
、
単
位
の
変
化
。
一
四
六
　
価
格
の
合
理

　
　
　
　
　
　
　
　
的
な
表
現
、
通
俗
の
表
現
、
通
俗
の
表
現
の
二
重
の
誤
謬
。
（
１
）
単
位
の
価
値
は
固
定

　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
不
変
の
価
値
で
は
な
い
。
（
２
）
単
位
の
価
値
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
一
四
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
位
は
一
定
量
の
尺
度
財
の
価
値
で
は
な
く
、
こ
の
量
そ
の
も
の
で
あ
る
。
一
四
八
　

　
　
　
　
　
　
　
　
貨
幣
。
一
四
九
、
一
五
〇
　
貨
幣
を
媒
介
と
す
る
富
の
交
換
。

　
一
三
九
　
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
が
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
…
…
の
交
換
者

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れqa,1,qb,1,qc,1,qd,1

…
…qa,2,qb,2,qc,2,qd,2

…
…qa,3,qb,3,qc,3,qd,3

…
…
ず

つ
所
有
せ
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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　Q

a=qa,1+qa,2+qa,3+

…
…

　
　
　
　Q

b=qb,1+qb,2+qb,3+

…
…

　
　
　
　Q

c=qc,1+qc,2+qc,3+

…
…

　
　
　
　Q

d=qd,1+qd,2+qd,3+

…
…

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

そ
し
て
所
有
量
の
こ
れ
ら
の
条
件
と
、
利
用
方
程
式
ま
た
は
欲
望
方
程
式
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
た
可
能
的
利

用
の
条
件
と
の
下
に
、
こ
れ
ら
の
商
品
は
、
一
般
均
衡
価
格pb,pc,pd

…
…
で
互
に
交
換
せ
ら
れ
る
。

　
今
こ
れ
ら
の
同
じ
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
が
、
同
じ
交
換
者
（
１
）
、
（
２
）
、

（
３
）
…
…
の
間
に
、
以
前
と
は
異
る
有
様
に
配
分
せ
ら
れ
る
と
想
像
す
る
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
交

換
者
の
各
々
が
所
有
す
る
新
し
い
量q'a,1,q'b,1,q'c,1,q'd,1

…
…q'a,2,q'b,2,q'c,2,q'd,2

…
…q'a,3,q'b,3

,q'c,3,q'd,3

…
…
の
価
値
の
合
計
は
、
元
の
所
有
量
の
価
値
は
合
計
に
等
し
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
次
の
如

く
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
　qa,1+qb,1pb+qc,1pc+qd,1pd+

…
…

　
　
　
　
　
　=q'a,1+q'b,1pb+q'c,1pc+q'd,1pd+
…
…

　
　[1]qa,2+qb,2pb+qc,2pc+qd,2pd+

…
…

　
　
　
　
　
　=q'a,2+q'b,2pb+q'c,2pc+q'd,2pd+

…
…

　
　
　
　qa,3+qb,3pb+qc,3pc+qd,3pd+

…
…
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　=q'a,3+q'b,3pb+q'c,3pc+q'd,3pd+

…
…

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
か
つ
、
商
品
の
存
在
合
計
量
は
変
化
し
な
い
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
の
合
計
量
は
次
の
如
く
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

　
　
　
　Q

a=q'a,1+q'a,2+q'a,3+

…
…

　
　
　
　Q

b=q'b,1+q'b,2+q'b,3+

…
…

　
　[2]Q

c=q'c,1+q'c,2+q'c,3+

…
…

　
　
　
　Q

d=q'd,1+q'd,2+q'd,3+

…
…

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
所
有
量
の
こ
れ
ら
の
新
条
件
と
可
能
的
利
用
の
元
の
条
件
と
の
中
に
お
い
て
は
、
均
衡
価
格
は
、
理
論
的
に

も
実
際
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
、pb,pc,pd

…
…
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
主
張
す
る
。

　
一
四
〇
　
す
べ
て
の
交
換
者
の
中
か
ら
、
そ
の
一
人
（
１
）
を
捕
え
、
こ
の
人
は
、
こ
れ
ら
の
価
格
で
、

（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
を
そ
れ
ぞ
れx'1,y'1,z'1,w

'1

…
…
量
だ
け
獲
得
し
、
総
計
し
て

次
の
量
を
所
有
す
る
に
至
っ
た
と
仮
定
す
る
。

　
　
　
　q'a,1+x'1=qa,1+x1

　
　
　
　q'b,1+y'1=qb,1+y1

　
　[3]q'c,1+z'1=qc,1+z1
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　q'd,1+w

'1=qd,1+w
1

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
交
換
者
は
欲
望
の
最
大
満
足
を
得
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
次
の
方
程
式
の
体

系
に
よ
っ
て
欲
望
の
満
足
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
φb,1(q'b,1+y'1)=pb

φa,1(q'a,1+x'1)

　
　
　
　
φc,1(q'c,1+z'1)=pc

φa,1(q'a,1+x'1)

　
　
　
　
φd,1(q'd,1+w

'1)=pd

φa,1(q'a,1+x'1)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
交
換
者
（
２
）
、
（
３
）
…
…
も
ま
た
、
右
の
価
格
で
、
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…

の
そ
れ
ぞ
れx'2,y'2,z'2,w

'2

…
…x'3,y'3,z'3,w

'3

…
…
を
獲
得
し
、
次
の
合
計
量
を
得
れ
ば
、
彼
ら
の
欲

望
の
最
大
満
足
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　q'a,2+x'2=qa,2+x2

　
　
　
　q'b,2+y'2=qb,2+y2

　
　
　
　q'c,2+z'2=qc,2+z2

　
　
　
　q'd,2+w

'2=qd,2+w
2

　
　[3]

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　q'a,3+x'3=qa,3+x3
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　q'b,3+y'3=qb,3+y3

　
　
　
　q'c,3+z'3=qc,3+z3

　
　
　
　q'd,3+w

'3=qd,3+w
3

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
こ
こ
で
な
お
証
明
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
（
一
）
右
に
定
め
ら
れ
た
条
件
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
交
換
者
は

か
く
の
如
き
量
を
需
要
し
ま
た
は
供
給
し
得
る
こ
と
、
（
二
）
こ
れ
ら
の
同
じ
条
件
に
お
い
て
、
各
商
品
の
有

効
総
需
要
は
そ
の
有
効
総
供
給
に
等
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
一
四
一
　
と
こ
ろ
で
ま
ず
、
方
程
式
の
体
系
﹇
１
﹈
に
よ
っ
て
、
方
程
式

　
　
　
　qa,1-q'a,1+(qb,1-q'b,1)pb+(qc,1-q'c,1)pc+(qd,1-q'd,1)pd+

…
…=0

が
得
ら
れ
る
。
こ
の
方
程
式
は
、
体
系
﹇
３
﹈
に
よ
っ
て
、
次
の
形
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　x'1-x1+(y'1-y1)pb+(z'1-z1)pc+(w

'1-w
1)pd+

…
…=0

そ
し
て
既
に

　
　
　
　x1+y1pb+z1pc+w

1pd+

…
…=0

で
あ
る
か
ら
、
ま
た

　
　
　
　x'1+y'1pb+z'1pc+w

'1pd+

…
…=0

で
あ
る
。
同
じ
理
由
に
よ
っ
て

　
　
　
　x'2+y'2pb+z'2pc+w

'2pd+

…
…=0
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　x'3+y'3pb+z'3pc+w

'3pd+

…
…=0

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

で
あ
る
。
従
っ
て
。
交
換
者
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
…
…
に
よ
っ
て
需
要
せ
ら
れ
る
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ

）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
量
の
合
計
の
価
値
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
供
給
せ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
商

品
の
量
の
合
計
の
価
値
に
等
し
い
。

　
一
四
二
　
他
方
、
体
系
﹇
３
﹈
の
方
程
式
を
適
当
に
互
に
加
算
す
れ
ば
、

　
　
　
　x'1+x'2+x'3+
…
…=qa,1+qa,2+qa,3+

…
…

　
　
　
　
　-(q'a,1+q'a,2+q'a,3+

…
…)+x1+x2+x3+

…
…

が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
既
に
、

　
　
　
　X

=x1+x2+x3+

…
…=0

が
得
ら
れ
、
か
つ

　
　
　
　q'a,1+q'a,2+q'a,3+

…
…=qa,1+qa,2+qa,3+

…
…

で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　X
'=x'1+x'2+x'3+

…
…=0

が
得
ら
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
同
様
に
し
て

　
　
　
　Y

'=y'1+y'2+y'3+

…
…=0

　
　
　
　Z'=z'1+z'2+z'3+

…
…=0
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　W

'=w
'1+w

'2+w
'3+

…
…=0

で
あ
り
、
従
っ
て
、
各
商
品
の
全
部
有
効
需
要
と
全
部
有
効
供
給
と
は
相
等
し
い
。

　
一
四
三
　
故
に
価
格pb,pc,pd

…
…
は
、
配
分
の
変
化
の
前
と
同
じ
く
、
変
化
の
後
に
お
い
て
も
、
ま
た

均
衡
価
格
で
あ
る
。
そ
し
て
市
場
に
お
け
る
競
争
の
機
構
は
、
要
す
る
に
、
計
算
を
行
っ
て
価
格
を
実
際
的
に

決
定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
次
の
結
果
が
生
ず
る
。
　
　
多﹅
数﹅
の﹅
商﹅
品﹅
が﹅
均﹅
衡﹅
状﹅
態﹅
に﹅
お﹅

い﹅
て﹅
市﹅
場﹅
に﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
た﹅
と﹅
し﹅
、
も﹅
し﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
そ﹅
れ﹅
ぞ﹅
れ﹅
の﹅
量﹅
の﹅
商﹅
品﹅
を﹅
い﹅
か﹅
よ﹅
う﹅
に﹅
配﹅
分﹅
し﹅
て﹅
も﹅
、
こ﹅
れ﹅

ら﹅
の﹅
交﹅
換﹅
者﹅
の﹅
各﹅
﹅々
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
所﹅
有﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
量﹅
の﹅
合﹅
計﹅
の﹅
価﹅
値﹅
が﹅
常﹅
に﹅
相﹅
等﹅
し﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅

市﹅
場﹅
価﹅
格﹅
は﹅
変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
い﹅
。

　
一
四
四
　
こ
の
証
明
の
全
過
程
中
、
私
はQ

a,Q
b,Q

c,Q
d

…
…
が
変
化
し
な
い
と
仮
定
し
た
。
従
っ
て
所

有
者
例
え
ば
（
１
）
に
よ
っ
て
所
有
せ
ら
れ
る
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
量
が
、
等

価
値
条
件
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
増
加
し
ま
た
は
減
少
し
た
と
す
れ
ば
、
商
品
の
全
合
計
量
が
一
定
で
あ
る
と

の
条
件
を
充
す
に
は
、
他
の
所
有
者
の
一
人
ま
た
は
多
数
例
え
ば
（
２
）
ま
た
は
（
３
）
に
よ
っ
て
所
有
せ
ら

れ
る
こ
れ
ら
の
商
品
の
量
は
、
同
じ
条
件
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
減
少
し
ま
た
は
増
加
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、

明
ら
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
も
し
商
品
が
市
場
に
著
し
く
多
量
に
存
在
し
、
か
つ
交
換
者
が
多
数
で
あ
れ
ば
、

あ
る
た
だ
一
人
の
所
有
者
に
よ
っ
て
所
有
せ
ら
れ
る
商
品
の
量
の
変
化
は
、
等
価
値
の
条
件
の
範
囲
の
う
ち
に

現
わ
れ
る
変
化
で
あ
る
限
り
、
他
の
所
有
者
の
何
人
の
所
有
量
に
も
そ
れ
に
相
応
し
た
変
化
が
無
い
な
ら
ば
、

価
格
に
対
し
目
立
つ
ほ
ど
の
影
響
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
所
有
者
の
特
殊
な
地
位
も
ま
た
市
場
の
一
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般
的
地
位
も
何
も
の
も
変
化
し
な
い
と
考
え
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
場
合
に
よ

く
利
用
せ
ら
れ
る
大
数
法
則
の
一
応
用
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
は
、
私
は
数
学
的
厳
密
性
の
領
域
の

う
ち
に
止
っ
て
い
た
い
と
思
う
。
だ
か
ら
価
格
が
絶
対
に
変
化
し
な
い
と
立
言
し
得
る
た
め
に
は
、
所
有
量
の

価
値
が
等
し
い
と
の
条
件
と
存
在
の
合
計
量
が
一
定
で
あ
る
と
の
条
件
の
二
つ
が
充
さ
れ
て
い
る
と
、
仮
定
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
四
五
　
市
場
の
一
般
均
衡
の
定
理
は
、
次
の
言
葉
で
表
現
し
得
ら
れ
る
。

　
　
　
市﹅
場﹅
の﹅
均﹅
衡﹅
状﹅
態﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
は﹅
、
二
商
品
ず
つ
行
わ
れ
る
ｍ
個
の
商
品
の
交
換
を
支
配
す
るm

(m
-1)

個
の
価
格
は
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
ｍ﹅
商﹅
品﹅
の﹅
中﹅
の﹅
任﹅
意﹅
の﹅
﹅m

﹅- ﹅1

﹅﹅
個﹅
の﹅
商﹅
品﹅
と﹅
第﹅
ｍ﹅
番﹅
目﹅
の﹅
商﹅
品﹅
と﹅
の﹅
交﹅
換﹅
を﹅
支﹅
配﹅
す﹅
る﹅

﹅

m

﹅- ﹅1

﹅﹅
個﹅
の﹅
価﹅
格﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
間﹅
接﹅
的﹅
に﹅
決﹅
定﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
て﹅
い﹅
る﹅
。

　
よ
っ
て
一
般
的
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
商
品
の
価
値
を
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
中
の
一
商
品
の
価

値
に
関
係
せ
し
め
て
、
市
場
の
地
位
を
完
全
に
確
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
一
商
品
は
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
と
呼

ば
れ
、
そ
の
量
の
単
位
は
測﹅
定﹅
単﹅
位﹅
（
〔e'talon
〕
）
と
呼
ば
れ
る
。
今
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
の
価
値
を
（
Ａ
）
の
価
値
に
関
係
せ
し
め
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
次
の
一
系
列
の
価
格
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　pa,a=1,pb,a=

μ,pc,a=

π,pd,a=

ρ
…
…

　
も
し
こ
れ
ら
の
商
品
の
価
値
を
（
Ａ
）
に
関
係
せ
し
め
な
い
で
、
（
Ｂ
）
の
価
値
に
関
係
せ
し
め
た
と
す
れ

ば
、
次
の
一
系
列
の
価
格
が
得
ら
れ
る
。
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よ
っ
て
　
　
あ﹅
る﹅
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
価﹅
格﹅
を﹅
、
他﹅
の﹅
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
価﹅
格﹅
に﹅
変﹅
更﹅
す﹅
る﹅
に﹅

は﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
二﹅
財﹅
中﹅
の﹅
前﹅
者﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
価﹅
格﹅
を﹅
、
こ﹅
の﹅
元﹅
の﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
新﹅
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅

の﹅
単﹅
位﹅
の﹅
価﹅
格﹅
で﹅
除﹅
せ﹅
ば﹅
よ﹅
い﹅
。

　
一
四
六
　
こ
の
体
系
に
お
い
て
、
（
Ａ
）
が
銀
で
あ
り
、
九
〇
％
銀
半
デ
カ
グ
ラ
ム
（
五
グ
ラ
ム
）
が
銀
の

量
の
単
位
で
あ
り
、
（
Ｂ
）
が
小
麦
で
あ
っ
て
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
が
こ
の
小
麦
の
量
の
単
位
で
あ
る
と
す
る
。

市
場
に
お
い
て
、
一
般
的
均
衡
状
態
の
下
に
、
小
麦
の
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
が
一
般
に
九
〇
％
銀
二
四
半
デ
カ

グ
ラ
ム
（
一
二
〇
グ
ラ
ム
）
と
交
換
せ
ら
れ
る
事
実
は
、
方
程
式

　
　
　
　pb,a=24

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
い
い
表
わ
さ
れ
得
る
。
　
　
「
銀
で
表
わ
し
た
小
麦
の
価
格
は

二
四
で
あ
る
。
」
　
　
も
し
量
の
単
位
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
　
　
「
小
麦
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
価
格
は
九

〇
％
銀
の
二
四
半
デ
カ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
」
　
　
ま
た
は
、
「
小
麦
は
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
で
九
〇
％
銀
の
二

四
半
デ
カ
グ
ラ
ム
の
価
値
が
あ
る
。
」
と
い
い
得
る
。
こ
の
表
わ
し
方
と
、
私
が
一
般
的
考
察
を
な
し
た
と
き

（
第
二
九
節
）
実
際
の
慣
習
か
ら
借
り
た
表
わ
し
方
　
　
「
小
麦
は
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
で
二
四
フ
ラ
ン
の
価

値
が
あ
る
。
」
　
　
と
の
間
に
は
、
九﹅
〇﹅
％﹅
銀﹅
の﹅
半﹅
デ﹅
カ﹅
グ﹅
ラ﹅
ム﹅
と
い
う
語
を
フ﹅
ラ﹅
ン﹅
と
い
う
語
で
置
き
換
え

て
あ
る
と
無
い
と
の
差
異
が
あ
る
。
こ
の
差
異
は
充
分
な
注
意
を
払
っ
て
論
究
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
フ﹅
ラ﹅
ン﹅
と
い
う
語
は
、
大
多
数
の
人
々
の
考
で
は
、
メ﹅
ー﹅
ト﹅
ル﹅
、
グ﹅
ラ﹅
ム﹅
、
リ﹅
ッ﹅
ト﹅
ル﹅
と
い
う
語
と
類
似
し

た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
メ﹅
ー﹅
ト﹅
ル﹅
は
二
つ
の
事
柄
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
は
子
午
線
の
あ
る
分
数
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の
長
さ
を
表
わ
し
、
第
二
に
長﹅
さ﹅
の
一
定
不
変
の
単
位
を
表
わ
し
て
い
る
。
同
様
に
グ﹅
ラ﹅
ム﹅
と
い
う
語
も
ま
た

二
つ
の
事
柄
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
ず
最
大
密
度
の
蒸
溜
水
の
あ
る
量
の
重
量
を
表
わ
し
、
第
二
に
重﹅
量﹅
の
一

定
不
変
の
単
位
を
表
わ
す
。
リ﹅
ッ﹅
ト﹅
ル﹅
も
容﹅
量﹅
に
関
し
、
同
様
に
二
つ
の
事
柄
を
表
わ
し
て
い
る
。
通
常
の
人

々
に
は
フ﹅
ラ﹅
ン﹅
も
ま
た
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
と
い
う
語
は
、
第
一
に
あ

る
品
位
の
銀
の
あ
る
量
の
価
値
を
表
わ
し
、
第
二
に
価
値
の
一
定
不
変
な
単
位
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。

　
こ
の
考
え
方
の
う
ち
に
は
区
別
す
べ
き
二
つ
の
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
（
一
）
フ﹅
ラ﹅
ン﹅
と
い
う
語
は
九
〇
％

銀
の
半
デ
カ
グ
ラ
ム
の
価
格
を
示
す
こ
と
、
（
二
）
単
位
と
し
て
採
ら
れ
た
こ
の
価
格
は
一
定
不
変
で
あ
る
こ

と
。
こ
の
第
二
の
点
は
重
大
な
誤
謬
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
経
済
学
者
も
こ
の
誤
謬
に
陥
っ
て
は
い
な
い
。
経

済
学
を
い
か
に
わ
ず
か
に
せ
よ
研
究
し
た
人
は
、
メ﹅
ー﹅
ト﹅
ル﹅
と
フ﹅
ラ﹅
ン﹅
の
間
に
本
質
的
な
差
異
が
あ
っ
て
、
メ

ー
ト
ル
は
長
さ
の
一
定
不
変
な
単
位
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
は
一
定
で
も
不
変
で
も
な
く
、
人
々
に
よ
り
多
少
の
意

見
の
差
こ
そ
あ
れ
認
め
ら
れ
る
事
情
に
よ
り
、
時
と
処
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
認
め
る
。

だ
か
ら
こ
の
点
を
論
駁
し
て
、
時
を
空
費
す
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。

　
だ
が
こ
の
第
二
の
点
を
別
と
し
て
も
、
な
お
第
一
の
点
が
残
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
メ
ー
ト
ル
が
子
午
線
の

四
分
の
一
の
百
万
分
の
一
の
長
さ
で
あ
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
も
九
〇
％
銀
の
半
デ
カ
グ
ラ
ム
の
価
値
で
あ
る
と

い
う
点
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
見
方
を
と
っ
て
い
る
経
済
学
者
は
、
フ
ラ
ン
は
変
化
す
る
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、

し
か
し
と
に
か
く
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
い
う
。
だ
が
も
し
す
べ
て
の
長
さ
が
絶
え
ず
、
物
体
の
膨
脹
収
縮
に
よ
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り
、
変
化
運
動
を
な
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
私
共
は
こ
れ
ら
の
長
さ
を
こ
の
限
界
の
内
に
お
い
て
し
か
測
定
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
こ
の
限
界
内
で
は
こ
れ
を
測
定
し
得
る
。
と
こ
ろ
が
す
べ
て
の
価
値
は
、
既
に
知
っ

た
よ
う
に
、
変
化
の
運
動
を
絶
え
ず
続
け
て
い
る
。
だ
か
ら
時
と
処
と
を
問
わ
ず
、
価
値
を
相
互
に
比
較
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
が
与
え
ら
れ
た
処
と
与
え
ら
れ
た
時
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
価
値
を
相
互
に
比
較
し

得
な
い
の
で
は
な
い
。
私
共
は
か
か
る
条
件
の
下
に
お
い
て
価
値
を
計
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
体
系
に
お
い
て
、
（
Ａ
）
は
銀
で
あ
り
、
九
〇
％
銀
の
半
デ
カ
グ
ラ
ム
は
銀
の
量
の
単
位
で
あ
り
、

（
Ｂ
）
は
小
麦
で
あ
り
、
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
は
小
麦
の
量
の
単
位
で
あ
る
か
ら
、
次
の
方
程
式
を
立
て
る
こ
と

が
出
来
る
と
、
人
々
は
信
じ
て
い
る
。

　
　
　
　va=1

フ
ラ
ン

そ
し
て
市
場
に
お
い
て
、
小
麦
の
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
が
一
般
に
九
〇
％
銀
の
二
四
半
デ
カ
グ
ラ
ム
に
交
換
さ

れ
る
事
実
は
、
方
程
式

　
　
　
　vb=24

フ
ラ
ン

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
こ
の
方
程
式
は
次
の
如
く
い
い
表
わ
さ
れ
る
。
　
　
「
小
麦
は
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル

で
二
四
フ
ラ
ン
の
価
値
が
あ
る
。
」

　
し
か
し
な
が
ら
問
題
と
な
る
こ
の
第
二
点
は
、
第
一
点
と
同
じ
く
、
誤
で
あ
る
。
こ
の
関
係
に
お
い
て
も
、

第
一
点
の
関
係
に
お
い
て
と
同
じ
く
、
価
値
と
長
さ
、
重
量
、
容
積
と
の
間
に
は
何
ら
の
類
似
も
な
い
。
与
え

ら
れ
た
長
さ
例
え
ば
家
の
間
口
の
長
さ
を
測
る
と
き
に
は
、
三
つ
の
事
柄
が
あ
る
。
こ
の
間
口
の
長
さ
、
子
午
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線
の
四
分
の
一
の
百
万
分
の
一
、
及
び
第
一
の
長
さ
の
第
二
の
長
さ
す
な
わ
ち
尺
度
に
対
す
る
比
が
、
そ
れ
で

あ
る
。
価
値
が
こ
れ
に
類
似
し
、
与
え
ら
れ
た
位
置
と
時
と
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
価
値
例
え
ば
一
ヘ
ク
ト
リ

ッ
ト
ル
の
小
麦
の
価
値
を
同
様
に
測
り
得
る
た
め
に
は
、
価
値
に
も
三
つ
の
事
柄
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
小
麦

の
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
価
値
、
九
〇
％
銀
半
デ
カ
グ
ラ
ム
の
価
値
、
第
一
の
価
値
が
第
二
の
価
値
す
な
わ
ち

尺
度
に
対
す
る
比
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
三
つ
の
事
柄
の
う
ち
、
第
一
と
第
二
は
存
在
し
な
い
。
第
三
の
み
が
存

在
す
る
。
私
の
分
析
は
こ
の
こ
と
を
完
全
に
証
明
し
た
。
価
値
は
本
質
的
に
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
相
対
的
価
値
の
背
後
に
は
絶
対
的
な
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
、
す
な
わ
ち
稀

少
性
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
絶
対
的
で
あ
っ
て
相
対
的
で
な
い
こ
れ
ら
の
稀
少
性
は
、
主
観
的
で
あ
り
、
個
人
的

で
あ
っ
て
、
現
実
的
で
も
な
く
、
客
観
的
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
は
私
共
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
事
物
の
う
ち
に
あ

る
の
で
は
な
い
。
故
に
こ
れ
ら
を
交
換
価
値
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
稀﹅
少﹅
性﹅
な
る
も
の

も
存
在
せ
ね
ば
、
九﹅
〇﹅
％﹅
銀﹅
の﹅
半﹅
デ﹅
カ﹅
グ﹅
ラ﹅
ム﹅
の﹅
価﹅
値﹅
な
る
も
の
も
実
在
せ
ず
、
フ﹅
ラ﹅
ン﹅
と
い
う
語
は
実
在
し

な
い
も
の
の
名
称
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
科
学
が
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
の
真
理
を
セ
イ
は
完
全
に

認
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
四
七
　
だ
が
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
価
値
と
富
と
を
測
定
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
た

だ
私
共
の
尺
度
の
単
位
は
あ
る
商
品
の
あ
る
量
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
商
品
の
こ
の
量
の
価
値
で
あ
っ
て
は
な

ら
ぬ
と
い
う
結
果
が
出
て
く
る
の
み
で
あ
る
。

　
例
の
如
く
（
Ａ
）
を
価
値
尺
度
財
と
し
、
（
Ａ
）
の
量
の
単
位
を
測
定
単
位
と
す
る
。
価
値
は
自
ら
測
定
せ
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ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
価
値
の
比
は
交
換
せ
ら
れ
た
商
品
の
量
に
反
比
例
し
て
直
接
に
現
わ
れ
る
か
ら
。
か
く
て
、

（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
価
値
の
（
Ａ
）
の
価
値
に
対
す
る
比
は
、
（
Ｂ
）
の
一
、
（
Ｃ
）
の
一
、

（
Ｄ
）
の
一
に
交
換
せ
ら
れ
た
（
Ａ
）
の
単
位
数
、
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
の
価
格
に
現
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
の
下
で
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
価
格
を
簡
単
にpb,pc

,pd

…
…
で
表
わ
し
、Q

a,1

を

　
　
　
　Q

a,1=qa,1+qb,1pb+qc,1pc+qd,1pd+

…
…

と
な
る
よ
う
に
、
交
換
者
（
１
）
に
よ
っ
て
所
有
せ
ら
れ
る
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
量

の
価
値
の
合
計
に
等
し
い
（
Ａ
）
の
量
と
す
る
。
私
共
は
、
等
価
値
配
分
の
原
理
に
よ
り
、qa,1,qb,1,qc,1

,qd,1

…
…
を
変
化
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
も
し
配
分
せ
ら
れ
た
新
し
い
量
が
、
右
の
方
程
式
を
（
同
時

に
商
品
の
合
計
量
が
等
し
い
と
の
条
件
を
も
）
満
足
す
れ
ば
、
こ
れ
は
交
換
者
（
１
）
に
、
市
場
に
お
い
てp

b,pc,pd

…
…
の
価
格
で
、
こ
の
価
格
に
お
い
て
の
最
大
満
足
を
得
せ
し
め
る
所
の
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ

）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
量
を
獲
得
せ
し
め
る
。
故
に
商
品
の
こ
の
種
々
な
る
量
の
総
量
と
最
大
満
足
を
与
え
る
量

と
を
表
わ
す
所
のQ

a,1

は
、
交
換
者
（
１
）
が
所
有
す
る
富
の
量
で
も
あ
る
。

　
同
一
の
条
件
の
下
に
お
い
て
、

　
　
　
　Q

a,2=qa,2+qb,2pb+qc,2pc+qd,2pd+

…
…

　
　
　
　Q

a,3=qa,3+qb,3pb+qc,3pc+qd,3pd+

…
…
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で
あ
る
と
す
る
。Q

a,2,Q
a,3

…
…
は
交
換
者
（
２
）
、
（
３
）
…
…
に
よ
っ
て
所
有
せ
ら
れ
る
富
の
量
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
量
は
同
じ
種
類
の
単
位
か
ら
成
立
し
て
い
る
か
ら
、Q

a,1

と
も
、
ま
たQ

a,2,Q
a,3

…
…
相
互

の
間
で
も
比
較
せ
ら
れ
得
る
。

　
最
後
にQ

a,Q
b,Q

c,Q
d

…
…
を
市
場
に
存
在
す
る
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
総
量
で

あ
る
と
し
、
か
つ

　
　
　
　Q

a=Q
a,1+Q

a,2+Q
a,3+

…
…

　
　
　
　
　=Q

a+Q
bpb+Q

cpc+Q
dpd+

…
…

で
あ
る
と
す
る
。Q

a

は
市
場
に
存
在
す
る
富
の
総
量
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
量
は
、Q

a,1,Q
a,2,Q

a,3

…
…

に
比
較
す
る
こ
と
も
出
来
、
ま
たQ

a,Q
bpb,Q

cpc,Q
dpd

…
…
に
比
較
せ
ら
れ
る
こ
と
も
出
来
る
。

　
一
四
八
　
以
上
に
述
べ
た
こ
と
が
価
値
及
び
富
の
測
定
の
手
段
の
真
の
役
割
で
あ
る
。
だ
が
一
般
に
価
値
尺

度
財
と
し
て
役
立
つ
商
品
は
ま
た
貨
幣
（m

onnaie

）
と
し
て
も
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
交
換
の
媒
介
た
る

職
分
を
つ
く
す
。
そ
の
場
合
に
は
価
値
尺
度
財
の
単
位
は
貨
幣
の
単
位
と
な
る
。
価
値
尺
度
財
た
る
職
能
と
交

換
の
媒
介
た
る
職
能
と
は
異
る
二
つ
の
職
能
で
あ
っ
て
、
兼
ね
ら
れ
て
い
て
も
、
明
ら
か
に
区
別
せ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
価
値
尺
度
財
た
る
職
分
を
説
明
し
た
後
を
承

け
て
、
交
換
の
媒
介
物
た
る
職
能
の
概
念

を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
Ａ
）
を
交
換
の
媒
介
物
と
し
て
役
立
た
し
め
る
た
め
に
指
定
せ
ら
れ
た
商
品
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
例
の

如
く
、pb=

μ,pc=

π,pd=

ρ
…
…
で
あ
る
と
す
る
。
最
大
満
足
の
条
件
に
よ
り
、
こ
れ
ら
一
般
均
衡
価
格
に
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お
い
て
は
、
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
有
効
に
供
給
せ
ら
れ
た
量
に
等
し
い
有
効
に

需
要
せ
ら
れ
る
量M

,P,R

…
…N

,F,H

…
…Q

,G
,K

…
…S,J,L

…
…
が
あ
る
。
そ
し
て
直
接
交
換
の
仮

定
に
お
い
て
は
、
こ
の
交
換
は
次
の
方
程
式
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
　
　
　N

vb=M
va,Q

vc=Pva,Svd=R
va

…
…

　
　
　
　G

vc=Fvb,Jvd=H
vb,Lvd=K

vc

…
…

　
一
四
九
　
し
か
し
実
際
に
近
い
よ
う
に
貨
幣
を
介
在
せ
し
め
る
仮
定
に
お
い
て
は
、
こ
れ
と
異
る
。
（
Ａ
）

を
貨
幣
と
し
、
（
Ｂ
）
を
小
麦
と
し
、
（
Ｃ
）
を
コ
ー
ヒ
ー
と
す
る
。
実
際
に
お
い
て
は
、
小
麦
の
生
産
者
は
、

小
麦
を
貨
幣
と
交
換
に
売
り
、
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
者
も
同
様
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
る
貨
幣
で
コ
ー

ヒ
ー
を
購
い
、
小
麦
を
購
う
。
こ
れ
が
こ
こ
で
私
が
仮
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
Ａ
）
の
所
有
者
は
、

商
品
で
あ
る
貨
幣
を
所
持
す
る
事
実
に
よ
っ
て
、
仲
介
者
と
な
る
。
（
Ｂ
）
の
所
有
者
は
、
売
ろ
う
と
す
る

（
Ｂ
）
の
す
べ
て
を
、
価
格
μ
で
（
Ａ
）
の
所
有
者
に
売
り
、
買
お
う
と
す
る
す
べ
て
の
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
、

…
…
等
を
価
格
π,

ρ
…
…
で
買
う
。
こ
れ
ら
の
操
作
は
方
程
式

　
　
　
　(N

+F+H
+

…
…)vb=(M

+F

μ+H

μ+
…
…)va

　
　
　
　
　(F

μ=G

π)va=G
vc,(H

μ=J

ρ)va=Jvd
…
…

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

　
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
所
有
者
も
同
様
の
行
動
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
方
程
式

　
　
　
　(Q

+G
+K

+

…
…)vc=(P+G

π+K

π+

…
…)va
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　(G

π=F

μ)va=Fvb,(K

π=L

ρ)va=Lvd

…
…

　
　
　
　(S+J+L+

…
…)vd=(R

+J

ρ+L

ρ+

…
…)va

　
　
　
　(J

ρ=H

μ)va=H
vb,(L

ρ=K

π)va=K
vc

…
…

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

　
一
五
〇
　
私
は
こ
こ
で
、
媒
介
者
と
し
て
の
（
Ａ
）
の
買
と
ま
た
売
と
は
、
こ
の
商
品
そ
れ
自
体
の
価
格
に

は
何
ら
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
し
に
行
わ
れ
る
と
仮
定
し
た
。
実
際
に
お
い
て
は
、
事
情
は
こ
れ
と
全
く
異

る
。
各
交
換
者
は
交
換
の
目
的
で
自
分
の
た
め
に
貨
幣
の
貯
蔵
を
も
ち
、
従
っ
て
こ
れ
ら
の
条
件
の
下
に
お
い

て
、
商
品
を
貨
幣
と
し
て
用
い
る
と
き
は
、
こ
の
価
値
は
影
響
を
受
け
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
研
究

す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
研
究
を
留
保
し
て
も
、
貨
幣
の
介
在
と
通
貨
の
介
在
と
の
間
に
完
全
な
類
似
が

あ
る
こ
と
が
解
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
二
つ
の
方
程
式

　
　
　
　

か
ら

　
　
　
　

を
引
出
し
得
る
と
同
様
に
、
ま
た
二
つ
の
方
程
式

　
　
　
　(F

μ=G

π)va=G
vc,(G

π=F

μ)va=Fvb

か
ら
、

　
　
　
　G

vc=Fvb

420純粋経済学要論





を
引
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
よ
っ
て
、
欲
す
る
な
ら
ば
、
価
値
尺
度
財
を
捨
象
し
て
、
間
接
的
価
格
か
ら
直
接

的
価
格
に
達
し
得
る
と
同
様
に
、
貨
幣
を
捨
象
し
て
、
間
接
的
交
換
か
ら
直
接
的
交
換
に
到
る
こ
と
が
出
来
る
。
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第
十
五
章
　
商
品
の
購
買
曲
線
と
販
売
曲
線
。
価
格
曲
線

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
五
一
　
多
数
商
品
の
場
合
は
二
商
品
の
場
合
に
帰
着
す
る
。
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
間
の
一
般
均
衡
。
（
Ｂ
）
の
出
現
。
（
Ｂ
）
に
よ
る
（
Ａ
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
部
分
的
需
要
曲
線
。
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｂ
）
の
部
分
的
需
要
曲
線
。
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
所
有
者
及
び
（
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の
所
有
者
の
場
合
。
購
買
曲
線
と
販
売
曲
線
。
一
五
二
　
比
例
的
減
少
の
条
件
。
一
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｂ
）
の
供
給
が
総
存
在
量
に
等
し
い
場
合
。
一
五
四
　
価
格
の
曲
線
。
一
五
五
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
買
曲
線
と
販
売
曲
線
は
交
換
方
程
式
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
一
五
六
　
一
般
に

　
　
　
　
　
　
　
　
唯
一
の
市
場
価
格
が
存
在
す
る
。

　
一
五
一
　
私
が
交
換
方
程
式
に
与
え
た
解
（
第
一
二
七
　
　
三
〇
節
）
か
ら
既
に
、
一
商
品
を
価
値
尺
度
財

と
し
て
採
用
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
多
数
の
商
品
の
交
換
の
場
合
を
あ
る
点
ま
で
二
商
品
相
互
の
間
の

交
換
の
場
合
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
、
一
般
均
衡
の
市
場
価
格
の
決
定
を
簡
単
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
こ
と
が
出
て
く
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
私
は
、
こ
の
単
純
化
が
、
純
粋
理
論
の
見
地
か
ら
も
、
応
用
理
論
の

見
地
か
ら
も
、
実
践
の
見
地
か
ら
も
、
は
な
は
だ
重
要
な
こ
と
を
力
説
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
価
値
尺
度
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財
を
用
い
る
こ
の
仮
定
に
立
て
ば
、
我
々
は
ま
す
ま
す
実
際
に
近
づ
い
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
Ａ
）
を
価
値
尺
度
財
と
す
る
。
一
方
に
お
い
て
、
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
有
効
に
需
要

せ
ら
れ
た
量
を
そ
れ
ら
の
有
効
に
供
給
せ
ら
れ
た
量
に
等
し
く
、P',Q

',R
',S',K

',L'

…
…
で
あ
る
と
し
、

（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
の
一
般
均
衡
価
格pc=

π,pd=

ρ
で
交
換
せ
ら
れ
、
ま
た
は
交
換
せ

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
す
る
。
他
方
、
市
場
に
（
Ｂ
）
商
品
が
現
わ
れ
て
、
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
と
交
換
せ
ら
れ
る
と
す
る
。

　
こ
れ
だ
け
を
前
提
と
し
て
、
多
数
の
者
の
う
ち
か
ら
（
Ｂ
）
の
一
所
有
者
を
採
っ
て
考
え
る
。
も
し
、
（
Ａ
）

で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格pb
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
で
表
わ
し
た
（
Ａ
）
の
価
格
に
お
い
て
、
こ
の
所
有
者
が

（
Ｂ
）
のob

量
を
供
給
す
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
こ
れ
と
交
換
に
、
（
Ａ
）
のda=obpb

量
を
受
け
る
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
価
格
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
彼
は
こ
の
（
Ａ
）
の

量
を
、
（
Ａ
）
と
（
Ｃ
）
と
（
Ｄ
）
…
…
と
の
間
に
い
か
に
配
分
す
べ
き
か
を
、
よ
く
理
由
を
知
っ
て
、
決
定

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
他
の
言
葉
で
い
え
ば
、
決
定
し
た
価
格
π,

ρ
…
…
を
使
っ
て
い
る
故
に
、
彼
が
知
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
決
定
す
べ
き
価
格pb

だ
け
で
あ
る
。
だ
が
彼
は
こ
の
価
格
に
つ
い
て
可
能
な
あ
ら
ゆ
る

仮
定
を
作
る
こ
と
が
出
来
、
か
つ
こ
れ
ら
の
仮
定
の
各
々
に
対
し
て
、
せ
り
上
げ
の
傾
向
を
あ
る
い
はpb

の

函
数
と
し
て
の
（
Ｂ
）
の
供
給
曲
線
に
よ
り
、
あ
る
い
は
の
函
数
と
し
て
の
（
Ａ
）
需
要
曲
線adap

（
第
七

図
）
に
よ
っ
て
表
わ
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
実
際
に
お
い
て
も
事
は
全
く
こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。
市
場
に
新
し
い
商
品
が
現
わ
れ
る
と
、
こ
の
商
品
の
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所
有
者
ら
は
そ
の
量
の
ど
れ
だ
け
を
犠
牲
に
し
、
他
の
商
品
の
量
の
ど
れ
だ
け
を
得
べ
き
か
を
決
定
し
、
自
分

の
商
品
の
供
給
を
そ
の
価
格
を
基
礎
と
し
て
調
整
す
る
。

　
他
方
、
多
数
の
者
の
う
ち
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
す
べ
て
を
所
有
す
る
者
を
採
っ
て
考
え
て

み
る
。
も
し
、
こ
の
所
有
者
が
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｂ
）
の
価
格pb

で
、
（
Ｂ
）
のdb

量
を
需
要
す
れ
ば
、

こ
の
人
は
こ
れ
と
交
換
にoa=dbpb

に
等
価
値
な
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
の
量
を
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
し
て
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
の
価
格
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
人
は
、
よ

く
理
由
を
知
っ
て
、
こ
の
（
Ａ
）
の
量
を
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
を
も
っ
て
い
か
に
構
成
す
べ
き
か
を
決

定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
他
の
言
葉
で
い
え
ば
、
決
定
し
た
価
格
π,

ρ
…
…
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

彼
が
知
ら
な
い
の
は
、
決
定
す
べ
きpb

だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
、
こ
の
価
格
に
つ
い
て
は
可
能
な
す
べ

て
の
仮
定
を
な
す
こ
と
が
出
来
、
こ
れ
ら
の
仮
定
の
各
々
に
対
し
、
せ
り
上
げ
の
傾
向
をpb

の
函
数
と
し
て

の
（
Ｂ
）
の
需
要
曲
線bdbp

に
よ
っ
て
表
わ
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
こ
で
も
ま
た
、
実
際
に
お
い
て
も
事
は
全
く
こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。
市
場
に
新
し
い
商
品
が
現
わ
れ
る

と
、
他
の
商
品
の
所
有
者
ら
は
、
こ
の
新
し
い
商
品
の
ど
れ
だ
け
の
量
を
得
、
他
の
商
品
の
ど
れ
だ
け
の
量
を

犠
牲
に
す
べ
き
か
を
決
定
し
な
が
ら
、
こ
の
商
品
の
需
要
を
そ
の
価
格
を
基
礎
と
し
て
調
整
す
る
。

　
私
は
、
交
換
者
が
（
Ｂ
）
の
所
有
者
で
あ
る
と
同
時
に
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
所
有
者
で
あ
る

場
合
に
つ
い
て
い
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
も
ま
た
二
商
品
相
互
の
間
の
交
換
の
理
論
に
よ
っ
て
あ
ら

か
じ
め
知
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
交
換
者
は
二
つ
の
曲
線
、
す
な
わ
ち
あ
る
価
格
に
対
す
る
（
Ａ
）
の
需
要
曲
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線
ま
た
は
（
Ｂ
）
の
供
給
曲
線
と
、
そ
れ
ら
の
価
格
の
逆
数
の
価
格
に
対
す
る
（
Ｂ
）
の
需
要
曲
線
ま
た
は

（
Ａ
）
の
供
給
曲
線
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
第
九
四
節
）
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
二
曲
線
が
先
の
曲
線
に
加
え
ら

れ
る
。

　
部
分
的
需
要
曲
線
が
加
え
ら
れ
て
、
総
需
要
の
曲
線A

dA
p,B

dB
p

（
第
八
図
）
と
な
る
。
（
Ａ
）
の
需
要

曲
線A

dA
p

か
ら
は
、
（
Ｂ
）
の
供
給
曲
線N

P

が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
供
給
曲
線
は
ま
た
こ
の
同
じ
商
品

の
部
分
的
供
給
曲
線
の
合
計
に
よ
り
、
直
接
に
も
得
ら
れ
る
。
価
値
尺
度
財
で
な
さ
れ
る
（
Ｂ
）
の
需
要
の
曲

線
で
あ
る
所
の
逓
減
曲
線B

dB
p

は
購﹅
買﹅
曲﹅
線﹅
（courbe

d'achat

）
と
呼
ば
れ
、
価
値
尺
度
財
と
交
換
に
な
さ

れ
る
（
Ｂ
）
の
供
給
の
曲
線
で
あ
るN
P

は
初
め
ゼ
ロ
か
ら
逓
増
し
、
次
に
逓
減
し
て
ゼ
ロ
に
（
無
限
遠
点
に

お
い
て
）
終
り
、
販﹅
売﹅
曲﹅
線﹅
（courbe

de
vente

）
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
二
曲
線
の
交
点
（
Ｂ
）

は
、
価
格pb=

μ
を
決
定
す
る
。

　
一
五
二
　
だ
が
こ
の
最
初
の
決
定
は
決
定
的
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
二
商
品
相
互
の
間
の
交
換
に
存
在
し
な

い
問
題
が
現
わ
れ
て
く
る
。
市
場
に
（
Ｂ
）
が
現
わ
れ
る
以
前
に
存
在
し
た
一
般
均
衡
に
お
い
て
は
、
価
格

π,

ρ
と
、
こ
の
価
格
に
お
い
て
交
換
せ
ら
れ
る
べ
き
量P',Q

',R
',S',K

',L'

…
…
と
の
間
に
は
次
の
関
係
が

あ
っ
た
。

　
　
　
　P'=Q

'

π,

　R
'=S'

ρ,

　K
'

π=L'

ρ
…
…

（
Ｂ
）
の
出
現
の
後
に
も
こ
の
均
衡
が
存
在
す
る
た
め
に
は
、
価
格
μ,

π,

ρ
と
量M

,N
,P,Q

,R
,S,F,G

,

H
,J,K

,L

…
…
（
第
一
四
八
節
）
と
の
間
に
、
μ
の
決
定
方
法
に
よ
っ
て
有
効
に
得
ら
れ
る
関
係
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　M

=N

μ,

　F

μ=G

π,

　H

μ=J

ρ
…
…

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
み
で
な
く
、
ま
た
次
の
関
係
が
成
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　P=Q

π,

　R
=S

ρ,

　K

π=L

ρ
…
…

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
後
の
方
程
式
を
最
初
の
方
程
式
と
比
較
し
て
、
容
易
に

　
　
　
　

が
得
ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
　
　
一﹅
般﹅
均﹅
衡﹅
状﹅
態﹅
に﹅
お﹅
け﹅
る﹅
市﹅
場﹅
に﹅
新﹅
し﹅
い﹅
一﹅
商﹅
品﹅
が﹅
現﹅
わ﹅
れ﹅
る﹅
と﹅
す﹅
る﹅
と﹅
、
こ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
価﹅

格﹅
は﹅
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
で﹅
な﹅
さ﹅
れ﹅
る﹅
こ﹅
の﹅
需﹅
要﹅
と﹅
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
と﹅
交﹅
換﹅
に﹅
な﹅
さ﹅
れ﹅
る﹅
そ﹅
の﹅
供﹅
給﹅
と﹅
の﹅
均﹅
等﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅

決﹅
定﹅
す﹅
る﹅
の﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
か﹅
ら﹅
、
市﹅
場﹅
の﹅
一﹅
般﹅
均﹅
衡﹅
が﹅
妨﹅
げ﹅
ら﹅
れ﹅
ず﹅
、
定﹅
ま﹅
っ﹅
た﹅
価﹅
格﹅
が﹅
決﹅
定﹅
的﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
た﹅
め﹅
に﹅
は﹅
、

市﹅
場﹅
に﹅
新﹅
商﹅
品﹅
の﹅
出﹅
現﹅
す﹅
る﹅
以﹅
前﹅
及﹅
び﹅
後﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
、
元﹅
の﹅
商﹅
品﹅
の﹅
相﹅
互﹅
の﹅
需﹅
要﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
供﹅
給﹅
が﹅
同﹅
じ﹅
比﹅
例﹅
を﹅

保﹅
っ﹅
て﹅
い﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
。

　
こ
の
条
件
は
、
新
商
品
が
現
わ
れ
る
場
合
に
も
、
ま
た
は
元
の
商
品
の
一
つ
が
価
格
騰
貴
を
な
す
場
合
に
も
、

絶
対
的
に
充
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
従
っ
て
価
格
μ
で
（
Ｂ
）
の
需
要
と
供
給
と
は
等
し
く
、
価
格

π,

ρ
に
お
け
る
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
需
要
と
供
給
と
は
不
均
等
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て

一
般
的
な
場
合
で
あ
っ
て
は
、
需
要
が
供
給
よ
り
大
と
な
っ
た
商
品
の
価
格
を
騰
貴
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、

供
給
が
需
要
よ
り
大
と
な
っ
た
商
品
の
価
格
を
下
落
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
（
第
一
三
〇
節
）
。
か
く
て
（
Ｂ
）

の
価
格
が
μ
と
は
少
し
く
異
る
一
般
均
衡
状
態
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
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今
問
題
と
な
る
条
件
は
絶
対
的
に
は
ほ
と
ん
ど
全
く
充
さ
れ
な
い
の
み
で
な
く
、
ま
た
商
品
（
Ｂ
）
が
他
の

あ
る
商
品
（
Ｃ
）
ま
た
は
（
Ｄ
）
の
職
能
を
果
し
こ
れ
ら
に
代
用
さ
れ
得
て
、
後
者
の
価
格
を
著
し
く
下
落
せ

し
め
る
場
合
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
日
々
私
共
が
見
る
所
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
特
別
な
場
合
を

除
き
、
（
Ｂ
）
が
独
特
の
商
品
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
た
は
先
に
市
場
に
あ
っ
た
商
品
の
う
ち
で
、
商
品
（
Ｂ
）

に
よ
り
何
ら
特
別
な
競
争
を
受
け
な
い
よ
う
な
商
品
だ
け
し
か
考
え
な
い
と
す
れ
ば
、
か
つ
こ
れ
ら
の
商
品
が

多
数
で
あ
っ
て
ま
た
量
に
お
い
て
も
多
量
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
先
に
い
っ
た
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
（
Ｂ
）
の

販
売
曲
線
及
び
購
買
曲
線
か
ら
生
ず
る
価
格
μ
は
、
ほ
ぼ
決
定
的
な
価
格
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
容
易
に
認
め
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。
実
際
こ
の
場
合
に
は
、
（
Ｂ
）
と
交
換
せ
ら
れ
る
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
供

給
と
な
る
た
め
に
向
け
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
商
品
の
部
分
は
、
こ
れ
ら
多
数
の
商
品
中
の
各
々
か
ら
借
り
ら
れ
る

の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
は
極
め
て
小
さ
い
部
分
で
あ
り
、
こ
と
に
こ
れ
ら
商
品
の
各
々
の
量
に
比
較

し
て
は
い
よ
い
よ
小
さ
い
部
分
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
部
分
は
、
（
Ｂ
）
と
他
の
す
べ
て
の
商
品
と
の
交

換
の
当
初
の
割
合
を
著
し
く
変
化
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
一
五
三
　
当
面
の
問
題
で
あ
る
特
殊
な
場
合
で
、
極
め
て
簡
単
で
は
あ
る
が
、
特
に
考
え
る
価
値
の
あ
る
場

合
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
市
場
に
現
わ
れ
た
新
商
品
の
す
べ
て
の
所
有
者
が
、
こ
の
商
品
の
み
の
所
有
者
で
あ
っ

て
も
ま
た
は
同
時
に
他
の
古
い
商
品
の
所
有
者
で
あ
っ
て
も
、
と
に
か
く
新
商
品
の
す
べ
て
の
量
、
存
在
す
る

す
べ
て
の
量
を
、
い
か
な
る
価
格
に
お
い
て
も
供
給
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
起
る
せ
り
上
げ
の
特
殊

な
形
態
は
、
こ
の
商
品
の
全
量
が
一
度
に
供
給
せ
ら
れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
競
売
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
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に
は
、
市
場
価
格
は
、
数
学
的
に
は
、
距
離O

Q
b

を
（
Ｂ
）
の
存
在
量
に
等
し
か
ら
し
め
る
よ
う
な
点Q

b
を
通
っ
て
引
か
れ
、
価
格
の
軸
に
平
行
な
直
線Q

b

πb

と
購
買
曲
線B

dB
p

と
の
交
点
π
に
よ
っ
て
決
定
せ

ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
販
売
曲
線
と
な
る
も
の
は
こ
の
平
行
線
で
あ
る
。
か
く
簡
単
な
場
合
は
実
際
に
お
い
て

は
極
め
て
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
商
品
の
大
部
分
は
生
産
物
で
あ
り
、
か
つ
一
般
に
は
、
生
産
者
は
そ

の
生
産
物
の
全
量
を
売
る
か
ま
た
は
自
分
の
た
め
に
は
極
め
て
僅
少
の
量
を
し
か
保
留
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
条
件
の
下
に
お
い
て
は
購
買
曲
線
は
極
め
て
著
し
い
性
質
を
も
つ
。
そ
れ
は
存
在
す
る
全
量
の
函
数

と
し
て
の
価﹅
格﹅
曲﹅
線﹅
と
な
る
。
け
だ
し
こ
の
曲
線
の
横
坐
標
は
縦
坐
標
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
存
在
の
全
量
の

函
数
と
し
て
の
こ
の
商
品
の
価
格
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
五
四
　
（
Ｂ
）
を
介
在
せ
し
め
、pb

を
決
定
す
る
た
め
に
、
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
間
に

当
初
の
均
衡
が
成
立
し
た
と
仮
定
す
る
代
り
に
、
（
Ｃ
）
を
介
在
せ
し
め
、pc

を
決
定
す
る
た
め
に
、
当
初

の
均
衡
が
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
間
に
成
立
し
た
と
仮
定
し
、
ま
た
は
（
Ｄ
）
を
介
在
せ
し
め
、

pd

を
決
定
す
る
た
め
に
、
当
初
の
均
衡
が
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
…
…
の
間
に
成
立
し
た
と
仮
定
す
る

こ
と
も
出
来
よ
う
。
従
っ
て
、
各
商
品
は
そ
れ
ぞ
れ
の
購
買
曲
線
を
も
つ
も
の
と
考
え
得
ら
れ
、
か
つ
こ
の
曲

線
は
、
も
し
供
給
を
存
在
の
全
量
に
等
し
い
と
想
像
し
、
か
つ
大
数
法
則
に
基
い
て
、
前
後
の
需
要
ま
た
は
供

給
が
比
例
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
条
件
を
も
捨
象
す
れ
ば
、
価
格
の
曲
線
と
な
る
。
購
買
曲
線
と
考
え
ら
る
べ

き
こ
の
曲
線
の
一
般
的
方
程
式
はD

=F(p)

と
な
る
。
価
格
の
曲
線
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
同
じ
曲
線
の
一
般
的

方
程
式
はQ

=F(p)

で
あ
る
。
も
し
こ
れ
を
価
格
に
つ
い
て
解
か
れ
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
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　p=F(Q

)
と
な
る
。
こ
の
方
程
式
こ
そ
は
、
ま
さ
し
く
、
「
富
の
理
論
の
数
学
的
原
理
の
研
究
」
（
一
八
三
八
年
刊
）
の

中
に
ク
ー
ル
ノ
ー
が
先
駆
的
に
立
て
て
、
需
要
の
方
程
式
ま
た
は
販
売
の
方
程
式
（
〔e'quation

de
la

dem
an

de
ou

du
de'bit

〕
）
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
利
用
せ
ら
れ
得
る
範
囲
は
は
な
は
だ
広
い
。

　
一
五
五
　
ま
た
販
売
曲
線
と
購
買
曲
線
と
を
、
次
の
よ
う
に
し
て
交
換
方
程
式
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
出
来

る
。

　
（
Ａ
）
を
価
値
尺
度
財
と
す
る
。
そ
し
て
一
方
に
商
品
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
が
あ
っ
て
、
（
Ａ
）

で
表
わ
し
た
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
決
定
し
た
一
般
均
衡
価
格pc=

π,pd=

ρ
…
…
で
互
に
交
換
せ
ら
れ

ま
た
は
交
換
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
他
方
に
（
Ｂ
）
が
市
場
に
現
わ
れ
、
商
品
（
Ａ
）
、

（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
と
交
換
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
。

　
（
Ｂ
）
が
現
わ
れ
る
と
、
理
論
的
に
は
、
新
し
い
未
知
数pb

と
一
つ
の
方
程
式

Fb(pb,pc,pd

…
…)=0

を
新





に
導
き
入
れ
た
交
換
方
程
式
の
体
系
を
新
に
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
第
一
二
三
節
）
。
と
こ
ろ
で
先
に
し
た

よ
う
に
（
第
一
二
七
、
一
二
八
節
）
、
正
の
ｙ
の
合
計
す
な
わ
ちD

b

を
函
数
Δb

で
示
し
、
負
の
ｙ
の
合
計

を
正
に
変
化
し
た
も
の
す
な
わ
ちO

b

を
函
数
Ωb

で
表
わ
せ
ば
、
右
の
方
程
式
を
、
次
の
形
と
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
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Δb(pb,pc,pd

…
…)=

Ωb(pb,pc,pd

…
…)

だ
が
も
し
既
に
決
定
し
た
価
格
の
変
動
及
び
有
効
需
要
供
給
の
変
動
を
抽
象
し
て
、
そ
れ
ら
を
常
数
と
考
え
れ

ば
、
こ
の
方
程
式
の
左
辺
は

　
　
　
　
Δb(pb,

π,

ρ
…
…)

と
な
り
、
一
変
数pb

の
減
少
函
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
幾
何
学
に
は
、
購
買
曲
線B

dB
p

（
第
八
図
）
に
よ

っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
右
辺
は

　
　
　
　
Ωb(pb,

π,
ρ
…
…)

と
な
り
、
同
じ
変
数pb
の
函
数
で
あ
っ
て
、
初
め
ゼ
ロ
か
ら
増
大
し
次
に
減
少
し
て
ゼ
ロ
（
無
限
遠
点
に
お

い
て
）
と
な
る
函
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
幾
何
学
的
に
は
販
売
曲
線N

P

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
二
つ
の
曲

線B
dB

p

とN
P

と
の
交
点
は
価
格pb=
μ
を
、
少
く
と
も
近
似
的
に
決
定
す
る
。

　
私
は
後
に
、
同
様
な
方
法
で
、
価
格
曲
線
を
生
産
方
程
式
に
結
び
付
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
五
六
　
な
お
こ
の
章
を
了

え
る
に
当
っ
て
、
先
に
論
及
し
た
一
点
に
つ
い
て
、
興
味
あ
る
註
釈
を
加
え
て

お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
市
場
に
商
品
が
大
量
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
商
品
の
各
々
の
販
売
曲

線
は
、
全
部
ま
た
は
一
部
、
存
在
の
全
量
の
並
行
線
と
一
致
し
な
い
と
し
て
も
、
最
も
低
い
価
格
と
最
も
高
い

価
格
の
中
間
の
価
格
の
大
部
分
で
は
、
そ
れ
に
近
づ
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
一
般
に
、
多
数
の
商

品
の
相
互
の
交
換
の
場
合
に
は
、
二
商
品
相
互
の
交
換
の
場
合
に
見
る
よ
う
に
（
第
六
八
節
）
、
可
能
な
多
数

の
均
衡
価
格
は
あ
り
得
な
い
。
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第
十
六
章
　
交
換
価
値
の
原
因
に
つ
い
て
の
ス
ミ
ス
及
び
セ
イ
の
学
説
の
解
説
と
駁
論

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
五
七
　
価
値
の
源
泉
の
問
題
の
主
要
な
三
つ
の
解
答
。
一
五
八
　
ス
ミ
ス
の
学

　
　
　
　
　
　
　
　
説
す
な
わ
ち
労
働
価
値
説
。
こ
の
学
説
は
労
働
の
み
が
価
値
を
有
す
る
こ
と
を
表
明
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
に
止
り
、
何
故






に
労
働
が
価
値
を
有
す
る
か
を
説
明
せ
ず
、
従
っ
て
ま
た
、
一
般
に
事
物

　
　
　
　
　
　
　
　
の
価
値
が
ど
こ
か
ら
生
ず
る
か
を
説
明
し
な
い
。
一
五
九
、
一
六
〇
　
セ
イ
の
学
説
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
な
わ
ち
利
用
価
値
説
、
利
用
は
価
値
の
必
要
条
件
で
あ
る
が
充
分
条
件
で
は
な
い
。
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
稀
少
性
の
学
説
。
一
六
二
　
ゴ
ッ
セ
ン
の
極
大
満
足
の
条
件
、
そ
れ
が
指
示
す
る
極

　
　
　
　
　
　
　
　
大
利
用
は
自
由
競
争
に
お
け
る
極
大
利
用
で
は
な
い
。
一
六
三
　
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
の
交
換

　
　
　
　
　
　
　
　
方
程
式
。
そ
れ
は
二
人
の
交
換
者
の
場
合
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
。
一
六
四
　
限
界
効
用
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
五
七
　
経
済
学
の
う
ち
に
は
、
価
値
の
原
因
の
問
題
に
つ
い
て
、
主
な
三
つ
の
解
答
が
あ
る
。
そ
の
一
は

ス
ミ
ス
、
リ
カ
ル
ド
、
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
そ
れ
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
的
解
答
で
あ
り
、
価
値
の
原
因
を
労
働
に
求

め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
答
は
余
り
に
狭

隘







で
あ
っ
て
、
真
に
価
値
を
も
っ
て
い
る
も
の
に
も
、
価
値
の

存
在
を
拒
否
し
て
い
る
。
そ
の
二
は
コ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
、
セ
イ
の
そ
れ
で
あ
り
、
価
値
の
原
因
を
利
用
に
置
く
。

い
ず
れ
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
的
解
答
で
あ
る
。
こ
の
解
答
は
余
り
に
広
汎
に
過
ぎ
、
実
際
に
価
値

444純粋経済学要論





を
も
た
な
い
物
に
も
、
価
値
を
認
め
て
い
る
。
最
後
に
そ
の
三
は
適
切
な
も
の
で
あ
り
、
ブ
ル
ラ
マ
キ
（B

url

am
aqui

）
及
び
私
の
父
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ワ
ル
ラ
ス
（A

uguste
W

alras

）
の
解
答
で
あ
っ
て
、
価
値
の
原
因

を
稀
少
性
に
置
く
。

　
一
五
八
　
ス
ミ
ス
は
そ
の
学
説
を
国
富
論
の
第
一
編
第
五
章
に
、
次
の
言
葉
で
い
い
表
わ
し
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
物
の
真
の
価
格
、
す
べ
て
の
物
が
こ
れ
を
獲

よ
う
と
す
る
人
に
真
実
に
費
さ
し
め
る
所
の
も
の
は
、

彼
が
こ
れ
を
獲
る
た
め
に
費
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
労
働
と
苦
痛
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
物
が
、
こ
れ
を
獲
得
し

た
人
ま
た
は
こ
れ
を
処
分
し
よ
う
と
す
る
人
ま
た
は
こ
れ
を
あ
る
他
の
物
と
交
換
し
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
値

す
る
所
は
、
こ
の
物
の
所
有
が
彼
を
し
て
省
く
こ
と
を
得
さ
せ
る
苦
痛
と
面
倒
、
ま
た
は
他
の
人
に
課
す
る
こ

と
を
得
さ
せ
る
苦
痛
と
面
倒
で
あ
る
。
人
が
貨
幣
ま
た
は
商
品
で
購
う
物
は
、
私
共
が
私
共
の
額
に
汗
し
て
得

る
所
の
物
と
同
じ
く
、
労
働
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
こ
の
貨
幣
と
商
品
と
は
実
に
こ
の
苦
痛
を
省
く
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
労
働
の
あ
る
一
定
量
の
価
値
を
含
む
。
こ
れ
を
私
共
は
、
等
し
い
量
の
労
働
の
価
値
を
含
む
と

考
え
ら
れ
る
物
と
交
換
す
る
。
労
働
は
最
初
の
貨
幣
で
あ
り
、
す
べ
て
の
物
の
購
買
に
支
払
わ
れ
る
貨
幣
で
あ

る
。
世
界
の
い
か
な
る
富
も
、
原
本
的
に
は
労
働
を
も
っ
て
し
か
購
い
得
な
い
。
こ
れ
ら
を
所
有
す
る
者
ま
た

は
こ
れ
ら
を
新
し
い
生
産
物
と
交
換
し
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
て
の
こ
れ
ら
の
価
値
は
、
こ
れ
ら
が
購
買
し
、

支
配
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
所
の
労
働
量
と
ま
さ
し
く
相
等
し
い
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
理
論
に
対
し
て
は
、
多
数
の
論
駁
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
一
般
に
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
の

理
論
は
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
、
価
値
が
あ
り
交
換
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
物
は
、
労
働
が
種
々
な
形
式
を
と
っ
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た
も
の
で
あ
り
、
労
働
の
み
が
社
会
的
富
の
す
べ
て
を
構
成
す
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
人
々
は
、

価
値
が
あ
っ
て
交
換
せ
ら
れ
る
物
で
あ
り
な
が
ら
、
労
働
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
な
い
物
を
示
し
、
あ
る
い
は

ま
た
、
労
働
以
外
に
社
会
的
富
を
構
成
す
る
物
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
ス
ミ
ス
の
こ
の
理
論
を
拒
否
し
よ
う

と
す
る
。
だ
が
こ
の
論
駁
も
合
理
的
で
は
な
い
。
労
働
の
み
が
社
会
的
富
を
構
成
す
る
か
ま
た
は
労
働
は
社
会

的
富
の
一
種
を
構
成
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
は
、
私
共
に
は
余
り
関
係
の
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
い
ず
れ

の
場
合
に
も
、
何
故






に
労
働
に
は
価
値
が
あ
り
、
ま
た
何
故






に
労
働
は
交
換
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。
こ
こ
に

私
共
の
関
す
る
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
ス
ミ
ス
は
こ
の
問
題
を
提
出
も
し
な
け
れ
ば
、
解
決
も
し
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
で
労
働
が
価
値
あ
り
、
交
換
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
労
働
が
利
用
を
も
ち

か
つ
量
に
お
い
て
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
労
働
が
稀
少
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
第
一
〇
一
節

）
。
故
に
価
値
は
稀
少
性
か
ら
来
る
も
の
で
あ
り
、
稀
少
な
す
べ
て
の
物
は
労
働
を
含
む
と
否
と
に
か
か
わ
ら

ず
、
労
働
の
よ
う
に
価
値
を
も
ち
、
交
換
せ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
価
値
の
原
因
を
労
働
で
あ
る
と
す
る
理
論
は
、

余
り
に
狭
隘
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
全
く
内
容
の
無
い
理
論
で
あ
り
、
不
正
確
な
断
定
で
あ
る
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
根
拠
の
な
い
断
定
で
あ
る
。

　
一
五
九
　
次
に
第
二
の
解
答
に
つ
い
て
見
る
に
、
セ
イ
は
彼
の
著
作
の
「
経
済
学
問
答
」
（
〔C

ate'chism
e

d'e'conom
ie

politique

〕
）
の
第
二
章
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
何
故






に
一
つ
の
物
の
利
用
は
こ
の
物
に
価
値
を
生
ぜ
し
め
る
か
と
い
え
ば
、
物
が
も
っ
て
い
る
利
用
は
、
こ

の
物
を
望
ま
し
い
物
と
な
ら
し
め
、
か
つ
こ
の
物
の
獲
得
の
た
め
に
人
々
を
し
て
犠
牲
を
払
わ
し
め
る
か
ら
で
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あ
る
。
何
ら
の
役
に
も
立
た
ぬ
物
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
何
ら
か
の
物
を
与
え
よ
う
と
す
る
人
は
な
い
。
こ
れ

に
反
し
、
自
分
が
欲
望
を
感
ず
る
物
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
人
々
は
、
自
分
が
所
有
す
る
物
の
あ
る
量
（
例

え
ば
貨
幣
の
一
定
量
）
を
与
え
る
。
価
値
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
」

　
こ
れ
は
、
確
か
に
価
値
の
原
因
の
証
明
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
試
み
は
成
功
し
て
い
な
い
と
い

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
物
の
利
用
は
こ
の
物
を
望
ま
し
い
も
の
と
な
ら
し
め
る
」
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
か

つ
「
こ
の
利
用
は
、
人
々
を
し
て
、
こ
の
物
を
所
有
す
る
た
め
に
あ
る
犠
牲
を
払
わ
し
め
る
。
」
し
か
し
こ
れ

は
一
様
に
は
い
わ
れ
得
な
い
。
利
用
は
、
人
々
が
こ
の
利
用
を
得
る
た
め
に
犠
牲
を
費
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
き

に
の
み
、
人
々
を
し
て
こ
れ
を
払
わ
し
め
る
に
止
ま
る
。
「
人
は
、
何
ら
の
役
に
も
立
た
な
い
も
の
を
得
る
た

め
に
は
何
も
の
も
与
え
よ
う
と
は
し
な
い
。
」
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
「
反
対
に
、
人
は
、
欲
望
を
感
ず

る
物
を
得
る
た
め
に
は
、
自
分
が
所
有
す
る
物
の
あ
る
量
を
与
え
る
。
」
だ
が
こ
れ
は
、
こ
の
物
を
得
る
に
何

物
か
を
交
換
に
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
い
わ
れ
得
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
利
用
は
価
値
を
創
造
す
る

に
は
足
り
な
い
。
価
値
の
創
造
に
は
、
更
に
、
利
用
の
あ
る
物
が
無
限
量
に
存
在
せ
ず
、
稀
少
で
あ
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
。
こ
の
理
論
は
事
実
に
よ
っ
て
も
証
明
せ
ら
れ
て
い
る
。
呼
吸
せ
ら
れ
る
空
気
、
帆
船
の
帆
を
膨

脹
せ
し
め
る
風
、
風
車
を
廻
転
せ
し
め
る
風
、
作
物
果
実
を
成
長
せ
し
め
光
沢
を
与
え
て
く
れ
る
太
陽
の
光
線
、

水
、
熱
せ
ら
れ
た
水
が
提
供
し
て
く
れ
る
蒸
気
、
そ
の
他
多
く
の
自
然
力
は
、
利
用
が
あ
り
、
ま
た
必
要
で
も

あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
物
は
価
値
を
も
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
が
充
分
に
存
在
さ
え
す
れ
ば
、

何
も
の
も
与
え
る
こ
と
な
く
、
ま
た
交
換
に
何
ら
の
犠
牲
を
払
う
こ
と
な
く
、
欲
す
る
ま
ま
に
得
ら
れ
る
か
ら
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で
あ
る
。

　
コ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
と
セ
イ
と
は
共
に
こ
の
批
難
に
遭
遇
し
た
。
そ
し
て
二
人
は
各
々
異
る
形
で
こ
れ
ら
に
答
え

た
。
コ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
は
空
気
、
光
、
水
を
非
常
に
利
用
の
あ
る
も
の
と
見
、
こ
れ
ら
の
物
は
実
際
に
お
い
て
何

ら
か
の
費
用
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
よ
う
と
企
て
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
費
用
と
は
何
か
。
こ
れ

を
得
る
に
必
要
な
努
力
で
あ
る
と
い
う
。
コ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
呼
吸
の
行
動
、
物
を
見
る
た
め
に
眼
を

開
く
行
動
、
川
で
水
を
汲
む
た
め
に
屈
身
す
る
行
動
等
は
、
こ
れ
ら
の
財
に
対
し
て
支
払
う
犠
牲
で
あ
る
。
こ

の
幼
稚
な
議
論
は
、
我
々
の
想
像
以
上
に
は
な
は
だ
し
ば
し
ば
主
張
せ
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
も
し
こ
れ

ら
の
行
動
を
経
済
的
犠
牲
と
呼
ぶ
と
し
た
ら
、
本
来
の
意
味
の
価
値
と
い
う
語
に
対
し
て
は
他
の
言
葉
を
見
出

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
私
が
肉
を
肉
屋
に
求
め
る
と
き
、
衣
服
を
洋
服
屋
に
求
め
る
と
き
、

私
は
こ
れ
ら
の
目
的
物
を
得
る
努
力
と
犠
牲
と
を
提
供
す
る
。
し
か
し
こ
の
ほ
か
に
、
私
は
、
こ
れ
と
は
全
く

異
る
犠
牲
を
払
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
貨
幣
の
一
定
量
を
私
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
引
出
し
て
、
商
人
の
利
益
と
な

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
セ
イ
は
別
な
形
で
答
え
て
い
る
。
空
気
、
太
陽
の
光
線
、
河
川
の
水
は
利
用
が
あ
る
、
だ
か
ら
そ
れ
ら
は
価

値
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
無
限
の
価
値
を
も
つ
ほ
ど
利
用
が
あ
り
、
必
要
で
あ
り
、
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
が
何
も
の
を
も
与
え
な
い
で
、
そ
れ
ら
の
物
を
得
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
理

由
に
基
く
。
私
共
が
こ
れ
ら
の
物
に
対
し
て
何
物
を
も
支
払
わ
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
物
に
対
し
そ
の
価
格
を

支
払
う
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
説
明
は
巧
妙
で
は
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
、
空
気
、
光
線
、
水
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が
代
償
を
支
払
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
物
が
例
外
的
に
稀
少
な
場
合
で
あ
る
。

　
一
六
〇
　
私
共
は
、
ス
ミ
ス
と
セ
イ
の
う
ち
に
、
さ
ほ
ど
の
苦
心
を
す
る
こ
と
な
く
、
二
つ
の
特
徴
的
な
節

を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
け
れ
ど
も
事
実
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
著
者
は
、
価
値
の
起
源
に
わ
ず
か
に
触
れ

た
に
過
ぎ
な
い
で
、
共
に
、
私
共
が
指
摘
し
た
よ
う
な
不
充
分
な
理
論
の
う
ち
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
と
い
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
に
引
用
し
た
句
の
後
の
方
で
は
、
セ
イ
は
利
用
学
説
に
労
働
価
値
説
を
混



え
た
。
だ
が
セ
イ

は
稀
少
性
学
説
に
左
袒





し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
、
む
し
ろ
幸




な

こ
と
に
は
、
土
地
を
労
働
と
同
じ

く
富
の
う
ち
に
加
え
て
、
矛
盾
を
犯
し
て
い
る
。
ひ
と
り
バ
ス
チ
ア
の
み
は
、
イ
ギ
リ
ス
派
の
理
論
を
組
織
化

し
よ
う
と
し
て
、
実
際
的
事
実
に
反
す
る
よ
う
な
結
論
を
も
自
ら
承
認
し
、
ま
た
他
の
人
々
を
し
て
承
認
せ
し

め
よ
う
と
し
た
。

　
一
六
一
　
最
後
に
、
ブ
ル
ラ
マ
キ
が
「
自
然
法
原
論
」
（
〔Ele'm

entsdu
droitnaturel

〕
）
の
第
三
編
第

十
一
章
に
述
べ
た
稀
少
性
理
論
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
は
な
は
だ
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
物
の
固
有
の
内
在
的
価
格
（
〔prix

propre
etintrinse`que

〕
）
の
基
礎
は
、
第
一
に
、
こ
の
物
が
生
活
上

の
必
要
、
便
利
、
享
楽
に
役
立
つ
適
性
、
一
言
で
い
え
ば
こ
の
物
の
利
用
と
稀
少
性
と
で
あ
る
。

「
第
一
に
、
物
の
利
用
と
い
う
と
き
、
私
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
実
の
利
用
に
限
ら
ず
、
宝
石
の
利
用
の
よ

う
に
勝
手
気
ま
ま
な
利
用
、
好
奇
心
を
充
す
利
用
に
過
ぎ
な
い
利
用
を
も
意
味
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
何
ら
の
用
途
の
な
い
物
は
何
ら
の
価
格
を
有
し
な
い
と
一
般
に
い
わ
れ
得
る
。

「
と
こ
ろ
で
利
用
が
い
か
に
現
実
に
存
在
し
て
も
、
利
用
の
み
で
は
物
の
価
格
を
生
ぜ
し
め
る
に
足
り
な
い
。
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そ
の
物
の
稀
少
性
も
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
こ
の
物
の
獲
得
の
困
難
、
人
々
が
欲
す
る
だ
け
の
量
を
容

易
に
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
困
難
さ
を
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
な
ぜ
な
ら
、
人
々
が
一
つ
の
物
に
つ
い
て
も
つ
欲
望
は
そ
の
価
格
を
決
定
す
る
ど
こ
ろ
か
、
人
間
生
活
に
最

も
必
要
な
物
が
、
水
の
よ
う
に
最
も
廉
価
で
あ
る
こ
と
は
、
普
通
に
見
る
所
で
あ
る
か
ら
。

「
だ
が
ま
た
稀
少
性
の
み
で
も
、
物
に
価
格
を
生
ぜ
し
め
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
物
に
価
格
が
あ
る
に
は
、

こ
の
物
に
ま
ず
何
ら
か
の
用
途
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
こ
れ
ら
が
物
の
価
値
の
真
の
基
礎
で
あ
る
か
ら
、
価
格
を
増
加
し
ま
た
は
減
少
す
る
も
の
も
ま
た
、
種
々
に

結
合
せ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
同
じ
事
情
で
あ
る
。

「
も
し
あ
る
物
の
流
行
が
去
り
、
ま
た
は
人
々
が
こ
の
物
を
重
ん
ぜ
ぬ
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
物
は
、
以
前
い

か
に
高
価
で
あ
っ
て
も
、
廉
価
と
な
る
。
反
対
に
、
費
用
が
ほ
と
ん
ど
か
か
っ
て
い
な
い
あ
り
ふ
れ
た
物
も
、

稀
少
と
な
れ
ば
、
直
ち
に
価
格
を
も
ち
始
め
、
時
に
は
す
こ
ぶ
る
高
い
価
格
と
な
る
こ
と
は
、
例
え
ば
乾
燥
し

た
土
地
に
お
け
る
水
、
包
囲
下
の
ま
た
は
航
海
中
の
あ
る
場
合
に
お
け
る
水
に
見
る
如
く
で
あ
る
。

「
一
言
で
い
え
ば
、
物
の
価
格
を
高
か
ら
し
め
る
す
べ
て
の
特
殊
事
情
は
、
こ
の
物
の
稀
少
性
に
関
係
が
あ
る
。

例
え
ば
製
作
の
困
難
な
こ
と
、
製
品
の
精
緻
な
こ
と
、
製
作
者
が
名
匠
で
あ
る
こ
と
の
如
き
が
こ
れ
で
あ
る
。

「
自
分
が
所
有
す
る
あ
る
物
に
対
し
、
あ
る
特
殊
な
理
由
に
よ
り
、
例
え
ば
こ
の
物
が
あ
る
人
の
大
き
な
危
険

を
避
け
る
と
か
、
ま
た
は
そ
れ
が
あ
る
顕
著
な
事
実
の
記
念
物
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
ま
た
名
誉
の
象
徴
で

あ
る
と
か
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
人
が
、
普
通
に
人
々
が
与
え
る
以
上
の
評
価
を
な
す
と
き
、
こ
の
価
格
は
好
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尚
の
価
格
ま
た
は
愛

著







の
価
格
（prix

d'inclination
ou

prix
d'affection

）
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
価
格
も
ま
た
右
の
理
由
と
同
じ
理
由
に
帰
せ
ら
れ
得
る
。
」

　
こ
れ
が
稀
少
性
学
説
で
あ
る
。
ジ
ェ
ノ
ベ
エ
ジ
僧
正
（
〔A

bbe'G
enovesi

〕
）
は
前
世
紀
の
中
頃
こ
の
学

説
を
ナ
ポ
リ
に
お
い
て
教
え
、
シ
ニ
オ
ル
（N

.W
.Senior

）
は
一
八
三
〇
年
頃
こ
れ
を
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

に
お
い
て
教
え
た
。
し
か
し
こ
れ
を
真
に
経
済
学
に
導
き
入
れ
た
者
は
私
の
父
で
あ
る
。
父
は
「
富
の
性
質
と

価
値
の
原
因
に
つ
い
て
」
（D

e
la

nature
de

la
richesse

etde
l'origine

de
la

valeur.1831.

）
と
題
し
た
著
書

の
中
に
、
必
要
な
す
べ
て
の
展
開
を
加
え
な
が
ら
、
こ
れ
を
特
別
な
方
法
で
説
明
し
て
い
る
（
一
）
。
通
常
の

論
理
で
は
、
父
が
こ
の
書
物
で
な
し
た
以
上
の
こ
と
を
何
人
も
な
し
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
よ
り
深
い
研
究

を
な
す
に
は
、
私
が
用
い
た
よ
う
に
、
父
も
数
学
的
分
析
の
方
法
を
用
い
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
一
六
二
　
だ
が
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
こ
の
数
学
的
分
析
の
方
法
を
用
い
た
の
は
私
の
み
で
は
な
い
。
あ
る

著
者
は
私
よ
り
先
に
こ
の
方
法
に
拠
っ
て
い
る
。
ま
ず
ド
イ
ツ
人
ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ゴ
ッ
セ
ン
は
、

一
八
五
四
年
に
公
に
し
た
著
書
「
人
間
交
通
の
法
則
の
展
開
並
び
に
こ
れ
に
よ
り
生
ず
る
人
間
行
為
の
準
則
」

（
〔Entw

ickelung
derG

esetze
desm

enschlichen
V

erkehrsund
derdarausfliessenden

R
egeln

fu:rm
ens

chlichesH
andeln

〕
）
に
お
い
て
、
次
に
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
は
、
一
八
七
一
年
に
第
一
版
を
、
一
八

七
九
年
に
第
二
版
を
公
に
し
た
「
経
済
学
の
理
論
」
（Theory

ofPoliticalEconom
y

）
に
お
い
て
、
こ
の
方

法
に
拠
っ
て
い
る
。
ゴ
ッ
セ
ン
と
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
と
は
共
に
、
か
つ
後
者
は
前
者
の
著
作
を
知
る
こ
と
な
く
し

て
、
利
用
ま
た
は
欲
望
の
逓
減
曲
線
を
作
っ
た
。
ま
た
ゴ
ッ
セ
ン
は
最
大
利
用
の
条
件
を
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
は
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交
換
方
程
式
を
、
数
学
的
に
導
き
出
し
た
。

　
ゴ
ッ
セ
ン
は
次
の
言
葉
で
最
大
利
用
の
条
件
を
表
明
し
て
い
る
。
　
　
二﹅
つ﹅
の﹅
商﹅
品﹅
は﹅
、
交﹅
換﹅
後﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅

各﹅
交﹅
換﹅
者﹅
が﹅
受﹅
け﹅
た﹅
最﹅
後﹅
の﹅
分﹅
子﹅
が﹅
交﹅
換﹅
者﹅
の﹅
一﹅
方﹅
及﹅
び﹅
双﹅
方﹅
に﹅
対﹅
し﹅
同﹅
じ﹅
価﹅
値﹅
を﹅
も﹅
つ﹅
よ﹅
う﹅
に﹅
、
二﹅
人﹅
の﹅
交﹅

換﹅
者﹅
に﹅
分﹅
配﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
（
前
掲
書
八
五
頁
）
。
今
こ
の
表
現
を
私
共
の
方
式
に
飜
訳
す
る
た
め
、

二
商
品
を
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
と
呼
び
、
二
交
換
者
を
（
１
）
、
（
２
）
と
呼
ぶ
。r=

φa,1(q),r=

φb,1(q)

を

そ
れ
ぞ
れ
交
換
者
（
１
）
に
対
す
る
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
の
利
用
曲
線
の
方
程
式
と
し
、r=

φa,2(q),r=

φb,2(q

)

を
そ
れ
ぞ
れ
交
換
者
（
２
）
に
対
す
る
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
の
利
用
曲
線
で
あ
る
と
す
る
。qa

を
交
換
者
（
１
）

に
よ
っ
て
所
有
せ
ら
れ
る
（
Ａ
）
の
量
と
し
、qb

を
交
換
者
（
２
）
に
よ
っ
て
所
有
せ
ら
れ
る
（
Ｂ
）
の
量

と
しda,db

を
そ
れ
ぞ
れ
交
換
せ
ら
れ
る
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
の
量
と
す
る
。
こ
の
条
件
に
お
い
て
、
ゴ
ッ
セ
ン

の
表
現
は
二
つ
の
方
程
式

　
　
　
　
φa,1(qa-da)=

φa,2(da)

　
　
　
　
φa,2(db)=

φb,2(qb-db)

に
よ
っ
て
飜
訳
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
交
換
者
（
１
）
、
（
２
）
に
対
す
るda,db

を
決
定
す
る
。
だ
が
か
く
し

て
得
ら
れ
る
利
用
の
最
大
は
、
自
由
競
争
を
条
件
と
す
る
最
大
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ

れ
は
、
す
べ
て
の
交
換
者
が
共
通
で
同
一
の
比
例
で
自
由
に
二
商
品
を
互
に
与
え
ま
た
は
受
け
る
条
件
と
相
容

れ
る
所
の
最
大
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
市
場
に
お
い
て
価
格
は
常
に
一
つ
で
あ
る
と

の
条
件
、
及
び
こ
の
価
格
に
お
い
て
有
効
需
要
と
有
効
供
給
と
の
均
衡
が
あ
る
と
の
条
件
を
考
量
し
な
い
絶
対
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的
最
大
で
あ
り
、
従
っ
て
所
有
権
の
存
在
を
考
え
な
い
絶
対
的
最
大
で
あ
る
（
二
）
。

　
一
六
三
　
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
は
次
の
よ
う
に
交
換
方
程
式
を
立
て
て
い
る
。
　
　
二﹅
商﹅
品﹅
の﹅
交﹅
換﹅
比﹅
率﹅
は﹅
、
交﹅

換﹅
後﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
消﹅
費﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
商﹅
品﹅
の﹅
量﹅
の﹅
最﹅
終﹅
利﹅
用﹅
の﹅
反﹅
比﹅
に﹅
等﹅
し﹅
い﹅
（
前
掲
書
第
二
版
一
〇
三
頁

参
照
）
。
そ
し
て
二
商
品
を
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
と
し
、
二
人
の
交
換
者
を
（
１
）
、
（
２
）
と
し
、
φ1, 

ψ1

 

で
そ
れ
ぞ
れ
交
換
者
（
１
）
に
対
す
る
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ
）
の
利
用
函
数
を
示
し
、
φ2, 

ψ2 

で
そ
れ
ぞ
れ
交

換
者
（
２
）
に
対
す
る
（
Ａ
）
及
び
（
Ｂ
）
の
利
用
函
数
を
表
わ
し
、a 

を
交
換
者
（
１
）
が
所
有
す
る
（
Ａ
）

の
量
と
し
、b 

を
交
換
者
（
２
）
が
所
有
す
る
（
Ｂ
）
の
量
と
し
、x, y 

そ
れ
ぞ
れ
交
換
せ
ら
れ
る
（
Ａ
）
、

（
Ｂ
）
の
量
と
す
れ
ば
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
は
自
ら
右
の
命
題
を
飜
訳
し
て
次
の
二
つ
の
方
程
式
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

こ
れ
を
私
の
記
号
で
表
せ
ば
、

　
　
　
　

と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り da 

と db 

と
を
決
定
し
得
る
。
こ
の
式
は
私
の
式
と
二
つ
の
点
に
お
い
て
異
る
。
第
一

に
、
価
格
は
商
品
の
交
換
せ
ら
れ
た
量
の
反
比
で
あ
る
が
、
こ
の
概
念
の
代
り
に
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
は
、
交
換
量

の
正
比
で
あ
り
か
つ
常
に da, db 

の
二
項
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
交
換
比
（
〔raison d'e'change

〕
）
と
い
う

概
念
を
用
い
て
い
る
。
第
二
に
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
は
二
人
の
交
換
者
の
場
合
を
も
っ
て
す
べ
て
問
題
は
解
け
る

と
考
え
て
い
る
。
氏
は
、
こ
れ
ら
の
交
換
者
の
各
々
（
取
引
主
体
）
を
、
個
々
人
の
集
団
、
例
え
ば
大
陸
の
全

住
民
、
与
え
ら
れ
た
国
に
お
け
る
同
じ
種
類
の
産
業
に
従
事
す
る
者
の
集
団
と
考
え
る
権
利
を
保
留
し
て
い
る
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（
九
五
頁
参
照
）
。
し
か
し
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
仮
定
は
現
実
を
離
れ
て
、
仮
設
的
な
平
均
を
考
え
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
自
ら
認
め
て
い
る
（
九
七
頁
）
。
私
は
現
実
に
即
し
よ
う
と
す
る
が
故
に
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
の

方
式
は
、
た
だ
二
人
の
人
の
み
が
現
わ
れ
る
限
ら
れ
た
場
合
に
妥
当
で
あ
る
と
し
か
、
考
え
な
い
。
こ
の
場
合

に
は
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
の
方
式
は
、
交
換
量
を
価
格
と
い
う
概
念
に
代
え
れ
ば
、
私
の
方
式
と
等
し
く
な
る
。

だ
か
ら
、
任
意
数
の
人
が
い
て
、
ま
ず
互
に
二
商
品
を
、
次
に
任
意
数
の
商
品
を
交
換
し
よ
う
と
す
る
一
般
的

な
場
合
を
導
き
入
れ
る
べ
き
仕
事
が
未
だ
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
が
価
格
を
問
題
の
未
知

数
と
し
な
い
で
、
交
換
せ
ら
れ
る
量
を
未
知
数
と
す
る
よ
う
な
不
適
切
な
思
想
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の

で
あ
る
。

　
一
六
四
　
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
が
初
め
て
「
経
済
学
の
理
論
」
を
公
に
し
た
頃
（
一
八
七
一
　
　
一
八
七
二
年
）
、

ウ
ィ
ン
大
学
教
授
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
は
「
国
民
経
済
学
原
理
」
（
〔G

rundsa:tze
derV

olksw
irtshaftslehre

〕
）
を
公
に
し
た
。
こ
れ
は
、
交
換
の
新
理
論
の
基
礎
が
、
他
と
独
立
に
か
つ
独
創
的
な
形
で
説
か
れ
た
第
三

の
著
作
で
あ
っ
て
、
私
の
著
作
に
先
行
し
て
い
る
。
メ
ン
ガ
ー
も
、
私
共
の
よ
う
に
、
交
換
理
論
を
引
き
出
す

目
的
を
も
っ
て
、
消
費
量
の
増
加
と
共
に
欲
望
は
逓
減
す
る
と
の
法
則
を
立
て
て
、
利
用
理
論
を
説
い
て
い
る
。

氏
は
演
繹
的
方
法
を
用
い
た
が
、
数
学
的
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
し
か
し
、
氏
は
、
利
用
や

需
要
を
表
わ
す
の
に
、
函
数
や
曲
線
を
用
い
て
は
い
な
い
が
、
少
く
と
も
算
術
的
表
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
事

情
に
よ
り
、
ゴ
ッ
セ
ン
と
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
を
数
行
の
う
ち
に
批
評
し
た
よ
う
に
、
メ
ン
ガ
ー
の
理
論
を
も
簡
単

に
批
評
し
尽
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
私
は
た
だ
、
氏
と
ウ
ィ
ー
ザ
ー
や
ベ
ェ
ー
ム
＝
バ
ウ
ェ
ル
ク
の
よ
う
に
氏
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に
追
従
し
た
著
作
者
達
と
が
、
た
だ
本
質
上
数
学
的
な
問
題
に
数
学
的
方
法
と
用
語
を
率
直
に
用
い
る
こ
と
を

拒
否
し
た
の
は
、
貴
重
に
し
て
か
つ
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
手
段
を
抛
棄
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
た
い
。
し
か
し

こ
こ
で
附
言
し
て
お
く
が
、
こ
れ
ら
の
著
者
達
は
、
不
完
全
な
方
法
と
用
語
と
を
用
い
た
と
は
い
え
、
交
換
問

題
の
深
い
研
究
を
遂
げ
た
。
少
く
と
も
確
か
に
、
稀
少
性
の
理
論
す
な
わ
ち
彼
ら
の
い
わ
ゆ
る
限﹅
界﹅
利﹅
用﹅
の
理

論
に
経
済
学
者
の
注
意
を
強
く
促
す
の
に
成
功
し
て
い
る
。
今
や
こ
の
理
論
は
経
済
学
の
中
に
現
わ
れ
て
、
最

も
光
輝
あ
る
未
来
を
予
想
せ
ら
れ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
理
論
か
ら
、
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
た
商
品
の
価
格

決
定
の
抽
象
的
理
論
を
導
き
出
し
た
。
私
は
、
（
一
）
生
産
物
の
価
格
と
土
地
収
入
、
人
的
収
入
、
動
産
収
入

の
同
時
的
決
定
の
理
論
、
（
二
）
純
収
入
率
の
決
定
の
理
論
、
土
地
資
本
、
人
的
資
本
、
動
産
資
本
の
価
格
決

定
の
理
論
、
（
三
）
貨
幣
で
表
わ
し
た
価
格
決
定
の
理
論
を
導
き
出
そ
う
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
理
論
は
い
ず
れ

も
抽
象
的
で
は
あ
る
が
、
互
に
関
連
し
て
い
る
か
ら
、
組
織
的
な
綜
合
を
す
れ
ば
、
現
実
の
説
明
と
な
り
得
る

で
あ
ろ
う
（
三
）
。

　
註
一
　
特
に
第
三
章
四
一
頁
、
第
十
六
章
二
三
四
頁
、
第
十
八
章
二
七
九
頁
参
照
。

　
註
二
　
〔Etudesd'e'conom

ie
sociale.The'orie

de
la

proprie'te'

〕,

§4

参
照
。

　
註
三
　
す
べ
て
の
誤
解
を
避
け
る
た
め
、
私
は
繰
り
返
し
て
い
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
の
章
の
最
後

　
　
　
の
三
節
は
、
こ
の
書
物
の
第
二
版
に
お
い
て
附
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
八
七
四
年
の
第
一
版
で
、

　
　
　
こ
の
書
物
よ
り
先
に
著
わ
さ
れ
た
右
に
挙
げ
た
三
著
作
を
引
用
し
な
か
っ
た
の
は
、
私
が
こ
れ
ら
の
存
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在
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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第
四
編
　
生
産
の
理
論
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第
十
七
章
　
資
本
と
収
入
に
つ
い
て
。
三
つ
の
生
産
的
用
役
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
六
五
　
生
産
物
と
し
て
の
商
品
。
既
に
供
給
と
需
要
の
法
則
を
得
た
が
、
次
に

　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
費
ま
た
は
原
価
の
法
則
を
求
め
る
。
一
六
六
　
土
地
。
労
働
及
び
資
本
。
不
完
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　
表
現
。
一
六
七
　
資
本
。
一
回
よ
り
多
く
使
用
せ
ら
れ
る
社
会
的
富
の
種
類
。
収
入
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
回
し
か
使
用
せ
ら
れ
な
い
社
会
的
富
の
種
類
。
性
質
に
よ
る
ま
た
は
用
途
に
よ
る
資
本
及

　
　
　
　
　
　
　
　
び
収
入
。
一
六
八
　
物
質
的
ま
た
は
非
物
質
的
な
資
本
及
び
収
入
。
一
六
九
　
資
本
の
継

　
　
　
　
　
　
　
　
続
的
な
用
役
は
収
入
で
あ
る
。
消
費
的
用
役
。
生
産
的
用
役
。
一
七
〇
　
土
地
と
地
用
、

　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
土
地
資
本
と
土
地
用
役
。
一
七
一
　
人
と
労
働
、
す
な
わ
ち
人
的
資
本
と
人
的

　
　
　
　
　
　
　
　
用
役
。
一
七
二
　
狭
義
の
資
本
と
利
殖
、
す
な
わ
ち
動
産
資
本
と
動
産
用
役
。
一
七
三
　

　
　
　
　
　
　
　
　
収
入
。
一
七
四
　
土
地
。
ほ
と
ん
ど
一
定
量
に
存
在
す
る
資
本
。
一
七
五
　
人
、
消
費
と

　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
的
生
産
の
外
に
お
い
て
消
滅
し
た
り
、
再
現
し
た
り
す
る
資
本
。
一
七
六
　
狭
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
、
生
産
せ
ら
れ
る
資
本
。
一
七
七
　
既
に
生
産
物
の
価
格
を
得
て
お
る
の
で
、
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
用
役
の
価
格
を
求
め
る
。

　
一
六
五
　
現
象
が
い
か
に
複
雑
で
あ
ろ
う
と
も
簡
単
か
ら
複
雑
に
進
む
べ
し
と
い
う
準
則
を
守
る
な
ら
ば
、
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そ
れ
を
科
学
的
に
研
究
す
る
方
法
が
常
に
存
在
す
る
。
私
は
先
に
、
二
商
品
相
互
の
間
に
行
わ
れ
る
交
換
、
価

値
尺
度
財
を
用
い
な
い
で
多
数
の
商
品
の
間
に
行
わ
れ
る
交
換
、
価
値
尺
度
財
を
仲
介
と
し
て
多
数
の
商
品
の

間
に
行
わ
れ
る
交
換
を
順
次
に
研
究
し
、
交
換
の
数
学
的
理
論
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
を
す
る
に
当
り
、
私

は
、
商
品
が
土
地
、
人
、
資
本
等
の
生
産
要
素
の
結
合
か
ら
生
ず
る
生﹅
産﹅
物﹅
で
あ
る
と
い
う
事
情
を
看
過
し
て

お
い
た
。
今
は
こ
の
事
情
を
加
え
、
生
産
物
の
価
格
の
数
学
的
決
定
の
問
題
の
後
を
承
け
て
、
生
産
財
の
価
格

の
数
学
的
決
定
の
問
題
を
提
出
す
べ
き
時
と
な
っ
た
。
交
換
の
問
題
を
解
い
て
、
私
共
は
、
需﹅
要﹅
供﹅
給﹅
の﹅
法﹅
則﹅

の
科
学
的
方
式
を
得
た
の
で
あ
る
。
生
産
の
問
題
を
解
い
て
、
生﹅
産﹅
費﹅
の﹅
法﹅
則﹅
（loidesfraisde

production

ま
た
はloidu

prix
de

revient
）
の
科
学
的
方
式
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
私
共
は
、
経
済
学
の
二
大
法

則
を
発
見
し
た
こ
と
と
な
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
二
つ
の
法
則
を
価
格
決
定
の
点
か
ら
互
に
競
合
せ
し
め
矛
盾
せ

し
め
る
こ
と
な
く
、
生
産
物
の
価
格
決
定
を
第
一
の
法
則
を
基
礎
と
し
て
説
明
し
、
ま
た
生
産
財
の
価
格
の
決

定
を
第
二
の
法
則
を
基
礎
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
法
則
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
位

を
与
え
よ
う
と
思
う
。
多
く
の
経
済
学
者
が
信
じ
た
よ
う
に
、
ま
た
今
で
も
人
々
が
信
ず
る
こ
と
を
躊
躇
し
な

い
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
ま
た
私
自
身
も
完
全
に
は
こ
の
考
え
か
ら
脱
却
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
正
常
的
理
想
的

状
態
に
お
い
て
は
、
商
品
の
価
格
は
、
そ
の
生
産
費
に
等
し
い
。
こ
の
状
態
す
な
わ
ち
交
換
と
生
産
の
均
衡
状

態
に
お
い
て
、
五
フ
ラ
ン
に
売
ら
れ
る
一
本
の
葡
萄
酒
は
、
こ
の
生
産
の
た
め
に
、
二
フ
ラ
ン
の
地
代
、
二
フ

ラ
ン
の
賃
銀
、
一
フ
ラ
ン
の
利
子
を
要
す
る
。
問
題
は
、
二
フ
ラ
ン
の
地
代
、
二
フ
ラ
ン
の
賃
銀
、
一
フ
ラ
ン

の
利
子
を
支
払
っ
た
か
ら
、
葡
萄
酒
一
本
が
五
フ
ラ
ン
に
売
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
葡
萄
酒
一
本
が
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五
フ
ラ
ン
に
売
ら
れ
る
か
ら
、
二
フ
ラ
ン
の
地
代
、
二
フ
ラ
ン
の
賃
銀
、
一
フ
ラ
ン
の
利
子
を
支
払
う
の
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
問
題
は
一
般
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
生
産
物
の
価
格
を
定
め
る

も
の
は
、
生
産
財
の
価
格
で
あ
る
か
、
ま
た
は
生
産
費
の
法
則
に
よ
っ
て
生
産
財
の
価
格
を
決
定
す
る
も
の
は
、

既
に
述
べ
た
よ
う
な
需
要
供
給
の
法
則
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
生
産
物
の
価
格
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に

あ
る
。
今
、
研
究
し
よ
う
と
す
る
問
題
は
、
こ
の
問
題
で
あ
る
。

　
一
六
六
　
生
産
の
要
素
の
数
は
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
き
、
学
者
は
こ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、

土﹅
地﹅
、
労﹅
働﹅
、
資﹅
本﹅
と
呼
ぶ
の
が
最
も
普
通
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
表
現
は
充
分
に
厳
密
な
も
の
で
は
な
く
、

合
理
的
演
繹
の
基
礎
と
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
労﹅
働﹅
（travail

）
は
人
の
能
力
の
用
役
す
な
わ
ち
人
的
用
役

で
あ
る
。
故
に
労
働
と
並
べ
て
土
地
、
資
本
を
置
く
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
地﹅
用﹅
（rente

）
す
な
わ
ち
土
地
の

用
役
と
、
利﹅
殖﹅
（profit

）
す
な
わ
ち
資
本
の
用
役
と
を
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
こ
れ
ら
の
語
を
厳
密
な
意

味
に
用
い
よ
う
と
欲
す
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
注
意
し
て
定
義
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
目
的
か
ら
、
私
は
ま
ず
、

資
本
及
び
収
入
に
つ
い
て
、
普
通
に
与
え
ら
れ
る
よ
り
は
遥
か
に
狭
い
定
義
を
与
え
、
以
下
そ
れ
を
用
い
た
い

と
思
う
。

　
一
六
七
　
私
の
父
が
「
富
の
理
論
」
（
〔The'orie de la richesse

〕. 1849

）
に
お
い
て
な
し
た
よ
う
に
、

す
べ
て
の
耐
久
財
、
す
べ
て
の
種
類
の
消
費
し
尽
さ
れ
る
こ
と
の
無
い
社
会
的
富
ま
た
は
長
い
間
に
し
か
消
費

し
尽
さ
れ
な
い
社
会
的
富
、
人
が
第
一
回
の
使
用
を
な
し
て
も
な
お
残
存
す
る
所
の
す
べ
て
の
量
に
お
い
て
限

ら
れ
た
利
用
、
換
言
す
れ
ば
一
回
以
上
役
立
つ
す
べ
て
の
量
に
お
い
て
限
ら
れ
た
、
例
え
ば
家
屋
、
家
具
の
よ
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う
な
も
の
を
、
私
は
、
固﹅
定﹅
資﹅
本﹅
（capitalfixe

）
ま
た
は
資﹅
本﹅
一﹅
般﹅
（
〔capitalen

ge'ne'ral

〕
）
と
呼
ぶ
。

そ
し
て
す
べ
て
の
消
耗
財
す
な
わ
ち
直
ち
に
消
費
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
社
会
的
富
、
一
度
用
役
を
尽
せ
ば
消
滅

す
る
稀
少
な
す
べ
て
の
物
、
換
言
す
れ
ば
一
回
し
か
役
立
た
な
い
財
、
例
え
ば
パ
ン
・
肉
の
よ
う
な
も
の
を
、

流﹅
動﹅
資﹅
本﹅
（capitalcirculant

）
ま
た
は
収﹅
入﹅
（revenu

）
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
の
収
入
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の

は
、
私
的
消
費
財
の
ほ
か
、
農
業
及
び
工
業
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
原
料
品
、
例
え
ば
種
子
、
織
物
原
料
等
で

あ
る
。
こ
こ
で
い
う
富
の
持
続
と
は
、
物
理
的
持
続
で
は
な
く
し
て
、
経
済
的
持
続
す
な
わ
ち
利
用
の
持
続
で

あ
る
。
織
物
の
原
料
に
あ
た
る
繊
維
は
、
物
理
的
に
は
織
物
の
う
ち
に
持
続
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
原

料
と
し
て
は
消
滅
し
て
、
再
び
同
じ
用
途
に
用
い
ら
れ
な
い
。
反
対
に
建
物
、
機
械
の
よ
う
な
も
の
は
資
本
で

あ
っ
て
、
収
入
で
は
な
い
。
な
お
附
け
加
え
て
お
く
が
、
あ
る
種
の
社
会
的
富
は
当
然
資
本
で
あ
り
、
他
の
社

会
的
富
は
収
入
で
あ
る
と
し
て
も
、
ま
た
そ
の
用
途
に
よ
り
、
ま
た
は
人
々
が
そ
れ
に
要
求
す
る
用
役
の
種
類

に
よ
り
、
あ
る
い
は
資
本
と
な
り
、
あ
る
い
は
収
入
と
な
る
多
数
の
富
が
あ
る
。
例
え
ば
果
樹
な
ど
が
そ
れ
で

あ
っ
て
、
果
実
が
採
取
せ
ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
ら
は
資
本
で
あ
り
、
薪
を
作
る
た
め
ま
た
は
加
工
す
る
た
め
に

伐
採
せ
ら
れ
れ
ば
、
収
入
で
あ
る
。
ま
た
家
畜
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
っ
て
、
使
役
せ
ら
れ
る
と
き
ま
た
は
卵
、

牛
乳
を
採
取
せ
ら
れ
る
と
き
、
資
本
で
あ
り
、
食
用
に
供
す
る
た
め
屠
殺
せ
ら
れ
る
と
き
、
収
入
と
な
る
。
と

こ
ろ
で
す
べ
て
の
種
類
の
社
会
的
富
は
、
そ
の
性
質
に
よ
り
、
そ
の
用
途
に
よ
り
、
一
回
以
上
用
い
ら
れ
る
か
、

ま
た
は
た
だ
一
回
し
か
用
い
ら
れ
な
い
か
で
あ
り
、
従
っ
て
資
本
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
収
入
で
あ
る
か
で
あ

る
。
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人
々
が
資
本
を
消
費
す
る
と
い
う
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
ま
ず
そ
の
資
本
を
収
入
と
交
換
し
、
し
か

る
後
こ
の
収
入
を
消
費
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
様
に
収
入
を
資
本
化
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
を
資
本
と
交
換

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
資
本
は
貯﹅
蔵﹅
（approvisionnem

ent

）
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
貯
蔵
は
消
費
の
目
的
に
あ
ら
か
じ
め
用

意
せ
ら
れ
た
収
入
の
合
計
に
過
ぎ
な
い
。
穴
倉
に
貯
え
ら
れ
た
葡
萄
酒
、
倉
庫
に
貯
え
ら
れ
た
薪
炭
、
織
物
の

原
料
の
如
き
は
貯
蔵
で
あ
る
。
鉱
山
・
石
山
の
鉱
物
・
石
材
も
ま
た
収
入
の
合
計
で
あ
っ
て
、
資
本
で
は
な
い
。

　
一
六
八
　
私
は
、
稀
少
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
利
用
が
あ
っ
て
か
つ
量
に
お
い
て
限
ら
れ
た
有
形
ま
た
は
無
形

の
物
の
総
体
を
社
会
的
富
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
か
ら
（
第
二
十
一
節
）
、
こ
の
社
会
的
富
を
二
つ
に
分
類
し

た
資
本
と
収
入
も
、
あ
る
い
は
有
形
で
あ
り
、
あ
る
い
は
無
形
の
も
の
で
あ
る
。
物
の
有
形
無
形
は
、
資
本
と

収
入
の
場
合
に
も
、
重
要
性
を
も
た
な
い
。
後
に
資
本
が
何
故






に
収
入
を
生
ず
る
か
を
述
べ
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
と
き
ま
た
、
有
形
の
資
本
も
無
形
の
収
入
を
生
む
こ
と
が
出
来
、
ま
た
無
形
の
資
本
が
有
形
の
収
入
を
生

む
こ
と
が
出
来
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
今
か
ら
こ
の
事
実
を
述
べ
て
お
く
の
は
、
資
本
と
収
入
と
の
区
別
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
一
六
九
　
資
本
の
本
質
は
収
入
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
収
入
の
本
質
は
、
資
本
か
ら
直
接
ま
た
は
間

接
に
発
生
す
る
こ
と
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
資
本
は
、
定
義
に
よ
り
、
人
々
が
第
一
回
の
使
用
を
な
し
て
も
な
お

残
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
引
続
い
て
使
用
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
使
用
の
継
続
は

明
ら
か
に
収
入
の
連
続
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
土
地
は
年
々
収
穫
を
発
生
せ
し
め
る
。
家
屋
は
春
夏
秋
冬
不
順
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な
気
候
を
防
い
で
く
れ
る
。
土
地
の
こ
の
豊
度
、
家
屋
の
こ
の
掩
護





は
、
こ
れ
ら
土
地
及
び
家
屋
の
年
々
の
収

入
を
形
成
す
る
。
労
働
者
は
日
々
工
場
に
労
働
し
、
弁
護
士
・
医
師
は
日
々
そ
の
診
療
に
従
事
す
る
。
こ
の
労

働
、
こ
の
診
療
は
、
こ
れ
ら
労
働
者
の
日
々
の
収
入
で
あ
る
。
同
様
に
、
機
械
・
道
具
・
家
具
・
衣
服
の
収
入

も
あ
る
。
多
く
の
学
者
は
、
資
本
と
収
入
と
を
か
く
区
別
し
て
考
え
得
な
か
っ
た
た
め
に
、
不
明
瞭
と
混
同
に

陥
っ
て
い
る
。

　
資
本
と
収
入
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
資
本
の
使
用
に
よ
っ
て
成
立
す
る
収
入
に
、
用﹅
役﹅
（servi

ces

）
の
名
を
与
え
よ
う
。
こ
の
用
役
の
う
ち
に
は
、
公
私
の
消
費
に
よ
っ
て
消
費
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

家
屋
が
な
し
て
く
れ
る
掩
護
、
弁
護
士
の
相
談
、
医
師
の
診
察
、
家
具
衣
服
の
使
用
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
消﹅
費﹅
的﹅
用﹅
役﹅
（servicesconsom

m
able

）
と
呼
ぶ
。
こ
の
ほ
か
に
農
業
・
工
業
・
商
業
に
よ
っ
て
、

収
入
ま
た
は
資
本
す
な
わ
ち
生
産
物
に
変
化
せ
ら
れ
る
用
役
が
あ
る
。
例
え
ば
土
地
の
沃
度
、
労
働
者
の
労
働
、

機
械
道
具
等
の
使
用
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
生﹅
産﹅
的﹅
用﹅
役﹅
（servicesproducteurs

）
と
呼
ば
れ
る
。

後
に
私
は
流
通
の
理
論
に
お
い
て
、
収
入
の
貯
蔵
は
独
特
の
使﹅
用﹅
的﹅
用﹅
役﹅
（service

d'usage

）
を
与
え
る
の

で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
、
消
費
的
ま
た
は
生
産
的
な
貯﹅
蔵﹅
の﹅
用﹅
役﹅
（service

d'approvisionnem
ent

）
を
与

え
得
る
こ
と
を
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
消
費
的
用
役
と
生
産
的
用
役
と
の
こ
の
区
別
は
、
多
く
の
学
者
が
不﹅
生﹅

産﹅
的﹅
消
費
と
生﹅
産﹅
的﹅
消
費
と
の
間
に
な
す
区
別
に
等
し
い
。
こ
こ
で
研
究
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
特
に
、
生
産

的
用
役
の
生
産
物
へ
の
変
形
で
あ
る
。

　
一
七
〇
　
資
本
と
収
入
と
の
右
の
定
義
に
拠
り
な
が
ら
、
私
共
は
、
社
会
的
富
の
全
体
を
四
つ
の
主
な
範
疇
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そ
の
中
の
三
つ
は
資
本
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
収
入
で
あ
る
　
　
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
の
範
疇

に
は
土
地
を
属
せ
し
め
る
。
公
私
の
庭
園
・
公
園
と
せ
ら
れ
た
土
地
、
人
畜
の
食
料
と
な
る
果
実
・
蔬
菜





・
穀

物
・
牧
草
等
を
成
長
せ
し
め
、
木
材
を
成
長
せ
し
め
る
す
べ
て
の
土
地
、
住
宅
・
公
共
の
建
築
物
・
鉱
山
の
建

設
物
・
工
場
・
店
舗
等
が
建
設
せ
ら
れ
る
土
地
、
道
路
・
街
路
・
運
河
・
鉄
路
と
し
て
用
い
ら
れ
る
土
地
な
ど

は
、
こ
の
範
疇
に
属
す
る
。
冬
季
中
休
止
状
態
に
あ
る
庭
園
も
、
公
園
も
、
夏
に
は
ま
た
緑
色
と
な
っ
て
、
再

び
花
が
開
く
。
今
年
生
産
物
を
出
す
土
地
は
、
ま
た
翌
年
生
産
物
を
出
す
。
今
年
家
屋
や
工
場
を
支
え
て
い
る

土
地
は
、
翌
年
も
ま
た
こ
れ
を
支
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
昨
年
歩
ん
だ
道
路
、
街
路
を
、
私
共
は
明
年
も
歩
む

で
あ
ろ
う
。
第
一
回
の
使
用
を
し
て
も
存
続
し
、
そ
の
使
用
の
連
続
は
収
入
を
構
成
す
る
。
散
策
眺
望
か
ら
受

け
る
愉
快
は
、
公
園
、
庭
園
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
で
あ
る
。
生
産
力
は
生
産
用
の
土
地
の
収
入
で
あ
る
。
建
築

物
に
与
え
ら
れ
た
位
置
は
建
築
用
地
の
収
入
で
あ
る
。
交
通
の
便
益
は
街
路
道
路
の
収
入
で
あ
る
。
故
に
第
一

範
疇
に
属
す
る
資
本
と
し
て
土﹅
地﹅
資﹅
本﹅
（capitaux

fonciers

）
ま
た
は
土﹅
地﹅
（terres

）
が
あ
る
。
そ
の
収
入

は
土﹅
地﹅
収﹅
入﹅
（revenusfonciers

）
ま
た
は
土﹅
地﹅
用﹅
役﹅
（servicesfonciers

）
と
呼
ば
れ
、
ま
た
地﹅
用﹅
（rentes

）

と
も
呼
ば
れ
る
。

　
一
七
一
　
第
二
の
範
疇
に
は
人
を
属
せ
し
め
る
。
旅
行
や
享
楽
の
ほ
か
何
も
の
も
し
な
い
人
、
他
の
人
々
の

た
め
に
用
役
を
な
す
人
、
馭
者






、
料
理
人
、
下
男
下
女
、
国
家
の
用
役
を
な
す
官
吏
、
例
え
ば
行
政
官
・
裁
判

官
・
軍
人
な
ど
、
農
業
・
工
業
・
商
業
に
従
事
す
る
労
働
者
、
弁
護
士
、
医
師
、
芸
術
家
、
自
由
職
業
に
従
事

す
る
者
な
ど
は
、
皆
こ
の
範
疇
に
属
し
、
資
本
で
あ
る
。
今
日
遊
楽
に
耽
る
閑
人
は
、
明
日
も
遊
楽
に
耽
る
で
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あ
ろ
う
。
一
日
の
業
を
お
え
た
鍛
冶
屋
は
、
な
お
幾
日
も
そ
の
仕
事
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
弁
護
を
お
え
た
弁

護
士
は
幾
度
か
弁
護
を
繰
り
返
す
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
し
て
人
々
は
、
最
初
の
用
役
を
な
し
た
後
も
な
お
持

続
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
が
な
す
一
連
の
用
役
は
彼
ら
の
収
入
を
構
成
す
る
。
閑
人
が
な
し
た
享
楽
、
職
人

が
な
し
た
仕
事
、
弁
護
士
が
な
し
た
弁
護
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
収
入
で
あ
る
。
故
に
第
二
種
類
の
資
本
と
し

て
、
人﹅
的﹅
資﹅
本﹅
（capitaux

personnels

）
ま
た
は
人﹅
（personnes

）
が
あ
る
。
こ
の
人
的
資
本
が
生
ず
る
収
入

は
、
人﹅
的﹅
収﹅
入﹅
（revenuspersonnels

）
ま
た
は
人﹅
的﹅
用﹅
役﹅
（servicespersonnels

）
と
呼
ば
れ
、
ま
た
労﹅
働﹅

（travaux

）
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
一
七
二
　
第
三
の
範
疇
に
は
、
土
地
ま
た
は
人
で
な
く
し
て
資
本
で
あ
る
他
の
す
べ
て
の
富
を
属
せ
し
め
る
。

都

鄙

到
る
所
の
住
宅
、
公
共
の
建
築
物
、
生
産
設
備
、
工
場
、
倉
庫
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
建
設
物
（
い
う
ま
で

も
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
土
地
を
含
ま
せ
な
い
）
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
樹
木
草
本
、
家
畜
、
家
具
、
衣
服
、
書

画
、
彫
刻
、
諸
車
、
宝
石
、
機
械
、
道
具
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
物
は
収
入
で
は
な
く
し
て
、
収
入
を

生
ず
る
資
本
で
あ
る
。
私
共
を
居
住
せ
し
む
る
家
屋
は
な
お
永
く
私
共
を
居
住
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
私
の
書

画
、
宝
石
は
常
に
私
の
手
中
に
あ
る
。
今
日
近
隣
の
都
市
か
ら
旅
客
貨
物
を
運
送
し
た
機
関
車
、
客
車
、
貨
車

は
、
明
日
も
ま
た
同
じ
線
路
上
に
旅
客
と
貨
物
と
を
運
送
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
家
屋
が
提
供
す
る
居
住
、

書
画
宝
石
か
ら
得
ら
れ
る
装
飾
、
列
車
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
運
送
は
、
こ
れ
ら
資
本
の
収
入
で
あ
る
。
故
に
第

三
種
の
資
本
と
し
て
動﹅
産﹅
資﹅
本﹅
（capitaux

m
obiliers

）
ま
た
は
狭﹅
義﹅
の﹅
資﹅
本﹅
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
資
本
が
与

え
る
収
入
は
動﹅
産﹅
収﹅
入﹅
（revenusm

obiliers

）
ま
た
は
動﹅
産﹅
用﹅
役﹅
（servicesm

obiliers

）
と
称
せ
ら
れ
、
ま
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た
利﹅
殖﹅
（profits

）
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
一
七
三
　
一
切
の
資
本
は
こ
れ
ら
三
つ
の
範
疇
に
よ
っ
て
尽
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
社
会
的
富
の
第
四
の
範
疇

に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
収
入
し
か
な
い
。
小
麦
、
麦
粉
、
パ
ン
、
肉
類
、
葡
萄
酒
、
ビ
ー
ル
、
野
菜
、
果

実
、
消
費
者
の
用
に
供
す
る
加
熱
用
・
灯
用
の
燃
料
等
の
消
費
目
的
物
、
再
び
肥
料
、
種
子
、
原
料
と
な
る
金

属
、
木
材
、
加
工
せ
ら
れ
る
繊
維
、
布
、
生
産
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
加
熱
用
・
灯
用
の
燃
料
、
そ
の
他
生
産
物

と
な
っ
て
現
わ
れ
る
た
め
に
原
料
と
し
て
は
消
失
す
べ
き
す
べ
て
の
物
す
な
わ
ち
原
料
品
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
一
七
四
　
か
く
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
土
地
、
人
、
狭
義
の
資
本
は
資
本
で
あ
る
。
土
地
の
用
役
す
な
わ
ち

地
用
、
人
の
用
役
す
な
わ
ち
労
働
、
狭
義
の
資
本
の
用
役
す
な
わ
ち
利
殖
は
収
入
で
あ
る
。
故
に
正
確
で
精
密

で
あ
る
た
め
に
は
、
生
産
要
素
と
し
て
、
三
種
の
資
本
と
三
種
の
用
役
、
す
な
わ
ち
土
地
資
本
、
人
的
資
本
、

動
産
資
本
と
、
土
地
用
役
、
人
的
用
役
、
動
産
用
役
、
更
に
換
言
す
れ
ば
土
地
と
地
用
、
人
と
労
働
、
資
本
と

利
殖
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
よ
う
に
修
正
す
れ
ば
、
通
常
の
用
語
は
、
事
物
の
性
質
に
基
礎
を
有
す
る

も
の
と
し
て
、
許
容
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
土
地
は
自﹅
然﹅
的﹅
資
本
で
あ
っ
て
、
人
為
的
資
本
で
も
な
く
、
ま
た
生
産
せ
ら
れ
た
資
本
で
も
な
い
。
ま
た
土

地
は
消
費
し
尽
さ
れ
な
い
資
本
で
あ
っ
て
、
使
用
に
よ
り
事
変
に
よ
り
消
滅
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
岩
石

の
上
に
土
を
運
び
、
ま
た
は
排
水
灌
漑
等
に
よ
り
人
為
的
に
生
産
せ
ら
れ
た
土
地
資
本
が
あ
る
。
ま
た
地
震
に

よ
り
河
水
の
氾
濫
に
よ
り
滅
失
す
る
土
地
資
本
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
少
数
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
少
数
の

例
外
を
除
け
ば
、
土
地
資
本
は
消
費
し
尽
す
こ
と
も
出
来
ね
ば
、
生
産
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
資
本
で
あ
る
と
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考
え
て
よ
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事
情
は
各
々
そ
の
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
二
つ

の
事
情
の
同
時
的
な
存
在
が
、
土
地
資
本
に
そ
の
特
有
な
性
質
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
に
よ
っ

て
、
土
地
の
量
は
厳
密
に
一
定
不
変
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
変
化
の
少
い
も
の
と
な
り
、
従
っ
て
土

地
の
こ
の
量
は
原
始
的
社
会
に
お
い
て
は
、
す
こ
ぶ
る
豊
富
で
あ
り
、
進
歩
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
人
及
び

狭
義
の
資
本
の
量
に
比
較
し
て
は
な
は
だ
限
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
事
実
に
お
い
て
見
る
よ
う
に
、

土
地
は
、
原
始
社
会
に
お
い
て
は
、
稀
少
性
も
価
値
も
ゼ
ロ
で
あ
り
、
進
歩
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
高
い
稀

少
性
と
価
値
と
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
一
七
五
　
人
も
ま
た
自
然
的
資
本
で
あ
る
。
し
か
し
消
費
さ
れ
得
る
資
本
す
な
わ
ち
使
用
に
よ
り
破
壊
せ
ら

れ
、
事
故
に
よ
り
消
滅
せ
ら
れ
得
る
資
本
で
あ
る
。
そ
し
て
人
は
消
滅
す
る
が
、
ま
た
生
殖
に
よ
っ
て
再
び
現

わ
れ
て
く
る
。
そ
の
量
も
ま
た
一
定
不
変
で
は
な
く
し
て
、
あ
る
条
件
の
下
に
際
限
な
く
増
加
し
得
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
つ
の
解
説
を
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
、
人
が
自
然
的
資
本
で
あ
り
、

生
殖
に
よ
っ
て
再
び
現
わ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
一
般
に
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
社
会
道
徳
上
の
原
理
す
な
わ
ち
人

は
物
と
し
て
売
買
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
家
畜
の
よ
う
に
、
農
場
に
お
い
て
増
殖
し
得
ら
れ
る

も
の
で
も
な
い
と
い
う
原
理
を
斟

酌







せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
人
々
は
、
こ
れ
を
価
格
の
決
定

理
論
の
中
に
入
れ
る
こ
と
は
無
益
で
あ
る
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
ま
ず
、
人
的
資
本
が
交
換
せ
ら

れ
る
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
人
的
用
役
す
な
わ
ち
労
働
は
、
日
々
市
場
に
お
い
て
需
要
し
供
給
せ
ら
れ
る
し
、

次
に
人
的
資
本
そ
れ
自
身
も
評
価
せ
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
の
上
、
純
粋
経
済
学
は
、
正
義
の
観
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点
も
利
害
の
観
点
も
全
く
捨
象
し
、
人
的
資
本
を
も
土
地
資
本
・
動
産
資
本
と
同
様
に
、
も
っ
ぱ
ら
交
換
価
値

の
観
点
か
ら
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
私
は
、
奴
隷
制
度
の
是
非
の
問
題
と
は
無
関
係
に
、
労
働
の
価
格

と
い
い
、
人
の
価
格
と
さ
え
い
う
で
あ
ろ
う
。

　
一
七
六
　
狭
義
の
資
本
は
人
為
的
資
本
す
な
わ
ち
生
産
せ
ら
れ
た
資
本
で
あ
っ
て
、
か
つ
消
滅
す
る
資
本
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
土
地
及
び
人
の
ほ
か
に
も
、
自
然
的
富
で
同
時
に
資
本
で
あ
る
も
の
も
、
多
少
は
あ
る
で

あ
ろ
う
。
あ
る
種
の
樹
木
、
あ
る
種
の
家
畜
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
だ
が
土
地
の
ほ
か
に
は
、
消
滅
し
な
い
資

本
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
だ
か
ら
狭
義
の
資
本
は
、
人
の
よ
う
に
、
破
壊
せ
ら
れ
、
消
滅
す
る
。
し
か
も
そ
れ
ら

は
、
人
の
よ
う
に
自
然
的
再
生
産
に
よ
っ
て
で
は
な
い
が
、
経
済
的
生
産
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
。
そ

の
量
は
人
の
量
と
同
じ
く
、
一
定
の
条
件
に
お
い
て
無
限
に
増
加
せ
ら
れ
る
。
こ
の
資
本
に
つ
い
て
も
、
私
は

一
つ
の
解
説
を
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
資
本
は
常
に
産
業
特
に
農
業
に
お
い
て
、
土
地
と
結
合

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
私
共
が
土
地
と
い
う
場
合
に
は
、
住
居
、
ま
た
は
生
産
用

の
建
造
物
、
囲
障
、
灌
漑
排
水
の
設
備
、
一
言
に
い
え
ば
、
狭
義
の
資
本
か
ら
切
り
離
し
て
い
う
の
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
肥
料
、
種
子
、
収
穫
前
の
作
物
等
、
土
地
に
伴
う
す
べ
て
の
収
入
か
ら
切
り

離
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
私
共
が
地
用
と
呼
ぶ
の
は
、
か
く
考
え
ら
れ
た
土
地
の
用
役

を
い
う
の
で
あ
り
、
利
殖
と
い
う
名
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、
土
地
が
結
合
し
た
狭
義
の
資
本
の
用
役
の
み
で
あ

る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
諸
性
質
は
、
土
地
、
人
、
狭
義
の
資
本
の
区
別
を
説
明
し
、
か
つ
こ
の
区
別
の
正
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当
な
こ
と
を
証
明
す
る
所
の
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
重
要
性
は
、
社
会
経
済
学
に
お
い
て
、
特
に

著
し
く
現
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
純
粋
経
済
学
に
お
い
て
は
、
次
編
に
説
明
す
る
資
本
化
及
び
経
済
的
発
展
に

関
し
、
現
れ
る
の
み
で
あ
る
。
生
産
編
に
お
い
て
予
想
す
る
の
は
、
土
地
資
本
、
人
的
資
本
、
動
産
資
本
が
資

本
で
あ
り
、
収
入
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

　
一
七
七
　
こ
れ
だ
け
を
前
提
と
し
て
、
交
換
に
お
け
る
と
同
時
に
、
生
産
に
お
い
て
も
、
自
由
競
争
の
制
度

の
経
済
社
会
に
お
い
て
、
何
故






に
か
つ
い
か
に
し
て
土
地
の
用
役
す
な
わ
ち
地
用
に
対
し
、
人
的
能
力
の
用
役

す
な
わ
ち
労
働
に
対
し
、
ま
た
狭
義
の
資
本
の
用
役
す
な
わ
ち
利
殖
に
対
し
、
数
学
的
量
で
あ
る
所
の
市
場
価

格
が
成
立
す
る
か
を
研
究
す
る
。
他
の
適
当
な
言
葉
で
い
え
ば
、
地
代
、
賃
銀
、
利
子
を
根
と
す
る
連
立
方
程

式
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
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第
十
八
章
　
生
産
の
要
素
と
生
産
の
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
七
八
　
（
１
）
（
２
）
（
３
）
　
消
費
的
用
役
に
対
す
る
土
地
資
本
、
人
的
資

　
　
　
　
　
　
　
　
本
及
び
動
産
資
本
。
（
４
）
（
５
）
（
６
）
　
生
産
的
用
役
に
対
す
る
土
地
資
本
、
人
的

　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
及
び
動
産
資
本
。
（
７
）
　
新
動
産
資
本
。
（
８
）
　
消
費
目
的
物
。
（
９
）
　
原

　
　
　
　
　
　
　
　
料
。
（10

）
　
新
収
入
。
（11

）
（12

）
（13

）
　
流
通
貨
幣
及
び
貯
蔵
貨
幣
。
一
七
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
費
目
的
物
。
原
料
及
び
貨
幣
に
つ
い
て
新
動
産
資
本
、
新
収
入
、
貯
蔵
の
捨
象
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
、
一
八
一
、
一
八
二
　
生
産
資
本
に
よ
る
収
入
及
び
動
産
資
本
の
生
産
。
一
八
三
　

　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
の
み
が
実
物
に
よ
る
貸
与
が
可
能
で
あ
る
。
資
本
の
貸
与
は
用
役
の
販
売
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四
　
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
、
企
業
者
。
一
八
五
　
用
役
市
場
、
地
代
、
賃
銀
、

　
　
　
　
　
　
　
　
利
子
。
一
八
六
　
生
産
物
市
場
。
一
八
七
　
こ
の
相
異
な
る
二
つ
の
市
場
は
互
い
に
連
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
。
一
八
八
　
生
産
の
均
衡
は
こ
の
二
市
場
に
お
け
る
交
換
の
均
衡
と
、
生
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
の
売
価
と
原
価
の
均
等
を
想
定
し
、
企
業
者
は
利
益
も
損
失
も
生
じ
な
い
。

　
一
七
八
　
生
産
物
の
価
格
の
数
学
的
決
定
の
問
題
を
研
究
し
た
と
き
、
交
換
に
お
け
る
自
由
競
争
の
機
構
を

正
確
に
定
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
じ
く
、
生
産
用
役
の
価
格
の
数
学
的
決
定
の
問
題
を
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研
究
す
る
に
当
っ
て
も
、
生
産
に
お
け
る
自
由
競
争
の
機
構
の
正
確
な
概
念
を
得
る
た
め
に
、
事
実
と
経
験
と

に
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
も
し
、
こ
の
分
析
の
た
め
に
、
与
え
ら
れ
た
国
に
お
い
て
、
経
済
的
生
産

の
機
能
が
一
時
停
止
し
た
と
想
像
す
れ
ば
、
既
に
列
挙
し
た
消
費
的
用
役
と
生
産
的
用
役
と
の
区
別
（
第
一
六

九
節
）
と
、
資
本
と
収
入
（
第
一
七
〇
　
　
一
七
三
節
）
と
を
結
合
し
て
、
こ
の
機
能
の
要
素
を
次
の
十
三
項

目
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
資
本
と
し
て
は
、

　
１
、
２
、
３
　
消
費
的
用
役
す
な
わ
ち
資
本
の
所
有
者
自
ら
に
よ
り
直
接
に
消
費
せ
ら
れ
る
収
入
、
ま
た
は

こ
れ
ら
収
入
の
所
得
者
に
よ
り
、
ま
た
は
個
々
の
人
々
に
よ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
公
共
団
体
・
国
家
に
よ
っ
て

直
接
に
消
費
せ
ら
れ
る
収
入
を
生
産
す
る
土﹅
地﹅
資﹅
本﹅
、
人﹅
的﹅
資﹅
本﹅
、
動﹅
産﹅
資﹅
本﹅
。
例
え
ば
土
地
資
本
は
、
公
園
、

庭
園
、
住
居
・
公
共
の
建
築
物
を
支
え
る
土
地
、
街
路
、
道
路
、
広
場
等
。
人
的
資
本
は
、
例
え
ば
閑
人
、
僕

婢
、
官
吏
な
ど
。
動
産
資
本
と
し
て
は
、
住
居
、
公
共
の
建
築
物
、
娯
楽
用
の
樹
木
草
本
、
動
物
、
家
具
衣
服
、

芸
術
品
等
。

　
４
、
５
、
６
　
生
産
的
用
役
す
な
わ
ち
農
業
工
業
商
業
に
よ
っ
て
生
産
物
に
変
化
せ
ら
れ
る
べ
き
収
入
を
生

産
す
る
土﹅
地﹅
資﹅
本﹅
、
人﹅
的﹅
資﹅
本﹅
、
動﹅
産﹅
資﹅
本﹅
。
土
地
資
本
と
し
て
、
例
え
ば
耕
作
地
、
及
び
生
産
用
の
建
設
物

や
工
場
や
細
工
場
や
倉
庫
等
を
支
え
る
地
面
な
ど
。
人
的
資
本
と
し
て
、
賃
銀
労
働
者
、
自
由
職
業
に
従
事
す

る
者
等
。
動
産
資
本
と
し
て
、
生
産
用
の
建
設
物
、
工
場
、
倉
庫
、
収
入
を
生
ず
る
樹
木
、
作
業
用
の
動
物
、

機
械
、
道
具
等
。
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７
　
一
時
の
間
収
入
を
生
ぜ
ず
、
生
産
物
と
し
て
生
産
者
に
よ
っ
て
売
ら
れ
る
新﹅
動﹅
産﹅
資﹅
本﹅
。
例
え
ば
、
新

に
建
設
せ
ら
れ
て
売
ら
れ
る
べ
き
家
屋
そ
の
他
の
建
築
物
、
店
舗
に
陳
列
せ
ら
れ
る
動
物
植
物
、
家
具
衣
服
、

芸
術
品
、
機
械
、
道
具
等
。

　
収
入
と
し
て
は
、

　
８
　
消
費
者
の
手
中
に
あ
る
消﹅
費﹅
目﹅
的﹅
物﹅
か
ら
成
る
収﹅
入﹅
の
貯
蔵
。
例
え
ば
、
パ
ン
、
肉
、
葡
萄
酒
、
野
菜
、

油
、
薪
炭
等
。

　
９
　
生
産
者
の
手
中
に
あ
る
原﹅
料﹅
品﹅
か
ら
成
る
収﹅
入﹅
の
貯
蔵
。
例
え
ば
、
肥
料
、
種
子
、
金
属
、
加
工
用
の

材
木
、
加
工
用
の
繊
維
、
布
、
工
業
用
の
燃
料
等
。

　10

　
生
産
物
と
な
っ
て
、
生
産
者
の
手
に
よ
っ
て
売
ら
れ
る
消﹅
費﹅
目﹅
的﹅
物﹅
及
び
原﹅
料﹅
か
ら
成
る
新﹅
収﹅
入﹅
。
例

え
ば
、
パ
ン
屋
・
肉
屋
に
あ
る
パ
ン
・
肉
、
店
舗
に
陳
列
せ
ら
れ
る
金
属
、
加
工
用
木
材
、
繊
維
、
布
等
。

　
最
後
に
貨
幣
と
し
て
、

　11

、12

、13

　
消
費
者
の
手
中
に
あ
る
流﹅
通﹅
貨﹅
幣﹅
、
生
産
者
の
手
中
に
あ
る
流﹅
通﹅
貨﹅
幣﹅
、
及
び
貯﹅
蔵﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅

る﹅
貨﹅
幣﹅
。

　
容
易
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
最
初
の
六
項
目
は
、
三
種
の
資
本
に
、
消
費
的
用
役
を
生
産
す
る
資
本
と
、
生

産
的
用
役
を
生
産
す
る
資
本
と
の
区
別
を
導
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
、
第
七
項
目
は
、
収
入
を
生
産

し
な
い
狭
義
の
資
本
を
独
立
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
こ
こ
に
資
本
と
収
入
の
ほ
か
に
貨
幣
を
独

立
せ
し
め
る
の
は
、
貨
幣
が
、
生
産
に
お
い
て
、
混
合
し
た
職
能
を
尽
す
か
ら
で
あ
る
。
社
会
的
観
点
か
ら
見
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る
と
、
貨
幣
は
一
回
以
上
支
払
い
に
役
立
つ
故
に
、
資
本
で
あ
る
。
個
人
の
観
点
か
ら
は
、
貨
幣
は
収
入
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
人
が
支
払
の
た
め
に
用
い
れ
ば
失
わ
れ
て
、
た
だ
一
回
し
か
役
立
た
な
い
か
ら
。

　
一
七
九
　
右
に
、
私
は
、
経
済
的
生
産
の
機
能
が
一
時
停
止
し
て
い
る
と
仮
定
し
た
。
今
こ
の
機
能
が
働
き

始
め
た
と
考
え
て
み
る
。

　
最
初
の
六
項
目
に
分
類
せ
ら
れ
た
も
の
の
中
で
、
土
地
は
破
壊
し
消
滅
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
人
は
、
農

業
・
工
業
・
商
業
の
生
産
と
は
独
立
に
　
　
た
だ
し
こ
の
経
済
的
生
産
と
何
ら
の
関
係
が
無
い
わ
け
で
は
な
い

が
（
こ
の
理
由
は
後
に
述
べ
る
で
あ
ろ
う
）
　
　
人
口
の
運
動
に
よ
っ
て
、
死
滅
し
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
使
用
に
よ
り
破
壊
せ
ら
れ
、
事
故
に
よ
り
消
滅
す
る
狭
義
の
資
本
は
、
消
耗
し
消
失
す
る
が
、
第
七
項
目
の

下
に
分
類
せ
ら
れ
た
新
資
本
に
よ
っ
て
補
充
せ
ら
れ
る
。
か
く
て
狭
義
の
資
本
の
量
は
、
こ
の
事
実
に
よ
っ
て

減
少
す
る
が
、
生
産
に
よ
っ
て
回
復
せ
ら
れ
る
。
問
題
を
簡
単
に
す
る
た
め
、
今
は
し
ば
ら
く
、
新
動
産
資
本

は
生
産
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
第
三
及
び
第
六
項
目
に
入
る
も
の
と
仮
定
し
て
、
第
七
項
目
を
捨
象
す
る
こ
と
が

出
来
よ
う
。

　
第
八
、
九
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
た
消
費
の
目
的
物
及
び
原
料
は
、
直
ち
に
消
費
せ
ら
れ
る
べ
き
収
入
で

あ
っ
て
消
費
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
第
十
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
る
収
入
に
よ
っ
て
代
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
か
く
て
こ
れ
ら
の
量
は
、
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
減
少
す
る
け
れ
ど
も
、
生
産
に
よ
っ
て
回
復
せ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
も
ま
た
、
新
収
入
は
、
生
産
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
第
八
、
九
項
目
の
下
に
入
る
も
の
と
仮
定
し
て
、

第
十
項
目
を
捨
象
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
更
に
消
費
目
的
物
及
び
原
料
は
、
生
産
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
直
ち
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に
消
費
せ
ら
れ
る
（
貯
蔵
を
し
な
い
と
す
れ
ば
）
も
の
と
仮
定
し
て
、
第
八
及
び
第
九
項
目
を
捨
象
す
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。

　
貨
幣
は
交
換
に
参
加
す
る
も
の
で
あ
る
。
流
通
貨
幣
の
一
部
が
、
貯
蓄
と
な
っ
て
吸
収
せ
ら
れ
る
と
き
、
こ

の
貯
蔵
貨
幣
の
一
部
は
、
信
用
に
よ
っ
て
、
流
通
界
に
出
て
く
る
。
も
し
貯
蓄
と
い
う
事
実
を
捨
象
す
れ
ば
、

貯
蓄
の
貨
幣
を
捨
象
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
ま
た
流
通
貨
幣
を
も
捨
象
し
得
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
後
に

述
べ
る
。

　
一
八
〇
　
要
す
る
に
消
費
的
用
役
は
、
第
一
、
二
、
三
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
る
土
地
資
本
、
人
的
資
本
、

動
産
資
本
に
よ
っ
て
再
生
産
せ
ら
れ
る
と
直
ち
に
消
費
せ
ら
れ
、
消
費
的
収
入
は
、
第
四
、
五
、
六
項
目
の
下

に
分
類
せ
ら
れ
る
土
地
資
本
、
人
的
資
本
、
動
産
資
本
に
よ
っ
て
再
生
産
せ
ら
れ
る
と
、
直
ち
に
消
費
せ
ら
れ

る
。
収
入
は
、
定
義
に
よ
り
、
そ
の
最
初
の
用
役
を
尽
せ
ば
も
は
や
存
在
し
な
い
。
人
々
が
収
入
に
対
し
て
こ

の
用
役
を
要
求
す
れ
ば
、
収
入
は
消
滅
す
る
。
専
門
語
で
い
え
ば
、
そ
れ
ら
は
消﹅
費﹅
（consom

m
er

）
せ
ら
れ

る
。
パ
ン
、
肉
は
食
わ
れ
、
葡
萄
酒
は
飲
ま
れ
、
油
、
薪
炭
は
燃
焼
せ
ら
れ
、
肥
料
、
種
子
は
土
地
に
投
下
せ

ら
れ
、
金
属
、
木
材
、
繊
維
、
布
は
加
工
せ
ら
れ
、
燃
料
は
使
用
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
収
入
は
、
資

本
の
作
用
の
結
果
と
し
て
再
生
産
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
全
く
消
滅
す
る
の
で
は
な
い
。
資
本
は
、
定
義
に

よ
り
、
人
々
が
第
一
回
の
使
用
を
し
て
も
な
お
存
在
を
続
け
る
も
の
で
あ
る
。
人
々
が
こ
れ
ら
の
継
続
的
使
用

を
す
れ
ば
、
そ
れ
に
役
立
つ
こ
と
を
続
け
る
。
専
門
語
で
い
え
ば
、
資
本
は
生﹅
産﹅
（produire

）
す
る
。
耕
作

地
は
耕
作
せ
ら
れ
、
あ
る
土
地
は
生
産
設
備
を
支
え
、
労
働
者
は
こ
の
設
備
の
中
に
労
働
し
、
機
械
道
具
等
を
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使
用
す
る
。
要
す
る
に
、
土
地
資
本
、
人
的
資
本
、
動
産
資
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
用
、
労
働
、
利
殖
を
提
供
し
、

農
業
・
工
業
・
商
業
は
こ
れ
ら
の
地
用
、
労
働
、
利
殖
を
結
合
せ
し
め
て
、
消
費
せ
ら
れ
た
収
入
に
代
替
す
べ

き
、
新
し
い
収
入
を
得
る
の
で
あ
る
。

　
一
八
一
　
だ
が
こ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
直
ち
に
消
費
せ
ら
れ
る
消
費
目
的
物
及
び
原
料
の
ほ
か
に
、
長

い
間
に
消
費
せ
ら
れ
る
狭
義
の
資
本
が
あ
る
。
家
屋
そ
の
他
の
建
築
物
は
毀
損
し
、
衣
服
、
芸
術
品
は
消
耗
す

る
。
こ
れ
ら
の
資
本
は
、
使
用
に
よ
り
、
あ
る
い
は
速
か
に
あ
る
い
は
徐
々
に
破
壊
せ
ら
れ
る
。
ま
た
事
故
に

よ
り
偶
然
に
消
滅
こ
と
も
あ
り
得
る
。
故
に
土
地
資
本
、
人
的
資
本
、
動
産
資
本
は
新
し
い
収
入
を
生
産
す
る

だ
け
で
は
足
り
な
い
。
消
耗
せ
ら
れ
る
動
産
資
本
及
び
事
故
に
よ
り
消
失
す
る
動
産
資
本
の
代
り
に
、
新
動
産

資
本
を
生
産
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
出
来
得
れ
ば
、
現
在
の
動
産
資
本
よ
り
多
い
新
動
産
資
本
を
生
産
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
そ
し
て
こ
の
観
点
か
ら
、
私
共
は
、
経
済
的
進
歩
の
特
色
を
今
既
に
指
摘
し
て
お
く
こ
と
が
出
来
る
。

実
際
、
あ
る
時
間
の
終
り
に
、
先
に
な
し
た
と
同
じ
く
、
再
び
経
済
的
生
産
の
働
き
を
停
止
し
た
と
考
え
、
か

つ
こ
の
と
き
、
動
産
資
本
が
以
前
よ
り
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
経
済
的
発
展
の
象
徴
で
あ
る
。
か
く
て
経

済
的
発
展
の
特
色
の
一
つ
は
、
動
産
資
本
の
量
の
増
加
に
あ
る
。
次
編
で
は
も
っ
ぱ
ら
新
資
本
の
生
産
の
研
究

を
な
す
で
あ
ろ
う
か
ら
、
私
は
こ
れ
を
後
の
研
究
に
譲
り
、
今
は
新
収
入
す
な
わ
ち
消
費
の
目
的
物
及
び
原
料

の
生
産
の
問
題
の
研
究
を
な
す
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
二
　
生
産
資
本
に
よ
っ
て
の
消
費
的
収
入
及
び
動
産
資
本
の
生
産
は
、
互
に
結
合
し
て
生
産
の
働
き
を

な
す
資
本
の
作
用
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
土
地
資
本
が
主
に
働
く
農
業
に
お
い
て
も
、
生
産
物
は
単
に
地
用
を
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反
映
す
る
の
み
な
ら
ず
、
労
働
及
び
利
殖
を
も
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
反
対
に
、
資
本
の
働
き
が
支
配
的
な
工

業
に
お
い
て
も
、
労
働
及
び
利
殖
と
共
に
、
地
用
が
生
産
物
の
構
成
の
中
に
入
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
は
い
か
な
る
例
外
も
な
く
、
生
産
の
た
め
に
は
、
労
働
者
を
支
え
る
べ
き
土
地
と
、
人
的
能
力
と
、
資
本
で

あ
る
道
具
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
土
地
と
人
と
資
本
と
の
結
合
協
力
は
経
済
的
生
産
の
本
質
で
あ
る
。
先

に
生
産
要
素
の
分
類
に
役
立
っ
た
資
本
と
収
入
と
の
区
別
が
（
第
一
七
八
節
）
、
ま
た
生
産
の
機
構
を
示
す
に

役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
三
　
収
入
は
、
第
一
回
の
用
役
を
尽
し
た
後
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

売
買
せ
ら
れ
る
か
ま
た
は
贈
与
せ
ら
れ
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
。
そ
れ
ら
は
賃
貸
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。

少
く
と
も
自
然
の
形
に
お
い
て
は
、
い
か
に
し
て
パ
ン
や
肉
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
る
に
資
本

は
一
回
の
使
用
を
な
し
て
も
な
お
残
存
す
る
と
い
う
性
質
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
償
ま
た
は
無
償
で
、
賃

貸
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
人
々
は
例
え
ば
家
屋
什
器
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
こ
の
行
為
の
存
在

の
意
義
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
賃
借
人
に
用
役
の
享
受
を
得
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
資﹅
本﹅
の﹅
賃﹅
貸﹅
と﹅

は﹅
資﹅
本﹅
の﹅
用﹅
役﹅
を﹅
譲﹅
渡﹅
す﹅
る﹅
こ﹅
と﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。
こ
の
定
義
は
全
く
資
本
と
収
入
と
の
区
別
に
基
く
基
本
的
な
定
義

で
あ
っ
て
、
こ
れ
な
く
し
て
は
生
産
理
論
と
信
用
理
論
と
は
成
立
し
な
い
。
資
本
の
有
償
的
賃
貸
は
用
役
の
売

買
で
あ
り
、
そ
の
無
償
的
賃
貸
は
用
役
の
贈
与
で
あ
る
。
こ
の
有
償
的
賃
貸
に
よ
っ
て
第
四
、
五
、
六
項
目
の

下
に
分
類
せ
ら
れ
た
土
地
資
本
・
人
的
資
本
・
動
産
資
本
は
生
産
の
た
め
に
結
合
せ
ら
れ
る
。

　
一
八
四
　
土
地
の
所
有
者
を
地﹅
主﹅
（
〔proprie'taire foncier

〕
）
と
呼
び
、
人
的
能
力
の
所
有
者
を
労﹅
働﹅
者﹅
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（travailleur

）
と
呼
び
、
狭
義
の
資
本
の
所
有
者
を
資﹅
本﹅
家﹅
（capitaliste

）
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
今
、
右
の
所

有
者
と
は
全
く
異
り
、
地
主
か
ら
土
地
を
、
労
働
者
か
ら
人
的
能
力
を
、
資
本
家
か
ら
資
本
を
借
入
れ
、
こ
れ

ら
三
つ
の
生
産
的
用
役
を
農
業
・
工
業
ま
た
は
商
業
に
よ
っ
て
結
合
す
る
こ
と
を
職
分
と
す
る
第
四
の
人
を
企﹅

業﹅
者﹅
（entrepreneur

）
と
呼
ぶ
。
も
ち
ろ
ん
実
際
に
お
い
て
は
、
同
じ
人
が
右
に
定
義
し
た
二
つ
ま
た
は
三

つ
の
職
能
を
兼
ね
る
こ
と
が
出
来
る
。
否
四
つ
全
部
さ
え
も
兼
ね
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
こ
の
結
合
が
異

る
に
従
っ
て
、
種
々
の
企
業
の
形
態
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
ら
の
場
合
に
も
、
彼
は
異
る
二
つ
、
三

つ
ま
た
は
四
つ
の
職
能
を
果
す
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
科
学
的
観
点
か
ら
は
、
我
々
は
、
こ
れ
ら

の
職
能
を
区
別
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
企
業
者
と
資
本
家
と
を
同
一
視
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
の
誤
や
、
企

業
者
を
企
業
の
指
揮
の
労
働
を
な
す
者
と
考
え
た
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
ら
の
誤
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
八
五
　
企
業
者
の
職
分
が
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
結
果
と
し
て
、
二
つ
の
異
る
市
場
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
一
は
用﹅
役﹅
の﹅
市﹅
場﹅
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
地
主
、
労
働
者
、
及
び
資
本
家
が
売
手
と
し
て
、
企
業

者
が
生
産
的
用
役
す
な
わ
ち
地
用
・
労
働
・
利
殖
の
買
手
と
し
て
相
会
す
る
。
し
か
し
ま
た
、
用
役
の
市
場
に

は
、
生
産
的
用
役
と
し
て
地
用
・
労
働
・
利
殖
を
買
入
れ
る
企
業
者
の
ほ
か
に
、
消
費
的
用
役
と
し
て
地
用
・

労
働
及
び
利
殖
を
買
入
れ
る
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
、
私
は
、
時
と
処
に
応
じ

て
導
き
入
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
し
ば
ら
く
企
業
者
の
み
が
生
産
的
用
役
を
購
う
場
合
を
研
究
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
生
産
的
用
役
は
、
価
値
尺
度
財
を
仲
介
と
す
る
自
由
競
争
の
機
構
に
よ
っ
て
交
換
せ
ら
れ

る
（
第
四
二
節
）
。
人
々
は
各
用
役
に
対
し
、
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
た
価
格
を
叫
ぶ
。
も
し
こ
の
叫
ば
れ
た
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価
格
に
お
い
て
、
有
効
需
要
が
有
効
供
給
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
企
業
者
は
せ
り
上
げ
、
価
格
は
騰
貴
す
る
。
も

し
有
効
供
給
が
有
効
需
要
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
地
主
、
労
働
者
、
資
本
家
は
せ
り
下
げ
、
価
格
は
下
落
す
る
。

各
用
役
の
市
場
価
格
は
、
有
効
需
要
と
有
効
供
給
と
を
相
等
し
か
ら
し
め
る
価
格
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
掛
引
に
よ
っ
て
定
ま
る
地
用
の
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
た
市
場
価
格
は
地﹅
代﹅
（ferm

age

）
と

呼
ば
れ
る
。

　
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
た
労
働
の
市
場
価
格
は
賃﹅
銀﹅
（salaire

）
と
呼
ば
れ
る
。

　
価
値
尺
度
財
で
表
わ
し
た
利
殖
の
市
場
価
格
は
利﹅
子﹅
（
〔inte're^t

〕
）
と
呼
ば
れ
る
。

　
生
産
的
用
役
と
そ
れ
ら
の
市
場
と
、
こ
の
市
場
に
お
け
る
有
効
需
要
と
有
効
供
給
と
、
そ
し
て
こ
の
需
要
と

供
給
と
の
結
果
と
し
て
い
か
に
し
て
市
場
価
格
が
現
わ
れ
る
か
の
機
構
と
は
、
資
本
と
収
入
と
企
業
者
の
定
義

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者
が
地
代
、
賃
銀
、
利
子
す
な
わ

ち
生
産
的
用
役
の
価
格
を
決
定
し
よ
う
と
努
力
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
用
役
の
市
場
を
考
え
な
か
っ
た
た
め
に
、

不
成
功
に
終
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
六
　
市
場
の
他
の
一
つ
は
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
市﹅
場﹅
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
企
業
者
が
生
産
物
の
売
手
と
し
て
、

地
主
・
労
働
者
・
資
本
家
は
生
産
物
の
買
手
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
生
産
物
も
ま
た
価
値
尺
度
財
を
仲

介
と
し
て
、
自
由
競
争
の
機
構
に
従
っ
て
交
換
せ
ら
れ
る
。
人
々
は
こ
れ
ら
の
生
産
物
の
各
々
に
対
し
、
価
値

尺
度
財
で
表
わ
さ
れ
た
価
格
を
叫
ぶ
。
こ
の
叫
ば
れ
た
価
格
に
お
い
て
、
有
効
需
要
が
有
効
供
給
よ
り
大
で
あ

る
な
ら
ば
、
地
主
・
労
働
者
・
資
本
家
は
せ
り
上
げ
、
価
格
は
騰
貴
す
る
。
も
し
有
効
供
給
が
有
効
需
要
よ
り
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大
で
あ
る
な
ら
ば
、
企
業
者
は
せ
り
下
げ
て
、
価
格
は
下
落
す
る
。
各
生
産
物
の
市
場
価
格
は
、
有
効
需
要
と

有
効
供
給
と
が
相
等
し
く
な
る
よ
う
な
価
格
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
他
の
一
方
に
、
生
産
物
の
市
場
と
、
需
要
と
、
供
給
と
市
場
価
格
と
が
い
か
に
し
て
成
立
す
る
か

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
一
八
七
　
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
容
易
に
認
め
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
事
実
と
観
察
と
経
験
と
に
、
正

確
に
一
致
す
る
。
実
に
貨
幣
の
仲
介
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
用
役
の
売
買
市
場
と
生
産
物
の
売
買
市
場
と
は
、
経

済
学
上
に
お
い
て
と
同
じ
く
、
事
実
に
お
い
て
も
ま
た
、
全
く
異
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
市
場
の
各
々
に

お
い
て
、
売
買
は
せ
り
上
げ
と
せ
り
下
げ
の
機
構
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
靴
を
買
お
う
と
し
て
靴
屋
に
入
れ
ば
、

生
産
物
を
与
え
て
貨
幣
を
受
領
す
る
者
は
、
企
業
者
で
あ
る
。
こ
の
活
動
は
生
産
物
の
市
場
に
お
い
て
行
わ
れ

る
。
生
産
物
の
需
要
が
供
給
よ
り
多
け
れ
ば
、
他
の
消
費
者
は
価
格
を
せ
り
上
げ
る
。
供
給
が
需
要
よ
り
多
け

れ
ば
、
他
の
生
産
者
が
せ
り
下
げ
る
。
ま
た
一
人
の
労
働
者
は
、
一
足
の
靴
の
手
間
賃
の
価
格
を
定
め
る
。
企

業
者
は
生
産
的
用
役
を
受
け
、
貨
幣
を
与
え
る
。
こ
の
活
動
は
用
役
の
市
場
に
お
い
て
な
さ
れ
る
。
も
し
労
働

の
需
要
が
供
給
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
他
の
企
業
者
は
靴
屋
の
賃
銀
を
せ
り
上
げ
る
。
こ
の
供
給
が
需
要
よ
り
大

で
あ
れ
ば
、
他
の
労
働
者
は
せ
り
下
げ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
市
場
は
、
全
く
異
っ
て
い
る
と
し
て

も
、
互
に
相
連
絡
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
消
費
者
で
あ
る
地
主
・
労
働
者
・
資
本
家
が
、
生

産
物
の
市
場
に
お
い
て
生
産
物
を
買
い
入
れ
る
の
は
、
用
役
の
市
場
に
お
い
て
彼
ら
の
生
産
的
用
役
を
売
っ
て

得
た
貨
幣
を
も
っ
て
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
企
業
者
が
用
役
の
市
場
に
お
い
て
生
産
的
用
役
を
買
い
入
れ
る
の
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は
、
生
産
物
を
売
っ
て
得
た
貨
幣
を
も
っ
て
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
八
八
　
交
換
の
均
衡
状
態
を
陰
伏
的
に
含
む
所
の
生
産
の
均
衡
状
態
は
、
今
は
、
容
易
に
定
義
し
得
ら
れ

る
。
そ
れ
は
ま
ず
生
産
用
役
の
有
効
需
要
と
供
給
と
が
等
し
い
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
用
役
の
市
場
に
お
い

て
静
止
的
な
市
場
価
格
が
存
在
す
る
状
態
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
生
産
物
の
有
効
需
要
と
供
給
と
が
相
等
し
い

状
態
で
あ
り
、
生
産
物
の
市
場
に
お
い
て
静
止
的
市
場
価
格
が
存
在
す
る
状
態
で
あ
る
。
更
に
ま
た
そ
れ
は
生

産
物
の
売
価
が
生
産
的
用
役
よ
り
成
る
生
産
費
に
等
し
い
状
態
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
状
態
の
う
ち
、
最

初
の
二
つ
は
交
換
の
均
衡
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
は
生
産
の
均
衡
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
生
産
の
均
衡
の
こ
の
状
態
は
、
交
換
の
均
衡
の
状
態
の
よ
う
に
、
理
念
的
状
態
で
あ
っ
て
、
現
実
の
状
態
で

は
な
い
。
生
産
物
の
売
価
が
生
産
用
役
か
ら
成
る
生
産
費
に
絶
対
的
に
等
し
い
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
生
産
用
役
ま
た
は
生
産
物
の
有
効
需
要
供
給
が
絶
対
的
に
等
し
い
事
が
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
均
衡
は
、
交
換
に
対
し
て
と
同
じ
よ
う
に
、
生
産
に
対
し
て
適
用
せ
ら
れ
た
自
由
競
争
の
制
度
の
下
に
お
い

て
、
自
ら
落
付
く
で
あ
ろ
う
所
の
状
態
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
正
常
の
状
態
で
あ
る
。
自
由
競
争
の

制
度
の
下
に
お
い
て
、
も
し
あ
る
企
業
の
う
ち
に
生
産
物
の
売
価
が
生
産
用
役
か
ら
成
る
生
産
費
よ
り
大
で
あ

れ
ば
、
利
益
が
生
じ
、
企
業
者
の
出
現
を
促
し
、
ま
た
は
企
業
者
は
そ
の
生
産
を
拡
張
し
、
そ
の
結
果
生
産
物

の
量
は
増
加
し
、
価
格
は
下
り
、
差
益
は
減
少
す
る
。
そ
し
て
も
し
あ
る
企
業
に
お
い
て
、
生
産
用
役
か
ら
成

る
生
産
物
の
生
産
費
が
生
産
物
の
価
格
よ
り
小
で
あ
れ
ば
、
損
失
が
生
じ
、
企
業
者
は
減
じ
、
ま
た
は
企
業
者

は
そ
の
生
産
を
減
少
し
、
そ
の
結
果
生
産
物
の
量
は
減
少
し
、
価
格
は
騰



り
、
差
損
は
減
少
す
る
。
し
か
し
企
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業
者
が
多
数
で
あ
る
こ
と
が
生
産
の
均
衡
を
齎
ら
す
と
し
て
も
、
理
論
的
に
は
こ
れ
の
み
が
こ
の
目
的
を
達
す

る
唯
一
の
方
法
で
は
な
く
し
て
、
生
産
用
役
を
せ
り
上
げ
つ
つ
需
要
し
、
生
産
物
を
せ
り
下
げ
つ
つ
供
給
し
、

損
失
が
あ
れ
ば
常
に
生
産
を
制
限
し
、
利
益
が
あ
れ
ば
常
に
生
産
を
拡
張
す
る
所
の
た
だ
一
人
の
企
業
者
も
同

じ
結
果
を
与
え
る
こ
と
を
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
企
業
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
生
産
用
役
の
需
要
と
生

産
物
の
供
給
と
を
決
定
す
る
理
由
が
、
損
失
を
避
け
、
利
益
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
欲
望
に
あ
る
こ
と
を
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
地
主
・
労
働
者
・
資
本
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
生
産
用
役
の
供

給
と
生
産
物
の
需
要
と
を
決
定
す
る
理
由
が
欲
望
の
最
大
満
足
を
得
よ
う
と
す
る
欲
望
に
あ
る
の
と
同
様
で
あ

る
。
ま
た
更
に
交
換
と
生
産
と
の
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
（
第
一
七
九
節
）
、
貨
幣

（
価
値
尺
度
財
を
捨
象
出
来
ぬ
と
し
て
も
、
少
く
と
も
貨
幣
）
を
抽
象
す
る
こ
と
が
出
来
、
地
主
・
労
働
者
・

資
本
家
及
び
企
業
者
は
、
地
用
・
労
働
・
利
殖
の
名
を
も
つ
生
産
用
役
の
あ
る
量
と
交
換
に
、
地
代
・
賃
銀
・

利
子
と
い
う
名
称
の
下
に
、
生
産
物
の
あ
る
量
受
け
ま
た
は
与
え
る
者
で
あ
る
と
、
考
え
得
る
こ
と
を
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
状
態
に
お
い
て
は
、
企
業
者
の
介
在
を
も
捨
象
し
、
単
に
生
産
用
役
が
生
産
物
と
交
換
せ

ら
れ
、
生
産
物
が
生
産
用
役
と
交
換
せ
ら
れ
る
と
考
え
得
る
の
み
で
な
く
、
ま
た
結
局
に
お
い
て
は
、
生
産
用

役
と
生
産
用
役
と
が
交
換
せ
ら
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
つ
て
バ
ス
チ
ア
も
ま
た
分
析
を
お
し
つ
め

れ
ば
、
人
は
用
役
と
用
役
と
を
交
換
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
が
、
し
か
し
彼
は
こ
れ
を
人
的
用
役
に
つ
い

て
い
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
私
は
、
土
地
の
用
役
・
人
的
用
役
・
動
産
用
役
に
つ
い
て
も
、
か
く
い
う
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
生
産
の
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
、
企
業
者
は
利
益
も
得
な
け
れ
ば
損
失
も
受
け
な
い
。
こ
の
場
合
に
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は
、
企
業
者
は
企
業
者
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
自
己
の
ま
た
は
他
人
の
企
業
の
う
ち
に
、
地
主

・
労
働
者
ま
た
は
資
本
家
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
私
は
思
う
に
、
合
理
的
な
会
計
を
な
そ
う
と
す

れ
ば
、
自
ら
耕
作
す
る
土
地
の
地
主
で
あ
る
企
業
者
、
自
ら
の
企
業
の
経
営
に
任
ず
る
企
業
者
、
事
業
に
投
下

し
た
動
産
資
本
を
所
有
す
る
企
業
者
は
、
一
般
的
経
費
と
し
て
、
地
代
・
賃
銀
・
利
子
を
借
方
に
記
入
し
、
ま

た
こ
れ
ら
を
企
業
者
勘
定
の
貸
方
に
記
入
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
方
法
を
と
れ
ば
、
正
確
に
は
、
企
業
者
と
し

て
利
益
も
損
失
も
得
ら
れ
な
い
。
実
際
、
も
し
企
業
者
が
、
自
分
の
企
業
に
お
い
て
、
自
分
の
生
産
用
役
か
ら
、

他
の
企
業
に
お
い
て
得
ら
れ
る
よ
り
高
い
価
格
を
得
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
企
業
者
は
そ
の
差
だ
け
の
利
益

ま
た
は
損
失
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
の
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
か
。
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第
十
九
章
　
企
業
者
に
つ
い
て
。
企
業
の
会
計
と
損
益
計
算

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
一
八
九
、
一
九
〇
　
消
費
者
と
生
産
者
の
間
に
お
け
る
社
会
的
富
の
分
配
。
狭
義

　
　
　
　
　
　
　
　
の
資
本
は
実
物
で
な
く
、
貨
幣
で
貸
付
け
ら
れ
る
。
信
用
。
固
定
資
本
、
流
動
資
本
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
、
一
九
二
　
現
金
勘
定
、
借
方
、
貸
方
、
残
高
。
一
九
三
、
一
九
四
　
金
庫
内
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
金
の
源
泉
と
行
方
。
資
本
主
ま
た
は
マ
ル
タ
ン
勘
定
。
固
定
資
本
ま
た
は
固
定
設
備
費
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
定
。
流
動
資
本
勘
定
（
商
品
及
び
営
業
費
）
。
複
式
簿
記
の
原
理
。
借
方
、
貸
方
、
元
帳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
日
記
帳
。
一
九
五
　
出
資
者
勘
定
貸
方
。
固
定
設
備
費
勘
定
借
方
。
商
品
勘
定
借
方
。
営

　
　
　
　
　
　
　
　
業
費
勘
定
借
方
。
商
品
勘
定
貸
方
。
一
九
六
　
営
業
費
勘
定
の
残
高
を
商
品
勘
定
借
方
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
商
品
勘
定
残
高
を
損
益
勘
定
の
貸
方
ま
た
は
借
方
へ
。
一
九
七
　
貸
借
対
照
表
。
一
九
八
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
　
複
雑
化
。
（
１
）
　
記
帳
の
詳
細
。
（
２
）
　
得
意
先
勘
定
借
方
。
（
３
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
受
取
手
形
。
（
４
）
　
銀
行
勘
定
。
（
５
）
　
仕
入
先
勘
定
貸
方
。
（
６
）
　
支
払
手
形
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
　
棚
卸
商
品
。

　
一
八
九
　
以
上
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
企
業
者
は
、
原
料
を
他
の
企
業
者
か
ら
購
い
、
地
代
を
支
払
っ
て
土

地
所
有
主
か
ら
土
地
を
賃
借
し
、
労
銀
を
支
払
っ
て
労
働
者
の
人
的
能
力
を
賃
借
し
、
利
子
を
支
払
っ
て
資
本
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家
の
資
本
を
賃
借
し
、
最
後
に
生
産
用
役
を
原
料
に
適
用
し
、
得
ら
れ
る
生
産
物
を
自
分
の
計
算
で
販
売
す
る

所
の
人
（
個
人
ま
た
は
会
社
）
で
あ
る
。
農
業
の
企
業
者
は
種
子
・
肥
料
・
痩
せ
た
家
畜
を
購
い
、
土
地
・
経

営
上
の
設
備
・
耕
作
の
機
具
を
借
り
入
れ
、
耕
作
労
働
者
・
刈
入
人
夫
・
召
使
を
雇
い
、
農
産
品
・
肥



っ
た
家

畜
を
売
る
。
工
業
企
業
家
は
繊
維
・
地
金
を
買
入
れ
、
工
場
・
仕
事
場
・
機
械
・
道
具
を
借
り
入
れ
、
製
紙
工

・
鉄
工
・
機
械
工
を
募
集
し
、
製
品
で
あ
る
綿
布
・
鉄
製
品
を
売
る
。
商
業
企
業
者
は
商
品
を
大
口
に
買
入
れ
、

倉
庫
・
店
舗
を
賃
借
し
、
店
員
・
外
交
員
を
雇
傭
し
、
商
品
を
小
口
に
売
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
企
業
者
が
そ

の
生
産
物
ま
た
は
商
品
を
、
原
料
・
地
代
・
賃
銀
・
利
子
等
に
要
し
た
費
用
よ
り
高
く
売
る
と
き
に
は
、
彼
ら

は
利
益
を
受
け
、
反
対
の
場
合
に
は
、
損
失
を
蒙
る
。
こ
れ
ら
が
企
業
者
の
職
分
を
特
色
付
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

現
象
で
あ
る
。

　
一
九
〇
　
先
に
述
べ
た
生
産
要
素
の
表
（
第
一
七
八
節
）
と
併
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
定
義
は
、
先
の

表
を
説
明
し
、
そ
の
表
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
と
思
う
。

　
第
一
・
二
・
三
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
た
資
本
す
な
わ
ち
消
費
用
役
を
生
産
す
る
資
本
は
消
費
者
で
あ
る

土
地
所
有
者
・
労
働
者
・
資
本
家
の
手
中
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
・
五
・
六
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
た

資
本
す
な
わ
ち
生
産
用
役
を
生
産
す
る
資
本
は
、
企
業
者
の
手
中
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ
る
用
役

が
消
費
用
役
で
あ
る
か
ま
た
は
生
産
用
役
で
あ
る
か
は
、
常
に
容
易
に
認
定
し
得
ら
れ
る
。
例
え
ば
公
園
の
地

用
・
官
吏
の
労
働
・
公
共
建
築
物
の
利
殖
は
、
生
産
的
用
役
で
は
な
く
、
消
費
用
役
で
あ
る
。
け
だ
し
、
国
家

は
そ
の
生
産
物
を
少
く
と
も
生
産
費
に
等
し
い
売
価
で
売
ろ
う
と
す
る
企
業
者
で
は
な
く
し
て
、
租
税
に
よ
っ
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て
、
土
地
所
有
者
・
労
働
者
・
資
本
家
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
る
消
費
者
で
あ
り
、
用
役
と
生
産
物
と
を
、

こ
れ
ら
の
人
々
と
同
じ
地
位
に
立
っ
て
買
入
れ
る
消
費
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
同
様
に
、
収
入
の
う
ち
第
八
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
た
も
の
は
消
費
者
の
手
中
に
あ
り
、
第
九
項
目
の
下

に
分
類
せ
ら
れ
た
も
の
は
企
業
者
の
手
中
に
あ
る
。
だ
が
こ
こ
に
重
要
な
解
説
を
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
土
地
資
本
と
人
的
資
本
と
は
、
現
物
の
ま
ま
賃
借
せ
ら
れ
る
。
地
主
は
そ
の
土
地
を
、
労
働
者
は
そ
の
労
働

を
、
あ
る
い
は
一
箇
年
、
あ
る
い
は
一
箇
月
、
あ
る
い
は
一
日
の
間
、
企
業
者
に
賃
借
し
、
期
限
の
満
了
と
共

に
、
こ
れ
ら
を
取
戻
す
。
動
産
資
本
は
、
建
物
と
あ
る
少
数
の
家
具
・
道
具
を
除
き
、
現
物
の
ま
ま
賃
貸
せ
ら

れ
な
い
で
、
貨
幣
の
形
で
賃
貸
せ
ら
れ
る
。
資
本
家
は
継
続
的
な
貯
蓄
に
よ
っ
て
そ
の
資
本
を
形
成
し
、
そ
の

貨
幣
を
あ
る
期
間
に
亙
り
、
企
業
者
に
貸
付
け
る
。
企
業
者
は
こ
の
貨
幣
を
狭
義
の
資
本
に
変
形
し
、
期
間
の

満
了
と
共
に
、
貨
幣
を
資
本
家
に
返
還
す
る
。
こ
の
操
作
は
信﹅
用﹅
（
〔cre'dit

〕
）
を
構
成
す
る
。
そ
こ
で
第

九
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
た
原
料
か
ら
成
る
収
入
及
び
第
六
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
た
動
産
資
本
は
、
企

業
者
が
借
入
れ
る
資
本
の
一
部
を
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
人
々
は
動
産
資
本
に
固﹅
定﹅
資﹅
本﹅
（capitalfixe

ま
た

は
〔fondsde

prem
iere'tablissem

ent

〕
）
の
名
を
与
え
る
。
こ
れ
は
、
生
産
に
お
い
て
一
回
以
上
役
立
つ
す

べ
て
の
物
の
総
体
で
あ
る
。
ま
た
人
は
、
第
七
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
た
新
動
産
資
本
及
び
第
十
項
目
の
下

に
分
類
せ
ら
れ
た
新
収
入
を
も
併
せ
て
、
原
料
に
流﹅
動﹅
資﹅
本﹅
（capitalcirculant

ま
た
はfondsde

roulem
ent

）

の
名
を
与
え
る
。
こ
れ
は
、
生
産
に
お
い
て
一
回
し
か
役
立
た
な
い
す
べ
て
の
物
の
総
体
で
あ
る
。

　
第
十
一
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
る
流
通
貨
幣
は
消
費
者
の
手
中
に
あ
る
。
第
十
二
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
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れ
る
流
通
貨
幣
は
企
業
者
の
流
動
資
本
の
一
部
を
成
す
。
第
十
三
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
る
貯
蓄
貨
幣
は
、

消
費
者
の
手
中
に
あ
っ
て
、
収
入
の
消
費
に
対
す
る
過
剰
を
正
確
に
表
わ
す
。

　
一
九
一
　
企
業
者
が
利
益
を
得
て
い
る
状
態
に
あ
る
か
ま
た
は
損
失
を
受
け
た
状
態
に
あ
る
か
は
、
常
に
、

こ
の
人
の
帳
簿
及
び
倉
庫
中
に
あ
る
原
料
及
び
生
産
物
の
状
態
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
故
に
今
は
企
業
の
会

計
と
損
益
計
算
の
方
法
を
説
明
す
べ
き
と
き
で
あ
る
。
こ
の
損
益
計
算
の
方
法
は
通
常
の
実
践
か
ら
導
き
出
さ

れ
、
上
に
述
べ
た
概
念
と
全
く
一
致
し
、
私
の
生
産
理
論
が
事
物
の
性
質
を
よ
く
基
礎
に
置
い
て
い
る
こ
と
を

証
明
し
て
い
る
。
私
は
ま
ず
簡
単
に
複
式
簿
記
の
原
理
を
説
明
す
る
。

　
一
九
二
　
企
業
者
と
し
て
、
私
は
ま
ず
金
庫
を
所
持
し
、
貨
幣
を
受
け
入
れ
た
と
き
は
こ
の
中
に
収
容
し
、

支
払
の
た
め
に
必
要
な
と
き
は
、
こ
れ
か
ら
引
出
す
。
か
よ
う
に
し
て
、
こ
の
金
庫
の
そ
と
か
ら
中
に
、
中
か

ら
外
に
と
、
貨
幣
の
二
重
の
流
れ
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
到
着
す
る
貨
幣
の
流
れ
と
、
出
て
い
く
貨
幣
の
流
れ

と
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
与
え
ら
れ
た
と
き
に
お
い
て
私
の
金
庫
に
あ
る
貨
幣
の
量
は
、
入
っ
て
き
た
貨
幣
量
と
、

出
て
い
っ
た
貨
幣
量
と
の
差
に
常
に
等
し
く
あ
る
べ
き
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
も
し
私
が

帳
簿
の
白
紙
の
一
頁
を
と
り
、
見
出
し
に
現
金
と
書
き
、
頁
の
両
側
の
一
方
例
え
ば
左
側
に
金
庫
中
に
順
次
に

入
っ
て
き
た
金
額
を
上
方
か
ら
下
方
へ
記
入
し
、
頁
の
他
の
一
側
す
な
わ
ち
右
方
に
順
次
に
支
払
っ
た
金
額
を

記
入
す
れ
ば
、
左
側
の
合
計
と
右
側
の
合
計
と
の
差
は
、
金
庫
中
に
あ
る
現
金
の
合
計
を
常
に
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
合
計
が
互
に
相
等
し
く
、
両
者
の
差
が
ゼ
ロ
と
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
の
と
き
に
は
、
金

庫
は
空
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
右
側
の
合
計
は
決
し
て
左
側
の
合
計
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
二

497



つ
の
欄
全
体
は
現﹅
金﹅
勘﹅
定﹅
と
呼
ば
れ
る
。
左
欄
の
全
体
は
現
金
勘
定
の
借﹅
方﹅
（doit

ま
た
は
〔de'bit

〕
）
と

呼
ば
れ
、
右
欄
の
そ
れ
は
貸﹅
方﹅
（avoir

ま
た
は
〔cre'dit

〕
）
と
呼
ば
れ
る
。
借
方
と
貸
方
の
差
は
現
金
勘

定
の
残﹅
高﹅
（solde

）
と
呼
ば
れ
、
正
ま
た
は
ゼ
ロ
で
あ
り
得
る
が
、
し
か
し
負
で
は
あ
り
得
な
い
。

　
一
九
三
　
こ
こ
ま
で
は
、
複
式
簿
記
に
似
た
所
は
一
つ
も
な
い
。
次
に
複
式
簿
記
が
い
か
に
し
て
現
わ
れ
る

か
を
説
明
し
よ
う
。

　
私
の
金
庫
の
中
に
入
る
貨
幣
は
、
こ
れ
を
私
に
貸
し
た
資
本
家
ま
た
は
私
か
ら
生
産
物
を
購
っ
た
消
費
者
か

ら
来
り
、
出
て
い
く
貨
幣
は
固
定
資
本
ま
た
は
流
動
資
本
に
変
形
し
て
い
く
。
と
こ
ろ
で
、
私
は
、
金
庫
内
に

入
っ
て
く
る
金
額
を
現
金
勘
定
の
借
方
に
記
入
し
、
こ
の
金
額
が
ど
こ
か
ら
来
る
か
を
示
そ
う
と
欲
し
、
ま
た

同
様
に
金
庫
か
ら
出
る
金
額
を
現
金
勘
定
の
貸
方
に
記
入
し
て
、
こ
の
金
額
が
ど
こ
に
行
く
か
を
示
そ
う
と
欲

し
て
い
る
と
想
像
す
る
。
こ
の
欲
す
る
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
私
は
何
を
な
す
か
。
例
え
ば
私
が
最
初
に
金

庫
中
に
入
れ
る
貨
幣
は
私
の
友
人
マ
ル
タ
ン
が
私
に
貸
与
し
た
金
額
で
あ
る
と
す
る
。
私
は
マ
ル
タ
ン
に
対
し
、

二
年
ま
た
は
三
年
の
内
に
一
部
分
の
返
済
を
約
し
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
、
こ
の
金
額
が
マ
ル
タ
ン
か
ら
来

た
こ
と
を
い
か
に
し
て
示
す
か
。
そ
の
方
法
は
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。
現
金
勘
定
の
借
方
に
金
額
を
記
入
し
た

後
、
私
は
〝
資
本
主
〞
ま
た
は
〝
マ
ル
タ
ン
〞
と
記
す
。
だ
が
事
を
充
分
に
尽
す
に
は
、
そ
れ
で
止
っ
て
は
な

ら
ぬ
。
私
は
、
帳
簿
の
他
の
頁
を
採
り
、
見
出
に
資
本
主
ま
た
は
マ
ル
タ
ン
と
記
し
、
現
金
勘
定
の
借
方
に
す

な
わ
ち
こ
の
勘
定
の
頁
の
左
方
に
金
額
を
記
入
す
る
と
同
時
に
、
直
ち
に
同
一
の
金
額
を
資
本
主
ま
た
は
マ
ル

タ
ン
勘
定
の
貸
方
に
す
な
わ
ち
こ
の
勘
定
の
頁
の
右
側
に
記
入
す
る
。
そ
し
て
こ
の
金
額
を
資
本
主
ま
た
は
マ
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ル
タ
ン
勘
定
の
貸
方
に
記
入
す
る
に
当
り
〝
現
金
〞
と
記
す
。
こ
れ
で
記
入
が
終
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
他
の

一
つ
の
事
が
あ
る
の
が
予
想
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
右
と
反
対
に
、
私
が
、
資
本
家
で
あ
る
マ
ル
タ
ン
に
借
入

金
の
一
部
を
返
還
す
る
た
め
、
金
庫
か
ら
貨
幣
を
取
出
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
は
、
こ
の
金
額
を
、

〝
資
本
主
〞
ま
た
は
〝
マ
ル
タ
ン
〞
と
記
し
て
、
現
金
勘
定
の
貸
方
に
記
入
し
、
資
本
主
ま
た
は
マ
ル
タ
ン
勘

定
の
借
方
に
〝
現
金
〞
と
記
入
す
る
。
そ
の
結
果
、
現
金
勘
定
の
借
方
残
高
は
、
私
が
金
庫
に
有
す
る
貨
幣
の

有
高
を
常
に
示
す
よ
う
に
、
資
本
主
ま
た
は
マ
ル
タ
ン
勘
定
の
貸
方
残
高
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
他
の
重
要

な
点
、
す
な
わ
ち
我
が
資
本
家
マ
ル
タ
ン
に
負
う
所
の
貨
幣
額
を
常
に
教
え
る
の
で
あ
る
。

　
私
が
金
庫
に
入
れ
ま
た
は
金
庫
か
ら
取
り
出
す
他
の
金
額
も
同
様
に
し
て
記
入
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
私
の
工

場
に
機
械
を
据
え
付
け
る
た
め
に
貨
幣
を
取
り
出
す
と
き
は
、
こ
の
機
械
は
固
定
資
本
　
　
そ
の
重
要
さ
に
つ

い
て
は
私
は
既
に
簡
単
に
述
べ
て
お
い
た
　
　
と
呼
ん
だ
も
の
の
一
部
を
成
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
私
は
、

固
定
資
本
勘
定
を
設
け
、
現
金
勘
定
の
貸
方
に
金
額
を
記
入
し
、
か
つ
〝
固
定
資
本
〞
と
附
記
し
、
固
定
資
本

勘
定
の
借
方
に
〝
現
金
〞
と
附
記
し
て
金
額
を
記
入
す
る
。
流
動
資
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
も
し
私
が

原
料
を
購
い
ま
た
は
商
品
を
仕
入
れ
、
家
賃
を
支
払
い
、
賃
銀
を
支
払
う
等
、
一
般
に
地
代
・
賃
銀
・
利
子
を

支
払
っ
て
、
貨
幣
を
金
庫
か
ら
引
出
す
と
き
は
、
現
金
勘
定
の
貸
方
と
、
流
動
資
本
勘
定
の
借
方
に
こ
れ
を
記

入
す
る
。
ま
た
私
の
生
産
物
の
販
売
か
ら
生
ず
る
貨
幣
を
私
の
金
庫
に
入
れ
れ
ば
、
私
は
現
金
勘
定
の
借
方
と

流
動
資
本
勘
定
の
貸
方
に
、
そ
の
金
額
を
記
入
す
る
。
現
在
の
会
計
の
慣
習
で
は
、
流
動
資
本
勘
定
の
代
り
に
、

他
の
二
つ
の
勘
定
科
目
を
用
い
る
。
そ
の
一
は
原
料
及
び
仕
入
商
品
を
借
方
に
記
入
す
る
商
品
勘
定
、
他
は
地
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代
・
賃
銀
及
び
利
子
を
借
方
に
記
入
す
る
営
業
費
勘
定
で
あ
る
。
も
し
必
要
が
あ
れ
ば
、
こ
の
細
別
を
更
に
詳

細
な
分
類
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
が
右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
般
的
流
動
資
本
勘
定
を
置
き
換
え
た
こ

れ
ら
す
べ
て
の
特
種
勘
定
は
損
益
計
算
に
当
っ
て
、
結
合
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
複
式
簿
記
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
理
は
、
あ﹅
る﹅
勘﹅
定﹅
の﹅
借﹅
方﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
貸﹅
方﹅
に﹅
金﹅
額﹅
を﹅
記﹅
入﹅
し﹅

た﹅
と﹅
き﹅
は﹅
、
必﹅
ず﹅
他﹅
の﹅
勘﹅
定﹅
の﹅
貸﹅
方﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
借﹅
方﹅
に﹅
こ﹅
れ﹅
を﹅
記﹅
入﹅
す﹅
る﹅
こ﹅
と﹅
で
あ
る
。
こ
の
原
理
か
ら
、
借
方

残
高
の
合
計
す
な
わ
ち
資
産
は
貸
方
残
高
の
合
計
す
な
わ
ち
負
債
に
常
に
等
し
い
と
い
う
結
果
が
出
て
く
る
。

第
一
次
的
に
は
勘
定
科
目
の
順
序
に
従
い
、
第
二
次
的
に
は
日
附
に
従
っ
て
記
入
せ
ら
れ
る
帳
簿
は
元﹅
帳﹅
（gr

and-livre

）
と
称
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
附
属
し
、
同
じ
記
帳
を
日
附
の
順
序
に
従
い
、
第
二
次
的
に
勘
定
の
順

序
に
従
っ
て
記
入
せ
ら
れ
る
帳
簿
は
、
日﹅
記﹅
帳﹅
（journal

）
と
呼
ば
れ
る
。

　
一
九
四
　
現
金
勘
定
は
、
あ
る
と
き
は
借
方
に
、
あ
る
と
き
は
貸
方
に
記
入
せ
ら
れ
る
。
資
本
主
勘
定
は
、

貨
幣
の
貸
主
で
あ
る
資
本
家
の
数
に
細
分
せ
ら
れ
得
る
。
固
定
資
本
勘
定
は
一
般
に
借
方
に
記
入
せ
ら
れ
る
。

流
動
資
本
勘
定
は
あ
る
と
き
は
借
方
に
あ
る
と
き
は
貸
方
に
記
入
せ
ら
れ
る
。
以
上
が
す
べ
て
の
企
業
の
主
要

な
四
つ
の
勘
定
で
あ
る
。
固
定
資
本
勘
定
の
借
方
は
固
定
資
本
の
額
を
示
す
。
流
動
資
本
勘
定
の
借
方
は
、
未

だ
生
産
物
に
具
体
化
し
な
い
流
動
資
本
の
額
を
示
す
。
右
に
説
明
し
た
複
式
簿
記
が
、
商
工
業
、
銀
行
業
に
お

い
て
と
同
じ
く
、
農
業
に
お
い
て
も
用
い
得
ら
れ
る
か
否
か
。
人
々
は
現
に
盛
に
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ

は
要
す
る
に
、
農
業
は
地
用
・
労
働
・
利
殖
を
原
料
に
適
用
し
て
生
産
物
を
作
り
出
す
産
業
で
あ
る
か
否
か
を

問
う
こ
と
に
等
し
い
。
も
し
農
業
が
か
か
る
産
業
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
複
式
簿
記
法
が
、
商
、
工
、
金
融
企
業
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に
お
い
て
と
同
じ
く
、
農
業
に
お
い
て
も
用
い
得
ら
れ
な
い
は
ず
は
な
く
、
今
日
こ
の
使
用
を
な
す
に
成
功
し

て
い
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
は
合
理
的
に
諸
勘
定
を
設
け
る
こ
と
を
知
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
私
共
は
こ
こ
に

理
論
と
実
際
と
が
互
に
相
援



け
合
う
有
様
の
著
し
い
例
を
見
る
わ
け
で
あ
る
。
け
だ
し
、
た
し
か
に
、
簿
記
に

よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
産
業
の
実
際
は
生
産
理
論
の
確
立
に
大
い
に
役
立
ち
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
確

か
に
、
こ
の
理
論
が
確
立
せ
ら
れ
れ
ば
、
農
業
の
実
際
を
簿
記
会
計
に
よ
っ
て
表
わ
す
の
に
大
い
に
役
立
ち
得

る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
五
　
次
に
、
企
業
の
損
益
計
算
の
方
法
を
説
明
し
、
企
業
者
の
利
益
ま
た
は
損
失
の
状
態
が
い
か
に
し

て
成
立
す
る
か
を
説
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
説
明
の
た
め
に
、
実
際
の
簿
記
の
慣
習
と
称
呼
と
に
従
っ
て
、

例
を
作
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
私
が
指
物
建
具
屋
で
あ
る
と
す
る
。
私
は
、
貯
蓄
し
た
三
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
と
、
私
に
関
心
を
有
し
私
を
信

用
す
る
親
族
友
人
か
ら
借
り
入
れ
た
七
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
で
仕
事
を
始
め
た
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
と
私
と

は
契
約
を
結
び
、
こ
れ
に
よ
り
彼
ら
は
十
年
間
七
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
貸
与
す
る
義
務
を
負
い
、
私
は
彼
ら
に

年
利
五
分
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。
そ
こ
で
彼
ら
は
出
資
社
員
と
な
る
。
私
は
、
私
自
身
に
対
す
る
出
資
社
員

で
あ
っ
て
、
三
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
に
対
す
る
五
分
の
利
子
を
私
自
身
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
一
〇
、
〇

〇
〇
フ
ラ
ン
を
私
の
金
庫
に
収
納
し
、
こ
れ
を
現
金
勘
定
の
借
方
に
記
入
し
、
ま
た
出
資
社
員
勘
定
の
貸
方
に

記
入
す
る
。
も
し
出
資
社
員
が
直
ち
に
払
込
を
な
さ
ず
、
ま
た
は
一
時
に
全
部
の
人
が
払
込
を
し
な
い
と
き
は
、

こ
れ
ら
出
資
者
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
等
の
別
々
の
勘
定
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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こ
れ
を
な
し
お
え
た
上
で
、
私
は
、
年
五
〇
〇
フ
ラ
ン
で
土
地
を
賃
借
し
、
そ
の
上
に
工
場
を
建
設
し
、
機

械
、
仕
事
台
、
旋
盤
等
を
据
え
付
け
る
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て
で
五
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
要
し
、
そ
れ
を
貨
幣
で

支
払
っ
た
と
す
る
。
私
の
金
庫
か
ら
こ
れ
ら
の
五
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
引
出
し
た
と
き
、
現
金
勘
定
の
貸
方
に

五
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
記
入
し
、
固
定
資
本
勘
定
の
借
方
に
五
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
記
入
す
る
。

　
次
に
、
材
木
そ
の
他
の
材
料
を
二
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
購
入
す
れ
ば
、
現
金
勘
定
の
貸
方
に
二
、
〇
〇
〇
フ
ラ

ン
を
記
入
し
、
商
品
勘
定
の
借
方
に
二
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
記
入
す
る
。

　
ま
た
次
に
、
出
資
者
に
対
し
利
子
と
し
て
五
〇
〇
フ
ラ
ン
を
支
払
い
、
賃
借
し
た
土
地
の
地
代
と
し
て
五
〇

〇
フ
ラ
ン
を
、
賃
銀
と
し
て
二
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
支
払
っ
た
と
す
れ
ば
、
現
金
勘
定
の
貸
方
に
三
、
〇
〇
〇

フ
ラ
ン
を
記
入
し
、
同
時
に
こ
れ
を
営
業
費
勘
定
の
借
方
に
記
入
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
出
資
を
な
し
お
え
れ
ば
、
私
は
注
文
を
受
け
た
家
具
・
什
器
を
製
作
し
、
こ
れ
を
売
渡

す
。
六
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
現
金
で
売
渡
し
た
と
す
れ
ば
、
六
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
現
金
勘
定
の
借
方
に
記
入
し
、

ま
た
そ
れ
を
商
品
勘
定
の
貸
方
に
記
入
す
る
。

　
一
九
六
　
こ
の
と
き
に
、
損
益
計
算
を
行
っ
て
み
る
。
出
来
る
だ
け
簡
単
に
す
る
た
め
、
商
品
・
原
料
・
生

産
物
等
の
残
余
が
存
在
し
な
い
と
仮
定
す
る
。
従
っ
て
私
は
商
品
を
も
っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
商
品
勘

定
に
残
高
が
あ
る
。
商
品
勘
定
は
、
現
金
勘
定
に
対
し
て
二
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
負
い
、
ま
た
こ
れ
に
対
し
六
、

〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
貸
し
て
い
る
。
差
額
は
四
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
。

事
は
は
な
は
だ
簡
単
で
あ
る
。
買
っ
た
金
額
よ
り
高
く
売
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
私
が
な
さ
ね
ば
な
ら
な
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か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
高
く
売
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
、
材
木
、
そ
の
他
の
材
料
を
購
い
、
製
品
で
あ

る
家
具
什
器
を
売
っ
た
。
と
こ
ろ
で
製
品
の
価
格
の
う
ち
に
、
単
に
原
料
品
の
価
格
の
み
で
な
く
、
労
働
の
賃

銀
を
初
め
と
し
、
他
の
一
般
的
費
用
及
び
あ
る
額
の
利
益
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
四
、
〇
〇
〇
フ

ラ
ン
の
残
高
は
三
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
営
業
費
を
償
い
、
一
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
利
益
を
残
す
。
そ
れ
が
、
私

が
ま
ず
第
一
に
営
業
費
を
商
品
勘
定
の
借
方
に
移
し
、
第
二
に
商
品
勘
定
の
残
高
を
損
益
勘
定
の
借
方
に
移
そ

う
と
す
る
理
由
で
あ
る
。
倉
庫
に
は
商
品
が
残
存
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
商
品
勘
定
は
締
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
場
合
損
益
勘
定
で
は
一
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
貸
方
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
も
し
損
失
が
現
わ
れ
れ
ば
、
損

益
勘
定
の
借
方
に
数
字
が
現
わ
れ
る
。

　
一
九
七
　
以
上
の
一
切
が
終
っ
た
と
き
、
私
の
勘
定
は
次
の
よ
う
に
し
て
決
算
せ
ら
れ
る
。

　
現
金
勘
定
は
一
六
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
受
け
、
一
〇
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
支
出
し
て
い
る
。
よ
っ
て
六
、
〇

〇
〇
フ
ラ
ン
の
借
方
残
高
が
あ
る
。

　
資
本
主
勘
定
は
、
一
〇
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
払
込
み
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
〇
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の

貸
方
残
高
が
あ
る
。

　
固
定
資
本
勘
定
は
五
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
五
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
借
方
残
高
が

あ
る
。

　
商
品
勘
定
は
六
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
受
け
、
六
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
支
出
し
て
い
る
。
故
に
差
引
残
高
が
な

い
。
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営
業
費
勘
定
は
三
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
受
け
、
三
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
支
出
し
て
い
る
。
故
に
こ
こ
に
も
差

引
残
高
が
な
い
。

　
損
益
勘
定
は
一
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
支
出
し
て
い
る
。
よ
っ
て
一
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
貸
方
残
高
が
あ
る
。

　
要
す
る
に
私
の
貸
借
対
照
表
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
資
産
（
借
方
勘
定
の
一
切
か
ら
成
る
）

　
　
　
　
　
　
　
現
金
勘
定
　
　
　
　
　
　
　
　6,000

　
　
　
　
　
　
　
固
定
資
本
勘
定
　
　
　
　
　
　5,000

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　11,000

　
　
　
　
　
　
　
　
負
債
（
貸
方
勘
定
の
一
切
か
ら
成
る
）

　
　
　
　
　
　
　
資
本
主
勘
定
　
　
　
　
　
　
　10,000

　
　
　
　
　
　
　
損
益
勘
定
　
　
　
　
　
　
　
　1,000

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　11,000

　
私
は
一
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
利
益
を
得
た
。
そ
し
て
私
は
、
第
二
期
の
営
業
を
開
始
す
る
の
に
、
一
〇
、
〇

〇
〇
フ
ラ
ン
の
代
り
に
、
一
一
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
も
っ
て
す
る
。
そ
の
内
の
五
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
は
固
定
資

本
で
あ
っ
て
、
六
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
は
流
動
資
本
で
あ
る
。

　
一
九
八
　
私
は
出
来
る
だ
け
簡
単
な
例
を
示
し
た
。
だ
が
実
際
に
お
い
て
は
、
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
ぬ
所
の
正
常
的
で
例
外
で
な
い
幾
ら
か
の
複
雑
さ
が
あ
る
。

504純粋経済学要論



　
一
、
記
帳
は
総
括
的
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
常
に
詳
細
に
行
わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
は
一
回
に
行
わ

れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
幾
回
に
も
亙
っ
て
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
固
定
資
本
と
し
て
五
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を

支
払
い
、
原
料
の
買
入
れ
に
二
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
支
払
い
、
営
業
費
と
し
て
三
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
支
払
っ

た
そ
の
た
び
に
、
ま
た
商
品
を
六
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
に
売
っ
た
た
び
ご
と
に
、
記
帳
を
す
る
。

　
二
、
私
は
一
般
に
現
金
で
販
売
し
な
い
で
、
掛
で
販
売
す
る
。
掛
で
得
意
先
Ｌ
、
Ｍ
、
Ｎ
に
販
売
し
た
と
き

は
、
商
品
勘
定
の
貸
方
と
現
金
の
借
方
に
記
入
し
な
い
で
、
商
品
勘
定
の
貸
方
と
Ｌ
、
Ｍ
、
Ｎ
勘
定
の
借
方
に

記
入
し
、
彼
ら
が
支
払
い
を
な
す
と
き
は
、
Ｌ
、
Ｍ
、
Ｎ
勘
定
の
貸
方
と
現
金
勘
定
の
借
方
に
記
入
を
す
る
。

故
に
正
常
の
状
態
に
お
い
て
は
、
あ
る
数
の
得
意
先
勘
定
借
方
が
現
わ
れ
る
。

　
三
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
得
意
先
Ｌ
、
Ｍ
、
Ｎ
は
一
定
期
間
の
信
用
を
受
け
た
後
、
現
金
で
こ
れ
を
決

済
し
な
い
で
、
私
に
宛
て
た
約
束
手
形
、
ま
た
は
彼
ら
に
宛
て
彼
ら
が
引
受
け
た
為
替
手
形
に
よ
っ
て
決
済
せ

ら
れ
る
。
そ
し
て
私
が
こ
れ
ら
の
手
形
を
受
取
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
Ｌ
、
Ｍ
、
Ｎ
の
貸
方
に
記
入
し
か
つ
現

金
勘
定
の
借
方
に
記
入
す
る
代
り
に
、
Ｌ
、
Ｍ
、
Ｎ
の
貸
方
に
記
入
し
、
受
取
手
形
勘
定
の
借
方
に
記
入
を
す

る
。
故
に
正
常
の
状
態
に
お
い
て
は
、
受
取
手
形
勘
定
の
借
方
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
勘
定
は
現
金
勘
定

に
類
し
、
借
方
と
貸
方
と
の
差
は
、
私
の
金
庫
に
あ
る
約
束
手
形
及
び
為
替
手
形
の
合
計
に
常
に
正
確
に
一
致

す
る
。

　
四
、
な
お
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
一
般
に
私
は
、
私
の
商
業
手
形
を
収
受
す
る
の
み
で
な
く
、
こ
れ
を
銀
行

に
譲
渡
し
て
、
期
限
前
の
割
引
を
求
め
る
。
か
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の
手
形
を
流
通
す
る
と
き
は
、
受
取
手
形
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勘
定
の
貸
方
に
記
入
し
か
つ
現
金
勘
定
の
借
方
に
記
入
す
る
代
り
に
、
私
は
受
取
手
形
勘
定
の
貸
方
に
記
入
し

か
つ
銀
行
勘
定
の
借
方
に
記
入
す
る
。
銀
行
が
現
金
で
支
払
を
な
し
た
と
き
は
、
銀
行
勘
定
の
借
方
に
記
入
す

る
代
り
に
、
現
金
勘
定
の
借
方
に
記
入
す
る
。
利
子
に
相
当
す
る
割
引
料
は
、
も
ち
ろ
ん
、
営
業
費
勘
定
の
借

方
に
記
入
さ
れ
る
。

　
五
、
私
は
、
ま
た
一
般
に
、
現
金
で
買
入
れ
を
し
な
い
で
、
掛
で
買
入
れ
を
す
る
。
そ
し
て
、
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ

等
か
ら
掛
で
買
入
れ
る
と
き
は
、
商
品
勘
定
の
借
方
に
記
入
し
、
現
金
勘
定
の
貸
方
に
記
入
す
る
代
り
に
、
商

品
勘
定
の
借
方
に
記
入
し
、
か
つ
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
勘
定
の
貸
方
に
記
入
を
す
る
。
故
に
正
常
状
態
に
お
い
て
は
、

私
は
あ
る
数
の
仕
入
先
勘
定
貸
方
を
も
つ
。

　
六
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
私
は
一
般
に
、
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
に
対
し
現
金
で
支
払
を
し
な
い
で
一
定
期
間
の
信
用
を

受
け
た
後
、
私
が
振
出
す
約
束
手
形
ま
た
は
彼
ら
が
振
出
し
私
が
引
受
け
る
為
替
手
形
で
支
払
を
す
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
手
形
を
与
え
れ
ば
、
私
は
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
勘
定
の
借
方
と
現
金
勘
定
の
貸
方
に
記
入
を
し
な
い
で
、

Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
勘
定
の
借
方
と
支
払
手
形
勘
定
の
貸
方
に
記
入
を
す
る
。
こ
れ
ら
の
手
形
を
支
払
っ
た
と
き
は
、

支
払
手
形
勘
定
の
借
方
と
現
金
勘
定
の
貸
方
に
記
入
を
す
る
。
故
に
正
常
状
態
に
お
い
て
は
、
私
は
支
払
手
形

勘
定
の
貸
方
を
も
も
つ
。

　
七
、
最
後
に
、
貸
借
対
照
表
を
作
成
す
る
と
き
、
倉
庫
に
商
品
・
原
料
・
生
産
物
が
残
存
し
て
い
な
い
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い
。
も
し
そ
れ
が
あ
り
得
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
各
営
業
期
間
の
終
り
に
お
い
て
す

べ
て
の
活
動
が
中
絶
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
中
絶
は
憂
う
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
不
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
こ
れ
と
反
対
に
実
際
に
は
、
私
は
家
具
を
販
売
す
れ
ば
、
そ
れ
に
引
続
い
て
材
木
そ
の
他
の
原
料
を

購
う
の
で
あ
る
。
棚
卸
を
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
商
品
に
つ
い
て
で
あ
る
。
私
は
常
に
営
業
費
を
商
品
勘
定
の

借
方
に
移
す
。
し
か
し
商
品
勘
定
の
差
引
残
高
を
求
め
る
代
り
に
、
棚
卸
さ
れ
た
商
品
の
正
確
な
額
だ
け
が
借

方
に
残
る
よ
う
に
損
益
勘
定
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。M

d, M

c 

は
そ
れ
ぞ
れ
商
品
勘
定
の
借
方
と
貸
方
で
あ
り
、
Ｆ
は
営
業
費
の
借
方
残
高
で
あ
り
、
Ｉ
は
棚
卸
の
額
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
利
益
が
あ
る
場
合
に
は
、
商
品
勘
定
の
借
方 M

d+F 

に
Ｐ
を
加
え
て
、

　
　
　
　(M

d+F+P)-M
c=I

と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
商
品
勘
定
は
借
方
に
Ｉ
を
残
し
、
損
益
勘
定
は
Ｐ
を
貸
方
に
残
す
。
損
失
の
場
合
に
は
、

商
品
勘
定
の
貸
方 M

c 

に
金
額
Ｐ
を
加
え
て
、

　
　
　
　(M

d+F)-(M
c+P)=I

と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
商
品
勘
定
は
、
こ
の
場
合
に
も
、
借
方
に
Ｉ
を
残
し
、
損
益
勘
定
は
Ｐ
を
借
方
に
残
す
。

と
こ
ろ
で
右
の
二
つ
の
Ｐ
の
額
は
、
た
だ
一
つ
の
方
程
式
、

　
　
　
　M

d+F-I

±P=M
c

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
方
程
式
は
、
次
の
よ
う
な
考
察
か
ら
直
接
に
導
き
出
す
こ
と
も
出
来
る
。
す
な

わ
ち
、
買
入
れ
た
原
料
の
金
額
に
、
支
払
わ
れ
た
営
業
費
を
加
え
、
こ
れ
か
ら
使
用
せ
ら
れ
な
か
っ
た
原
料
と

在
庫
商
品
と
を
控
除
し
、
利
益
が
あ
れ
ば
そ
の
額
を
加
え
、
損
失
が
あ
れ
ば
そ
の
額
を
控
除
す
れ
ば
、
差
引
残

高
は
販
売
金
額
に
等
し
い
。
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以
上
の
よ
う
に
し
て
、
資
産
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、
現
金
及
び
固
定
資
本
ま
た
は
建
設
費
の
項
目
に
、

得
意
先
勘
定
、
受
取
手
形
、
銀
行
勘
定
、
棚
卸
商
品
が
加
わ
り
、
負
債
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
は
、
資
本
主
、

損
益
の
項
目
に
仕
入
先
勘
定
、
支
払
手
形
等
が
加
わ
る
。
こ
れ
ら
を
附
け
加
え
て
、
工
業
企
業
の
普
通
の
貸
借

対
照
表
が
得
ら
れ
る
。
農
業
・
商
業
・
金
融
業
の
貸
借
対
照
表
も
こ
れ
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
九
　
企
業
者
が
、
い
か
に
し
て
貸
借
対
照
表
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
損
益
の
状
態
を
、
原
理
上
知
り
得

る
か
は
、
右
の
説
明
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
で
、
私
の
定
義
は
理
論
的
に
も
実
際
的
に
も
確
立
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
企
業
者
が
利
益
も
得
ず
、
損
失
も
蒙
ら
な
い
も
の
と
想
像
し
、
ま
た
既
に
い
っ
た

よ
う
に
（
第
一
七
九
節
）
、
原
料
・
新
資
本
・
新
収
入
・
金
庫
に
あ
る
流
通
貨
幣
の
形
態
を
と
っ
た
企
業
者
の

流
動
資
金
及
び
収
入
の
貯
蔵
・
流
通
貨
幣
並
び
に
貯
蓄
貨
幣
の
形
態
を
と
っ
た
消
費
者
の
流
動
資
金
を
捨
象
し
、

生
産
物
と
生
産
用
役
の
市
場
価
格
が
、
均
衡
状
態
に
お
い
て
、
い
か
に
し
て
数
学
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
か
を
示

そ
う
と
思
う
。

508純粋経済学要論



　
　
　
　
第
二
十
章
　
生
産
方
程
式

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
二
〇
〇
　
商
品
と
用
役
の
利
用
、
所
有
量
。
二
〇
一
　
用
役
の
供
給
量
と
生
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
の
需
要
量
と
の
等
価
の
方
程
式
。
極
大
満
足
の
方
程
式
。
用
役
の
部
分
的
供
給
と
生
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
の
部
分
的
需
要
の
方
程
式
。
二
〇
二
　
（
１
）
　
用
役
の
総
供
給
の
方
程
式
。
（
２
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
物
の
総
需
要
の
方
程
式
。
二
〇
三
　
製
造
係
数
。
（
３
）
　
用
役
の
供
給
と
需
要
の

　
　
　
　
　
　
　
　
均
等
の
方
程
式
。
（
４
）
　
生
産
物
の
売
価
と
原
価
の
均
等
の
方
程
式
。
二
〇
四
　
製
造

　
　
　
　
　
　
　
　
係
数
の
固
定
性
。
二
〇
五
　
原
料
。
二
〇
六
　2m

+2n-1 

個
の
未
知
数
に
対
す
る
同
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
方
程
式
。
二
〇
七
　
実
際
上
の
解
法
。

　
二
〇
〇
　
捨
象
し
得
る
も
の
を
捨
象
し
た
後
、
問
題
の
本
質
的
な
与
件
と
し
て
残
っ
た
最
初
の
六
項
の
用
役

（
第
一
七
八
節
）
に
立
ち
帰
り
、(T)

、(T')

、(T'') 
…
…
及
び (P)

、(P')

、(P'') 

…
…
並
び
に (K

)

、(K
')

、(K
''

) 

…
…
を
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
期
間
中
に
得
ら
れ
る
土
地
用
役
・
労
働
及
び
利
殖
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
用

役
の
量
は
、
（
一
）
自
然
的
ま
た
は
人
為
的
単
位
例
え
ば
土
地
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
人
の
一
人
・
資
本
の
一
単
位

な
ど
、
（
二
）
時
間
的
単
位
例
え
ば
一
日
な
ど
、
の
二
つ
の
単
位
に
よ
っ
て
秤
量
せ
ら
れ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。

故
に
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
用
の
あ
る
日
数
の
量
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
労
働
の
あ
る
日
数
の
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量
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
本
の
利
殖
の
あ
る
日
数
の
量
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
役
の
種
類
の
数
を
ｎ
と

す
る
。

　
右
に
定
義
せ
ら
れ
た
用
役
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
同
じ
期
間
中
に
消
費
せ
ら
れ
る
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ

）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
生
産
物
を
製
造
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
製
造
は
あ
る
い
は
直
接
に
な
さ
れ
、
あ
る
い

は
原
料
と
称
せ
ら
れ
て
既
に
存
在
す
る
生
産
物
を
仲
介
と
し
て
行
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
製
造
は
、
あ

る
い
は
地
用
・
労
働
・
利
殖
の
結
合
に
よ
り
、
あ
る
い
は
地
用
・
労
働
・
利
殖
を
原
料
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
。
だ
が
こ
の
第
二
の
場
合
が
第
一
の
場
合
に
還
元
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
後
に
述
べ
る
如
く
で

あ
る
。
か
く
し
て
製
造
せ
ら
れ
た
生
産
物
の
種
類
の
数
を
ｍ
と
す
る
。

　
二
〇
一
　
生
産
物
は
、
各
個
人
に
対
し
私
が
既
にr=

φ(q)

の
形
を
と
る
利
用
方
程
式
ま
た
は
欲
望
方
程
式

で
表
わ
し
た
利
用
を
も
つ
（
第
七
五
節
）
。
け
れ
ど
も
用
役
そ
れ
自
身
も
ま
た
、
各
個
人
に
対
し
、
直
接
的
利

用
を
も
つ
。
そ
し
て
我
々
は
随
意
に
土
地
・
人
的
能
力
・
資
本
の
用
役
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
賃
貸
す
る
こ
と

も
出
来
れ
ば
、
自
分
の
た
め
に
保
留
し
て
お
く
こ
と
も
出
来
る
の
み
で
な
く
、
ま
た
、
地
用
・
労
働
・
利
殖
を
、

生
産
物
に
変
形
す
る
企
業
者
の
資
格
に
お
い
て
で
は
な
く
、
直
接
に
消
費
す
る
消
費
者
の
資
格
に
お
い
て
獲
得

す
る
こ
と
も
出
来
る
。
換
言
す
れ
ば
、
地
用
・
労
働
・
利
殖
を
、
生
産
用
役
と
し
て
で
は
な
く
、
消
費
用
役
と

し
て
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
私
は
先
に
第
四
・
五
・
六
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
た
用
役
を
並
べ
て
、
第
一
・

二
・
三
項
目
の
下
に
分
類
せ
ら
れ
た
用
役
を
一
つ
の
範
疇
に
入
れ
て
、
こ
れ
を
認
め
た
（
第
一
七
八
節
）
。
故

に
用
役
も
ま
た
商
品
で
あ
っ
て
、
各
個
人
に
対
す
る
そ
の
利
用
はr=
φ(q)

の
形
態
を
と
る
利
用
曲
線
ま
た
は
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欲
望
曲
線
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
得
る
。

　
こ
れ
だ
け
を
前
提
と
し
て
、
あ
る
人
が
（
Ｔ
）
の qt 

を
、
（
Ｐ
）
の qp 

を
、
（
Ｋ
）
の qk 

を
処
分
す
る

と
す
る
。r=

φt(q), r=

φp(q), r=

φk(q) 

…
…
を
そ
れ
ぞ
れ
用
役
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
が
こ
の
個

人
に
対
し
て
一
定
時
間
中
に
も
つ
利
用
ま
た
は
欲
望
曲
線
で
あ
る
と
し
、r=

φa(q), r=

φb(q), r=

φc(q), r=

φ

d(q) 

…
…
を
そ
れ
ぞ
れ
生
産
物
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
が
こ
の
同
じ
人
に
対
し
て
一
定
時

間
中
に
も
つ
利
用
ま
た
は
欲
望
曲
線
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た pt, pp, pk 

…
…
を
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
用
役
の

市
場
価
格
で
あ
る
と
し
、pb, pc, pd 

…
…
を
生
産
物
の
市
場
価
格
と
す
る
。ot, op, ok 

…
…
を
こ
れ
ら
の
価

格
に
お
い
て
有
効
に
供
給
せ
ら
れ
た
用
役
の
量
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
量
は
正
で
あ
り
得
、
こ
の
場
合
に
は
こ
れ

ら
の
量
は
供
給
せ
ら
れ
た
量
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ら
は
負
で
あ
り
得
、
そ
の
場
合
に
は
需
要
せ
ら
れ
る
量
を
示

す
。
最
後
に da, db, dc, dd 

…
…
を
均
衡
価
格
に
お
い
て
有
効
に
需
要
せ
ら
れ
る
生
産
物
の
量
と
す
る
。
現
に

存
在
す
る
狭
義
の
資
本
の
償
却
及
び
保
険
と
新
し
い
狭
義
の
資
本
の
創
造
を
目
的
と
す
る
貯
蓄
と
は
、
こ
れ
を

次
の
編
に
述
べ
る
こ
と
と
し
て
捨
象
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
量
と
そ
れ
ら
の
価
格
と
の
間
に
、
方
程
式

　
　
　
　otpt+oppp+okpk+ 

…
… =da+dbpb+dcpc+ddpd 

…
…

が
得
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
無
く
、
最
大
満
足
の
条
件
が
、
用
役
の
正
ま
た
は
負
の
供
給
と
生
産
物
の
需
要
と

を
決
定
す
る
の
で
あ
る
が
（
第
八
〇
節
）
、
こ
の
条
件
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
同
じ
量
と
同
じ
価
格
と
の
間
に

は
、
方
程
式

　
　
　
　
φt(qt-ot)=pt

φa(da)
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φp(qp-op)=pp

φa(da)
　
　
　
　
φk(qk-ok)=pka(da)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
φb(db)=pb

φa(da)

　
　
　
　
φc(qc)=pc

φa(da)

　
　
　
　
φd(qd)=pd
φa(da)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…

が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ちn+m

-1

個
の
方
程
式
が
得
ら
れ
、
前
の
方
程
式
と
合
せ
てn+m

個
の
方
程
式
の
体

系
を
成
す
。
そ
れ
ら
の
う
ち
で
、
未
知
数ot,op,ok

…
…da,db,dc,dd

…
…
中
のn+m

-1

個
を
順
次
に
消

去
し
て
、
価
格pt,pp,pk

…
…pb,pc,pd

…
…
の
函
数
と
し
て
のn+m

番
目
の
未
知
数
を
与
え
る
方
程
式

し
か
残
ら
な
い
よ
う
に
仮
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
の
次

の
需
要
ま
た
は
供
給
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　ot=ft(pt,pp,pk

…
…pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　op=fp(pt,pp,pk

…
…pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　ok=fk(pt,pp,pk

…
…pb,pc,pd

…
…)

ま
た
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
次
の
需
要
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　db=fb(pt,pp,pk

…
…pb,pc,pd

…
…)
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　dc=fc(pt, pp, pk 

…
… pb, pc, pd 

…
…)

　
　
　
　dd=fd(pt, pp, pk 

…
… pb, pc, pd 

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
Ａ
）
の
需
要
方
程
式
は

　
　
　
　da=otpt+oppp+okpk+ 

…
… -(dbpb+dcpc+ddpd+ 

…
…)

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。

　
二
〇
二
　
同
様
に
し
て
、
用
役
の
他
の
す
べ
て
の
所
有
者
に
よ
る
用
役
の
部
分
的
需
要
ま
た
は
供
給
の
方
程

式
及
び
生
産
物
の
部
分
的
需
要
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
今 O

t, O
p, O

k 

…
…
を
用
役
の
総
供
給
す
な
わ
ち
負

の ot, op, ok 

…
…
に
正
の ot, op, ok 
…
…
が
超
過
す
る
量
を
示
す
こ
と
と
し
、D

a, D
b, D

c, D
d 

…
…
で
生

産
物
の
総
需
要
を
表
わ
し
、Ft, Fp, Fk 
…
… Fb, Fc, Fd 

…
…
で
函
数 ft, fp, fk 

…
… fb, fc, fd 

…
…
の
合
計

を
表
わ
せ
ば
、
求
め
る
量
の
決
定
を
目
的
と
す
る
次
の
よ
う
な
用
役
の
総
供
給
ｎ
個
の
方
程
式
を
含
む
体
系
が

得
ら
れ
る
。
た
だ
し
供
給
が
所
有
量
に
等
し
い
場
合
に
関
す
る
制
限
を
満
足
す
る
た
め
に
函
数
に
与
え
ら
れ
る

べ
き
性
質
に
つ
い
て
の
留
保
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
交
換
の
理
論
に
お
い
て
と
同
様
で
あ
る
（
第
一
一

九
　
　
二
一
節
）
。

　
　
　
　O

t=Ft(pt, pp, pk 

…
… pb, pc, pd 

…
…)

　
　[1] O

p=Fp(pt, pp, pk 

…
… pb, pc, pd 

…
…)

　
　
　
　O

k=Fk(pt, pp, pk 

…
… pb, pc, pd 

…
…)
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ま
た
次
の
よ
う
な
生
産
物
の
総
需
要
の
ｍ
個
の
方
程
式
の
体
系
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　D

b=Fb(pt,pp,pk

…
…pb,pc,pd

…
…)

　
　[2]D

c=Fc(pt,pp,pk

…
…pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　D

d=Fd(pt,pp,pk

…
…pb,pc,pd

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　D

a=O
tpt+O

ppp+O
kpk+

…
…-(D

bpb+D
cpc+D

dpd+

…
…)

す
な
わ
ち
全
体
で
、n+m
個
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
二
〇
三
　
か
つ
ま
た
、at,ap,ak

…
…bt,bp,bk

…
…ct,cp,ck

…
…dt,dp,dk

…
…
を
製﹅
造﹅
係﹅
数﹅
（coe

fficientsde
fabrication

）
す
な
わ
ち
生
産
物
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
各
単
位
の
製
造

に
入
り
込
む
生
産
的
用
役
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
の
各
々
の
量
と
す
れ
ば
、
求
め
る
量
を
決
定
す
る

た
め
に
、
次
の
二
組
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　atD

a+btD
b+ctD

c+dtD
d+

…
…=O

t

　
　[3]apD

a+bpD
b+cpD

c+dpD
d+

…
…=O

p

　
　
　
　akD

a+bkD
b+ckD

c+dkD
d+

…
…=O

k

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

こ
れ
ら
は
、
用
い
ら
れ
た
生
産
用
役
の
量
が
有
効
に
供
給
せ
ら
れ
た
量
に
等
し
い
こ
と
を
示
す
方
程
式
で
あ
っ

て
、
ｎ
個
あ
る
。
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　atpt+appp+akpk+ 

…
… =1

　
　
　
　btpt+bppp+bkpk+ 

…
… =pb

　
　[4] ctpt+cppp+ckpk+ 

…
… =pc

　
　
　
　dtpt+dppp+dkpk+ 

…
… =pd

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

こ
れ
ら
は
、
生
産
物
の
販
売
価
格
が
生
産
用
役
か
ら
成
る
生
産
費
に
等
し
い
こ
と
を
示
す
方
程
式
で
あ
っ
て
、

ｍ
個
あ
る
。

　
二
〇
四
　
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
私
は
、
製
造
係
数 at, ap, ak 

…
… bt, bp, bk 

…
… ct, cp, ck 

…

… dt, dp, dk 

…
… 

が
先
験
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
と
仮
定
し
た
。
だ
が
実
際
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
い
。
あ

る
生
産
物
の
製
造
に
当
っ
て
は
、
あ
る
生
産
用
役
例
え
ば
地
用
を
よ
り
多
く
あ
る
い
は
よ
り
少
く
用
い
、
他
の

生
産
用
役
例
え
ば
利
殖
ま
た
は
労
働
を
あ
る
い
は
よ
り
少
く
あ
る
い
は
よ
り
多
く
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
生
産
物
の
各
一
単
位
の
製
造
に
入
り
込
む
生
産
用
役
の
各
々
の
量
は
、
生
産
物
の
生
産
費
は

最
小
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
の
条
件
に
よ
っ
て
、
生
産
用
役
の
価
格
と
同
時
に
決
定
さ
れ
る
。
後
に
私
は
、
決

定
せ
ら
れ
る
べ
き
製
造
係
数
の
数
だ
け
の
方
程
式
の
体
系
に
よ
っ
て
、
こ
の
条
件
を
表
わ
す
で
あ
ろ
う
。
今
は
、

簡
単
を
期
す
る
た
め
、
そ
れ
を
捨
象
し
、
右
の
係
数
は
与
件
に
属
し
て
、
問
題
の
未
知
数
に
属
し
な
い
と
仮
定

す
る
。

　
こ
の
仮
定
を
お
く
と
共
に
、
更
に
私
は
、
他
の
一
つ
の
事
情
す
な
わ
ち
企
業
に
お
け
る
不
変
費
用
と
可
変
費
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用
と
の
区
別
を
無
視
す
る
。
企
業
者
は
利
益
も
損
失
も
受
け
な
い
と
仮
定
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
彼
ら
は
ま
た

等
し
い
量
の
生
産
物
を
製
造
し
て
い
る
と
仮
定
せ
ら
れ
得
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
性
質
の
あ

ら
ゆ
る
費
用
は
商
品
の
量
に
比
例
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
二
〇
五
　
既
に
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
生
産
用
役
を
原
料
に
適
用
す
る
場
合
を
、
私
は
、
生
産
用
役
の
相

互
の
結
合
の
場
合
に
分
解
し
還
元
す
る
。
私
共
は
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
原
料
は
そ
れ
自

身
あ
る
い
は
生
産
用
役
相
互
の
結
合
に
よ
り
あ
る
い
は
生
産
用
役
を
他
の
原
料
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得

ら
れ
、
し
か
も
こ
の
原
料
に
も
同
じ
こ
と
が
い
い
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
（
Ｂ
）
の
一
単
位
が
、
（
Ｔ
）
の
βt

量
、
（
Ｐ
）
の
βp

量
、
（
Ｋ
）
の
βk

量
…
…
を
原
料

（
Ｍ
）
の
βm

に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
す
る
と
、
（
Ｂ
）
の
生
産
費pb

は
方
程
式

　
　
　
　pb=

βtpt+

βppp+

βkpk+
…
…+

βm
pm

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
こ
こ
でpm
は
（
Ｍ
）
の
生
産
費
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
原
料
（
Ｍ
）
は
そ
れ
自

身
生
産
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
単
位
は
（
Ｔ
）
のm

t

、
（
Ｐ
）
のm

p

、
（
Ｋ
）
のm

k

…
…
の
結
合
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
か
ら
、
（
Ｍ
）
の
生
産
費pm

は
方
程
式

　
　
　
　pm
=m

tpt+m
ppp+m

kpk+

…
…

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。pm

の
値
を
先
の
方
程
式
に
代
入
す
れ
ば
、

　
　
　
　pb=(

βt+

βm
m

t)pt+(

βp+

βm
m

p)pp+(

βk+

βm
m

k)pk+

…
…

が
得
ら
れ
る
。
こ
の
方
程
式
は
、
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βt+

βm
m

t=bt,

　
βp+

βm
m

p=bp,

　
βk+

βm
m

k=bk 

…
…

と
置
い
て
み
る
と
、
﹇
４
﹈
組
の
第
二
方
程
式
に
他
な
ら
な
い
。

　
原
料
（
Ｍ
）
が
生
産
用
役
相
互
の
結
合
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
生
産
用
役
を
あ
る
他
の
原
料
に
適
用
し
て
得

ら
れ
る
と
き
に
、
い
か
に
す
べ
き
か
も
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
理
解
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
二
〇
六
　
か
く
し
て
総
計 2m

+2n 

個
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら 2m

+2n 

個
の
方
程
式
は 2

m
+2n-1 

個
に
還
元
せ
ら
れ
る
。
実
際
﹇
３
﹈
組
の
ｎ
個
の
方
程
式
の
両
辺
に
そ
れ
ぞ
れ Pt, Pp, Pk 

…
…
を
乗

じ
、
か
つ
﹇
４
﹈
組
の
ｍ
個
の
方
程
式
の
両
辺
に
そ
れ
ぞ
れ D

a, D
b, D

c, D
d 

…
…
を
乗
じ
、
各
組
の
方
程
式

を
別
々
に
加
え
れ
ば
、
結
局
二
個
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
二
方
程
式
に
お
い
て
は
、
左

辺
は
同
一
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
右
辺
の
間
に
方
程
式

　
　
　
　O

tpt+O
ppp+O

kpk+ 

…
… =D

a+D
bpb+D

cpc+D
dpd+ 

…
…

が
成
立
す
る
。
こ
れ
は
、
﹇
２
﹈
組
の
う
ち
第
ｍ
番
目
の
方
程
式
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
﹇
４
﹈
組
の
第
一
方

程
式
を
省
い
て
、
﹇
２
﹈
組
の
第
ｍ
番
目
の
方
程
式
を
残
す
こ
と
も
出
来
、
ま
た
は
そ
の
反
対
を
す
る
こ
と
も

出
来
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、2m

+2n-1 

個
の
未
知
数
す
な
わ
ち
一
般
均
衡
状
態
に
お
け
る
（
一
）
用
役
の
供

給
合
計
量
ｎ
個
、
（
二
）
用
役
の
価
格
ｎ
個
、
（
三
）
生
産
物
の
需
要
合
計
量
ｍ
個
、
（
四
）
生
産
物
中
の
第

ｍ
番
目
の
物
で
表
わ
し
た m

-1 

個
の
生
産
物
の
価
格 m

-1 
個
、
を
決
定
す
る
の
に
、2m

+2n-1 

個
の
方
程
式

が
残
る
。
た
だ
証
明
を
要
す
る
こ
と
で
残
っ
て
い
る
の
は
、
交
換
の
均
衡
に
関
し
て
と
同
じ
く
、
生
産
の
均
衡

に
関
し
て
も
ま
た
、
私
が
既
に
理
論
的
解
決
を
与
え
た
問
題
が
、
市
場
に
お
い
て
自
由
競
争
の
機
構
に
よ
っ
て
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実
際
的
に
も
解
か
れ
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

　
二
〇
七
　
こ
れ
は
、
既
に
私
共
が
交
換
の
均
衡
を
成
立
せ
し
め
た
と
同
じ
よ
う
に
し
て
、
生
産
の
均
衡
を
最

初
か
ら
出
発
し
て
成
立
せ
し
め
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
。
す
な
わ
ち
問
題
の
あ
る
与
件
を
あ
る
期
間
変
化
し
な

い
と
仮
定
し
、
次
に
こ
れ
ら
の
与
件
の
変
化
の
影
響
を
研
究
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
与
件
を
変
化
す
る
も
の
と

考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
生
産
の
摸
索
は
、
交
換
の
摸
索
に
存
在
し
な
い
複
雑
さ
を
呈
す
る
。

　
交
換
に
お
い
て
は
商
品
の
変
化
は
な
い
。
あ
る
価
格
が
叫
ば
れ
、
こ
の
価
格
に
相
応
ず
る
需
要
と
供
給
と
が

相
等
し
く
な
い
と
す
る
と
、
人
々
は
、
他
の
需
要
と
供
給
と
が
相
応
ず
る
所
の
他
の
価
格
を
叫
ぶ
。
し
か
る
に

生
産
に
お
い
て
は
、
生
産
用
役
の
生
産
物
へ
の
変
化
が
あ
る
。
用
役
の
あ
る
価
格
が
叫
ば
れ
、
生
産
物
の
あ
る

量
が
製
造
せ
ら
れ
て
も
、
こ
れ
ら
の
価
格
と
こ
れ
ら
の
量
と
が
均
衡
価
格
と
均
衡
の
量
で
は
な
い
と
す
る
と
、

単
に
他
の
価
格
を
叫
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
の
み
で
な
く
、
諸
生
産
物
の
他
の
量
を
製
造
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
交
換
の

問
題
に
お
い
て
と
同
じ
く
、
生
産
の
問
題
に
お
い
て
も
、
厳
密
な
摸
索
を
実
現
す
る
に
は
、
こ
の
事
情
を
考
量

の
中
に
加
え
、
初
め
生
産
物
の
売
価
が
偶
然
に
定
ま
り
、
次
に
そ
れ
が
そ
の
生
産
費
に
等
し
く
な
る
ま
で
、
こ

の
売
価
が
生
産
費
に
超
過
す
れ
ば
増
加
せ
ら
れ
、
売
価
が
生
産
費
よ
り
小
な
ら
ば
減
少
せ
ら
れ
る
生
産
物
の
種

々
な
る
量
を
、
企
業
家
が
取
引
証
書
で
表
わ
し
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
よ
い
。
ま
た
地
主
・
労
働
者
・
資
本
家

は
、
同
様
に
、
ま
ず
叫
ば
れ
た
価
格
に
お
い
て
の
用
役
の
量
、
次
に
こ
の
用
役
の
需
要
と
供
給
と
が
均
等
と
な

る
ま
で
、
こ
の
需
要
が
供
給
に
超
過
し
ま
た
は
不
足
す
る
こ
と
に
よ
り
昂
騰






し
ま
た
は
下
落
す
る
価
格
に
お
い

て
の
用
役
の
量
を
、
取
引
証
書
で
表
わ
し
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
よ
い
。
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し
か
る
に
な
お
第
二
の
複
雑
が
生
ず
る
。
交
換
の
場
合
に
は
、
ひ
と
た
び
均
衡
が
原
理
上
成
立
す
れ
ば
、
交

換
は
直
ち
に
行
わ
れ
る
。
し
か
る
に
生
産
は
あ
る
期
間
を
必
要
と
す
る
。
私
は
こ
の
期
間
を
純
粋
に
単
純
に
捨

象
し
て
、
こ
の
第
二
の
困
難
を
解
決
し
よ
う
。
私
は
、
第
六
編
に
お
い
て
、
流﹅
動﹅
資﹅
本﹅
と
貨﹅
幣﹅
と
を
導
き
入
れ

よ
う
。
こ
の
流
動
資
本
と
貨
幣
と
に
よ
っ
て
、
生
産
用
役
は
直
ち
に
生
産
物
に
変
形
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
た

だ
し
消
費
者
は
こ
の
変
形
に
必
要
な
資
本
に
対
す
る
利
子
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
生
産
の
均
衡
は
ま
ず
原﹅
理﹅
上﹅
成
立
す
る
。
次
に
こ
の
均
衡
は
、
考﹅
察﹅
中﹅
の﹅
期﹅
間﹅
に﹅
問﹅
題﹅

の﹅
与﹅
件﹅
に﹅
変﹅
化﹅
が﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
、
こ
の
期
間
中
に
製
造
せ
ら
れ
る
べ
き
生
産
物
と
収
穫
せ
ら
れ
る
べ
き
用
役
の
相

互
の
引
渡
に
よ
っ
て
、
有﹅
効﹅
に
成
立
す
る
。
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第
二
十
一
章
　
生
産
方
程
式
の
解
法
。
生
産
物
の
価
格
及
び
用
役
の
価
格
の
成
立
の
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
二
〇
八
　
企
業
者
が
生
産
用
役
を
等
価
値
の
分
量
だ
け
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
う
仮
定
。
偶
然
に
叫
ば
れ
た
生
産
用
役
の
価
格
。
二
〇
九
　
生
産
物
の
原
価
。
偶
然
に
製

　
　
　
　
　
　
　
　
造
せ
ら
れ
た
生
産
物
の
数
量
。
二
一
〇
　
生
産
物
の
売
価
。
企
業
者
の
損
益
。
二
一
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
生
産
物
の
売
価
と
原
価
の
均
等
の
た
め
の
摸
索
。
二
一
三
　
価
値
尺
度
財
の
需

　
　
　
　
　
　
　
　
要
。
生
産
の
均
衡
の
た
め
に
価
値
尺
度
財
の
原
価
が
１
に
等
し
い
こ
と
の
必
要
。
二
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
者
が
生
産
用
役
を
等
量
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
と
い
う
仮
定
。
二
一
五
　
用
役
の

　
　
　
　
　
　
　
　
有
効
需
要
及
び
供
給
。
企
業
者
に
よ
る
需
要
量
、
消
費
者
に
よ
る
需
要
量
。
価
格
が
ゼ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
と
無
限
大
の
間
を
変
化
す
る
に
従
う
需
要
と
供
給
の
変
化
。
二
一
六
、
二
一
七
　
用
役
の

　
　
　
　
　
　
　
　
供
給
と
需
要
の
均
等
の
た
め
の
摸
索
。
二
一
八
　
価
値
尺
度
財
の
需
要
。
二
一
九
　
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
尺
度
財
の
原
価
が
１
に
等
し
い
た
め
の
摸
索
。
二
二
〇
　
生
産
物
と
用
役
の
均
衡
価
格
の

　
　
　
　
　
　
　
　
成
立
の
法
則
。

　
二
〇
八
　
そ
こ
で
我
々
は
市
場
に
行
っ
て
、
そ
こ
で
人
々
が
偶
然
に
用
役
の
価
格p't,p'p,p'k

…
…
の
ｎ
個
、

製
造
す
べ
き
生
産
物
の
量
Ωa,

Ωb,

Ωc,

Ωd

…
…
（
取
引
証
書
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
す
る
）
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の
ｍ
個
を
決
定
し
た
と
仮
定
す
る
。
こ
れ
に
続
い
て
い
か
な
る
活
動
が
起
る
か
を
よ
く
捕
捉
す
る
た
め
に
、
私

は
ま
ず
、
企
業
者
が
生
産
物
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
あ
る
量
を
売
り
、
消
費
者
は
こ
れ

を
購
い
、
ま
た
前
者
は
生
産
用
役
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
を
購
い
、
後
者
は
こ
れ
ら
を
売
り
、
こ
の

買
わ
れ
る
生
産
用
役
の
量
と
売
ら
れ
る
そ
れ
と
は
等
価
値
で
は
あ
る
が
等
量
で
は
な
い
と
仮
定
し
、
こ
の
仮
定

の
下
に
、
企
業
者
が
利
益
も
得
な
け
れ
ば
損
失
も
受
け
な
い
よ
う
な 

Ωa, 

Ωb, 

Ωc, 

Ωd 

…
…
を
決
定
し
よ
う
。

次
に
、
企
業
者
が
購
う
用
役
と
消
費
者
が
売
る
用
役
と
は
等
価
値
で
あ
る
と
同
時
に
等
量
で
あ
る
と
仮
定
し
、

こ
の
仮
定
の
下
に
用
役
の
有
効
需
要
と
供
給
と
が
均
等
と
な
る
よ
う
な p't, p'p, p'k 

…
…
を
決
定
し
よ
う
。
こ

の
場
合
に
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
研
究
方
法
は
価
値
尺
度
財
ま
で
も
捨
象
し
て
い
な
い
に
し

て
も
、
少
く
と
も
貨
幣
を
捨
象
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
私
共
の
与
件
と
条
件
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
う
ち
で
は
、
狭
義
の
資
本
が
現
物
の
ま
ま
貸
し
付
け

ら
れ
る
と
仮
定
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
る
の
は
、
無
意
義
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
既
に
説
明
し
た
よ

う
に
（
第
一
九
〇
節
）
、
資
本
家
は
そ
の
資
本
を
貯
蓄
に
よ
っ
て
形
成
す
る
か
ら
、
実
際
に
お
い
て
は
、
資
本

は
貨
幣
で
賃
貸
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
資
本
の
創
造
と
貨
幣
の
形
態
を
と
る
資
本
の
賃
貸
と
を
同
時
に
考
え
る
こ

と
は
、
後
に
し
よ
う
と
思
う
。

　
二
〇
九
　
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
の
価
格 p't, p'p, p'k 

…
…
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
偶
然
に

決
定
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
企
業
者
に
対
し
て
は
、
一
定
の
生﹅
産﹅
費﹅ p'a, p'b

, p'c, p'd 

…
…
が
、
次
の
方
程
式
か
ら
決
定
せ
ら
れ
る
。
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　p'a=atp't+app'p+akp'k+

…
…

　
　
　
　p'b=btp't+bpp'p+bkp'k+

…
…

　
　
　
　p'c=ctp't+cpp'p+ckp'k+

…
…

　
　
　
　p'd=dtp't+dpp'p+dkp'k+

…
…

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
読
者
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、p'a=1

と
な
る
よ
う
に
、p't,p'p,p'k

…
…
を
決
定
す
る
こ
と
も

自
由
で
あ
る
。
私
は
、
時
と
処
に
応
じ
て
、
こ
の
自
由
を
利
用
し
よ
う
。
た
だ
し
後
に
至
っ
て
、
価
値
尺
度
財

で
あ
る
商
品
の
生
産
費
は
、
自
由
競
争
の
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
自




ら

１
に
等
し
く
な
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
す
機
会
が
あ
ろ
う
。
今
は
（
Ａ
）
の
生
産
費
が
そ
の
販
売
価
格
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
も
、
小
で

あ
る
こ
と
も
、
ま
た
は
そ
れ
ら
が
等
し
い
こ
と
も
出
来
る
か
の
よ
う
に
推
論
を
し
よ
う
。

　
ま
た
、
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
同
様
に
偶
然
に
決
定
せ
ら
れ
た
量
Ωa,

Ωb,

Ωc,

Ωd

…
…
は
、
次
の
方
程
式
に
よ
っ
て
、
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
の
量
Δt,

Δp,

Δk

…
…
を
必
要

と
す
る
。

　
　
　
　
Δt=at

Ωa+bt

Ωb+ct

Ωc+dt

Ωd+

…
…

　
　
　
　
Δp=ap

Ωa+bp

Ωb+cp

Ωc+dp

Ωd+

…
…

　
　
　
　
Δk=ak

Ωa+bk

Ωb+ck

Ωc+dk

Ωd+

…
…

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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こ
れ
ら
の
量 

Ωa, 

Ωb, 

Ωc, 

Ωd 

…
…
は
自
由
競
争
の
機
構
に
従
っ
て
、
企
業
者
に
よ
っ
て
販
売
せ
ら
れ
る
。

私
は
ま
ず
生
産
物
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
販
売
の
条
件
を
研
究
す
る
。
次
に
価
値
尺
度
財
と
し
て

用
い
ら
れ
る
生
産
物
（
Ａ
）
の
販
売
の
条
件
を
研
究
す
る
。

　
二
一
〇
　
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
量 

Ωb, 

Ωc, 

Ωd 

…
…
は
、
次
の
方
程
式
に
従
っ
て
、
販
売

価
格 

πb, 

πc, 
πd 
…
…
で
売
ら
れ
る
。

　
　
　
　
Ωb=Fb(p't, p'p, p'k 

…
… 

πb, 

πc, 

πd 

…
…)

　
　
　
　
Ωc=Fc(p't, p'p, p'k 

…
… 

πb, 

πc, 

πd 

…
…)

　
　
　
　
Ωd=Fd(p't, p'p, p'k 
…
… 

πb, 

πc, 

πd 

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
実
際
に
、
市
場
は
自
由
競
争
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
る
故
に
、
生
産
物
は
、
（
一
）
欲
望
の
最
大
満
足
、

（
二
）
用
役
の
価
格
も
生
産
物
の
価
格
も
常
に
単
一
で
あ
る
こ
と
、
（
三
）
一
般
均
衡
の
三
つ
の
条
件
に
従
っ

て
販
売
せ
ら
れ
る
（
第
一
二
四
節
）
。
と
こ
ろ
で
右
の
体
系
は
、m

-1 

個
の
未
知
数
と m

-1 

個
の
方
程
式
を
含

み
、
か
つ
こ
れ
ら
三
つ
の
条
件
を
ち
ょ
う
ど
充
す
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
販
売
価
格 

πb, 

πc, 

πd 

…
…
は
一
般
に
生
産
費 p'b, p'c, p'd 

…
…
と
異
る
か
ら
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ

）
、
（
Ｄ
）
…
…
を
生
産
す
る
企
業
者
は
、
こ
れ
ら
の
差

　
　
　
　
Ωb(

πb-p'b), 

Ωc(

πc-p'c), 

Ωd(

πd-p'd)

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
利
益
ま
た
は
損
失
を
受
け
る
。
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し
か
し
直
ち
に
解
る
よ
う
に
、
Ωb,

Ωc,

Ωd

…
…
が
πb,

πc,

πd

…
…
の
函
数
で
あ
る
と
し
た
ら
、
こ

の
事
自
体
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
後
の
量
は
前
者
の
量
の
函
数
で
あ
り
、
従
っ
て
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
の
製
造
量
を
適
当
に
変
化
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
の
販
売
価
格
を
そ
の
生
産
費
に
一
致
せ
し
め
る
こ

と
が
出
来
る
。

　
二
一
一
　
函
数Fb,Fc,Fd

…
…
が
い
か
な
る
函
数
で
あ
る
か
を
、
私
共
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
交
換
と
い

う
事
実
の
性
質
か
ら
、
こ
れ
ら
の
函
数
の
内
第
一
はpb

の
値
が
減
少
す
る
か
ま
た
は
増
加
す
る
か
に
よ
り
、

第
二
はpc

の
値
が
減
少
す
る
か
ま
た
は
増
加
す
る
か
に
よ
り
、
第
三
はpd

の
値
が
減
少
す
る
か
増
加
す
る
か

に
よ
っ
て
（
以
下
も
同
様
）
、
増
加
す
る
か
ま
た
は
減
少
す
る
と
い
う
結
果
が
出
て
く
る
。
だ
か
ら
例
え
ば

πb

＞p'b

で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
Ωb

を
増
加
し
て
、
πb

を
減
少
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
反
対
に
πb

＜

p'b

で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
Ωb
を
減
少
し
て
、
πb

を
増
大
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
様
に
、
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
Ωc,

Ωd

…
…
を
増
加
し
ま
た
は
減
少
し
て
、
πc,

πd

…
…
を
減
少
し
ま
た
は
増
加
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

　
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
の
製
造
量
を
Ω'b,
Ω'c,

Ω'd

…
…
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
決
定
す
る
方
程
式
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
Ω'b=Fb(p't,p'p,p'k

…
…p'b,

πc,

πd

…
…)

　
　
　
　
Ω'c=Fc(p't,p'p,p'k

…
…
πb,p'c,

πd

…
…)

　
　
　
　
Ω'd=Fd(p't,p'p,p'k

…
…
πb,

πc,p'd

…
…)
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
こ
れ
ら
の
量
は
摸
索
に
よ
っ
て
、
Ωb,

Ωc,

Ωd

…
…
に
代
わ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
自
由
競
争
の
機

構
に
従
い
、
次
の
方
程
式
に
よ
っ
て
、
価
格
π'b,

π'c,

π'd

…
…
で
売
ら
れ
る
。

　
　
　
　
Ω'b=Fb(p't,p'p,p'k

…
…
π'b,

π'c,

π'd

…
…)

　
　
　
　
Ω'c=Fc(p't,p'p,p'k

…
…
π'b,

π'c,

π'd

…
…)

　
　
　
　
Ω'd=Fd(p't,p'p,p'k

…
…
π'b,

π'c,

π'd

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
そ
し
て
説
明
を
要
す
る
の
は
、
π'b,

π'c,

π'd

…
…
が
、
πb,

πc,

πd

…
…
よ
り
も
、p'b,p'c,p'd

…
…

に
近
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
二
一
二
　
こ
の
時
に
行
わ
れ
る
摸
索
の
条
件
に
お
い
て
は
、
用
役
の
価
格
は
一
定
で
あ
っ
て
、
変
化
し
な
い
。

故
に
各
交
換
者
は
、
価
値
尺
度
財
で
表
わ
さ
れ
た
常
に
同
一
の
収
入

　
　
　
　r=qtp't+qpp'p+qkp'k+

…
…

を
得
、
か
つ
、
方
程
式

　
　
　
　(qt-ot)p't+(qp-op)p'p+(qk-ok)p'k+

…
…+da+dbpb+dcpc+ddpd+

…
…=r

に
従
っ
て
、
こ
の
収
入
を
用
役
の
消
費
と
生
産
物
の
消
費
と
の
間
に
配
分
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
あ
る
価
格
が
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
あ
る
量
が
製
造
せ
ら
れ
た
結
果
と
し

て
決
定
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
、
製
造
せ
ら
れ
た
量
の
一
つ
例
え
ば
（
Ｂ
）
が
増
加
し
ま
た
は
減
少
す
れ
ば
、
新
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し
い
均
衡
を
成
立
せ
し
め
る
た
め
に
な
す
べ
き
第
一
の
事
は
、
す
べ
て
の
交
換
者
の
（
Ｂ
）
に
対
す
る
需
要
を

増
大
せ
し
め
ま
た
は
減
少
せ
し
め
て
、
そ
れ
に
よ
り
共
通
で
同
一
の
割
合
に
稀
少
性
を
減
少
せ
し
め
ま
た
は
増

大
せ
し
め
、
同
時
に
同
じ
割
合
で
（
Ｂ
）
の
価
格
を
低
下
せ
し
め
ま
た
は
高
騰
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
（
Ｂ
）
の
価
格
に
関
す
る
第
一
次
の
最
も
重
要
な
結
果
と
称
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と

が
な
さ
れ
、
各
交
換
者
に
お
い
て
（
Ｂ
）
の
消
費
に
費
さ
れ
る
べ
き
金
額 dbpb 

が
変
化
し
な
け
れ
ば
、
均
衡

は
回
復
し
よ
う
。
し
か
し
こ
の
金
額
は
、
疑
も
無
く
す
べ
て
の
場
合
に
す
な
わ
ち
（
Ｂ
）
の
製
造
量
の
増
加
の

場
合
に
も
ま
た
減
少
の
場
合
に
も
、
あ
る
交
換
者
に
お
い
て
は
増
加
し
、
あ
る
交
換
者
に
お
い
て
は
減
少
す
る

か
ら
、
前
者
は
す
べ
て
の
商
品
を
売
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
こ
れ
ら
す
べ
て
の
商
品
の
価
格
は
下
落
す
る
に

至
る
で
あ
ろ
う
し
、
後
者
は
す
べ
て
の
商
品
を
買
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
こ
れ
ら
す
べ
て
の
商
品
の
価
格
を

騰
貴
せ
し
め
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
価
格
に
関
す
る
、
第
二
次

の
、
中
位
的
な
重
要
さ
を
も
つ
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
三
つ
の
理
由
が
あ
る
。
（
一
）
（
Ｂ
）
の
消
費
に
投

ぜ
ら
れ
る
べ
き
金
額 dbpb 

の
変
化
は
、
二
つ
の
要
因 db 

と pb 

と
が
反
対
の
方
向
に
変
化
す
る
と
い
う
事
実

に
よ
っ
て
、
限
定
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
（
二
）
す
べ
て
の
商
品
の
売
と
買
と
を
生
ぜ
し
め
る
こ
の
変
化
は
、

こ
の
事
実
自
身
の
性
質
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
微
少
な
量
の
売
ま
た
は
買
し
か
生
ぜ
し
め
な
い
こ
と
、

（
三
）
売
の
影
響
と
買
の
影
響
と
が
互
に
相
殺
し
合
う
こ
と
。

　
右
に
（
Ｂ
）
の
製
造
量
の
変
化
の
影
響
に
つ
い
て
い
っ
た
こ
と
は
、
ま
た
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
製
造

量
の
変
化
の
影
響
に
つ
い
て
も
い
わ
れ
得
る
。
故
に
た
し
か
に
、
各
生
産
物
の
製
造
量
に
お
け
る
変
化
は
こ
の
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生
産
物
の
販
売
価
格
に
直
接
の
か
つ
す
べ
て
同
一
方
向
を
と
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
反
対
に
他
の
生
産
物
の
製
造

量
に
お
け
る
変
化
は
、
す
べ
て
同
一
の
方
向
に
行
わ
れ
た
と
想
像
し
て
も
、
右
の
生
産
物
の
販
売
価
格
に
は
間

接
的
な
互
に
相
反
す
る
方
向
の
そ
し
て
あ
る
程
度
ま
で
互
に
相
殺
し
合
う
影
響
し
か
も
た
な
い
。
だ
か
ら
、
新

し
い
製
造
量
と
新
し
い
販
売
価
格
の
体
系
は
も
と
の
体
系
よ
り
は
均
衡
に
近
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
こ
れ

に
ま
す
ま
す
近
か
ら
し
め
る
に
は
、
摸
索
を
続
け
れ
ば
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
方
程
式

　
　
　
　D

't=at

Ωa+btD
'b+ctD

'c+dtD
'd+

…
…

　
　
　
　D

'p=ap

Ωa+bpD
'b+cpD

'c+dpD
'd+

…
…

　
　
　
　D

'k=ak

Ωa+bkD
'b+ckD

'c+dkD
'd+

…
…

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

に
よ
っ
て
、
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量D

't,D
'p,D

'k

…
…
を
必
要
と
す
る
所
の
、

か
つ
方
程
式

　
　
　
　D

'b=Fb(p't,p'p,p'k

…
…p'b,p'c,p'd
…
…)

　
　
　
　D
'c=Fc(p't,p'p,p'k

…
…p'b,p'c,p'd

…
…)

　
　
　
　D

'd=Fd(p't,p'p,p'k

…
…p'b,p'c,p'd

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

に
よ
っ
て
、
販
売
価
格p'b,p'c,p'd

…
…
で
売
ら
れ
る
所
の
、
ま
た
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
企
業
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者
が
利
益
も
得
な
け
れ
ば
損
失
も
受
け
な
い
よ
う
な
販
売
価
格
で
売
ら
れ
る
所
の
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
の
量 D

'b, D
'c, D

'd 

…
…
を
決
定
し
得
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
産
物
の
市
場
に
お
い
て
、
企
業
者
が
利
益
を
受
け
る
か
ま
た
は
損
失
を
受
け
る
か
に
よ
っ
て
、

そ
の
生
産
を
拡
張
し
ま
た
は
制
限
す
る
と
き
、
こ
の
摸
索
は
自
由
競
争
の
制
度
の
下
に
ま
さ
し
く
現
実
に
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
（
第
一
八
八
節
）
。

　
二
一
三
　
一
国
の
市
場
に
お
い
て
、
生
産
費
に
等
し
い
販
売
価
格 p'b, p'c, p'd 

…
…
で
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、

（
Ｄ
）
…
…
の
有
効
に
需
要
せ
ら
れ
る
量 D

'b, D
'c, D

'd 

…
…
に
対
し
、
用
役
の
総
供
給
量
の
方
程
式

　
　
　
　O

't=Ft(p't, p'p, p'k 
…
… p'b, p'c, p'd 

…
…)

　
　
　
　O

'p=Fp(p't, p'p, p'k 
…
… p'b, p'c, p'd 

…
…)

　
　
　
　O

'k=Fk(p't, p'p, p'k 

…
… p'b, p'c, p'd 

…
…)

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

に
従
っ
て
取
引
証
書
の
形
の
下
に
有
効
に
供
給
せ
ら
れ
る
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
の
量 O

't, O
'p, O

'

k 

…
…
が
相
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
用
役
の
総
供
給
量
の
方
程
式
は
、
生
産
物
の
総
需
要
の
方
程
式
と

合
し
て
、
最
大
満
足
、
価
格
の
単
一
及
び
一
般
均
衡
の
三
条
件
を
充
す
交
換
方
程
式
の
体
系
を
形
成
す
る
。

　
ま
た
こ
の
と
き
、
人
々
は
方
程
式

　
　
　
　D

'a=O
'tp't+O

'pp'p+O
'kp'k+ 

…
… -(D

'bp'b+D
'cp'c+D

'dp'd+ 

…
…)

に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
た
（
Ａ
）
の D

'a 

量
を
有
効
に
需
要
す
る
。
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の
み
な
ら
ず
、
生
産
物
の
生
産
費
を
生
産
用
役
の
価
格
の
函
数
と
し
て
与
え
る
方
程
式
の
体
系
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
ｍ
個
の
方
程
式
（
第
二
〇
九
節
）
に
そ
れ
ぞ
れ
Ωa,D
'b,D

'c,D
'd

…
…
を
乗
じ
、
ま
た
生
産
用
役

の
需
要
量
を
製
造
量
の
函
数
と
し
て
与
え
る
方
程
式
の
体
系
（
第
二
一
二
節
）
に
含
ま
れ
る
ｎ
個
の
方
程
式
に

そ
れ
ぞ
れp't,p'p,p'k

…
…
を
乗
じ
、
か
く
て
得
た
も
の
を
各
体
系
ご
と
に
加
え
れ
ば
、
各
々
の
合
計
の
右
辺

は
互
に
相
等
し
い
か
ら
、
右
の
方
程
式
の
二
つ
の
体
系
か
ら
、
次
の
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
Ωap'a=D

'tp't+D
'pp'p+D

'kp'k+

…
…

　
　
　
　
　
　-(D

'bp'b+D
'cp'c+D

'dp'd+

…
…)

　
　
　
　
　
よ
っ
て
ま
た
次
の
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　D

'a-

Ωap'a=(O
't-D

't)p't+(O
'p-D

'p)p'p+(O
'k-D

'k)p'k+

…
…

　
価
値
尺
度
財
で
あ
る
商
品
（
Ａ
）
の
生
産
量
は
な
お
未
だ
偶
然
に
し
か
決
定
せ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
企
業
者

が
何
ら
の
利
益
を
得
ず
損
失
も
受
け
な
い
よ
う
に
、
こ
の
量
を
も
決
定
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

か
く
決
定
す
る
た
め
に
は
、
価
値
尺
度
財
の
生
産
費
が
そ
の
販
売
価
格
に
等
し
い
こ
と
を
要
す
る
の
は
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
も
し
私
共
が
最
初
に

　
　
　
　p'a=atp't+app'p+akp'k+

…
…=1

と
置
く
だ
け
の
注
意
を
す
れ
ば
、
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
方
程
式
以
外
に
は
、
均
衡
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
方
程
式
が
満
足
さ
れ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、D

'b,D
'c

,D
'd

…
…
が
既
に
い
っ
た
よ
う
に
決
定
せ
ら
れ
た
と
き
、
均
衡
が
現
わ
れ
る
。
実
際
企
業
者
が
借
入
れ
た
生
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産
用
役
の
量
と
、
こ
の
企
業
者
が
そ
の
生
産
物
と
交
換
に
受
け
る
量
と
は
等
価
値
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら p'a 

は

１
に
等
し
く
、
（
Ａ
）
の
企
業
者
は
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
企
業
者
と
同
じ
く
、
利
益
も
得
な

け
れ
ば
損
失
も
受
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、

　
　
　
　(O

't-D
't)p't+(O

'p-D
'p)p'p+(O

'k-D
'k)p'k+ 

…
… =0

で
あ
り
、
従
っ
て

　
　
　
　D

'a=

Ωap'a=
Ωa

で
あ
る
。

　
か
く
て
実
際
に
は
、
価
値
尺
度
財
で
あ
る
生
産
物
の
生
産
費
が
１
に
等
し
い
よ
う
に
用
役
の
価
格
が
決
定
せ

ら
れ
た
と
き
、
私
共
が
求
め
る
部
分
均
衡
を
得
る
に
は
、
既
に
い
っ
た
よ
う
に
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）

…
…
の
企
業
者
が
利
益
も
得
な
け
れ
ば
、
損
失
も
受
け
な
い
よ
う
に
、D

'b, D
'c, D

'd 

…
…
を
決
定
す
れ
ば
足

る
で
あ
ろ
う
。
（
Ａ
）
の
需
要
量 D

'a 
は
も
ち
ろ
ん
偶
然
に
製
造
せ
ら
れ
た
量 

Ωa 

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
生
産

者
は
生
産
物
の D

'a+D
'bp'b+D

'cp'c+D
'dp'd 

…
…
だ
け
を
取
引
証
書
で
売
り
、
用
役
の D

'tp't+D
'pp'p+D

'kp'k

+ 

…
…
だ
け
を
購
い
、
消
費
者
は
用
役
の O

'tp't+O
'pp'p+O

'kp'k+ 

…
…
だ
け
を
取
引
証
書
で
売
り
、
生
産
物

の D
'a+D

'bp'b+D
'cp'c+D

'dp'd+ 

…
…
だ
け
を
購
い
、
生
産
用
役
の
用
い
ら
れ
た
量
と
そ
の
供
給
量
と
の
均
等

を
示
す
生
産
方
程
式
の
﹇
３
﹈
組
を
除
き
、
生
産
方
程
式
の
す
べ
て
が
満
足
さ
れ
る
。

　
二
一
四
　
だ
が
こ
れ
ら
の
他
の
方
程
式
を
満
足
せ
し
め
た
と
同
じ
く
、
除
か
れ
た
こ
の
方
程
式
の
体
系
を
も

満
足
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
購
わ
れ
た
生
産
用
役
の
量
と
販
売
せ
ら
れ
た
生
産
用
役
の
量
と
は
単
に
等
価
値
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で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
の
み
で
な
く
、
等
量
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
量
が
ま
た
生
産
物
の
製
造

に
入
り
込
む
所
の
量
で
あ
る
か
ら
。
か
よ
う
に
し
て
、
今
や
、
用
役
の
供
給
と
需
要
の
均
等
を
生
ぜ
し
め
て
、

生
産
の
問
題
を
完
了
す
べ
き
と
き
と
な
っ
た
。

　
こ
の
均
等
は
、
も
しD

't=O
't,D

'p=O
'p,D

'k=O
'k

…
…
な
ら
ば
、
成
立
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に

は
、
市
場
の
仲
買
人
は
、
生
産
者
に
対
し
て
用
役
の
取
引
証
書
を
引
渡
し
、
生
産
物
の
取
引
証
書
を
受
け
、
消

費
者
に
対
し
て
は
生
産
物
の
取
引
証
書
を
引
渡
し
、
用
役
の
取
引
証
書
を
受
け
、
か
く
て
用
役
と
生
産
物
と
の

交
換
、
用
役
と
用
役
と
の
交
換
が
有
効
に
行
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
一
般
に
、
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
合
理
的
に
修

正
せ
ら
れ
た
用
役
の
価
格
を
基
礎
と
し
て
、
摸
索
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
にp't,p'p,p'k

…
…

は
本
質
上
正
で
あ
る
か
ら
、p'a=1,
Ωa=D

'a

が
成
立
つ
と
き
に
は
、
も
し
、
量O

't-D
't,O

'p-D
'p,O

'k-D
'k

…

…
の
う
ち
、
あ
る
も
の
が
正
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
他
は
負
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
逆
も
成
り
立
つ
こ
と
を
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。

　
二
一
五
　
函
数
Ｕ
で
正
のot

の
合
計
す
な
わ
ち
用
役
（
Ｔ
）
の
有
効
に
供
給
せ
ら
れ
た
量
を
表
わ
し
、
函

数
ｕ
で
負
のot

の
合
計
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
生
産
の
た
め
に
企
業
者
が

有
効
に
需
要
す
る
用
役
の
量
で
は
な
く
、
消
費
者
が
商
品
と
し
て
有
効
に
需
要
す
る
用
役
の
量
、
他
の
言
葉
で

い
え
ば
、
生
産
用
役
と
し
て
で
は
な
く
消
費
用
役
と
し
て
有
効
に
需
要
せ
ら
れ
る
こ
の
用
役
の
合
計
を
表
わ
せ

ば
、
函
数O

't

はU
-u

の
形
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
よ
っ
て
、
不
等
式
は
、
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の
形
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　D
'a

は
変
化
し
な
い
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ちpt,pp,pk

…
…
の
い
か
な
る
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
っ

て
生
産
費pa

の
変
化
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
（
Ａ
）
の
企
業
者
が
常
に
同
一
量
を
生

産
す
る
と
仮
定
す
る
。
し
か
ら
ば
左
辺
に
は
、
可
変
項btD

'b,ctD
'c,dtD

'd

…
…
が
残
り
、
こ
れ
ら
は
価
格p

b,pc,pd

…
…
の
減
少
函
数
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
は
価
格pt

の
減
少
函
数
で
も
あ
る
。
け
だ
し
こ
のpt

の
生
産
費
は
ま
た
そ
れ
自
身
価
格pb,pc,pd

…
…
の
増
加
函
数
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
可
変
項
ｕ
が

残
る
。
ｕ
も
ま
た
価
格pt
の
減
少
函
数
で
あ
る
。
よ
っ
て
、pt

が
ゼ
ロ
か
ら
無
限
へ
と
増
大
し
、p'p,p'k

…

…
が
一
定
で
あ
る
と
す
る
と
、D

't+u

は
あ
る
一
定
の
値
か
ら
ゼ
ロ
に
ま
で
減
少
す
る
。

　
不
等
式
の
右
辺
の
唯
一
の
項
Ｕ
は
、pt

の
値
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
き
に
ゼ
ロ
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

pt

が
正
の
あ
る
値
を
と
っ
て
も
な
お
ゼ
ロ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
用
役
（
Ｔ
）
の
値
に
比
し
諸
々
の
生
産
物
の

価
格
が
著
し
く
大
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
た
め
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
に
対
す
る
こ
の
用
役
の
所
有
者
の
需
要
が
ゼ

ロ
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。
価
格pt

が
増
大
す
れ
ば
、
函
数
Ｕ
は
ま
ず
増
加
す
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
生
産
物

は
、
用
役
（
Ｔ
）
に
比
し
、
比
較
的
に
よ
り
安
く
な
り
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
の
需
要
が
、
こ
れ
に
伴
う
用
役
の

供
給
と
同
時
に
現
わ
れ
る
。
だ
が
こ
の
用
役
の
供
給
は
無
限
に
は
増
加
し
な
い
。
そ
れ
は
少
く
と
も
最
大
を
通

る
。
こ
の
最
大
は
所
有
せ
ら
れ
る
合
計
量Q

t

よ
り
大
で
は
あ
り
得
な
い
。
次
に
そ
れ
は
減
少
し
、
（
Ｔ
）
の

価
格
が
無
限
と
な
れ
ば
す
な
わ
ち
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
が
無
料
と
な
れ
ば
、
ゼ
ロ
と
な

る
。
よ
っ
て
、pt

は
ゼ
ロ
か
ら
無
限
ま
で
増
大
す
る
と
き
、
Ｕ
は
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
、
増
大
し
、
後
減
少
し
、
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ゼ
ロ
に
帰
る
。

　
二
一
六
　
こ
れ
ら
の
条
件
の
下
で
、
Ｕ
が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
を
止
め
る
前
に
、D

't+u

が
ゼ
ロ
と
な
る
場
合

　
　
こ
の
場
合
に
は
問
題
は
解
け
な
い
　
　
を
除
け
ば
、
（
Ｔ
）
の
有
効
需
要
と
有
効
供
給
を
等
し
か
ら
し
め

るpt

の
あ
る
値
が
あ
る
。
こ
のpt

は
、
で
あ
る
に
従
っ
て
、
で
あ
る
。p''t

を
（
Ｔ
）
の
有
効
需
要
と
有
効
供

給
を
等
し
か
ら
し
め
るpt

の
値
と
し
、
π''b,

π''c,

π''d

…
…
を
先
に
述
べ
た
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
（
Ｂ
）
、

（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
生
産
費
に
等
し
い
販
売
価
格
と
し
、
Ω''t

を
需
要
に
等
し
い
（
Ｔ
）
の
供
給
と
す
れ

ば
、

　
　
　
　
Ω''t=Ft(p''t,p'p,p'k
…
…
π''b,

π''c,

π''d

…
…)

が
得
ら
れ
る
。

　
こ
の
操
作
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
函
数

　
　
　
　O

'p=Fp(p't,p'p,p'k

…
…p'b,p'c,p'd

…
…)

は　
　
　
　
Ω''p=Fp(p''t,p'p,p'k

…
…
π''b,

π''c,
π''d

…
…)

と
な
る
。
そ
し
て
用
役
（
Ｐ
）
の
こ
の
供
給
は
そ
の
需
要
よ
り
大
と
な
る
か
ま
た
は
小
と
な
る
。
し
か
し
（
Ｐ
）

の
有
効
供
給
と
有
効
需
要
と
を
等
し
か
ら
し
め
るpp

の
あ
る
値
が
あ
り
、
こ
れ
を
、
私
共
はp''t

を
見
出
す

に
用
い
た
と
同
一
の
方
法
に
よ
っ
て
、
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。p''p

を
こ
の
値
と
し
、
π'''b,

π'''c,

π'''d

…

…
を
既
に
述
べ
た
よ
う
に
し
て
（
第
二
一
一
、
二
一
二
節
）
得
ら
れ
た
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
生

536純粋経済学要論





産
費
に
等
し
い
販
売
価
格
と
し
、
Ω'''p

を
需
要
に
等
し
い
（
Ｐ
）
の
供
給
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
Ω'''p=Fp(p''t,p''p,p'k

…
…
π'''b,

π'''c,

π'''d

…
…)

が
得
ら
れ
る
。

　
同
様
に
し
て
、

　
　
　
　
ΩIV

k=Fk(p''t,p''p,p''k

…
…
πIV

b,

πIV
c,

πIV
d

…
…)

が
得
ら
れ
、
以
下
同
様
で
あ
る
。

　
二
一
七
　
こ
れ
ら
す
べ
て
の
行
動
を
終
え
れ
ば
、

　
　
　
　O

''t=Ft(p''t,p''p,p''k
…
…p''b,p''c,p''d

…
…)

が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
証
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
供
給O

't

が
需
要D

't

に
近
似
し
て
い
る
よ
り
も
、
よ

り
多
く
こ
の
供
給O

''t

が
需
要D

''t
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
た
し
か
ら
し

く
見
え
る
。
け
だ
し
、
供
給
を
需
要
に
等
し
か
ら
し
め
る
所
のp't

か
らp''t

へ
の
変
化
は
直
接
に
そ
の
影
響

を
生
じ
、
少
く
と
も
（
Ｔ
）
の
需
要
に
対
し
て
は
影
響
の
全
部
を
同
一
方
向
に
生
ぜ
し
め
る
の
に
反
し
、
こ
の

供
給
と
需
要
と
を
均
等
か
ら
遠
ざ
け
る
所
のp'p,p'k
…
…
か
らp''p,p''k

へ
の
変
化
は
間
接
に
し
か
影
響
を

生
ぜ
ず
、
少
く
と
も
（
Ｔ
）
の
需
要
に
対
し
て
は
、
反
対
の
方
向
の
か
つ
あ
る
程
度
ま
で
は
互
に
相
殺
し
合
う

影
響
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
新
し
い
価
格p''t,p''p,p''k

…
…
の
体
系
は
、
旧
価
格p't,p'p,p'k

…
…

の
体
系
よ
り
均
衡
に
近
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
均
衡
に
ま
す
ま
す
接
近
す
る
に
は
、
同
じ
方
法
に
従
っ
て
変
化

を
継
続
す
れ
ば
よ
い
。
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と
こ
ろ
で
こ
の
摸
索
は
、
用
役
の
市
場
に
お
い
て
自
由
競
争
の
制
度
の
下
に
自
然
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
け
だ
し
、
こ
の
制
度
の
下
に
需
要
が
供
給
よ
り
大
な
ら
ば
、
人
々
は
用
役
の
価
格
を
騰
貴
せ
し
め
、
供
給

が
需
要
よ
り
大
な
ら
ば
、
こ
の
価
格
を
下
落
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　
二
一
八
　
均
衡
が
実
現
さ
れ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
生
産
物
の
価
格
は
、

　
　
　
　p''a=atp''t+app''p+akp''k+

…
…

　
　
　
　p''b=btp''t+bpp''p+bkp''k+

…
…

　
　
　
　p''c=ctp''t+cpp''p+ckp''k+

…
…

　
　
　
　p''d=dtp''t+dpp''p+dkp''k+

…
…

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

で
あ
り
、
他
方
、
生
産
的
用
役
の
需
要
量
は
、

　
　
　
　D

''t=atD
'a+btD

''b+ctD
''c+dtD

''d+
…
…

　
　
　
　D

''p=apD
'a+bpD

''b+cpD
''c+dpD

''d+
…
…

　
　
　
　D

''k=akD
'a+bkD

''b+ckD
''c+dkD

''d+
…
…

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

で
あ
る
。
か
つ
量D

''b,D
''c,D

''d

…
…
は
生
産
物
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
需
要
方
程
式
を
満
足

す
る
も
の
で
あ
り
、
量D

''t=O
''t,D

''p=O
''p,D

''k=O
''k

…
…
は
用
役
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
の
供

給
方
程
式
を
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
ら
の
方
程
式
に
お
い
て
、p''t,p''p,p''k

…
…p''b,p''c,p''d

…
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…
は
独
立
変
数
で
あ
る
。
）
右
の
二
組
の
方
程
式
か
ら
、
次
の
方
程
式
が
引
き
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　D

'ap''a=D
''tp''t+D

''pp''p+D
''kp''k+

…
…

　
　
　
　
　
　
　-(D

''bp''b+D
''cp''c+D

''dp''d+

…
…)

　
こ
の
場
合
に
は
、
次
の
方
程
式
に
よ
っ
て
、
（
Ａ
）
のD

''a

量
が
需
要
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　D

''a=o''tp''t+O
''pp''p+O

''kp''k+

…
…

　
　
　
　
　
　-(D

''bp''b+D
''cp''c+D

''dp''d+

…
…)

　
そ
し
てD

''t=O
''t,D

''p=O
''p,D

''k=O
''k

…
…
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　D

''a=D
'ap''a

で
あ
る
。

　
こ
れ
で
解
る
よ
う
に
、
問
題
の
方
程
式
の
す
べ
て
は
、
た
だ
一
つ
の
例
外
を
除
き
、
満
足
さ
れ
た
。
こ
の
例

外
は
、
価
値
尺
度
財
で
あ
る
商
品
の
需
要
と
供
給
と
の
均
等
を
生
ぜ
し
め
る
こ
の
商
品
の
生
産
費
の
方
程
式
、

ま
た
は
こ
の
商
品
の
販
売
価
格
を
生
産
費
す
な
わ
ち
１
に
等
し
か
ら
し
め
る
こ
の
商
品
の
需
要
方
程
式
で
あ
る
。

だ
か
ら
も
し
偶
然
に
、p''a=1

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、D

'a=D
''a

で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
は
も
し
偶
然
にD

'a=D
''a

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、p''a=1

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
問
題
は
全
く
解
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
に
、p't,p

'p,p'k

…
…
が
既
に
述
べ
た
よ
う
に
し
て
、p''t,p''p,p''k
に
変
化
し
た
後
に
は

　
　
　
　

と
な
り
、
従
っ
て
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と
な
る
。

　
二
一
九
　
だ
か
ら
生
産
方
程
式
の
体
系
の
解
法
を
完
結
す
る
に
は
、
な
お
、
方
程
式

　
　
　
　atp'''t+app'''p+akp'''k+

…
…=p'''a=1

に
従
い
、p'''t,p'''p,p'''k

を
決
定
し
な
が
ら
、
換
言
す
れ
ば
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
に
従
っ
て
、
な
ら
し
め
な
が

ら
、
す
べ
て
の
摸
索
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
の
新
し
い
点
か
ら
出
発
し
て
、
私
共
は
、
ま
ず
第
一
過
程
と
し
て
、
生
産
物
の
市
場
に
お
い
て
、
方
程
式

　
　
　
　D

'''a=O
'''tp'''t+O

'''pp'''p+O
'''kp'''k+

…
…

　
　
　
　
　
　-(D

'''bp'''b+D
'''cp'''c+D

'''dp'''d+

…
…)

に
よ
っ
てD

'''a

を
決
定
し
、
次
に
第
二
過
程
と
し
て
、
用
役
の
市
場
に
お
い
て
、
方
程
式

　
　
　
　D

IV
a=D

'''apIV
a

に
よ
っ
て
、D

IV
a

を
決
定
す
る
。
こ
こ
で
証
明
す
べ
き
こ
と
は
、pIV

a

がp''a

よ
り
も
１
に
近
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
が
ほ
ぼ
た
し
か
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ばp''a

＞1

で
あ
る
場
合
に
は
、

p'''b

＜p''b,p'''c

＜p''c,p'''d

＜p''d

…
…
で
あ
り
、
従
っ
て
、D

'''b

＞D
''b,D

'''c

＞D
''c,D

'''d

＞D
''d

…
…
で
あ

り
、
従
っ
て
ま
たD

'''a

＜D
''a

で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、
容
易
に
解
る
。
か
く
て
、p'''a=1

な
ら
ば
、

p'''a

はpIV
a

と
な
る
た
め
に
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
増
大
し
、
（
Ａ
）

の
需
要
の
減
少
に
よ
っ
て
減
少
す
る
。p''a

＜1

で
あ
る
場
合
に
は
、p'''a

は
、pIV

a

と
な
る
た
め
に
、
（
Ｂ
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）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
需
要
の
減
少
に
よ
っ
て
減
少
し
、
（
Ａ
）
の
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
大
と
な
る
。

そ
れ
ら
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
こ
れ
ら
の
傾
向
は
反
対
の
方
向
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
よ
っ

て
、pa
は
、pt,pp,pk

…
…
の
減
少
ま
た
は
増
大
の
影
響
に
よ
っ
て
１
に
近
づ
く
よ
り
も
、
よ
り
多
く
１
に

接
近
す
る
。
そ
し
て
同
じ
方
法
を
継
続
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
１
に
近
づ
く
。
つ
い
に
こ
れ
に
達
し
、pIV

a=1

と
な
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、D

'''a=D
IV

a

が
得
ら
れ
、
問
題
は
完
全
に
解
か
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
私
が
記
述
し
て
き
た
摸
索
は
自
由
競
争
の
制
度
の
下
に
自
然
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

実
際

　
　
　
　D

''a=D
'ap''a

で
あ
る
と
き
に
は
、
（
Ａ
）
の
生
産
者
の
負
債
はD

'ap''a

で
あ
る
。
こ
の
と
き
彼
ら
は
、
（
Ａ
）
の
需
要
量

D
''a

を
価
格
１
で
提
供
す
れ
ば
、
利
益
と
し
てD

'a-D
''a=D

'a(1-p''a)

を
得
る
。
こ
の
差
は
、
も
しp''a

＜1

で

あ
っ
てD

'a

＞D
''a

で
あ
る
な
ら
ば
、
本
来
の
意
味
の
利
益
（
〔be'ne'fice

〕
）
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合

に
は
、
彼
ら
は
生
産
を
拡
張
し
、p''t,p''p,p''k
…
…
を
増
大
せ
し
め
、
従
っ
てp''a

を
増
大
せ
し
め
、p''a

は

１
に
近
づ
く
。
右
の
差
は
、
も
しp''a

＞1

で
あ
っ
て
、D

'a

＜D
''a

で
あ
る
な
ら
ば
、
損
失
で
あ
る
。
生
産
者

は
こ
の
損
失
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
と
き
に
は
、
彼
ら
は
生
産
を
制
限
し
、p''t,p''p,p''k

…
…
を
減

少
せ
し
め
、
従
っ
てp''a

を
減
ぜ
し
め
、
こ
のp''a

は
１
に
近
づ
く
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
（
Ａ
）

の
企
業
者
は
、
価
値
尺
度
財
で
あ
る
商
品
の
生
産
費
が
販
売
価
格
す
な
わ
ち
１
よ
り
大
で
あ
っ
て
、
確
か
に
彼

ら
に
損
失
を
生
ぜ
し
め
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
を
生
産
せ
ず
、
た
だ
生
産
費
が
１
よ
り
小
な
る
か
ま
た
は
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こ
れ
に
等
し
い
場
合
に
の
み
こ
れ
を
生
産
し
、
損
失
を
伴
う
地
位
を
避
け
得
る
自
由
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
結
局
（
Ａ
）
の
企
業
者
は
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
の
企
業
者
の
よ
う
に
、

販
売
価
格
が
生
産
費
よ
り
大
な
る
場
合
に
は
そ
の
生
産
を
拡
張
し
、
生
産
費
が
販
売
価
格
よ
り
大
な
る
場
合
に

は
こ
れ
を
制
限
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
前
の
場
合
に
は
、
彼
ら
は
、
用
役
の
市
場
に
お
い
て
、
用
役
の
価
格

を
騰
貴
せ
し
め
、
後
の
場
合
に
は
、
こ
れ
を
下
落
せ
し
め
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
彼
ら
は

均
衡
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
二
二
〇
　
こ
の
証
明
の
全
て
の
部
分
を
結
合
し
て
、
市
場
価
格
成
立
の
法
則
す
な
わ
ち
生
産
の
均
衡
価
格
成

立
の
法
則
を
次
の
よ
う
に
定
立
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
諸﹅
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
製﹅
造﹅
に﹅
用﹅
い﹅
ら﹅
れ﹅
か﹅
つ﹅
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
の﹅
仲﹅
介﹅
に﹅
よ﹅
り﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
諸﹅
生﹅
産﹅
物﹅
と﹅
交﹅
換﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅

る﹅
諸﹅
生﹅
産﹅
用﹅
役﹅
が﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
て﹅
、
市﹅
場﹅
の﹅
均﹅
衡﹅
が﹅
現﹅
わ﹅
れ﹅
る﹅
に﹅
は﹅
、
換﹅
言﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
さ﹅
れ﹅
た﹅

こ﹅
れ﹅
ら﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
用﹅
役﹅
の﹅
価﹅
格﹅
と﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
価﹅
格﹅
が﹅
静﹅
止﹅
状﹅
態﹅
に﹅
あ﹅
る﹅
に﹅
は﹅
、
（
一
）
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
価﹅

格﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
、
各﹅
用﹅
役﹅
及﹅
び﹅
各﹅
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
が﹅
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
に﹅
等﹅
し﹅
く﹅
、
（
二
）
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
販﹅
売﹅
価﹅
格﹅
が﹅

用﹅
役﹅
か﹅
ら﹅
成﹅
る﹅
そ﹅
の﹅
生﹅
産﹅
費﹅
に﹅
等﹅
し﹅
く﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
し﹅
、
ま﹅
た﹅
こ﹅
れ﹅
だ﹅
け﹅
の﹅
条﹅
件﹅
が﹅
充﹅
さ﹅
れ﹅
れ﹅
ば﹅
足﹅
る﹅
の﹅

で﹅
あ﹅
る﹅
。
こ﹅
れ﹅
ら﹅
二﹅
つ﹅
の﹅
均﹅
等﹅
が﹅
存﹅
在﹅
し﹅
な﹅
い﹅
と﹅
き﹅
、
第﹅
一﹅
の﹅
均﹅
等﹅
を﹅
実﹅
現﹅
す﹅
る﹅
に﹅
は﹅
、
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
が﹅
有﹅
効﹅
供﹅

給﹅
よ﹅
り﹅
大﹅
な﹅
る﹅
用﹅
役﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
価﹅
格﹅
を﹅
騰﹅
貴﹅
せ﹅
し﹅
め﹅
ね﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
な﹅
い﹅
し﹅
、
ま﹅
た﹅
有﹅
効﹅
供﹅
給﹅
が﹅
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅

よ﹅
り﹅
大﹅
な﹅
る﹅
用﹅
役﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
価﹅
格﹅
を﹅
下﹅
落﹅
せ﹅
し﹅
め﹅
ね﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
な﹅
い﹅
。
そ﹅
し﹅
て﹅
第﹅
二﹅
の﹅
均﹅
等﹅
を﹅
実﹅
現﹅
す﹅
る﹅

に﹅
は﹅
、
販﹅
売﹅
価﹅
格﹅
が﹅
生﹅
産﹅
費﹅
よ﹅
り﹅
大﹅
な﹅
る﹅
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
量﹅
を﹅
増﹅
加﹅
せ﹅
ね﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
し﹅
、
生﹅
産﹅
費﹅
が﹅
販﹅
売﹅
価﹅
格﹅
よ﹅
り﹅
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大﹅
な﹅
る﹅
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
量﹅
を﹅
減﹅
少﹅
せ﹅
ね﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
。

　
以
上
が
生﹅
産﹅
の﹅
均﹅
衡﹅
価﹅
格﹅
の﹅
成﹅
立﹅
の﹅
法﹅
則﹅
で
あ
る
。
こ
の
法
則
を
、
次
に
私
が
為
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
、

適
当
に
一
般
化
さ
れ
た
均﹅
衡﹅
価﹅
格﹅
変﹅
動﹅
の﹅
法﹅
則﹅
と
結
合
す
れ
ば
、
二
重
の
法
則
で
あ
る
需
要
供
給
及
び
生
産
費

の
法
則
」
に
傍
点
﹈
の
科
学
的
方
式
が
得
ら
れ
よ
う
。
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第
二
十
二
章
　
自
由
競
争
の
原
理
に
つ
い
て
。
生
産
物
の
価
格
と
用
役
の
価
格
と
の
変
動
の
法
則
。

用
役
の
購
買
曲
線
及
び
販
売
曲
線
。
生
産
物
の
価
格
曲
線
。

　
　
　
　
　
　
　
　
要
目
　
二
二
一
　
生
産
の
領
域
に
お
け
る
自
由
競
争
の
解
析
的
定
義
。
二
二
二
　
自
由
競

　
　
　
　
　
　
　
　
争
の
純
粋
か
つ
単
純
な
事
実
ま
た
は
概
念
は
原
理
と
な
る
。
二
二
三
　
「
自
由
放
任
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
証
明
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
認
識
さ
れ
な
い
例
外
、
公
共
事
業
、
自
然
的
必
然
的
独
占
、

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
的
富
の
分
配
。
二
二
四
、
二
二
五
、
二
二
六
　
用
役
の
交
換
価
値
と
稀
少
性
の
比
例

　
　
　
　
　
　
　
　
性
。
二
二
七
　
生
産
物
と
用
役
の
均
衡
価
格
の
変
動
の
法
則
。
二
二
八
、
二
二
九
　
用
役

　
　
　
　
　
　
　
　
の
購
買
曲
線
と
販
売
曲
線
。
二
三
〇
　
生
産
物
の
価
格
の
曲
線
。

　
二
二
一
　
第
二
十
一
章
に
な
し
た
証
明
に
よ
っ
て
、
生
産
の
領
域
に
お
け
る
自
由
競
争
こ
そ
、
第
二
十
章
の

方
程
式
の
実
際
的
解
法
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
一
方
、
企
業
者
が
、
利
益
が
あ
る
と

き
生
産
を
拡
張
し
、
損
失
を
受
け
る
と
き
こ
れ
を
縮
少
し
得
る
自
由
と
、
他
方
、
地
主
・
労
働
者
・
資
本
家
が

用
役
を
せ
り
下
げ
つ
つ
売
り
、
生
産
物
を
せ
り
上
げ
つ
つ
購
い
得
る
自
由
、
企
業
者
が
用
役
を
せ
り
上
げ
つ
つ

購
い
、
生
産
物
を
せ
り
下
げ
つ
つ
売
り
得
る
自
由
こ
そ
が
、
第
二
十
章
の
方
程
式
の
実
際
的
解
法
で
あ
る
。
飜

っ
て
、
こ
れ
ら
の
方
程
式
及
び
こ
れ
ら
の
方
程
式
が
よ
っ
て
立
つ
所
の
条
件
を
回
想
す
れ
ば
、
記
憶
に
甦
っ
て
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く
る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
自﹅
由﹅
競﹅
争﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
支﹅
配﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
市﹅
場﹅
に﹅
お﹅
け﹅
る﹅
生﹅
産﹅
は﹅
、
用﹅
役﹅
が﹅
、
欲﹅
望﹅
の﹅
可﹅
能﹅
的﹅
最﹅
大﹅
満﹅
足﹅
を﹅

生﹅
ぜ﹅
し﹅
め﹅
る﹅
に﹅
適﹅
当﹅
な﹅
性﹅
質﹅
と﹅
量﹅
と﹅
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
に﹅
変﹅
形﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
た﹅
め﹅
に﹅
結﹅
合﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
操﹅
作﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。
た﹅
だ﹅

し﹅
こ﹅
の﹅
結﹅
合﹅
は﹅
、
各﹅
生﹅
産﹅
物﹅
及﹅
び﹅
各﹅
用﹅
役﹅
が﹅
市﹅
場﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
は﹅
そ﹅
れ﹅
ぞ﹅
れ﹅
の﹅
需﹅
要﹅
と﹅
供﹅
給﹅
と﹅
を﹅
等﹅
し﹅
か﹅
ら﹅
し﹅
め﹅

る﹅
所﹅
の﹅
唯﹅
一﹅
の﹅
価﹅
格﹅
し﹅
か﹅
も﹅
た﹅
な﹅
い﹅
と﹅
い﹅
う﹅
条﹅
件﹅
と﹅
、
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
販﹅
売﹅
価﹅
格﹅
は﹅
用﹅
役﹅
か﹅
ら﹅
成﹅
る﹅
生﹅
産﹅
費﹅
に﹅
等﹅
し﹅

い﹅
と﹅
い﹅
う﹅
条﹅
件﹅
の﹅
う﹅
ち﹅
に﹅
、
な﹅
さ﹅
れ﹅
る﹅
も﹅
の﹅
で﹅
な﹅
け﹅
れ﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
。

　
二
二
二
　
最
後
に
お
そ
ら
く
人
々
は
、
科
学
的
に
丹
念
に
仕
上
げ
ら
れ
た
純
粋
経
済
学
の
重
要
さ
を
知
ろ
う

と
欲
す
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
純
粋
科
学
の
観
点
に
立
っ
て
、
今
ま
で
自
由
競
争
を
一
つ
の
事
実
と
し
て
採
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
ま
た
採
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
否
、
こ
れ
を
一
つ
の
仮
説
と
し
て
さ
え
採
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
私
共
が
現
実
に
見
る
か
否
か
は
、
さ
ま
で
重
要
で
は
な
い
。
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
れ

を
思
想
の
う
ち
に
考
え
得
る
の
み
で
足
り
る
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
与
件
の
下
で
、
自
由
競
争
の
性
質
・
原
因
・

結
果
を
研
究
し
た
。
今
や
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
、
あ
る
限
界
の
中
で
利
用
の
最
大
を
生
ぜ
し
め
る

こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
自
由
競
争
の
事
実
は
利
益
の
原
理
ま
た
は
利
益

の
準
則
と
な
る
。
こ
れ
を
農
・
工
・
商
業
に
細
密
に
適
用
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
か
く
て

純
粋
経
済
学
の
結
論
に
よ
っ
て
、
私
共
は
応
用
科
学
の
入
口
に
ま
で
運
ば
れ
て
く
る
。
こ
こ
で
読
者
は
、
私
共

の
方
法
に
対
す
る
あ
る
反
対
論
が
自
ら
い
か
に
そ
の
力
を
失
う
か
を
、
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
者
は
ま
ず

い
っ
た
、
「
自
由
競
争
に
お
け
る
価
格
の
決
定
の
要
因
の
一
つ
は
人
間
の
意
志
で
あ
っ
て
、
そ
の
決
断
を
計
算

552純粋経済学要論



す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
。
だ
が
私
は
、
人
間
の
自
由
に
よ
る
決
断
を
計
算
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
は

な
い
。
た
だ
そ
の
結
果
を
数
学
的
に
表
わ
そ
う
と
試
み
た
だ
け
で
あ
る
。
私
の
理
論
に
あ
っ
て
は
、
各
交
換
者

は
自
分
の
理
解
に
基
づ
い
て
、
各
自
の
利
用
欲
望
曲
線
を
形
成
す
る
と
仮
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
た
び
こ
れ

ら
の
曲
線
が
形
成
せ
ら
れ
れ
ば
、
い
か
に
し
て
曲
線
ま
た
は
価
格
が
絶
対
的
自
由
競
争
の
仮
設
的
の
制
度
の
下

に
現
わ
れ
る
か
を
、
示
す
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
る
に
あ
る
人
は
い
う
、
「
だ
が
絶
対
的
自
由
競
争
は
ま
さ
し

く
一
つ
の
仮
説
に
過
ぎ
な
い
。
現
実
に
お
い
て
は
自
由
競
争
は
、
妨
害
を
な
す
無
数
の
原
因
に
よ
っ
て
妨
げ
ら

れ
て
い
る
。
故
に
、
い
か
な
る
方
式
を
用
い
て
も
表
わ
し
得
な
い
妨
害
要
因
を
取
除
か
れ
た
自
由
競
争
そ
れ
自

体
の
み
を
研
究
す
る
の
は
、
好
奇
心
を
満
足
す
る
以
外
に
何
ら
の
利
益
も
あ
り
得
な
い
」
と
。
こ
の
反
対
論
の

内
容
の
空
虚
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
今
後
い
か
に
科
学
が
進
歩
し
て
も
、
妨
害
原
因
を
、
交
換
方
程
式
及

び
生
産
方
程
式
に
導
き
入
れ
て
表
わ
し
得
な
い
と
仮
定
し
て
み
て
も
、
　
　
こ
れ
を
主
張
す
る
の
は
お
そ
ら
く

軽
率
で
あ
り
、
た
し
か
に
無
益
で
あ
る
　
　
私
が
立
て
た
方
程
式
は
生
産
の
自
由
と
い
う
一
般
的
に
し
て
優
れ

た
準
則
に
だ
け
は
導
き
得
る
の
で
あ
る
。
自
由
は
、
あ
る
限
界
の
う
ち
で
、
最
大
利
用
を
生
ぜ
し
め
る
。
故
に

こ
れ
を
妨
げ
る
原
因
は
、
最
大
利
用
の
実
現
を
妨
げ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
原
因
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う

と
も
、
私
共
は
出
来
得
る
だ
け
そ
れ
ら
を
除
去
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
二
二
三
　
経
済
学
者
が
既
に
自
由
放
任
（laisser faire, laisser passer

）
を
鼓
吹
し
な
が
ら
述
べ
て
き
た
こ

と
は
要
す
る
に
こ
れ
で
あ
っ
た
。
不
幸
に
し
て
今
日
ま
で
の
経
済
学
者
は
彼
ら
の
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
、
レ
ッ

セ
・
パ
ッ
セ
を
証
明
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
た
だ
国
家
の
干
渉
を
こ
れ
ま
た
証
明
す
る
こ
と
な
く
主
張
し
た
新
旧
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の
社
会
主
義
者
に
対
抗
し
て
、
こ
れ
を
主
張
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
か
く
い
え
ば
、
感
激
し
や
す
い
人
は
直
ち

に
こ
れ
に
反
対
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
問
う
こ
と
を
私
に
許
さ
れ
た
い
、
経
済
学
者
が
自
由
競
争
の
結

果
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
と
し
た
ら
、
彼
ら
は
い
か
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
結
果
が
よ
い
と
か

有
利
で
あ
る
と
か
い
い
得
る
か
と
。
ま
た
、
定
義
を
下
さ
ず
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
関
係
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を

証
明
す
る
法
則
を
定
立
せ
ず
し
て
、
自
由
競
争
が
有
利
な
こ
と
を
い
か
に
し
て
知
り
得
る
か
と
。
こ
れ
こ
そ
レ

ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
、
レ
ッ
セ
・
パ
ッ
セ
が
経
済
学
者
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
と
、
私
が
い
う
先
験
的
理

由
で
あ
る
。
な
お
次
に
述
べ
る
よ
う
な
経
験
的
な
理
由
が
あ
る
。
あ
る
原
理
が
科
学
的
に
定
立
せ
ら
れ
た
と
き
、

な
し
得
る
第
一
の
こ
と
は
、
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
場
合
と
、
適
用
さ
れ
な
い
場
合
と
を
弁
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
反
対
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
経
済
学
者
が
自
由
競
争
を
拡
張
し
て
し
ば
し
ば
そ
の
限
界
を
超
え
て
い
る

の
は
、
こ
の
自
由
競
争
の
原
理
が
充
分
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
い
証
拠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
今
例
を
挙
げ
て

説
明
し
て
み
る
。
自
由
競
争
に
つ
い
て
の
私
の
証
明
は
、
第
一
の
基
礎
と
し
て
、
用
役
及
び
生
産
物
に
対
す
る

消
費
者
の
利
用
の
評
価
に
依
存
す
る
。
故
に
そ
れ
は
、
消
費
者
が
評
価
し
得
る
個
人
的
欲
望
す
な
わ
ち
私
的
利

用
（
〔utilite'prive'

〕
）
と
、
こ
れ
と
は
全
く
異
る
方
法
で
評
価
せ
ら
れ
る
社
会
的
欲
望
す
な
わ
ち
公
的
利
用

（
〔utilite'publique

〕
）
と
の
間
の
根
本
的
区
別
を
予
想
し
て
い
る
。
故
に
私
的
利
益
に
関
す
る
物
の
生
産

に
適
用
せ
ら
れ
る
自
由
競
争
の
原
理
は
、
公
共
利
益
の
物
の
生
産
に
適
用
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
る

に
、
公
共
用
務
を
私
的
企
業
に
委
ね
て
自
由
競
争
に
従
わ
し
め
よ
う
と
す
る
謬

想







に
陥
っ
た
経
済
学
者
も
あ

る
。
な
お
他
の
例
を
挙
げ
る
。
私
の
証
明
は
、
第
二
の
基
礎
と
し
て
、
生
産
物
の
販
売
価
格
と
生
産
費
と
の
均
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等
化
に
依
存
す
る
。
故
に
そ
れ
は
、
企
業
者
が
利
益
の
あ
る
企
業
に
集
り
、
損
失
の
あ
る
企
業
を
去
り
得
る
可

能
性
を
予
想
す
る
。
だ
か
ら
自
由
競
争
の
原
理
は
、
自
然
的
必
然
的
独
占
の
対
象
で
あ
る
物
の
生
産
に
は
、
必

然
的
に
適
用
せ
ら
れ
な
い
。
し
か
る
に
独
占
的
産
業
に
つ
い
て
も
、
自
由
競
争
を
絶
え
ず
主
張
す
る
所
の
経
済

学
者
が
あ
る
。
最
後
に
自
由
競
争
に
つ
い
て
の
考
察
を
お
え
る
た
め
に
、
最
後
で
は
あ
る
が
最
も
重
要
な
解
説

を
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
利
用
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
自
由
競
争
に
つ
い
て
な
し
た
私
の
証
明
は
、
正

義
の
問
題
を
全
く
考
慮
外
に
置
く
。
私
の
証
明
は
、
用
役
の
あ
る
配
分
か
ら
生
産
物
の
い
か
な
る
分
配
が
生
ず

る
か
の
点
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
用
役
の
分
配
の
問
題
に
は
少
し
も
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
る
に
産
業

の
問
題
に
つ
い
て
、
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
、
レ
ッ
セ
・
パ
ッ
セ
を
高
調
す
る
こ
と
で
満
足
せ
ず
、
こ
れ
を
所
有

権
の
問
題
に
ま
で
故
な
く
妄



り
に
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
経
済
学
者
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
科
学
を
文
学
的

に
取
扱
う
こ
と
の
危
険
で
あ
る
理
由
で
あ
る
。
真
と
偽
と
を
同
時
に
主
張
す
る
人
が
あ
り
、
従
っ
て
偽
と
真
と

を
共
に
否
定
し
よ
う
と
す
る
人
が
あ
る
。
そ
し
て
、
互
に
理
由
も
あ
れ
ば
誤
っ
て
も
い
る
所
の
反
対
者
に
よ
っ

て
、
反
対
の
方
向
に
引
張
ら
れ
な
が
ら
、
人
々
の
意
見
が
決
定
せ
ら
れ
る
。

　
二
二
四
　vt,vp,vk

…
…
は
用
役
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
の
交
換
価
値
で
あ
り
、
こ
れ
ら
と
生

産
物
（
Ａ
）
の
交
換
価
値va

と
の
比
が
こ
れ
ら
の
用
役
の
価
格
を
成
す
も
の
で
あ
り
、rt,1,rp,1,rk,1

…
…

rt,2,rp,2,rk,2

…
…rt,3,rp,3,rk,3

…
…
は
こ
れ
ら
の
用
役
を
直
接
に
消
費
す
る
た
め
に
保
留
し
ま
た
は
獲

得
し
た
人
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
…
…
に
お
け
る
交
換
後
の
こ
れ
ら
の
用
役
の
稀
少
性
す
な
わ
ち
充
さ
れ

た
最
後
の
欲
望
の
強
度
で
あ
る
と
す
る
と
、
私
共
は
一
般
均
衡
の
表
（
第
一
三
三
節
）
を
次
の
如
く
補
足
せ
ね
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ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　va

　:vb

　:vc

　:vd

　:

…
…:vt

　:vp

　:vk

　:

…
…

　
　
　
　::ra,1:rb,1:rc,1:rd,1:

…
…:rt,1:rp,1:rk,1:

…
…

　
　
　
　::ra,2:rb,2:rc,2:rd,2:

…
…:rt,2:rp,2:rk,2:

…
…

　
　
　
　::ra,3:rb,3:rc,3:rd,3:

…
…:rt,3:rp,3:rk,3:

…
…

　
　
　
　::

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
直
接
に
消
費
せ
ら
れ
る
地
用
・
労
働
・
利
殖
は
、
あ
る
い
は
時
間
で
計
量
せ
ら
れ
る
無
限
小
量
ず
つ
、
あ
る

い
は
土
地
・
人
・
資
本
の
計
量
単
位
に
相
応
す
る
量
ず
つ
、
消
費
せ
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。
故
に
表
中
に
こ

れ
ら
に
関
す
る
部
分
に
、
充
さ
れ
た
最
後
の
欲
望
の
強
度
と
充
さ
れ
な
い
最
初
の
欲
望
の
強
度
と
の
お
よ
そ
中

間
に
、
下
線
を
施
し
た
稀
少
性
の
項
を
記
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
つ
ま
た
用
役
に
つ
い
て
も
、
生
産
物
に

つ
い
て
も
、
充
さ
れ
る
べ
き
最
初
の
欲
望
の
強
度
よ
り
大
き
い
稀
少
性
の
比
例
項
を
括
弧
の
う
ち
に
記
入
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
留
保
を
す
れ
ば
、
生
産
物
に
つ
い
て
の
次
の
命
題
は
、
用
役
へ
と
拡
張
せ

ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
　
交﹅
換﹅
価﹅
値﹅
は﹅
稀﹅
少﹅
性﹅
に﹅
比﹅
例﹅
す﹅
る﹅
。

　
二
二
五
　
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
は
無
限
小
量
ず
つ
消
費
せ
ら
れ
得
る
土
地
用
役
・
人
的
用
役
・
動
産

用
役
で
あ
り
、
τr,1

τq,1,

τr,2

τq,2,

τr,3

τq,3,

πr,1
πq,1,

πr,2

πq,2,

πr,3

πq,3,

χr,1

χq,1,

χr,2

χq,2,

χr,3

χq,3

（
第
六
図
）
は
交
換
者
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
用
役
の
利
用
ま

た
は
欲
望
の
連
続
な
曲
線
で
あ
る
と
す
る
。0.75,2.16,1.50

を
、
（
Ａ
）
で
表
わ
し
た
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
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（
Ｋ
）
の
価
格
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
仮
定
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
交
換
者
（
１
）
と
交
換
者
（
３
）
と

は
三
つ
の
用
役
を
消
費
す
る
。
こ
の
仮
定
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
交
換
者
（
１
）
は
用
役
の
そ
れ
ぞ
れ
の

量
７
、
８
、
５
を
消
費
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
稀
少
性
は 1.50, 4.33, 3 

と
な
っ
た
と
し
、
交
換
者
（
３
）
は
そ
れ

ぞ
れ
の
量
３
、
１
、
２
を
消
費
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
稀
少
性
は 3, 8.66, 6 

と
な
っ
た
と
す
る
。
交
換
者
（
２
）

は
地
用
（
Ｔ
）
の
量
１
を
消
費
し
、
そ
の
稀
少
性
は 4.50 

で
あ
る
と
す
る
。
し
か
る
に
彼
に
お
い
て
、
労
働

（
Ｐ
）
、
利
殖
（
Ｋ
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
稀
少
性
系
列
に
記
入
せ
ら
れ
る
べ
き
数
字 13, 9 

は
、
こ
れ
ら
用
役
の

充
す
べ
き
最
初
の
欲
望
の
強
度 9, 6 

よ
り
大
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
二
つ
の
用
役
が
欠
け
て
い
る
。
故
に
次
の

均
衡
の
表
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　0.75:2.16:1.50

　
　
　
　::1.50:4.33:3

　
　
　
　::4.50:(13):(9)

　
　
　
　::3   :8.66:6

　
二
二
六
　
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
稀
少
性
を R

t, R
p, R

k 

と
呼
び
、
こ
れ
ら
の
平

均
を
算
出
す
る
の
に
、
下
線
を
附
し
た
数
字
及
び
括
弧
内
の
数
字
を
計
算
中
に
入
れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
れ
ば
、

次
の
方
程
式
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　

　
二
二
七
　
価
格
変
動
の
法
則
は
ま
た
こ
れ
を
一
般
化
し
て
（
第
一
三
七
節
）
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
い
い
表
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わ
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
交﹅
換﹅
が﹅
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
の﹅
仲﹅
介﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
行﹅
わ﹅
れ﹅
る﹅
市﹅
場﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
、
諸﹅
﹅々
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
用﹅
役﹅
が﹅
均﹅

衡﹅
状﹅
態﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
、
か﹅
つ﹅
他﹅
の﹅
事﹅
情﹅
が﹅
同﹅
一﹅
で﹅
あ﹅
っ﹅
て﹅
、
も﹅
し﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
用﹅
役﹅
の﹅
一﹅

つ﹅
の﹅
利﹅
用﹅
が﹅
交﹅
換﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
対﹅
し﹅
増﹅
加﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
減﹅
少﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
価﹅
値﹅
尺﹅
度﹅
財﹅
で﹅
表﹅
わ﹅
し﹅
た﹅
こ﹅

の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
用﹅
役﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
騰﹅
貴﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
下﹅
落﹅
す﹅
る﹅
。

　
他﹅
の﹅
事﹅
情﹅
が﹅
同﹅
一﹅
で﹅
あ﹅
っ﹅
て﹅
、
も﹅
し﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
用﹅
役﹅
の﹅
一﹅
つ﹅
の﹅
量﹅
が﹅
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
物﹅
の﹅
所﹅
有﹅
者﹅

の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
つ﹅
い﹅
て﹅
増﹅
加﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
減﹅
少﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
こ﹅
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
下﹅
落﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
騰﹅
貴﹅
す﹅

る﹅
。

　
諸﹅
﹅々
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
用﹅
役﹅
の﹅
価﹅
格﹅
が﹅
与﹅
え﹅
ら﹅
れ﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
用﹅
役﹅
の﹅
一﹅
つ﹅
の﹅
利﹅
用﹅
ま﹅
た﹅
は﹅

量﹅
が﹅
交﹅
換﹅
者﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
所﹅
有﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
お﹅
い﹅
て﹅
変﹅
化﹅
し﹅
て﹅
も﹅
、
そ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
稀﹅
少﹅
性﹅
が﹅
変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
け﹅

れ﹅
ば﹅
、
こ﹅
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
用﹅
役﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
い﹅
。

　
も﹅
し﹅
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
用﹅
役﹅
の﹅
利﹅
用﹅
及﹅
び﹅
量﹅
が﹅
交﹅
換﹅
者﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
所﹅
有﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
つ﹅
い﹅

て﹅
変﹅
化﹅
し﹅
て﹅
も﹅
、
そ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
稀﹅
少﹅
性﹅
の﹅
比﹅
が﹅
変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
い﹅
な﹅
ら﹅
ば﹅
、
こ﹅
れ﹅
ら﹅
の﹅
生﹅
産﹅
物﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
用﹅
役﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅

変﹅
化﹅
し﹅
な﹅
い﹅
。

　
な
お
こ
れ
ら
に
二
つ
の
他
の
命
題
を
附
け
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
す﹅
べ﹅
て﹅
の﹅
事﹅
情﹅
が﹅
同﹅
一﹅
で﹅
あ﹅
っ﹅
て﹅
、
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
の﹅
人﹅
の﹅
所﹅
有﹅
す﹅
る﹅
あ﹅
る﹅
用﹅
役﹅
の﹅
量﹅
が﹅
増﹅
加﹅
ま﹅
た﹅

は﹅
減﹅
少﹅
し﹅
、
従﹅
っ﹅
て﹅
価﹅
格﹅
が﹅
下﹅
落﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
騰﹅
貴﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
こ﹅
の﹅
用﹅
役﹅
を﹅
入﹅
れ﹅
て﹅
製﹅
造﹅
せ﹅
ら﹅
れ﹅
る﹅
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
価﹅
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格﹅
は﹅
下﹅
落﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
騰﹅
貴﹅
す﹅
る﹅
。

　
他﹅
の﹅
事﹅
情﹅
が﹅
同﹅
一﹅
で﹅
あ﹅
っ﹅
て﹅
、
消﹅
費﹅
者﹅
の﹅
一﹅
人﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
多﹅
数﹅
に﹅
対﹅
す﹅
る﹅
あ﹅
る﹅
生﹅
産﹅
物﹅
の﹅
利﹅
用﹅
が﹅
増﹅
加﹅
し﹅
ま﹅
た﹅

は﹅
減﹅
少﹅
し﹅
、
有﹅
効﹅
需﹅
要﹅
が﹅
増﹅
加﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
減﹅
少﹅
し﹅
、
従﹅
っ﹅
て﹅
価﹅
格﹅
が﹅
騰﹅
貴﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
減﹅
少﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
こ﹅
の﹅
生﹅
産﹅

物﹅
に﹅
入﹅
り﹅
込﹅
む﹅
用﹅
役﹅
の﹅
価﹅
格﹅
は﹅
騰﹅
貴﹅
し﹅
ま﹅
た﹅
は﹅
下﹅
落﹅
す﹅
る﹅
。

　
二
二
八
　
第
十
五
章
に
お
い
て
、
私
は
購
買
曲
線
及
び
販
売
曲
線
を
形
成
し
た
（
第
一
五
一
節
）
。
他
の
言

葉
で
い
え
ば
、
一
般
均
衡
状
態
に
お
い
て
交
換
市
場
に
最
後
に
達
せ
ら
れ
る
需
要
曲
線
す
な
わ
ち
価
値
尺
度
財

で
な
さ
れ
る
商
品
の
需
要
曲
線
及
び
価
値
尺
度
財
を
受
け
て
な
さ
れ
る
商
品
の
供
給
曲
線
を
形
成
し
た
。
次
に

私
は
、
供
給
を
所
有
量
と
相
等
し
い
と
仮
定
し
、
購
買
曲
線
を
価
格
の
曲
線
に
変
化
し
た
（
第
一
五
三
節
）
。

私
は
こ
こ
で
再
び
こ
の
概
念
に
帰
っ
て
、
こ
れ
を
用
役
及
び
生
産
物
に
関
し
て
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
二
二
九
　
（
Ａ
）
を
価
値
尺
度
財
と
す
る
。
か
つ
一
方
用
役
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
と
生
産
物
（
Ａ
）
、

（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
と
が
一
定
の
一
般
均
衡
価
格p'p,p'k,

…
…p'b,p'c,p'd

…
…
で
互
に
交
換

せ
ら
れ
、
ま
た
は
交
換
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
、
他
方
用
役
（
Ｔ
）
が
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
、
ま
た

そ
の
所
有
せ
ら
れ
て
い
る
量
を
認
め
ら
れ
て
、
市
場
に
現
わ
れ
、
交
換
及
び
生
産
の
機
構
の
う
ち
に
姿
を
出
現

し
た
と
す
る
。

　
理
論
的
に
は
（
Ｔ
）
が
出
現
す
れ
ば
、
二
つ
の
新
未
知
数pt,O

t

と
二
つ
の
補
足
的
な
方
程
式
を
導
き
入
れ

ら
れ
た
生
産
方
程
式
の
四
個
の
体
系
の
成
立
を
必
要
と
す
る
（
第
二
〇
二
、
二
〇
三
節
）
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の

補
足
的
方
程
式
の
一
つ
は
（
Ｔ
）
の
需
要
方
程
式
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　atD

a+btD
b+ctD

c+dtD
d+ 

…
… =O

t
で
あ
り
、
他
は
（
Ｔ
）
の
供
給
方
程
式

　
　
　
　O

t=Ft(pt, pp, pk 

…
… pb, pc, pd 

…
…)

で
あ
る
。
先
に
な
し
た
よ
う
に
（
第
二
一
五
節
）
、
正
の ot 

及
び
負
の ot 

を
そ
れ
ぞ
れ
Ｕ
及
び
ｕ
で
表
わ
せ

ば
、
こ
れ
ら
二
つ
の
方
程
式
は
、
た
だ
一
つ
の
方
程
式

　
　
　
　atD

a+btD
b+ctD

c+dtD
d

…
…+u=U

と
な
る
。
し
か
し
、
他
の
価
格
の
変
化
と
他
の
有
効
需
要
及
び
供
給
の
変
化
を
捨
象
し
、
こ
れ
ら
を
常
数
と
考

え
れ
ば
、
こ
の
方
程
式
の
左
辺
は
、
た
だ
一
つ
の
函
数 pt 

の
減
少
函
数
で
あ
っ
て
、
幾
何
学
的
に
は
購
買
曲

線 TdTp

（
第
九
図
）
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
得
る
。
右
辺
は
同
じ
変
数 pt 

の
函
数
で
あ
っ
て
、
初
め
増
加
函
数

で
あ
っ
て
、
次
い
で
減
少
函
数
と
な
る
。
そ
の
値
は
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
て
ゼ
ロ
（
無
限
遠
点
に
お
い
て
）
に
帰

る
の
で
あ
る
。
こ
の
右
辺
は
幾
何
学
的
に
は
販
売
曲
線 M

N
 

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
得
る
。
二
曲
線
の
交
点
Ｔ

が
価
格 pt 

を
決
定
す
る
。

　
二
三
〇
　
（
Ａ
）
を
常
に
価
値
尺
度
財
と
す
る
。
か
つ
一
方
用
役
（
Ｔ
）
、
（
Ｐ
）
、
（
Ｋ
）
…
…
と
生
産

物
（
Ａ
）
、
（
Ｃ
）
、
（
Ｄ
）
…
…
と
が
一
定
の
一
般
均
衡
価
格 p't, p'p, p'k 

…
… p'c, p'd 

…
…
で
互
に
交

換
せ
ら
れ
ま
た
は
交
換
せ
ら
れ
よ
う
と
し
、
他
方
生
産
物
（
Ｂ
）
の
製
造
方
法
が
発
見
せ
ら
れ
、
（
Ｂ
）
が
公

衆
の
領
域
に
入
っ
て
き
、
市
場
に
現
わ
れ
て
、
交
換
及
び
生
産
の
機
構
の
う
ち
に
姿
を
現
わ
し
た
と
す
る
。

　
理
論
的
に
は
、
（
Ｂ
）
の
出
現
は
、
二
つ
の
未
知
数
と
二
つ
の
補
足
的
方
程
式
を
導
き
入
れ
ら
れ
た
新
し
い
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生
産
方
程
式
の
四
つ
の
体
系
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
補
充
的
方
程
式
の
一
つ
は
（
Ｂ
）
の
需
要
方
程

式　
　
　
　D

b=Fb(pt,pp,pk

…
…pb,pc,pd

…
…)

で
あ
り
、
他
は
（
Ｂ
）
の
生
産
費
方
程
式

　
　
　
　btpt+bppp+bkpk+

…
…=pb

で
あ
る
。

　
だ
が
も
し
他
の
価
格
の
変
化
、
他
の
有
効
需
要
及
び
供
給
の
変
化
を
捨
象
し
、
こ
れ
ら
を
常
数
と
考
え
れ
ば
、

D
b

は
唯
一
の
変
数pb

の
減
少
函
数
で
あ
っ
て
、
幾
何
学
的
に
は
価
格
曲
線B

dB
p

（
第
十
図
）
に
よ
っ
て
表

わ
さ
れ
得
る
。
横
坐
標pb

を
も
つ
点
Ｂ
の
縦
坐
標
は
需
要D

b

を
表
わ
す
。
か
く
て
私
共
は
、
既
に
示
し
た

幾
何
学
的
表
現
に
立
ち
帰
る
わ
け
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
純
粹
經
濟
學
要
論
　
上
卷
」
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店

　
　
　1953
（
昭
和28

）
年11

月25

日
第1

刷
発
行

※
「
旧
字
、
旧
仮
名
で
書
か
れ
た
作
品
を
、
現
代
表
記
に
あ
ら
た
め
る
際
の
作
業
指
針
」
に
基
づ
い
て
、
底
本

の
表
記
を
あ
ら
た
め
ま
し
た
。

そ
の
際
、
以
下
の
置
き
換
え
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

「
敢
え
て
↓
あ
え
て
　
恰
も
・
恰
か
も
↓
あ
た
か
も
　
予
め
↓
あ
ら
か
じ
め
　
或
る
↓
あ
る
　
或
い
は
↓
あ
る

い
は
　
雖
も
↓
い
え
ど
も
　
如
何
↓
い
か
　
如
何
様
↓
い
か
よ
う
　
幾
つ
↓
い
く
つ
　
何
れ
↓
い
ず
れ
　
一
々

↓
い
ち
い
ち
　
何
時
↓
い
つ
　
愈
々
↓
い
よ
い
よ
　
所
謂
↓
い
わ
ゆ
る
　
於
い
て
↓
お
い
て
　
了
え
↓
お
え
　

概
ね
↓
お
お
む
ね
　
於
け
る
↓
お
け
る
　
恐
ら
く
↓
お
そ
ら
く
　
凡
そ
↓
お
よ
そ
　
却
っ
て
↓
か
え
っ
て
　
拘

ら
ず
↓
か
か
わ
ら
ず
　
且
つ
↓
か
つ
　
可
成
り
↓
か
な
り
　
か
も
知
れ
↓
か
も
し
れ
　
位
↓
く
ら
い
　
蓋
し
↓

け
だ
し
　
此
処
↓
こ
こ
　
毎
↓
ご
と
　
殊
に
↓
こ
と
に
　
然
し
↓
し
か
し
　
然
ら
↓
し
か
ら
　
然
る
↓
し
か
る

　
屡
々
↓
し
ば
し
ば
　
暫
ら
く
↓
し
ば
ら
く
　
（
し
）
易
↓
（
し
）
や
す
　
直
ぐ
↓
す
ぐ
　
頗
る
↓
す
こ
ぶ
る

　
宛
↓
ず
つ
　
即
ち
↓
す
な
わ
ち
　
総
て
↓
す
べ
て
　
其
↓
そ
の
　
高
々
↓
た
か
だ
か
　
唯
↓
た
だ
　
但
し
↓

た
だ
し
　
度
↓
た
び
　
丁
度
↓
ち
ょ
う
ど
　
就
い
て
↓
つ
い
て
　
終
に
・
遂
に
↓
つ
い
に
　
（
て
）
行
↓
（
て
）

い
　
（
て
）
置
↓
（
て
）
お
　
（
て
）
来
↓
（
て
）
き
・
く
　
（
て
）
見
↓
（
て
）
み
　
（
て
）
貰
↓
（
て
）
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も
ら
　
何
処
↓
ど
こ
　
所
で
↓
と
こ
ろ
で
　
兎
に
角
↓
と
に
か
く
　
兎
も
角
↓
と
も
か
く
　
乃
至
↓
な
い
し
　

尚
↓
な
お
　
乍
ら
↓
な
が
ら
　
何
故
↓
な
ぜ
　
筈
↓
は
ず
　
甚
だ
↓
は
な
は
だ
　
程
↓
ほ
ど
　
殆
ん
ど
↓
ほ
と

ん
ど
　
先
ず
↓
ま
ず
　
益
々
↓
ま
す
ま
す
　
又
↓
ま
た
　
間
も
な
く
・
間
も
無
く
↓
ま
も
な
く
　
寧
ろ
↓
む
し

ろ
　
若
し
↓
も
し
　
勿
論
↓
も
ち
ろ
ん
　
以
て
↓
も
っ
て
　
尤
も
↓
も
っ
と
も
　
専
ら
↓
も
っ
ぱ
ら
　
最
早
↓

も
は
や
　
稍
々
↓
や
や
　
所
以
↓
ゆ
え
ん
　
依
っ
て
・
由
っ
て
・
因
っ
て
↓
よ
っ
て
　
余
程
↓
よ
ほ
ど
　
依
・

由
・
因
↓
よ
　
等
↓
ら
　
僅
か
↓
わ
ず
か
」

※
読
み
に
く
い
漢
字
に
は
適
宜
、
底
本
に
な
い
ル
ビ
を
付
し
ま
し
た
。

入
力
：
京
都
大
学
電
子
テ
ク
ス
ト
研
究
会
入
力
班
（
荒
木
恵
一
）

校
正
：
京
都
大
学
電
子
テ
ク
ス
ト
研
究
会
校
正
班
（
大
久
保
ゆ
う
）

2006

年10

月30

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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